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二. 


本書 題して 高等 曰 本文 法と いふ は、 中等 敎 育の 程度より 一 歩 を 進め 

た れ ば な り。 敢 へ て 最高 等の 大 文法に 擬 する にあら ず) 中 等 敎 育を經 

た る 者 は 本書に 3 り て 我が 文法 を 更に 的確に 學 習 し 得 ベ しこ 

本書 も はら 文法の 實 質を說 く 中 に は 理論に 亘れる もの ある は、 說 明 

の 法 やむ を 得ざる に出づ 。古 語 及 今の 口語 を 併せ 說 ける は、 國 語 の 眞 

を發 揮せ むに は 一 時代の 語 をのみ 對象 とする こと 能 は ざれば なり „ 

本書 獨習 用たり 得 ベ く、 又 敎科 用たり 得 ベ し。 さ る は 兩者を 兼ねて 一 

方に のみ は 極めて 適當せ ず、 隨 つ て所說 或は 繁簡 中 を 得 ず d 裁 また 

同じから ざる もの ある は、 竊 に 遺憾と する 所な り。 

國語 文法書の 大成せ る 者、 ま づ大槻 氏の 廣 日本 文典 及 別記 を 推さ ^ 

る ベ か ら ず。 予 が 硏究 大抵 先人 Q 力に 由れ ろ 中に もぶ 八 槻 氏に 負 ふ 所 


最多し。 かくて 本書 は 舊說を 統合 補正した る 者 なれ ど も、 新 說も 亦お 

の づ か ら 無 きに あら ず。 

諸 成 音 格 法 性 相 敬語 助動詞 助辭 

補足 語 敍述句 ， 省略. 記 錄對話 

等に 關 する 者是な り。 中 に 就きて 並立 格 及 前提 法の 名は淸 水平 一 郞 

氏の 創意に し て、 前 提 法に 順逆の 兩 態 を 立 て 說 命令の 二 法と 對せ 

し め た る は 、予 が 案 な り" 敬 語の 「御. 一 「樣 j の， 別 は极下 大三郞 氏の 所 說に係 

り、 助 辭ガの 意 義. 記 錄對 話の 諸說 は、 恩 師物集 先生の 敎を 受けた る こ 

と 頗 多 し) 兹 に 特に 竝べ 書して 感謝の 意 を 表す。 


.  改版に つきて 

高等 H: 本文 法 は、 三 矢 博士の 力作な .0。 而 し て S れ が 編 著 の S 旨 は、 其 の 緖 言 中 に 

も 見 ゆるが 如 く、 主 として 高等 學校 程度の 敎科 書、 若 く は 參考赉 たらし めん と す る 

にあ， o しもの なれ ど も、 亦 博士が 國語學 上 に 下された る 一 定 石 と し て、 學 界を稗 益 

す る こ と 尠 少 な ら ざ り きつ 然 れ ども 出版 後年 數を經 たる を 以て、 一 度 之 を 改訂せ ら 

れんの 意 ありし が 如 く、 其 の 手 澤 本 は實に 韋編 三 絡 の 槪 あ ，0。 試 み に 其の 內 容 を 檢 

せ ん か. 毛 筆 又はべ ンに て、 い づ れの 頁に も 殆ど 余白な きまでに 記入し あ る の み か、 

或は 大小の 附 奚、 叉 は 揷入紙 を 用 ひて、 說明叉 は 例 證の辅 入せられ た る を 見 る^ れ 

卽ち 博士が 赏地 授業 叉は讀 書の 際. そ の 必要と 認 むる も の を 害き 入れ 置かれし も 

のに 係れ，^ 

大正 十二 年 五月 下 旬、 國 學院大 學が飯 田 町よ b  ffi 谷に 移轉 せんとす る 際な りき- 

W  士は偶 同所に 於け る 最後の 授業 を 了 へ、 此の 本 を 置き 忘 れて歸 宅 せ ら れ し が、 是 

れ も 亦、 同 學所藏 の 圖 書雜品 と共に 梱包し て 運 送 せ ら れ し 爲、 暫 く 其の 所在 を 失 し. 

折し も 病中の 馏士 をし て、 い たく 憂慮せ し め き。 而 も 幸に して 當 時の n 蔷係^ 川 譲 


君の 好意に 侬 b  、諸 

て 安堵の 色 を顯は 

火 災 は、 本 書の 發行 

を 奪 ひ 去れ り。 是 れ 

越えて 一 年、 明治 

取締役た る 森 下 松 

ん舉 を提 言 せ， o。 是 

として 榊 原 朝 雄 君 

と 一 面の 識 なしと 

けし も の。 叉 曾て 『文 

土が 愛 弟の 一 人た 

かくて 君が 一 度 

て さし も 困難なる 

殆ど 其の 全部 を 適 

一 、改 訂 增辅は 手 


方 

書 


を 

法 

匕 


を搜 索し 

れ た り。 か 

明治 書院 

書 と、 其 の 

院が 本書 

君 は、 著者 

於て 佘は 

推 薦 し、 佘 

も、 君 は W 

教本』 の 三 

を 知れば 

矢 家の 囑 

の 事業に 

なる 位置 


てぎ く 之 

く て 其 の 

を 襲 ひ て、 

著者との 

を 復興せ 

に對 する 

之 を 博士 

も 亦應分 

士カ IE-  i, 

hj こ^^ し 

一一 1 ー卩 》.» 蹈 L 

な り。 

を受 くる 

沒 頭し、 一 

に 按排せ 


を 得、 博 士の 病床に 致し 

年の 七 月、 博 士は 長逝せ 

書冊の 殘 部と 其の 紙型 

運 命 な り。 

ん とする に 當 b  、佘等 の 

好 意 上、 此 の 手 澤 本より 

の 令弟 三 矢宮松 君に 報 

の カを效 さん 事 を 約せ 

の 後進に し て X 直接 博 

て は、 特 に 君 を K し、 如 

や、 喜び て 之 を 受諾し 、一公 

々手澤 本に 就きて 其の 


> 力 

ら れ- 

と を 

同 窓 

內容 

じ、 Hd 


士 の 

き S3 


ば、 ffi  士も 始め 

，同 九月の 大爲 

饼 せ て、 悉 く 之 

にして 同所の 

の 增補を 計ら 

ny れが 補修 者 

はもと 榊 原 君 

敎授 指導 を受 

係 も あ b て、 g 


-其 の 凡例 は、 大 要 左の 


澤 本の 記入 或は 附箋に 侬 る。 そ の 大部分 は 用 


務の余 

铺入材 

も. [ 

例 を 


暇、 孜 々とし 

料 を 整理し、 


蒐集し 說 明せ 


ら 

二、 手 

三、 傍 

大 

考 

S ハ 

上 

五、 句 

ど 

六、 本 

七、 增 


れ 

、ベ 

る 

察 


クし 

す 


本 


る 


ひ 


適當 


そ 

ジ 

力 


ジ 


力 


& いふ ^ 

問 に 

な る 


： 了 

\ィ 


も あ 


り 

あ 

と 


咐 し- 

> 一 一 

と も 

り て 

思 は 

な ど 


した 


ど、 所 

- 或は 

おし 

な る 

說明 

る れ 

は少 

で な 

一！ 一一 n ズ 


說 の ュ引 正、 分 類 項目 及 内容の 增 減な 

に 左右の 餘 白に 附箋に 記入せられ 

に 配置 揷人 せむ としたれ ど も、 叉 そ の 項の 末に 纏め 置 き 


ど な き に あ ら す。 

た る 語句 歌 文な ど、 成 


力 


力 


力な どと 


决 定 を 與 へられざる 憾な き に 

ベ ければ なり。 

な き あ り、 或 は 項目と 例との みあ， O 

ど、 こ れ亦 その 儘に 存 したり。 

しく 增 し、；^  ^  など 混用せ 

用 書名 の (後) (金) など i 後 撰) (金 葉) な ど 

き もの は敢 へて 改め や。 助 動詞 は 常 


%7 


の 用語の 朱 

れ ど、 舊 來の 儘に なし 置き 

文 中 に 『國 學院雜 誌 第 何號參 照』 な ど あ 

ffi の 結 果、 本 文に 於て 約 百 五十 頁、 g 錄 約 百 三 十 頁 を 增 


こ 


る を 「附 錄 


竝 書せられ た る を ば 

あら ざれ ど も、 亦 證 者 


\ し 


說明 なき あ 


裁 


られ たれ ば，^ む な 

と 改めた る 所 多し "そ 

に 助動辭 とのみ いは 

^ 照」 と した - 

すに 至れり。 

三 


『作歌と 助 辭』 は 曾て^-行 本と して 出版せられ しもの なれ ど も、 久 しく 絶版に 爲り 

ゐ し を、 偶 博士の 病中 再版 成りて 之 を 其の 枕頭に 致し 、 か ば、 S  士 はいたく 悅 ばれ 

し も、 未 だ發寶 する に 至らす し て、 其 の 全部 を 烏 有に 歸 せしめき と。 さ れ ば 之 を附錄 

とする 事 も、 亦 著者の 意志 を 尊重す る 明治 書院の 進みて 提 言 せし 所な り。 

猶 又、 論 文 數篇は 博士が 曾 て 『國 學院雑 誌』 上 に發 表せられし ものにし て、 本 書 と參 

照して 便益 多 かる ベ き を 思 ひ，、 榊 原 君の 注意に 由り て 併せて 之 を附錄 とし た， 0ノ但 

し 其の 中 の 「國 語に 特有な 文の 三體」 は 「崇 敬 體」 の み を說ぃ て、 未 だ 「記 錄 體，； 「對 話 體」 

に 及ばれ ざり しのな り。) 

斯の 如くに し て、 本 書 は 期せす し て 、賞 に斯の 如き 大冊 を爲 した り。 是 れ 果して « 

士の 意志な b や 否 や、 之 を 知る ベから すと 雖 も、 博 土が さし も 愛惜 せられし 手澤本 

の、 空 しく 埋沒 せん を悲 みし と、 且 は 其の 著書と 論文との 一 部 を 長く 世に 行 は ん と 

せし 後人の 情と は IS  士と雖 も 之 を 甘受せ ざる を 得 ざ る ベ ぐ、 殊 に 博士が 國語學 に 

關 する 一 大 論文 を 草 せんの 志 を 抱い て、 空 しく 幽冥に 歸 せられた る 今 日、 本 書の 出 

づ る 事 は、 博 土に 取りても 亦 幾分の 新 意義な き に 非 ざ る ベ し。 佘 に 博士が. 同學の 後 

進に し て、 而 も 親善なる 友誼 を 辱う せし もの、 今し も 本書の 校正 を 終 り、 近 く 其 の 發 


行 を a ん とする に 方 b  、感 喜の 情に 堪 へ す、 卽 ち 一 言 を 述 ベ て 其の 由來を 明に し、 Hi 

關係 諸君に 對 し、 謹 みて 深厚なる 謝意 を 表 す。 

大正 十五 年 十月  鳥 野 幸 次 
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まし  二 六 三 

めり  二 七 二 

らむ  一一 セ四 

らし  ニー セセ 

けむ  一一 八 二 

希 望 (希求. 說. 願望)  二八 四 

た し  ーズ w 

なむ  二八 六 

ままし  二-^  ◦ 

想像 辭 む まし ベ し  二 九 一 

(附說 ) 感嘆の テ 二 ヲ ハ  二 九 三 

待  二 九 六 

定時と 不定 時  二 九 七 

定時の 三種  二 九 八 


現在  過 去 き • け リ  未 來 

三 完了 態  三 〇 九 

つ • ぬ  た "  り 

四 存在 .繼 續 (進行) 態  三- ー〇 

た り. リ  あ を リ  第二 變 化 と 「あり」.；— 居 リ. 侍 リ. け リ  ^態 

五 完了 態と 定ネ 定時  三 三 一 

不 お 時  现 在  過 去  未 來  將 然 _ぉ  0  M 結 合 

六 形容詞 及 指定 助 鴦詞の 時  =50 

き • け り  つ  む • ベ し 

七 口語 …；  雲 ハ 

た  'て ある *て ゐ る  う *ょ う 

/ 雜說  一  三 六 一一 一 

^ 準  想 像 と 時  前 ^法と時 

九 お  

プ 糸^-   -  三 七 II 一 

正 例  0 例 正誤 混 交 例 

第 六 節 助動詞 相互の 接 a  三 八 四 

一 敬語と 相  三 八 五 


1 一 


1 二 


本則  特例 一  特例 二  特例 三 

一一 希望. 完了. 否定. 想像. 過去 —— 1,^^ と 他の 助動詞  三 八 九 

三 指定  四 〇〇 

四 助動詞 連結 表 (文語 及 口語) 附三個 以上の 結合 表  四 〇 四 

第 九 章 副 詞  四 〇 四 

一 釋義  四 〇 四 

一一 形態 種類  四 〇 六 

體 言 副 詞  用 言 副 詞  程 度  狀 貌  ^ 意  數 量 I  時  

處 (場合)  原 因 

三 成立  四 一四 

甲 本來  四 一 四 

純 國 語 [ 1 > 字 音  聲 貌  疊 語 

乙 a ま  si セ 

形容詞より ： ；動 詞 よ り 1 1 く の 說 1—1 名 詞 よ り — 代 名詞よ り I — , 

熟 語 


丙 接尾語  四 一三 

づ k  な が ら  す が ら  が て ら  か ら  づ か ら  が ね — 

. , ― ご と に  ば か V  が リ  た め  む た  な ベ に  な ど 

 ま  >-  名 詞 より 轉 ずる 者 

四 諸 用法  ；  四 三 四 

位 置  連 體 語に 轉 ず： i 名詞に 轉 ず  連 體語 をう く  補 足 的.： 

II ^體 形の 誤用 —— 名詞と 熟 す  特 性 副詞の 呼應 

第 十 章 接續詞  四 四 二 

第 十一 章 感動詞  四 四 六 

. 一 一 釋義  -  ……：… ：：： ……：  ……： ：  四 四 六 

一一 他詞 との 關係  四 四ん 

名 詞 と  代 名 詞 と  物 の 萆  副 詞と—  —形容詞 と  接 繽詞と 

第 十二 章 てにをは  …：： 四 五一 一 

,  1 三 


一 四 

第 一 節 單用辭  四 五 四 

第 I 名詞に 附く者  四 五 四 

一  く 

一 力   四 五 四 

主 格  0 格  同 格  用 言 第 四變化 に  口 語 

一一 0   四 五 七 

0 格  な るに 代 る  同 格  並 立 格  體 言 に 代 る  主格 ！ 

處置 格の 一 種  ^ に 通 ふ  體 言 ^^の 表 

一二 つ 舌 語)…  四 六 五 

TO!  こ  

E  I   四 六 六 

副 格 —— 敬 主に 轉 用 —— 並 立 格 —— 副 詞を成 す —— 前 提 法 —1 1^ を 

略 す 

五 を  四 六 八 

處 置 格  副 格  前 提 法 

六 で (口語)  四 六 九 

主格 を說 明す る 同格 名 詞  場 所 場 合  所 由  原 由  副 詞 に 

ぼ ふ  獨 立して 接續詞 とな る  名 詞を 動詞に 化す 

七 へ  

H 尸   S さ 二 


A と  K^-ra 

一 致す る 名 m  0 詞を 含みて 副詞の 句 • 小 句 を 作る  與 同對比 

— 副 詞を成 す  (口語) 準 順葸 前^ 法  獨 立 詞に變 ず 

九 より から  四 七 九 

副 格  原 由 副 詞  副 詞に轉 H  副 詞 にも 添 ふ —— (口 語) 準 逆 態 前 

投法 一 (口 語) 主 格の. 如くなる 者 

十 まで  四 八 三 

副 格  副 詞 にも 添 ふ  程 度 *倂 加 ，單 一 を 表 す  ば か リ* 丈の 意 を 表す 

第二 動詞に 附く者  四 八 五 

十 一 ば …： •  四 八 五 

順 態前捉 法  口 語  け れ ば 

十二 ど ども (口語. けれども)  四 八 七 

十三 と とも — 口語 (と. とも)  四 八 七 

十四 て —— 口 語  四 八 九 

十五 つ 、  四 九 〇 

十六 し (口語)  四 九 二 

第一 一一 諸 詞に附 く 者  四 九 二 

一 五 


1 六 

(い) 感嘆に 基づく 者  四 九 二 

十七 は  四 九 二 

主格 .處 置 格  (古文) 副 格  連用 法， 副詞 • 接績 詞 に  文 を 結ぶ 

+  A も  s カ山ハ 

主格 *處 置 格  逑 用 法 • 副詞 • 接綾詞 に—  —逆 態 前提 法  0 態に も〜 

II 終止 語に 

十九 ぞ  四 九 八 

主 格 .處 置 格  連 用 語  文 を 結 ぶ  ぜ (口 語) 

一一 十 し (口語) 文 を 結ぶ-, 1 中止  五 〇〇 

二十 一 なむ (な も)  五 〇 一 

二 十二 こそ  五 〇 二 

主 格. 處 置 格 • 副 格 に も  連 S  0 に  (古 語) 呼 格  (古 語) 希 望 

二十  一一 丁 四 や か  五 〇 七 

疑 問  係  係 とならざる 者  文 を 結 ぶ  感 嘆  命 令 法 • 終 

止 法 に  連 體 語 に  副 詞句を 作 る  名 詞 に  獨 立 格 に  . 

副詞 • 感動詞—  I 希望の ャ  疑問と^^—  ー 區別  特例 (ャ の) 

二十 五 よ ：：ー  さ 三 


呼 格 に  文 を 起 し、 結 ぶ  命 令 法に —稀に 終止に —(口 語.； ろ 

一一 十六 な  さ 一 五 

形 容 詞" 助 動 詞 に- 動詞 に  ム に迎ふ  否 定 に - (口  S 終 止 

動 詞 に  諸 詞 に 

二十 七 かな かも  五 二八 

感 嘆  疑 問  文 を 起 す  希 望 

二十 八 ね  五三 二 

二十 九 の  五三 一一 一 

三十 が が も がな  五一 一一 四 

三十 一 かし  五三 六 

一二 十二 さ (口語)  五三 八 

一二 十一 一一 を わ 苦 語)  五三 八 

三十 四 い (古語)  五 w〇 

一二 十五 ゑ 苦 語)  •  五 

三十 六 やし (古語)  ？ 

一二 十七、 三十 八 のみ ばかり  五 W 二 

一 七 


名 詞， 副詞 及 用 言 の連體 に —— 熟 語 の 中 に —— 終 止 に — 接 尾 語 と な 


る 

三 十九、 四十、 四十 一 だに すら さへ  五 四方 

,  冗 四 九 

第二 節 複用辭  

て に を は 結合 一 覽  五 五 ◦ 

一 がに が は  五 五 二 

二 のが のの  五 五三 

三 こ を にし にと により にまで  ョ- 五三 

四 をまで をば をし を や  五 五 四 

五 とが との とに と を とより とまで とし と は と 

も とや とな とよ とて  五 五ョ 

六 からが よりか よりか も  五 五八 

七 ，よ の や ばよ  五 五八 

八 てし て を てな て や  五五リ 

i よも まぞ まし ばし はや  五六 〇 

4- もぞ もこ そ もな も.^ もな む  五六 一 


卽 

き s 

Rt3 


主 

き 五 

PI3 


五 五 
七 七 


十一 ぞの -ぞは ぞも ぞ や 、ぞょ ぞな  五六 二 

十二 しが しの しに し は しも しこ そ しか  五-ベ- - 

十三 やの や は や も ゃぞ やな やし かな やな かな や… 五六 四 

十四 か は かや かよ  五六 六 

十五 よ や よな よし よかし (古語) よの  五六 六 

第ミ篇 文章 

第 十三 章 文  五 七 〇 

一 ^  い  -  おき 

二 文の 分解 二部 —— 四 部  五 七 一 

三 文と 詞辭  五 七 一 

第 十四 章 四 部の 成分  五 七 二 


二 〇 


二 敍 述語  五 七 二 

一二 客語：  五 七 四 

四 修飾語 枕詞  五 七 五 

五 四 部 以外の 語  五 七 七 

獨 立 語  接 績 語  補 足 語の 說 

第二 節 句  五八 1 

一 中止 句  五八 一 

二 修飾 句  五八 二 

形 容 句  名 詞 句  獨 立 句  副 詞 句  揷 人的 副詞 句  文 の 

形なる 句  前 提法 にて 結べ る 句  前 提 法を强 ひて 變 じたる 句 

三 敍述句  五八 八 

敘 述 句  總 主 說  文 主 を 句 主 の 修飾と 見 る  句 主 を 客と 見る 

 文 主 を 客と 見 る  文 、王 を 叙述 語の 修飾と 見 る  句 、王 を 修飾 

と 見 る！ 叙述 句の 疊 用  敘 述 句の 變化 

第 三 節 小 句  五 九九 

一 形容 小 句  六 O0 


en 


第 十五^ 成分の 用法 

• 第一 節 成分の 並置 … … 

一 主部….  

一一 敍 述部  

三 客 部 

四 修飾 部  

五 獨立部  

第二 節 ^分の 位置 …： 


二 中止 小 句 

三 副詞 小 句 ••: 

四 敍述小 句 ••: 

P7  ^   

引 用  揷 入 


四 

け' や 

卽 


節 


敘 述部 を始 に  客 部 を始に ー  ：修 it 部 を 始 に  主 • 客 ，修* 獨 を 終 に 

It 客 修と敛 との 關 係  不 穩 當 なる 倒 置  修 辭上 の 倒 

成分の 省略  ：  六 一一 一 〇 

一 主の 省略  六 三 o 

二 敍述の 省略  六 一一 一四 

一一 一 主と 敍述 との 省略  六 三 七 

四 客の 省略  六 三 九 

五 修飾の 省略  •  六 四 一 

六 ^飾の 下なる 種々 の 省略.  修辭 上の 省略- —修辭 の變略  六 四 四 

系  六五コ 一 

一 成分の 係屬  六 五三 

二 係 結の 意義  六 五 四 

係 結  結 ば ざ る鈸述 語  結 ベ る前投 法  一 一 つ の 結  二つの 

係  連 體法 にて 結ぶ  ♦ 

三 係 結の 變  六 五 九 

疑 間 及ャの 係  コ ン の 結  係 屬 の 變  諸 例 


第 十六 章 文の 種類  六 六 七 

第 一 節 組織 上の 種類  六 六 八 

一 單文  六 人 八 

一一 複文  -  六 七 〇 

三 重文  六 七 一 

四 混交 文  六 七 二 

第二 節 性質 上の 種類  六 七 四 

- 平敍文  V.  六 七 四 

一一 疑問文  六 七 五 

一二 命令文  六 七 八 

四 感嘆 文 感嘆 文の 形式  六 七 九 

五 意義 上の 相關  六 八 三 

第 三 節 待遇 上の 種類  六 八 六 

一 平說文  パ八じ 

二 崇敬 文  六 八 七 


二三 


二 四 


三 卑罵文  六 八 八 

第 四 節 語氣の 種類  六 八 九 

一 對話體 と 記錄體 ；…  六 九 o 

雨體と 崇 敬 文  對話體 の 崇 敬 文- ——兩 體と四 種の 文  提 示 文の 

特 徵  兩 體と詞 辭  雨 體の 錯綜 

二 自記と 記 他  七 〇〇 

特殊の 詞ぉ 

附錄 

作歌と 助辭  七 〇 七 

助動詞 r らむ」 の 意義  七 七 五 

r らむ」 に ついて 又  七 八 四 

「ごとし」 の 論  七 八 八 

日本語の 動作と 狀態  -  七 九九 

國 語に 特有な 文の 三體  八 一六 

(目次 終) 


高 等 日本文法 


一 文法の 性質 

文法 は 文の 法 刖を知 

す 二 筒の 完結せ る 思 

て 我が 國の 文に は 文 

を 寅 的に 應 用す ベ 

二 文法の 目的 


さ 


る擧 科な り。 文 と は アヤ 

想 を 表せる 結 付 をい ふ 

語と 口語と あ り。 其 の 法 

きものなる が、 4「 は專ら 


文學 博士 三 矢 重 松 著 


の義 にあら す、 又  一 fj 1 $f の 文と い ふ 意 味に も あら 

擧問 上の 術語に し て、 英 語 の Sentence に^るな り.， -さ 

則 は 何れも 文法な り. 女 S 法刖 は歸納 的に 研究 し、 之 

我が 歸納 的に 研究した る 結果 を說 くに 止むべし。 


V 正しく 文 を 作る 爲に 

元來 作文 は 構成 的の もの、 文法 は 解剖 的の もの なれば、 全然 其の 趣 を 異に す。 前 者 は 作者の 地位に 


ありて 之を實 行 し、 後 者 は 批評家の 位置より して 之 を 研究す る ものな り。 故 に 文 法 を 能くす る 者 

^しも 乍 文に 巧な りと いふべ から す、 又 特に 文法 を擧 ばざる 者、 文 を 作る 事 能 はざる にあら， K 伹 

言 文 一 致せざる 今日に 於いて は、 正しき 文 を 作らん が 爲には 特に 文法 を擧 ぶべき 必 要 あ り， 上 世 

言 文 一 致の 世に ありて は 口語 卽 文語に して、 文 を 作る に 特に 其の 法 刖を學 ぶ 要は 無 かりし なり" 

平安朝の 末 漸く 言 文相 分れ、 詠歌の 如き は 一 種の 技術の 如く 師傳を 以て 授受す る 如き 勢 を 成す 

に 至れり" 卽ち 言 語 は 時と 共に 推移 すれ ど も、 文 章に あら はすに 至りて は 依然 古の 法^に 妆む其 

の 漂 準 を延喜 天曆の 頃に 取る ことと なれり" これ 言 文 兩途に 分れし 初な りがく 言 文 は 時代 を經 

るに 從ひ 盆え 其の 差 を 生じ、 鎌倉時代に 至りて は、 詠歌に 作文に 自 其の 法則 を學 ぶこと 必要と な 

り、 听胃定 家假字 遣の 如き も 此の 時代に 成りし なり。 此の 定家假 字 遣 は 古格に 比 ぶれば 用法 巳に 

亂れ、 同き 代の 西 行. 寂 蓮 等の 筆跡に も 一 般に假 字の 誤 を 見るな り。 足利時代に 至り、 應 仁の 亂後は 

大に變 ， を 來 し、 戰 國 を 經、 德 川 時代に 及 び、 全 然 言 文不 一 致の 世と なり 了れ り。 か くて 文擧 復興の 

事 あるまで は當 時の 擧 者に して 「花 こそ 唉け」 「花 ぞ 唉 く」 等の 係 結の 區別を だに 知らざる もの 多 

か り き 「引 きつ  >  き 現 時に 於いても 猶 依然 首 文 兩途に 分る ゝ 上に、 日常 我等の 正しく 文 を 作る 爲 

に ま 是非とも 文法 を擧 ばざる ベ からざる なり。 

g 解釋 訓詁の 爲 に.  . 

文章 を觯孽 する に當 りて、 文法 を 知ら ざれば 往々 誤れる 觯釋を 下す こと あ り。 例 へ ばコニ 笠 の 山に 


出で し 月 か も」 を 「出 テ ヰ ル 月」 と 思 ひ. 「名 にめ で、 を 

「居ら つ し や る/御 出 で」 を 「御 居で』、 『ござ ん な れ」 を 『御 坐 

古訓. H: 事お は 「所 御 佩」 化ミ ハカ セ ル」 と訓 じ、 世俗 又 

「なり や し な ま し」 を 橘 守 部 の 「入 綾」 に は 平 氣 に 「し ぬ 

つ 、 つ. 衣 ほ し た り」 化 ほ す て ふ」 に 作れるな ど、 皆 正 し 

^に 枚 粱 に 遑 あらす 文法に 通 ぜ ざ れば 到底 的確 

深く 世人の 反省 を 促さむ とする ものな り。 

g 正しき 國語を 知らむ が爲に 

正しき 國語を 知らん に は 標準語 を 知らざる ベ か 

る もの なれ ば、 正 しき 國語は 又 文法に よりて 知る 

に 不正の 語 亦 多し^ 等 は後來 標準語 を 立つ る 上 

格の 語と い へど も その 川、 一 地方に 局す る 者は標 

ら す。 例 へ ば 口語 の 「何 々 で ご ざ り ま す」 と 「何 々 で お 

『お ま す」 は 或 一 地方に 限り 用ゐら る、 語 なれ ども. 

り 坐」 に て 重 語 なれば 正しから す、 「お ま す」 は 「御 坐」 に 


れるぱ かり ぞ 」 を 「居 レル 」 と 解し. 『人 

ん なれ」 、「御 坐る」 を 「ご ざ ん な れ j の 訛 

は 「ね な ，ュ 6 しもの を」 を 「ね な ま じ」 と 

らし」 に 作 り、 新 古今 集に は 「雪 は ふ 

く 語 を 解せ ざるよりの 事な り此 

なる 觯釋は 下す ベ から す 「予 は 此 


ら す： 文 法 は 標準語よ 

を 得 ベ し 吾 人 が 日 常 

に 於 い て、 文法に より 

準 語と^ つる こと 能 

ま す」 の 如 き， - ござ り ま 

文法の 上より 是を 論 

て 古 く 「お まし ま す」 な 


ら 

の 


つし や る」 を 

どと も 强ひ、 

り、 催 馬 樂の 

如き 誤謬 は 

點 において 


正格な りつ 然 れ ども <F ご ざり ま す」 を 0 し て 「お ま す」 を ^ うる こと 能 は ざ 


り 帚 杓^:'  二 讦 

川うる 言 語 極 

て 取捨せ ざ る 

はざる 物 ある 

す. は 黄 く 一  役 

す れ ば 「ご ざ り 

ど神皇 正統 記 

るが 如し〕 

一二 


究 して 得た 

め て 多 き 中 

へから ユタ 正 

を 忘 る ベ か 

に 川る られ、 

ま す」 は 「御， 

にも 見え て 


g 文法 を 知らむ が爲に 

文法 を 文法と して 硏究 する こと 卽是 なり， 文法の 目的の 中、 最も 肝要なる ものと す。 かくてよ く 文 

法 を 知る ゆ は 巧に 言語 を 取扱 ふ 事 を 得べ く、 又 一 般 分類 上の 智識 を 得る と共に 精確に 論理的に 

事物 を 研究す る 力 を 養 ふべ し 殊に 中等 敎育 等に 於いて 最 此の 必要 あるな り。 

三 文法の 種類 

各國語 文法、 比較 文法、 ^代 文法 方言 文法、 標準 文法， 混合 文法 

我が 通 吾に ま 其 の 文法 あ り， 淸、 英、 獨 等の 國語 また その 文法 あ り， 是 各國語 文法な り， 異 なる 國 語の 

文法 を 比較す る は 比較 文法な り。 同じ 國語も 時代に よりて 相違 あれば、 その 一 時代 を對 象と した 

るき 代 文法 あり C 我が 國 語に て は奈良 文法、 平安 文法、 鎌 倉 文法 、江戸 文法、 明治 文法 等 あるべ し^れ 

ど是 はい まだ 著書と して 見る ベ きものな し、 近來 僅に 口語文 法、 文語文 法の 別を認 むる に 過ぎす。 

同國語 中、 方言の 文法 また 無 かるべ からす 「近時 數 所の 方言 文法書 出で たり. 文語 口語の 共に 標準 

とすべき 規則 を專に 述べた る は 標準 文法と もい ふべ く、 普 通の 文法 寄 は 多く 之 を 目的と せり 「我 

が今說 かんとす る は， 標準 文語 を 主として 各種の 語 を も 比較す ベ く 一種の 混合 文法な り。 

四 文法の 三部 


種の 文法 にても、 之 を 音 韶 文 ネ 辭 篇、 文 牮 篇の 三部に 分ち て 說 くが 自然の 要 求 な り， さ れ 

に 就いて 詞辭篇 その 中堅た るは爭 ふべ から す^ 修 する 者、 最 意 を 此に致 す ベ し。 


第 一 篇 音 字 

， 第二 章 音 字 

一 言語と 聲音 

言^ ま 意義 ある 人間の 聲音 なり。 人が 思想 を發 表する に 言語の 外に も 身 振、 手眞 似、 眼 付な ど あれ 

ども、 最明萑 なる は聲 音に 依る 言 語 な り。 言 語 は 聲 音 に 依る も、 意 義 ある 聲 音なら ざるへ 力ら す。 (意 

義 なき 聲音は 言語に あらす) さて 之 を 記す もの は 文字な り。 故に 言語 文字の 間に 密接の 關係 ある 

を 知る ベ し It 音 言語 は 人種に 依りて 異なりつ 是各國 語の 起れ る 所以に して、 言語 異なれば 文字 も 

隨 つて 異なる は 從來の 大勢な り。 

二 文字の 種類 

音字と 意 字との 二 あり； 音字に は 成 音 文字^ 曰 韻字 ト あり。 成 音 文字と はィ ロハの 如く 一字 一音 を 表 

し、 音韻 字と は a  b  C の 如く 數字相 依りて 始めて 一 成 音 を 表す ものな り^ 曇、 讓文 など 後者に 馬 

す 「意 字 は 漢字 及 古代 埃 及 文字の 如き ものな り。 

我が 國 太古に は 文字 はな かりし ならん， 所謂 成 音 文字なる 國字卽 ち 假字は 中古 時代に 至りて 作 


られ しもの な り， 我 が國 にて 字の こと を 「ナ」 と 云 ふ 「ナ」 と は 物の 符牒の 意義 を 有 すつ (漢字 「名 I と 似 

ネ はず カ國 


故に 假字を 力 リ 

有の 文字に して 

り rfi. 麿、 畠， 树 な ど 

鑀 假 字の 三種 あ 


「及メ は コト及 

ど 爪ゐら る。 

三 諸聲音 


ナ カンナ カナと 云 ふパ假 字 に對 して 漢字の 

次 は 漢字 次は擬 漢字な り。 擬 漢字 は 我が 國 

其の 數三 四十 あり (麿、 籴、 衞、 な ど は 曰 木 合 字 

りこの 外に 合 字と いふ もの あり。 二字 を 合 

^ の 合 字に あらす し て 「事 一 及 「爲」 の 略 字 な 


と 

し 


とを眞 字と 云 ふ) 假 

て 作れる 文字に し 

も 云 ふ ベ し) 假 ，：； す に 

て 一字と せ る な り， 

又 符號に は、、 ( 


て 『國 字』 と 

片 假 字、 平 

卽 ^仵の 

1 へ-. 」( 


も 


S 成 昔 母 0 

國 語の 聲音は 五 

得。 羅 i 子の 如 き 


子 音 

T 音 圆 の 諸 音の 如 

アル フワべ ッ ト.^ 


シラ ブ ル 

皆 | 成 音へ 成熟 音) なり。 


を 母 韻 子音に 分解す る 

ベ き が、 我 が假 字の みに 


も 之 

用 うれ ば、 最 明瞭に 之 を 悟り 得 

明せられ ざるに は あらす。 

アキ カタ 

まづァ ィ ゥ ェ ォは氣 息が 聲帶 に觸れ 顫動して 起る 音の 口の 開方の 廣狹 一掃 圓の 如何により 

々の 成 音と も 見ら るれ ど、 又 力 サタハ マヤ 

-^。 


た り 

の N 

い へ 

字、 變 

なり 

？な 


と を 

I ぎ 


つに 分る  >  もの 

じて 根 木の 韻な 


J. て， 其 自身 一個々 

U ば、 之 を 母 韻と い 


ラ 


て 五 

ヮ 等 諸行 音に 


力 キ ク ケ コ の 如き は氣 息が 聲帶を 顫動して 出 づる畔 に 喉頭 及 舌根に 激し 蜀れ、 さ て 前 り アイ ゥ 

.  アキ カタ 

ェォの 場合に 於け る 口の 開方に よりて 成る 者に て、 そ れ より 母 韻 を 除けば カキ クケ コ の 子音と 

なる。 我が 國 にて は 之 を 表す 者な し。 ク より ゥの母 韻 を 除きた る 者、 力 キ クケ コ より 母 韻 アイ ゥ ェ 

ォを 除きた る者是 にして、 成 音 クと稍 相 近き 者な り  >  行 音 以下す ベ て 之に 準じて 知る ベ し。 

子音と いふ 語 當 ら ざるが 如く なれ ど、 慣用 上 之 にて 通 す。 子 音 を 父 音 と 呼 び、 成 音 を 子音と 呼 ば 

ん とい ふ說も あれ ど、 一 般 に通ぜ す、 兩 者の 稱を混 すべから す。 

近 やの 口語 この 子音 を發 する こと 有る が 如く なれ ど も、 之 を 表記す るに は 從來の 如く 成音叚 

字 を ffl う。 た  >  「ン」 のみ は 子 音 な る が、 後 の 撥音の 所に 言 ふ ベ し。 

S 成 音の 種類 四 あり 

平 短音 撥音 促音 長音 

い 平 短音 平 短に 發 する 音 な り  >  の 子音に よりて 又 二種 三 篛に分 つ。 

(直 音) 『淸 

S -音  一二 ®  ： 

(坳 I 昔) ^0 

直音 はァカ サタナ ハマ ャラヮ ガザ ダババ の 十五 行の 音に して 、物音 は キヤ シャ チヤ 二 ヤヒヤ ミヤ 

リャ ギヤ ジャ 、、チヤ ビヤ ビヤ クヮ グヮ の 十四 行の 音な り-直音 はス ナホに、 拗音 は ネデケ たろ 音 


の 薪なる 

如く なれ 

たりと 心 

ば 明なる 

淸 音 は そ 

街 音 は 兩 

實は不 お 

拗音 に 

ひ 得 る 

ャ 行拗 

さて この 

淸 直音 

濁 直 音 

半 濁 音 

淸 拗音 

濁 拗音 

半 濁 音 


が， 發 音 舉の h よ 

ど も、 表 記 文 字 の 

得て 可な り 通俗 

ベ し。 

の 子音 淸 澄なる 

唇 を蠲れ て銳く 

な り-叉 ハ行 濁 音 

於いて は 前述 の 

者 あるべ けれど. 

音、 ヮ 行 拗音と 呼 

平 短音の 數を 見 

は 五十音 圆 の 五 

は ガ ザ ダ バ 行 の 

は パ行の 五 

は 力 サタハ マラ 

は ガ ザ ダ バ 四 行 

は パ 行 三 列の 三 


り 言 ふ峙は 隨分議 論 あ り、 ャ ヮ 行 音 を 拗 音 な る やうに い 

單 直なる を 直音と いひ、 複拗 なる を 拗音と いふ こ と、 習 

に 言 はむ に、 カ行 音の 力 キク ケコ と呦 音の キヤ キュ キ 3 


者. 

夕 

•、 、 

， o 

る 

十 


七 

三 


濁 音 は 其の 淸 昔 の 子 音 を 少しく 聲 帶 を 狹 めて^ く 

撥せ しめて 發 する 者な り" 此 の 半 濁 音 とい ふ 名 は 習 

此の 半濁音 を 濁 れる なれ ど、 す ベ て惯 川の 名に 從ふ 


に 近代 は 「ォ ト ッ ッァ ン/. コッ ッォ ゥ」 等 の 「ッ ァ 」「 ッォ」 も 

語 を 主と し て、 之 を 略せ り。 キヤ とクヮ との 類を區 別す 

事 あり。 

に、 (音の 轉訛 をい はす) 

十一 計 七十 五 

行ァ ゥォ三 列 及 クヮの 二十 一 

列 及 グヮの 十三  Y 計 三十 八 


九 


三 人 も あるが 

， 上より t り 

クヮ と 比 絞せ 

く發 する 者， 半 

上の 名に して 

り、 他 にも 又 言 

爲に 俗ながら 


通計 百 十三なる が、 そ の 中 「ミ ュ」 は 言 ひ 易 けれども 通常の 國語 になし。 

9^ 音 前項の 語の 後 を 撥ぬ る 者に て、 (鼻音， 鼻聲 など とも い へ り) 平 短音の 下に 「ン」 「ん」 を 添 へ て 之 

を 表記 し、 合 して 一 聲 音 なり。 「 ン」 は 單 獨に發 せられ す。 故 に 之 を 呼ぶ に 上に ゥを おき て 「ゥ ン」 と いふ。 

是 文字の 名な り。 假 字の 中、 發音 以外の 名 ある は 唯 此の ン のみな り j さ て 「 ン」 は ナ 行の 子音の 撥ねた 

る ものと 見る ベ しバ マ行の 子 音 亦 「 ン 」 に 轉 す) 

直 拗音 百 十三す ベ て 撥音と なり 得 ベ け れ ど、 國 語に 用る ざる も 多し。 

T 促音 直 拗音 平 短に 發 せられす、 その 氣息 ロ內に 於いて 促る 者な り。 之 を 表 すに、 「ッ」 「つ」 字 を 假 り 

て 平 短音の 右下に 稍 小く 記す。 亦 合して 一 成 音な り。 而 して 常に 下 他 音に 接 す^ の 「ッ」 は 力 サタハ 

バ 行 等の 子音の 轉 訛の 如くなる が、 分 解せ すに 一 成 音と 見な す。 

V 長音 直 拗音 平 短に 發 せら れす、 長 く 引く 者な り。 そ の 表記法 三樣 あり 

一、 純 粹の國 語に は 母 韻 を 添 ふ。 - 


ああ いいえ つう せい せえ を を 等 

此の ォ列 音なる に はォを 用る す、 ヲ を 用うる こと 古書の 用例なる が、 新 しき 書に は 「ォ」 を 甩 る 

  &  ^ つし、^ こ をろ こ ：；！^:' 源 語、 夢 浮 橋、 淚 のおつ る を、 はづ かし と^む 

たる も あり、 (コ ヲ 口く： S  ^  S  S  "  S いて ヲヲ^  in  S  、？  W じ に、 を をと、 あら、 かに 聞え^ 

た など 二 音に 發 したる に は あらざる が 如し) (ど 5 の ラ お う (を う) 等 は 新 L) 

一， 漢字 音に は ィヰゥ を 添 ふ。 


せ い (西) へ い (兵) す る (水) , 〕 、ユエ) 等 (紅 蕉) 

三， 字音 以外の 新外國 語に は 『ー」 を 添 ふ。  ， 

ァ — チ§> 镞) チ， I フ 丄 芝 罘) ソ ー ダ (曹 達) 等 

t ー來 文部^に て 小農-校 にて は 漢字 音の 長音に も此 sr」 を 明うる こと、 規定せ り。 國 民 す ベ 

て 之 を 川うる 樣 になるべき か， 未 知る ベ か ら すノ  〕 の 符號を 特に 發音を 表す 場合に 川うる こ 

と は 何 種の 語に も 差 支な し。 

^ 諸 音 と 文 字 

音と 文ドと 道理 上 一 致せざる もの あ りぶ 「 平 短淸濁 直音 をと りて いはんに. ヤ行の ふ 丄 と ヮ 行の 

于とは 今の 發音ァ 行のと 同じ く、 文 字も區 別せられ す>  ェヲは 文字 は區別 すれ ど も、 發 音はァ 行 

Q と^ 3 同じ ノン チッ は淸濁 共に や 、拗音の 如く 發音 せら れ、 從 つて 濁音に 於いて 混同 生 す， フ の + 

音はハ ヒ へ ホと異 に、 驛 を 合 す る 所、 同 行ながら 別種の 音な り拗 音 も 之に 準 す。 

ァ &  ィ歹  ゥ歹  ェ歹  ォ歹 

ァ行ァ  ィ  ゥ  ェ  ォ 

カー， 力  キ  ク  ケ  コ 

サ行 サ  A シ -231 ス  ムセ S 吐 ソ 

タ行  タ  <1 チ <1 ッ， 5 肌  テ  ト 

^  c  It 

1 1 


マ 行  マ 

ヤ行 ャ 

ラ 行  ラ 

ヮ行  ヮ 

ガ 行  ガ 

、ザ 行 ザ 

ダ 行  ダ 

ヾ  一丁  、、ゝ 

ノ  \ィ  ノ 

•、 1 了  ，ヽ 

ノ  it-  ノ 

四 I 音の 變化 

音の 變 化する は廣き 

1 、精 呼 他 音の 下に 

例、 あは i (粟) 


一 リー 

ギ 

ビ 

ビ 


ム 

ズ 


ブ 

プ 


音便に 外 な 

て ハ行の 音 

iu  r,"s  ,食、 


レ 

-ゼ 

• へ 


ら され ど 

をヮ 行の 


D 

ポ 


も 1 貝^ 

音 に 呼 • 


により 之 

5 本來の 


を 五 種に 分つ- 

國 語 な り) 


い ふ (言 ふ) いへ (家) か ほ (顏) 等。 


これ 子音 h が 或は W と換 り、 或 は默 せる な り 

古くに 他 音の 上 にても じたる もの あり 「わか る」 (^) は 「は か る」、 「う り」 (瓜) は 「 ふり」. 「わ し る」 (走) は 

「は し る」、 「わ づ か」 (便) は 「にっか」 より 轉 ぜ るを兒 る ベ し」 

み ち の ベ のうまら のうれ に は ほ まめのから まる き み-を 波可禮 かゆ か む (萬 築 二十) 

ァ ヮ お 川 「あが つ」 「わか つ」 (頒 )， 「わか る-一 「あが る」、 「われ」 「あれ」 (我) 

ハ マ 通 用 * 「は だ ら」 「ま だ ら」、 「は ぐ れ る」 「ま ぐ れ る/ 「わ け」 「ま ゆ」 

て に を はの 「は」 もす ベ て 「わ」 と發 音す る こと な る が、 或 る 地方に は尙 r ハ 」 と發 音す る も あり。 

2、 二 ^音が 一 長音と なる 「あ ふ 坂」 の 「ふ」 が轉 呼に より 「う」 となり、 「あう」 が 「お ー」 となる が 如し。 

^ に 之 を 細別 すれば、 

カフ ザフ 

r 列 昔 の 下に ウ 音來 ればォ 列の 一 長 音 に 1- 呼 せら るギ、 雜 などの 字 音 も 然 り。 

ィ刘 音の _ト に 「う」 叉 は轉呼 「ふ」 ある 時 は ゥ列拗 長音と なる、 例、；！ ヒ いふ 瓜 生 桐 生 荻 生 等。 

ィ 1 K 

ゥ列苷 なる は す ふ (吸) く ふ (象) な ど、 或 は 一 音なる こと あ り、.^ は 二 音なる こと あ り！^ の 如き 字 

昔， お よび 「くうて」 (食) の クウ は 一 長音な り。 

ゲフ  ケフ  テブ 

ェ 列なる はォ 列の 一 長音と なる 例 ゑ ふ (醉) 業 今日 蝶 うれ ふ。 

ィ ヨウ  ギヨ ゥ キヨ 一 チ n.  I 

ォ 列なる は 劫 乞 添う て 0 一  音 を 一 音 に 讀 む) 

ゴ I 

ナホ ； 力 ^  マヲカ   

ゥフの 外に ホヲが 長音と なる も あり 冽 大赤徳 眞岡 靑 「俗 言 に 物 を 楽る を ほ を ると 云 も」 

アコ I- 

1 三 


1 四 

(記傳 二十 三) 

3  、速 0 撥音の 下 な る アヤ ヮ三 行の 音 が變 化して ナ 行 と な り、 或 は マ行と なる (撥 音 ンは舌 内 n 

唇內 m) 

其の 一、 ナ 行と な る (舌 內 n) 

オン  ェン  ヨウ  ェ  ヮ  ァ ィ  ァ ク 

観音 因綠 ^用 輪廻 親和 親愛 善惡 

ノン  .K シ  二 ヨウ  ネ  ナ  *7 ィ  チク 

其の 二、 マ 行 と な る (唇內 S) 

三位 ^陽 (感應 探幽と 呼ぶ は實は 誤 なれ ども、 今 は それにて 通用す) 

£  ミ-ゥ  ノウ  -i ュ *- 

促音の 下 の 音 は タ行と なる 

闕胶 舌音 八 音 雪隱 發意 (新發 意) 

テ千  トン  チン  チ二  チ 

特冽ラ が タ となる こと あり。 

出來 (此の 外に はな し) 

タイ  -' 

右の 外， 似合 ふ、 仕 合、 一越、 別 役 後晨： ：； " ^ ォ) うつ ちゃ るな ど あり。 

ャ /  ャ ハセ イツ コヅ  Y ツチ ャク  /  、  3  / 

〇 撥音の 下の ハ行 音 

心 i 軍配 看板 甲板 勤番 印 板 案配 心 法 傳法 三 把 三， 八 0 一十 E) 

三 歩 關白 前！ 餅 蓮府 蓮 歩 半白 按分 

〇 促音の 下の ハ行 


0^ 一把 欝ぎ 法被 切符 屈服 發布 失敗. 切羽 出帆 n 具 十 把 接賓 

日 木 突 張 

4  、 キ クがカ サ ハ タ四 行に 接して 促音と なる" 

此の^ 從來股 字 を變 へす びき かく、 引 さぐ、 六方、 燭歩 六遍、 ひきたぐ る、 ひきせぐ、 等 

 •  '/  •  *_  ；  ク  ひヅ  ロッボ ー  ドヅボ  口 ッぺニ  ッ  ッパ 

の 如 し^ ッ 力と いふ 假 字の 如き 、「幾日」 なる か r 一  荷」 な るか 「 一 個」 なる か 知る ベ か らす： ィ ク 力と 書け 

ば 誤 る、 となけ れど、 又 r ィ ク」 を 一 促音に 發 する、 と を 表す こと 能 はす ^時 は 兩樣の 表記法 あるな り. 

右の 「3、 連 聲、」 「4、 キ ク が …… 促 音 と なる」 は 更に 連濁、 拗音 (す れぁ なけ あ) 等 と 共 に 音便 中 

に收 むべ き か。  ， 

5. 音 便 總 ベ て その 假 字 を變 ふる を 以て 特色と す >此 に 四 種 あ り。 長 呼 い、 長 呼 う， 撥 呼 ん、 促 呼 つ、 是 

な り。 

E. 、長 呼い キシの 二 音 ィに轉 す、 例、 寄 d て kakitelkaitc  k の 子 音默 す。 

乙. 長 呼う クヒの 二 音 ゥに轉 す、 例、 言 ゥ て ihiteliute  h 一ぬ け ー  - か U に變 す、 同 じゥす onazikul- 

onaziu  k の 子 音 默 す。 

丙、 撥 呼ん ユミ ビの三 音 ン に轉. F 例、 讀 ンーァ yomits—yomte  —  yonde 

丁、 促 呼 つ. チリ ヒの 三音ッ に轉 す、 例、 取 ッ て 

此の 外に も 此の 四 種に 變 する 者 あれ ど も、 今 は 最 普 通なる をい へり。 

1 五 


ふ 「更に 之み-他の 方面より 見る に、 所 謂 音便 は 左の 二種と なる。 

:w  二 音が 一 音と なる も の、 此 に 二種 あり。 

其 の 一 、子 音 默 する もの 

其 の 一 一、 子 音 變 じ、 或 は 母音 も變 する もの 

右に 擧 けたる は 皆 この： W に屬す 

S 一  短 音 が 長 撥 促音と なる もの 

再 この 兩種を 前 四 種に 配して 說明 せんに、 

^ カ行 ガ行 四段活 より 「て」 「た」 に 接 する 時 及 形容 詞の 「き」 ィに 換 るゴ •：「！£  く」 の み 促音と な る。 サ 

行 四 段活も 或は ィに換 る。 J  G て、 指 ^ て (上 方 の 音) 待 チ て (此 は 方 言 なり) 單 0 に て は 櫂 (力 キ)、 

朔 ひ、 衝立 (ッ： ：タテ )、 同！：： 年、 私？ 等。 

s: 四時 詩歌 弑 ^い 爲ぃ 來ぃ はい 見ろ い あい おい やい か (疑 意) い、 

六 日 (昔 はム ユカと 云 ふ) ちいと きいと 等。 

乙、^ 形容詞の クが ゥに換 り 又 ハ 行 四段活 より 「て」 「た」 に つ V  く 時 ゥに換 る。 

P 有り難 W 宜し W ごき ゆん よ：^ か W 逞し^す 全 W  戰^ て 云^て 

. 思^て 

又 商 人 (ァ キ^-に) 獵 人 (力 リ ウド) 困 ジ等も あ り。 

，-  3  > 


S- 夫子 八日 給ぶ さう ど、 コ も う (も は 今な り) 

闪、 S マ 行 バ 行 四 段 活用 及 ナ行變 格 より 「て」 「た」 に績 く 時 

富^ 飛^ 死 ^ 飮、； ^(ノウ ダは 方言) 

g 眞中 ちゃ 引わん に 盛り て (大 和) 

假 字 (力 "ナ) 後 取 (シ" いリ) など は單語 中の 變な り。 

丁、 S ハ 行 タ 行 ラ 行 四 段 活 より 「て」 「た」 に續 く 時. 言 ^ テ , V 取ッタ 

マツ  タッタ  /、  Jxl  \  1\  一  >  一  0 

s: 眞 噔 (白ま、 靑、 直) 唯 きつ と (き 度) さっぱり どつ さ" しっか" あつ はれ 

國 語の 音 は 平 短 音 が 元にし て、 此 が變 化し て、 或 は 撥音と なり 或は 促音と なり 或は 長音と な れり 

古代の 言 語に は 長音 は少々 ありし も， 撥 音 促 昔な ど は 全くな かりし なり。 

尙 次の 例 を考へ 見よ 

大船 爾末加 W 之 自奴岐 (萬 葉 二十) 

麻 宇 M 受  . 

あきちか^: 野 はなり にけ り 白露のお ける 草葉 も 色 か はり 行 く (古 今 物 名、 友 則) 

お ほい まう ちぎみ (古今) 

かちお ん (勝 臣) 

箒 皮 茸 小路 首 栗 田 

1 七 


行李？ (其ゥ 此ゥ 而 して) 


§5 ビ テ 

ま ゥデ 


ク ダン ？ ン  へ か ン  ン 

件 榛 お 一 や， りなさい 分い な 


vk 


マチ カン ダ  、 ィ， ユ ゴ ； 

町 刈 田、 我ュ 張る 一 五 

岸 破 (太 平 記)， つきさく * 

さかん， よん 所、 そんなら、 とんや、 けれど， かほば せ、 ほとんど、 かちとり、 とんび、 

をん、 めん、 あん ま り、  ン 

とっくり、 やっぱり、 よつ ほど， 眞 向、 まかん づ、 ついで、 はんへ る。 

於 毛 乃 末以多 利. 又 於 毛 乃 末以奴 (侍 中 群 耍、 三) 

(き 

五 假字遣 

見 <f 「假字 遣に 關 して 二 說ぁ り。 甲、 表 音 的假字 遣、 乙、 語 原 的 (又は 歴史 的) 假 字 遺 是 な り。 

S 'ま £ 來 の新說 にして 異なる 字 を 書きて 發 音せ しむる は惡 しけれ ば、 宜 しく 發音 通に 書くべし 

となり。 乙 は古來 襲用の 說 なり。 今 この 兩說 に對 し. 載れ を 採用すべき か を 考察す るに、 書く 上に 於 

いて は 甲 法 便利なる が 如き も、 讀 む 上に 於いて は 頗る 困る こと あ り。 例 へば コ ー テと書 けば 「買 う 

て」 なる か 「乞う て」 な るか 判定し 難 き も、 乙 法に 侬 りて 「力 ゥ テ」 若 し く は 「 コ ゥ テ」 と 書けば 一 見して そ 

の 意 義の 「買」 若しくは 「乞」 な る こと を 知る を 得べ し 近時、 佛國 にても 表音 的を拂 斥し て、 や はり 語原 

的 を 主張 チ」 りと い ふ。 言 語 獨責く 文字 は 何 にても 好し との 說は 妥當 なら す。 現 在 通用の 日本語の 

み ： あ らす 、古代の 日本語 を も 知悉す る 必要 あ り。 假 字 遣 を 表音 的に する は 弊 多 けれ ば、 宜 しく 語原 


力 二 
早 


一 成立. 分類 及體  ， . 

S 漢字 は晝 より 成立 つ。 書 一 集りて 字 をな す。 晝 に は— 一 コ乙グ 、の 如き もの 約 ニト五 あり。 

獎ネを 分類す るに 形より する と 、音 よりす ると 二 あ り。 形 よりす る もの を 部^と いふ そ の 数 約 

二百 あ り。 そ の 左に あ る I 偏、 右 にある を 旁と い ふ， 外 に 冠、 垂、 脚 等 幾多の 名稱 あり 名な きも あり。 

(ィ) 偏 ィまネ マ (口) 旁 \ク、頁 (ハ) 冠 {  t つ 一) 垂 厂广广 (ホ) 脚 しえ I の S 

な り。 

g 體とは 書體 にして 楷行草 あ り。 揩 書 の 元 は隸 書、 隸誊 の 元は 小 篆、 大 篆等 なり 

一 九 


的 を 採用す ベ きなり。 

古も定 家假ネ 遣の 如く 一  種の 私說を 立てし こと あり 二 體假字 は 語原 的に 記す 時はッ 力 フと 

いふお 不 お な り， 假 卞は 私に ッ カフべき ものに あら す、 有 の 儘に 正しき 十 リ來の 書 方に 從 ふべ き 

ものな り. 尤も 新し き 音 を 生じた る 時 は 新し き 表記法 を 定め ざ る ベ か ら す。 

兼^ 雜談 三 T かな づ かひと いふ ことおお のさ かひとの み 心得た る こと 淺き 事な りかな つ 

づけに 有 也" た と へ ば 夕され ばと か ， んをゅ ふされば と 書く ほどの 事な り」 


漢 字 音 


附 言 漢字の 漸增 

後漢 許 愼の說 文 

魏 李 登 聲 類 

晋 呂忱 字 林 

後魏 揚承慶 ノ字紘 

粱 顧 野 王 ノ玉篇 

唐 廣韻 

氧 口 ほ 

ォ  導 音 

明 字彙 附補彙 

淸 康熙 字典 


一 一 字 音 卽 音 


九 三 五三 字 

1、一 五三 〇 字 

一、 二八 二 四 字 

一 、三 七三 四 字 

二，  二 七 二 六 字 

一 一， 六 一九 四 字 

五、 ニー  五 二 五 字 

四、 五 五 五 〇 字 

五、 七 ニー  六 字 


元， 支 那の 語な りし を當 初日 

音と なれる 是 現 行 の 字 音 な 

異なり。 

5、 一 音なる も の、 音、 阿、 以、 SI, 


本に 持ち 來り習 ひ 

り。 支 那 にても 古音 


しものに て、 支 那 音が 多少の 轉訛を 受けて 日本の 

は大 に變轉 したる を 以て 支那 現在の 音と は大に 


g  、二 音の 如く 聞 ゆる もの， 第 此の 字 は假 字に て 記せば 二 成 音の 如く 聞 ゆる も、 寳 は 一 成 音な 

り" 章 塔の 類、 共 に 一 成 音な り。 國 kok  一  it 共に 我國 語に て は 二 音 に 呼 ベ ど， 實 は 一音な り。 假 字 

を 幾つ 用う とも、 一 漢字 は 一 成 音な り 二 體、 支 那語は SSf 綴な り。 字 音 は 結^ 一  音に 過ぎす。 

三 韻の 假字 

二 個 以上の 假 字 (拗 音 を 除 く) に て 表せる 字音の 下の 韻に 當る もの を 韻の 假 字と 云 ひだ そ.！' 種 あ 

り"、 ゐ、 う、 む、 ぬ (今 は 「む」 、「 ぬ」 の 代に r ん」 を 川う) ふ、 つ、 く、 ち， き、 是 なり ogs 假字と 

い ふ 名 は俗稱 なれ ども 便利 なれば 用う) 

s 、い ァェの 二列 音に 附 きて ィ、 ゥ、 ォ、 の 三 列に これな し J 

例、 愛， 階、 大、 西， 禮、 (「ャ ィ」 な し。 焙 は 唐 音、 か は 1^ は 別な り) 

S  、ゐ ゥ列 音の みに 附 く- 

例 水、 椎、 錐， 鎚、 對、 唯、 維、 惟、 遣、 類、 壘、 累、 

は、 う ァ ィゥ ェ ォの五 列 音に 附く" 

カウ  シゥ  ッゥ  テゥ  デゥ  ノウ 

例 孝、 修、 通、 朝、 條、 能、 

S 、む s 唇 內、 ァ ィ ェ ォの四 列 音に 附く。 

例 感、 嚴、 三、 陰、 伊甚、 夷 震 隅は轉 訛) 燈心、 i 甘、 紺 口 (河 內石川 郡叉感 玖) 

二 1 


鹽 55( 止 屋) (下) 覃、 坦、 垣、 咸 (上) 寢、 感、 淡、 獎去) 沁、 勘、 艷、 陷、 

^、ぬ n 舌 内、 五 列 音 に 附 く。 

X  ^  X  屮 ズ  十 トク  一 I  ゥ ナ テ  ヲ ニフ  、シ ナズ  イナ C  キチべ 

例 1、 お 0 乙訓、 雪梯、 遠 敷、 信 濃、 因幡， 員辨 *  (眞、 文、 痕、 寒、 先、 (上) き、 吻 

阬、 旱、 潛、 銑、 (去) 震、 問， 寸、 翰、 諫、 霰、) 曰 本の 昔 に は 「 ン 」 の 如き 撥 音 なかり き。 (盆、 

錢、 緣、 蘭、 讃岐、 近衞) 

り、 ふ アイ ェォの 四 列 音に 附 き、 ゥ 列 音に はこれ なし。 

カフ  カフ  尸 フ  サン  タフ  ナフ url ハフ  ラフ  レフ  ィフ  キフ  キプ  シフ  シフ  シン  シフ  チフ  一一 フ 

例 狎屮鎩 挿塔納 g 法度 蠟獵揖 急 吸 集 執 十 習 蟄入聲 

リノ  エフ  ケフ  ケフ  デフ  セフ  セフ  セフ  セフ  セフ  テフ  テフ  ホ，  lil  カウ：： 

立 葉 脅 怯 業 接 妾 攝聶政 葉 公 蝶 貼 法師 劫 鴨綠江 (ァ リナ レ) 

漢字に 四聲 とて 平， 上、 去、 入の 四 韻 あ る が、 い、 ゐ、 う， ん * は 平 上 去の 三聲に 混入す 

れ ど も、 ふ 以下の 五 韻 は 入聲の 韻に 限 る U 

1  り、 つ ち 五 列 音に 附く" ッは漢 音、 チ は 吳 音 な り。 

イク  セヅ  パッカ ッケヅ  r ヅ  . 

例 一 切 罰 喝屈骨 

イチ  セチ  バチ 

W  、く き 五 列 音に 附 く" 

r ク  ィ； n フグ  V,; キ  ェ午 トク 

例 惡、 郁、 福，. 役、 盆 德 

+ クャク  冑 

シャヮ  ク ワウ  トウ - 

う 頃 ま ^ 音の U と^と を 合すつ (侯 內) 上 shaulshang 廣 kwau—kwang 東 tou—tong 三 内と は 喉內唇 

i  F  _  r  シャン  クワン  ト. 一 

内 及 舌 €： を 云 ふ。 


四 

音 

韻 


短韶五 長 韻 八 撥 韻 九、 促 韻 二十， 合計 四十 二 韻 あり。 (是は 前の 「韻の 假字」 とい ふ 如き 浴稱に 

あらす) 左の 如し リ 

1 、 短 韻、 a  i  u  e  o 

2、 長 韻、 •！：  "  "(:  g  .2  g  S  g  ； 

3、 撥 韻、 s.sgggl.gmm 

4、 促 韻、 叩.？^  ヒ ，1 ヒ W お to  ^  ^  ^  ^  H  . む. む 

a  i  u  c  i  e  a  .1  u  e  o  a  i  U 

t  t 

e  o 

n ンゾ ナント 

さて 之に ffi  く 子音 換 言 すれば 四十 二 韻に 對 する 子 音 (字 母) は 直拗の 淸、 獨、 半 濁 を 合せて 二十 八 

音 あ れ は、 道 理上 一 千 百 七十 六 種の 發音 をな し 得らるべき も、 實 際 それ だ け な く、 假 字 書 の 字 音 約 

四百 六 卜 ある 中、 現 今の 發 音に 隨 へ ば 連濁 を 合せて 僅に 三百 七十 七 音 あるの みに し て、 i 丰數ま 

音韻の 組合せ 出來 ざ る な り。 

n  1     

附 言 1 ふなき により gn^ をみ、 とも か り、 任 もに むなる をみ まと か る。 

•  2、 陸 法 言 は 二百 六 韻と し、 南宋の 劉 潤 約して 百 七 韻 (平、 上、 去 三十 づ  >  入 十七) とし. 淸の毛 

奇齡百 六 韻と す 北京 官話 は 百 六 七十 種の 音より なる。 

ニコ； 


五 字音の 種類 

漢 音、 吳 音、 及 0 音 あ り。 日 本に 早く 傳 りし は吳音 なりと い ひ、 或 は 又 漢音な りと もい ふ。 漢 音 は 支那 

北方の 音に し て、 吳 音 は 南方の 音 な る が、 繼 體 天皇の 朝に 支那より 佛經 を持來 りし は 南方の 人な 

りし か ば、 吳 音の 方 早 かりし なる ベ き か。 次 いで 北方の 漢音 來 り、 兩 音 混淆せ しか ば、 奈 良 朝より SI 

書 は 漢音に て、 佛 書は吳 音に て 之 を讀 まし めたり。 か くて 漢字 は 大抵 漢音 吳 音の 一 一種 を 有す。 今懦 

窬を讀 むに 吳 音の 混ぜる は戰國 時代に 五山の 佾侶儒 書を傳 へ しに も 因る ベ し" 漢 字 は 同音に し 

て 異義なる もの 多き が、 支那 は 一 音に 對し 四聲を 具 ふる も， 我が 國に はこれ なき 代に、 漢音 吳 音の 

W ある は寳際 上 便利な りと もい ふべ し。 唐音と は當 時に 於け る 支那 音に して 宋 以後の 新 舶來音 

を い ふ。 黃檗宗 にて は 讀 經に明 音 を W うと 云 ふ。 

ジヅ  11 チ  シン  ゥ牛 

例、 「日」 の 字 漢音 ジッ吳 音 ニチ、 昨日 今日 唐音に て、 普請 (鎌倉時代よりの 語) 外郎 (員外 


キン 


郞が寶 り 出しし 藥) 行宮 行燈 看經 明 淸 

漢吳音 を 比較 すれば 其の 種類 大略 左の 如し， (漢 音 は 右に 記し 吳音は 左に 記 す) 

1、 淸 と淘、 

々ィ  チ  シフ  シ  ケシ  ケュ  ケン  シ ャゥ 

大治十 時 現 顯彥上 貧 凡 土神 讀 

ダイ ギ  ジフ ジ  ゲシ ゲ^ ジャゥ 

2  、ザ 行 と ナ 行、 


5  4  3 

uu   you   iu    ou    ai    ^ マ, 昭パ ノミ t^jt 夕 ： ニニ ジ 

ととと とと 韻  行  行 

u      u      11 u      e と ミ美ビ と ぶ 乃？ と -兒ジ 

短  マナ 

ス 數さク 供まゥ 有よ ク功卩 外さ 韻 ム武ブ 行 す內す 行 ミ壬ミ 
ゥ  ィ *  ，  ♦ 


ク凶 ^九 r ェ ；ゲ 悔さ 

ク  ィ 

ナ §^ グ 

ク t»tl ク 

ク求 "貢^ 愛^ 

メせべ 
ゥ田ク 

%-kt 

，目^ 

？溺ミ 

ま 

香 4 明:?： n 釋ま 

ク  ク 

さ' 强 名 歴 


ス洲 ざヅ頭 "會 
ス修 さブ奉 ま 
ル流 P 封 ま 


e  、直音 吐 吐 §  " 吐 a と 拗音 |  ほ"， 

格 客 隔盆役 嫡尺寂 

ギヤ ク ィャク 

形 刑 慶生性 靑貞定 

シャゥ 

7、 拗音. 2  |  |  | と 直音 O  g  g 辻 

シ ョ  キヨ  キ ョ  ギヨ  シャゥ 

所 處居去 御 呂相向 

ソ  n  n  ゴ  サゥ 


カウ  サゥ  みゥ  カウ  アン  ア^ 

行 莊 享 杏 (唐 音に て 杏 子、 銀 杏) 

ギヤ ゥ シャゥ ギヤ ゥ キヤウ 

レイ  ダク  サ 

冥 令 濁沙差 

f ョク シ ャ 

シャゥ  キ 3 ゥ  キヨ グ ショク ィ 3 ク 

鄕象 像興矜 極續， 

ザゥ  n ゥ  ゴ クゾク  ォク 


ジ ャクジ t クジ 3  ジ 7  ゼゥ  ゼシ 

弱 若 如 人 (ジ ュは轉 訛) 繞 然 

二  4 ク 一一 ャク  ニョ  ニフ  ネゥ  ネ^ 

ダフ  ドウ  ^ャゥ デ， ン 

納農娘 年 難娜尼 

ナフ  ノウ  ュャゥ ネン 

ポク 

モク 

クフィ 

ホウ  ボウ  ボウ  ロウ 

豐 謀某樓 ま 邦) 0  ^ 

ブ ムムル 

留 


チヨ ク 

軚色職 慮 

^キ 

8、 クヮ 行と ヮ 行、 

ク ワイ 

ク ワイ  フィ  ワイ  ク ク ク 

囘淮檨 

ヱァヱ 


ジ 3 ク 

辱 

-1 ク 


燭 綠 


力. ノ  ゲイ  ク ワク 

狎 惠 

ァフ ヱ 


9 


r 


ク ワウ  グ ワン  ァ フサ ヮ if 

黃 皇 潢 丸 (萬 t 相狹 丸) 

ゥク  フン 

ク ワク 

(霍 葡) 

(  ァフ  ヱ  ハク ラン 

ァ フ  カイ 

〇 漢吳 同音 鴨 楷 

、短 韻 列の 變、 

a と e、 下 家 夏 牙 

ゲケケ 

i と e 、衣 侬 是 氣 

ェ  ゼケ 

S  、長 韻 (ー).s と" 

セィ  べィ  テ X 

西 體弟第 米帝 禮 

マイ  タイ 

； H 、長 韻 (U)  § と g、  § と ^ 

ハウ  ァゥ  カウ  カウ 

包 I 包 拗孝敎 校 交江講 

へゥ  へゥ  ェゥ  ケゥ  コゥ 


牍 き 

o と 


U 


サイ 

宰 

ゼィ 

と i 


と o、 

奴 


キ  午 

己 期 

n  (古音) ゴ 

五 歩 


グ 


サ 


サ， 


H,  ノ  J;  ノ 


と 

•1 


U と 

e  tc  i 


へゥ  へゥ  ャ 

S 、撥音 (n  S) 


n レー n _ 

a  i  e 


n  n  n 

i  e lc  o 


監還諫 山 

ケン ケ. 一 

カム ガン  ハン 

0 含 感反煩 文 聞 

コム  ゴン  ボ^ 


カン 

間 限 

ケン 

カム 


3 


ガ > 

ゴン 

、促 韻 (p)〔_ 


品 

讕 


n レー n  、 

e  i  a 

キン 

今 近 


巷 通 

ヅゥ 

m と m  - 

ado 

金 音 


n  L-  n 

a  i  o 


棊 


二 六 


a と 

ュヰ 


o 


桶 痛 勇 ffl 重 


と §- 


慇勤 飮食 

オン ゴン オン ジキ 


P  、こ p、  P 

a  XT-  o 


P レ- p、 

a  i  e 


p 

e 


と &、 


个 (筒， 個) 賈 


1  -1  * 


ゲン * キ 3 

^一目 語 


言  一 ァ 

ゴ  グ ヮ- 


ゲン 

元 


陸 ak さ埒沒 at  ^夾ミ 

ik  と 

松 と ざ月ミ ot 峽 
ok         'ノ  、 

億  れ ；業; 

ak  と 

；昔ミ ek         J 殺: ク ot コノ幼 
と 

iak  (附） ut 脅さ 

ク 、  と 
き さ ot 

節 et 
と 

結 at 

切 et 
と 

罰 ot 

達 at 
と 

鉢 et 


逸 
律 

第: 


；六》 k 八 さ 物^  t 


六 字音 假字遣 

ッ カフ ことの 論、； 1 # 國 語のと 同 じ. 是 は 個々 の 字に つきて 之 を 知る 外に 途 なき が、 大 數 をい へば 

左の 如し。  - 

,1. ォ." 〔ァ ゥ〕 央殃狭 鴦盎奥 襖媼樓 0S  ^  ^  ^ 物 f IB  〔ォ ゥ〕 應謳嘔 s 甌歐 〔ァフ 」 

狎 g 押壓凹 〔ヮ フ〕 王往 枉旺汪 s 皇 凰黃潢 1=  t  f 泓 〔ヲ ゥ〕 翁 S 雄嫗 

2、  n 上附ゴ 丄 〔力 ゥ〕 高稿鎬 豪膏告 浩^ 舉翱 槔好考 號昊 顥杲岡 綱剛鋼 康糠亢 抗航昂 仰向 

^鄕 强炎坑 行衡更 梗硬莩 杏 獒幸耕 耿鏗莖 肴 殽膠爻 交 郊效校 校 孝 敎巧江 項 講^ 降 ぼ? f お 迎 

など 百 三 ト餘字 〔コ ゥ〕 公签控 孔ェ功 紅 攻虹貢 鴻洪ロ 扣叩吼 垢 苟鈎寇 厚 侯 候 喉 后 後恒肯 肱薨弘 

興な ど 七十 餘 〔カフ〕 合 蛤閤洽 恰夾峽 盍闔甲 匣 〔n フ〕 業 劫 怯 脅 ft" 〔ク ワウ〕 光晃 恍觥庞 崎： 荒宏 

二 七 


法度 法師 

ホフ 

IT 促 韻つ ち ( 

發 こ 

.* ヅ 十ッ 

七 

^促 韻く き ( 

トク 


轟 嶸惶蝗 篁な ど 二十 有餘 

3、 ソ. |( 附ゾ丄 〔サ ゥ〕 早 草 造 曹漕遭 操 藻 蚤 騷嫂艘 棗 掃 倉^ 藏桑奖 葬 喪 壯莊装 妝床相 想箱厢 

爽象像 爭傖靜 曙 f  i 曰 s 別 梢 稍 爪抓抄 鈔巢鑠  一 l^r お 雙双 淙牕窻  一 吳 など 

〔ソ ゥ〕 聰總 送糉叢 崇宗宋 走叟奏 湊藪漱 f . ？、 f 音 曾 憎 增贈餍 憎な ど 〔サ フ〕 雜 帀颯揷 など。 

4、 ト 上 附ド丄 〔タウ〕 打 橙 f 社 f 掉 橈 ftB 幢ゅ f 稻蹈滔 刀叨桃 m 到 倒 道 禱陶討 

島 卓 盜纛唐 瑭糖當 堂 棠黨儻 湯 蕩宕菪 など 〔トウ〕 東 凍 楝同洞 銅 筒 桐 童 董動慟 僮 瞳 通 痛 桶 冬彤統 

豆 逗 頭鬪偷 透兜竇 登 燈 磴縢藤 騰 など 〔タ フ〕 答 塔沓踏 納榻蹌 

5  ノ一 〔ナウ〕 腦惱 琐囊曩 漢 〔ノウ〕 農 濃 膿 能 は5 漢 〔ナフ〕 納衲 一に ゆ 漢 

6、 ホ丄 附ボ丄 〔ハ ゥ〕 保褒褎 寳報抱 袍暴方 芳房昉 訪防彷 妨坊放 髮傍榜 毛 耄冒轄 亡 茫莽妄 罔 

望 芒^ 忘 f 亨烹彭 棚 5^ゅ 盲 窳孟猛 S は^：: ゥ 包苟 胞飽飽 豹 ？：^ 吳 茅 卯 曰卯貌 

以 上 吳 邦龎姅 以 上- 吳 尨庞 f れ 吳 など 〔ホウ〕 蓬 鳳 豐封^ 逢 烽鋒縫 奉捧棒 俸部菩 搭俘仆 。s  " 

夢蒙蠓 瞢观处 ゆ" 戊 茂 矛牟眸 5uf 朋崩鵬 謀 〔ハフ〕 乏法 ，n な 

7、 モ I  〔マウ〕 網 魍毛帽 など 二十 許 〔モウ〕 蒙艨朦 f 社 漢 

00、 ョ I  〔ャ ゥ〕 陽 楊 揚煬羊 洋佯痒 養 樣恙央 影瓔永  一一 一 〔ヨウ〕 用甬俑 勇踊容 蓉庸雍 擁^ 癰 

膺鷹 蠅孕餒 〔ェ ゥ〕 幼 拗窈遙 搖謠瑤 陶姚要 腰曜熠 耀夭妖 妖杳幺 など 〔エフ〕 葉 曄燁魘 

9  PI  〔ラウ〕 老ぉ勞 郞朗廊 浪狼琅 粮潦醪 〔ロウ〕 籠 瀧 朧聾壟 瓏隴弄 婁樓樓 鏤艘螻 體陋漏 


〔ラフ sis  B 

S  、キヨ 上 附 ギヨ 丄 〔キヤウ： S 姜彊 疆羌强 襁享鄕 饗蕃行 更京卿 敬 慶^ 鋭 銃^ 化^ 形 刑 E 筐 

狂 誑 況貺怳 など 五十 許 〔キ ヨウ〕 共 供 拱 恭巷恐 蛩凶匈 胷龔顒 興 矜兢凝 〔ケゥ 〕# 交 校 孝樂^ 驕 S 

矯橋 堯驍曉 翘澆叫 崁徼枭 〔ケ フ〕 業 怯 叶協夾 俠挾 頰狹惬 など 

n  、シ ョ |( 附 ジ ョ I) 〔シ ャ ゥ〕 章 樟 障 彰 昌 唱 莒 倡尙商 常掌敞 甞 賞 裳 將醬漿 II 詳庠翔 匠餉 m お 

殤上莊 相 湘襄譲 擴壤釀 淸情精 請 生 性 姓 牲笙正 政 鉦 成 城 誠 盛 淨靜井 省 聲 聖靑晶 星 猩醒 など 六い 

餘 〔ショ ゥ〕 鍾鐘種 腫 衛誦松 訟頌從 縱蹤舂 悚竦茸 宂稱升 界證勝 丞蒸承 繩乘仍 など 〔セ ゥ〕 £杪パ 昭 

招 邵詔沼 紹韶照 小 少肖宵 消 蛸 銷硝逍 焦蕉樵 醮笑椒 燒ー堯 繞檯蕭 蕭嘯潇 〔セ フ〕 妾 接 攝捷睫 婕渉槳 

燮屑 など 

は、 チヨ 丄附 ヂョ I) 〔チャウ〕 長 張 帳 脹漲丈 仗 杖 場 暢腸昶 ^娘 嬢釀  一一 一 M  f ほ 丁 町 頂 定^お 

廳停挺 〔チヨ ゥ〕 重 家 寵濃隨 穠徵慾 澄 〔テ ゥ〕 朝潮 兆 晁超迢 紹趙挑 諫{ 兆 眺調凋 蜩鯛彫 鷉裔鳥 蔦 弔 

條习釣 鼂尿 溺嬈翻 ，ゅ吳 〔テフ〕 帖貼牒 蝶- 疊輒 暴埝で 1 曰  . 

s 、一一 ョ I  〔ニヤ ゥ〕 讓娘 〔ネゥ S 尿な ど 〔ネフ〕 捻 

M 、匕ョ 丄 附 ビョ丄 〔匕 ャゥ〕 平 評 丙 病 並 井 瓶屛兵 〔匕 ョ ゥ〕 氷 憑 〔へ ゥ〕 豹 表 俵 票標 漂 襟瘵瓢 

飄鍵杂 m 苗廟吵 謬緣ま g 

^、ミヨ I  〔ミヤ ゥ〕 明 名 冥 命鳴猛 など 〔メ ゥ〕 妙 猫な ど 

二 九 


W リヨ I  L リ ャゥ〕 良兩亮 梁粱量 糧凉涼 魎令靈 など 〔リ ヨウ〕 龍 菱陵凌 綾稜楞 〔レ ゥ〕 了聊料 

寮 燎繚療 僚镣廖 蓼な ど 〔レ フ〕 獵鬣 

^、ュ 1  7 -ゥ〕 尤郵幽 憂 優 由 油 柚 遊 猶猷攸 悠酉卣 誘 有 宥囿又 友右祐 〔ユウ〕 勇 雄 熊融裕 など 

〔ィ フ〕 邑 挹揖熠 

シソ 

2、 キ ュ— (附ギ ュ 丄 〔キ ゥ〕 九 鳩 仇 久灸咎 柩臼舅 舊求裘 毬救究 丘 糾蚪礼 廐 休 朽弓躬 窮宮牛 

(キ フ〕 急 及 汲 吸笈給 泣翕歙 

S 、シ ュ 丄附ジ ュ 丄 〔シ ゥ〕^ 秋 愁啾秀 州 洲酬囚 曾 遒收蒐 臭 袖 岫醜讎 舟羞繡 獸修首 授受 就 酒 

手 守 狩 聚驟柔 驟衆終 充嵩螽 戎從縱 主な ど g 城 P まかれ 〔シ フ〕 十 什 汁 拾 人 惜權執 集緝楫 葺輯澀 

濕篛 

g 、チュ |( 附ヂ ュ 丄 〔チウ〕 宙抽紬 胄丑紐 肘 紂酎籌 疇 晝稠惆 中 仲 沖忡忠 蟲衷重 柱抂注 註駐住 

株誅 跌厨蹰 頭偷钟 城び ，14 お 〔チフ g 繁 

^、一一  ュ I  〔二 ゥ〕 柔乳 〔二 フ〕 入 

お、 匕ュ 上附 ビ ュ 丄 〔匕 ゥ〕 彪 謬 繆 

sr リュ I  〔リウ〕 留溜騮 柳 劉 流 旒隆龍 〔リ フ〕 立 笠 粒 

"4, 井 〔4〕 伊 以異怡 易 已移夷 肄貽詒 倚 頤圮彝 矣意懿 衣依康 〔井〕 爲韋位 威 謂 渭偉委 萎 尉 

惟 維唯帷 遣逶恚 鮪違圍 闈慰畏 EE 彙葦 〔井 キ〕 域域閾 〔イク〕 育昱郁 或な ど 〔イツ〕 こ 一 鱟逸佚 溢^ 


〔并 ッ〕 卓 鵜 〔イン〕 殷慇隱 音 飮陰蔭 吳 因姻茵 氤寅湮 11 印引蚓 胤淫姹 〔井 ン〕？ m 允勻筠 韻^ 隕 

員院  • 

お、 Hi  〔ェ〕 哀埃 愛衣侬 〔z〕 隈穢 囘會繪 淮壞 廻畫烏 〔エイ〕 英 雾嬰纓 癭盈楹 羸^ 贏 影 郢映榮 

營瑩永 詠 泳 穎^ 曳洩裔 泄銳容 S  〔ヱ ィ〕 衞 〔ェ キ〕 益 亦 奕 易 液腋掖 繹驛懌 歡役疫 i ッ〕 謁 噎 咽悦 

閲 〔ヱ ッ〕 越 # 曰鉞 〔H ン〕 煙 裳 燕 識堰偃 鹽炎琰 奄淹潫 厭 閻艷延 演焉衍 羨 沿 鈴 鳶招綠 な ど 〔ヱ ン〕 袁 

遠轅猿 園爰援 猨湲宛 苑怨婉 鴛垣寃 淵 叆嫒圓 

^  、ォ、 ョ . 〔才〕 於 飫 など 〔ヲ〕 烏 塢惡 乎な ど 〔ォ ク〕 憶 臆 億 〔ヲ ク〕 星 〔才 ッ〕 乙 〔ヲ ッ〕 越 腽 〔ォ ン〕 

恩 隱音 など 〔ヲ ン〕 溫 蘊穩袁 など 

g3, ジ、 チ 〔ジ〕 自次辭 慈 事 字 寺 侍 時 恃似姒 ニ貳耳 餌兒爾 邇尔而 〔ヂ〕 治持痔 尼膩彌 など 〔ジ キ〕 

食 〔チ キ〕 直 〔ジ ク〕 熟 肉 〔ヂ ク〕 竺 軸舳衂 〔ジ ッ〕 實曰 〔チ ッ〕 昵暱帙 〔ジン〕 甚尋 腎盡迅 訊 人 仁^ 忍 

恨 壬 任 姙袵荏 〔チン〕 陴沈塵  Z 

？ 、ヅ 〔5 受從 など 〔ヅ： S 頭圖 途徒杜 X 井〕 隋隨 髓瑞蘂 

ジャ 、チヤ 〔ジ ャ〕 蛇 邪闍麝 〔ジ ャク〕 寂 雀 若 弱鵲昔 〔チヤ ク〕 著 

加、 ジュ、 チュ 〔ジ ュ〕 樹壽受 豎需儒 孺濡入 〔チ ュ〕、 〔ジ ュク〕 粥 熟 塾 〔ジ ュッ〕 述術 梂戍恤 〔ヂュ 

ッ〕 求 俅 〔ジ ュ ン〕 淳 惇准盾 閏順旬 巡純邀 など 

^ジョ 、チヨ 〔ジ ョ〕 序 敍徐舒 助 鋤 恕絮如 汝茹笳 〔チヨ〕 除杼 女絮！ ^1 れ 〔ジ ョク〕 辱蓐褥 〔ヂ 

ョ ク〕 濁 

三 一 


第二 篇 詞 辭 

" 第三 章 言語の 分類 

一 分類の 標準 

言 語 を 分類す るに、 一 は 形態 上より し、 一 は 性質. 職掌 上より す。 

S 形態 上の 分類 

是 我が 國古來 の 分類法に して、 主として 語尾 變 化の 有無に より 分て る ものな り。 卽 ち 左の 如し。 

廣 義  I 

一  / 

接續詞 

接續詞 

てに を ま 

獨立 詞は獨 立に て 意義 ある も の、 附 屬 辭は獨 立に て 意義な きものな り。 獨 立詞. は 更に 語尾 變 化の 

有 無 に よ り、 體 言 と 用 言 とに 分つ， 昔 は 詞辭の 分類 單純 なりし かば 體 言 を 名 詞.^ 名詞と し、 用 首 を 


K 誶 


© お 司 


、體  一一 一一 a 


用 雷 


か 屬 ^ — ^ l^s 


狹 義 

、名 詞 

, 代名詞 


. 形容詞 

「助 川 言 

,叻 體 言 


感動詞 

畐 詞 


(動 助 辭 丁 

(靜助 辭)— 


動 詞. 形 容 11 とし， 他の 副詞 接續詞 感動詞 等 は 寧、 問 題 外と して、 分類せられ ざり しなり 女 法の 學漸 


く 進み 分類 亦隨 つて 複雜 となる に 及 び、 副 詞 接續詞 感動詞 等 も その 形態 上より それ，^ 分類せ 

らる 、 に 至れる が、 是 意義の 分類に し て、 此 等を體 言 用 言 に 配す る意穀 古と 異なり。 

g 性赏 職掌 上の. 分類 

この 分類法 は その 初、 蘭 學者 等が 外國の 書を讀 むに 當 り、 彼 我 東西 文法の 對 比より 起れ る ものな 


り 


甲 獨立詞 

名詞  事物 

代名詞 名詞 

形容詞 性狀 

00  動作 

接續詞 語， 句、 

感 動詞 感動 

乙 附屬辭 


の 名 

の 代 S (代 指) 


狀態を 修飾 定限 す 

文 をつな ぐ 


三 三 


ま Xh, 

じ さら 

する 

し 
む 


のに 

屮 pfj 
にき 
入て 

係 


他 ひ 
詞形 
のの 
意變 
義化 
をち 
前る 
一）、 t» 
も の 
あな 


二 詞辭 

上に 述べ たる 標準に よりて 言 語 は 七 詞ニ辭 に 分つ。 

S 獨立詞 

各論に 至り 詳 論 すべき を 以て 爰に之 を 論 ぜ す。 

S 附屬辭 

甲 助 動 詞 (動 助 辭) 

H 動詞に 附 くもの 

/被 

纟 1 使 

•..  ノ.： 打消 

き へ 完了 つ、 ぬ、 たり 

H-  1 過去 き、 けり 

椎 量 (想 像) む、 ベ し、 ま じ、 まし、 らむ、 らし， めり， けむ 

希望 たし 

め 名 詞 (或 は 代 名 詞) に 附 くもの 


助 &詞 

て： を は 


又 靜助辭 とも い ひ、 形 の 變 化 な さ ものな り 詞 

感 嘆 を 0 す。 疑 問 の 「て に を は」 は 廣義に 於て 感嘆 


又は 励助辭 とも 

動詞の 意義 を 補 


乙 


字 


'；' -' 


指定 なり、 たり 

從來 「ご とし」 と いふ 語 を 比況の 助動詞と して 扱 ひた.；：. ど， 二 は 形容詞に すべき ものに 

して、 助 勤 詞には あら す， 後 の 形容詞の 所に 詳 論 す ベ に 

匸： A- よ rn 、ラ 力 Jrf: 二 村 上 織お-助 SSJ と .>  ユ ン 

て i4 を は (肖 S ほ) 〈名 を « う。^ 夢 は 「鏠 H  )」 

十 ：！  く  文 を讀む 便法と して 漢字の 四隅に 圈 點を附 し、 以て 「て に を は」 等に 設 み 分 け た り 

之 を 「を こと」 點と い へ り卽ち 左の 如し。 


〇|〇 
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〇- 

二 


例へば 學時 之と 害 きて 「舉 び て、 時 に 之 を」 と 設む なり 

o  C 


,o 

テ 


「て に を は」 の 稱、 此 より 起れ り (栂尾 道 敏明和 七 年 「網 引綱」 一 一 卷 を 著 し て 之 を 0 言 す) 

C3 屮 右 記 云 寬治 元年 十 二月 " お 今日 未 剋 許 有 こ 御 書 始 事 T 以こ式 部 嵇大輒 正 家 朝 ほ ね1 一 侍 ：ョ 

以ニ左 大 弁 敦 申， 爲 二 何 復 S  0 如レ式 云 々件 三 點圆正 家 朝臣 御書始 所註迎 也. E 色紙 小作 

子 書付 之 無 表紙 

去 


ヲ ゴ卜 

•  — 翁 II 

ム • 響 


音 


二 


力 


—© 

攀 

テ 


—ケリ 

I ナリ 


案 ズ 

經 家 


ュ 之 明 

點 也 


一一 一 五 


ィ 名 詞 (或 は 代 名 詞) に 附 くもの 

が、 の * に、 を、 へ、 と、 より、 か ら、 ま で (つ) 

口 動詞に 附 くも の 

ば- ども、 とも、 て、 つつ. を、 に、 も， が (と) 

^諸 詞に附 くも の 

は、 も、 、ぞ * や、 か、 な む、 こそ， のみ、 ばかり、 すら、 だに、 さへ、 か し. よ、 

な、 が な、 し 

右 は 「て に を は」 を 所 屬の詞 によりて 分て る ものなる が、 更 に 其の 意義に よりて 分つ とき は 

左の 如し。 

、わ 關 係の 「て に を は」 名詞に 附 くもの は 格 を 表 し、 動 詞に附 くもの は 法 を 表す。 

め 感嘆の 「て に を は」 「はも」 の 類に して 本來 感嘆より おこ り、 轉 じて は 諸種の 意 義を 有す 

るに 至れり。 

T 添 意の 「て に を は」 

(項 ヲ設ケ タル ノ ミニ テ 說明ナ シ I 編 者) 

三 接頭 尾 語 

接頭語 は 他 語の 頭に 接し、 接尾語 は 他 語の 尾に 接して、 一 詞 となり、 夫々 意義 を 添 ふる 語な り。 


古 は 

て な 

つ き 


代^' テ^' 名  形  S? 形 Bp  形  BP 

例へば^ f は， かなし^; *  ^p^, に ひな， g  (出 雪)) の 如し 

代  名  名 

之 を 冠、 沓 などと もい ひたり。 


ほ 一 獨立詞 をな す 所 注意す ベ し、 廣 

ては隨 分む づ かしき 問題 あれ ど、 今 


立詞 にも あら す、 附 屬辭 にも あら 

日本 文典に 槪略舉 ゆ たれ ば、 就 き 

は 言 は す。 


第 四 章 名詞 代名詞 


名詞の 種類 


小名 


詞を 大別して 次の 二種と す * 

い^ 通 名詞 

^固有名詞 

普通名詞 は 一 種馬に 通じて 用ゐ 

の 自由 あ り， 換 言 すれば 普通名詞 

せられた る ものな りつ 

さて^ 有 名詞 は 個々 の 名な りと 

の 疑 起る ベ し J さ れど 「源」 「平」 など 


らる A 

ま國 SB 


い へ ば、 「源」 の 如 き 氏の 一 族に 通す る も 

い ふ は 別に 確なる 意载 あるに あら す、 か 


て 


も 固有名詞 は 一 々個々 の 名な り、 

に よりて 自然に なれる に、 固 有 名 


力 


他の 獨立詞 に 附展し 

^るべ し仴 接尾語に 


つ 無意義に し て 命名 

は 特別 故 意 的に 命名 

は 普通名詞 なり やと 

一 團體の 特別 同 有の 

三 七 


名なる を 以て、 之 を 一 種に 通す る ものと せす して. なほ 一 個 體に附 せられた る 名と すべ く、 從 つ て 

固有名詞 とせざる ベから， もと 普通名詞 は 一 種馬の 名 なれ ど 、時として 唯 一 個の 名に して 猶且 

恿 名詞なる も の あり。 例 へば 「日」 の 如 し〕 「日」 は 天空 に 唯 一 個 存在す る も 「日」 とい ふ 名-普 は 故意 的 命 

名 等の 性質な く 自然にい ひたる 名に て、 もし 二つ 以上の 日 現れば なほ 皆 之 を 「ョ」 と いふべ ければ 

その 普通名詞 たる こと 明な り。 

固有 名 IF ま 一 面に 必 普通の 名 あ り、 普 通名 詞は必 しも 固有の 名 あら す。 固 有 名詞 「曰 本」 「富 士」 「秀 

吉」 「小 烏」 「磨 墨」 等 は 普通 名詞 「國」 「山」 「人」 「刀」 「馬」 等の 固有の 名 なれ ど、 未開の 地に は 命名 せら 

I ざる. q  :r あ り、 & 蠻人. に は 名と 稱 すべ きもの を 有せざる も あ り、 畜 類、 動 物、 植 物， 器 具 等に は 通常 

固. Inn の 名 を 命ぜられ ざるが 如 し。 而 して 固有名詞 は 多く は 普通名詞 又は その他の 詞 より 轉來せ 

る 者なる が、 更 に 普通名詞に 變 する こと あ り， 玆 に 又 記す ベ き は 普通 固有 共に その 名に 廣狹 ある 

事 な り。 「牛； 物」 「動 物」 「鳥」 「雀」 は 等 しく 普通名詞に して， 「源」 「足 利」 も 共 に 固有名詞な るが 如し. 

乂 「寄」 「歌書」 は 普 通なる が、 「萬 葉 集」 は 固有な り。 今 萬 葉 集 は 版 本、 幾 千 萬 部 ありと も 普通に あ ら， 

又 「圑 十郞」 と い ふ 名， 幾 人に 命ぜら ると も 阁 有た る を 失 はす。 こ  >  に 於て 普通 固有の 別 は 事物の 數 

に II せざる を 知る ベ し。 な ほ 普通名詞 は別國 語に 飜譯し 得べ き も、 固 有 名詞 は 然ら. K 

性質 を 表す 普通名詞 

半 平、 三叻、 害 傘、 天竺 あふひ， くれな ゐ、 メリケン粉. 朝鮮 あさが ほ， 高野豆腐、 和 蘭 


いちご， 来 コ ー ト、 ^鄉 下駄、 パナマ、 備後表、 七 島、 小 倉 織、 博 多、 チャウ、 屮斐 絹、 

丸^ 3 いん き 

命名の d 巾し 

普  苷 

普通名詞- 隱元、 南禪 寺、 サ ツマ ガス リ (ネルソン は英の なり 西鄉も 1,1 だ …： ) 

固有名詞 ： 正 宗、 白 牋、 ダイヤモンド 

53 次に 成立より 之 を 見れば 

)  クニヤ マ  ヒトヒ  ミナ モト 

か本來 名詞  例國、 山、 人、 日、 源. 

\ )  ハ タラキ  タヒラ 

^拔萃 名詞 (又 抽象) 例 戰、 働 、仁、 忠、 平 

に 別ち 得 ベ し。 n は 本來の もの なれ どめ は 他の 語より 精 じたる ものにし て、 動 作 又 5| 性狀 より 杣 

象 拔萃し 来れる 名な り。 

1 つ、 二 本、 三戶は 個数、 四 里、 五 尺、 六圓は 名數、 七 つ め、 第 八、 九番は 序數、 -S^JT^ は 語根と も 接頭 

語と も 云 ふべ し。 數詞は 種々 の 用法 あれ ど も， 本 來は 名詞と いふべ し〕 

右の 外に 無形 名詞、 有形 名詞、 築 合 名詞、 物質名詞 等の 名 あれ ど、 無形 有形 は 事實上 のこと にして 言 

語 上の 事に あら ざれば 赘 名な り。 集 合 物質 は 数の 關 係の やか， ましき 西洋 語に は 入 川なる も、 口 本 

文法に は不 川な り」 

附 言 熱 語の 名詞 を 構成 上より 見れば 
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s 並列せ ろ もの あけくれ ゆきかへ り 

S 修飾語 を 有する もの  衣手 うき 世 あ ひ 見る とき 洗 衣 ゆざめ fif  ^-g. 

き 向 なる 祌 

S 接頭語 を 有する もの 

S 接尾語 を 有する もの 

各  

ゆ 客語 を 有する もの  日ぐ らし 物い ひ 宮守 文通 

S 主語 を 有す る もの 
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川上 川下 


ま 


夜 あけ 雪 居の 如 し。 な ほこ は 一 般の 熟語に つきて も 「こぎ かくる」 


容 


主 


主 


「. ^みだる」 「文通す」 「心 細 し」 「渦 まく」 な どと 見る ベ し。 


代名詞の 種類、 稱、 成立 


何 ごと をい かに 思 ふとな けれども たもと かわかぬ 秋の 夕暮 (續後 撰) 


かそ こか そ こ 
のの のつ ~ 

v — t — ' れ 

~ A  N  广 

方 人 も 才 
の ノ 


ど - /ど れ^ 塵祕： S どこ 山 伏 @  0 記) 

コ コ 、コ チ等は 語源に は 名詞 を 含み 居れ ど、 職 掌 上 之 を 代名詞と す. 而 して 廣^に いふ^-は 場所 も 

方^: も 事物の 中な り J 

事物の 不定 稱， 「いづれ」 と 「なに」 と は 少しく 異なり。 「いづれ なる か」 と 人の 問 ふ 咭は必 す 「これ」 等の 

代名詞に て 答 ふる なれ ど、 「なにな るか」 と 聞けば、 多 く 代名詞 を用ゐ すし て、 名 詞を 以て 之に 答 ふ 

ベ し。 

不定 稱は 之 を 「疑問」 と いふ 人 あれ ど、 よ ろしから す。 疑 にも 問に も あら す、 只 物を汎 く不. ^に 指す こ 

と あ り。 不 定 とい へ ば 疑問 を も 含むな り。 
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四 


サヌキ 典侍 r 黑戶 の 道 を^れ，^ しらぬ に敎 へよ」 

大日 靈貴此 之 於 保 比厪咩 能武 智。 む ち こゝは 獨立詞 ^TT:U と 同じ 

汝が 身の ほど (落 窪 下) 


しが あれ ば (記) しがつく る (紀) 

しがな け ば (紀) 

.5 力 

間もなく 我に 歸る  . 

！ 一人 ％ 

おれ は 何事い ふ ぞ (宇 拾 十) 

私の 茅屋に. 御 入 候て (太平 記 三十 三) 

わたく しらは 云 (義經 記) 

a 任 紹巴ヲ 御手 前) 

^  (戴 恩 記) 

紹巴 貞 任ヲ おこと j 

0 

あっぱれ おのれ は 曰 本 一 の 剛の者と くんで う す む 跡 校 本) (平家、 實 惑 

い ざ う れ源太 (平家 二度の 懸) 

やうれ 爽 のくな たぶ れ苹 田) 

ゃノ延 ナリゃ をれ ト モ (靈 S. 眞. 柱) 

「しゃ つ」 は 「しゃつ」 か 「そやつ」 か 

「なむ ぢ」 の 「な」 は 本來、 「むち」 は 大 己 貴 な どの 「むち」 の 如 く、 敬 語の 接尾語な り。 そ れ今は 敬意 を 失へ り。 

「わたくし」 も 亦轉じ たろ ものに て、 主 上 を など. & すに 對 して HH 下が 自稱 せし より 來れり 「き 

み」 は 名詞より、 「あ なた」 は 方角の 遠稱 より、 「手 前」 「御 前」 「ま ろ」 r 自 身」 「自分」 な ども 皆 名詞より 來 

四 U 一 


四 四 

れり。 「それがし」 の 「それ」 は 事物の 不 定稱 なり。 「も じ」 「さ ま」 な ど は 名詞より 轉 じた る 接尾語な り，、 

「先生」 「宅」 「宿」 など は 名詞な り。 

第三 人 稱には 全く 本來の 代名詞な く， 他 より 轉 用し、 近. 中、 遠の 別 あ り。 是 國 語の 一 大特徵 な 

り， 漢 文人り てこの 語法 少しく 亂さ れ、 歐 文人り て その 直 譯の爲 に 著しく 亂 された り。 國 文 を 學 ぶ 

もの 最注 意 せざる ベ から す。 れ」 「；^ の 人」 「に の 君」 な どい ふべ きを 「かれ」 と 指して 怪 まぬ 人 多 

し。 

三 數及 敬語 

s 數、 日本語に は 正確に 數を 表す ことな し。 唯 複數を 表すに は， 

^接尾語 r ら」 「ど も」 「方」 「達」 等 を そ ふ。 東 ら、 西 ら (畿 內、 中 國) 是の 如き 等 の (ァ .1 ダ 經訓) 

( シ  熟語.、 してつけ るな り 

め 接 頭 語 「諸」 「幾」 など を そふ。 「諸 人」 「幾 世」 の 如 し。 

ぺ語 をた 、む。 「われ く」 「人 々」 「山 々」 「木々」 

され ど複數 にても 此 等の 形 をな さぬ もの あ り， 又 この 形の 複數 が、 常 に複數 のみ を 表さす して^ 

數を もい ふ 事 ありが A る も の は 「の 如き もの」 「など」 な どの 汎稱の 意と なりて 謙遜の 意 を 含む つ 

I  I  相互    —   

謙遜 わたくしども 我等 人 どち 子ども おいら みども 

S 敬語、 名詞 代名詞の 敬語 は 動詞のと 異にして、 比較的 簡單 なり。 


い 本來の 敬語と して は， 

君、 すめら ぎ， あなた 

又 接尾語 接頭語 を附 して 敬語 を 表す もの 甚多 し。 

接頭語 

御 (み、 ざ よ. ご) お ほ み —— お ほん おん お (平 安 朝 ノぉハ お 前、 お も と. お も の、 お ま し、 お とど， 

御 身  . 

•  大 身 

お 身 〔記〕) 宇 都 志 意 *. (記、 雄 略) 

おはか せ (御 佩 刀) お ほ み き (酒) 帶 

「おみ 輿」 「お み 酒」 な ど は ミコシ ミ^ にて 敬語 な る に、 俗 人 之 を 忘れて 更に 「お」 を 添 へたる もの 

な る が、 「お み帶」 「おみお つ け (汁 ご 「お み あ し (足)」 の 如き は 敬語 を 重ねた るに は あら で、 口 調 そ 

の 他の 要求より ォミ コ シ， ォ ミキ 等の 「おみ」 を 添 へ たるな り。 

御み きの みだれさせ 給 ひに しな り (大 鏡、 道隆) か A りけ る^.^ を 少し にても おろかな り 

けん は (落 窪 四) 現 御 神 (續紀 ) 明 御 神 (出 雪； ts 

又 「お」 を 人の 名の 上に 附す。 

お， 花、 お 仙 (仙 千代 丸と いふ 本 多作 左衞 門の 男な り. - 

是 等 は 寧 ろ 敬語に あらす して 親愛 美稱な り。 

£ 五 


£ 接尾語 

女 .1、 父 1、 嫁 糊、 〔是 こそ 殿の 御 I 下野 殿の 御 首よ (f 門 鉢) 

の 如き あ り、 殿、 樣、 君、 公 など を 添へ て 敬語と する あ り" 「殿」 は も と 「宫」 「殿」 の 「殿」 に て、 人 

を 直に 指さす し て、 そ の居處 をい ひて 敬 ふなり- 「檨」 は 「有 樣」 の r 樣」、 ま た その 主體を 直接に 指 

.  Si 'ノ  ^'ノ 

稱 せざる なり 「徂 「足 利 殿」 とい へ ば 殿 は 接尾語 なれ ども、 「保 元 物語」 などの 「高 松 殿」 「白 河 殿」 と い 

ふ鬧は 名詞なる ことに 注意す ベ し X 敬語と して 獨 立に 「殿」 と 用 うる 時 は 接尾語に あらす し 

て 名詞な り。 

「陛下」 「殿 下」 「閣 下」 「足下 」 は 二人 稱の 接尾語な り， 然 るに 「閣下」 よ り 以上 は 今 三人 稱 にも 用る 

ら る i し き に 至つ て は 「殿下」 を 一 人稱に 用る しこと あ り秀 吉 の 如し (殿下 を 三人 稱に 用ゐし 

こと は 頗る 古 し) な ほ 天子 樣と 先生 樣 との 比較 も 面白 かるべ し" 

「御」 と r 樣」 と は 所有者 を 敬す る と、 主 體を 敬す るとの 異 あり。 

所有者な 敬して 

主 體 一 卜 

天子 さま あなたの 御 帽子 

御 人、 御 方、 御 客、 御 神人 樣、 御佾 (忠度 ニニ 三處 ァリ) など 轉 川と 見るべき か。 

この 區^ 注々 忘却 せら れ、 濫 ffl せらる 、 こと あ り。 他 の 母な る 人 を その子に 對 して 「御 母上。」 

とい ふ はよ し、 お のれの 母に 對 して 「御 母上 樣」 と いふ は大 なる 誤 なれ ど、 今 の 慣用より い i  ^ 

一 種の 特例と して 許容せ ざるべ から ざらん。 


かみさま、 若君 樣篛經 記 y 公方 樣富士 御賈雅 W 富士 紀行)、 六 波羅樣 (平^)、 禁裏 樣 (靡 富お v 

公方 樣 (M 大曆 )， かんの 殿 宝 葛 內恃ヲ )( 源氏)、 關白 殿攝政 殿と 御^にて いふ (海人 藻 芥)， 父 

さ .ュ 。、花 子 さ ま、 お さ く 樣 (狂 言 記)、 9^ 相 如が^ 巴 蜀檄に 陛下 を 三人 稱に 川る たり) 

女 名のき、 

い ぬ ^後 戀)、 北： n の 承 香 殿の あこ 纠 (後 秋 下)、 い ぬ き (源)、 あ て き (葵)， あ れ き (竹 川)、 こもき 

(手 習、 及 順 ® み ゆ き、 ほ め き、 す い き (榮 花、 み はてぬ 夢)、 あ と き (落 ©、 た て き 、あやき (I  f  、お) 

四 格 

格と は 位 格の 義な りつ 名 詞 代名詞が 文中に て、 1 の 詞に對 して 如何なる 位に ある か、 そ の 位 をい ふ 

なり 例へ ば 

E- こうつ 

とい ふ 文 は、 


とい ふが 如 く， 格 一 定せ ざれ ば、 そ の 意 味明暸 ならざる を 以 て， 格 を 確定し 置 か ざ るべ から ざ る な 


格 を 分ち て 左の 七 種と す。 

一、 主格 二、 領格 三、 副 格 四、 處置格 

は 文の 中に て、 動 詞、 形 容 詞 若し 


S 主 


五、 呼 格 六、 同格 

は 他詞の 主と な 


， 


われ. 


てに をば なきもの 

美し 

を 添 ふ 

汝，^ いふ 所 は 


ゆく ベ し 

男な り 


鶯 のな 


鳥が なく 

^共に 咏歎的 婉曲に する 

體 語の 主と な る) 然 ら ざる は 

而 しての はがよりも 多く 用 

はが を 添 ふる を 本則と し、 の 

る 日 一の 如 し， (漢文 讀 に は 下に 體 言 なき 主格の^ なし) 

T  の 類 (S ま、 S は、 すら、) を 添 ふ。 


ものに 

極めて 

ゐらる 

を 添 へ 


して、 その 係る 詞の 

少數な り。 古 文 乃至 

れ ど も、 今 代 口語に 

たる もの は 文語の 


七、 並立 格 

る ものな り。 


下に 名詞 ある を 例と し (換 言 す れ ば 連 

近 文に て も％~^ の 意 義 稍 認識せ らる. 

比すれば 極めて 少し， 口語に て は、 主格 

本 項の 用法 をな す。 「雨が 降 る」 「雨の 降 


是等は 皆 自ら 固有の 篛 あり て、 右 の ィの揚 合に 添 ふ る ものな り 他の 格の 是 等の てにをは を 添 ふ 

る 者 亦 同じ 

雨^も 降る 

一 こそ (降れ)  ， 

などの 如し。 

はは 褪示 し、 區 別 し、 抽 出 し、 感 歎す る 意 あり。 

此の 時 楠 正 成 s 

ト云フ モノ 

薩 摩の 士早田 八 右衛門 は 元 文 二 年 五月 任 満ちて 大 阪の藏 屋敷より 歸る ことにな つたが 


(支那 人ノ 名)^ 年月 曰 我が家 を訪 はれたり 云々 (大江 敬 香) 

杉 浦重剛 翁^ 云々 (賀會 案 內) 

神 沼 河 命 坐 葛 城 高 岡宮治 天下 也 (記、 中) 

^病 氣の處 

^ は 重ね 咏嘆 する 意 あり。 

目^見えない のに 擧 問が 出來 


ぞは强 指す る 意 あ り。 

, ) そ は 更に 强指 する 意 あり。 

刊^ は咏 嘆し 疑 ふ 意 あ り。 

_s は 和 かに 取り あゆて 指す 意 あり。 

だに さへ は 一 を擧 ゆて 他 を 類推せ しむ。 

H, こ ナリト モ、 デ モ、 サ へ (消極) 

, ス ラ、 デ モ 、ザへ (中間) 

さ へ マ デ (併 加) (積極) 

ば か か は 簞ー の 意 な り。 

は を 添へ たる 主格と^ を 添へ たる 主格と は 意義 大に 異な り。 近 時 此の ゆが を 濫用す る 者 多 

し 1效 に區別 せんこと を 要 す， 但 はの 極めて 輕く^ ゐられ たる は. が と 大差な きも あり。 

ハ  I テ- 

彼^ 途中で 友人に 出 あ つ 3^ 「あす こに あるの は 私の 小い 時に 通った 擧 校です か ら， 私と 

1 處に來 て 見て 下さ い」 と 中し ま した.， (名 古 屋 高 ェ) 

氣 毒な 憐 むべ き 猫. 3 久しく そこに 留 つて 私 の 邪魔 をした。 (四 一 一、 十、 一 一 三、 讀賣) 

君 は 手で 飯 を 食 ふより は 頭で 钣を食 ふのば すきで あ るか。 (商 船人 學試驗 ) 

庭 に ゅ^5、 垣 にぬ 山吹に ほへ り。  . 


文法 は 富 土 谷 氏、 歌 は^ 樹 勝れた り。 

Y〇 〇 なり^ 

 一 か) 

s 領格 は 名詞に 接鑌し て、 所 有 者 を 表 す、 又 關 係、 形 容を いふ もの も あり 

圆の i 財產 ん； ゆ 頭 金の 冠 

i や や  居ル 

  ^   ^係 —アル 

秋の 旅 日本語の 硏究 晝 

二 於 テス ル  ヲ ) スレ ガ  ) 

-! ツイ テ / スノ ヲ  一 〔力 ケル 

二 ォ ィ テ J 

0 

f 一  名 丸 (覺 信の 後の 夫た る禪念 房の 子) 

長 沼 K 海 ^  —  . 

t 惠 ^(覺 信の 妾たり し 日野廣 綱の 子) 

いつ ， のむ つに なりに け り (忠 95「) 

三十 也  • 

子供の 遊ばせ 方 

銀座の 通、 山の 道， 越路、 大山 海道 

 母ナル 

春 宮の女 御 (紅 葉 賀) 

人妻と わがのと ふたつ おも ふに はなれ こし 袖 は あはれ まされ り (好 忠 集) 

ィの をそモ ゐ のしし、 ， ^^しし (著 聞 集) 

5 


五 二 

口が を そふ。 

「の」 と 「が」 と を そふる に は 自ら 貧 例 あり。 

梅 が え  梅 の え だ 

君 が 代  (君の 代と いふ は 稀な り) 

天の河 道の ベ 

ハ てにをはな きもの。  - 

M 道 長 

「藤 原の 道 長」 と いふべき ^を 省略した る ものに て、 氏 は 名に 對 して 領 格な り- 

「東 京 の 飯 田 町」 の 意 に て， sls^ は 钣田 町 に對 して 領格 なり。 

右の 例 は 固有名詞の みなれ ど、 

私 父 

「私の 父」 の 意 に て 「私」 は 「父」 に 對 して 領格。 

貴君 御兩親  ， 

「貴君の 御兩 親」 

の 如き も あり。 


八； 萬 神 も あはれ と 思 ふらん 犯せる つみの それと なけれ ば (須 磨) 

足 檜 之 山 橘 乎 S 七) 

木戶、 木 野 戶、 (大 和眞土 山の 邊、 紀 伊ノ 門の 意) 

筑前 r 灘」 を那 1- 郡 

紀 國那賀 郡 (同 上な り) ナ ン ガ (土 音) 

兄 は 、弟 は 英國の ドクトルな り。 

出 雪 1 新墾に ひばりの 十 握 ほの 稻 (顯 宗紀) 

？  I 

貴家 皆樣  

主 修— 叙 

小 宅 一同 無異 

. 修修叙 

宅 r 同 無異 

デハ 家族 力？ 一一 

古語に，^ を そふる 者 あり 二 種の 領格 なり。 

浪 ^ 神 鳥 ^^國 iT,, 物 〔服つ 毛 眼の こ 安麻 能曰繼 (萬 十八)〕 

此等は 近代 語に て は q の 代に^ を 添へ す、 む しろ 之 を 略して 熟語と する ものな り。 「沖 浪」 

「に はと り」 「た な もの」 などの 如 し。 

7 指示代名詞 代名詞 の 中 「此」 「其」 「彼」 「孰」 など r れ」 を 略し て q を 添 ふる 時、 半 形容詞と な 


、仫 ^ 


か 


る。 之 を 指示代名詞と いひ、 領 格と 分つ。 


こ 


そ 


ヲ 

ヲ 


こ れノ 

こ 卜、 

それ ガ 

かれ タ 

われ ガ 

なれ ガ 

こ L  / 

ナ，. 7- 

お O  ガ 


二、 ヲ、 へ 

ヨリ >  マ デ 


コ ノ 項-一 モト ガヲ 入レ タル ヲ 削除 シテ大 

正 十二 年 三月 二十 1 日 ト朱記 セラ レ タリ 


(重 衡) 緣 によりる たりけ るぞ そな りけ る (盛 衰記 四十 五) 


右の 中に てこ ヲそヲ は 古の 語な り。 今 の. 普通 文に は 用う ベ から す。 

つれみ 表紙 

指^ 代  ー 指 II  m 名 

この 表紙 (ごゆ 帳面の 表紙) 

事 物、 場 所、 方 角 を 都べ て 指示代名詞と いふ 人 あ り。 そ の 名稱は 今川ゐ タ 

ホ 副 詞 (體 言 の) に か、 る もの。 


天地の むた 


服の むた 

猶 「例の あ そぶ」 の 如き も あり。 

^00 は 動詞に 對 する 間接の 目的 及 形容詞の 目的と なる ものな り 


紙に.：： i を^く。 宇治川の 水 は 茶に 宜し" 

問 接， 直^   

右の 如く 直接の ものに 副 ふなれ ば 、「副 賓格」 と いふ も 可な り， 而 して これに はに へ とよりか らま 

^を 添 ふ。 

^に 抑 ふる 義 ありて 目的 を 表す。 

紙 ！J かく。 君 q 棒ぐ。 

茶 は 宇治 q 產す。 

I  ±|( 化成) 

擧 校に 通 ふ。 水 氷になる 

貧^ 屈せす。 富 II 誇る。 

對の間 II 聞きな し 給 へ り 荏吉》 

人 を 馬鹿 u 見る。 

馬 を 鹿 u いふ。 

松風 を 琴！！ 聞く"  . 

^  口 短 く、 帶 ^ 長 し」 

五 五 


五六 

圓杉は 見る にさ やけし。 

寢 ぬる 口早 く、 仕 事を始 むる にお そし。 

目 口 見、 耳 口 聞く。  足に はく。 

ォ 聞く。  學 校の 講義 q 習 ふ。 

枯野を 鹽ロ燒 き、 其 が あまり 琴 TI 作り (記 下) 

(デ、 一一 テ) 

病 w 一 

1 ^ る 

M に. I 

候 ふ。 

(侍 り。 

一い ま そ 力り 

(指 定) 爵 おはす。 

我 は 丈夫に あり— 一お はします。 

3 ァ、 二 テ) います。 

^  で j さ る 

一^り 【人ら せらる。 

i^, (肯 定 の 時) 


庭な りけ る 櫻 薪 古、 詞 甞) 

肯 定 の 時 は 「u あり」 を つ V めて 多く 「なり」 と い へ ど、 否 定の時 は 今 文 も 「丈 夫に あらす」 「丈夫 

ならす 一同 樣に闬 う。 

—  ？ ー 

〇 ^ になび く。 


〇 ii, 根 おろしに なびく 草木。 

^詞小 句 I 

f れ 

〇 忘" る、 に かた し〕 

(る ， こと 

に を 省く 時 は 下の 濁る こと。 

奧山 之木萊 隱而 行水 之 音 聞 從常不 忘 (萬 十 一 ) 

おきめ も か あ ふみのお きめ あすより は み； や ^踏く りて^え すか も あら むへ §  , び) 

手  パ东 づ r、 

いはが く  1^ かかよ ふ 玉 (萬) 

いはが くり ま す。 

ゆへ はもと 邊の義 に て、 名 詞 より 轉 じたる 接尾語な りし が、^: 辭 になり たるな り。 

  イカ サマ 

二)  HMM 

東 京 一，、 へ- I  j- 出 づ。 〔何 方 (萬) コ レ ハ 副詞 ナリ〕 

「西 5 行く」 と いへば 確に 定めて いふなれ ど、 

「西 へ 行く」 は 漠然と さ し、 方 角 又は その 邊を 表す。 

「隅 田 川 南 へ 流る」 は 方角 を 表す。 然 る に 漢文 讀 にて 「南に 流る」 と いふ ピは その 目的 を 表した 

る もの なれ ば、 決 して 誤に あら す。 さ れば 「 へ 」 はな くと も 曰 本文 は^き 得べ し夂 

君へ 棒ぐ。 

君に 棒ぐ。 


は 共に 同 一 にして T に」 と 「へ」 とた V 語 氣の差 あるの み。 

こ、 M 置く。 場所に 「へ」 を 川え 

「へ」 は 弱く 婉 曲に その 邊を いふな り， 口 語に て は 多 く の 場合に 「に」 を 「へ」 と換 へう ベ し。 さ れ ど 

丈夫^ あり。 

へ 

風 ぼた ふる。  水 ぼなる" 

ぺ  ぺ 

などい ふ 折 「に」 を 「へ」 とし 難し d 

伹し 口語 を婉 曲に r へ」 とい ふ はよ けれ ど、 文 を 書く に 「へ 」 を亂 用す るは締 を 失 ふ。 

「 へ」 は 形容詞 の 目的なる に は 用る す。 

叫と 抑 ふる 意 あ りて r 稱謂」 と も 云 ふ。 ゆ ゑ は r …… とい ふ」 と 用 ゐて稱 し 謂 ふ 意 なれば なり。 (さ 

れど よき 名に も あらす) 

馬 を 鹿 d い ふ。 

東京^い ふ處 

ノ コ ト  

四 の 君.^ 1^ しろ か 駒 いはれ ていとい み じと おも ふ (落 窪 一 一) 

を 力 

VJ 力 

こ、 に 得た まふ 同じ こ と (大 將 ノ詞) (落 窪 四) 

VJ  ノ格 ナベ シ 

さ るに 「と」 を 略 してい ふ あ り。 中國 地方 に 多 し〕 


東 京 いふ 處 

の 如 し， そ の 意 は 解し うべ け れど 「と」 と い ふ 抑なければ 締 なき 心地す。 

枕 草子に 「と」 拔け の 事 あ り。 就 いて 见る ベ し 又 「あら ん す らん」 と いふ は * 「あらん り す らむ」 と 

い ふ ベ きを 「と」 を拔 きて 云 ふ な り。 

f となる 

水 一— 「と」 「に」 にかよ ふ C 

(になる 

お^' 遊 ぶ 

とい ふ 時 は 抑 ふる 意に あらす して 與 同の 意な り。 

これと同じ それと 異なり 

の 如く 又 形容詞の 目的に も そふ。 

花 雪お ふる 彈丸雨 d 飛 ぶ 

ノ釓ク 

の 如く 川 ゐられ たる は 雪と 雨と にて 副詞 をな せ ど、 そ の  一 y は 「雪 と 等しく」 「雨と ^7 しく 一な 

どに てな ほ 副 格 な り。 

二より、 から. 起 點發點 を 指す。 

「より」 は.^ 語 の 如く 「から」 は 口語の 如く 思 はるれ ど、 實 はさなら す。 

^  (近 文 に 川 ゐ、 比 較の時 は 口語に 川う) 


六 〇 

苦 文 及 口語に 用 う) 


東 京 あり 出で たり。 發點を 表す。 

力 ラ 

霜 葉 二月の 花よりも 紅な り。 

比 較 

色よりも 香 こそ あはれ とお も ほ ゆれ。 

の 比較 を 表す は、 なほ 比較の 發點を 事物に 取る 義 なり。 

この 發點を 表す 「より」 「から」 が 所 由、 依託 を 表 はす こと あり- 

^は 米より 醸す 

或は 

舟 


二 テ 

より 

力ら 

デ 


人の 前から 通る 

ヲ 

然 る に 


發點 


彼 は 一度 失敗した る處 一より 再擧の 勇な し 

  ノ デ 


こ は發點 より 轉 じて 原因 を 表すな り。 これ 更に 嗨 じて 今の 口語 原由 を 表すから となるな 


り 


(い） 

(あ） 

人 

t コ 

の 

の 

と 

む 

ふ 

す 

0 ふ る (處) お" 行かす 


ード曰 き 


より 見えす 

ィ カラ 


見 る. f な.^  P になる 

I- 力ら r 


是は 「見 る ま 、に」 などに 通 す。 

ホ まで 着點を 表す。 

t 阪 まで 行く 

「ま で」 は 終局の 點を表 し、 そ れ 

て 定めた る 地 又は 方角 を さす „ 

ま で 


より 先へ は 前まざる 意 をい ふな れ ど， 「に 二へ j は 目 的と し 

又 


は 皆 


ま で 

位 (程) 

の 中の もの を 


5 御 印まで り に (に 代 


の 名詞と 見て 用うる なり。 

て) 

的 な り。 自 ら 異なる を 見む。 


あい は 積極的 なれ どうは 消極 

え 風まで 吹く 

( サ へ 

こ は 併 加の 意に て、 此の 例 は 主格な り、」 已 上 種々 の 意 あ れ ど、 元 を い 


へ ば 同じ 事と 知る ベ し， 

六 一 


六 二 

「まで」 は 形容詞の 目的なる に ffl うる は 稀な り。 《これまで 同じ r 路、 駒 返まで. f^ii 

め 處置格 は 他動詞の 目的と なる ものな り。 

^'「を」 を そふ。 

酒^の む 

口て こ をば なきもの。 

^のむ 

^知れる 人 

矢 をり かけ 

我 は ，9f 、君 は 酒 をた しむ 

ぺ前ニ 項に 「は」 「も」 r ぞ」 の 類 を 添 ふ。 

洒ー ^ ばの む  - 

(を も 

T 「の」 を そふ る は 多く 上に 撥音 ありての 變 なり。 

二人の もの 共大納 言 の 左右の 耳に 口 を あてて、 いか 樣 にも 御 こ ゑの 出づべ く 候と さ 

やきて 引き立て 奉れ ば (平 家) 

これ も 心 ゆすべ きに よりて な りパ十 訓 杪) 


た 

乙 
な 
い 


r${\ 
ふ 
け 


IP- や ならす 


の 如き 「や」 は 呼 格の 爲 につけられ たるが 忘れられて、 意味な き 一 種の 接尾語 的の ものと なり 


ぬべ し是に 一 一種 あり。 


ィ てにをは なきもの。 

浏こゝ に來れ 

呼 . 呼 格  主 格 

諸君よ、 諸君、 諸君 は  

夫 差 汝 越 人の 汝が父 を 殺した る を 忘 れた るか 

め 「よ」 「や」 「かな」 を そふ。 

風よ ふけく たこ 上れ 

(口) の 形 親愛の 葸 あり。 (ィ) の 形 

瓢ゃ瓢 や 我汝を 0 す 

わが 君が代 や (感嘆) 

主   ¥ 

坊や はよ ぃ兒 


とい ふ： 虱よ.^  くと いふ 動詞の 主たるべき ものに あら す、 獨 立し 居る なり 又 「 ふ け 風」 と も， >  む 


^'呼^ は 呼び かくる 名詞に し て、 他 の 詞に對 して 獨. 立す る ものな り 故に 獨立 格と も， -パ 


fe, 主 

賜 や 始めて 與に詩 を 言 ふ ベ し 

の 如き 主格 を 感嘆 的に いひて なほ 主格なる ものな り。 

此の SI ゃ天氣 晴朗 


日 や を 名詞と 見れば 呼 格 なれ ど、 こ  >  にて は 副詞に 轉 じたり。 

主 

傑な り 


彼ゃ實 に 當 代 の 

「や」 を 添 ふる も、 意 味 

謹) 

ts,— 唉く 


上 


より 主格と 見る ベ きなり。 


是は 疑の 「や」 にて 論な 

更科別 をば すて 山 

さ 5, 波 f 滋賀 

朝 倉^ 木の 丸 殴 

石 見 §  ^ 高角 山 

河內野 §,刊 かた 

いで は ゆ，^ 

錦.^^ 紐と く 花 

へお してる や 難 波 

〈招く^ 野 邊の花 薄 


主格な り。 


し 


と 


き 山 の (六 帖) 

見 ゆる 哉 (堀 川 百 首) 

コハ 連體法 ニック ルー^ ナ 


ノ、 

m 


右 は 「の」 を 略し 乂は 略せす して 「や」 を 人 れた る 感嘆 的領 格に て、 呼 格と は い ふ ベ からす、 かく 領 

格と 呼 格と は往々 相 混同す る を 以て 注 意 す ベ し、 

T 古格 「こそ」 を 添 ふ。 

忠 rjl^J の 君 普 通の 係 結の 「f 】 そ」 に あらす 

姬 ； 3  接尾語の 樣 になり 變 りたるな らん 

んリ 

右近の き ま ま づ 物 見 給— へ， (源 氏、 蒂 木) 

一修 辭上 問投格 やうの もの あり 呼 格に 準すべし〕 

淡踏岛 (ソ レ 二) 通 ふ 千鳥 

川 社 (ソ レ -ー) しのに をり はへ ほす 衣 

命な りけ りさよ の 中 山 - 

S: 同格 は 他の 名詞 を說 明す る ものな り。 

B 學院と い ふ S- 

親爺の， 太 郞兵衞  ， 

ィ てにをはな き も の。 

文部大臣 牧野 

ns  接尾語 

^父 太 郞儀云 力 …… 

主 格 

六 五 ， 


レヽ 

吾 人 身 を 攀界 におく 者 

sl^ 人民 は  

- まも 1 い —の り # どし 15^T3S  の *s  I の—— 座 1  お のた まひつ か はしける… 

新 島 守) 

叫 「の」 を 添 ふ T か」 を 添 ふる は 後世な り。 

(^同  處 

^の^ S を 呼ぶ 

旦 しこま に 主格と も領 格と も 見う  <  し 

牧野の 大臣 

攀 生の 佐 藤 

老爺の 權助 

是 等に は 慣用 あり。 

歷 本 居) 

^の 神 

領 、守 部ン 

一手 P 

丹つ、 じの に ほ はむ 時の 樱花 さきな む 時に  (萬、 六) 

安 御て ぐ ら の 足幣の 

"束穗 の いかし ほ  、 


千秋の 長 秋 

よき 日の 足 日 

富 十： の 山 ふじが ね 鉞が岡 龜が崎 高 天の^ それの 國 某の 人 これの 學校 

T 「なり」 「たり」 を 添 ふ- この 中 に 三種 あり X 指定 辭 を 添へ すして 中止す る もの 亦 同格たり- 

s 「なり」 「たり」 を 終止 に 用うる もの。 

牧野 は. K 臣^,^ 

君 君.^ 

り「 なり」 「たり」 を 連體に 用うる もの。 

長官た る東鄉 

なり」 の 中 止に て を 用うる もの。 

木 曾 は 張 魂なる 努 にて いひた ちた る こと を • … ： (盛衰) 

S 煙管 は 兩端は 創、 中 は 竹な り 

父 は ^^、兄 は fflr- 、弟 は 螯 家 な り 

二 「とい ふ」 を 添 ふ。 

sili, おい— ふ學生 

同 

六 七 


何 

一  A  — *N 

ノ テ たと 
るい 
ふ 


ノ、 


いふ を獨 t 動詞と 見れ ば、 佐 藤と 何と は 


略して テ 二 ハの 如く 用 るら る、 により 

るな り。 

ヂャ 

兄なる 者  S なる 人 

ヂャ  ッテ 

「なる」 と 「とい ふ」 と は詞全 く 

附 せす。 され ど 伊勢 物語に 

母なん 藤 原な りけ る 

在 原な りけ る 男 

と あ り，.， J は诀 して 怪しむ 

原 在 原と いふ もの なれば 

(ト云 フ ) の 慈なら は 不£ 

正直なる もの 

——形， W 詞^ P なら は 正 

さて 叉 普通名詞 なりと て 

な る を 忘 る ベ からす。 一 齋 

大 不都合 をお こせり。 


副 格 名詞な り j さ れ どこのと いふ はち ふて ふな ど 

. 大觀 する 時 はとい ふ を そ へ たるが 同格 名詞と な 


異なる によりて 濫用す ベ から す。 多 く は 固有名詞の 下に 「なる」 を 


な 


す 


足 ら す。 何 と 

り卽 ち 是等 


ならば 

は 一 の 


お 


ベ て な る と 

頃 より 比の 


ふ ベ き 


な る と 


人 

ふ 


の 藤 原に あ 

體 なる を以 


あらすな る 

用法 漢文 讀 


す、 在 原に あら す、 廣 く 

猶 「なる」 を附し う ベ し。 


とい ふと 意 赣 の 全く 異 

行 は れ、 遂 に 現 時の 文に 


^^勁 物なる 鯨 (正) 

鯨な る 哺乳動物 (不 正) 

右の 例に よ りて 「と い ふ」 「な る」 の 區別を 知る ベ し、 

(尙っ ぎの 諸 例に つ き考 へ む) 


うつ ゝ にて 夢なる もの は 長き 夜の ねざめに おも ふ 昔な りけ り (總 古 今 卜 九) 

テフ 

あしかれ とお も はぬ 山の みねに だに 生 ふなる もの を 人の なけき は (詞 花) 

住吉の 岸に 生 ふ バ " 忘 草  • 

テ フ  - 

老 らくの こむ とい ふなる 道 


近 江 にか ありと いふなる みくり 


火 鼠の 皮と いふなる も の (竹 取) 

ナル 

戀 すて ふ 名 

_ 筠 _ ノ  I . 

今 W いふ 今まで 知らなん だ 

グ 


と い ふ 


學 生 

や 、、  I 

ァ ラュル 

と い ふ 

蟲 一と 名のつ 


f 學 生 

ノ 

お 

一. 蟲 


丄ハ九 


.  ト云フ はす ありに 通 ふなり 

腹 が ぐ う 

一 あ り 

入 、き ： 

(萬 十 二 

た れ とい ふ 人 

きく 人 も あはれ 3,^1 別 に はいと ど淚 ぞっきせ ざり ける (後 二十) 

「かつら fl の の/^！! まゐ らんと すと 人に いひ 侍りし そこに はまからで、 月の輪と いふ 

處に まかり 歸り 云々」 (元輔 集) 

前 大納言 光 賴春身 まかりけ る を 桂^, る 所に てと かくして 歸り 侍りけ るに (新 古、 惟 方) 

豐 雄.^ も の (雨 月 物 語) (外 三 處) 

昔久七 ^男 云々 (頭書に 久七は 下 をと この 名な り) (好色 伊勢 物 語) 

力 並立 格 は 二 以上の 名詞が 相 並立す る をい ふ。 他の 詞に對 して は 自ら 別の 格 あり。 

^「と」 を 添 ふ。 

名と 利と 併せと る 

I  處 1 

下，^ と H 一  上 君と をと ふ 

の 如し。 され ど 

松 下 君と 三 上 君 をと ふ 

よ 「松 下 君と」 は 副 格と も 解す ベ し。 各 名 詞に 「と」 を 添 ふれば 混雜 せす。 され ば 各 名 詞に 「と」 を そ ふ 


る を正刖 とする が 如く なれ ど、 古 來の 川例必 しも 然ら ざる もの あり， 

源氏 $^ に 

世の中の ことた  >  半 を わけてお ほき 大臣と この 大臣 の 御 ま 、 なり 

と あるが 如 し 又 上に 略して 下にの み 添 ふる 例 も 多し- 

Tl^s  rrs 太郞 君と 三人お はす. 

(ト) (ト)    —  I  

紅梅の いと 紋 うきたる えび 染の 1,^ うちぎ 今樣 色の いとす ぐれた ると は ごの 御 料 (^葛》 

物 見車大 將中納 言 と をみ て薩 讓 下) 

君と われ いもせ の 山 も 秋 くれば 色 か はりぬ る ものに ぞ ありけ ろ (宗 于 集、 後 撰 七) 

靑柳 梅と の 花 を 折り かざしの みての 後 はちり ぬ ともよし 

1 ま —  -2 

ソ レ ハ E1 と 乙と 二人 やらう 

is  . 主 力 

名な ど は、 下 な る は 「と」 を 添 ふるに 及ばす。 

戰爭と 文 擧 (ト) 

「と」 を 附せざ れ ば混亂 する も、 韻 文な ど に 「と」 を附 して 拙と なる 時の 如き は 固より 添へ ざる も 

可な り。 

君と われ いもせ の 山 も 秋 くれば 色 か はりぬ る ものに ぞ ありけ る (宗 于 集、 後 撰 七) 

青柳 梅と の 花 を 折り かざしの みての 後 はちり ぬ ともよし 


七 二 

い，^ と^^ ぬる 常夏の 花 

， J の いもと は 並立 格な り や 副 格な り や、 人 によりて 論 ある ベ し 「§ とせ」 の いもと は 明に 並 ケ 

格な り。 

口 助- -辭 なきもの。 

德 禽 獸 蟲 魚 に 及 ぶ 

禽 獸蟲魚 を 一 の 熟 語と 見るべし とい ふ說 あれ ど、 禽 獸と蟲 魚と は 相 離る ベ きもの なれば 然 

ら す。 

四十 年の ， 

といへば 熟語 なれ ど、 

^^の 優劣 

といへば 相 並べる 並立 格な り。 

と 同 じ。 是 等 は 熱 語と 混同す る 恐 あ り、 注 意 す ベ しじ 

人は少 くて 侍 ふ 限み^ ねたり こ  1 の 院の預 の 子む つましく 使 ひ給ぷ 若き をの こ 叉 上 童 

ひとり 例の 隨 身許 ぞ ありけ る (夕顔) 


,sl に」 を 添 ふ 口語に 多 

西洋の 强國 ^に侧 

(英 と 佛 

「と」 を ffl うると 「に」 を 川 

て それに 添へ 附 する 

M 「や」 「が」 を 添 ふ，， 

^や S ^や 笙の笛 

英ゃ侧 は弱國 なり 

(或 ハ、 ノ 如キ) 


し- 

に  鯽に&  あり 


と獨と 

、フ ると 

、ひ あり 


あ り) 

區 別 あり T と」 は對等 に 並列 し、 「に」 は 先づ列 擧 する もの あ. c 


「や」 はや、 疑の 意 あり 

紙 か 筆を與 へ む 

「か」 は 一 一 者の 一 を 選ぶ 意 あり。 

- さて この やか は必 しも 各の 

詞を 二つ 重ねた る ものに て、 並 

^「なり」 を 添 ふ。 漢文 直譯 流に 名 


ひちりき など ふき あは せ (け 川) 


且 感嘆の む 地 もす。 


名 


司 

き B 

き a 


の 


そふ 事 を 要せ す。 又 r 英も 佛も 一等 國 なり」 な ど は 主 松 名 

と は 見す。 

上に 「曰 はく 一と 添 ふる に 近 し。 


英 なり 佛 なり 皆 强國 なり 

ダ 

(曰 は く英曰 はく 佛皆 强國 なり) 


七三 


英 とい ひ佛 とい ひ  

！ I 詞小句 (フレ I ス)  - 

7「 ぞ」 を 添 ふ。 

(文 覺) 裸 になり 仰のけに ふす 蜂 蟻な ど い ふ毒蟲 どもが 身に ひしと とりつ いて 

…… (平 家 五) 

この 外 

何と 力 力と 力 

何 だと か、 か だと か 

何 だの、 か だの 

何の、 かの 

など 口語に 用 う。 又 

月に むら 雲， 花に 風 

の 如き は 並立に あら す、 動 詞を 除きた るに て， 

月に 村 雲 (ァリ 、力、 リ) 花に 風 (フク、 ァリ) の 如し。 

松に 鶴、 猫に 小判  . 

も 亦 同類な り 

已上 にて ほ  >  名詞の格 を 網羅せ り。 

同一の 形 なれ ど、 意 味より いへば 太 だ 異なる もの ある こと 左 例に て 一 端 を 知るべし。 


s 酒に 百薬の長 

主 

g われ 酒は钦 ます 

g 東京 は 九 段 下に す む 

S  ^ 京 は 行 か す 

めの 洌は 通^に あら す。 副 格に 「 に」 を 省 略す るは少 けれど- 


1^ 木 をの こし もなん 子細な きもの は 侍る める 

夕顔 く はしき こと は 下人の え 知り 侍らぬ やらん 


お  人の 心 こそうた て ある もの は あれ 

あなどの 例 は 隨分ぁ り、 又 こその 上に は 

 一一， コソ アル 

保 元 物語 入道 大に 驚きく ち 惜しき こと ごさん なれ 

  - 一  コソ アル 

平家物語 さて は 惜しむ ござん なれ 

な ど 常 例な り。  ， 

紀 ノー  書 「不負 於 族」 此云 宇我邏 磨き 茸 

 一一  — ュ  にヲハ ブクカ 

rr^ 來， こ^ょり て は (大 鏡 娀子立 后の 段) 

か  >  りけ る 御佛を 少し にても おろかな りけん は わ..^^ の 不幸なる 目 を 見 ん (に 略 力) と て 

  叙 

, 3 そ (し か ナド略 力) あ り け れ (落 窪 六) 

七 五 


形 

態 


( 一一 ) 

^や 喑き路 や 惑へ る 時鳥 (古) 

な 力 

落 奮 子なん うれしき：^！^" お g 醜 香^ ありけ る cfs 

平 家、 八 云々 申しつ る は此處 候ふぞ かし 

しばらく！^ ふ德川 殿  天 暗 候 

〇〇 ざ， ます (花魁 語) 

平 家、 八 兼 平 「千度 きらんと 申 候 ひし もこ 、候 ふぞ かし 

同、 十 二  土 佐 坊 「知り 參ら せぬ 候昌 俊に おいて は 全く 腹 黑 く 思 ひ 奉らぬ 候 

(「数詞 を 補 ふ ベ し」 と 朱 記 あれ ど 稿な し) 

第五 章 動詞 


一 動詞 を 其の 變 化する 部分と 然ら ざる 部分と によりて 語尾と 語根と に 分つ 

例 へ ば 「開く」 と い ふ 動詞に 就き て 、「ひら」 と いふ 部分まで は 如何なる 場合に も變 化する ことな けれ 

ば 是 を 語根と い ひ、 「く」 と いふ 部分 は 場合に より 「か、 き、 く、 け」 等と 變 化する により 是を 語尾と い ふ J 

細かに ；； 1 す れば 語根 は 更に 語幹と 語根と に 分つ を 得 ベ し。 例 へ ば 四 段 活用 なる 「さ だ まる」 と い ふ 


動詞に 於 いて 「さ だ ま」 まで は 語根 なれ ど も， 「さ だむ」 と 下 二 段に 活川 するとき は 語根の 一 部分なる 

「ま」 語尾と な る な り。 仍 つ て 「さだま る」 と いふ 動詞に 於い て 「さだま」 ま では 語根に し て、 其 の 中に て更 

に 如何なる 場へ 口に も變 化な き 部分 「さ だ」 を 語幹と するな りつ 字 義の 上より い へ ば 「さ だま」 を 語^ 「さ 

だ」 を 語 根と する が妥當 なれ ど も、 新：： く 通 稱に從 ひ 置くな り。 尤 通例 文法 上に は 語幹 を 論 ぜ す、 

s 根瑤の 有無 

多くの 動詞 は 根 尾の^ あれ ども， 一 音の 動詞に ありて は 此の 別 を 有せ す。 例 へ ば 來、 爲、 0. 經 

等の 類な り^, 似、 昆、 射 • 居 等の 語に ありても 本來 一音の 動詞に して 「る」 は 語 尾に あら す、 副 

活 と^ るべ きもの なれ ば、 又 根 尾の 別な きなり。 

S 語尾 變 化の 種類 

動詞 は 語尾の 活川 により 九 種 に 分つ (根 尾 の 別な きもの はすべ て 語 尼と 见 る) 

ィ 四段活 s 「あ、 い、 う、 え」 四 列 に 變 化す る もの 

J 上 一段 活川 「ぃヒ 列 鋭に 「る、 れ」 | を 添 ふるもの 

十 ビキ 

副 活を富 士谷成 傘 氏 は 靡と い へ り。 

i 下 一段 活用 「え」 一 列 制 に 「る、 れ」 | を 添 ふるもの 

J 上 ニ段沾 爪 「い、 う」： 列 | に 「る、 れ」 | を 添 ふるもの 

^下 二 段 活 川 「え、 う」 一 一列 | に 「る、 れ」 お を 添 ふるもの 

七 七 


(時 昔) 
あ 一 


屮 


—フ 


ん 


上 


F 


二 活用と 行 


以上 ィ より ホまで 五 種 を 正格の 活用と す。 

.? な 行 變格活 川 四 段 活川淋 に 「る、 れ」 ^ を 添 ふ る もの 

门ら 行變格 活用 四段活 用の 「い」 列 音 にて 終止 す る も の 

^か 行變格 活用 上 ニ段活 用に 「お」 列 音 の 加り たる もの 

^'さ 行變格 活用 下 ニ段活 用に 「い」 列 音 (叉 は 上 ニ段活 犯に 「え」 列 音) の 加り たる もの 

下 一 一 段の 「せ、 す、 す る， す れ」 に 「い」 列 音の 「し」 の 加り たる ものと も、 又 は 上 一 一段の 「し. す、 する、 すれ」 

に え 列の 「せ」 の 加 りたる ものと も 兩樣に 見る を 得べ し U 

以上 7- より^まで 四 種を變 格 活用と す： 

口語に は 九種活 用 中 「な 變」 「ら 變」 「上 一 一」 「下 一 一」 の. 四 種な きに よ り、 總 ベ て 五種活 川と なる。 

古く 中二 段と いへ る は 今の 上 二 段な り。 そ は 動詞 活 用 中 「お」 刘な る は 極めて 稀なる を 以て 「あ * い、 う、 

え」 の ral 列 に 就き 「あ 、い」 を 上、 「い、 う」 を 中 、「う、 え」 を 下と 見た る ものな り， 之 を圖に 示せば 左の 如し- 


見 

土ホ 


四 


あ 


え 


お 


上 一 上 二 下 二 下 


活^の 關 する は 淸 濁の 平 直音 Mi- 1 四 行な り 

S 四 段活川 「か、 さ、 た， は、 ま、 ら、 が、 ば」 の 八 行.」 

g 上  一 S 活川 「か、 な、 は、 ま， や (射、 睛) わ (居、 率)」 の 六 行。 

射 等の 語 は 「や」 行に して 「あ」 行に あらす。 

S 下 了 S 活用 「か」 行 蹴の 一 語。 

上 一 段， 下 一段の 語に は 根 尾の 別な し。 . 

S 上 二 段活川 「か、 た， は (强 ま、 戀 v ま (恨、 試)， や (報、 悔 老). ら (： 卜、 懲)、 わ (川、 率)、 が (過)、 ざ (掘)、 だ (怖， 恥、 閉、 攀)、 ば」 の 卜 

一 行。 (楚 辭 九 $f 涉 江 「忠不 必 川 兮賢不 必以」 同 義) 

〇 和字 正 濫 抄 卷ー r「 もち ゐ此 假名い まだ 懺な る證を 勘 へ す、 常 にか や う にかけ り 。是 正字な 

らば はたらく 時 も もちう とい ふ ベ し」 (和訓 菜、 古言 梯、 俾， 言 集 覽、 

s: 下 二 段活川 ト四 行總べ て に 關 す。 其 の 中 「あ」 行の 得」， 「は」 行の 「經」 は 共に 根^ の^なし 下 二 段 

活 ^ に あ りて 「あ、 は、 や、 わ」 四 行 は假字 遣 紛れ 易き により 左に そ の 語 を 揭 Co 

あ 行 得の 一 お 

は 行 極めて 多 けれ ばお の 少き方 を 知りて 他 は 「は」 行と する を 便な りと す。 

%  ナュ 

や 行 絕、 斷、 覺、 iH、 肖、 肥、 趑、 冷， ffi、 榮、 費、 ws、 . 、 煮、 聞， 癒、 实、、 

吠、 燃、 s、  聳、 おび ゆ、 嘶 ゆ、 若 ゆ、 蒌ゅ等 約 三 T  r 悶」 は 「は」 行， 「や」 

ゴ フ 

七 九 


lg  義硿記 

行兩說 あり 「せ {| そば {，  0 

わ 行 桢、 餓、 据の三 語。 

猶各活 川 中假字 遣の 紛 れ 易き 「あ、 は、 や、 わ」 四 行 及 「ざ、 だ」 一 一 行 を 表に て 示せば 左の 如し。 


だ 

ざ 

わ 

や 

は 

あ | 

行 

行 

行 

行 

行 

行 



四 
段 

ホ' J 

(200) 

上 

上 

率 居 

、ム) 
鑄 射 

上 

上 

上 

上 

上 

(4) 

(1) 

(2) 

悔 (3) 

(3) 

掘 

棚 

報老 

力 

下 • 

1 

下 

1 

下 

下 

1 

下 

1： 

1  F 

|  (?) 

(2) 

餓 (3 リ 

約 

約 

(1) 

抽な 

、つ 

さ 匕 * 

さ-出 

j べつ 

1 煲奏 
1 

はま 

—9'' す、 

据植 

フ 
< 

9 

(30) 

(60) 

得 

右 の 中 「は」 行 四 段 は 他に 紛る ゝ 事な し 1 同 上 二 段 下 二 段 は 他行の 少き方 を 知りて 殘を 「は」 行と 知 る 

ベ し T ざ」 行 上 一 一 段 は 「掘」 の 一 語 なれ ば 他 は 「た」 行と 知 る ベ し 「ざ、 だ 」 下 一 一段に ありて は その 第 一 第二 變 

化 に 於 いて 「ぜ J と 「で」 な れば紛 る ， ことなし。 

沾用 行の 轉 (ハ行と ヤ行、 ヮ 行と ャ 行) 


た 

ヮゅ 

む 


つ 

,  '、  

ほ をよ 


萬， H 二 つ ゝ じ 花爾太 遙越賫 作 樂花佐 可遙越 賫 

^  —九 卷花乃 爾太耍 盛 而秋葉 之爾保 比爾照 有 (家 持 チヌ處 女 墓ノ 長歌) 

四 

サ ク (咲， 盛、 榮) サ カフ  サカュ 

ハ * 四  ハ 、下 i 一  ャ、 二 

シ ナフ  シ ナフ  シナュ 

古^- 說ハ、 四  ，ハ 、二  ャ、 二 


二 ホフ  二 ホフ  ニホュ 


EI フ— モ ダュ。 敎 ；！。 用フ" 强 リ 


ゥ。！ g ゥ。^ i フ。. ^ フ- 

フ  ぁュ」 ^ュ。 ^ ュ 


十 "おお 崎 はさ やらす いすく はし^ さやる 

萬 五 百 口し も 行かぬ 松 浦路け ふゆき て あす は來 なん を 何 か 佐 初 禮 留 

萬 丘 すべ もな く 苦しく あれば いで はしりい な ゝ と 思へ ど 子ら に 佐 夜 利 奴 

(さ やに さわ ぐ" さ や ぐ) 


シ ナビル シ ナブ シ ナフ (萬 葉) シ ナェテ 

(和名) 蹇 H  (古事記) 跛 足な ふ な ふ 


： ふ B  VT， 

r 宇治 


も だ ふ 

t  Z  -1條 くぼ 


へソ フカ ヘス 

(お) 7 フカ ヤス 


三 變 格と 語 

か 行變格 

「来」 の 一 語な り。 同 義 の 語な がら r 來る」 と いふ 語 は 四 段活な り， 叉 「出 來」 と いふ 熱 語に ありて は 上 二 段 

の 活用と なれり。 

さ 行變格 

「爲 」* 「御 坐」 の 一 一語 に 限 る T 爲」 の 字 を 「なす」 と讀 む 時 は 四段活 にし て 、「成」 の義 な り T す」 と 同義に あらす。 

又 體 言 の活く 時、 例 へ ば 「筆す」 「罪す」 等、 叉 漢語の 動詞 その他 外 國語を 活す場 合、 皆 此の 格な り。 例 へ 

ば 「勉強す」 「及 第す」 「スト ライ キす」 等 の ご と し。 又 形容詞より 動詞と なる も亦然 り。 例 へ ば 「重ん す」 

「翁う. す」 「輕 ん す」 等の 如 し if  I  T、f  S  3  . 

な 行變格 

「死ぬ」 、「注ぬ」 の 二 語な り， 蓋し 「死ぬ」 S 語源 は 畢竟 「いぬ」 に歸 すべ し。 

ら行變 格 

「有り」、 「侍り」 t 居り」 の 三 語 なれ ど 「はべり」 は 語源 「は ひ あ り」 t をり」 は r ゐぁ り」 にて 共 に 「あり」 と い ふ 一 

語に 歸す。 

り £  -ゥト 、ノ I ゝジ 

たと ひ 五 人 十 人の子 を 失 ひ 侍 ^ も 君 だに 代に 立ち 給 は V それ こそ 本意に 候へ (盛 衰記) (侍 


ル トモ 四 段 風に か はれる か) 

むす めの 齋宮に 具して 下り 侍りて 大 淀の 浦に てみ そ ざし 侍る とて 女御 徽子 女王 

火^  3 浦に たつ 波 か へ ら すば 松の 變らぬ 色 をみ まし や (新 古 十 七) 

 係る と て (タ 顔) (^TrT ト テを侍 ルトテ とい ふか) 

「るる」 と 「をり」 と は その 意 似 て 差 あり 「ゐ る」 は輕く て單に その 存在 をい ひ、 「をり」 は 「ゐ たり」 にて 卽 完了 

お 在 を 意 味 す 

四 活用 圖 

九 極^ 川の 中、 そ の變 化の 數を 示せ ば、 

四 段 4、 上  一 3、 下  一 3 に 二  4、 下 二  4、 か變 5、 さ變 5、 な變 6、 ら變 4 

に て、 そ の變 化の 多 き は 「な」 行變 格な り j 

^川 圆を^ ： るに その^ 準と する 所 、次 の 如 し。 

S 、「な」 行變 格の 六 形 

g  、各 變 化の 意 義 

g  、各 變 化の 附屬辭 


•9 

/ぶ 
變 

さ 

料 
ま、 

力、 

下 

上 

下 

上 

四 

有 

往 

ぷ、 ゾ 

來 

受 

起 

蹴 

著 

ら 

な 

せ 

レ 

け 

け 

力、 

第 

變 
化 

動 

詞 

り 

に 

し 

き 

け 

け 

さ 

m 

活 

り 

ぬ 

す 

< 

< 

< 

け 
る 

含 
る 

< 

m 

用 

る 

ぬ 
る 

す 
る 

< 
る 

< 
る 

< 
る 

け 
る 

る 

< 

第 
四 

變 

化 

阖 

れ 

ぬ 
れ 

す 
れ 

< 

れ 

< 

れ 

< 

れ 

け 
れ 

含 
れ 

け 

第 
五 
變 
化 
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第 
六 
變 
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各變 化の 附屬辭 

第一 變 化に は 「す、 る lr3.」ifi なる」 さす、 らる Sr は」 默レ？ しむ、 ば、 す、 む、 なむ、 まし」 添 ふ。 

第二 變化は 名詞に 轉じ又 中 丄、 連 用の 格 なり T て、 つ ， 、つ、 ぬ、 たり、 き、 け り、 たし、 (候、 侍)」 添 ふ。 

第三 變化は 終止の 格に して 「と. (とも) や、 かし、 な、 ベ し、 ま じ. ら む、 ら し、 めり」 添 ふ。 

「な」 以下 六 附屬辭 は r ら」 變に 於 い て 第 四 變化卽 「う」 列 音に 續く〉 


な 

て 

、)土 

/- 
43 

cZ 

雨 

雨 

雨 

リ リ 

1 よ 

レノ 

/千 
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降 
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o 
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レ 
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ノ！ 
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ぶ 

十 H 

口 欠 

ッゝ 

し 

-tK 
T 

1 一 

く 

、 

Mtfc 
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や 7 

/'や 
は 

は jl 

隶 

し 
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を 

ふ、 

ザ- 

リジ 

Rf ト 

と 

ん 

n-u 
W 

し 

i  、 
W  、 

i 
o 

W) 

丁 
し 

A、 

m 
リノ 

き^! 

■ft ム 

/tT 

l~ 
レ 

レ 

の 

レ 

し 

砂 

丁 
し 

土 壬 

直 

る 

零 of 

說 

^>  、 

ンふ 

の 

內 

法 

わ 

法 

の 

の 

法 

を 

す 

例 

に 

な 

む 

な 

す 

し 

あ 

な 

む 

第四變 化 は 連體の 格に して 「か. か な、 よ、 (なり). を、 に、 も、 が、 ぞ」 添 ふ (如し は 形容詞と して こ ゝ に 入れす) 

第五 變 化に は 「ば、 ど. ども」 添 ふ」 

第 六 變化は 命令の 松に して 「よ、 や、 か し」 を 添 ふ。 今の 文に て 上下 一 二 段に は必 一， よ、 や」 添へ ざれば 其の 

窓 を 爲さざ れ ども 古文 は必 しも 然ら す。 

五 法 


動詞の 語尾 變化 によりて 變る 意義 を 法と 

な り XI 1 例を舉 けて 法の 意義 を 明に せ む、 

書か (、ズ 、ム、 シ ム、 ル) き 1、 ッ) く (ベ £  く 

ノ  ラ 


ふ， 動詞に 法 ある は 名詞 代名詞に 格 あるが 如き もの 


少 V 

( F 


ナ 


るな どい ふ 類を附 する も かかとい ふ 動詞の 


り 助動詞 を 添へ て 書かすな どい ひたる は 唯 

り。 直 說 法、 命 令 法、 前 捉法 これな 化 


八 五 


八 六 

雨 ま 

と 命令に 用ゐ たる は 命令法に して、  ， 

雨 ふらば  

雨 ふると も  

雨 ふれば  

雨 ふれ ど も  

など は 雨の 降る とい ふこと を 主として 云 ふに は あらす、 その 次に 來 るべ き 文の 前提と して 置¥ 

たる ものにし て、 前 提 法と いひ、 或は 條件法 又は 接續 法と も稱 す。 

右の^: ^ほ^ 杯 は 前提 法 を 明に する 爲に 添へ らる 、もの なれば、 之 を 「法の てにをは」 とい ふ。 故 

に是 等の P^J^S を 省く も猶 前提 法た る を 失 はす。 

口語に て 

そんな ら (バ ) 

し た ら (バ) 

など いひて 法の てにをは を 略 し、 或 は 文語 にても 

^こそ さ け (ド モ) 鳥 はな 力す 

とい ひて はなく とも 云 ひう へ し 


今 火 保 方 必可仕 舉之止 所 念 坐， r ハ) (廿六 詔) 

少將殴 を 始め 參ら せて 幼き 人々 も呰 とら はれさせ 袷 ふべ きょし 承りて 候へ (バ) 急ぎ 何方へ も 

忍ばせ 給 ふべ くや 候らん と 巾し けれ ば  (平 家、 小 松 敎訓) 

人 e の 歌に、 


お ほ ゆきのみ だれて きた れ (バ )ま つろ はす. n ちむ かひし も  

と あるが 如き は 「きたれ」 の 下にば を 省きた る ものな り。 

歸り來 てし はぶれ つぐれ をぐ よしの そこになければ いふす ベの たどき を しら に (萬 十 七) 

の 如き もつ ぐれの 下のば を 省きた る ものし 

已 下 項 を 分ち て 詳述せ む。 

一、 直說法 

動作 を ありの ま、 に直說 する ものに て、 終 止、 連 體、 連 川 の 別 あり。 故 に 之 を 終止 直說法 又は 直說終 

止 法な どい ふ ベ し^ れば 

な、，、 ± 去 

直說法 | 連 川 法 

法 一 (連體 法 

命令法 

i 前提 法 


X 人 

ノ  / 


〔 一 六 三 二 年 (寬 永 九) 羅 馬府 出版 日本 口語文 典 (ド £  二 カン 派 宣 敎 師 PV.  Didaco  Collado 著) に は 動詞 

ま シ } 

^み ^ 


ゼ 


合 


セ 


の 活用 を 論じて 三種と し 「s 交^: レ 

習 ひ 思 ィ 食」 とせ る はこの 直說 法に つ 

ナ 口.. 'ーノ  -, ク I 

とすべ き を、 


, デ 

ゾ 


ジ 


案 ズ レ 

ーノ ソ 

ていへ るな り； j 


S 讀 


ム 


待 


チ 

ク 


、終止 法 

連 m 法 

ま〃 連體法 

命 令 法 

r 前提 法 

とする は 通俗的に はと も あ れ 、現 0 上 は 委しから す と い ふ ベ し" 

H 終止 法 動作 をい ひきり て 文 を 終止す： 而 して 終.^ 法 は 動詞の 第三 變化を ffl うれ 

化の 形が 常に 終止 法に は あらす。 なほ 口語の 時の 終止 は 文語の 終止と 異なる を以 

し。 


ど も 第三. 變 

て 注 意 す ベ 


連體法 體 首に 連續 する ものに て、 體言は 名詞 代名詞と 副詞 Qf? 様 ほ と) の  一 @ 分 なり。 この 


法に は 動詞の 第 四 變化を 用 5。 

(第 四變 化) 名 I. 體言 

書く 筆 


夏の 夜 はくる ， すな はち 明く 

 副 ISI 言 

お ほ ゆる やがて 忘る 

忘る 故に 後る 

(f  JS 例 は、 職 掌の 上より 觀れ ば ゆ ゑに は 副詞 なれ ど ^^と いふ 第四變 化の 動詞 は ゆる i と 

いふ 名詞に 連り 「そ れがゅ ゑに」 と なりて 副詞と なりたる なり) 

又 連 體法は その 下に 體 言 を 略して 名詞に 川ゐら る。 

を 退く 

(この 例の ^5 は 明 に 名詞な り 。口 語 に は 「進む の を 退 ける」 と いふ を以 つても 知る ベ し 凡 

そ^- は 名詞なる を 示す 爲の ものな り) 

^の 如き もの を 動詞 狀 (I) 名詞と い ひ、 略 して 動名詞と もい モ 

終止 法 も 亦 名詞と 見なさる。 

「死ぬ」 d いふ こと は 難し 

(^と うけた る は 名詞の 副 格に し て、 卽 ち 死ぬ を 名詞と 見た るな り) 

0 ま 

シール ノブ "ル カツ  ^-f 

繁信治 勝 整 排別滅 ぎ 之 子 苟苴 擔顿^ 之 子 

の 如く 人の 名に 動詞の 第三 變化 を以 つて 名詞と したる もの 多し〕 

又連體 法に § を 添 ふる は 非な り。 

八 九 


進む の 時 進む の 人 を 退 


笑 ふの 輩 至れる の 道 

衣曝始 午の 日 は 昔より 京 中に 


是等は 

などの 

の み 「然 

とい ふ 


などの 

純正な 

又 


更に 如此 きの 事を惜 みて 不隱 

皆 漢文の 直譯 より 來れる 誤な 

人レ德 之 門 

場合の 如 し， 漢 語 にて は 語尾の 

る を直譯 して 

德に 人る の 門 

、 

は 極めて わろ し。 伹 し 


し 

り。 


中 下の 人 稻荷詣 とて 參り 集の 曰 也 (今 昔) 

て 皆 汝に傳 へ て む (同 上) 


變化 なけ れば 「人 德」 は 一 の 名詞と 見て 以 つて 「之」 を附 したる 


徒に 思 ふの 擧 ぶに 如かざる を 知る 


人 を 殺す の 罪た る は 明な り 

例 は已に 名詞と なりたる もの 

る國 文に て は ゆの 代に が を 川 


終 ^  

「君 ゃ來 む われ や 行 か I む」 の い ざ 

：! 挿入文 句 — —— トイ フ 


にて 主格 なれ ば、 連 體 法と は 謂 ふべ から す。 尤 か 、 る 時に も、 

うる 例な りと 知る へ しし 

よ ひに 


といへ る は、 行 か む と 切れて ある を 一 の大 なる 名詞と 見ての を 添へ たるな り 故に このの はとい 

^'に 代へ -フ ベ し， 恁 かる 場合 は 誤なら ねば 克く 注意せ よ" 

述 體 法の 下に 嘆辭 をお くこと あり。 

ラ つ や つ  >  み  . 

まねく か野邊 の花蓰 

(なほ 次の 例を視 よ) 

山迅 にて 湯 あむる と て 久しく こもり ゐられ たりし に (右 京大 夫 集) 

^分の さはる 小舟の 紅の 深き 心 をよ すると、 ぞし れ (同 上) 

 おもしろき 處， あ る と て 立 入りし か ば (同 上) 

余ば かり を のがる も あ り (熊 坂) 

S  (身) ト譯 スぺシ 

あさりして かひ ありけ りと 思 ふ 身 を うらみて ふると 人 やろ るら む (中 務) 

都に は^に あ ふ 坂 近ければ な こその 關は iil,sr^ を し れ (賴 朝) 

さぬ きの 御 局 に は 乳房の 恩 を 報い #,— ん— ぬ あ まつ さへ— また 歎 を かけ 申す 事 (十 郞 手紙) 

うた ， ねの この 世の 夢の はかなき に さめぬ やがて の 命と もが な (後 拾) 

酒の めど のむ ますく に涕し 流る 

出づ る とも 入る とも 兒 えで 足 引の 山の 尾の 上に すめる 月 か ゆ (續 後 拾， 法 印 守 禪) 

九 一 


靱 寺つ 間ニ爲 すべ き 事の なきと いふ はな し (露 伴) 

if  .  なし VJ はいふべ から チ 

かすみつ ， とお も ひし 春の 日 は 朧月夜に なりに ける かな (景樹 ) . 

ほのかに た ヾ 小き 鳥の 浮 ベ ると 思 ひやら るる を (須 磨) 

程 もな く 暮る ， と 思 ひし 冬の 日の 心 もとな き 折 も ありけ り (詞 花、 道 命阿闓 梨) 

篇 中の 歌、 その 主人公の； ¥ ^とする ものにして 實は業 平の 作に あらざる もの あ り (藤 岡) 

誰も 見よ みつれば やがて かく 月の 

妻 爿 鹿 の 音 (昔 は 皆 妻と ふ 鹿) 

取與 物し なけれ ば (萬 一 一) 

旨 (盛、 一 一、 淸 水 寺 詣 の 段) 

、よくな りと V ろき て 1 は I し につ ダ きたる 廊下に おち か ， りぬ (明 石) 

旅 こして 物， 之 伎の 鳴く こと も 聞え ざり せば 孤 悲而死 萬 思 (萬、 一 ) 

ほころ ぶる， (紅^ 賀)  メ  ，  =i  i  . -7 

千く さに も ぽころ ぶ— 花 の 錦 かなつ ら靑 柳ぬ ひし 一 す ち S 順 集) 

鏖體 法は領 格の 如く 一  種の 關係 ある 體 言 に接續 する こと 甚 自由な り。 

敎へ る^も の はない 

洋服 着た る 《父な り 

喜 申す の 旦枕 草紙) 


思 

ふ 


が 


Z     —  人  、 


う 上 中 

ち 


故 
に 


せ 

ん 


'す 


X る  ー\^ 
ととと なべが こそ 〇 櫻と 
のい のる^ との のの 


宮中に 一 .S. す の 口」 あ り 

申 す ベ き § 候 (宇 治 拾) 

監督 列ら ざ るの 致す 所 

ぬるが うちに 兑る をのみ や は 夢と いはん はかなき 世 をもう つ 、と はみ す (古 今 卜 六) 

現に はさ もこ そ あらめ ゆめに さ へ 人目 を もる と 見る がわび しさ (古今 十二 一) 

秋の 田の いねて ふ こと を かけし かば 思 ひ ,r づ 嬉しけ もな し 

の 

- 

ふ 

逑體の 誤 多 し" 

日 に 跑 d 馬 供養 もす 殘暑 かな 

二 木の 梅に 遲速を か な (蕪 村) 

暮れむ とす 卷を をし ほの 山 蠻蕪 村) 

九 11! 


ま だ き とも 散りし とも^ ゆれ 山 00 村) 

？' 阜」^ 法 第二 變化を 用ゐ、 次の 二種 あり。 

- — \ 

ドネ 五 ロ^' な る もの 

MM  ^ さ  一 a  AH-  J/  /  c 

書き やすし 

や む 

乙 中. i=| する もの 

字 を 書 き 書 を讀^ 

ッ、 * ク 

されば 

字 を ss^- 書 を 讀む時 は 

の 如き 場 合 は かき.^ 共に にか、 るを以 つて かき も 連體の 中止 法な りと 說く" 難な U ォ 

ど、 

君子 懦 たり 小人 II たる こと 勿れ 

酒 を 飮み麥 酒 をのます 

の 如き 例 を. slim^ も^^に か、 り 酒 をの，^ も^に か、 ると いは > 全く 意義 を變 する に 

至る ベ し。 二 は 前に 述べ たる 助動詞との 接續を 法と 誤認した る 失な り 「のみ」 は 「のます」 とい ふ 終 

止に 對す る 中止. 「君子 儒たり」 は 「たる こと 勿れ」 と い ふ 命令法の 中止な り^の ま」 を 不定法な ど いひ、 


• のみ」 を その 中止と して 「す」 にか 、 ると 說くは 非 なり 「長 を 取 ら す 短を捨 てす」 を 


長 を 取り 短 を 捨て す (す の 外ら るし むん などす ベ て) 

ともい ふ 事 ある は 「長 を 取り」 を 「短 を 捨て」 に 接續 して 併せて 之 を 否 定 せる なれ ど、 此 の 形 は 「長 を 

取り」 を ば 肯定した る 場合に 川うる が國 語の 本體 に て. 「松 も ひき 若な もつ ますな りぬ る をい つ 

しか 櫻 はや もさ か なん」 (後) の 如き は 稀 有の 變例 なり。 

ふき ふか ね^も ト ハイ ハ レザ ルカ 

春風 はふけ ど ふかね ど 梅の 花 さける あたり はしる くぞ ありけ る (金 槐) 

カズ 

^もさき 紅 薬 もせね ど 松が 枝の 綠 はとはに めづ らしき か な (大 平) 


いづれ 勝ち ft けた る (ィ ヅレカ 力 チイ ヅレカ マケタ ル) (堤 中 納 言) 

迚^ 法に. p を 添 ふるもの あ り， 古 文、 口 語に 多く 近 文に 少 し。 

虱 ふ き (テ) 雨 ふ る 


虱が ふいて 雨が ふる 


(風が ふいて とい ふが 口語の 本體 なる ベ し。 そ れを 「風 がふき 雨が^ る」 と いふ は 文語に 引 

きつけられ たるなる ベ し) 

^て をり， 


見 をり 

^て をる 

見 をる 


乂  S 

(口) 


九 五 


是等は 修辭上 又は 習慣 上の 問題に し て、 文 法より して その 得失 を說 く、. へ きに あらす 

夂，\  h 

鮪が はたで に 妻 多 nlj 一理 美 由 (記 下) 

^：薦 の 卵， S (万 一 一) 

£•  タレ ィヅ e ュ 

あま 許： K  ^ 見 由 (万 十 四) 

0  來 所見 

朝 月日 向" 山-一月 立 所 見 (万 七) 

タ テリ 

(右 ま 終止 法に て 連用 法に あらす) 

さて 第二 變化は 連用 法 なれ ど、 佐行變 格の^ 及 良行變 格の^ ^に は連續 せざる 習慣 あり」 

ド變 

す ) 

書 き ラ變 Y 非 ナ リ 

あり J 
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日 sri„p 道 遠 し 

の 「暮れて」 の 例 は、 形 は 全く 連用 法に し て、 事 實は逆 態 前提 法な り^ち 「日 暮れた るに 道 遠し」 の 意 味 

な り。 

知りて 知らざる 眞 似す 

の 「知りて」 も 「知り つ こ 「知りながら」 の 意味に して 「知りた るに j と 解かば 明嘹な り。 卽ち形 は 、依然 連 

用法 を 用る て 意 味に 於て 逆 態 前提 法な り。 

ィフ 一一 一一 カヨ フナ ルべシ 

言 へばえ に 

ス 一一 

と 申せば おろかな り や (大 鏡、 墓 g 

^  ^ 一 ハヤ ク アキ ラメ  o 、 實 一一 

成らん とい へ ばな らん 


I  (省略 セ ル ナリ) 

まからん といったら 1 玄 もま からん 


連 川 法 は 平坦に 接繽し 平坦に 說明 する もの なれ ば、 「平 接す」 「平 說す .1 と い ふ を 得べ し^ 提 法に 於 

ける 「順 態」 「逆 態」 と いふ も接續 態の 順 或は 逆なる よりの 名に て、 順 接 逆接と：， ひて 平 接と 相 比す 

ベ しさて 兩 法の 錯綜す る 態 を圆示 すれば 左の 如し) 

連 用 法^  平 接 

/ ゝ 

\\  \ 順 接 

前提 法  A 

/逆接 

「て」 の 添へ る 連用 法に の 「てにをは」 を 添 ふる 時 は、 特 に 前提 的と なる ベ し。 例 へ ば 

氷 消えて は 波舊 苔の ひゆ を 洗 ふ 

の めえ て. S の 如き は 順 態 前提 法 「消 ゆれば」 の 意 味と なり、 

… … にっき 「其國 の 法令に 遵. E する に 於 て ゆ」 内國 臣民 又は 人民と 同一 の條 件に：^ り 之 

が 自由 を 享有す ベ し (日米 新 條約第 一 條) 

のて はは 不定の 意と な り、 又  . 

視ても 見えす 

の 岡て も は 逆 態 前提 法 「見れ ども 」の 意 味と なれ り， 漢 籍 に 

視 而 不 k 


と ある を、 古 く 博士 家の 點 より 「視 れ ども 見 えす」 と 


齋點に 至りて は 「視」 を みれ 

古點の 「みれ ども」 叉 は 「み て 

不 完 全 な り。 理 窟 はっくべ 

し， 仍 「視 る而 して」 と さ へ 讀 

多 し 直譯の み な らば 如何 


口語 にても てて はても の 

^順 態と 逆 態との 關係 


どもと 讀 み て は 「雖 視」 と 

も」 「み る も」 な ど は 逆 態 

くと も か 、 る 場合に 然 

もの あ り。 す ベ て 漢 

せん も隨意 なれ ど 

を 用 う。 


美味なる を 知りて 


急病なる を 知りて 

の 「知りて」 の 意味 を考 ふ る 

態 的 な り。 後 者 は 人の 急病 


め る 

樣 に 

三種 


食 ふ 

見舞 

な る 


ま す 

者 は 或る 食物の 美 

を 知って 居ながら 


知りて は 驚き (順 態) 


知りても 驚か す (逆 態) 

と ゆ^ を 添 へ なば 意味 明嘹と 

通 を ^ るは甚 しく 遠ざかりて 


な ら む。 卽 ち 順 態と 

再合體 する 自然の 


して 道 春點な 

,昆 同す る 嫌 あ 

前提 法なる こ 

は 言 はぬ 例な 

文 を直譯 した 

_國 語に 應 用す 


ども 之に 從 ひたりし に、 後藤 點 一 

り と て か r 視 テ 見ズ」 と 讀 ませ たり。 

と 明な れど、 「視 て」 との みい ひて は 

り 。「見えす」 を 「見す」 といへ る 殊に 甚 

るの みに ては國 語に ならぬ もの 

る こと は愼 まざる、 7 からす。 


味なる を豫め 

見舞 はざる 籙 


知り たれば 食 ひたる 

にして 逆 態 的 な り。 尙 


義 にして 順 


逆 態と は兩 極端に して 而も 斯の如 

理に 因れる もの か。 


き 意 味の 相 


小 介 色紙に 「さびし さに 宿 をた ちいで ， なか むれ ど いづこ も 同じ 秋の 夕暮」 と ある 如き ゆ^の 異 

傳 古家：： に少 からす。 

又 

^ゆる 庭の .H 雪 

など は 口語 ツモ. ルト の篛 にて 順 態に て 事な けれ ど、 事 莨の 上に て は積レ ド、 稜 リテモ 、積 ルノ  二な 

どの 場合に 近し， 

積る と 思 へば 消 ゆる 雪 かな 

などい ふ は 「稍 ルト思 フノ二 」 の 意 にて 逆 態な り 。是は 「思 へ バ 然ァ ルべ ヰ-こな どの穀 にて 逆 態 前 0 

法の 語 を 省略せ る 者と も兒ら るべ し， 

黄 ^ におく 白露の 色に はも 出で じ と お も へ ，は ことのし ゆけ く (繰 分 に 〔萬 十〕) 

から 衣新し くた つ 年 なれば 人 はかく こそ ふりま さりけ れ (同 上 〔貫 之 集； I) 

夏草 はしゅく 日^にな り 行 け s かれに し 人 は 兌え すなり ゆ く (同 上 〔射 恆 集〕) 

又 助動詞の 例に て は、 

わたり^て ね，^ 明け ぞ しにけ る (古 今) 

ヌ 一 1 の 1® 

いひ も はて お^ 

ヌ 二 の-^. 

官軍 旣 によせ 候 ふと 中し も 先陣 已に はせ 來る 

•  1 一 三 


一 一 四 

忠度 …… とのた まひ も 3,3 六彌太 後より さ つま • の 守の 首 をと る (平家) 

お立ちて 幾日も あ らが d このね ぬる 朝け の 風 は 手本 寒 母 (萬 八) 

あ 立ちて 幾 かも あら ぬ k このね ぬる 朝け の 風の 袂凉し も (後 撰. 合 遣) 

44  ,J) 

力ら 衣 f しくた つ 年な れ，^ 人 はかく こそ ふりま さりけ れ實 之 集) 

ねばの ね は 動作 を 打消す 助動詞 「す」 の 第五 變化 にして 「果てねば」 「あらねば」 と い へ ば 1 I 法 頃 態 

の 形と なる を、 意 味 は 純然たる 逆 態な り。 

俗語の 

、て へ ば (と 言 へ ば) 翻 東、 東 北 

て ふに 

一とい ふのに 

1 ち ふに 九州 

は 何れも 現在に 於て は 同義に 用うる 言葉なる が關 東、 東北に て 重に 行 はる 、「てへば」 は 「と 言へ ズ- 

の 約言に して、 もと 順 態 前提 法なる べき を、 逆 態 前提 法の 形なる 「て ふに」 「とい ふのに」 「ち ふに」 と 

義を 同じく し 逆 態に 通じた る ものに て、 「とい ふに」 よりも 强く 用ゐら る.  . 

いやて いば (こんく わい) 

「お 身に 覺 が 無 ぅズ、 から 詮議まん ぎ も 喧 し い j  (頃 滅反魂 香) 

.1 トテモ 


穴 特殊 動詞 


す 

あり (あ 

いま B- る 

もちて 

つ き 

み (が な り、 

ぷりみ ふ 

なきみ わ 

荒^ 

天降る 

いさつ 


る) 

あらゆる 

お い て (お け る) 


堀 氏 はもし の 約と いふ》 

らす る 

ら ひみ 

，重 み 


二人して 

心が 變っ 

それからして 


見 る 

た jg い 來な 

え 


省いた からして 分らぬ 


1 一 五 


I  I 1 ノ 


七 他 詞に轉 ず 


S 名 

へぬ 

1 一 IIP 

と 


特 する もの を述 ぶれば， 

より た、 か ひ (戰) か す み (®  5 た ひ (謠) 

しも 悉 名詞に 轉 する にあら す、 單 獨 にて は 語 をな さぬ もの も あ 

て 說く舉 者 あれ ど、 動 詞の 第二 變 化より 名詞に 轉 じたる 上から 

あ ら す。 然 れ ども こは學 者の 議論 多き 所、 今 こ ゝ に 詳論せ ざる ベ 

より 第三 變 化よりの は、 人名に 多くして 普通の 名詞に は 極め 

如 く、 勝 は 四 段 活、 信 は 伸と 通じ 「のぶ 」 と いふ 上 ニ段活 にし て、 も し 

る 如くな らば 「か ち のび」 と 讀 ま ざ るべ から すつ 叉 昇. 登 は 通常 第三 

き は 「の ほり」 と 第二 變化 にい へ り。 尙 

テル  マ モル シ タガフ キゾフ ハブク ワタル ス マフ  シ ユッタ ヅ ヰサフ ラフ 

照、 守、 順、 競、 省、 濟、 角力、 出立、 居候、 そ ほづ， 

， 谷 漏、 御 銃、 贊持之 子、 曙 立 子 

ハ： メ ハジメ ハジメ モリ  ヨリ  ユキ 

多 し J さ れど 人名に も 第二 變 化の 南 元 一 守 賴 行の 如 

「あつる」 「み つ る II など 呼 ぶ 名 あ る は 普通 「のぶ」 f あ つ」 「み つ 一と あ る き を、 俗 


な 


の 

一 マロ 

一 一 

第 

、 

匕 

昇 

治- 

ど 


也 司 二 

や  一 sn  i 

i 一 

ニ變化 

變化必 

法と し 

ベ き に 

三變化 

ふ 名の 

よりす 

氏の 如 

シ ゲル 

- 繁、 

垂、 樽， 

極めて 


り。 元 來 第二 變化を 

は、 動 詞の 法と して 

し。 

カツ / ブ 

て 少 し，」 例 へ ば 勝 信 

，通の 名詞が 第二 

變化 なれ ど、 今 の 渡 


うる ふ かゆろ ふ、 | 卞、 


きも あり， 又 「のぶる」 

語の 副活 ある動詞 


多 き に つ れて 「る」 を 添 へ て 第 四變化 

臺記 別記に 「故 足 上 ノ侍女 榮ヲ左 

高 い +,粜 い 子、 明 けい子の 類 も 連 

S 形容詞に 


の 如く 讀 める ま で に し て 實 

加 .E 留」 と も 寄け り (玉 勝 間 十 

體形 なり。 


は 訛 な る ベ し 

一 一) 


疑 まし K まし 願 はし 菡 土  6 

四 g   四 段  四 段  E 段 . 

胸 ち， は ^ お ほ ゆ る (榊) 荒 


し 

ま 


の 

よ 

と 


如き は 一 種の 接尾語に よりて 全 

詞 の 連 體法は 皆 形容詞と いは V 

いはす。 西洋の 文法 は 動詞、 形容詞 


面 向 力し 

詞に 成り 了り たる 者 

ベ け れ ど、 我 が 文 法 は 

を 分 有する 意味よ り 


して 且つ 水 を 形容した りさ れ ど連體 形の み を 川うる もの 


じ 

く 形容 

まる 

の 性^ 

流る ゝ水 

い ふに 「流る、」 は連體 法の 動詞に 

形容詞と いふ ベ し〕 例 へ ば 

或る人 いは ゆる 道 

の 「或る」 ，い は ゆる」 の 如し 此等は 今 は 全く 

い ふ ラ行 變 格の 第四變 化連體 法に して 、「い 

法な りしな り。 

) 一 七 


な り。 

^變 化と して 鸭成 形容詞と 

分詞と 名 づけたり。 


連體 形の み を 川 うれ 

は ゆる」 は r ィ フ 一の 被 役 


ど も、 もと 「或る」 は 「有り」 「在り」 と 

ヤ行 下 二 段活の 第四變 化速體 


1 一 八 

一 ある 人」 を 「側に 在 る」 「奉 仕 人.」 S 籙 に 竹 取に 多く 用ゐ たり。 

g 副詞 接 續詞に 

亟 めて ； / ズ 申さば しかれ ども 

さ下ニ^  下 二 段 サ行 s 段 ラ行 變格 

の 如 し。 尙後章 にい ふべ し J 

八 轉成 動詞 

他の 品詞より 動詞に 轉 じたる もの を述 ぶれば， 

S 名詞より 

^'さ 行變 格に 

め 掣 す &ら そ； 5 す sr^ す ^す ^す 私す 心せよ 宿す 

W 儒者 を^ y  ^d^y 花 を 心 を w,^. 食 を パンに し 衣 を 毛織に す 聖 

書 を 足 に す (足 に か く、 (物す)) 

め 吾 末 を 活用せ さする もの 「装束」 の 音 「さ う ぞく」 の 語尾 は カ行 四 段に 似て あ れば 「さ う ぞ きて」 

など カ行 四段活 にい ふ" 又 「¥ー ごつ」 の 「ご つ」 は 蓋 し 言 とい ふ 名詞 な ら む を、 タ行 四 段に 活 した り^ の 

タ  一-夕  . サイ シ 

よ、 かる 〔洋語 『ハイカラ」 より〕 料る 〔料理す る〕 酌 ふ 商 答 ふ 猿樂ふ 序づ 彩色く 


力む 目論む 濕 ける 吟む 獨 言つ 政つ かこつ ハ乙 食く  ^對ふ 野 飼 ふ (後， 後 


拾) 還 生く 隣る 境 ふ 身 そく 

おも ひ /\ に 勝負 を さう どき あへ る もい と を かし う (增 鋭、 ォ ドロ) まと ゐ る (宇 津 徳、 舂 曰 

a 日) 

ー1 一-巳 


の 如き あり。 


ハ 敬語のと きに 御勉强 あり 勉强 なさる 勉强 遊ばす 出御なる 

)  ^11 動詞 —ナ— サ ヒア (^用)  動詞 ナサ レ (^用)  ナサ レテ 

-1 動詞 形な きもの 隨^ 御勉强 可然候 非常に 御— 働 奉 感謝 候 御 ま— 合 御 出 被 下 度 ひとつ 

勁詞 ナサ レ (命令) 

お上り 

お 接尾語 を 添 ふるもの 腹^ 孕 深む 靑む 貴む 危む 痛む S む 明らむ 唐， 


5 め 

生めく 

# さ ぶ 


罪な ふ 

香， 0 嗅 


め 力す 

く ひしめ く きしめく ひらめく おほめく きらめく さ/' めく そ、 めく 

大人， ぶ 藤 

やじ，^  〔彌次 馬 ヲスル 〕* 得手る 〔得手〕 くびる 縊る 〔首〕 る 退治る 

r  友 _s 荷 商 $み 蠱 なぶ 呪 仇 ふ 行 ふ あ ざ な 


學 者 ぶ る 

音 な ふ 


^ぐ 跨 肩ぐ 擔 綱ぐ 項ぐ 味 はふ 業 はふ 賑 はふ 


名 


耻 らふ 休ら ふ (中ら ひ) 問 ふら^ 數 ま ふ わ き ま ふ 見 ま J 


九 


一 二 〇 

あゆつ ら^ さ 卟 づ らふ か、 づ らふ しつら ふ 

黃 ゆ—^ 氣 色 だ つ 

筋 sl^ 氣 ST^ 散ら ST^ 四角ば，^ I 息， ぶ うた ふ訴 集 侍 疊 有 潢ゾ はる 遲 

張る 力  ナ 

な はる (見 n 付 ~ ス)  - I  —  —  I 

早る ^る 赤る 强る 直る 皮肉る 直す 正す 白く 丸く 

o タ し 

スヰカ  .  ， • 

人代名詞より は 無 し。 唯 「誰何す」 と いふ 語 あ る も 「誰何」 と いふ 漢語 動詞 をサ 變に活 したる までな 

る ベ し U 

S 形容詞より 

^ 語 根に 「み」 と いふ 接尾語 を 添 へ て サ行 變 格に 活 したる もの 

重ん す 輕んす 安ん す 難ん す 疎ん す 嘉 みす なみす (サ ミス) 

家なる 妹い ぶかし みせ ん (萬 十 一 一) 

あづさ 弓 ま 弓つ き 弓 年 を經て わがせ しが ごとうる はしみ せ よ (伊 勢 物 語) 

柔 にして 人に なつか しんぜられ よ (い そ ほ、 中) 

の 中 以下 五 語 は 形容詞の 語 根に 「ん」 の 添 はりた る もの なれ ど 、「嘉 みす」 の 「み」 s 接尾語 添 はれ 

る， あるより 惟 ふに^ は^の 撥ねた る 音なる ベ く， そ れ より 「す 一 を も 「す」 と 濁り たるなる ベ し" 


^くす 完 う す ^うす 5g; しう す 

めに 形お 詞の 連用 法より サ行 變 格に 續 きて活 きたり。 

y ラ ン ズ  サキ ，\ ズ 

一 ま ： す も： す 

口 接尾語 を 添 ふるもの 

一 1 ナル  I 

あはれ 賢が る 强 がる 廣 がる 廣む 畏む む 高む 貴む 赤れ 疎む 

早れ 輕^ 淸 W 

赤らむ、 しが 菜の 比呂理 います は 大君ろ かも (記 下) 猛 る 〔梟 帥、 倭 建、 9 部 (和名 抄ぉ wi)〕 

花やぐ 若 やぐ た を やぐ 速く 鮮く 和ぐ 薄る 

の 如し。 

1^ ナ ラ ン 

-ー テ良變 ノ轉カ 

ク アル  - ナル教 力 

な ゆかしが る  心 もとな がる 

^聲貌 より きしる す- ^る かむ す > む きしむ あく と > ろく うつ 

W 副詞より 

ィ iyiir 變 $ 口に 舌く もの ふら /\ す くら /\ す 

W 接尾語 を 添 ふるもの いな^ ざ はっく ぶらつく 

ィ ナ (否) の 根本 をい へ ば 感動詞な り。 

.  ニニ 


w 動詞の 疊讓 


司き ゆきて たどりくて (かも め) た ちた つ 

1  一一 5  

. みる 哉 た V のみ 

副  名 

これにて 一 先 動詞の 章 を講了 せん。 


第 六 章 形容詞 

一 種類 形態 

形容詞 は 活用の 狀 によりて 四 類に 分つ ベ し" 

j  く 活 

一 しく 活 △ (富 士 谷氏ハ ャ ク之 ヲ在狀 トイ へ 

一な り 舌 n 「ことば の そ の」 また さま ことばと す 

こ 一 

t たり 活 

例 へ ば 

善し 善 き  く 活 

惡し 惡しき  しく 活 


な 


なり 活 


たり 活 


) n しつ 「月^ 3」 と い は ゾ 形容詞 ク 活に屬 する は 勿論 なれ ど、 ナ リ 活 なる 「月明な り」 と，" は V lr 

態 にても あれ ば、 近 來 形容動詞と 名づ くる 學者 あり。 

V 刷 「く」 「し」 「き」 「けれ」 と 活用す。 

^ 1 「しく」 「し」 「し き」 「しけれ 一と 活 用 す 「さて 「{ 且し」 ま で を 語根と^ なして ク活と 一 致せ 

しめんと する 說もぁ り.. 然 れ ども 

名  8田 

し 久々 し 

、リ n; き 形 ぶ 1 ま 「大 人し」 「 久々 し」 を 語根と 見ざる ベ からざる 不賴合 を 來 すべ 〜 

g ナリ活 助動詞 「なり」 によりて 活用す る ものにして、 明 「なら」 「なり」 「な る」 一 なれ」 と蠻 化す 

〇 名詞と 形容詞との 鸭用 


達者 丈夫 上等 最下 


一 二三 


二 四 


〇 動詞と 形容詞との 轉^ 

ナリ  ナリ 

拔 群 


W タリ 活 


勉强 自由 

助動詞 「たり」 によりて 活用す る 者に して、 茫漠 「たら」 「たり」 「たる」 「たれ」 と變 化す。 

接尾語 


忽焉， 

忽釗 Y たり 

量 

牢啊 


の 如し。 


g: カリ 活 ク 活シク 活のラ 行變格 「あり」 と 合した る ものにし て、 好 「から」 一 かり 一 「かる」 「かれ」 と 活 

「多 布 止 可理家 利、 米 太々 可利雞 利.」 

「於 豆閉 可良受 夜」 (佛足 石 歌) 

「好から む」 を 「好け む」 と も い ふ、 「け」 は 「か ら」 の 變な るべ し。 

戀 し^ば 來 ませ わがせ、 X 萬 十 S 

以上 五 種の 活用 を圖示 すれば、 


ム ン 


ム ズパ 


力、 

0 


たと 
り 


ない 
り 


ヌッケ ヰ 
リ 


力 
ひ 


か 


た 

ト 

モ 


な 
0 


ii | のな 

h  I る 


ケ 

マラべ ラメ 
ジシ シン リ 


り、 


た 
れ 


》 『た 

a  I れ 


ガ 

れ 

モ 

/ぶ 
れ 


力 


ャ 


ク 活 


シク Hra 


ナリ活 


タ リ活 


第 一 變 


レし 


匕 


第三 變 


〇 


〇 


なら 


たら 


カリ 活 


力ら 


シ 


し 


モ 


テ 

シ テ 

、 

ナ ム 

n ソ 

ノ  £ 


し 


し 


匕 


0 四 變 化 


ャ 


ナ 


力 シ 


き 


しき 


力 

力 ナ 

モ 


第五 變化 


ナ 


しナ 


>ノ 


ド 


第六蠻 


匕 


〇 


J  ノ 


の 如し 圆 の 中、 片 假名 は 所 屬の 「て に を は」 な り ノア リ、 タ リ、 力 リ活 はすべ て， 詞に ますべ き も、 第 一 變 

化に は受 身、 可 能の 「る」 つ か す。 同 活 第二 變 化に は 助動詞 完 了の 「つ」 「ぬ」 稀に 添 ふこと あり。 「降り つ 、 」 

「ありつ、」 sr つ、」 「たり」 「たし」 s 助動詞 も附く ことなし、 ゲ リ 活の 「に」、 タリ 活の 「と」 を 除く 外 三活と 

もに 助辭 「て」 「して」 に つ V かす C 第三 變 化に は 禁止の 「な」 添 ふ ことなき など、 動詞との 差 を 見る ベ しい 

ナ カル 

時 鳥 無 流國 にも 行きて し が (莴 八) 

3 さ  ■ 

子 ヶり？ ？ 、、- こ 

.5-  な 才 ナ 


二 五 


一 二 六 

藤 原隆信 朝臣 集 廻文し な だま も を かしな まひ もまて しばし-し まも ひまな しか こと もま 

たなし 

明 月 記、 寬 喜 一 一， 五、 1 一十 日 いかな ようる まさす と 申 

吾 妻 鏡、 元 曆 一 一、 四， 十 五 n 不覺氣 ^もの 

徒然 草、 六 二 すぐ^も じ 

プ、 ル 

セレ  ナ I？ 

〇 「の」 の 形容詞の 事 (よ ほど 書き 加へ ざるべ から ず)  に 進軍^  0。  に 絕 好， ^曰。 

まめ やか 叫 心の 女に は (徒 然) 特別の 

〇 口語 を 入る ベ し" 

3  さ 

好かり 相 だ 高 かりげ だ 

二 法 

西洋の 文法に は， 形 容詞の 法 をと かざれ ど、 國 語に て は 然る こと 能 は す。 今 動詞のと 同じく 直 說法， 

命 令 法、 前 提 法の 順序に 述べん とす。 

S 直說法  . 

£ 終止 法 は 第三 變化を 用う。 

〔附言〕 シ ク活の 「し、」 

基 俊 集 家苞 にさの みな 折り そ 櫻 花 山の 思 はんこと もやさし し 


永 長 二 年 東 塔 束 谷 歌合 秋 深み 夜風 烈しし 宜し こそ 四方の 里人 衣う つなれ 

盛 袞、 祇 王 欲の 音の よさ よ， い し し いしし と ほめられ けり 

逆 艫 平家の もれきかん も を こが ましし 

長 門 本、 競 ほしし ほし、 とお も はれけ る 

無住 法師 雜談抄 何事 も 常にみ る ま は いと ほし 、 いつも あかぬ は 粥と 大乘 

カリ 活 

萬 十二 吾妹 子に こ ひすべ なかり むね を やき 朝戶 ひらけば 見 ゆるき りか も 

萬 十七 わがせ こに こ ひすべ ^1^^ あし 垣の 外にな ゆか ふ 我し かなし も 

忠岑 おも ひやる 心の 程に 果も なし 風の 到らぬ 隈は 多 かり 

ロ連體 法ば 第 四 變化を E ゐ、 法 の 大體に 於て は 動詞と 異なる ことなければ いふべき 事な し。 

(體 言 二 「の」 ヲッ クル モノ  、說明 ヲ入ル 

連 川 法 は 第二 變化 を^ う。 中 止 法 副詞 法 あり。 

a  、中 上 法 

b  、副 詞 法 

中.^ 法に は 常にて ^ip を 添へ て も 言 へ ど、 副 詞 なる は 少し 異なり。 

彼 は s^- 此 は 惡 し 

一 二 七 


O 


~ 1 

よ 
力、 

叩 

れ 

〇 

人 

trl 

男 

( _ 

は 

人 

Hi 

に 

兒 

兒 

形 

の 

病 

は 

は 

は 

容 

爲 

は 

で 

懇 

堂 

雄 

詞 

よ 

か 

第 

あ 

な 

お 

の 

—I— 
ハ 

る 

れ 

た 

し 

命 

れ 

變 

な 

れ 

か 

令 

化 

れ 

法 

と 

を 

小 

な 

思 

用 

斷 

の 

明 

U) 
•~ l 

然 

よ 

に 

明 

と 

< 

1 _ 

し 

は 

レ 

R 
/J 

し 

國 T 

も 

ノ ム 

彼 

知 

も 

て 

然 

副 

は 

る 

中 

も 

と 

詞 

よ 

化 

知 

止 

副 

し 

法 

< 

形 

る 

法 

星 

て 

な 

谷 

に 

稀 

法 

行 

れ 

す 

し 

し 

な 

な 

ふ 

ど 

て 

て 

り 

れ 

副 

明 

ど 

it 

詞 

善 く は 中止 法 に して 「善 く て」 「善 くし て」 と いふ を 得ぺく 

で」 「明 に 3153」 と いふ を 得 ベ し。 

法な り。 又 

に 「明 に lu」 「よく， 3IP.」 と 「て」 「して」 を 添 へ す。 

も 、「斷 然とて」 と は い はす。 卽 タ リ 活の 「と」 に は 「て」 を 添へ ざ る な り 

ふ 

る が、 名 詞の副 格に 準 じて 「と」 と受 けたり。 


修 身 書、 四) 


ともに 

と い へ 

つ て 

と 命 令 

1 は 間 

如何と 

然れど 

意 義 と 

たる^ 


〇•，•  で あ れ (同上) 

命令法な り」 今， 動 詞 の 命 令 法と 比 

その 受 くる 所 あれ ど も， 形 容詞に 


較 して その 意 義を考 ふ 

よって 與へ たる 命令 は 


る に、 動詞に よ つ 

その 受 くる もの 


て 命令 を與 ふれ 

な し 例 へ ば 


^  く  S- ベ  善き 事 をせ よ 


ば 被 命令 者に は學 ぶ か、 舉 ばぬ か、 す る か、 せ ぬか 必す そこに 應 する 者 ある ベ し、. 形 容詞 によ 


容態よ かれ 品性 高 かれ 

する も 被 命令^ は その 命令に 對 

接の 命令な り。 形容詞 は 性質 狀態 

もす る 事 能 は ざれ ば、 形 容詞の は 

も 人 問 以上の 威力 ある もの は そ 

全く 相 一致 す。， J れ によりて 考ふ 

な る ベ し ^ 卽 ち 

白 かれ—  —白く あ れ (ラ 變 命 令) 

堂々 た れ  堂 々と あれ (ラ變 命 

懇 な れ  懇 に あ れ (ラ 變 命 令) 


して 直接に 應 する 事 能 

を あら はす 詞 にして そ 

そ の 實、 命 令に あらす し 

の 希 望 を 命 令と なし 得 

るに 形容詞に はもと 此 


はざる ベ し., な 

の 性質 狀態は 他 

て 希 0 な り。 

ベ く、 そ の 際に は 

の 法な き が、 全 く 


令) 


一 は 直接の 命令、 

の 命令に よ つ て 

動詞の 命 令 法 の 

動 詞のカ を假り 


1 二 九 


の 本 態に 歸 すべし。 

g 前提 法 ナリ 活、 タ リ活は 動詞に 準 すれば 今い はす。 

、い 甲 順 態 

1 , 假定 第 一 一 變 化に ぬ を 添 ふ。 

srq+s と れ fl^l^^ 泣 け 

一 一、 確 定 第五 變 化に^ を 添 ふ 又 不定と な る。 

M^l^^tf とる 苦しければ なく 

乙 逆 態  . 

一 、 假定 第二 變 化に^ ^ を 添 ふ。 

よ く  お) と らじ 悲しく とも 泣か じ 

二、 確定 第五 變 化に^,^, W を 添 ふつ 又 「不定」 となる。  . 

よけれ ど よけれ ども 

位 高 け れ ど y 驕 ら す 

クテモ 

ク トモ 

T-^XI^.^^^^JP^V もの 添 ひて 準 前提 法と なる 事、 動 詞に 同じ _ 

、g 第二 變 化に M を 添へ て 逆 態 前提 法と する 事 あり。 

\  *  0 


錢な くも -1 へ す 

ヘクト 定) 

,/ ケレド (確定 不定) 

一 キモ (^前提 法) 

* テ モ 

の 如 し T 無く も」 に 「無くと も」 に 近く. 「なき も」 は 「g けれど」 に 近 し、 蓋 し 「無 くも」 の 語法 は^ 含 比より あ り、 

^川 ゆ 代の 文に も隨 分^らる 文 先年ず：： 朝 報の 懸 賞 文に 兌 え た る 

牛牟 放つ 野 は ね 堤 を 築く 粟 な 1^ 働く 腕に 汗垂 りて 懶者を §S うつお 槪 あり 

の 如き 「も」 は 「て も」 の 略せ られ たるなら む d 

^ク、 シ ク活 に木來 0 提 法な しノて の 第 一 變 化を缺 くも 此の 爲 な り， よし 形容詞 

て 「好く ば」 「惡 し く ば」 とす ろ も 動詞の 如く 「す」 「む」 S 添 ふこと な く、 又 そ れに 「よ 

ふ も 動詞に 準 せ す S. 竞 「よ く ば」 「よ く とも」 な どの 假定 前提 法 は， 

と も 


に 第 一 變化 をお き 

とも」 と トモ. 3 添 


よ 


ァ ラ 


ァ 


變 化と^ 乙べ きな 

を 記憶す ベ し乂 


の ゃ4 にて 順 態 逆 態と もに 動詞 「あり」 の 略せられ たる も の、 g 「よく」 を 速 川 法 第 一 一 

り而 して 「ば」 「と も」 は 形 お 詞の所 馬に あらす して 動詞 所 馬の 「てに は」 なる - 〕 と 

天氣 よしと て 遊 ば g (正) 

天氣 よしとも  (誤) 

前者 は E, しく 後者 は 誤れ り T よし」 は 名詞 の 副 格に して 「と」 にて 受 けて 「好 しとい ひても」 「よ し と あ 

一 三 1 


り て も」 の 意 味 な り。 「好し と て も」 と あ らば 「も」 は 前 に 述べ たる 連用 的 逆 態 前提 法な り， 後 者の 如く 第 

三變 化に 「とも」 を 添 ふる 前提 法 はなき なり。 

高し とも 田 S ま， "タ 

. ぉ—酈 格 

よしとも よし 

など は 誤な けれど、 

家 貧しと も 憂 ふること 勿れ 

など は 前の 言 方と 紛 ひて 誤れるな るべ し〕 逆 態 前提の 假定 ならば 第二 變化 に 「貧し く とも，： と あ る 

ベ き な り。 

ァ リ 

玉 葉 さそ ふべき 木の葉 も 今 は殘ら ねば は ゆしく とても 山お ろしの 風 

ふるさと はこ ひしく とても 吉野山 花の さかり をい かで 見す てん 

さて 又 確定 前提 法に て は 右の 如き 省略な き檨 なれ ど、 實 は然ら す。 ま づ その 第五 變 化の 性質 を述 

ぶ ベ し" 

記 下 梯 立の くらはし 山 は 佐 賀 斯甽 3： 

多 けれ fi モ  ；. ク活 第五 變化 

じ 多 かれ {び モ  カリ 活 第五 變化  . 

ク活 第五 變化 も、 力 リ活 第五 變化も 意味に 於いて 異なる 事な しゾ而 して 萬 葉 時代な ど は 多く 力 リ 


書つ 白 a 

ケクキ 力 キシク 


活 の 「〇〇 か れ ば」 「〇〇 かれ ども」 「け ば」 I け ど」 を 用 みて ク 活の 「〇 〇 ければ」 「〇 〇 けれど ん」 は^ 

少し， (萬 五、 いた はし ^5 ど、 同 五. 和 可 婆 道行き 知ら じ) これより 思 ふに 「かれ」 と いひ 「けれ」 と い ふ、. 

もと 「く あれ」 の 約 に して 「あれ」 は 矢 張 動詞ら 行變 格なる ベ く， 「かれ」 は規刖 的 に、 「けれ」 は 非规 1； 的に 音 

の 約れ るなる ベ し x 或は 「き あれ」 の 約 音と も 思 はる) 「き あ」 「く あ」 s 「か」 となる 事 は 勿論 な れ ど、 又 「け j 

とな る 事 も 數多例 あ. る 事 な り。 

こ、 にお い て 前^ 法 も 命令法と：！ I じ く、 形 容詞 の本體 にあらざる 事 を 知る ベ しが く國 語の 形容 

詞 は^に 動詞に 引かる 、 趣 あり。 

冈に いふ 形容詞の 語根 と、 動 詞の 語根と は大に 異なる 處ぁ り，. 形 容詞の は 語尾な くと も ゃ5 を な 

せ ど も、 動 ！！ は 語尾なくて は 意 を な さ す" 

(形容詞)  \  , 

(動詞) 

の 例に ついて 思 ふ ベ し。 形容詞の 語尾の r ク」 は 「コ ト」 な ど の 義 あり て 副詞 を 作る もの t シ」 と 「キ」 と 

はもと 「チ」 なり しが 二つに 別れた る ならむ 1 維 馬 字 の は r シ j 「チ」 「ヰ」 と發音 せ ら れ、 我が 柬北地 

方 及 支 那 (或 は 一般の 幼 兒) の 發 音 にも 「 チ」 ：- キ 」 を 混 する 者 あるな ど 參 考 す ベ し。 

一 置 


肇 


1 三 四 


三 諸 用法 

力 名詞に なること 

ィ 五ロ艮 

ノ 1 ビー a あ 

シロ  ァヌ  ァカ  タカ  マル  ス 

白靑赤 高圓酢 

飛 IS にて 刺 を ^ と い ひ， 伊 勢に て を ^ とい ふ 

タカ 

記傳三 高 へ 上 る 

-？' ガ 

山 梨、 日 向、 岡 山、 佐 賀 にて 長 一 尺と いふ 

他 名詞と 熱する ものに 多し。 

ハ ナ タカ 

鼻高 

の 例に し て、 鼻 低 と 熱する ものに は あれ ど、 唯 「低」 とい は す。 尙 

ハシ チカ  トぉ アサ  シホ カラ  ヒ 十ガ  キ ミジカ 

端近 遠淺 鹽辛 日長 氣短 ー 

の 如し 


5; 第三 變 化より (人名 二 多 シ、 義、 齋、 正 、棟) 

芥子  鯧  重鉞  燈 

か ら し (辛) す し (酸) お も し (重) あ か し (明) 

お 人よ し 仲よ し 生絹 よしあし 


御お じな し 心なし 意氣 地な し 骨な し たの も し (賴) 

伹、 お し ろ い ({H 粉) は 第二 ー變化 「お し ろ〕」 と ある 「し」 の 音便に あらす、 「おしろ^」 の 音便に て. 十：： は 「し ろ い 

物」 とい ひしな り。 

ハ 根 に み さけ を 添 ふ" 恨 シク活 にあり て は 第三 變化 に 尺ル ふ . 

シク 活ノ意 ニナ レリ 

高 ) み トコ 口 贈 しみ 

f  ハ ラ ダチ 名詞 二 ッケ タル 誤 

V さ  n ト  腹 立 さよ 

樂 し 一， v=J 氣 (樣 子〕 

「ゆ」 は ナリ活 と なりて 名詞に ならぬ もの 多し〕 

悲しけ も な く  名 詞 

い と i^li— か，^  形 容 詞 

の 如し" 

©「 ゆ」 は 名詞 にも 動詞に もつ く。 こ、 にも 除く ベ き か。 

熱 語 

ま|" 名项 

さての み 御 心 は 通 はせ 給ぶ ゆなる 御け しき なれ ど (大 鏡， 貞 觀殿 ノ尙 侍の so 

^—十 リ  め ほ_て ナ リ 

翁み づか らも わら は ゆて なん ひとりうた ひて 云 々(伴 蒿蹊、 門 田 の 早苗) 

.  •  一  三 五 


ねて， よかり 罟るも 1?,"、 つ まり さに 雪の けしき も 見ようと^ ふ (廿 四 孝、 ヒ デ藏母 詞) 
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うら、 か £, ^(源 氏、 初 音) 美 し g (同 上) 

御き みの はづ かしゅ さな り 宝 葛) 

さる 歌の きたな ST さ よ (伊 勢、 百 一 一 段) 

又 「樂 しみ」 は 動 詞 マ行 四 段活の 第二 變 化より 來る 者と 見るべし。 

樂 —レ ^  (したし み、 か な し み、 あ やしみ * いっくし み、 く る し み、 可 笑し^ 等) 

動詞 ニ變化 .    . I  ： 

0  (いつくしみ くるしみ 等) 

の 如くに して 今 は 一 般に 動詞の 方の 語氣な り， 送 假名 も 形容 詞、 動 詞 によって 右の 如くすべし d 

(副詞 をつ くる 接尾 語、 參 照) 

riisi.」 などの 「味」 は 本 項の 「み」 にし て 宛 字 な り， 酸 味の 「味」 も然 り。 正しくよ ま ば 字音 「サ ン ミ」 とい は ざ 

るべ からす。 味覺の 味の 文字と 接尾語と 偶然 一 致せるな り d 、卵の 白身の 「み」 は 「身」 なり。 
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を そ ふ... (なほ 眞の 名詞に あらす ふ に ふくめて 可な り) 

十八、 登 吉時支 能 香久乃 菓子 乎) 


古紀) 

十 六) 

す。 シ ク活は 第三 變 化より 

遠^  高 is る、 近 f£ 


ノ  /  ^ 


よる 


(り (  マサ ナ 

遠 冗 かる 正 無事 


つせ 貝むな したの みに 世 をつ くしつ 、(六 帖、 三) 

力 Is  な り 


一 三 七 


八 
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た 
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熟 ^ 

は 

T サ ヲト n 

優男 


くよ しめ 

(「遠々 し 古志 の 

ン^  二 ャ 

フ まし 道 


かたし 

堅 

特例 あ 

ゆ 感嘆 的 言 方 

語 根が 終 止、 或 

ィ 終止 


は (記 傳 

磐 

たら 夜 

洩體 

まし 君 

ま 連體 


空手 (神代 紀) 


國」 など は 別 語と 見る) 

說) 


ノ 


の 


友な し 千鳥 徒手 (山家 集 下) 

主 洩體 

よしな し 事 

職務 をな す。 


尊 


あなた ふと 


現今 


D 連體 


あな 面白の 景色 やな 


ありがたの 心 

あなに く， の 良 や 


おだやかの 御 いらへ や (夕 霧) 


後 拾^ 卜 二 いかに せん あな あやにく の 春の ：= や 夜半の けしきの か ， ら 

詞花十 朝な く 鹿の しがら む 萩が 枝の 末 藜の 露の ありがたの 世 や 

シ ク ^は 第三 變化を 川え 

あやしの さま や 

へ 久ぺ丄 らな | ぉパ て^し^ 

T  J  d  / 一 あやし ) 

の 如し。 

新 古今 十六 有 明の 月ば かりこ そ 通 ひけれ 來る 人な しの 宿の 庭に も 

これ は 通の 終 丄にそ へ たるに て、 め より は 感嘆の 意 少 し d 

後 撰 郭 公 きゐる 垣根 は ち か な が ら 待 ち 遠 にの み聲の 聞えぬ 

同  關こ ゆる 道と はなしに ちかながら 年に さはり て 春 を まつ 哉 

續後撰 みちの くの ちかの 鹽か まち かながら からき は 人に あはぬな りけ り 

S  0  0 す ベ て 語根 を 疊 めば シ ク活 となる。 

M し  >長 々し  深 し  ^木 々 し 

^ い 4^: 々しい 久 し —— 4 久 々 し 

事々 し 忌々 しな ど な ほ 多 し" 

ir^d  f，— リ 
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物々 し 女々 し 馴々 し つき し 
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さ /\ し う ひ ^/^ し おどろ し 


うやく し 

と ナリ活 

ナ し 

きら 力なり 


ナ 


し 毒々 し 美々 し 凛々 し 


ひ 方 殆ど き〕 を 同じく し 


ナくォ う らく， c6 り 


フ ハ ナ キヤウ ナリ (廣 文典) 


ナ 

ナ 


し- 

え 


とまい ます 


け けれ 

-、、 J  VJ けれ ノナ キ 一一 類ス 


「あきらけ し」 を 「明し」 と 書 か ば 「あかし」 と 讀 まる、 恐 あれ ば 、「明けし」 とけ を 添 ふるな り。 も とより 語尾 

にも あらねば 養ます る 上の 便宜な り。 此 はもと ケ ク活 ともい ひたれ ど、 ク活に 含めて よし。 


fi" シ *u 遙 t 靜 0 畏鬧 H 和 (軟" ぼ W 靑 やか (夕顔) あて はか (N) 

i»  ァザ. T 力 

高" 力 鮮 あざく  (平 家) 

な ど^ 3 同 例 な り。 

而 して 「けし」 を 「かし」 とい ふ は 近頃の 訛な り。 

暧 (り) き 家庭 軟") き 物 5  V 

の 如し。 「^ 〔ケ〕 し」 「軟 〔ケ〕 し」 と い へ ば 古き やうに 思 はれ て， ナ リ活 「暖 〔力〕 な り」 r 軟 〔力〕 なり」 の 「か」 をと り て 

「暖 〔力〕 し」 「軟 〔力〕 し」 と はいふな りつ 此 の 方 言、 今 は 特例と して 許-おせ ら る ベ く、 文 法に 於け る 許.^ はか 

かる 場合に 行 ふ を 以て 當れ りと な す」 

繁 

梓弓 よらの 山べ の K 「禾 可 久 II 爾 いもろ をた て ， さねと はら ふ も (萬 十 四) 

 . (萬、 寬永 ) 

あ ひ 見て はいく ひさ. さに も あらね ども 年月の ごとお も ほ ゆる か も (拾 十二) (コレ ハ お 葉 十 一 

イク、 パク ヒ斗 モ (古) 

幾 久宅ヲ ョ ミ誤レ ルナ リ) 

イク、 パク 二 シ モ (折) 

されば 口 語 の 

^ 力 な 力なり) 細 力 な (細 力 な り) 

は ft しく， 

^ 力 い (暖 力し) 細 力 い (細 力 し) 

は^れる 方な り。 
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四 二 


從 つて 語根に さ 及み を 添 ふ る 時 も 注 意 せざる ベ から す。 

一け)  (ち  (け)  (正) 

あた ゝ人" さ  のど. ^(「さ 

~ か)  (不正) I か j   (不正) 


が 本 

ナ 


もよ き や う な れ ど、 さ みけ はク、 シ ク 活に附 

け さ」 と い ふ ベ し d 

J-,、  o 

す 


もと 「 


ま し 


」 と い ふ 意 味と を ふ くみて 、「多 」 r 大」 いづ れ もお 

て 一穴き 一 「廣 き」 とい ひし か ば、 今 も 正三位 を r ォ 


ホキ ミツノ 位」 など 

ロク、 シ ク兩活 


うたて. 


し 


いちじる 


し 


まだ. 


、き 

し き 


、 、 C  )  o 

レパ なり 

萬棠、 うつぼ  . 

r^r てく」 は 一 般 に t うたて しく」 は 馔集抄 に 川る られ たる を 见ゎ ば 、平 

併 川と^ ゆ。 

〇 寳物集 金 はう たてしき ものと おも ふが 故にす つ るな り。 

「しるく」 との み も 云 へ り" 

〇 源 氏、 末 摘 花、 處 女、 明 石、 初 音 などに は 志 久 活。 

不完全 なれ ども ク活な り。 

「いまだし き 一と もい ふ" 


兩活 


〇 續紀、 宣命 「許 貴 大斯伎 意 保 伎 天 乃 事 乎」 


あつ. I  ノく 源氏 桐壺に 「あ つ し 

(しく なり ゆく 一と： ^ゆ。 


痛丄 


し 


古- 

, しく  (しく  一し く (力 言) 

i! 项 ^ お が シク活 とな り、 或 は これら ク活が シ ク活 となる 例に よりて 考 ふるに， シ ク活は 性狀を 

一 四 三 
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更に 形容 的に いふが 如し。 而 して その 意味 を 他 語に てい へ ば， 


，、一 一 


し i 


ナ 

あつく し 


痛 

古 


ん 

力 


し 

し 


タ 


アツイ 


な 


らしい 


の 如 し。 之 に反して ク活 は性狀 を直寫 する 趣 あり。 

「大人し」 と いふが 如き は、 もと 「大 人 らし」 と い ふ 意味な りしなら む も， 今 はたや 溫順 などの 心に ffl う。 

： 善人 


よき- <• 


一貴 人 


よ 〔ろ〕 し き 人. 


、凡人、 通 常 人 


一先、 適 當 せる 人 

「よろしき」 は 「ろ」 とい ふ 無意義 の 語 (或 は^は^の 轉 か) を 添 へ た る が T よき」 をシ ク 活に活 したる 者な 

る ベ し 。今 は 下 注の 如き 意味の 相 違 を兒 る。 

g 不 完 全 (混 合) 活 用 


、ま だ く  ま だ き 

-け だ し  け だ し / 

、お ノ  T^; 「少 丄」 だ.， 

ゆし 〜も 云 ふ 


も し- 


-も  し く 


な り 


少し なら 

の 如き ものな り。 

副詞 をつ くる 尾の 


〇 一 (レ 

}• さきく (  "イカ^ r 

ま) Z けれ 


し ^ し  し ましく も (萬 十 九) 

徒然 草、 藩翰譜 などに 用例 見 え た リ。 牢 00 小 良。 须 古志 支奈 ^ 

な ろ 


な れ 


悉 


お ほき， 


£ 特殊の 語 


し 


安け 


し 


い は 


き 


け れ 


この 「如し」 は 特殊 形容詞と いふべ し-物 葉 博士 は 形容詞に いれお かれ たれ ど、 大槻 博士の 助動詞に 

立てられし 以來 之に 從ふ人 多 く、 己 も 從來は 助動詞と せし かど 今 は又獨 立詞と 立てたり。 
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なり ト-- なる なれ i なれ 

舌に も活 きて 第五 變 化の 「如 く なれ 一 あれ ば、 ク 活 なる 「如 けれ」 を 用うる 事な し。 其 の 用 るら 
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體 法に 連 
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油 やうの 者 
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卫式 

此位 
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體 形を受 くる は 形容詞と して 類な きものな り 。「ごとし」 の 「ごと」 は 「事」 にして 體言 なれば 連 

る な り。 か く て 「ごとし」 の 「し 5 ffl 言 なれ ば 前 體後用 の詞 ともい ふ。 意味 も r 樣 なり」 と謂 ふべ 


く 、「様」 は體言 に 

尙 「ごとし」 に 就 

參照) 


して 連 體に連 

い て は 國舉院 


ると ころ 用法 全く 同じ、 

雜誌 四十 年 一 月の 分に 詳し 


論 じお きたれば 就いて^るべし (は^ 


g 名詞 より 「 ナ リ活」 に 轉 する 者 


夢中 
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上手 
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四 形容詞 を 造る 接尾語 
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「知る」 と いふ 動詞に リ^^の 接尾語 添 ひて とい ふ 形 容 詞 となる j 尙ー 執念し 「一眠し 二 四角い r f 面 

倒 い」、 「へ ほい」、 「長 し」 も 同 例な り。 
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一一  一一  一一  . 
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の 「なけ か はし」 と 「は」 の 添 はれ る は 「ナグ カフ」 と いふ ハ 行 四段活 より 來れる 


"ナ； ダ 

イマ- ク 

うたて 

お ほく 


いと 5? し 

吵 に し 

き ら /\ し 

う ベ く し 


£2. けく 


り，) 

りと も！ ^ ら るべ く T.SI.E じ 

詳 かなら す。 なほ 「欸 かし」 

なり 副詞に は 


1 四 九 


さ 靜ー露 1 名の 


五 〇 


ど 


^。艮 


や 


け し 


よけく 

あしけ 

平け し 

明けし 


いと  >  けき 


か る こ ミ/ 義 

矢の 繁計久 

むくつ けし 

あはつ けし 


古今、 雜 

萬 九 

萬 一 

貫 之 集 


世の中の うけく になき ぬ 


筑波嶺 のよ けく とえれば 


みよしの 、 山 下風の 寒久爾 


なかけ くに 色 を そめつ > 


ク、 シ ク活 よりけ くと なる もの 

いらな けく 記  かなしけ く紀 

うけく 萬 つ らナく 萬 零-^  く 

をし けく うれ 乙け く 


萬 十八 黃金 かも 多能 之氣久 あらむ と 


けく の 第五 變化 稀な り。 多 く かり 活 にして  一一 一一 n ふ： 蔡 f 何に しのぶのと いと  >  露け けれど j 

5： たし 


重 (重 し) 

平 (扁 平) 

ね む (ね む し) 


は 霰 ふる らし iS 「らし 一は 肋 動詞な り- 


1 五 


1 ,五 二 


はした 

覺 束 

おつか 

いわけ 

しどけ 

かた じけ 

勿體 

うしろめ た 

幼 

を さ 

あ ぶ 

屹度 

少 

す く 

い ら 

如 在 

き た 

カタ 


な し 


せまし 

此の 「なし」 を 打 がの 「無し」 と 思 ひ 誤る こと 多 し無覺 束， 無 端、 無勿體 など、 かくは、 宛ギな り ，「はした な 

し」 と 云 ふ も 「はしたなり」 と い ふ も T 切なし」 と い ふ も 「切なり」 と い ふ も 皆 同義な り 「うしろめ たなし」 を 

「うしろ め たし」 と いふな ど 思 ひ 合す ベ し" 

尙 次の 例を檢 せよ   

十 2 今 あまれと もうしと も 物 をお も ふとき など か淚 のい とな 力る らん 

後 撰 あしのい となき 戀も する 

日本 後紀 大同 九 年の 詔詞， 正月 云々、 雜哀乇 繁久無 暇 支 月 |   

• 篤 1 月 花 を われ も あはれ と 見て は あれ ど あはれ とうた ふいと なかり けり 

御 £ 關白集 いとけ く て 春の 都と みるから にう ゑ けん 花の もと をし ぞ おも ふ 

今昔 うしろめ たなし 

すけな し (ず けむ はす ゆなくなる こと) 

尹 勢 さる 歌の きたな ゆな さよ 

古 今 著 聞、 義家 法師 の 妻に 忍ぶ 段 のがれ かたなくて 


長 門 本 平家 荒 ゆなき 兵 

もっけな い、 (武藏 、川 越 在、 ッ マ ラ ヌ) 

オボ ッカ ン (丹 後) 

徒然 ナ 力 (佐 賀) 

さびしな い (福 井) 

s が ま L,^du も 同 語な る ベ し。 名詞、 動 詞 s 連用 法 (g 名) に. 

を こ ) 

へ だて 

託 

差 出 

違 背 1 がまし 

铕 塔 

夸 

みだり. 1 

それ は ^1 れ が ま し 


人ッタ 


ことで ご ざ る (搏 聞) 


初 昔 罪え がまし く 心苦しと お ほす 

SB-  .H ゥし 


ォ,! は ゆし 

面 j 

9 將なり 

天氣ノ 

雨 ^がちな り 


可&也 

か は ゆし 


o ま、 n 吾 

1 »t レ P 言 


濕ゥ 

仇ゥ 

忘れつ 

覿ゥ 

子供つ 

ぐ ちつ 

おこりつ 

安つ 

むせ ゥ 


^0 い 


1 五 五 


い 


3i 


ゆ ど 


ネ A ^ら 

や に 

ねばり 

す ベ 

しつ 

ひや ， 


f  J 


泥/ 


だらけ 


3/ か はし 


るナケ 


-が は し 


ゆかし 


C 

か ま 

7 

1 


あるべ- 

古 め 

はづ 〖かし 

あぶな 

よ わ 

もどかし、 なつかし などの 語尾の 類推 も あるべし。 そ 

し  孥 かまし 


/'つか し (そ /-  く ヨリ 力) 


走り ノ 

食 ひ. 


ム迎 しなり 


W ら なり 


ベ ら なり 

わびしら に 


五 七 


妹 こ ひしら に 


9  s  ^  P  ノゝ 

1 六ら 乙な 


ムゴ 


- たらしい 


^や 力なり 


速 (進 ャ 力 ？) 

あ ざ 

あ て 

に ぎ 

さ わ  ， 


やかな り 


^ は 


力 


淺 

あて」 


• は か 


^まし 


あらまし う (若紫) 


五 
八 


如 はし 

かたくな は し (右 京 大 夫) 

そ/' らまし 

にぎ はし 

第 七 章 動詞の 性 相 

第 一 節 自他 性  ，./ 

動 n ま、 其 の ^_ 質、 事 物 を處 分す る もの と、 然 ら ざる ものと あ り。 前 者 を 他動詞と い ひ、 後 # を ,n  f  ..i" 

とい ふ (自也 とい ふ 語、 彼 我の 意に 聞え て 極めて 不穩當 なれ ど も、 惯 行 久しくて 今 急に 改め が たし) 

一 自他 ,  ： 

雨 降る  風 吹く 

の 「降る」 「吹く」 と いふ 動作 は、 何 等 事物 を處 分せ す、 卽 ち 物に 及ば ざれば 自動な り" 然 る に 

犬 をう つ  本 をよ む 

の 「打つ」 r 讀む」 の 如き は、 その 動作が 「犬」 「本」 に 及び 「犬」 「本」 を處 分す， 「よむ」 「見る」 r 考ふ」 の 如き は^ 

一 五 九 


形の 動作に してな ほ 他動た り。 ヌ 

(殺 す 

自ら 其の 身 を 一 刺す 

(打り 

の 「殺す」 「刺す」 「打つ」 の 如き、 他に は II 係な く、 われと 我が身 を處 分す る 動作 も 他動な る 事 勿論な 

わ 0 

蠶， 絲 を 叶： く 

の 「叶： く」 の 如き も、 蠶 自身 以外に は關 係せ ざれば とて 往々 自動詞の 如く 誤らる ， こと あ り。 是 自 他 

の 本義 を 誤 り、 「絲」 を處 分す る こと を 忘れた るな り 注 意 す ベ し。 

動詞の 自他 性に よつ て、 名 詞に關 する 方式 左の 如し。 

「有る ものと 


主格 I 副 格 


自動詞 


無き もの と 

1 スぺシ I！  ；  一    -f ある ものと 


主格 丄處置 格 I 副 格 "  丄 他動詞 

 一  一 (なきものと 一  


二 自他の 特例 

勒詞の 自動 生 他動 生 は 明に 別た る  >  如くに し て、 而 も 中には 頗る 別ち 難き 特例 も 多 し。 (擧者 の 異 


の 

〇 

事 

馬 

白 

53£ 
up 

あ 

s 

七 

去 

に 

天 

動 

兩 

》、 

人 

る 

乘 

を 

性 

と 

し 

る 

舞 

他 

知 

乘 

れ 

ふ 

動 

_ き 

ろ 

る 

て 

に 

の 

ベ 

I _ 

人 

m 

し 

去 

る 

小口 

妻 

あ 

舞 

0) 

ふ 

を 

, ど 

を 

し 

如 

去 

乘 

舞 

て 

さ 

る 

る 

ふ 

自 

自 

御 

動 

る 

m 
な 

他 

M 

は 

わ 

の 

下 

兩 

段 

性 

の 

を 

如 

仇- 

せ 

文 

も 

に 

て 

も 

は 

0) 

^ も 

S 一 


上 段 


「何 は 何 なり」 と い ふ 

ちりん /\- い ふ 


全く 他動詞と な 


ぐ づく いふ 

〕の「 いふ」 は 口にて 言 ふこと に して 「いふ」 と い ふ 言葉 の 本義 なれば 自動 性なる を 


何 を 何とい ふ 

の 如き 「いふ」 は 他動 性な り。 

自  —他 I 

可 は 可な りと 叫ぶ 何 は 何なる 事 をい ふ 

CM  他 

可. ま 巧 <H りと お^  何 を IF と E- いふ 


^ を ^ ぐ (ギ 飮 ム) 

J れ らを對 照して 考ふ ベ 

n 他動 を 自動に 

笛 を^く，' 


ニハニ 

也 

天 を ぐ 扇に て 人 を あ I ふ ハ 


しハ 


風 吹く 

風 吹 d は 風 ^10 程 の 

あれ ど、 蓋し 語源 は 「フ 

「風 吹く」 の 如き 自動 性 


^者 を 避け て 


意 な 

> しと 

ば t  J 

密議 

盲 艮 

ぎ も 


—9 


f 笛 を ふ く」 「火 を 吹 く」 「息 を 吹く」 等の 「ふく」 の 0 は 各 少し 

く 意味に 出で たるら しけ れば 「笛 を ふく」 の 如き 他動 性な 

を 壟ぎ たる ものと 考ふ る を至當 と す， (又は 兄弟の 關 係と 


巾 

に 行く  • 

も 同義に し て、 も と 他動 性な り。 「暑さ を 避 けて」 と い へ ば 「自ら 暑 さ 

は ；. さ るべ から す。 

〇 川 あ り、 そ の 川より 孔雀 出で 來て その 川 を つ 

〇 谷 あ り、 そ の 谷より 龍 出で きて ； つ 


づ 、の 相逯 

る を 本 とし、 

も In^ るべ し) 


暑さ を 避けて 

「避く」 は 「遠 ざく」 とい ふ 

義 にして 自動詞と い 

馳 せて 救 ふ 

引ッ 返す 

など は 今 は 全く 自動詞と して 用 ゐられ たれ ど、 もと 「馬 を馳 せて」 「馬 を 引ッ 返す.」 と い 

て 他動詞た りしな り。 正 し く は 「は し り て」 「かへ る」 とい ふ ベ し。 斯 の 例、 武 者 言 葉に 多し 


さかる」 


ふ 意味に し 


他 

身 を 寄す 

自 

岸に よす る 波 

I  0  , 

敵よ せ來る 

「岸 こよす る 波」 r 敞 よせ 來る」 等の 「よす る」 「よせ」 は 八-自動詞な れど も， もと 「身 を 寄す」 の 「よす」 と ^ 性 

波が-: ii に 身 を よ せ、 敵 が 身 をよ する 意味な り 「岸に 寄 る 波」 「歒寄 り來 る」 と いひて 可な り。 

二 ゆうちたり 

宇治川 を汆 にわた す 

と W 例 に して、 「うつ」 「わ たす」 も もと 他動詞な りし を、 こ、 は 自動詞に 用ゐ たり 「うちたり」 は 「鳴り 

た り」 〔わ たす」 は 「馬 を 渡す」 と い へ ば 意 味 明かな り。 

乂佐變 の 「す」 は 「^々をす」 とい ひて 全く 他動 性なる を、 

上野に ， 

人に 屈す 

ゲ ヅ グ ヅ す 

の 如き は 自動 性と なれり。 

柬京 にして 牛-る  • 

此は 金に〕 て 其 は 銀な り 

一 六 三 


1 六 四 


本ハ 一 基 爾爲天 (倭姬 世 紀、 垂 仁廿七 年) 

の 「し 一は 今 は 「あり」 の 稍 强き 意味に して 全く 自動 性 なり T し」 の 自動 頗る 多ければ 注 意 す ベ し" 

§： 一  性兩語 


に こ， も， 


-ま し て (自、 モト 他) 


, まさりて 


黑 白 を- 


-わ 


わかつ 


本 をと り、 


だす 


ヽ う (他、 モト 自) 


(み だ る 

を 一  (他) 

(みだす 


し 

や り 

驅け ~ 出す 

ヌ り 

怒り、 


o 女 

S 熟 


き 


-』 自動 或は 他動の 同性に て ありながら 兩樣 にい はる、 なり。 


語のと き 

他詞と 動詞が 他の 詞と 熟した ると き、 其の 原 性 を かふる もの あり。 


0>  r, しに 「配す」 はもと 他動なる を 「心 

、も^す 配 す」 と いひて 仝く 自動 


P 


自 殺 


切 

探 

リ 

シ 

拔 

マ 

ケ 

ノ、 

ル 

クレ 

る 


地 

バ 
ソレ 


お /卩— ) こ フへ 叩^ 

新 Hn し. V* りの S 


自 (他-一 モ) 


自 (他-一 モ) 

ク VI 


面ク ラフ 

の 如し. 

口 動詞と 


我折ル 


叚ドル 

n.  リ 


雷 を 恐れ 思 ふ 0 

^ チ /力 ネ ル 


ヮ ビル 


雷に 怖 づ = 思 ひ 恐 

逃ゲ 


也 


泣 キ明ス 

6  也 


突 合 フ 


の 「恐れ」 「思 ふ」 の 二 動詞 熱 せば 「恐る」 の 義 にして 自動 性な るが T 思 ふ」 は 「雷」 を 思ふ義 の 他動 性なる ベ 

し。 


P 


； n 成す 

他 ？】 


ハセ 込 ム 


引キ 違へ ル 


詰 メ寄セ ル 


「SM 成す」 は 同 意 す る 意 味の 時 は 自動 性な り。 

5 自動に 對 する 「を」 

ィ地位 の ^動す る， もの 


1 六 五 


一 六 六 

35 各 自    —— Irs — 

鳥ぎ を 飛ぶ . 道 を 歩く 山 を 登る 

「空に」 「道に」 「山に」 と い へ ば、 その 飛ぶ ベ き、 歩く ベ き、 登る ベ き 大體の 位置 場所 を 示した ろが 如く、 

「を」 を ffl うれば 「飛ぶ」 は翮翻 飛翔の 樣を 表し. 「歩く 一は 歩行の 樣を寫 し. 「登る」 は 現在 登りつ ， ある 其 等 

の 地 a の 活级を 表す ものにして、 「に」 の靜止 固着 的なる に 反し、 意味の 發 表に 就いて 活動的なる も 

のな り。 

又 源氏物語、 手 習の 卷に 「年月 を 行く」 とい ふ 例 あるが、 年月が 一歩一歩、 行く が 如き 心 あり . 

U  人の 前^^ 1^  家^ 去る 國を 去る 

の 如 き、 古 く 古今 集の 「人 ^^」 の 如 きも 同 例な り。 

べに 就いての 義 

雷 S 恐 る 

-は雷 ； i 就いて， 恐 るる 義 にし て、 俗に 「恐る」 を ば 他動詞と なせり。 

泰平お 喜ぶ 國事^ 薆ふ 茶お 樂む 人の 奸策ー を 怒る 

の 如き 情意の 動詞に は 此の 義の 「を」 の 例 多 し。 

かの 「谷間の 姬 百合」 にフ >  、 に 好く」 と ある を 或る人 難ぜ しに 平 田盛齓 氏、 古く 萬 葉 集な どに 「妹に 

i ひ」 「妹 -7 戀 ふ ら く」 「古 U 戀 ふ る 鳥 かも」 等 の 例 ある を 摘出して 辯 解し、 末 松 氏 も謠曲 「鉢 木」 につ i 


の 木に 好 きて」 と ある を 引 き 

り此 等す ベ て. E 動詞た る 好 

られ さるに は あらす 


造 麿 を 客び 袷 ふ (竹 取 


彼者禪 法に すきた 

か く 能 き 袷 ひ 

秀次 公人 を 伐レ袷 

T 動詞に 省略の^ ある 

家 を か はる 

は 「家 を かふ」 と いひても 可 

問 接に いひな せるな り。 而 

家 を 力 へ テか はる 

に て s ^ 全き やうな り。 


る 

グ 

し 


御 湯 を か 、 ら せつ 

難 波ぢを ゆきて 來 


の 

て 


論 ぜ しこと あ り X  ^  0 記に r 義 經は 女に な： ぶ も のと」 な どの 例 も あ 

な り。 さ れど說 のす-方 によりて は 他動詞と な o か はれる^ とも 見 

多 シ) 

申 候 ほど に (放 下 佾) 

因て (太閤 記 、わ 四) 


と を 一人に すき 給 ひつ、 (同、 十 七) 


ベ き を、 さ て はう ちつけ なる ベ けれ ば、 「を」 を 添 へ て、 A 動詞と なして 

一 〕の 「を」 の 下に は 「かへ て」 とい ふ 他動の 言 棻を 省略した る 如 く、 


ゝ御氣 色な り (太閤 記、 十 六) 


ませと 我 妹 子が つけし 非 ^ 我 乎 多延爾 ける かも 

根 を 舵 を，： 雁な どの 羽 を ^IG ねたる が 

1 六 七 


尙 此の 外の 例 を あぐれ ば、 

—  力 四、 自 

名をッ ケテ 付く 

能 ^ッ ケテ つかん とする 人蓰然 草) 

自 

名 を や 立 テラ レ テ 立ち な ん 

—  —自— 

人の 女 をヌ ス £ テ すむ 

自  ^ 

こ 女お トラ へ テ 3- へば^；;；^；: 巧れ 

ね を 文 テ 、 なく 

—  自 

い を モノ シテ ねぬ 妻 や 衣う つら む (忍 草、 上 句、 あ びきす る 船の 夜 さむ を 身に しめて) ヲ物繁 

氏 ハ  ー^^ ぬ  ト 修正 


腹 を 立テゝ 立つ 

—  0 

口 をァ ケテ 開いて 舌 を 出す 

自 

淸 きその 身を污 濁の 中に シ ヅ メ テ 沈 d 行 く 

あた 國の人 をえ 戰 はぬな り (竹 取)  、 

フサ 

何 を (考 へ テ) 怏 いで ゐる 

米 洗 ふ 前お 螢の 二つ 三 つ 

たらち ねの 母 を わかれて 蓑む しの 又もやち ， と 泣かん とすら ん (高 


萬 十三 人 寢味眠 不睡而 

同 上 眠 不睡吾 思 君^ いづく ベ を この 身 誰と か 

榮 花， 歌 合 なかぬ 夜 もな く 夜 も 更に^ 鳥 まつと て 


の 如 し， 蜻 蛉 日記 に 「腸 を た ゆ 

も、 文法 上 種なら す 漢文 直譯 

潯標 深き 山に あと 

萬 十三 今更に こふ 

三 自他と 活用 

S 同根 同行 

ィ自下 二、 他 四 一 の 動 

f 自け  く  くる 

裂く 

(他 か き く 

碎く 揉む 折る 


ロ自 四、 他 下 


る は 秋の 天」 の 文 あ り， 腸 を絕チ 

に は 此の 例 多 し尙、 文 調 を 整へ 


まて ど來 まさぬ 

安き H や は^ らる ， (I  3 

テ絕 ゆる 云々 ：と觯 せば 觯 せらる ベ き 

んが爲 にお を 添へ たる もの あり。 


をた えたる 人 だに も 

とも 君に あはめ や も 眠 夜 ゃ不落 夢に 見え こそ 


き、 他 動と して は 四^に 活く 例な り" 

燒く  | 貝く すぐる 切る 摩る 知る 禅く 


詞が 自動と して は 下 二 段に 活 

くれ 
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甲 四^ ナラ變 格の 第一 變 化に 助動詞 ル (下 二) を 添 ふ- 
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「射」 は スガタ な り<自 動 他觀は 動詞の 性質なる が、 そ れが又 被 役 可能 使役 等の 言 方の 時 は スガタ 

を變ふ る、 g 動詞の 相な りり 相 は 通例 助動詞に よりて 表さる。 

被 役 相 は 又 受身と も (所 相と も) い ふ， 他 より 被る 動詞の 相な り。 古 は 「し かせら る 、 詞」 な ど 、二り。 


帰 乂怖於 比 也 须 (字 鏡) 


七 二 


ヽ 


乙 上下  一二 段 カサ變 格の 第一 變 化に 助動詞 ラル (下 一 一) を 添 ふ。 

-ラ ル 共に 下 ニ段活 にして 活 用. 法. 附 屬辭二 に 動詞と 同 じ、 唯 第 一 變 化に 同 辭のラ ルの 承け ざる 


の み 一 


而 して 被 役 相 は 一一 ヨリ カラ を 添 ふる 副 格 名詞 を 標的と す。 之 を圖示 すれば 左の 如し 「 

四 段 ) 

ナ、 ラ 變、 


も 


主格 名詞 


一 格 名詞より 

から 一一 上 下 


、れ、 れ、 


る、 


る  >、 るれ、 


れ 


-第 一 變 化， 


, られ られ、 らる， らる  >  、らる れ、 られ 


力 サ 


花 人に 折らる 


忠臣 惡 人より 讒 言 せらる 


被 役 

ふ ベ 


相なら ぬ 尋常の 動詞 折る 讒  一一 B すな ど は 別に 名目 を 立てす。 

し。 その 平 相 動詞の 有する 標的 名詞 は 被 役 相に なりても 


强 ひて 言 は、 * 平 相な どと も 

る ことなし。 


我賊に 金を盜 まる 


罪人 吏に 手に 手枷 を はめら る 


金 を は 被 役 相の 標的に あら す、 盜 むの 標 的 (處 置 格) に して、 被 役 相の 標的 は 唯 j  ^して 廳 なり。 卽前 

表の 如く 副 格 名詞に 限る ものな り。 


二 非情の 受身 


か ゝ る 場合 

まる」 「手枷 吏 

なる は 特別 

コロン 

ス マイ 

とやう に 非 

こ 、ぷ まに 

も ff 通なる 

書生に 

書生に 

飼 はれ 

日本人 

など 耳 立た 

にあら" さる 


主 


ま 

言 


我^^にし て 

へ ば、 言 はれ ざ 


金 

る 


よ 

よ 

力 


り 

一一 一一 口 

り 


た 


八 〕 


に si 作 を 被る もの 卽被役 相の 

に 罪人の 手に はめら る」 とや う 

の 事な り。 西洋の 語に て は， 

ブ ス の發 見せられ たる 亞米利 

ル ス の 自助：；； 1 は 中 村 敬 宇 氏に 

情の 亞米利 加. 自 助 論 を も 受身 

に擬し 得べ き 物が 消極的に 他 

方法と す。 近 來は 西洋式の 受身 

愛讀 せらる  > 小說 

歡迎 せらる A 辭書 

た 猿と 1 竹 內栖 鳳) 

に 消費 せらる ， 米の 高 

ぬ樣 になり たる は 言 語の 大變 

を 忘 るべ から す。 今 いへ る 

一 七三 


手枷に あらす。 「我が 金 0 に 盜 

にあら ざれ ど， 非 情の 物の 受身と 


て 

に.： ^1 一- 

分 


飜譯 せられ 

ど、 我 が 國 語 

作 を 被る 場 

廣く行 は れ- 


り 

て は然ら す。 受 身 は 有情の も の、 待 

特に 迷惑す る 場き に卬 うる を ひ 


として は 許容 せらる ベ けれ ど、 純 正なる 國^ の 語^ 
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西洋式 被 役 相次 第に 世に 行 はる 

の 行 は る など は 古き 語 なれ ど、 是 は 漢文の 直譯 より 出で しなら むと 思 は る，. さ る は 漢文に ては此 

の 「行」 は 尋常の 自動詞なる を、 國 語に てはォ コ ナフと いふ 時 は 他動詞に て、 他 に當 るべ き 恰好の 自 

動詞な き 故に、 巳む を 得す 他動詞の 被 役 相 を 川ゐて 自動詞に 準へ たるに て、 形 は 立派に 被 役 相な 

れど意 は 自動詞と 兒 るが 穩當 なる ベ し。 

春 は 霞に たなびか れ  冬 は 霜に ぞ せめら る 、 (忠 岑 長 歌) 

我が S 只 はむ とせし ，^1?1 人 に た り (ィ) 

われ 我が 買 はむ とせし S3 人 に 買 はれ たり (口) 

某珍鲁 某 氏 に れて主 を 得た る を 喜 ぶ ベ し ( ハ ) 

ィの被 役 相の 主 は 「珍書」 な るが 如き 外見なる が、 多 く は 口の 意 義 に て 「珍書」 は處 置 格、 主 格 名詞 は 省 

かれた るな り パーに 至り て 「珍書」 が受 身の 主と なるな り。 

:s 大切の ^—を 蟲 に 食 はれた り (文 語) 

S 大切の ^ 蟲に食 はれ た (口 語) 

此の 口語 にて 「本が」 の 「食 はれ」 の 主たる こと 論な けれ ど、 其 の 上 に 又 「私 は」 と いふ 主 も ある こと を 思 

ふ ベ し J さ れ どか ， る區別 明なら すし て、 非 情 を も 受身に い ふ轉換 式なる も 全然な きに は あ ら すつ 

木^に 倒さる 


^に 懸けられ たる は 元 信の 箪 なり 

今 北； T 三 ト 紙 端に 被 たる 物 有 あり 

. 後 撰 秋の 野の 露に おかる ゝ 女郎花 はら ふ 人な み わびつ 、、ぞ ふる 

穴 h-  ^ なぞ かラ 暑き にこの かう し は お ろされ た る  屛 風 も はしの 方お した、 ま；； た ふ-に 

香川景 恒に與 へ y— れ たるま：： 翰 

子どもに 喜ばる ゝ 菜 子 

など も 隨分ぁ り。 

ーー| 自動詞の 受身 

事實に 於いて 勒作を 被る その 動作 は 他動 性なら ざるべ から す。 さ れば被 役 相 は 他 勤詞に 附随す 

る 事 論な けれ ど、 間 接に 動作の 影響 を 被る 事 は 自動 性に も あ り" 我 が國語 はこの 間接の 影 饗を被 

るに も #n 通の 被 役 相 を 以て 表 はすこ と、 他 動 性に 於け るに 同 じ， 是 國 語の 一 特徵 たり。 

母子に rwli,^  (被 小兒 泣) 

我 早く 親に S なれ て 孤と なる 

隣家に て 安眠 を 得 す 

客に 來らる 

一 七 五 
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閑人に 長座 せらる 

たけ 高き 人に 前に 居られて 見えす 

さ樣 なる 事に あられば 如何せ む 

四 受與 

等しく 他動 性に して 受 者より 云 ふと 與者 よりい ふと の^なる 動詞 あ り，" そ の 受動なる は 動作 を 

受 くる 事 は 被 役 相の 如く なれ ど も、 言 方に おいて 被 役 相なる と は 異なり。 

生徒 擧 校より 賞 を (與 へ らるト ハ 語氣異 ナリ) 

與 へ— 『れ たる 物に て 満足す ベ し (受 けたる ユア ラ ズ) 

甲 こ に 金 を 借 る (貸 さる ト 異なり) 

入らぬ もの を 貸さ る (我 ヨリ 借 リタ ルニァ ラズ) 

月給 を 世 貝 ふ (遣らる 二 ァ ラ ズ ) 

^3 と 、^^と ^^、^T と 、預く と あ づ か 纠 など 皆 この 例な り" 之 を 理窟 づめ に 受 ^ 與 

動 一 方の 被殳 相に て 間に合せむ とする は 極めて 愚なる 事に て、 且 は 被 役 相と い ふ 事の 眞意を 曾 

得せぬ わざな り。 第 二 項と 共に 心得 置く ベ し。 

とら はる ハ 受動 とら へ ら るの 變 語と 見る ベ し。 


やる— -與 くる I 袷 (馬 來語カ シは與 ふくれに 通す) 

馔集抄 小袖 衣み な 乞食 共に ぬき く— れ て 

タメ  -ー  / 

後爲 ，. 城 中人& 居， 1 此居 1 

レテ  ハ 

，ま asv 第三 節 可能 相 

^作の なし^る こと を 表 はす 相な り。 大 槻氏は 之 を 勢 相と 名づ け、 被 役 相 を 所 相と い ひ、 平 相なる 

をば 所 相に 對 して 能 和と い へ り。 こ  >  にい ふ 可能 相と 混す る こと 勿れ。 

一形 式 

可能 相 は 被 役 相と 全く 同じ 形な り。 

此 の ir^ 我 に 解 せらる 

我 は 一升の ffl,^ 食 は る 

此の 二 文に おいて 動作 をし 得る 者 は 共に 「我」 にし て、 事實上 可能 相 動詞の 主 は 「我」 なら ざ るべ から 

ざる は、 一 は 「我に」 と ありて 被 役 相の 標的なる と 同形に し て、 目 的た るべ き 「書」 が 却 て 主の 形 をと り. 

一 は 「我 は」 と 主の 形 なれ ど も 「飯 も i ^食 は る」 と 解せ られ ざるに あらす、 可能 相と 名詞と の 關係颇 
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る 不明 嘹な り。 今 之 を 

我 この Is 解 せらる 

我 は 一升の .領 をも 食 は る 

とする き は 何の 苦 もな き樣 なれ ども、 慣用の 例 は 前者に ありて、 後者に あらす。 案す るに 被 役 相 は 

動 き の 表れた る 現象に して、 可能 相 は その 現象 を 生すべき 力 ある を 表す 者、 卽 結果の 形式 を 以て 

能力 を 表す 者 なれば、 全然 被 役 相 その ま 、の 文が 又 可能 相に も 成る ベ き理 なれば、 前者 は. 之に も 

叶 ひて 王し き 者と 定めざる ベから す 。され ど事實 可能 相に 鸫 じたる 義 とす れば、 「我」 は 主格 なる に 

よ フて 「戋 ま」 とい ふお になり て、 下に 「我 に」 とい ふ を 略せる ものなる ベ し > 後者の 「書 を」 「領を も」 とい ふ 

も通ぜ ざるに あら ざれ ど、 近代の 語法に て、 古 は 無 かりし なり。 是 において 形式 を定 むる こと 左の 

如し。 

可能 相の 動作の 主 は 主格に も 副 格に もなる。 

可能 相の 動作 を受 くる 者 は 主格の 形になる。 

處置格 は 他動詞に は 打ち合 へ ど、 可 能 相と うちあ は す。 

其の 主格の 形なる は助辭 なきものと 力が 刈お パ刊カ ナム コソ など の^ふ ものと な t 

我 はま だ 死 な れ す 

君 は 明日 擧 校に 行かる ， か 


かく c 動詞の 可能 相なる は 疑 翁な しパな ほ 次の 例 を考へ よ) 

お、 I ート 我が ほの 袖 もちな で 、我がから になき し 心 乎 和 須^ 延努玎 毛 

隆^^ 詞 いっとな き 苦し さ をぁぢ きな く 案ぜ られ て 

花荽 藤つ ほ わたり お 思しいで ら る 

紅椠賀 上 も 藤 壺の見 給 は ざらん を あかす おほさ ^^ば 

同上 こ、 かしこ あまた か 、づら ひ 給 ふ を- ぞま ことに 大人び 給 はん 程に はむ つかし 

こと もやと 覺ぇ ける 

W 能 相の 命令 は少く て、 希 望 となる。 

さる 事 も われに せられよ かしと 思 ひ 願 ふ 

^ トノ區 別ム ッカシ 

二 自然 的 可能 相  \ 

尋常の 可能 相 は 動作の し 得る 義な るが、 こ  >  に 自然にし か 成りて 止む に 止まれぬ 意の もの あり 

彼 を 消極的と すれば 此は 積極的な り。 し ばらく 自然 的 可能 相と 名づ く。 

故郷の しのばる ， は 誰し も 同じ 

あなたの 空の み 眺めら る 

擎 とれば 物 か ， れ 
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^いぬれば 同じ ことこ そ せられ けれ 君 は 千代. ませ 君 は 千代 ませ (拾、 源 順) 

我 は その 精神に 泣かる ゝ なり 

待た る、 もの は鶯 のこ ゑ 

彼が 行く先 こそ 案ぜら る れ 

云 々 被存 候 (轉 ジ テ 卑下 ノ 意 二 ナ ル) 

なほこ そ 國の方 は 見やら るれ 

君 もよ、 と 泣かれ 給 ふ 

主めば 主 まる 、世に こそ ありけ れ (可 能) 

三 口語の I 種 

四 段 活が下 一 段 活に轉 すれば、 助動詞な くして 可能 相 をな す。 佐 行 奈行變 格 も 或は 之に 準す。 (命令 

法を缺 く) 

此の 本は讀 めない 

1 日に 十 里 は あるけ る 

ボ ー トが 漕 ゆる か 

解せ ぬ 事 は 言 へ ぬ 


あれ は 一 人で 死ねまい 

是は 平安時代より 被 能 共に 

人 i^s ぬ 心の 内 を^せ たらば 

おのが あたり を 人に i^s つ ， 

おほし i,^ け る 

など い へ る 下 二 段活の 名殘に て、 處 によりて は 今 も 二 段活に 言 ふなり。 

ィケル  . 

太 問 記、 十 二  t 身 之勵み 盡 思惟 觀侍 れ 共 事 之 行べき 道 もな し 

佐 渡 古^ 浪が ざん ざ めけ あ 目が ぬ 

榊 人 し れ す 待ち 聞え 給 ひけり 

後 拾、 雜三 人 しれす のみ 

若菜 世の 人 5 ら へ ならん こと を 

打タ レ 

露に もうて ぬ 色 

新 古 おのが なみに 同じ 末葉 ぞ ffl ぬ る 

ぬ ハ被能 ノ義ナ ルべシ 

後 選、 雜 二 萬 代と 契りし ことの い たづら に 人 わらへ に. もな りぬ ベ き 哉 

中務集 人 れ 1^7 なる 若な つむ 哉 

1 A 1 


1 八 二 

今 昔、 三十 モシ 舊キ男 一一 テア リ シ 人 ノ 故 (ゆ かり ナ ドノ 訛 力) ナ ドニ テモャ 御 マス ラム ト思 

フ レバ 申、 ザ リツ ルナ リ 

四 や 行 下 二 段 活の被 能 

奈良時代に は.？  ^ を 多く ヤ行 下 二 段に い へ り。 

老人 は 人 に 厭 はえ 

音 のみし ゆ 

昔 しのば ゆ 

比 登 波 加 曲 登 母 (輕 太 子 )= 人 議 (ら) ゆ と も (記 傳) 

伊喩 之々 

, 中 矢 祌武紀 

被 矢 天武紀 

此の 名殘 は 「謂 は ゆる」 「有ら ゆる」 の 二 語と なれ り。 方 言 に は 今 も 此の 語法 殘れ り。 

五 生得 被 能 動詞 

助動詞な くして 被 能の 意 を 成す 者の 前 第三 項の 下 一 段の 如き は 可能 相と 謂 ふべき が、 それに 準 

すべ き 特別の 動詞の^ 例お よそ 三種 あり。 


S 膂 通の 形態 

心 あてに 折 

吹く 風に あ 

此等は 尋常の 他 


を 有する もの 前に 舉 けた る 「知れ」 の 外 に、 


ら す"^; しック 

うらみ わ 

ュ 9 

人知れ す 

一一  レ 

入 しらぬ 

4 匕  レ 

一 d5 改 

落 窪 身 

古今 大 

-. 記、 衣 通 女 

大 鏡、^! 長 

g ヤ行 下 二 


び 

苦 

王 


音 聞 ゆ = 音 


らば や 折らむ 

ものな 


つらへ つくる 

動詞と し は 


は 下の モノ 


ほさぬ 袖-た 

そ 


解す ベ 

て 助く 

ある も 


らぬ ふせやに おふる 

わけて 君に しそ ふる 

さの ひくてあまたに 

君が 行け 長くな り 

四 位 五位の 程 は數ゃ 

活の四 語 

我に 見ら る (：^ らゅ— 

我に 聞か る (き かゆ I 


らば この 

力ら す 可 


る模樣 

の を 


も 


名 の う 

ものな 

なりぬ 

ぬ 山た 


は 知り 


一本 はよ 

匕 匕. y ゆ 司 

あり。 


に あ る に 

V6 ゆく も 

"よお もへ 

のむ かへ 


き 

も 


も 

を 


よ と い 

しくよ 


はまし 

可能 相の 略 格と 


あらす 

45 ひ る Jt 

え r  J そ 

ゆ 力 t 


き ゆるば 、き > 

おも. H さら., v6 し 


たのま ざ り けれ 


まつに は恃 たじ 

^淵 云^ I ^じせ 


§)" 我 山 を 死^ 

き 、 ^ ゆ )= 我 音 を 聞 き ^ 


は ざろ ベ か 


1 八 一一 一 


一 八 四 

昔 sl§  = 昔 我に 思 は る (思 は ゆ— おも ほ ゆ— お ほ ゆ) U 我 昔 を 思 ひ 得 

湯 f ゆ = 湯 人に 煮ら る (に らゅ— に ゆ) 

比の 火に てま 者？ えす = (に られ I にらえ— にえ) 

此 等の！^ は  一 口に は 自動詞と いひて 可 なれ ど、 皆 被 役 或は 可能の 意 ありて 他動詞より 轉 じたる 

な り。 自 動 他動 共に 被 能 相 をな せ ど、 被 能 相 はすべ て 自動 性なる を 知る ベ し。 

I  I 囘 想^' 

いでお ほえ ん (他) (話シ 出 サ ン) 

0 憶 

聞きし をお ほえ て (他) 

雜：^ 覺 えす 

厶厶厶 

我 政苻の 取締 は 更に 幾多の 偏見に 富める やに 覺ぇ らる (四 三、 三、 廿五 日 讀寶) 

晚翠、 五丈原 蠻觸ニ 邦爭の 蝸牛の たと へお も ほえば 世々 の 姿 はこれ なりき 

同、 出 廬 治亂 興亡 お も ほ え ば  . 

g ラ行 四段活 

鏡 壁に ir^ = 懸けら る 

懸けむ とすれ ど 戀らす = かけられす 

危 き 命 を 助かる = 助けら る 

天より 授かる = さ づけら る 


文法 を 

「鏡」 「人」 など 

他動の 被 

ば、 被 能的自 

能 的 他動 ^ 

は 明に r 備 へ 

ぁづ かる 

こもる = 

ま 力る = 

まう 力る 

つとまる 


を そ はる = 敎へ らる， == 習 ふ 


の 力、 ル 

役なる が. 

動詞と 謂 

とい ふべ 

ラ ル」 の ャ 我- 

= 預けら 

籠 めら る 

曲 けら 乙 

= 諸 けら 

めら 

ぬ やうに 


ぬから 

しさに 拔 かうな 


タ ス 

1! じ 

ふ ベ 

し 。此 

ク フ 

る 


力 ルサヅ 力 ルと いふ 動作 を 自身に 

て 生得の，： ！ 動詞の 如く 成れる にて • 


しつ 又 ヲソ ハ ルは 口語の みに て 無 く 

の 種の^ 法 近代 特に 多き が、 隨分古 


る 

る 


の 敬語の ァガ 

すわる = 

そまる = 

まさる = 

つまる = 

つもる = 


て す 

更に 

て も 

く よ 

り. 其 


る こと 

轉じ て 

濟む譯 

り も 首 

^ ダ 


は 事實上 あり 得 ぬ にて、 

可能の 怠 を も 表す なれ 

な が ら、， ：1 に 準へ て 被 

りしに て， ソ ナ ハルな ど 


して 求めて こい r 

らば 唯 もぬ かいで 


^'下 一一 

拔 力る 


下らぬ 


-四. a 


讀下不 成 章 

下 サレヌ 


ルも 上ゲラ ルの義 な 

据 ゑら る 

染めら る 

交 ぜらる 

詰めら る 

積まる —(積 む) 

ぬかれ をった r いやぬ かれは 致さぬ r 都の もの ， やさ 

口語 四段ナ レドモ さ ヲヅケ ザルべ カラ ズ 


下さる 

など 極めて 多 し； 此 等の 語に 漢字 を 充て 用うる 時 r 昉カ ル」 「曲 ガ ル」 とや う に 


して は タス 力 マガと 四 

一 八 五 


一 八 六 

段に 活く 語の 被 能 相 下 ニ段活 ゆに 見えて 體裁惡 く、 卷 力 ル など は 全く 混同 すれ ば、.^  ^ は 送ら ざ 

る を 正則と すべ し。 送 假字 はさる 文法的の 事に 關せ すして 可な りと いふ 論 も あるべ けれ ど、 我 は 

取 ら す。 如 何にも 讀み 僧き 場合に は 漢字 を 用る ざる 事と 定む るが 最良き なり。 

穴 被 能 を 表す 他の 形式 

ひ 被 役 

辱 を = 辱めら る 

罰 を 被る == 罰せら る 

8： 可能 

此 こそ 讀み 得れ = よ まるれ 

見る こと を 得 == 見ら る 

え 書かす == "書かれす 

行く こと 能 はす = 行かれす 

鐵も奇 つべ し = た ゝ る 

我 此の 刀 を ffl るむ-我 この 刀 は川ゐ られ む 

此等 すべ て 被 能 相と 同じ 怠 を 表せ ど. 被 能 相に あら す. 他 の 動 詞、 助 動 詞、 副 詞 など を 用うる な り。 か 


く し て W 能 を ^す 時 は その他 勤：！ の 標的 名詞 は 皆處置 格なる に 準じ て、 可 能 相 S 時に も同樣 に 

言 ひて 聞 ゆる 心 f,】 する よ り. 近 文 に は 「此の is よ ま る」 の 如 き 語法 も 起れ るなら むと 思 は る。 

行く  二と ゆ， さ： る Ivd  (ま 止 的 意味の 畔 「能 ふ」 を 川 うる ことなし) 

し」 「行き 能 ふ」 「行か る」 「行き 得 一と の 別 


「行く ベ 

序にい 

ひ饤ハ 

親 言 に 


ふ 「^ミ 能フ」 「ョ ミ能ハ ズ」 と樣 

二 ま 冗く;^ ナり "ァ タ フ ま 比の 

は あれ ど， 一 般には 「 ァタ ハ ズ」 と 

の み 曾 ひなせ るが 純正なる 語 


の 用法 近^ 盛に 川 ゐらる ， は 文法 上 は 害な けれ ど， 從 來 

如き 補助動詞 的なら ぬ 時には 肯 定 否 定共 に川ゐ たる 少 

否 定 に し、 そ の 上 をば 必 r ::: スル 事」 f  ス ル 二 」 と や う に 

脈な り。 


第 四 節 使役 相 


他に 動 fc: をせ さする 相な り。 


形 式 


8： す、 さ す を 動詞の 第一 變 化に 添 ふるもの „ 


一 氏 七 


食 
は 

； せ 
ゥ ナョ 
ィ ゥ 

ノ せ 

タ マタテ 


一 八 八 

すれ せ 

さすれ させ 

S しむ を 諸 活用の 第一 變 化に 添 ふるもの。 

亦 下 二 段 活用 をな す，， 兩 者 共に 動詞に 準 すれ ど も、 第 一 變 化より ^  ^ を 重複せ す。 

S  口語  • 

い セル サ セル 文語の 二 段が 了投 となる こと 普通の 例な り。 之 を 正則と す。 然るに 又 一種 

^サ行 四段活 なる 者 あ り" 西 南 地方に 多く 用 るら る。 之 を 比較 すれば 左の 如し。 

せる せる せれ ノ せひ 

ス  3 

v さヌ  こテ  す  す  せン  せ 

東京 語に も 此の 四段活 を 交 ふ れ ど、 r クハシ マス 」 は き る す， 想 像. 否 定. 前 提. 命 令 等 も 多く 下 一 段の 方 

を 取る い 

砂 石 集 (泰時 ノコ ト) 大 方ハ 御用 心 ノ爲ニ モ 築地 二 ッカ レ ホリネ ラシ テ候ハ ン ハ 目；：； T タク 

\  ノ  I 


標 り 

副 格 名詞 をして 

を 


、四 m 

ナ、 ーフ 

上 下 

力、 サ 


せ 


せ 


す 


す る 


させ させ さす さする 


砂石枭 ヲ ガマ シケリ 

^サ變 の さ す 「^しの 使 役 相 は セ サ ス なる ベ きを 單に サ ス と い ふ こと 相應に 古くより 有り。 

近 文に て は 許容す ベ し" 被 能 の 叫 M ル  1 を ^1^ とい ふこと 亦 同 じゴ 語 にても サ セル サレ ル (シ ラ レ 

刈) な ど 言 ふ な り。 

寳物築 說法を させ 參ら すべきよ し 

狂  一 一一 一 a 皆 させ 

^ 一  音の 動詞に ^1^ を 添 ふる 時、 「見シ ム」 「得 シ ム」 と 言 ふ ベ き を 「^ セ シ ム」 「得 セ シム」 と^に 

「射シ ム」 など は 「射サ シム」 と樣 にも 言 ふこと あ り。 前者 はサ變 動詞の 多き よ り、 後者 は 「射 サス」 と ^ に 

首 ふ 其の ^ より 混じた る ものなる ベ し。 是 も： 半 家 物 語. 源 平 盛衰 記な どより 散：^ する 首 方 なり。 

今 昔、 廿 五 我レ 今夜 孝養 ノ爲ニ 思 企 ツルヲ 心ニ不 違 令 爲得 給 へ ト 祈念 シテ 屈リ居 タル ヲ露 

知ル 人ナシ 

腰い のり 祈って くれ み^^ 

^ 曾 保、 中 わが 野 山の 草 を ほしい ま  >  に损 ざす ことき つ くわいな り 

叫 四 段活 動詞に を 添 ふる  讀 マサ ス 折つ フサ ス など は 誤な り。 增 鏡 「おど ろ が 下」 に 

水鈑 やうの 物な ど 若き 上達部 殿上人 どもに ま はさせ て 

一 八 九 


解し がた き 詰ない 


一 九。 

と ある は 「人 シ テ 殿上人 共 二 『 ハ d テ」 の 意 か、 又 は； タマ ハス」 とい ふ 四 段活の 使役 か 明なら す^- に 

も 軍記な ど に 「參ら さす」 と いふ 語處々 に 見 ゆる も 二 寸 

サ— 四 他 ゆ 

大 鏡、 師 尹 御門い とかし こく 時め かさせ 給 ひて 

謠、 山 姥 ^ 給 へ 

土 佐 いさ、 け わざ さす 物 もな し 

けしから すん に てんつ かるべ きふる まひ はさせ じ 

枕、 二 よき 男の 車と V めて 物い ひあない た る 


二 他動との 關係 ， 

被 能 相の 自動 性なる に對 し、 使 役 相 は 他動 性な り。 是 に 

S 上 一 段の 三 語 


よりて 種々 の 現象 を 生す。 


著 ル似ル 見ルは 使役 相 キサス ニサス 見サス なる に、 叉 

他動に して 叉 その 使役 相 を もな す J 

洋服 を iad 奪 常 他 動) 


キス ニス ミスと いふ 語 あ り， 此 等 は 一種の 


S '乙に 洋服 を 著さ す (同 上使 役 相) 


5- こに 洋服 を 著す 二  ^の 他動 キ ス は 被覆の 義 にして 全然 甲の 動 作、 乙 は あ づ か ら す) 


活 

(2) 

B 

1— l 

丰 

m 

お、 

m 

リノ 

の 

W 

れ 

つ Ai 

屮 

を 

卞ど 

规 

み 

他 

役 

を 

暮 

鳴 

/ ジ 

亂 

Jih 

さ 五 

的 

す 

す 

ば 

亂 | 

詢 

は 

他 

て 

し 

ク 

す 

す 1 

大 

他 

て 

レ 

 、 

使 

す- 

は 

動 

を 

洋 

サ 

ノ 

, 少 

•  * ^ 

fL 兄 

日 H 

ス 

的 

役 

な 

せ せ 

を 

.  ^ — . 

著 T—  m 

年 

卯 

的 

し し 

を 

月 

を 

ダ 

純 

な 

と 

め め 

せ せク 

な 

な 

レ 

他 

い 

ぶ ぶ 

し し 

す 

す 

ら 

サ 

者 

へ 

ど 

, 、      , ヽ 

第 m 

む む 

r 

ぐ' 

は 

ス 

多 

二 

第 

ケ 

す 

す 

し 

者 (4) 

乙， S して W に 洋服 を 着せさす (同上 使役 相) - 

「1^ ス」 「兌サ ス」 「1^ セ サス」 「似 ス」 「似サ ス」 「贋 セ サス」 ゆ 此の 例な りさて 玆 に义窣 の 混同 を來す 二 

と あ り。 


者 丙に を 略せる 峙 及^^, 5 の 口) 

の W) 

を 略せる 時) 

幾分 使役 的の 意義 ある こと は爭 ふべ から すば の 外 サ行^ 


サ ス) 


^明の 月 を 待ち 出 づ (恃 チテ出 デ サ ス ) 


一九 


1 九 二 


帚 木 小 君 を 傍に ふせ 給へ り 

萬、 十 四 さ V れ 石に 駒を 卸 佐 世】 一 心痛み 吾が おも ふ 妹が 家の あたり かも 

盛衰 使者 を 走ら かす 

乙女 思 ふやう 侍りて 大擧の 道に しばし なら はさ んの本 意 侍る によ り (大 j 呂 詞) 

ハ ラ シ テ — 

無名 抄 雨 やめて 出で させ 給へ 


大鏡 安子 后 御 袖 を とらへ 奉り て (帝 ヲ) 立 て 奉らせ 給 は ざり ければ 

け (さ す 

〇 寢一  〇 生す 〇 負す 〇 あた ふ (能) 

一せ る (か す) 

〇 あた ふ (與) 〇 あた はす 〇 湛ー I 一 

タ、 C ス 


これにて 同じ 他動に ミ タ ル £ ダ ス ナ ス ナラ ス などの 二 語 ある 理由 を るべ し。 又 四 段 活を下 二 

段に いふ も あ り。 是 は 近代の 口語に 多し。 


短き 文に 長き 意 味 を 含めて 書く (フク マ セ) 


あはれ 此の 願 を 叶へ 給へ (カナ ハ セ) 


1 夜 を 治め やら む (ト マ ラセ) 

壏  I 

さき はふ  はら ふ  込む 

下 一 一 使 他 


方 言 

t り 

丘 ひ 


天氣に i  たい もんです 

(ならせ 

にて は 此の 法 をす ベ てに 用うる 

反對に 使役 相なる を 他動の^ に 

する S!  名 詞 は 無き なり。 


友 


る に 

シ テ 

く 一一  目 


處ぁ 


り。 

されば 使役 相 


る 「知らす」 あ り。 是 は 一 報す」 と 全 く 同 意 な り、 


友に 近況 を 知らせ やる 

は 他動詞の 副 目的に て 使役の 標 

化 £ リ H が 役 

(に  (す 

人  笑 は j 

一 をして  I しむ 


的に あら ざれ ば T 友ラ シ テ」 と いふ こと 能 はす。 


人 を 笑 はす 

は 全然 使役 なれ ど、 後者 は 他動 的 


な る 

の 一 一 

る を 


に 二 ヲシ テヲの 三種 ある 中に 前 

應 する 者に て、 眞 正のに は あら ざ 

は寳 は！ i 詞小句 をな せる 者、 ヲ は 略し 

へ る 代表者な り。 

一 九 三 


こ と 「小兒 ヲ 懷カセ ル」 と 「ナツ ケ ル」 との 如し 

っは眞 正の ものなる が、 後 の^は 下の 動詞 

知 乙べ し而 して 前 二者に ありても 7 が 本 

て も 言 ふ ベ く、 M は 動 詞 r 爲」 にて 側 ^ など 


ぜ」 れば 標的 

の 他動 的な 

體 にし て、 ヲ 

の 動作 を汎 


1 九 四 

使 ひて 

人 を ji^s て 茶 を 客に 勸 めさす 

一して 

(に 

人人 言 はしむ 

t し て 

彼稻 伊佐 波 登 美 神 乎爲天 拔穗爾 令い 拔ユ 痿姬 | 七 g@ 

後 漢書 陳 寵 傳 「鮑昱 高-其 能 1 轉 爲 ，1辭 曹ー 掌， 1 天 下 訟 狀 1 


刑法 十三 條 「懲役 ハ 懲役 場 -ー 拘置 シ 定役 一一 服 ス (コ レ 

さて 此の 他動 使役 相 は 他動詞に も 代へ らる 、事 あり。 

入ら-す 

る 

；: かしむ 


省略) 


子 を擧校 


人 を 西洋へ 

5 る 

W ぢ しむ 


愚 者 を- 

(おどす 


か 、 る 場合に 子 を 人 を 愚者 をが 眞 正の 使役 相の 標的なら ば 一一 と あるべ く、 然 る 1 ォは 他動詞に は 


M 1 へ 力ら 

5： 形容詞 及 指定 助動詞の 使役 

ナリ^ 力 リ活及 指定の ナリ タリ は 動詞 ァ リを含 める よ り，. 叫 川 に 接して 使役と な >H 

我 をして 過 無 か ら： し は 友の 力なり 

人 をして 長歎す る こと 久しから しむ 

人 心を爽 ならしむ 

衆 をして 後に 膛 若たら しむ 

孔 C をして 明治の 人 たらしめ ば 如何に かせ む 

蘇秦 をして 洛陽员 郭の田 ニ^の 所有 者なら しめ むに は 六 固の 相 印 は 帶びざ ら ま し 

此等 はせ 他動 に；： 我が 過 を 無くせし.. 『長 欵す る 事 を 5f^,^」 「爽 に 力」 「膛 若た る i^J^J 「明 治 の 人 

とせば」 「所有者と せむ に は」 と： _B ひ 得 ベ き^な り。 さ れど 口語に は此 使役 相 を 川る ざる は 純正な 

る國 語の 語脉 にあら ざ るに も あるべ き か。 さ れば 同じく ァ リを きめば とて 被 能 相と して か， に 接 

する ことなし。 

前例 は 又，：：： 動的に 改めて 「我 ノ 過 無 力 リシ ハ 」 「人 長嘆 ス ル事久 シ」 「人心 爽 ナ リ」 「衆 瞠若 タ リ」 r 孔 

子 ー一 シテ 明治 ノ人 タラ バ 」 「蘇 秦 一一 シテ 所有^ ナ ラ バ 」 とやう にも 言 はる ゝな り。 

〇 仅 實假設 の 使役 

1 九お 


1 九 六 

♦  是^ 笑 (史 記) 

十八 史略 嗟 乎 使 平得宰 天下 亦 如此肉 

同上 使 我 有 洛陽負 郭田ニ 頃 豈能佩 六 國相印 乎 

との, 係 

をして 長嘆せ しむ 

長嘆 せらる 

す 

使役と 可能と は大に 相違せ る ことなれ ど も、 せ しむる 結果 はすな とな り、 す な ことの 奥に はせ 

らる ゝ 可能 力 あれ ば、 平 相 を 中に 置きて 使役と 可能との 相 通す る こと ある も理な り。 而 して 第一 

例の 「長嘆せ しむ」 の 如 き は 多く は 漢文の 口調に し て， 國 語に て は 自然 的 可能 を 用うる 習なる を、 漢 

文 直 譯體に 染みた る 人 は 使役 相 を 用うる を 意强 けに 心得て 只管 物す るな り。 か くて 使役の 標的 

を も 略して は、 

彼の 擧 動た V 己の 利 をのみ 謀る にあら す やと^ はしむ る 者 あり 

つら/、.，； I 途の事 ども 考 へ 唉 に、 の るか そる かの 大 飛躍 を 試む ベ き 時期 かと も 甲 5 はしめ 候 


三 可能 相 被 役 相 

ハ汀匕 匕 レー 

ひ IP ム H2 才 え 

(人 

靑年元 氣の銷 沈" 

一 ) 


(人 を 泣か 

其の 壯 烈  . 

I に 泣かる 


杜^ 雨 ふる 夜半の 一 聲に 遠き 昔 を傯ば 

など やうに 好みて^  くも あれ ど. 實 は 「疑 ハ ル 

され ど 此の 外に 外 國語脉 を 受けす して 兩者 

f 腹が すくと 何でも 食 はれる 

I すき 腹 ま 物 を 旨く 食 はせ る 


せ ニナ-り 

、 」r 存ゼ ラレ」 とする が 純正 穩 健なる なり。 

相 通 ふ 者 も あ り 。( 因 粟 關 係の^ 倒の 類 か) 


¥ を 忘 れ しむ 

よき cS 色 はおの づ から"  

(® も 忘れら る 

四 信 濃路は 今の はりみ ちかりば ね ii, 足 ふま 1.3, む なくつ はけ わがせ 

Hi! 力 リバ ネニフ マ ルナ 


足 ヲシテ カリ、 ハ ネ 二 フ マ スナ 

g 被 役 相と  , 

へ 見せ ト 

I さ せ 

しどけ なき 樣を 人に 一  むは 心なし 

I られ 

， え 

1- きこえむ 

この 事 君に" 

I きかせむ 

一 九 七 


せ 
し 
む 
る 
に 

就 

可 

守 
之 
法 
度 
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V:3£ 

內 
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兜 

る 
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を 

< 
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異 
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な 
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お 

o 
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物 
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を 

も 

見 
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ェ 

ゆ 

ム 

れ 
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ど 

見 

セ 

1 ブ ノ 

(で なま  (せ  ， 

いか 一  ありと 知ら j— じ 高 妙の 松の 思 はん： とも はづか し (^  I 就 I 歌) 

(に ( X  厂 

此等 よく 通 ひたれ ど 語 は 全く 異なり ノ\ 一  を 「見 ェ ム」 は 「見セ ム」 の篛、 「キ コ ェ ム」 は 「キ 力 セ ム」 「シ ラ レ」 は 

「シ ラ セ」 の義 なりな ど說 ける こと 往々 物に も 見 ゆれ ど惡 し。 さ て は 事の 意 は 變らね ど 語の 意 は 得 

られ ぬな りつ 又 武者 語に 

あまりに 仰向きて 內兜を 射さす な  • 

親 は 子 を 討た せ 兄 は 弟 を 失 ひ 

敵に 右 を 取らす ベ からす 

などい ふ は 「ィ ラル」 「ゥ タレ」 「トラ ル」 の變 なり。 

f ふまし むな 

足  

(ふまるな 


僅の 事に て 賊- 


など いくら も あり。 

〇 連歌 秘訣 傳授 


五 
節 


ラ ル サ ス 等の 助動詞 は 種々 に 重ねて 川ゐら る。 \ 一  を區別 すれば * 

一 被 役と 使役 

^'お. 波 相 

我 明日よ り (學 校 に) 京 都へ 出張せ させら る 

.ぁ 行 なくく 櫻 井よ り (父 に)； E  ^ へ 歸ら せらる 

此等は 使役 を 被 役に したる 者に て、 全 體 にて は 被 役 相な り。 さ れば その 標的 は 「舉 校 二 」 「父 二 」 な ど 

の 0 に て、 隱 る ， か 現る ， かにて 必 有れ ど も、 使 役の 標的た るべ き 語 はなき な り。 「酒 を飮 ませ ら る」 

f 誤らせら る」 「居させ ら る」 等 川 法 極めて 廣し。 

カゾ 


ー此抄 他： ^ハ 勿論 恣 二 不可 令 談說事  . 

一 師 恩 を 忘却し 傳甞. 慢 致す 可 ら ざ らしむ る^ 

右 之 趣 可 相 守 若 c 山 之 働 仕 馳走？^,^ Is に 於て は 可 蒙 和歌 之神之 御 罰^ 也仍起 ^ 文 如 件 

< 享四年 卯 二月  色蕉 


被 能 使の 重用 


二 〇〇 

さて 此の 中 使役なる を 他の 動詞 に， 變 ふ る 方、 明 瞭に聽 き 取らる.、 場合 多し。 

虎 遣 せらる  かへ さる  振舞 はる  起さる 

の 如 し 。さ れ ど 「厭ナ 酒ヲ 强ヒテ 飮マセ ラレ ル」 等の 場合に は、 な ほ 使役 を 重ねざる ベ からす。 

g 被 使 相 

父 子 を (し て) 母 に 抱かれ さす 

味方 を 救 はすし て 敵に 討た れ しむ 

母 不注意に て 子 を 蚊に 食 はれさす 

此等は 結局 使役 相なる が、 多 く は 被 役 を 略して， 

母に 子 を 抱かす 討た しむ 食 はす 

とやう に. 言 ふ、 然る 時 は 尋常 使役 相と な る" 是 は 春秋の 趙盾弑 其 君の 如き 言 檨 にて 間接 使役 又は 

被 役 的 使役と 稱 すべ し。 

j. 甲乙 をして 丙 を 笑 はしむ 

1 甲 丙 をして こ に 笑 はれし む 

の 如き 轉換 多し じ 

： 可能と 使役 


S 使 能 相 

化舉 術に て鐡を 金に ならせら る 

我が 思 ふ 事 を 口に 言 はで も 分らせら る 

如何に 頑固なる 人 にても 三年 交る 閒には 我が 說に從 は しめらる 

此等は 文語よりも 口語に 多 し， 此 にて 解せられ ぬ 事 は 無 けれ ど、 少 しく 混雜 する 樣の恐 ある 時 は、 

せらる  分らすべし  從 はしむ る こと を 得 

とやう に 他動詞 を 以て 自動詞の 使役に 代 ふる か、 又 は 可能 を 表す 他の 方法に 代 ふるな り。 

S 能 使 相 

人 をして 爱を 忘れられ さする 法 も あるべ し 

我汝 をして 毎朝 六 時に 起きられ しめ む 

かやう に 曾 ふこと 無. き に は あらね ど 言 方 混雜せ り、 「忘 レサ ス ル」 「起 キ シ メ」 にて^ 足 る ベ く、 又 は 

「起ク ル亊ヲ 得 シメ」 など 樣 にも 言 ふ ベ し. 修 辭者適 まに 取捨せ む 事 を 要す。 

三 其の 他の 重用 

S 被 役と 可能 

我 泰然と して 打 たれら る  つ 

二 〇 一 


の 如く 被 役の 可能と して 考へ られ ざるに あらね ど、 無 き 語 法な り、 r 打 タ ル 

い ふべ し。 可能の 被 役と いふ こと は 全 然 な し。 

s 三重の 相 


一 o 二 

ヲ 得」 「能 ク打タ ル」 な ど 


我 


めら る 


f 汝 をして 彼の 人に 喜ばれし 

(むる を 得 

彼の 人 をして 汝を 喜ば しめらる 


縣二 て 民 1 


、られ させら る 


本因坊 1 


,ら せらる 

、E 'をして 乙に 


曰 置かせられ しむ 

, 甲 をして 一 目 置かし む 

比 等の 言 方 も皆强 ひたる にて 實 際に は 避けざる ベ からす。 


き 1, 雀 苟 ネ 


他の 動作 を 敬 ふ もの を 敬 相と い ふ。 是 は國 語の 特性な り。 


二種の 形式 


1 


被 役 形 

校- U  ^% 讒 せらる 


る に 


と ャぃ 


友人 尋ね 來らる 


おはこの^ を讀 まれた るか 

は ！|&  ^ なる 標的な く， 自 動なる は 尙 自 動 に、 他 励 

被 役 形 は 可能 相 をな し、 其 の 可能 相なる は. E 然 

言 ひなせ る ものなる ベ し， 此 の 敬 相 は 平安朝の 

^勢 堀 ：！： 太 政 大^… 四十の 賀九條 の 家に て 

力 ひく も ネ 

若 紫 源 氏 紫 上ノ家 一一 テ女^  一一  r 人々 ちかく 

ひと 一 人 ま ゐられ よかし 

使 被 


なる は 他 勁に て 

にし かなる 心 あ 

.E '粱 以後より 起 

る薛屈 


御機嫌よ く 人 ら せ ら る 


せられけ 


精 B ぜ さ せ ら る 

語法 は 被 役 形のより は 更に 敬へ るに て、 時 代 も 

く 人近來 出で 來 たる は 誤 な り 「「4」 は 上 一段 活な 


十 口  くより 

れば 55 サ 


あ り， 

セ ーフ 


さ 


也 ： 影響 

れ ば、 動 作 

れ るが 如 

K 『 UR  ,7 


さ ぶら はれよ かし 


を 

し 


る ことな し。^ す 

わざとせ させぬ 

け る 翁、 櫻 花ち り 


ラ 


て 「人ラ セ 

ル」 と は 言 ふ ベ 

二 〇 三 


」を 「居 ラ セ ラル」 

れ ど 「ヰラ セ」 と 


二 〇 四 

は 言 ふべ から す0 在 リ 行 ク來を 見方に よりて は出ヅ とも 入 ル とも 言 ふ ベ き に 心 づ か で、 う かと 誤 

れ るな り。 方 言 に 「見 ラ セ」 「居 ラ セ」 「起キ ラ セ」 など 言 ふ 者 あるに 混す ベ からす" 

を らっしゃる = 三 河、 三重、 滋 賀、 富 山、 能 登、 鳥 取、 和 m 山、 播 州、 廣 島、 福 岡、 熊 本、 長 崎、 島 根、 千 葉、 香 川、 出 

雲 

をら はる == 京都 

御手 を 打た させられ (太閤 記 二) 


馬來語 「ビ ー ギ」 二 行け 來れ 去れ ノ三 義ァリ (山 田毅 一 氏) 

二 古格 

s: 使役 形 

^ 動作 ヲ問接 一一 スルー 一 テ眞ノ 敬 二 ァラズ 

云々 と宣 はせ て 


(i ォ 平 道 眞) 共 に 世の 政 をせ しめ 給 ひし 間 (大 鏡) 


サ セ 


此等 多く 敬意 ある動詞と 聯關 したれ ど、 使役 形に て 敬 相 を 作 


增 鏡、 新 島守 父御 門 をば 本院と ぞ聞 えさす る  軍 


れる こと 

兵 をた ま 


明かな り。 

I  (義 時詞) 

ま せ ，ま  


桐壺 かの おくりもの 御覽ぜ さすつ 一入 レ ル？ 二 ナル？ ) 

使役の 義 明白なる が 直接に 事 をせ すして 人して せし むる 義 


な り。 後 に は漸に 使役の 義を 失して 
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誤 
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俗 

ァ 

來 
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ル ^ゼ 
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ールふ 

i ィ m 
ソ治 
ホニ 
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〇 
五 


な 

り 

の 
名 


今 
は 
名 


二 〇 六 

f 一 

御と らし はか せ (は かし ノ轉) 

3 サシ  け 敬 ffl 

御け し (御衣) 言お S 看 之 勢 志 13 

ミ シ (記 傳) 

など あり J 

序にい ふ、 助動詞の 名詞になる は 多から ね ど、 此 の 敬 相の 外に ート. ラ ハ レ 一 「謂 ハ レ 」 r 嬉 シ ガ ラセ」 

「思ハ セ 」 「使ハ シメ」 など 被 役 相の 名詞と なれる あ り^ 懲 ラシ メ」 「見 セシ メ 一 は 俗の 訛より 成れり。 

一一 一 生得の 敬 相 

賜 ふ =與 へ ラ ル 

宣る = 仰す— 命す = 言 ハ ル  . 

めす =^ サ ス 

しろす U 知 ラス 1 に ス(„ ，之 W  :;」 g  S  ：： の 例) ，、 、 ： 

古 義 も^^,! 力 

^ ス 

〇 豐 宴 見爲 今日 者 (萬 十 九) 

〇 大矢氏 安見 セス (安 i 沁 トイ フ語 アルべ キ 力) 

きこす = 聞 力 ス 


お ほす = 思ハ ス— ォ モ ホス 

遊ばす = セ ラ ル 

/ » 記 十三 詔 描 夫人 ；… 守 W 川 在 自之事 

ます— います— おはす— 御座る == 在ラ セ ラ ル 

助 動；！ を 添へ ざる 眞 ず： の 生得 敬 動詞 は マ ス， タ マ，. フ などな り。，^ li は實は 大臣が 上 命 を 下に 宣る 

ことなる に、^ に 長上の 動作に 轉 じても 川 シ ロス など は 前項 古格 敬 相の 變 じて 一 個 生得 

の 動詞と なれる 者 な り。 

四 補助 敬 動詞 

3： 敬 動詞 

おの 敬 動詞の 中^ などの 代に 他 の 動詞に 添 ひて 敬 相 をな す。 之 を 補助 敬 動詞と い ふ。 

花を兒 だま ふ 

卞を害 かしめ ^ 

君 もよ ゝと 泣かれ 給 ふ 

敬意 を 加 ふる 爲には 敬 相 動詞に も 添 ふ。 

甲 i しめす 

人して 書かせ さ I せ I 

二 〇 七 


二 〇 八 

古 今、 物 名 二 際 后 ：… よ ませた まひければ 

一 

大鏡 三 所ながら かしこまらせ 給へ りし 力ば 

敬 

若紫 渡ら^ 給 はんに は 宫へ 渡らせ 給"、、 <  力ん なる を 

同上 君 もい とまな くめし まつ はしつ、 御 琴 笛な ど樣々 に 仕う まつら I 給 ふ 

正統 記 陸奧 太守に ffi^^s ましく ぬ 

敬 目の iirr に^と つ V  くこと なし。 「讀 者ソ ノ心 シ テ 見，^^ カシ」 など は 誤な.^ 

あそばし 給 ふ ナシ 

國定修 身、 五 御 覽じ給 ふ 

\ま します ベ し ター 

御 I あ らせ給 はん 一と 定めさせ 給 ひ ぬ (小 池 道 子) 

？ られ 力. 

/いまし 給 ふ (巴) 

^   たまへ 二 適用 

パ義 仲の 最後 を 語りお はし ませ 

$5 'あり なる なす めす 

出京^ S 


行幸なる   

力、 リ, タマ V 摩 志 萬 之木ィ 

倭姬命 世紀， 雄 略 卄ニ年 吾久 代 太 神 託宣 坐 k 


同 上， 垂 仁 廿四年 r 從」 其 行幸 奈留 

同 上、 廿 K 年 從銀野 高 宫 Is- 于^ 蘇 宮 一^ 支 

幸 行 须 ^ 爾 

幸 行 志 天 

撰^ 杪 「長 き 世の くるしき と をお も へ かしかりの やどり を 何な ゆく らん 一と 御 託宣な り ぬ 

體 言 はサ 變に活 くべき に， ァ リナ ルを 以て 活用す る は 自然 的に 勞 せぬ 樣に 言 ひなすな り。 

御^な さる 

御捋 へ， めさ れ よ 

御 かへ りめ された 

セラ ルを ナサ ル とい ふ は爲の 菽、 ナ ス は 成の 籙 にて シ ァ ゲ たる 樣に 言 ひなせ る、 そ の 被 役 形 なり。 

ァリ の對敬 

京 極 殿より 打 刀 を 御 あつら へ 候 

用 一 1=3/ ヲ略ス 

御 屆候ゃ  . 

更に 

御覽 遊ばす 

と い へ ば、 敬 意 又 加る な り.， さ て ァ リ ナ ル ナサ ル 遊 バ ス は 體 言 を 活用せ しむる にて， 

^ ョ、^ ナサ ヌ 

,  二 〇 九 


二 一  〇 

などの ョミは 用 言 に あ ら す。 さ れば 名詞の 敬語の 例に 準じて 接頭 語 「御」 を そ ふ るな り。 「ォ ョミ ナサ 

ル J はす ベて 一 動詞 なれ ど、^ 1^ の み は體言 なる を 忘る ベ からす 古訓 古事記 に 「所 御 佩」 を 「ミ ハカ セ 

ル」 と讀 みたる は 此の 事 を 注意せ ざり し 誤に て、 舊訓に 「ハ 力 セル」 と ありし が 正しき な り。 想 ひまど 

て 叉 「御」 を そ へたる 敬體 言 は 常に 敬 補助動詞 にて 活 ffl する こと 前例 の 如し 「御覧す」 


ふ r  J 

の み 


な ど 

る f  J 


と 勿れ。 さ 

は 一つ 特 

御 出京し 

忠 臣 藏、 四 

船 守 源 三 

は 言 は れ 

と を 得。 

行幸なら 

含 こしめ 

伊勢の 國 

云々 との 


此の 


例 な りハ 

たり 

as  PI 

口  /  ノ 

.B5  〈ノ 

ぬ な り 一 

せらる 


し 給 ふ 

に鎭り 

たま は 

如く 助動詞の 重 

平 家、 康 賴の歸 京 


を御赦 さる ゝ士ロ 事 

日蓮 書 又 使 申さ 

さて 此 等の 敬 動詞 


の 御 趣向 


、ル^; ま甸 かくさせお/ と 申 上險と 日蓮 心得 可 申 候 


は 補助の タ マ フの外 はすべ て 更に 他の 敬 相の 形 を 加 ふ 


おほしめ し 給 ふ ハナ カラン 


おはし まさせら る 

せて 見やらせ たま 

複 する 時、. い づ れ か 

渡り ありなる 


ふ 

何 相なる と 好く 心して 見 わくべ し、 


L ^0 u 御 出家し 給 へれ ど 

ェ ^一  神な が ら 御 I 傳 座 I せ る 眞 の 道 

i クタ へ 

し ひて 御む かへ し 給 ふ (奉 り 給 ふ-一 ハァラ ジ タ -、、 尊 他ナ ラ ン) 

^  ^、お どろの 下 御 元服した まふ 

狂 言、 瓜 盗人 眞平御 ゆるされ ませい (御免 ナサ レマ セィの 誤に や) 

故鄉の 方の み 打ち 眺め られ させ 給 ふ 

恨 みられ 忍し めす 

仲 正が 女に 琴彈 かせさせ 給 ふ 

人に 崇められ させら る 

御馬より 落ちさせ 給 ひ 御 首 取られ させ 給 ふ 

走り 車の 輪に は 薄墨に ぬらせ 給 ひて お ほき さの ほど やな どし るし 

へ a  / りし 

平家 又 人な くぞ 見えられ ける 

I あ り 

あらせら る 

あらる ト ハイ ハズ 


二 一 二 

敬 相の 下に 可能 相の 附 くも あり。 

恨み 思しめ さる 

恨み させら る 

梧 窓 漫 筆 (東 照 宮) 猁 稱 譽 あ ら せ ^ 

同 拾 遣 常憲院 殿の 御 時代 上 奢侈 を 好ま れ給ひ 

こんく わい 馎士 をめ し 占 はせ られ 給へ ば 

五 口 語 

s 被 役 形 使 被 形 

共に 下 一 段活を なすこと 一 般の 例に 同 じ， 然 るに 其の 使 被 形 は 通常 形を變 じて 四段活 をな す。 

入 ら. せ. ら れ  られ  られる  られる  られれ 

入ら ッ しゃら  り (ィ)  るるれ 

起きさ ッ しゃら  り  る  る  れ 

シャ ルは方 言 ハルと も變 じ、 叉 第二 變比シ ャリ より テタに 接する 時よ y とも 變す。 

J^JJ 四 段 四 段 

<~ 「捕へ らる」 「下さ る」 の とら はる 下さる と轉 化する が 如き 例 U 

△ 仁王 早う 行かし め對 話 力 


稼がし め 尊 他力 

Si! 成 補助動詞 及 敬 助 辭^ (ら る) S 下 に 「給 ふ」 つかす。 

^なさる 下さる あそば す (遊 ば さる) は ナス 下ス 遊、 ハスの 被 役 形ながら 鸭 じて 四段活 

をな せ りつ 共 に 獨立詞 にも 川 う。 而 し て ナサ ル は 又は 方 言 に は必す 動詞の 下につ く ナ ハル ャ Tl^ 

ャル (御 書き やる の やる は あるの 訛と もい ふ) な どと も變 す。 

勉强を な さ る (獨 立 詞) 

御 勉 强 (し) な さ る (補 助、 獨 立 詞シは 常に 川ゐ ざる はつを やがて 敬 相に したるな り) 

I 、さ つ 1 て    

御勉强 な. " (シャツ テを シクテ とい ふ變 化の 如し) 

t すつ j た 

低き 敬語の 時 は、 「勉强 ナサ ル」 の樣 に 「御」 を 略してい ふ は 文語と 異なる 點 なり。 

菜 子 を 下 さ る (獨) 

— (さ る (獨) 

運動 を 遊ば 一 

一す 

御 運動 あそばさ る (補) 

御 力き  一 

^ い て  ^ 下 さ る (補) 

御 書な すつ て j 


二 一  四 


「書 ィテ」 「2 キ ナス ッテ」 の 下の 「下 JS5 ともい ふべ けれど、 今 は 一種の 補 助詞き たり。 

さて 此 等の 詞の 命令法 は 當然ナ d^fl^l なる を、^ -3 と樣 に^^の 變 

音なる ベし， (ォレ ラをォ イラと いふが 如く) され ど 又 「ナサ イマ シ」 「下サ リマ セ」 などの マセ マ シを略 

したる 連用形な り ゃ遽に 定めが たし。 


(§ 

卸： g アツ サ リ (ナ サ レ 


する ノ敬 

行き やる 

，ヂャ 

おいで やれ 

まナリ 

書き やした 


^ァ クセ 

ぉッ 取り やった 

ン 

おいで やり ませ 


ォ ン ナ ル (岩 城 北 川 藩) 


御 見 づ (駿 河北 方) 御 出 ナ^ 

もら ひむ こ (親 ノ詞) 「一時 もお かぬ 御 かへ り やす」 

f し^れ い (大 垣 F シ置 カレイ) 下ンセ (伊 S 

可 シ/ 力 ッ シャル ノ  (筑 前) 

へ 人 一 ス^, ゾ 

ーテ 御座 ラー 

！ iS らっ し や り ませ = あが つし や いませ U あが しゃ ン ませ 


なさ いませ == なさん せ 

シ ャ 

^させられ 

寄き や い (博 多) 起 き ゴ サ ィ (佐 賀) . 

來ッサ ィ (福 岡) 

： ( ヤシの 下にます つかぬ を 思へ ： 、 1  ... 

御出^-  h 

ャ ス (直接 命令)  . 

ャッシ ャ (假定 前提) 

ヤッシャ タ ラ (京都) 

5； 成る は 文語と 少し 違 ひて 獨立 的に 御 書きに^ 1^  (柿 山伏) 

と樣に 動詞 を 副 格 名詞と して 受 くる が、 全 體 を 力^- の 敬 相と する よ り，^ を も 補助動詞と 見る 

な り。 是 は 命令法 は川ゐ ざるが 如し j 

行 ク あ の 敬 相 は 「御 居 ナ サ ル」 「御 來 二 ナ ル」 など は 言 は す、 特 に デ ル ^ を用ゐ て 「入 ラ ッシ ャル」 

「御 イデ 二 ナ ル」 と いふな り。 (記傳 三 十九、 二百 三十 頁 い ま す を 「往」 に厢 う る 說) 然 る に 之 を 「居ラ ッ シ 

ャ ル」 と 誤り、 又は 「御 居デ 二 ナル」 な ど 書く 人 ある は此等 の 特性 敬詞な る に 氣づ かざるな り。 

I    ーィ (尾 張) 

ルも入 ル も：^ 方に よりて は 「居 ル」 「行 ク」 「來 ル」 事 になる 意 味 を 一考 すべ し 「御 見 ナ サ〜」 「御^ シ 

. .  二 一 五 


ナ サ ル」 「御 言 一一 ナル」 など も 規則 立ちて 簡便なる 樣な れ ど、 「御覽 ナ サ ル」 「遊 バ ス」 「ォ ッシャ ル」 の 

熟せる に 如かす。 

春嶽 公の 老臣 本 多太藏 より 立 花 壹岐へ の 手紙に r 當節御 多忙に 被 爲 sl」 と あ り。 

？御 •  • です 名詞 を 指定した る 形。 

擊 

第 七 節 敬語 

敬語の 中には 前述の 敬 相 も 含ま るれ ど 敬語に して 敬 相なら ざる もの あ り、 す ベての 敬 語 の 意 義 

を 知ら ざれば 敬 相の 意義 も 亦 知る ベから す。 これ 玆に更 めて 敬語と いふ 一節 を 置く 所以 なり、 (附 

錄 參 照) 

敬語に 四 種 あり。 

；! 尊 他 敬語 は 他の 主體. 所有. 動作. 狀態を 尊敬す る ものり 

ニ自卑 敬語 は 自己の 主 體. 所 有. 動 作 を 卑下す る もの。 

三關係 敬語 は 自己の 動作の 他に 關係 する を、 他 を 尊び 己を卑 むる もの。 

四對話 敬語 は 聽者を 尊敬す る 爲に語 を 丁寧に する ものな り。 

二と 三と は 稍 相 類似せ り。 或 は 三 は 二の 變 化、 又 は 一 と 二との 混交と も 見るべし。 


一 尊 他 

S 卞： 體の 尊敬 主 體は體 言 なれば 名詞 代名詞な り。 

カタ  キ £ 

あなた 方 お この 御 人 

又 あなた § 、殿.^,^, 何 某るな ど $ 、主 體を 敬した る 語な り。 

—コ レ，， ハサ モア ュシ  1 ナキが 本體カ 

賴 紀. 廿 三 詔 朕^々 皇太 后ノ朝 爾母 云々 婆々 爾波仕 奉倍自 止 所 念 行 a  ^ 母 …… 

所有と 主 體 との 限界の 明なら ぬ 場合 

人と 人體 神と 神宮 

g 所有 換 言 すれば 所有者 を 尊敬す るな り。 

あなたの^ 靴 

. J の 「お」 は 靴み-尊 ぶ にあら すして その 所有者 を 敬す るな り" 但 し 

つむり 

あなたのお 頭 

と い. へ ば こ S 「お」 は 頭 を た ふと ベ るが 如く 思 は ば 思 ひえら る ， も. 他 の 例より 推して これ もな ほ 

その 所有者の 尊敬なる を 知る ベ し" 

ほ  嚷  幻 主 

御 父 御 父君 御 僭 は 自が事 を 仰せ 候 か (巴) 

二 1 七 


出 雪 神 賀詞 一賜 波久登 (前後 三 處) 一 

^  i  i カ關係 敬語 クル ベ シ 

中 臣壽詞 終 申 給 ぼク巾  j 

g 動作 前節に いへ る 敬 相 即是な り。 今 更 めて 說 かす。 

〇 熱 語 か 二 語 か 

々• 

ffl^^n^ 拜見 { 雌 ^候 4^3 無 之 候- 

ぐフ ゥデ ゴザル  广 マセゥ  一 下 A 

仕るべく 候 仕り 俊 ふべ し ，立 寄 被 下 度 

尊 他ナ レド關 係ノ義 ァリ 

^狀態 狀態を 尊敬す る は 極めて 新しき 語に て 古き ものに はなし。 

大きく  — おみ 大きく 入らつ しゃる 

御上 手 

お 美しい お 苦しい 

平家、 二 代 后 先帝の 昔 もや 御戀 おほしめ され けん 

著 聞 集、 八 此 御 目 出た さ を ばいか 思しめ す 

狂 言 記 鬼の 槌 いや 又 , おし をら し.^ 事 で ご ざ る 

醒 醉 笑、 八 何事 も おめでたい 

吾 吟我集 文なら であ ひてい はじゃ おゆかし く 思 ひま いらせ そろと 計 を 


是等ま 候文 又は 口語に の み^ゐら る； さ てこの 狀態を 尊ぶ は 形容詞が 主なる もの なれ ど、 時 と I 

て は 51 詞も あり。 

〇 姿勢が， 立派な り  / 

f や. J さ IV  $6  ^ 

. らっしゃ.： >  す 

ニ自 卑 


お 立派で. 


私 手 前 (時 として 

ど も) 

g 所有 卑下した る 

粗品 野 父 愚 母 

是等 は主體 をお とした 

S 動作 

疾 ふ 寺り 存す 


よ 共 を そへ てな ほ 更に 卑しめた る 語と して ffl ゐら る。 私 ども  手前 

が 如き 形容の 語を附 す。 

枠 豚兒 

るより 轉 じて 用 ゐらろ ， なり。 


致す 仕る 承る 給 ふ (ョ (生得 動詞) 

^'巧 ヲ P 係 白 ト An スべ キカ 

二 一 九 


ニニ 〇 

三 關係 敬語 

S 名詞— 事物 

早速 御 返事 可 差 上 fa? フデ モイ フナ. リ 

- 1 . フミ 

(か ぐ や 姬) お ほやけ に 御文 奉り 給 ふ (忤 取 物 語) 

自らの 返事な るに 「御」 と いふ 字 を 用うる は 一 見 その 當を 得ざる が 如き も、 そ の 返事が 宛名 人の 手 

に 入りて その 人の 物と なる を以 て、 かく 「御」 とい ふ 敬語 を そ ふるな り。 

客に お茶 をす ， む 

^生得 

奉る ま ゐらす 拜む 上ぐ 捧 ぐ (献、 呈) 

S1 す (啓) i 灸 i- を 申し 上ぐ) きこ ゆ (低 きょり 高き に) 

Z 療治 一 

頂く 頂戴す (高き より 低き が) 罷る (朝より 私宅へ 退出) 詣づ (參. B 上る 伺 ふ 

御 尋 申 (低)  に預る 御 目に か、 る 

ま み ゆ (謁) 仕る 茌へ奉 る) …… 自卑 ニ轉ズ 


承 る (受 け 給る) …… 同上 

此硯者 拜賜之 物 也 (三 條實 方) 

ト ハイ ハ レズ 

たまへ ナ ラ ン 

(昇 位) の かしこ さに よみ 奉りけ る (足代 弘訓) 

平 忠秋勘 文 砂 川な る (九 條 家の) 御 別殿の 地 を 借り 奉り て (貫 之) 朝 臣の祠 を 

？ 

方便 品 をよ み 泰り給 ひて ぞうせ 給 ひけ る (大 鏡) 

ーッ レティ ッテ上 ゲル 也 

わが 車に て ーゐて 奉る (空 蟬) 

M 助動詞 接頭語 

(奉り 給 ふ 

諫め 一 まるら す 御 諫め 申す (御 は 御 返事の 御に 同じ) 

(申 す (聞 ゆ)  、 

 て 上 ャ 3 

補助 ヲ獨立 二 用 ヰ タリ 

御と ぶ らひを 聞え 給 ふ (藥) 

I 南朝へ 

ぎ 志 あるた ぐ ひ (正統 記) 

0. 冕、 拜 借 ノ^ ハ尊 ブべキ 者-一力、 リ ま ハソノ 人 二 關係ス 

落 窪 (姨 アコ ギヲ) 卵む かへ すれ ども 

g 狀 態に いふ は 稀な り。 

ニニ 一 


卵， 氣の毒 一 5i 存じ 候 

「 氣の 毒」 は自 己の 心の 狀態 をい へ るに て， そ れを 「御」 と いふ は 他の 上 を さ 樣に思 ひ 奉れば なり。 r 氣 

の 毒」 は 形 容 詞の 「な り 活」 なり。 


御 あいにくです 

—イト ホ 1 

尊 他 

おか は ゆ 相 

など 皆 この 例な り。 

三德を かねて 恩 深 拿 佛 は釋迦 一 佛に 限り 奉る (日蓮 ノ. 南 條七郞 へ) 

一一 一 トリ テ  尊 他 

おのれ は 公 も かしこくも おはし まさす た V あが 君の みこ そうれ しく かたじけな くお ほ 

^ へ (落 窪、 四) 

尊 他 

佛足石 歌、 第 八 さかの みあと いはに うつしお きう やま ひての ちの ほとけに ゅづり まつ 

らむ 佐々 義麻 宇佐 牟 

關係 敬語の 下に は 更に 尊 他 敬語 を そふる 事 を 得。 


四 對話 敬語 


是は 新しながら 延喜 比より 發 生せ り。 而 して いづれ も 前の 三種より 轉 じ た る 者な り。 前 三 敬に も 


添 ふ な り。 

s 主體 (名詞 代名詞) 

お 足 (錢) お つ む り (頭) 御 飯 (め し) ぉ天氣 わたくし (わたし ！ わ し — お れ) 

^ 励 作 

メ本 動詞 

へす ベ き  (しまして 

如 何 一致 す ベ き  ど 丄致 しまして 

(土る  (仕りまして 

 氏 死去 被 致 候 ふ 

尊 封 話 

御存じ 承る 申す 申されたり 

まかる 物へ まかりけ るに 

上野に ir^ 御 持^ 被 下 度 

け ふの 卸 あるじに 仲忠手 仕らん は 蓬の 野べ に 蛙の 聲 する 心地なん ベ き (俊 S 

一ん ナルべ シ 

おが や る 

御い そ ぎ f 


ニニ 四 

中 (萬 葉 十一、 卜 ニノ 卷ニ 四處ァ い，) 

名 

 主 I 

大 鏡 (道 長 ノ 段) 「四條 大 納 言 の 云々 を， 大 入道 殿い かで か、 らん  わが 子どもの 力け を 

だに ふむべく も あらぬ こそくち をし けれと ^ せ 給 ひ ければ」 (道 隆道兼 道 長ラニ 對シテ 

ィ ヘル ナレ ド、 子 ラヲモ 記者 ノ敬フ ヨリお ほせ ト ハ ィ ハ ヌ 也。 此 等 ヨリ 次第-一 ゥ ツル) 

口 助動詞 

へ 侍り 

 尊 他  對詰— 

よみ.^ 候 ふ sg 幸せ させ 給 ひ 侍りき 

(ま す 

 關 0  I 對詰  關  ^  對 

御す、 め 申 上 候 ふ 奉らせ 給 ひ 侍り 

對話 一一 榑ジ タル ナリ  ,  

存申候  移り 申し た 

マスの 舌 WP ませ まし ます まする ます わ ませ 

子 日 行幸 和歌 序 け ふの みゆき はあります 也 

さ ら ば (頭 を 朝 成 に) さ り ^ ん 〈；! も | 觀抄) 

古今 ニ條の 后の 東宮の 御 息 所と 申しけ る 時 

落 I 愎の 一. . 一 ほ /\ と 申し ， を  一 二度 は 聞 過し 


尊  對 

龍 を 殺さん ともとめ 袷 ひ 候 へ ば (竹 取) 

若雖爲 一 事， 存 曲折、 剣 違犯者 S 永 

^ 啓 上 候 (し むモ對 敬トナ レリ) 

拙者 とても 其 右に 坐せ ども 

.\ 尊 他力 

か ， る 道 はいかで か いまする と 

ォ取 「  ：：- ばせ も 世、 に 似す 侍 

天 保 十四 年 刊、 善 惡 道中記 十六 

傾城 反 魂 香 是を御 綠に御 知人 

！ (此遠 國の我 々 

同 是 .& し 人 

一 神の 告に 任せし から は 云々 

同 赤松ぶ ちわった や うに 御座 有りし が (庄屋の 松 兵衞若 い 時には 相撲と り) 

同 ちょっと 葛樣 にあ はせ ていな せました いもの ぢ やが 

l 接頭語 

!j 上  糊 成 

妻が ご ざない によって 

ニニ^ 


式 目) 


い ふ (伊勢 物語) 


ると 奏せ さ す (人 ヲ^ テ奏ス ル 二 ョ 

七な 妾 を 一 人お き 一 ま したく 


一^, し ヨリ 傅 


リ ャ ガテ 自卑ト ナル) 


力 


- i なり まし 


し 


I 一 退出 

S 能 出 人 

I 往— 訪 

⑧狀態 

御氣 の毒樣 (敬語の 濫用と いふ ベ し) 

いか^ r 樣 

S 接續詞 副詞 等 

、け ふ  (きの ふ  S さ れば 

こんに ち (敬) 一 さく じ つ (敬) ) さ 候 へ ば (敬) 

いて  f おいて 

東京に 

きまし て (敬)  (おき まし て (敬) 

お蔭 を もち まし て (敬) 

おさら ば (敬) 

^感動詞 

い や —— い  >  え 

へ ィ —— は い 

© 1 六 〇 三 年 (薆 長 八) ャ ソ舍擧 林 出 板、 葡 萄牙 宣敎師 Jsm  Rodriguer  ノ編 セル 日本 文典 Arte  da 


一 ingoa  de  Japani ノ中 一一 卜 二種 ノ書ョ リ實例 ヲ引ケ ル中 二 

(二) 

二、 敎 化物：；^ 卞 天 連樣 へ 逢 ひまら する こと もた まさかに ござれば 何時の 間に 事 細な こと を 

，よ 聞き まらせ う ぞ 〇 われに 敎 へまら する 樣に ご ざ る 

.  § サ變  ！    

三、 左 近 物語 普請 は 大略 出來 より まらした か 〇 ふかう はなり まらせ ぬ 〇 とりまら せう 

す 

四、 黑 船 物語 旅へ いづるに はさの み 結構な もの をば もたぬ なら ひでおり やる さへ 〇 かゝ 

る 鬼は黃 金の 鎖 を 幾 筋 もっけた 道具で おり やる 

五、^ 後 物語 およろこびの 出來 ま ら し たこと ^^さ るか 〇 ぉ談 りあった もの かな 〇 1 レー 

樣の 御内 心 を 語らせられ たでな ほ 明かに 思 ひだし まらせ た 〇 ま づ 語り 4V6 らせ うする を 

言 葉の さきが おりなうて 唯今 中す 

六、 加 津佐 物語 一切 舟が のびぬ やうに 思 ひ まらせ た 〇 途方が ^^さ な い 

七、 綠 邊 物語  おのし は 巧者 ぢゃ 程に 言 ひ 含 むる に 及ばぬ 〇 この 賴を もたせて 注て 猴々 

定 め さ し め、 や がて あさて と いふ こと をよう 調べ さし め、 い かしめ、 いひな さしめ 〇 仔細 を 

本 一 

ば これに 申され まるら せう す 〇 ござない 

八、 客人 物語 殊の外 辛勞 しまらした 〇 ござ る i ノ 

九、 客 物語 遠 の さ .06 らした 〇 聞き まらしたい 〇 さう.^ り やらう す 〇 平生は 居 まらせ 

ニニ 七 


ニニ^ 

御 マ ヰ マセダ 

す 〇 おさか づきのお まらし やう、 〇 貴所 は 當宗の 信心 を 失 ひ あらぬ か 〇 それがし 今 

(御 力) 

まで 類 もない い たづら 


十- 

十 

十 


た 

一 一、 ぐ 

ごさ 

お り、 

(お 入). 


物語 さ 

語 左 や 

わ ん らい 

あ る 

な い 


者で おり やった 

で ご ざ つ た よ？ 〇 此 許の 寺に 用の 儀 ござって 居 まらす る 


て は治定 

うに 承ら ばらつ しも 無う 語り まらして は 曲 もない 〇 南蠻舟 がっき まらし 


た 

も 


大正 十 一 年 二月 藝文新 

村 氏 吉利支 丹 文 藝斷片 


五 (附) 卑 罵 


接尾語 め 野郞 やつ 

履 中 紀、 元 年 阿曇 目 

平 家、 西 光 きられ 憎い 人 

盛 衰 記、 く りから 山 その 

義經記 ことね り めら に 

狂 言 記 おのれ までが § と 


ば 

姓 


ら 


道 め 

i 一一 口 敏 

§： 付 


氏錄 大來目 部 

事 を か 奏聞す ベ かんなる 

かに もして 打殺せよ 


力 

I が 

ふかめと いへ 


大和 物語 うかれめ ばら 夢 浮 橋 弟子 ばらの 中に 

接 頭 0  、叫， 「力 面 

名詞  男 女 餓鬼 あま 畜生 坊主 

代名詞 おのれ  われ 貴樣 

卑罵 は廣義 にい へ ば 嘲弄の 意味 も 之に 加 ふべ し〕 

先生 大將 奴さん (是 は反對 にいへ るな り) 

o  0 サがル (三重 縣、 出 雪) 

動詞  ぬかす  けっかる あがる (上 ル) ほざく 

てこね る  ごね る  くたばる  、フ せる 等 

來 

張 蛸 おのれ は眞實 それ を 求めて うせ をった か 

何の かのとぬ かす あちへ うせう 

ゑ ほし 折 先 こちらへ こき 入って 

助動詞 をる 


第 八 章 助動詞 


第三 章に 於いて 述べた るが 如く 助動詞 は 之 を 二種 類に 分つべし。 


第 

節 

指 
定 


(乙 m 


^d, の 約。 v は 副 格に 添 ふ もの なれば、 上は必 名詞. 代名詞な り 

正^ は 忠臣" 


なリ 

『な り 


其の 變化は 


第二 變 化の 中止 

正 成 は 忠臣 


2 あり 


三テ 

-., '(シ テ 

なり キ 

ケ 


は 「に」 な り。 又 「に て」 「に し て」 と い ふ。 

f に  議 

にて 正 行 は 孝子な り 

にして 


名詞に 附く も の 

動詞に 附 くもの 

こ^; ふり。 而 して 其の 活用と 法と は 動詞 又は 形容詞に 準 や 


, 〕 れ 「孝+ なり」 の 「なり」 に 、「あり」 と いふ 動詞 ある を以っ て 「に」 の 下に 「あ り」 を 略 したる なり J にして」 の 

「し」 は 動詞 なれ ど、 いつしか 其の 意味 忘れら る 、 に 至れり 「にて」 は W の 上に 動詞 「叫 を 略せる 者、 共 

にテニ ヲハの 如く 川ゐら る。 

一^澤よ 正 成 を 凡俗の 人に してし ま へ り 

こ は 形の 上より いへば 同一 なれ ど、 前例の の 「し」 は 「あり」 の强 めに て 自動、 この 例の 「し」 は 他動 

な り。 

-,. 此の 如くに U て 我 はつひに 死せ むか  . 

燈火 明に U て 書 をよ む 

この 「し」 は 他動に も 自動に も 解 せらる。 かくの 如く 「し」 の自 他は區 別す るに 困難 なれ ど、 多く 「なり」 の 

中止と 見て よろし" 

ナリ活 の 第二 變 化の 「なり」 は 「安固 ナリ 難シ」 など 用う、 二日 再裊ナ リガ タシ」 はこの 助動詞なる^ 

. なる が 他に 例な から， <。 

繡- 難 一： 相 似ー畫 難レ眞 (鳥 野 氏 引、 薔 薇 ノ 詩) 

さて 「なり」 は 動詞 形容詞 の 第 四變化 を體言 と 見て 之に 添 ふ。 

我 はいつ も 六 時に ^ るな り 

これ はよ きなり 

二三 一 


我 た  >  「今の 名 公 鉅卿耆 儒 碩德の 未 必 しも 皆 善談の 人^ 7 りすして 而 して 未必 しも 善 聽の士 

と 相 得る」 な ら むこと を 恐る ， や 切な り (四 四 年 四月 八 日、 露 半) 

或は 動詞の 第三 變 化よりも 受 くる 事 あり。 や  >  感嘆の 意 をな す。 

丈夫 の鞀 のお と カ^^ 

. 蟲 のね カ^^ 

. 松蟲も なきやみぬ ^ 秋の 野に 誰い ふとて か 花見に もこ ん (伊 勢 集 上) 

いひ さしてと ゾ めら るなる 池 水の みな いづかた にお も ひよ るら ん (後 撰、 戀) 

しどろ に聲の ^ 哉 (山 家 集) 

みちの くに ありと yrir^ 名 取 川 (忠 岑) 

この 「な り」 は 昔より 感嘆の 「なり」 とい へ ど も、 な ほ 指定の 變 化した る もの にて 「鈉 のおと す」 を 一 圑 の 

ものと 見 て 「なり」 を 添 へ たるな り。 

 とい ふなる 人 

、 〕 の 時の 「い ふ」 は 第 三 變化第 四變化 いづれ なる か 一 見 わき 難 し， さ れ どこの 「な り」 は 「辆の 音 すなり」 

の 「なり」 とよく 類似せ り。 な ほ 第三 變化 とする も 不可な からむ。 

又 一 種 場所 を 表す もの ありに . 

大 井なる 所に て 人々 酒た うべ ける つ いで に (後 撰雜 三) つ 


東京なる 學習院 D 

^ の 「なる」 を 指 定と いひて 可なる かとい ふに、 二 は 元の 意の 「に 在 る. j とし 一」 指定 外に 置く を穩 常と 

すつ さ て^ は 同 格 「と い ふ」 の 意 とすべき か、 又 「に 在る」 の 意 と す ベ き か、 或 は 指定の 中に 入る ベ きか 極 

めて 困難な り。 な ほ 口 は 

擧習院 は (ソ ノ 所在地 ハ) 東 京^^ (ダ) 

の 「なり」 と 同一 なりと も考へ られ ざるに あら す。 

なほ 諸 例 を 示さむ， 

指定 ナリ 

君が 家の 花 橘に なりに けり 花なる 時に あは まし もの を 

師 となる こと も あるなる もの を (山 家、 下) 

 P となん g: せらるな る 

この もちに なん 月の 都より かぐや 姬の むか へ まう で (竹 取) (指定 二 シ テ難ナ シ) 

かの 殿の 女 君た ち は 鷹 司 m 所に ぞ 住み 給 ふ に (榮 花、 四)  . 

大君の 命 爾^ 波 (萬 十九)  - 

ナル (注 ニハ 「ト云 者」 ト ァリ)  ナル  ナル  マ J  /一 C 象 $\ 

有， 夢 君 人 者 1  有 安 社稷 臣 者…： ：•：： 有 天 民 者  有 大人 者 (販 g 桝) 

何々 の 雄^も の (雨 月 草紙) 

人 々 _s ^ 處に 遊行に 各 騎馬 而俊賴 朝臣が 俄に 下^ す (袋 草 紙、 三) 

二三 三 


なる 力 

松 浦の 海に いづるて ぶ眞 玉の 如く (I ぜ I 學) 

よび 坂と いふ ^^處 の (紫 式部 家集) 

ナ ル  . 

行く ち ふ 人 は 


あて 宫の御 方に との もりとい ふなる 人 ありけ り (藤 原 君) 


風 はやみよ しの ， 山の さくら 花 ちらぬ に 春の すぎぬ て^らん 

ナ ル 

あ ふみて ふよ さみ の^を 行く 人 は 妹が あたりの こと 語らなん (萬 代) 

^ ル 

梅の 花ち るて ふなべ に 春雨の ふりで つ ， なく 鶯 のこ ゑ (伊 勢) 

唯一 筋に 念 おなら ば (誓 願 寺 )( ェテ 勝手 ノ 用法 ナリ) 

我 もしも 世に g,^.  ば (烏 帽子 折) 

五十 騎 ばかり 切り ば (同 上) 

三 つ が 三 つなが ら な ら &  (同 上) 

「ざり」 「ま れ」 の 類。 

o 參考 に^" ト モ なら 、フ 


金 

一"     一、、 — ^ 1 O 

ァァ ァタ 

コ" コ" ァ 
ザ サ' ル 


な ら バ  (ぢ や) だ モ 

で だ  コト なれ バ 

だ ら ゥ  (や)  な 

此の 口語の 肋 動詞 ほ V 形容詞 ナ活に 似た り， 連 體 法は漑 して 用うる こと 少き 上に^ めに^ 用の 

別 あ り： 其の 「ノ」 を 添 へ たる は領格 名詞と したるな り" 


5- はこと 敵な 笞だ 彼の 人 は 宅の 隣なん です 

此の 計算 も 嘘の 皮な こと は 知れ 切って ゐる 彼 はさう いふ 人 おんだ 

母^,^ 人 兄.^ もの 毛 § ，靴下 


モノ コト は體 言 な れ ど、 全 體をー 5| 詞句 又は 感動 的の 文と する 所、 接 尾 語 風な り。 

「私 は 知らないの-ね も の」 仕方 ない さ 

あした は 休 だ こと 

「ダ ラ ゥ」 「ダ」 を コア ァ ラ ゥ」 r デ ァ ル」 の 約な りと 思 ふ ベ か らす。 

ノ 

ィ マス 

コア ァ ル」 以下の 詞 は 「ダ 一と 意味 は 同じ けれ ど. め は 助動詞、^ は 副 格 名詞に 添へ るテ 二 ラ ハ 、^！ T  ^ 

、ザ ル等は 動詞なる を 以て 兩種區 別せ ざるべ から す。 さ れ ど 「です」 は 助 動詞と すべ し 其の 成立 は 次 


の 如し。 

デ\  -コザ パス 

\ガ ン ス 

\ ゲ イス 

ス  . 

でせ ゥ でし^ です です ！  |  一 一 

「で す」 は 「で ありま す」 の 略な りと 思 ふ 人 あれ ど 然らす 。「で ご ざり ま す」 よ り轉ぜ るな り。 この 語 德 

川.^ 代 は 濱詞叉 は 吉原詞 などと て賤め たれ ど、 今 は泛く 用うる に 至れ り。 さ て 越 後 ま 根 邊 に 「でせ 

, リーと いふ 詞 ある は 珍 し、. 又 マ ス レに傲 ひて. テス レ デ スル など 言 ふ 人 も あれ ど惡し 

記 伊那 佐 

紀 五 ト s 狹ノ小 汀 

紀 五十 狹々 ノ小汀 

紀 羽 企 爾磨梨 

f な舊 

あか は 一 劎 

一 だ (紀) 


わ だく 

ムナ  ムダ 

空 徒 


わなく 


一 動詞 力 


(中 衲 言) 御 高所から 御^ 物し 


一な， り や ま だ し も (仰 天 子、 春 日 局) 


ラ 


、だもの (前提 法) 


, な も の (名 詞) 


だ， の に 


一口 語ニテ ハ 終止 二 ック勢 トナレ ルナ ルべ シ。 

碗 水) 院 長さん のよりも 


奇れ いだって よ 

でして よ 


ハ 可ナリ 


(高 野 辰 之 氏 調) 階 めど もね たらお きたら 春で あ る (鬼 貫) 


狂 言， 宗論 なむ あみだ 佛と申 すれば よい 

卄變ノ キミ 

狂 言  行 きまう せ う 

「フゥ 寺 岡 平 右衛門と はェ 、何でえ すか 

狂 言 皭 の 神 r これ は 福 の 神が たべ るので す 


二三 八 


tl にき I 韋 ノ トキ トラへ ラレ シ 韓人 ノ 著述 二 ァ リ 

まする 太 薛 ¥荦ノ ネ 

早々 乘物を 遣す^, あらう 

人幡 大名？^: (狂言、 文 相撲) 

申 すれば (狂言、 宗論) 申す る もの  3 つぶ L ま if) 

3  ；  >  3 11- 、 、ノ 庇" ^ を 啧 する^な オ は (后 だ こ 

申す^ ども 中し 達する 子細が ある 主ノ び^ タ/ 

I 正 

連用 附屬辭 


てす (て. コザィ マす) おも ひだし ましてす 


たリ 


た ら 


と ありの 約 

f テ 


と. 


シ テ 


【キ 

たり.^ グ 


力 シ 


たれ 


ャ 


り 存在り こして、 や、 動作 的な り。 口語の 「として 居る」 

「たり」 は 「と あり」 の 約に て 「なり」 といぶ よ^る 

「となって 居る」 「とい ふ」 などに 當る。  , .  . 

薦めて H む (「ならしむ」 より 多く 用うる こと あり) 

〗  トナラ セル  ！| 

汝學者 我 は實業 家たら む 


れ にても ある ベ し J 

ナ ラ  バ j 

千家 男 東京 府知事^,^ 

(この 湯 合の だ，^ はめと いふよ り、 と し て るる、 に なって ゐる とみる ベ し) 

君 はつひに 擧者 51^- 得 じ (連 用と して 動詞に つ V きたるな りな りに はこの 事な し) 

人た る もの は 

ト云フ 

T ァ ルー 

ヅテ 

大臣た る 牧野  ， 

トシ テヰル 

トシ テヰル が 

身 公侯 たれ ども 驕ら す (な れと い ふ よりも 動作 的な り) 

汝 君子 

トナレ 

「たり」 は 主と して 漢文 直 譯に川 ゐられ たる ものと 覺し く、 純 國 文 に は 多く 見 え す。 唯 「古今 六帖」 に 螢 

を かくして、 

すみと すむ ハ またる ベ くも 見えな くにな ど ほど もな き 身 を こ 力 すらむ 

と 詠める が あ り、 又蜻蛤 曰 記 に 「明 くれば 五 曰の あかつき にせう と た，^ 人 ほかより 來 て」 と あ り， 十 

訓 抄 に 「古 今 の 歌 sl^ によりて 限 あり て」 など も 少し は あ り， 口 語 にも 「何 時たり と も」 など いふ は 珍 


二 四 〇 

し a 

「たり j は連體 形の 名詞に は連續 せす。 

おくるな り 

漢 文 に、 知 與 之 爲取政 之 寶 也 (史 記) と あ る を 讀 み て、 

與 ふるの 取る たる を 知る は 政の 寶 なり 

とい ふ は 特例と、；， ふべ し〕 

中 止   

天守 は 一 城の 中樞 たり 重鎭 ， 」 と 

天照大神 ヲ サセリ な 神 田 本  な 

盛衰 記、 二 千 早 振 現 人 神 ノ^,^ バ花モ 齢 叫 ノビ 一一、 ケル カナ 

もってのほか   

い そ ほ， 第 九 以外 御ち じょく たるべし 

袋 草紙、 二 依爲 古今 歌 有限 云々 

又 經衡 爲，, 後 生 1 に 難 又 之 由を存 不又 

寳 基本 紀 心 乃 神明 之 主 穩 

花に ざり ける は 「て あ，^ の 約と す。 

やらん は 二 ャァラ ンの 約に して —^5^51  が に 近 し。 

靑 海 波と は 是 や ら ん (高 砂) 

「どうやら かう や—，^」 の 時 は 「か」 と 同 職て に はと いんべし。 


第二 節 打消 (否定) 

一 ず 

動詞 第 一 變 化に 添 ふ。 

： nu す 一： r すャ ぬ 力 ね^  nu 

(卜 モ 

此の 助動詞 は^ 形容詞に 類せ り。 その 第 一 變化 なき は當然 なり。 

一一 ァ _ ラー V6 

すー MIN 

一一 ァ リー とも 

すて はす ァ リ て、 す し ての 「し， 一は 冽 の 自動 なり。 す て をつ めて でと もい ふ。 

すけり すけん と い ふ 語、 萬 集 に 「なほ しかす けり」 「求め あ は す けん」 な どと あれ ど 古 し。 な ほ 

よむ 動作 的 

よます 狀態的 

なる を 知る ベ し。 

足 はもよ あるかす もよ し 天の下 事し 知らせば あるかす もよ し (直 肋) 

二 四 一 


ラ ラメべ 力 

シム リ シ 

ざ 
れ 

— ス-、 


ざ 
れ 

, ―' ■  一 へ  ―  

力 ャ ； 

シ 


二 四 二 

淡路仁 正寺ノ 領主 市 撟下總 守 直 擧乞雨 歌 「及ば^ 惠の 雨の ふること を かけて ぞ願ふ 露 

のことの は (燕 居雜 話、 四) 

さら 難 波の 春 は あやしき に 我 知 顔に 驚の なく (俊 成 五社 百 首) 


畏 あ a  _ ま ^ 力ね ど 

设 ねして なま、 いみよ 女郎花 さかりの 色に 引，^^ ^» 給、 辨の おもと) 

ガオ  t  J  萬 葉-一六 ァリ I .  トっノ ュ 3  二 

古今、 戀 一 人の 身 も 習 はじ もの を 3fl ていざ こ、 ろみん こ ひやしぬ ると 

同、 戀ニ 逢 は .3- こよ ひ あけなば 春の 日の 長く や 人 をつ らしと おも はん 

拾、 兼 盛 なよ 竹の わが 子の よもば しら 3^ おふした てつと おも ひける 哉 

同、 重 之 雪つ もる おのが 年 をば しら 3^ 春 をば あすとき く ぞうれ しき 

古今、 八 ^ぶ 手の 零に にごる 山の 井の あかで も 人に わかれけ る 哉 


二 ざる 


らまに てす あるの 結びつき たるな り 

大槻 博士 「鎌 食 ©ノ モノー 一 一  ッ ァリ」 ト 云- 


さ ら< 


一 S 

ム 

シ ム 


さ り- 


キ 


ケ 


さ り 一 さ る. 


… *  ,  /-r  

この 中 h と 終止と は 川る すバ叩 令に 佛書 漢文の 訓讀 等に 多 けれども 今 は 少し" 

知って 知 ら ざ れ 

共に 打消の 速體 法なる が、 ん に は r^.^ 等の 助動詞の 添 はぬ こと 好く 注意す ベ し 

三な. 

動詞の 第三 變化 (I 難 似 第) につ くぶ 卯 令 法 な りビと 一ぬ」 の變 化 な る ベ し。 

見 る) え) 

來 ャな = こ I、 され 

^  )  せ) 

「ナ」 は 本 來の命 令 .^1」 は 動詞の ^を 借りた るな り。 

i  一  にす ぬね な 

一  . ：  一  第三 變 化に 

第 一 變化 につく 

又 「ヌ」 の變 化と 覺 しき 「に」 あり。 古格に て述用 中. ^に 用う。 

、 、 V6 えこ ひまねば くるし 

「ィ ハ， ン トス レ、、 ハエ ズ」 ズ 

一 了く  、 も 知らに 舍人 はま ど " 

又 「な そ」 s 格と いふ もの あ りる 「てに て 動詞の 第一 i 化 を 挾 み" 變 til^i お f ァ」 變化) 

二 四 三 


古 


Is 四 

S 燒き^  ^こ S  ^せ そ (「なし そ」 も少 し はあり) 

は 「そ」 を 略し て、 


あれ 無しと なわび わがせ こ 


と も 

甚し 


雲な たなびき 

いひた り 。「そ」 は 指示 辭 と 同 じ、 然 るに 平安朝の 末よ り 「雲 タ ナビ キ ソ」 「ヮ ビソ」 と やうに 言 へ る は 

き^な り。 さて f の 「な」 は 副詞と も 見る ベ けれ ど、 助動詞 の變 例と 見る が 好きな り。 


紀 いも はわす 邏珥 


r セソ 


紫 日記 (十 一 日) に々 淚 をえ ほし あへ すゅゝ しく かうな：^ かたろ にい ひながら えせき あ 

へ ざり ける 


葵 おとな しきご ぜんの 人々 はかくな セソ など レハ ど 


リク ナ 


紀、 十六 しびの わく ご を 阿娑理 逗那偉 能 古 (完 了 命 令) 


馬ない たくう ちて な ゆき そ 

ヲ 

矣ィ 


^窪 只今の 太 政 大臣の 尻 はける ともこの 殴の 牛 かひに 手な ふわ てん や 

仏 口、 一  條攝攻 花の 色 は あかす 見る とも 鶯 のね ぐらの 枝に 手 な な ふれ そ も 

古今 隱 B 口の 下より 生 ふるね ぬな はのねぬ 名 は 立た じく ふない とひ そ 

逑體形 名詞 


異 奈 念 (四 十 五 詔) 

萬 六、 長 歌 父母 毛 表者奈 ^.i,!- 

^  0 な 思し： ii せ そ  こんく わい な御隱 やつ そ 

四 なく 

第 一 變化 につ く。 前 提的 にして 體 言 に いひ 据 うる もの な り。 

淺 き 心 を わ が 思 はなく に 

從來 「ぬ」 の 延 言と い へ り， さ れ ど 「ぬ」 は體雷 につ V けど 、「なく」 は 然らざ れば 眾 に延言 とい ふ は 非な り 

實は 「ぬ コト」 の莪 なり。 

道の しらな く 

すべ て q は ry^J^,^ など 體 言 にす る義ぁ り" い .51  く きかくす らくな ど皆然 り" 延 約と いふ こと 濫 

にす 八 力ら す 

十 ：！ 今六帖 春雨の ふるに おも ひのきえなくて いと ゾ おも ひのめ を もやす らん 

能 因 匂 だに あかな^も の を 梅が 枝の 末つ む 花の 色に さくべ く 

ネ yl  I モ 

柬京 朝日 ゆに や 妥協 成って 以来の 政友會 とい ふ もの は驕る 平家の それなら なくに ひ 

とり 天下の 春 を 占領して 太平 樂を 謳って ゐる (四十 三年 二月 十 一 日) 

二 四 五 


二 四 六 


五 じ 


化 に 添 ふ。 終 i 法の 外連體 的なる もの も あ り。 打 消の や ， 輕 きものに て、 ズ と マ ジ との 間に 

マイに 當 る。 

(正)  . 

(近代の 言 方) 


第 一 

位す。 口 語 或は ヌ 

、乂 すし もが 

ぶ す 乙も^: 


或 

ら 


ま 

す 

ら 


巩心 らく は 

されば 

さませ させ じ 

まけ じと すま ふ 

ズ § 

餘事 不承 望 

ジ (古) 

古訓、 00 

ァ "ジ H マ -プサ 

僕 不得白 


^9 


(近代) 


(遊 仙 S 


(古事 


おきつ どり 鴨 どく 島に わが ゐ ねし 妹 はわ すれ じょの こと ぐ に (古 今 六 帖には 忘 レ ズ と か 

へ たり) 

ザ ラ ン 力 

かに かくに ほしき まに „/\ しかに は あら じか (億 良) 


さは あら じ もの を や 

いく^し も あら £3 わが 身 を 

の 如き は連體 と^てよ し此 の r ジ」 に 疑問 辭は 「力」 の み 多 く附き て 「ャ」 は 稀な りこ その 結と もなる 

じノ 中止 I 

願 はく 我 未來に 惡 聲を 聞かす 恶 人 を 見 じ (觀 無 量 騫 經) 

わが 身の 幸 あらまし かば かくうち つ -乂 きて ありき 給 はじ もこよ なき 程なら でい かによ 

からまし と 思 ふ (落 窪 一 一) 

兼 政 さ へ かくすな りと 仰せられ^^たい <\ しき ことなり (空 漶、 初 秋 上) 

なかく に定 なき 世 は あすか 川 玉つ くりなる 宿に なら じ や (榮 華) 

なかく 今めかしき やうに 見え 聞え て 人のと りな さ IS  ^ はと^の 人の 口さがなき を (榨) 

枕 (し たり 顔なる もの) お ほく 拾 ひとりた る もうれ しから じ や 

平 家 (# わたり) 先 北の方へ の 御文に は 都に は 敵み ちく て 御身 ひとつの 置 所 だに あら 

じに を さなき もの 共 引 具して 

新續 古今， 二 人 はな どと はです ぐらん 風に TT7 て 知られ， 山 と お も ふ 宿の 櫻 を 

詞 花、 六 又來 むと 誰に も え，？ T;v いひお かじ 心に 叶 ふ 命なら ねば 

萬、 八 吾妹 子が 形見の 合歡は 花の みに さきてけ だし も實 になら じか も  . 

^木 心お かれ じ や は 

二 四 七 


7? 

力 

ん ぬ 

れ 

下 

ク 

デケケ 

で 

じ 1 

テ 

タ 

レ レ 

は 

料 

バ K 

惜 

な 

モ 

丄 

り 

れ 

じ 1 

ん ぬ 

身 

を 

. す 

, — ' — > 

ト 二 


ね 

パ、 


□ 

ぬ 

な 
い 


じ 

,  入  、 
ニラ カナ ョャカ 

シ  ャ 


n 

八 


な 
< 


な 
い 

ナ A ケデ 
ラー レ 

モ 

な 
い 
卜 


と 活 く。 吲 は 上方 西南 に、^ は閼東 東北に 多し。 され ど 命令 ナは 全國 同じく マ スの 下に は 一 苦の 

方 言 r マ シ ナイ」 を 除く 外す ベ て 「マ セ ヌ」 とい ふ。 

第一 變^ に附く 「な い」 と 形容詞の 連用に つ V  く 「な い」 と は 明に 區 別せ ざるべ からす。 


ラ施セ ル ハ 動詞 及 方 言 ナ リ 


新 古今 玉の 緖の 長く と 


類聚 雜要杪 、四 ちり を 人 


なけれ パ 


む 


^ー變 化に 添み 


二 四 九 


よまな い (助動詞 

好く 

好か 

文 0  口 語 


な い (獨 立 詞) 

ら ぬ (助勒 詞) 

共に 打^の 名詞 あり T 鼠入ラ ズ」 「論 語 知 ラ ズ」 の 如 し、 


打ぬ の 順 

ん 


よみの 詞 いと はなき 歌 (西 公 談 杪) 

條實敎 (ノ 門人 へ ノ 消息) 歌 はた  >  戀 の 題の 歌の 趣向 を 種と し てよ まんに しかな 

態 前提 法 八 形 あり。 


ズ 

と 

ければ 

で ば 

かった 


ないで 

なくて 


い で 

んで 

す こ 


見 な 


ん 


てハ ならん 


と (土 佐， 連 用) 

-逆^ 提 -1 モ 


第 三 節 想像 (推量) 


む 

'  " — \ 

力 ャ 

シ 


む 

^ — *■  、 

ナカ モヲ 
リ ガニ 


め 


力 ャ ド、 K 
モ卞モ 
モ 


五 
〇 


「む」 に は 第 一 變 化なければ 假定 前提 法な し" 但 之に 代 ふるに は 

谓 ふら .FTTT  ^   51-2 は 前提 法と 目的 副詞と 雨 意の 用法 あり。 

とやう に 他の 法 を 用うる な り， 又 第二 變 化の 連用な けれど 助動詞 を 省きて、 

風 吹き 雨 ふらむ 

力 ン 

と 言 ひうる を以 つて 差 支な し。 第 三變 化の 假逆 前提 法な き は ムを 添へ すして 動詞より 直に 「降 ル 

ト モ」 と樣に 言 ひなす 本 例 あれば なる ベ し。 

非 正  . 

雨 ふらんと も (に も) ゆ く ベ し 

第五 變 化に 「バ」 は 添 はね ど、 「ド」 「ド モ」 は附 く。 

汲みに 行か 道の 知らな く (萬) 

^の 木に あら ざらめ ども さきにけ り (古) 

こ は 古 言 にて、 新しく は 川の 第四變 化に ^ を 添へ て 其の 確 逆 前提 法 を 用うる なり。 

あら ざら む なれ ども 

是は 選集 抄に、 

我等 も 幾度 か 彼の 國王 となり 侍りけ む なれ ども. 


など ある を^れ ば、 そ の 比より 次第に 移れる ものと 忍 はる】 又 之 を 「あらざる ベ けれど」 とい ふ も 

S より 可な り。 

草が くれ 行く 水淸 しこの 里の 少女が け は ひすが しく あるら ん (三 井 屮 之) 

力 もて ひき 止む ベ きものな らば 隙 ゆく 駒のと くす ざ ん と も (安 江 靜) 

ふらむ からに ゆかで は あらす 

頂の 上 を 蓬萊の 山に なさん と^- 手 裏の 内に 黃 金の 大殿を 作らん と い ふと も， 忠 言 がい は 

ん こと は 違へ じ (忠 言) 

なぐさむ こと はいかに して か あら ん なれ ば (右 京 尺 夫 集) 

こ ゝ より 西の方 へ 行かぬ へ だてに 小 障子 を 立てた るなら めば さ へ ぎる ベ きに も あらす 

(■¥  .K 霞 ,  二字 ナキ方 ヨシ 

へ はナリ  -f^J- ノ  - 

かの^ も 思 ふ 時 は 上達部の 女に はありなん なれ ど (落 S 

ねナリ 

嘴 事で 尋 に や う す (狂 言 全 集、 烏 額 子 折) 

力 3 ハ厶  ナカ ム 

將通  鹿 將鳴山 曾 (萬 一 ) 

ユカ A  マタム  ャマム 

將行  將待  將息 (萬 一 一) 

お を 終.： M に 用え 

豫人 事し ゆし かくし あらば し ゑ やわが せこ 奧も いかに 荒海 藻 (萬 四) 

.  二  f 


15  二 

爾 有 目 

玉 かづら 花の みさきて 成らざる は 誰が 戀 ならめ 吾 はこ ひ 念 ふ を (萬 一 一) 

見えす とも たれ 不戀有 米 (萬 三) 

よしこ ざるら め (萬 十 四) 

わが 背 子 を いづこ 行かめ と (萬 七) 

かなし 妹 を いづこ 由 可 米 と (萬 十 四) 

も 

我が 夫 をつ くしへ やりてう つくしみ 帶は とか 奈奈奇 にか も H  ^(萬 一 一 十) 

上つ 毛の さぬ だのな へ の むらな へ にこと はさ だめつ 今 はいかに 世 Eg  (萬 十 E;) 

二  口語 う よ う 

雨が 降ら う 

ゥは ム の 音便 ン より 轉ぜし か、 む より 直に ケ となりし か は 一 考を要 す。 フ ラ ク を フロ ー、 マセゥ を 

マ シ ョ ー とォ 列の 長音に 呼ぶ をフ 口 マ シ ョと樣 に 短音に も 呼ぶ は 訛な り ざ て ¥1^ は ゥの變 音 

にて 主として 下 一 段活 より 起 り、 上 一 段. 變 格に も 及 ほせる 者な り。 

見)  ニキ ヨウ 

受け" よ 、？ 8= 受 け ジ 1 1  =8 ケ ヨウ (二直 言) 

^ き)  (ケ ヨウ 二 拗 長音) 


よ う 

1 

 r  

卜 h 
モ 


終 


止 


よ う 

、 " ■  ノ 

ケ 力" 力 
レ 

ト、、 ナ 
モ ラ 


連 


かゝる 場合 の 「よ う」 を 木 居宣長 翁 が 「や う」 と 書け る は 誤に て、 富 士谷成 章 氏 は 正し く 「よう」 と 記 せ 


せう 事な L 

どう こよう 力 

來 う 


何とせ う 


づ 

r 來 よ 

四 段 一 


來 よ う (是 は 上 一 段 的な り) 


力 サ £ も 

時として， 


その他 

その 變化を 見る に、 


第一 變化 ( 


よ 5 


11 五 四 

名 

^やうが わるい 

樣 (方) 

ならば こ の 「や う」 は 正し けれど、 

 て 見よう 

視 ようと 見え ま い (視 ル トモ 見 ヱジ) 

とい ふ 寺 は 「よ う」 と 書くべき は 明なる 事なる に、 夏 目漱石 氏な ど はこの 助動詞の 「よ う」 を 名詞 的 

it 女 尾 語 の r 樣」 と いふ 字 を 用ゐを り" か ゝ る 文士 外に も 多 し。 注 意 せざる ベ から す" 

しゃうな い どう し，^, フ 言 翻 が 惡 い 言 はう 樣が 無 い 志 は 受けよう が 物 は 

取らぬ うけ 樣も やり 樣も ある 

〇 靑 ^地方に て は 四段活 なる にもす ベ て 降り ョ ゥ、 書 き ヨウと 言 ふ。 

來ゥズ  . ， ： ，  つ 

〇 す、 う す = 靜 岡、 山 梨、 愛 知 岐阜 長 野の 内に あ り 

ナ 一一 シ ュ の義 5 

〇 尾 張語ノ 歌 貸って 來 いさす かお ^ が いお ぞい 事 鼻に あらす さう であ かう であ は (雅 俗 

五 口  ,v,  ts 

言 一  钾7 

ラウ 害. 1 正 

〇 そんな ことの 有 やう はない . 

ン りゃう 喾 ー 訛 

三 ベ し 


想 像な わ どや ゝ ^ 味 ある ものに て 適 當， 可 能、 勸 錢殺 務 等の 義ぁり (命令の 義 ありと いふ はよ ろし 

か ら す) 

今年 は 必富 .H 山に 登らむ 一 

(「(想像、 一 鸭 して诀 意) 

明日より 早く 起くべし J 

雨 ふるべ し (想 像) 

死 す ベ き (適 常) 時 に 死 す ベ し (勸 誘。 場 合に よりて は 適 當 と：^ て も 可 な ,3 

すべ きこと すま じき こと 

フぱ」 と いふ 漢ギ は國語 の 「、へ し」 に 好く 適 當 せ り。 

r{d」 も M 様 なれ ど、 考 へ 方に よりて は勸 誘と もなる ベ し 0 

國民は {几 しく 國 家の 大木 を 思 ふ 3 (ガ ョ え 勸誘) 

 と い ふ YIU (可能 ノア ョィ。 レ ルガ 出來 ル) 

この 水飮む ベ —し (可 能) 

腰間の 秋水 鐵も たつ Y ^(可 能) 

汝 よくつ とむべし (このべ しはつと める がよ いと 思へ ば勸誘 なれ ど、 ク I^J め I ね ば 15 らぬ. と 解 

すれば 義務 を果 する こと ， なるな り) 

人 或は 動 も すれ ば、 毂 務を 課する と 命令す ると を 混同 すれ ど、 是 は 同 一 の ものに あら す。 前 者 は 命 

二 五 五 


二 五六 

令 勺に いふに あらす して 務む るが よしと いふなり。 事 は 同一 にても 語の 違 ふこと ある を 心得ね 

ば、 言語の 學問 は出來 ぬな り。 今人 命令しても 可なる 處 に^-を 用うれば とて、 命令な りと は 一一 一一 口 ふ 

ベから す。 そ は 命令 的に 直接に 言 ふより は勸誘 義務 敎訓 的に 間接に 云 ふ 方 婉曲に も ありて 對手 

を 動す こと 多ければ、 彼 を 避けて 此を 取るな り。 君 上の 臣下に 命す るに も 此の 語法 を 用ゐら る、 

はやが て 我が 國柄 を說 明す る 者な り。 

現に は 孝行すべし 皇 蓮を輔 翼 す ベ し 

の 如し U 

一 タイ 位ャ ドリ ヲ ショウ  1  U 111、 、 /  , 

^の 野 二 やどり はす^ 女郎花 名 をむ つま じみた びなら なくに (適 當ャ 、 诀意 ョ ) 

季吟、 宣長、 景樹 ー ォ ナジ ク ハ宿ル ベ シ 

1 はしなん 力 

元臣氏 —旅 ナラヌ ユタ ビ メイ テ泊リ ハシ サウナ ヮ ィ (シ 力 ラ バ やどり しぬべし 力) 

わがせ こが 來 7-か 宵な りさ ヶが にの 蜘蛛の ふ る まひ 今夜し るし も (適當 、想像。 來 サウナ) 

いそ ざつ 、舟 出ぞ しつる 年の 内に 花の 都の 春に あ ふ 叫 o( 適當、 可能 ゲ ハレル 樣ニ) 

見 わたせば 比 良の 高 根に 雪 消えて 若菜つ むべ d 野 はなり にけ り (適當 、可能。 ッ メ ル樣 ュ) 

御 詞をか へ す は 恐 なれ ども 花 は 春なら ば 今に 限る..， へ— か， ^す (適當 、想像」 力 ギ ル マ ィ。 ト 云フ譯 

ハ ナイ) 

「ベ し 一は 第三 變化 (ラ變 は 第四變 化) に つ く。 ク活 なり。  • 


力、 
ら 

,  ^  s 

シ ム ス * パ' 
ム 


り 

ケ キ 
リ 


ベ 

< 

z   ■ 、 

/< トモ ノゝ シテ 
モ  テ 


し 

ャ 


へ 


る 

ラ ラメ 
シム リ 


き 

 "  V 

ガモ ニヲカ 


れ 

A  S 

卜、、 /  \ 


へ 


け 

れ 

 ^ 


ベ け ム 

「ベ か ら」 に 「む」 の 添 はる は 「ベ し」 か 理 にか ， る辭 なれば なり。 

(ベ け门ゃ (ベ ケは可 能、 適 常。 ム は 想 像) 

見る， | ベ 力ら こむ 

I ベ からしめ む 

口 ほ に て は 「ベ き」 は 少し 用 う" さ れど 多く は 「む」 と 同 じ く 「う」 「よ う」 と 云 ひ， 或 は 略す- 

さう する もので ない (スべ キ ノ 略ナリ J 

「ベ い」 は 今 は 方 一：：： な れ ど、 古 き 物語 曰 記 等に は少 からす 見 ゆ。 

〇 住吉 物語 二 あるめ かしく ハ あるべ かしく ナリ。 

〇 「先々 我が家に 歸 りつ 、 夢想の 如く  p る ベ し」 と (鐵 輪ノ 女) 

二 五 七 


二 五八 


淸正記 城 

同 のり 入 

男 どち は、 い 

夕顏 右近 

西 公談抄 

擦 過 某 こ 

「ベ み」 

いで、 いな 

さほ 山の は 

反 實假定 を受く 

かくば かり 

さよ ふけて 

レ ド 非 也) 

中々 に戀に 


の 

よ 


ベ き 

り に 

M も 

內 K 

糸 ブ 


手 を 掛け 乘り 越す ベ きとす る處に 

とお も ふ 志 

めリ 二 近シ 

や あらん 唐うた などい ふべ し (土 佐、 十 

おほえす 君に つと そ ひ 奉りて わな ， 


師 言 所 方 大事に てす でに 死す ベ くな 


、ぺ キナレ 

ペケ レ 


レゐ ませう けれども 太郞 冠者 を これにお 


しィ 


ば 

る 

ね 


限な 

そ の 

ベ し 

ひむ 

ざ め 


るべ みともし けち 年經 ぬる かと 泣 


もみ ぢ ちりぬ V み 衣 さ へ 見よ とてら 


ままし  一 2  M ふ。 


とかね て 知ら ませば 妹 をば 見す ぞぁ 

ざり せズ 時鳥 人 にこ そ 聞く ベ かり 


八日) 

きしぬ ？ 1^  (死 なんとす 二 似 タリ) 

られ ける 時 

きます る。 ゆ るりと 御 話な されい 

聲を 聞け (伊勢 物 語) 

す 月 影 (古 今) 


るべ く ありけ る (萬 十 五) 

け れ (忠 見) (鈴 木 重嶺コ ノ歌ヲ 難ジタ 


死なす ^桑 子に ぞな るべ かりけ る 玉の緒ば か り (伊 勢) 


逢 ひ e^- す， ょ戀 しき こと もなから まし 音に ぞ人を 聞く へ かりけ る 


a 
J し 


と 
活 
< 

さ) 
て 


化 

フ 


藤 原の 君 みかど 、 なり！ Si ひ國 しり 給 はまし かば 天の下 豐 なりぬべき 君な り 

あるべ かしく  (玉 カツ ラ) ベ く ヨリし く活ニ ナレル モノ。 

ベ ら なり はナリ 苦に て 所 霎 べしに 同じ 

わが こ ひの 數 にしと らば 白妙の 濱の眞 砂 もつ きぬべ らな り (後 撰) 

. — M I 

冬 くれば なけお かれなん 物故に 君が 手に はたなる 、ベら なり 

〇 萬 九 墓の 上の 木の 枝^ 有 聞く がごと 睐 努壯丄 にし 侬倍家 良 信 母 

三本  ベ かるの 場合 

〇 あやしく みけし きのか はれる ベ き 頃 か な (朝 顔) 


四 まじ 


らじ (ン) (打消に て 想像の 意 を 含む) 

る .S6^( マ ィ) (想 像 の 意 を强く し. て 打消す) 

雨 ふ 人 ら別 (マイ) 

一 る 人  ハ  I  , 

I ベ くモぁ らす (ラ レ ナイ、 理ハ ナイ、 笞ハ ナイ) 

ら ざるべ し (マ ィ、 ナカ ラウ、 ナイ タ ラ ゥ) 


哭は 第四變 化) に 添 ふ。 ベ シの 否定な り 

ャ 


ま じ 


モ 


まじ ャ まじき 力 まじ けれ 

F 


J の 「ま じ」 と 「じ 」 と 「ベ か ら す」 と を 比較す るに、 


二 六 0 

せざる ベ し ==す まじ ィ 

C 

すべ から す= す まじ 口 

口よ S  く 「シ テョ ク ナイ」 の 意 な れ ど， ィ は 弱く 「ス マ ィ」 と 云 ふ 意なる より 見る も 、「ま じ」 に は强 弱の 

意 ある を 知る ベ し 天 體 は 「ベ か ら す」 の 方 「ま じ」 よ り も 意 强く用 う。 

仁惠紀 、御製 よる 麻志枳 川の くまぐ (釋 日本 紀. 外 古本 數 種に は 「志 枳」 の 間に 「士」 を 加 ふ) 

連體格 

齊 明記、 同 今來 のうち は 倭 須羅庾 麻 旨せ きき， 

モ  シ シ (橋 .SIS  J  . 

萬 二十 君が 心 は 和 須良由 麻 之 目、 ョち 

,自 —(元 曆本) 

續紀 三十、 稱德 王 等 波 己 我 得 麻 之 岐帝乃 尊 岐寳位 平 (德川 侯金澤 文庫 舊藏寫 本= 得 方 之 字 

支) 

サヌキ 典侍 


ぬき か へ まじき 心地す る 

形  . 

帚 木 なのめ なる まじき 人のう しろみの かたは 

まじ」 の 古格 

續紀、 廿 六 詔 敢末之 自時止 爲 01ュ 辭 備 .& 

同、 四 十五 詔 己 我 得 窳之字 岐帝乃 # 岐寳位 二 本) 

同， 五 十八 詔 暫之^ 毛 忘 得 末 之 自美奈 母 悲備賜 之 乃 比赐比 

萬 ト 江 國歌 あら 玉の きべ の はやしに なをた て 、 ゆき かづ 麻 思 自ぃを さきだた ね 


口語 まい 


^、ン U  、ケレ ド、 ナ ラ 

ま ひ シ  ま レカ ラ、 力 

此 の 「ま い」 の 所屬は 地方に よりて 區々 なり。 


四 段 

カ變 

サ變 

四 段 

1 段 

力 變 

サ變 


匕 


變化 

變化 

變化 


ま い (東 京 語) 


第三 

第 一 

第三 

第一 一、 第三 f^ll) 第 四變化 

第 一 ，第三、 第 四變化 


匕 

ィ 

化、 第 四變化 

ヽ黄 島、 岡 ■ 


まい (諸方 言) 


重 想像 二重 打.^ を 川うる 處 ある は 珍な り" 文 語に 「なから ざ るべ から す」 一 な か ら ざ ら ん や」 な ど 


川うる 人 ある も 此の 例なる ベ し" 

へ ふ らうまい 

Z あ らうまい 


二 六 


せす い 


二 六 二 


なかるまい 

〇 しょう， f こ!； (出 雪) 

す) まレ 


〇 


來」 


(土 佐) 


\デ ハナ イカ 

しょうまい か (近 江) 


こまつ か 


(但 馬) 


誘 nn  ^H. 


j- ま I 力./ 一 

行 こま い (か) (愛 知) 


降る ま あ (長 門) 

行 か ま い (岐 阜) (人 ヲサソ フ 「行 力 ゥ」 ナ リ) 


行か ま 


、へ 稀 


-カ 


(南 信、 尾 張、 美 濃) 

夂「 治 力 、ン 


金な どない もせぬ に 0£遍 


樓 の 上、 上 ^かどに て 子 を もたらん もめで たく も ある まじから t 

一： g  SP 集 など かこ  >  にだに 消息 をい はざる まじき 

あらさ るな，^ 力 

無から ざ る を 得す 

なけねば ならぬ 


士 口野 抬 違. 熊 王發心 など か 心 を 許さぬ ことのな かるべき 

謠、 木 賊 いはん や  一 M の 親子と してな どか その 情なから 

枕 草紙 三ト餘 ばかりの 僧の いとに  < け ら ぬが  

帚 木 いか 、"淺 く はお も ひ 給へ ざら む 

五 まし 

事實 を假 定 す る 想 像。 眞 實 に反して さう も 思つ て：： k! る 場合に 川 う。 

鶯 の^: より いづる こ ゑな くば 春く る こと を たれ か 知ら ^-( 古 今 集) 

口語に て は 「シ ラ ゥ ダ」 と 譯 す ベ し。 さ ら ば 「誰 か 知ら む」 と 何程の 差 あるかと いふに、 「む」 とすれば 

假定の 意 すくな き な り" 事 實 は 「聲 あるに よりて 知れ る」 な る を 假お する が マ シの職 な り。 

千 はやぶ る 神の 社し なかり せば 日の 原に 粟 まか まし を (萬 葉 集) (事 寳— 社 あるに より 粟 ま 

か れ す) 

仪 「日 こすば 明日 は 雪と、 ぞ ふりな まし 消えす はありと も 花と 旯ま しゃ 

未來の 事實は 今 無き ことなれば 假定 する 事 を 得るな り。 

彼 もし 女なら まし かば 賢母たら まし 

是 も事實 にあらざる 事 を假定 したる に て 「女 ナ ラ ン 二 ハ 」 「女 ナ ラバ」 にても 通 すれ ど も、 平 安 時代 

.  二 六 • 一； 


の 語と して は不 精密な り-さて 

彼 は 女なら む 

とい ふ は、 事 實 を 想像す る なれ ば、、 3 の 場 合 「まし」 は 用 ゐ ら れ す。 而 して この 假定は 過去 現在 未來に 

通 じ、 就 中 過去に か ， れる もの 克く木 性 を發揮 す〕 左 の 例の 如き 最多き を 想 ふ ベ し。 

\シ テマ シ 足 s ゆ 異本) 

管 仲な かつせば われ 袵を 左に せまし (セ ム は 略) 


大方 保 元以來 のみ だり が はしき に賴 朝と いふ 人 もな く泰 時と いふ もの もなから まし かば 

この 曰 本國の 人民い か V なりな ま d  (祌 皇 正 統 記) 

知ら まし 

ト悔ミ ティ フ樣 ノ辭ナ リ (守 部)。 待 花— さきそめ ばちる を な ゆかん 樱花 ま つ 問 や 花 の 

さかりな らま し (守 部) 御杖 ノ燈 ニイ ハク まし ハ設 ケタ ルコト 虛ナル ニイ フ脚結 ナリ。 

S ィ   .  \ 出來ヌ ヲ 假.： 止 シ テ 也 

春 ぐれば 雁歸 るな り 白雪の 道行きぶ りに こと や つ け まし 

\ ッケ レ、、 ハョ イカ 

秋の 野に 道 もま どひぬ 松 蟲の聲 する 方に 9., からまし 

\ヲ 借 リタ モ ノデ アラウ カイ (遠 镜. -o 心 ナ. ラ ヌ iss- ヲ 先-、 ッ ヒ！ a タ ル也) 

\ レ、、 ハョ 力 ラウカ (非) 


いづ 方に 身 をば よせまし^ の 中に 老を默 はぬ 人 もな けれ ぱ (寶 物 集) ヨスべ キ方ナ キト ノ事 


われ 鶯に 劣ら まし や は (古 今) 劣 ラ ズ 泣 クべ 力 リシ 


秋 なれば 山と よむ までな く 鹿に われ 劣らめ やひと りぬ る 夜 は (古 今) 


秋の 夜の 曉 方の 

せ て) 薪 古今) 

たち そ ひて きえ 

しゃせ ましせ す 

ゐなカ 人 

戀せ すば 

そのたな 

家に あり 


き り A\ す 人傳 ならで 聞か まし もの を (天 帝 人 二 秋 夜 聞 巷と いふ 歌よ. ま 


ラマ シカ 

いせなら 

北條 氏に 

今 も W の 

櫻 花 風に 

春の 心 は 

花 だに も 


に て 

人 よ 

ば た 

て 母 

ノ 丽 

、ハ 淺 

ば ひ 

泰時 

母し 

し ち 

の ど 

ち ら 


お 

、し 

び 

s， 

力 

、 

ら 

で 


や し 

や あ 

よ し 

も な 

ナ t 

と り 

打 チ 

力 ーフ 

一一 一一 口 ぞ 

く  ，ょ 

ま さ 

ぬ も 

力 ら 

れ る 


な.^  f 一 、フ 含 , J 

ら ^3( 徒 然) 

まさ まし よ (玉 

からまし 物の 

ぬ ふ 方 をの 

み ば 慰 む る 

テ注ニ 力 ケ 


マ シトテ 腰 

ャ  — 

とも 甲： j は ま 

はやく 滅. ：」 

ば 人の ご と 

のなら ば 甲い 


ど 

、し 

ふ 


^ し 

> 春なら ば 


と をお も ひみ だる、 煙 くらべ に (柏 木) 


葛) 

あはれ はこれ よ 

めて 長き ちぎり 


は あらまし 死な 

リ シヲ 「子 覺助入 

ヲ 拔ムズ ト 

大和な；^ て ふ 美 

〕 や 明な り 

も 結びて もら ひ 

ことなき 春に ぞ 

とかくけ ふま 昔 


り 、ぞ 知 る (俊 成) 

\ レ、、 ハョ カツ タ 

にぞぁ え ま し (帚 木) 

ばし ぬと も (大 伴 熊 凝) 

リ來 テ下シ ^テ 「穴 心 ゥ 此 定 二 テ 被進タ 

ケヅリ 直シテ 云 々」 舌 事談、 六) 

作 の 池 (源 忠 房) 

しもの を (吉 富 春 水) 

あ ら ^(天 德 歌 合、 能 宣) 


ま -. さ ら- ふ 6  ^3  (同、 朝 

二 六 五 


二 六 六 

a  く 春の 治 ものなら ば 我 も 船出 をお くれ ざら まし (同上、 博 古) 

t  TTT  C  、、<  -  レ、、 ハョカ ラウ 

iv こ あかで 可 かへ るらん 女郎花 多 かる 野べ にね なまし^ 3( 平貞 文) 

+ィ I  3  -7  -  f プ S  \ レ、、 ハョカ ラウ (分 キ樣が ナイ) 

雪 ふれば は ごとに 花ぞ さきにけ るい づ れを 梅と わきて 折ら ま し (友 HS) 

御幣に なら まし もの をす ベ 神の 御手に とられて なづ さは まし を (拾) 

形見 こそ 今 は あだなれ これな くば 忘る、 こと も あらまし もの を (古) 

車 持の み 子 玉の 枝に つけたる。 徒に 身 はなしつ とも^の 枝 を 手 をら で 更に かへ らざ らま 

しズ江 昌憙の 頭注に 「かへ らまし や は 力 か へら ざらめ ゃトァ ルべ シ」、 田中大 秀の觯 「イマ ダ 

採导 タマ ハヌ 前ノ 意 二 テョ メル ナ リ」 と ある は 皆 誤解な り 

かぐや 姬 おく 露の 光 を だに 小 倉 山に てな に 求め けん. 解 「云々 コソ 有べ キナ レ」 

トイ フ 意ナリ と、 これ も 誤れり。 

. 高 光る 我が 曰の みこの 萬 代に 國 知ら さまし 島の 宮 はも (日 並 皇子 ノ舍 人) (萬 二) 

〇 韓娥宋 玉 トー？ シ顔 ヨキ 人モ 力、、 ハ 則愁ま 生ケル f 烽樹 靑琴對 ハ了ン 力、、 ハ之羞 死 

ヌハ レ マシャ 

〇 綿 因 針 而連不 因 針 而^ 

〇 天 之 あ i,i  k 也 後 死 者 ザ 斯 文-也 天 之 な-喪 斯？ 也 匡 人 其 如予何 

セマシ 力、、 ハ  ノ 

「まし 一は 第 一 變 化に 添 ふ。 


ま せ 


まし ャ 


二 

A かし モノ 

ヲ 


新シ、 荼良ュ ナ シ 

ま し 力；' 


かねてより 君き まさん と 知ら ませば 門に やどに も 玉し かまし を (萬) 

思 ふ どち まど ゐ せる 夜 は 唐錦 立た まく 惜しき 物に ぞ ありけ る (古) 

见ても 又 またも 1 の ほしければ 馴る 、 を 人 は 厭 ふ ベら な り (古) 

Tl^ は 下に ヲ シ キ と か ir^ と か §1^ など 績 くより 速 用と して 第二 變 化に 置く は 通俗の 說明法 

な れ ば、 今 も 之に 從 ひたれ ど、 其 の 實 ム コ ト 位の 意 にて 「ク」 は 例の— コ ト モ ノの 義に體 一 一一-;: に 言 ひなせ 

る な り J さ れば 下に 受 體助辭 「ノ」 も 添 ふに て、 然 ら ざる は 助辭を 略せるな り-かくて 「マ ク」 に は假定 

の 意 少 くし て、 ほ V ム コ ト に て 盡 せ り。 

マ >"内 鄆) この 人 年つ もる まで あらまし かば ゆに いかばかり 目に^えぬ 鬼神 を も 動かしな ま 

しに 早くて 失せに しいと いと ほしく あたらしうな ん (增 鏡、 お どろの 下) 

な か /\- にう かりし ま  >  にやみ にせば 忘る  >  ほどに なり もしな ま し (後 拾， 十 ニー) 

 .  ッタ 

「可と かいは ま し」 は 「何 ト イツ タラ ョ カラ ゥ (ヮ ルイ n トヲ イツ タ) 


留めお かまし 大和魂 ハ非ナ 


おも ふこと なくて ぞ みまし ほの と 有 明の 月の 志 賀の浦 浪 (增 鏡) 

ゆきくれて 木の 下 かけ を 宿と せば 花や こよ ひの 主なら ^3( 平 家) 


二 六 七 


二 六 


力/る 

これに 

わ ざ と 

力なし 

秒 瀬、， Win 

シ ィ へ 

をし む 

年 くれ 

待つ と 

よの 中 

待 つら 

後の世 

知らぬ 

片 岡の 

反實) 


香の 秋 も 

何 を 書^ 

承ら まく 

いも を ゆ 

仲 初瀨 

リ) 

にし 花の 

ぬとば か 

て も か ズ 

の 人に は 

んと田 ひば 

と 契り も 

に 似たり 

もりの 木 


か はらす 匂 ひせば 春戀 して 

^,3( 枕) (一 種ノッ ョメ) 

非ナリ - 

り (新釋 「末」) (春満 

きも ごろ をの こ 

、 

力 


て 參 りしな 

づ か な ベ ま 

路ゃ 初音き 

ちらす-, ま け 

りこ そまき 

かりこ そ は 

葛の 松原と 

V レカ にい 

おかばい そ 

と ぞい は A か 

の 葉 も 色 づ 


まく 尋ねても 


ス もた、 3T 春 ゆ 

力 

あ 


ふか し 力 わ 力 身 

？ 

ら A か -O 力 t も 


はれん 身 こそ 

がまし 跡 を 見 

まし 逢^に よ 


ヱな" 力めせ 


ま： (大和 物語、 百 三十 八 段) 


之 

A か 

力 


ヲ 

. 、一 > 

ナ 

上 

も 

4A 


荑  ーノ、 

い は > 

こもり 

そよ そ 

につ も 

かけぬ 

しから 

に 迷 ふ 

ぬ 命な 


いや 可 多麻斯 爾 (萬 十 四) 


の 山 時 鳥 (鈴 木 松 園 まく  ノコ ト少 


に 見 まし か (赤 染) 

らざ りせ ば (金、 四) 

秋の タ ぐれ (千 、干 @  SS 


ま し (拾 玉) 

心 挙 載、 哀) 

り と も (續 千、 戀) 


きぬ わさ だの 小し ね 今やから ま し (爲 家、 新 勅) (ド ゥ モセヌ コトノ 


\ シ タラ ョィ 

いかにせ ましと 


おほし ゎづら ひて (花 宴) 


いかにして おも ひ 立た まし 世のう さ を隔っ る 雲の 深き 山路 に (賴 千、 源 兼 氏) 

いかにして 影 をも^ まし 澤田川 袖つ く ほどの 契な りと も (新 後 撰、 家隆) 

穗には 出ぬ いかに かせ まし 花 遝 身 を 秋風に すて や はてて む (後 撰、 道 3 

\ イカ 一一 セ ン  \ 瓜タ ッ マ デ 一一 

瓜 作に なり やしな ま し (紅 葉 8 

梅の 香の ふりお ける 雪に まが ひせば 誰か ことく わきて 折ら ま し (古 今) 

わすれ 草 種と らまし を あ ふことの いと かく かたき ものと 知りせ ば (同) 

深 草の 野べ の 煙と なりに せば い づ れ の 雪 を わけてと は ま し (道 綱 ® 

玉桦 の^の 穴 r; にて 消えに せば うきこと ありと 誰か 苦 ゆ ま し (赤 染) 

次に 前挠 法に は 逆 態な き處 注意す ベ し ^ さる は r ム， 一は 積極的 に 事 實 を 想 像す る なれ ば 、「降 ラ メ に 

モ」 とや う に も 首 はるれ ど、 「 マ シ 」 は 消極的 に 事實に 反した る こと を假定 する なれ ば、 そ れを又 逆 慫 

に 言 ひ な す 要 もな く、 せ られ もせ ざ る な り。 

f めドョ 

I まし か バ ーヒ 

「マ ク トモ」 の 無 き も 自 明 な りさ て 「マ シ」 は本假 定 の 意 な れ ば、 第 一 變 化の 「マ セバ」 も 第五 薆 化の 「マ 

シ カバ」 もと もに 假定 ^提 法に て 確定と い ふ は 無 き 瑰 な る を， 如 何に して 兩樣の 語 遣 ある、 ぞ とい 

ふ は 古來の 難問題な り乏 を 假定の 中に も將 然と 已 然との 別 ありな ど い ふ は、 通 せざる 事に て、 言 

二 六 九 


二 七 〇 

ふ、 自身 も 了解し 居る にあら す。 又 さ る 先輩 は大 よそに 「マ セバ」 は 歌に 多 く、 「 マ シ カバ」 は 文 に 多 し 

ともい へ る、 是 は 歌と 文との 用語の 例の 異なる 者 あるに 注意せ る 好き ことなれ ど、 偶 然の 現象 か 

必然の 現象 か 明なら す。 案 す るに 「 マ セ」 と 「 マ シ 力」 は 此の 如く 圖 すれ ど、 す ベ て 不完全 不通 常なる 活 

方に て 「マ シ 力」 は 「マ シ」 に 感嘆の 「力」 を 添 ふること 猶キ 「ン シ 力の 如き もの T マ セ」 は 「マ クセ」 の義に 

て、 r セ」 は サ 行變格 動詞、 猶 「無 力 ラ バ」 を 「ナ 力 リ セ バ」 と强 めた るが 如きな るべ し。 さ らば 「マ セバ」 「マ 

シ 力 バ」 の 別 は 其の 語の 成立より 心 得 ベ く： 〕 れ ぞ と 言 ふべ き 用法の 差 は 無しと 知る ベ し x 文 語 歌 

語 云々 は 偶然な り) 

\七 月 ナ リセ、、 ハ 7 ハマ シ ト 

常よりも な ゆき やすらむ 棚 機の あは まし 暮を よそに ながめて (詞 花) 

人知れ す絕 えな まし かばわび つ ゝも 無き 名ぞ とだに 言 はまし もの を (古) 

これ 及 「マ シ ヲ」 な ど は連體 とい ふべ けれ ど、 そ の 用例に おの づ から 定り ある を 忘る ベ から す" さ て 

今 人 「マ シ」 の義を 心得たら ぬ ゆに 見 ゆる 者 多 く、 歌 などに も 「 マ シ」 を 用 う ベ き に 

あはれ 君 露と 消えす ばから 國に 我が 言 の 葉 の 花も唉 きけ む (豐 太閤 を 詠 じたる) 

と！；，^ を 用ゐて 過去の 事實を 想像す る ものと せるな どの 類、 歴 々の 人に も 多 し 室 町 以後の 歌 は 

すべ て當 にならぬ な り， 又 

春來 ぬと 紐と く櫞ゃ 天地のお のづ からなる 曆な らまし 

な ど は 「ナ ル ラ ム j と 想 像 す ベ き處 なる ベ し。 


なほ 次の 猪 例に つきて 考ふ ベ し。 

S"  ェ 

^^麻 之 從者夏 草の 茂く は あれ ど (萬 九) 

玉 敷而待 益 欲 利 者 云 々(萬 六) 

筑波 根に わが 行けり せば 霍 公山 彥 とよめ 鳴か まし やそ れ (萬 八) 

ねたく  .1  一一 一 n は ざ らまし もの をと くやし が る (土 佐) 


道 遠み 人ら 通 はぬ 奧. E にさけ る 卯の花 誰か 折ら ま し (天 德 歌 八 口、 忠 3 

ますぐなる 日本 心に まなびてば 神の まことの 道 は 得て ま し (大 平) 

ねべ し/  ei? 

かやう の 物語 巾 さば 夜 も 明け し (熊 坂) 

たしかに 案内せ させて こそお りさせ 給 は ま し 5, (秋 香 本 ノ外ニ ハナ シ) 

誰が M もと ひも やくる と 時鳥 心の 限 まち ぞ わび ま し， (新 古、 紫) 

夕され ば あ ら ことの 面影に 枕の ちり を うちはら ひつ 、(右 京大 夫) 

(噔、 コノッ 、や キナキ 例 ナリ) 

もし 海べ にて よま ， しかば 波立ち さ へ て 入れす も あらなん ともよみ てまし や (土 佐) 

3- し 人 を 松の 千と せに见 まし かばと ほく 悲しき わかれせ 刊 (土 佐) 

安田 長 徳 大 瀧の つら、 が 中の 那智 ごもり 聞く われさへ に 身 もこ ほりつ 、 

神 も 驚く いのりなら ま し (諸 平 修 正) 

りけん ニテ事 ナカ-フン 

.  二 七 一 


(忠 盛) 内 々 

し 斩りも 

武藏 野に 

家 づ と に 

かく.^ ら 

周) 

然者汝 心 

六 めリ 


第三 

^ び 

あ り 


思 ひける はこ 

殺した らんに 

すてられ ぬと 

いざ 拾 はまし 


まし かば 君た 


イカ-一 シ テ 

之淸 明何以 


變化 につ 

助動詞 は 

の 約 かと 


なり を 少し 和 

も 思 は る。 舊 說 


く、 おもむき 樣子氣 など /'も 

立 田 川 紅葉 亂れて 流る 

同じ 想像な がらむ V しまし 


二 七 二 

の 者 さし も猛き 者と は 見えす 狐观 などに てぞ あるらん そ を 射 も 殺 

はむ けに 念な かるべ し (平 家) 

流布 木 


らまし t 

も 久延彥 の 又 秋の 田に 立 

貝濱ゃ 打ちよ する 浪に袖 

ちと こそ 我よりも 先 


2 失 


ラ マ シ (古訓) 


：ラ 變 は 第 


四變 化) 

け (想 像 し て) た る も 


に 見え ありな りと 

當 つ ヾ し。 


の 

あ 


る 


めり 渡らば 錦 中 ゃ絕ぇ 

等と か はり 、「流る なり」 と 


て 

な 


ち 榮 え ま 

はぬ ると 

せ 給 ひね 


し (篤 齓) 

も (千 代 梅) 

と 祈りお も ふべ かり けれ (大 鏡、 伊 


ベ し の ベ 

非な り) 口 

む (古) 

定 しても 


のラ 變に活 きたる に 近し (或はむ 

語に は 或 はお と斷定 するな 得 ベ 


あるべ きを 少し 和け たるな り 。ベ 


しにても 其の^ 問 ひべ けれ ど、 そ れ より は稍輕 し-彼の 十；： 八. '時代に 多く 川る られ たるべ ら と 

い ふ 語 はべ しと 全く II じ 意味に て， めり のめ はべ と 互に 通 ふ 昔 な り " 

うたて けなる 翁 二人おう なと.^ あ ひて ゐ ぬめ ^(大 鏡)  • 

畢竟 斷定す ベ き 處 を 右の 例の 如く 和 ゆて T^—l 叫り などせ る もの 多 し。 殊 に大 鏡に は その 例 多き 

を 見る 

 聞かせ まつらむ とい ふめれば  よく 聞かむ と あどう つ し (大 鏡) 

右の 例の めれば めり し をべ ければ ベが として は 其の 意 あまりに 强 くなる なり" 

ナ  ナ 

人^にい ふめれ ど  卷 の氣 色に こそ あめ れ (徒 然) 

ナ  

0 の や： にぬ ふて ふ 梅の 花ぬ る れ^ 人に 着せて 歸 さむ 

此の 格 その ^ は 皆斷定 すべ き處 ながら 少し 和け たる を 知る ベ し， 此 の & は 平安時代 特有 

にして その 前後に は 極めて 少 し。 萬 葉 槳には 僅に 一 つ^えた るの み^ 平安 以後の もの にても 擬 

古文に は 川ゐた り。 そ の 活川は 

  キ、 ッ，  バ I .. —— 

めり  めり カシ  める  めれ 

  ケ ム  ーャ 11 トモ 1  ド  

第三 變 化に 叫^ のつ く 例な し" 

^  ^ 太 吉爾 伎 須¥^ 玉 者 二 無 此方 彼方 毛 君 之 隨 意 (萬 三) 

二 七三 


二 七 四 

\ 乎ィ  利ィ  

乎 久佐乎 等 乎 具 佐 受家乎 等 斯抱布 禰乃那 敝氐关 禮婆乎 具 佐 可 知 馬 利 (萬 十 四) 

この 確信 こそ やがて 世の 花と も實 とも なむめ れ (靜 軒) 

 た らんに はいかに 心の ゆく わざな めり とて 

賴む人 露草 ご とに 見 ^§ れば きえ かへ りつ 、欵 かる ， か な (堤 中 納 言) 

人 しれぬ 人 待 顔に 兒ゅ ^ はたが 賴め たる 今 衣 な る ら ん (拾) 

あてた が はせ 袷へ る こと おはします め る (大 鏡、 道 長) 

あ ら め り (太 閤 記 七、^,^ ヲむ ト同ジ 義、 同 ジ接績 ト思ヒ タ ルガ 如 シ) 

七ら む 

第三 變化 につく。 (ラ變 は 第四變 化) 

此の 助動詞 は 動作 狀態を 見て その 心. 原 因 を 思 ひ、 叉 見 え ざ る 動作 を 想 ふ な り： 而 して 必 現在 想 像 

に 限 り、 1 去 未来に は 決して か ， る ことなし。 

今 も かも 唉き ^1  ぶ 橘の 小島が 崎の 山吹の 花 

「句 ふらむ」 は 口語に 句 ゥ テ .^—v^rl か の 意 な り。 尤 に は 相當の 口語なければ 直譯 は出來 難し。 

故鄉に 今宵 許の 命と もしら で や 人の 我 を 待つ ，^SK 武 時) 

憶 良ら はべ 「はまから む 子 泣 くらむ その かの 母 も あ を ま つらむ ぞ (萬) 


ま 力ら む 

白雲 

久方 

此 の 5 

思 ひ 

此の 場合 

お て 

：：; ん亦 目に 

誰が 

此 の 「ナビ 

れ ど然ら 

にすべし 

よりあり 

穎 翁の 詠 

御惠 


は ラ行 四 段活笫 一 變化 にむ S 添 はりた るに て未來 想像な り。 ら む と ま が ふ ベ か ら す. 

M  ，  ぶ來 現 

に まが ひ て樓 花つ ひに 雪と も 降らむ とすら む 

I  —  j 

の 光の どけき 春の 日に 靜 心なく 花の 散 るら む (古) 玉 緖 「かな 二 カヨ フ」 


は靜心 

つ ， ぬ 


のらむ 

保な し 

ぢて結 

見えぬ 

方に な 

キハテ 

す。 (物 集 

とい ふ 

ン --、 ノ  P 

し- K 女 

まれし 

の 露 溫 


な く を受く る な り， 古 說 多 く は 「靜 心」 W 上 にな ど を いれて 解け ど， そ れに 及ぶ まじ.. 

^  -ぉ  .  • 

ればゃ 人の^え つらむ 夢と 知りせば 覺め ざら まし を 

を 過去の 想像と する は 非な り、^: の とい ふ 事實の 原因 を 想像す o にて 時 

びし 水の 氷れる を 春 立つ け ふの 風 やとく  古) 

よりの 想像 に て、 未 來の 動作に は あらす。 

j ぬな るら む ( 一 ^ノ 人ノ 調) 

びき 架て  >  か 富士の 根の 煙の 末の 見えすな、 るら む (十六夜 日 記) 

ぺッ テヲ！ 0  晝：： ナノが 今兑ェ ズナリ タル ュ ョメ ルナ リ 


、に を 過去な りと してな るら む をば なりけ むと すべきな りな ど 論へ る 舉者も あ 

氏 も 「折り ためし 花 こそ 見えね つ ゾ ら をり もと 來し道 や いづこな る，^ S- を^, か 

は 却って 非な り。) こ は 現在 想像な れば 正しき な り。^ 5 の 誤用 は 古く 南北朝の^ 

し。 後說の 「時」 と相俟 ちて 深く 考ふ ベ し 去る 三十 八 年 宣長翁 追贈 從 三位の 畔に豐 

农 二、 


けし 來む春 はいかに のどけ く 花か唉 くらむ 

二 七 五 


二 七 六 

と ある ；： S は 未來を 想像せ 

鳴 クラ ム」 とか 「明日 ハ犮 人モ 

わ-たつ 大海 も 溢れて 穴 H を や 

ら む (ト モ) らむ 

ら む として 逆提 とせる 

ら めどの 例 は 

色 も 香 もお なじ 昔に 唉 くらめ ど 年經 る人ぞ あらたまりけ る 舌) 

猴 ^ の 事 は卅九 年の 國擧 院雜 誌に ニ囘 詳論せ る こと あれば 就いて 見る ベ し 。(附録 參 照) 

〇 疑と 想像と は 古より 混じたり けむ〕 

一 —  ュ クラム 一 ，=: カル ラム 

十 月 鐘 禮乃雨 丹沾乍 if 君 之 行 疑 宿 可 借 疑 (萬 十 一 一) 

せの し^もの やかく 危き 枝の 上に て 安き 心 ありて ねぶ るら む よ (徒 然. 四 十 一 段) 

,M 葡の燒 蚊 辭にそ へ て、 子 や 泣かむ その子の 母 も 蚊の 食 はむ 

ひびよ つるき さ へ 物の 悲しき は いづこ をし のぶ 淚な るら む (古 十 五) 

秋風 は 身 を わかちても ふかな くに 人の 心の 空 になる ら む 

人の みる こと やわび しき 女郎花 f^I5n 秋 霧に のみ 立ち か へ るら む 

わ-か 身い らうき 世の中と なけき つ ， 「お： Jm〕 人の 爲さ へ 悲し かるら む (「ナ ド」 ヲィ ル、 二 及 バ 


るに て 如何ながら 非な りと 首 は ざ る ベ か ら す。 其 の 他 「花 吩カ パ鳥モ 

立 ッ .ー^- 1 とか 坪 内 氏の 新 曲浦 島の 「量 り 知られぬ 樂し さを容 れな ば 

ひたす 溢れて や 空 を ひた す，^! か」 など 皆 誤 例な り。 

力  * ト 

力 らめャ . 

よ 徒然 草に 一 つ あれ ど 疑 ふべ し。 恐 らく は 後の 書き あやまりな ら む.. 


や、 か など h にな き ら む を 片 |は と サ5  土 谷 流に 

C 井 li  i 1 賀 

庭 松の 千^ を 友に 今より は いよ 、 ま 

ながらへ てお、 ぞ见 るら むと き はなる 

老松 も 千歳の 友 は^なら で 誰 を か は 

. 卜 返の 花 さく 松 を 友と していく 千 萬 

ときはなる 松 を 齢の 友と して 七.：' 八 

獨述 1£ 身に あまる 速 あるよ はよ む ふ 

和歌の 沛に あさる 海士 舟かぢ をた え あ 


は い モ なほ 誤れり- 


なる 年 をへ ぬら む r 止 辭) 

松の梢の 十 返の 花 (-:: ハ 次 郞) 

とて 心よ すら む (原 宏 平) 

を s はへ ぬ られ |( 眞 佐 子) 

十 を ゆめに こ ゆ -irsr (糗 敎) 

-ゾ  リケ， ル 

みの 少 きのみ やなけ きなるら む (保 己 一 ) 

しべ をい つか こ ざ 一い -. つ る ら む (瑞 穗舍 和歌) 

一 ティ ヅぺ キ 

一 モイ デナ .\ 


不定^ 

風と 浪と はお も ふ どち にゃあ るら む 

^  ^  ，想 像 

おも へ ば わが 織る 布 錦 いづく の 誰が 身 を 明日 まと ふらん 


長 門の 口 語 「ふ る，^, 「つ」 「な^,;.^. ョ」 ル ラ ウー (兩 用) は 理 想 的 と 言 ふ ベ し〕 

八 らし 

二 七 七 


カモ 二 ヲ 


力 


〇 


ら し 


モ 


モ 


ら し 


ら し 


第三 變 化に つ 


(ラ 變は 第四變 化) 


根據 ある 現在 想像に て 推定と もい ふべ し。 

み. =5 に は 霰 ふる ^5 外 山なる 正木の 蔓 いろ 付きに けり 


立 田 川 紅葉 流る 神な びの 御室の 山に 時雨 ふるら し 

平安朝 時代に は 此の 語活 川な し。 

ぬき 亂る 人-こそ あるら し 白玉の 間な くも 散る か 袖の せば き に (古 十 四) 


年 弓の ゆきふり ゆけば 草 も 木 も老 いこ d すらし 白き を 見れ ば (菅 家 萬 一 

この 川に も み - ちば 流る 奧 山の 雪 消の 水 ぞ今 まさる。 し (古 六) 

ふる 雪 はかっ^ けぬ らし 足 引の 山の 瀧 つせ 音 まさるな り (古 六) 

湖 

忍びて 心 か はせ る 人- ぞ あり けら しへ 帚 木) 

, し そ のか 、りに もな ほらし にて 結べ るに て 知らる ， なり。 

現今 は 之 をシ ク 活に活 すべ し • 


、らしく 覺ゅ 

ら し 

人 あ る」 

らしき 樣な り 

らし けれ ば 止めむ 


又^.^ 朝 さ t に は ら， し の 外にら しき あ り。 さ れど こそ かもの 結に のみ 限 り、！ Q 體法 はなき にやら 

しとの みい へ るか 如し ■ 


も 然 なれ こそ 現 身 も 妻を爭 ふらし き (萬) 


此の 

今お 


みよしぬ のこの 大^に ありかよ ひめし 給 ふらし もの ゝ ふの やそと もの を も 0き 

は^.、 止と も^れば：^ ら るべ けれ ど、 連 體と いひても 可な り。 

にて は 此の 助動詞と 接尾語のと 別つ こと 肝要な り。 

人ら し， - ^こと. ^い J 

形   形 

男 (女) ら し く は 女し など 兄え たり) 

遙 に^ゅる は 人 ひシ らし 


ダ (口)，, 


形 


彼 はお お し (是 は 接尾語に もなる なぶ 


二 七 九 


二八 〇 

以上- T„^3sdg^ は 第三 變化 (ラ變 第 四) 所屬 なれ ど、 上 一 段に 添 ふ 時 は 第二 變化を 承く る こ 

と あり。 

之 を 射 ベ き か 射 まじ 含 か (盛 衰 記) 

春 立てば 花と ゃ兒 白雪の か 、 れる 枝に 鶯の鳴 く 苦) 

來 て gr,^ 人 も あら じな わが 宿の 梅の はつ 花 折りつ くして む (後 撰、 一 ) 

白妙の 波路 を 遠く 行き かひて 我に 似 ベ き は 誰なら なく に (土 佐) 

春 日 野に けぶり 立つ え ゅ處女 等し 野の 逡 のうは ざつみ て 煮ら し も (萬) 

是等は 皆 一 種の 古格な り。 盛 衰 記の は 後世の 訛な らん か、 斷 雷 しがた し。 

近 代 ^^c, レ を 第二 變 化に 添 ふ る こと ある は縑倉 頃に 起り し 訛な り。 

0 1 一 (ベ からす 

(ま じ 

口語に て は 棄てマ イダ と. いひて 正し。 

比の 听屬の 混同より まし まじと 紛ふ こと あり" 

P ふ ことの P えてし なくば なか に 人 を も 身 を も 恨み ざら まし 

之 を 「恨 i ザ ラ マ ジ」 と いひて は 何の 意と も 聞え す。 

さきがけて 又 さきがけて 死 出の 山 まよ ひ はせ ま し ，呈 の 道 (淸 川八郞 


この 歌の ごとき は ^1  じ とましとの 所 馬の 誤よ り， 其 の 意 いづれ とも 聞き 分き 難き に いたれり こ 

こ は：； i なく の 誤な り。 セ マジ は 文 口 混 交 な り" 

光：^ 化ぶ 此の 天 ロ嗣高 御座 之 業者 天 坐 神 地 坐 祇乃相 宇 豆奈比 奉^ 抉舉 事爾 依^ 志此 

, 座 者 平安^  了^  pi 天下 者 所 知物爾 在^ 粒 止 所 念行須  • 

不穩當   

ゑぶ 聞きつ る や 初音なる らし 時鳥 老は ねざめ ぞうれ し 力り ける 

ム 

現 身の ょを淸 めむ と 天つ 神 雪 ふらす らし 年の 始 に (正 S 

  ら し *p 

萬 六 三 n の 原 ふ た ざの 野べ を淸 みこ そ 大宮處 定めけ 等 霜 

冋 う ベ し 77^ 我 大^ は  火 宮此 處と定 異 等 霜 

紀： h  二 う ベ し か d そがの 子ら を 大君の つか はすら しき 

山 田 氏 ハ 親 語 的 一一 翻 一言 ニッ *、 ケリト 見 タリ 

萬 二. ：- 大君の つ ざて めすら し 高圓の 野べ 見る ごとに ねの みしな かゆ 

好 

神武 記 今うた ば^ 良斯 

應神記 伊 邪 佐々 婆^ 良斯那 

つ  事 をお も ひて 撰べ る な，^,^  ::: 終りぬ る ことにな む あり けらと い へ り T ナ 

人 ¥  ニイ ヘリ) 

萬い かりがねの 1、 き 朝 開の 露 有 之 春 日の 山 を 令 黃物者 

^ 六 萬 代に ぁ とも あかめ や 

二八 一 


二八 二 

古へ 「 朝な ゆに 見 ベ き 君と したの まねば 思 ひ 立ちぬ る 草枕な り 

枕 五 さすがに おき るら む 怪しくて 

ゾ 匕 f  ノ  -j5ff^  ン 

子 夏 之 門人 問 交 於 子 張、 子 張 曰 子 夏 云 ^(子 張 十九) 

子 貢 曰 …… 夫子 之 云 不亦宜 乎 (同) 

九 けむ 

第二 變化 につく。 

此の 助動詞 は 過去の 想像 を あら はすな り。 

けむ M シ けむ けめ 

古に あり 5,5 人の 倭 文 機の 帶と きかへ て 伏 星 t て 妻 問し 葛 飾の 眞 間の手 兒 名が 云々 

(萬) 

遏 去に ありし 事實を 想像した るに て、 ましの 假實と 異なる を 知る ベ し。 

大久保 も 西郷も 死な ざり 5^ に は 我が 國 はいか  >  なりけ む 

こ は 事實に 反する 事の 假定 想像 なれば ^む と 云 ひ 難し 死な ざら まし かばい かにな りな ましと 

假定の 助動詞に あらたむ ベ し。 叉 


.•  さ り fu  ^ ら V6 


り 如き ま £ 弋 の^ 文に て 正しく は r シ 」を 用う ベ きなら ね ど、 マ シも今 は 少し 古くな りたれば 近 語 

法と して 認 むべ し 「ケ ム」 を r シナラ ム」 「シ ナルべ シ」 と い ふ は 相 應に古 く より 有りて 誤れる 處 なし" 

( かりけ む 

文覺の 精力 や 如何に 强 , 。 

(かりし なら む 

^  ，一  ノ  tl*- 

^經は 高 館 をば 逃け |  ： . 

(しなる、 へ し 


『し ゲ 

昔 ま  な り^ も 計りが た し (想 像と 疑問との 相 通) 

-  b む 


.  (けん  — 

この 哓の古 音 H な り.! I か K なりし か 

無 かった 人 I. も 知れぬ 


ヌ ラ ン 


鐘の音 木の 音 遠く 聞 ゆなり いづれ の 里 か 火 を 出しけ む (海 野 遊 翁) 

t  0 i  八幡 この 國の 帝に てお はしけむ こそい とめで たけれ 


萬 十八 かたり 家 末久は 

重 之^ 古 を 今日に あらす る ものなら ば ひとり は 千代 をお も はさら まし 

二八 一二 


二八 四 

尤， 太 刀に 差 手の 自山を 利か し I め ば 金 .剛 力の 吊り 上 ゆ 萬 目 を 驚す の藝當 あり もの を 差 

手の 一 本 遂に 不満足の 勝負に 終りし は 惜しい ことなり (東 朝^, l、g 西 ノ海ト ノ 取組 ヮケの 

評) 

(官ー 長 もし 心 敬の 「日の 御影 花に 句へ る あした 哉」 と いふ 句 を) も し 見 給 ひけむ に はさ もつ や. 1 け 


させ 給 は ざり けむ をと いぶかし 云々 

ーッレ テキ タリ  *^ 力 

落 窪 「からう じて 足づ から 行かす ばいます うじ かかりけ む」 との たまへば 

？ 

葵 袖の 上の 珠の碎 けたり けんよりも あさまし ゆなり 

太閤 記 或 問 恨む らく は寬永 之制禁 五分 一 同と 秀吉 公之 時代に 有し かば 今程 はきり した 

んの 法種絕 ん もの を 

天、 富 士^ 氏に 年 を假し 云々 或は 叉 さなく とも 1\ー  を 祖述して 精 鍊を加 ふる 者 ありし ならば 

fig 

或は 日本語 擧の 一 旗幟 を 東洋の 天地に 押 立つ る こと を 得 けん もの を 

、ぬ 涫 筆 話 (し づ 、 と 命 長くて 老 にいた るまで もよ みい で た らむ， いかばかり めでたき 歌 

誤 

どもいで きけ むかし 

第 四 節 希望 (希求、 跳、 願望) 


た 
し 


第二 變化 につく。 

此の 助動詞ば 動作 


行きた し は 行きい 

凡なら, ま 力 も 


この 「痛」 の 字 をた き 

よし 假に これ を是 

る はい 力 V あらむ 


—動 _  ^ I 

ゆき (い) た し 

と說 かれた る は 一 

ば、 種 々の 說をも 生 

，いざい かに み 

此の 時の 判^ は定 


ナ トモ 


の tr 

と 讀 

認す 

又大 


力 

ぴ 

る 


2  、-. 6 

山の 


たし 


な 

ナ 

氏 は 


したき (ハ ^  ^ け) を 表 す な り： さ て ^ は 


む 

せ 


れ ば、 此 の 語 

かしこみ と 

る は 勿論な 

日の 語法 k. 

之 を 接尾 語 


は 助動詞に あらで 形容詞 な り 

板 痛 袖 を 忍びた るか も (禹 築、 遊 


}  .0^.  こ し よ 次 司 

( M  .H トノ  ».(  ^  sin 

に 至りし なら む J そ 

奧 にし をれ て も 心 

に て 「たき」 の 語 を 難 

ャ たき 力 


が ら、 た しが いたしと 同 語 な り 

q し は 純然 助動詞の 性質 を備 

に 人れ 


に 多から す 耳 だち て 聞きぐ る 

は 千 五 百番 歌合に 

知り^き 秋の 丧 の月拳 能) 

ぜ られ たる に て もしら る 、 な 


たけれ 


語 根いた しにて 例へ ば 

と說 くもの あり，， 

女 兒 

とは^に 斷 すべ か らす 

へ 居れば 形容詞に 人る 


しとて 排斥せられ しか 


り。 活 ほ まクキ 4 


二 【へ.， し 


た 
か 
ら 

ベム ズ 


I 一 

力、 
り 

ケ キ 
リ 


た 
力、 
る 

マラべ 

ジ ム シ 


二八 六 

^の 音便^ は 「死 一一 ト モ 無 ィ」 「見 ット モナ ィ」 な ど變 訛す る こと あり 

モ  ハ ヰ  - ナリト (岩 崎 本 明 恵 上人 欽集) 

山寺^ 法師く さく 「居， 9^ す心淸 くば 糞 ふく 化て vfe 一  上人^ 

など は 思 ひ 切りた る 歌な り 

助動詞 變 じて 一詞の 中に 入る。  II 

目 出 候 めで ^ 候 (たく ハ 希望 辭ニテ 謙遜 シティ へ ルガ ャガテ 形容詞 トナレ ルナ リ) 

悛成女消息(新 勑撰 八) 中納言 人道なら ぬ 人の し 一」 候 は i『 くぎ S5^」：； のにて 候 

傍寫、 疑問 

友 は 歸 り^^！！^ー嚷 なりし も 

二 なむ 

第一 變化 につく。 (テ ニヲハ なる ベ し) 

此の 助動詞 は 他の 動作 を 希望す るに て 所謂 跳な り。 活用 はな，.，。 

彼 早く 行か ィ ッ テ欲シ ィ、 ィ ケ バ ョ ィ) 


此のな むは や ， も すれば 第 

活 爪に 於いて 第 一 第二 變化 


雨 も 暗れ なむ 

右の 場合の 如き は .^n. を 第 

小^ 山嶺の 紅葉 心 あら 

此の 「待た なむ」 は 「紅葉 


我が 所作に はなむ は 

我が 體 大きくな 

頭 さわやかに な 

の 如き は 我と 體 若し 

れば^ 支な しされば 

われ 博 t- にな ら 


は 非に してな りたし 

我が 子 博士に な 

は 正しき な り。 

第二 變化 になな むと 


ニ變 化に つく 未來 想像の なむと まざる  >  こと あ りバて は 上下  一 二 段 

の 形 等しければ、 


ガ祸幸 

パゐす 

ら なむ 

ら な む 

く は 頭 

な む 

と す ベ 

ら な む 

添 ふる 


一 變 化と すわば なむ は 跳と な り、 第 二と すれば 想像と なるな り。 

ば 今 一 度の 御幸 待た 信 公一 

ヲ待ッ テク レ レバ ョ ィ」 と貞 信 公 が 紅 ^ の 動作 を ^  0 す る な り- 

但 し 


と を 分ち て考へ たるに て、 g 我は體 若しくは 頭の 動作な 希求す るな 


れど. 


こと あ り。 ぬ の 第 一 變化 になむ を 添へ たるな り。 又 たらな むな どと も 

二八 七 


二八 八 

い へ り。 

き  

人知れぬ 我が 通路の 關守は 宵 々毎に うち もね ななむ 

第一 一 


燒 かすと も 草は萌 えなむ 春 日 野 は 只 春の 日に 任せたら なむ 

， J の を單に ^ と 同じ 事に 思 ひて 第 一 變 化に そふる は 誤な り。 次の 歌の 如き は その 例な 


,9  c 

第 一 


の它庭 もせき まで 唉き充 ちぬ 吹き 來る 風よ 心せな な む (鈴 木 重 嶺) 

， j は ir^^ などの 如く 上下  一 二 段 活用の 第一 ニ變 化の 同形なる より、 第二 を 第. 一 と 思 ひ 違 

へ たるな り。 


蓬 染の 鞍馬の 山に 入る 人 はた どるく も か へ りきな 、 む (後 撰) 

りごと きも 第一 變化 のこに は あらす して 第二の きなる を 男る へし。 

なむ— 大 槻氏ハ 希望 感動詞 トス。 

巧、 ト a 上つ 毛 野 を どの たどりが 川路に も 子等 は 安波 奈毛 ひとりの みして 

同 子等 は あは 奈毛 せな は あは 奈母 まと ほくの ぬに も あは 奈牟 

コ マ  0、  o 

^、一 ート 鶯 はう ゑき の樹閒 をな きわたら 奈牟 

o  o 

同  ほと、 ざすな ほ もな カ菊牟 

一 一  雲 だに も 心 有南武 


其の 夜の 月 は 程なく 

^  M  M ほ もお に 心 

1 重づ ， 八重 山吹 は 

あだなり と 常 はしり 

あかなく に まだ き も 

なり rr と 二お i> 

1^ る^: 蜀らぬ }sn とよ 

さ 、"波 や 近 江の をと 

出 樱 ちりて 深雪に ま 

ぶ くと も 心 ふかめて 

磯草の かりそめ なが 

言 の^の 道 を さとし 

おしなべ て 峰 も 平に 


入りぬ とも 

を冼 はなむ 

開けな む ほ 

にき 徵花を 

月の 力く る 

おん り 切 

お ノ  し 力 

し ゑ や し ゑ 

め 明日より 

が ひなば い 

靑 ぎりの 楚 


やどれる 水 

み もすそ 

どへ てに ほ 

しむ 程-たに 

、か 山の は 

芋 煮て まつ 

ひなき しつ 

はみ 山が く 

づれか 花と 

かゆの 淸水 


第  一 、ts 

レ影は^^なむ 


旅ね する 身に は淚 もなから なむ 常にう きた 

人 をお も ふわが 身の 


唐衣た つたの 山 も 今 


たま はなから なむむな 

より まもろ ち な ザ ら に 


第二、  S 

の淸き 流に 

ふ 花と 賴ま む (天 0 歌 合、 兼 盛) 


らしば し 世の あらし を 

て 外つ 人 も わが 日の 本 

第一 一  — 

なりな なむ 山の はなく 


のどけ からな む (IT 朝 忠) 

にけ て 人れ す も あらな ん (古 今) 

o  o  o 非ナリ 

ら な む (連 月， 八 月い 五 夜) 

> 笑 は 「む や そ (惺^  ノ長嘯 二 ォクレ ル) 

れて 見えす も あら な む (續 古 今) 

他人 ニ^へ タルカ 

春 に と はなむ (新 古， 伊勢) 

一み てむ 

われ はくまな む (陸 實、 梧 井、 愚 庵 十二 勝ノ 

へきて， む 

波の音と 聞、 か な む (臥 病、 同) 

—  0 

の 人に なさな む (植 松 有 信の 門 人、 十：：： 川 0 平) 

ば 月 も かくれ じ (紀有 S 

る 心ち のみす る (一 i 原 ノ 君) 

しきから まな ゆきし もせ じ (同) 


ときはなら な む (後 撰、 秋 下) 

指お 辭モ ii^s  -r¥ ズ 

二八 九 


二 九 〇 

こ ひわび てうちぬ る 中に ゆきかよ ふゆめの た V ぢは うつ 、 3 ^が (古戀 二、 敏行) 

一一 I まほし 

(準 助動詞) 

お ！  ^ I 

止の 語 はもと まく ほしの 約 なれば 第一 變化 につく。^ 3 の 意に 用うる が 本義に て、 

なら まほし (ナ リタ シ) 

有ら まほ し (有 タ マ ホ シ， シ カ有ル 二逢ヒ タシ) 

など はなれに や ， 近し U 

髗  形   

古く は 「見 まくの 欲しき 君」 の ごとく^;: と^, 3 と を 離しても n る こ り。 

こ、 にい ひ 置くべき は ^ を 他人の 動作に つくる 變例 ある ことなり。  . 

御 出 相 成 度 候 (御 出 アラマ ホシク 候) 

「御 出 相 成」 は 他人の 動作なる に 自己の 動作 を 希望す る^-にて 承け の 意と せる 

な り of  J ば もと 

御 出 を 蒙りた し 蒙 る ハ我ノ 動作) 

の 意なる 

御 出 下された し 


の 「下 サレ」 は本來 受動に て 我の 動作 なれば、 其の 方に r タシ」 と附 きた るが、 何時の 間に か 其の 「下 サレ」 

は^ 他の 敬 相に 鸭 じたる も、 其 のま、 につく る ことと はなれる に て、 さ て 鄉カ と と 其の 意 相 

近き より 終に f 御 出 相 成 度 候」 と樣 にも 一般に 言 ふこと 、 なれるな り。 

饬仙  i 

上京 ありた し 

の 如き も 尊 他の 意に て 右と 同 例な り，. 

家に あり.^ 木 は 蓰然) 

此の 例に て は 木に ある こと を 希望す るに は あらす し て， 我 が 木 をして あらしむ る こと を 希望す 

る 意な り。 さ れば こ、 に は あらせた き (有 ち た き) お ,p き、 植 ゑ^き， などい ふ 程に 心得べ し。 

萬 十 四， 常 陸 歌 筑波 ねのに ひく はま ゆの きぬ は あれ ど 君が みけし しあ やに^  ^3  6 

平 治 落ち行けば 命ば かり はいきの 守 みのを はりこ そ 聞か まほし けれ 

後 撰、 戀 六 狩人の 尊ぬ る 鹿 はいな びのに あはでの みこ そ あらま ほし けれ 

ボ 荒、 戀 下 人 しれぬ 思 あり その 浦風に 浪の よる こそい かま ほし けれ 

「欲」 の 字 も 他の 動作 を 希望す るに は 用 ゐす。 「ほり」 も然 り。 

歸 つ て ほしい 私 を つれて 行つ て ほ し" 

四 想像 辭 む まし べし 

二 九 一 


二 九 二 

是亦 希望 を 表す" (め り、 ら む、 ら し はぁづ から す) 

^  (ド ゥシ ティ カウ 

いかで 行かむ  、 

(ドウ カシテ ユキ タイ モノ グ 

決意 

明日より は 早く 起きむ 

一 度 はふ じに の ほら む (ト 願 フ) 

一 人の みなが むる より は 女郎花 わがす む 宿に う ゑて 見 を 苦) 

—假 想 

樱花旯 るに も 悲しな かく に 今年の 春は唉 かす、 ぞ あらま し (千 載) 

猿 澤の池 もつ らしな 我 妹 子が 玉藻 かづ かば 水ぞ ひな ま し (萬) 

御出^ 被 下 候  勉強 可 相 成 候 

可 候 は 度 候と 略 同意に て や 、粗末なる 言 方 な り。 

聖 武 紀、 宣 命 欲 奉 造 止 思 

光 仁 紀、 同  御 鉢 欲 ，養 止 奈母所 念 須 

キ _ テ  、ノ 

燒 がば やと 毛蟲に 怒る 法師 哉 

日の 本の 大和心 を經 として 武備に 舉 にた ゆみな く 進み ゆく よの 唐錦 緯の 色々 おりて まし 

(丸 山 氏 幼年 校歌) 


五附說 感嘆の テ 一一 ヲ ハ 

〔が〕 (n-!ti^f- もが、 がな 以ヒ 名詞 副詞 を受 く。 

〕 が (な)， が (な)， が (な) 以上 動詞 を K 乂く。 

是 亦^ じて 希望 を 表 す。 

老いす 死なす の i. も^^:;' W 力 

世の中 は 常に もが もな 渚 漕ぐ あまの 小舟の 綱手 かなし も 

0  \ァ ラ ン 

君が 爲 ほしから ざり し 命 さ へ 長く もがな と 思 ひける 哉 

世の中に さらぬ 別の な くもが な 千代 もといの る 人の子の 爲 

名 ！   

長き を 花の 命と もがな 

をが な (書 か ん) 

な ら ベても が も (紀 十 一 ) 

タグ 匕テ モガで 

翻 而毛欲 得 (萬 四) 

水に もが も よ (萬 十 四) 

是等は 皆 感嘆 辭の 下に 動詞の 含まれて 希望の 意と なれる ものな り。 

又 動詞 を受 くる は 過去 辭 につ V  く。 

二 九 一一 一 


二 九 四 

思 ふ どち 春の 山 邊に打 群れて そこと も 知らぬ 旅寢し 「 ：y^  (シ タ シ) 

あな 戀し今 も 見て しが 山が つの かき ほに 暌 ける 大和 撫 子 

甲斐が ね を さやに も 見し がけ けれ なく 橫 ほり 臥せる，^.^ の 中 山 

大 寺の 餓鬼の しりへ と 思へ ども おもわ を いかで 見む よし も が な (重 嶺) 

薄雪 いかで 思 ふこと 一して しが I 本) 

(とくして む (爲 氏 本) 

蓬生 いかで .!〇 世の 末に この 君 を わがむ すめ どもの つか ひ 人に 人 なして しがな (曼ち 

(力、 る  (3  、 

萬 十 1 潮み てば 水沫に 浮ぶ まな ごに も 吾 は 生 鹿 こ ひましよ すてへ^ かハ然 タム ヲ希ヒ まし ハン 

. \t おし {  -  ,  V 然 リシ ヲ 悔ム— 然ラヌ ヲ希フ y 

同 眞十鏡 旯之賀 登 念 妹 相 可 聞 玉 緖之絕 有 卿 之 繁此者 

7 ヘル 

ガ f  f ァ ハス 

玉 葛 力 ， る もの ありと いかで 人に しらせて 兵 部卿宫 などの この 籬 のうち 好ましう しお 

ふ 心 みだりに しがな 

ば や は 順假提 法に 別 を 添へ たるに て 亦 希望の 意 を 表す。 (動作の 主の 希望 を 表す) 

見 ば や (タ ラ ナ ァ) と 存し唉 

諸 共 に 死な ば や ( ン ダラ ナァ) 

かり 暮し歸 る 菔の中 ざしに さ ， ば やと 思 ふ山嚶 花 (名 和大 年) 


見せば や な 〔タ ラ ナ ァ (ナァ )〕 を じ ま の 海人の 袖 だに も 濡れに. ぞ 濡れし 色 は 變らじ 

いとむ くつけ きまで 人のお どろく に ほひ を 失 ひて (橋 姬) 

今 は 臨終 疋念 までとく  く 頓死 をし 侍り^^^.. とのみ こそ 覺 § 

みかう しま るり^ W 別 (紫 式部 日記 二 段) 


ビン ギゥ 


5 ヅ ：；- 


美女う ち 見れば 一 もと 葛な りなば やと ぞ おも ふもとよ 

むと も 離れが たき はわが 宿 世 (梁 鹿 秘 杪) (な り やしな ま し 

是等皆 順假桡 法の ぬに 感動の 別の 添 ひたる ものに て、 そ の 意 

ら、 疑 の やなる 時 は 希望に あら す、 や にて その 意 きれ す して 下 

心 あてに 折らば や 折 ら_ む 初霜の 置き まど はせ る 白菊の 

疑 1 

思 ひつ、 ぬれ ば や j 人 の 見えつ 夢と 知りせば 覺 め ざ 


り 末 ま で 

ョ リぶデ 

いひき る 

の 句に か 

t ィ 

ら まし を 


れ (愚 管抄 七) 

よられば やきる ともき ざ 

ター フ ン) 

ゝ な りお ま rE- じ ズ 10« な^ 

、りて 結 ぶ な り。 


0  0 いかで この こと を かすめき こえば やと (いかでの 下にば や あるべき か ，爲 氏 本 に は 「き 

こ え む 一と あ りて と、 のへり) 


平 家 七、 都 落 吉野 山の 奧の奧 へ も 入りな ば やと はお ほし けれども 


紅葉 賀 誰と しられで いでな ば やとお ほせ ど 


兼 好 歌 集、 詞 書 いづ 方へ も 又 行きな ば やと 思 ひながら 云々 背く 身 は 


さすがに やすき あ ら 

一 ゴ ゴ 


二  し、 

一 ーブ. K 

ましに なほ 山 深き 宿 も いそがす 

宇 治 拾、 七 や はら 之を寶 りてば やと 思 ひて 

同 十一、 則 光ノ段 行 かじ はや とお もへ ど 

拾 玉 b が、 ぃケ くさ じ はやとお も へ ども 見る 人 もな し^る. S もな し 

梁 塵^ 杪 ひじり をた て じ s„? 袈裟 を かけじ^ 珠數を もた じ や 年の 若き を かたはれ 

せむ 

愚管抄 ノ君 ノッョ クウ ルサキ 篇 臣ヲァ ラセ ジ ハヤ ト オボ シ メス 御、 七 

.  非  . 非 

「ま， 0-」-  一 ^flH あり、 「、の 規 になり にし 表に と はば やな子 をお も ふ 道に あさき もの 力と」 (樂 為) な ど 調 

子 はづれ なり。 

S 前提 法ァ レバ や ヲモッ クべキ 心地 ス 。玉 緖卷四 二 ハソノ 例 ヲァゲ タレ ド、 ックリ モノ ナ" 

〇 な いざ むすびて な (萬 ニ自コ ヒネガ フ。 

〇 ね なのらさ^ 他 二 識フ。 

朝夕な あり そね 

なり をし まさに 


一 定時と 不定 時 

動作 は 事 莨 上「 時」 に關せ ざ る ものな き は 勿； 3 なれ ど も 、首 語 上 に て は 「時」 に關 係せ ざる も 亦 多 し 其 

の 過去^ 在 未來の 何れ かに 屬 する 者 を 定時と いひ、 三時に 關係 せざる もの を 不定 時と いふ。 不定 

時 は^ょり 時な き を、 な ほ 不定 時と 時 をい ふ は 定時に 對 して 說 明す る 時の 便宜上の 名な り 

指定 助動詞^^ 及 力 リ活 形容詞 は 又 動詞に 準じて 時に 閼す。 

W 定^ 

格段なる 勤 作 は それぐ の 時 あり。 

我が 中舉 校に て 钕を受 けし 先生 阼ロ ませり 

御 兩親は お はします や 

明日 は 雨 ふらむ 

S 不定 時 

一 般の 動作に て 時の 如何 を 定め す、 過 現 未に 通す る眞理 習癖 又は 動作 を 事柄と して 記述す ろ も 

の 皆 不定 咭 なり。 

犬 も 歩 け. ば 棒に あたる 

我 は 毎日 六十 木の 紙卷 煙草も^ ,5 

二 九 七 


.  二 九 八 

酒 をのむ は 品行 を 害する 本な り 

「ゑ ふ 

酉 をのめば 人  ■ , 

foe  i 一 ゑ ふ ベ し (想像 ナレ ド未來 ユア ラ ズ) 

大日 本 帝 國は萬 世 一 系の 天皇 之 を 統治す 

大日 本帝國 は神國 なり、 天祖 始めて 基 を ひらき 日 神な がく 統を傳 へ たま ふ 

「讀 む」 は 四 段に^ 

毒 を V 皿まで 

^H^. ど も 衰 ぺ ぬ 人 も あり 

人 を ばお のれ も 殺されむ 

是^ 定時に も 用ゐら るれ ど、 今 は 「人 を 殺せば おのれ も 殺さ る」 と假 定し 想像した る 意 

りて 不定 時 を 示 す。 前の 「食 は」 も然 り。 

矢 を 負 ひたる 猪の 猛り 狂^ 如し 

可處 にも 海 岸 に 立 て る 家 は眺廣 くて 心地よ し 

下.^  土ォこ よ， 詞 のみなる あ り， タ リリ ム ベ シ など を 添へ たる あり 

二 定時の 三， 種 


記述 說話 をす る に， 或 る 一 定の時 を 標準と して その 範圍內 の 動作 を^ 在と し、 其 より 前の を 過去 

と し、 後 の を未來 とす。 

S 現在 

直說 法の 動詞の 他の 時に 關 する 助動詞 を 添 へ ざる も の、 現 在の 動作 を 表す。 

春 立つ 今日の 風 やと くらむ 

白雪の か ゝ れる枝 に 鶯の^ 

ますら をの g の 音すな り 

某 生病氣 にて ,  ，  . 

朝 ゆ 校に 行 く， 午 後大 川氏來 る、 古 事 記 を S  (日 記) 

此の 年始め て 内 國勸業 博覽會 を ^(史 表) 

R  雨 ば 出立 を 

元來 動詞 その物に は 時な く、 過去 未來の 場合 に は 相當の 助動詞 を 添へ て 之 を 表すに て、 其の 然ら 

ざる を 定時に て は 又 現在と いふな り。 さ て 三つの 時 はすべ て直說 法 (終 止、 中 止、 S 川、 速 體) に おいて 

認知 せらる ， 者に て 前提 法に て は 不明 嘹な りつ 「雨 ふらば 行 か じ」 など の 時の 假定 前提 法 は 動詞 そ 

の 儘な が ら， 定 時に て は未來 とい ふこと を 得べ し。 之 に反して 前例 「雨 ふ れば」 の 確 定 前提 法に おい 

て 動作 の 現在なる 場合に は 現在 時な りと もい ひ 得べき を 以て 之を舉 ゆた り。 前 提法は 常 然 

二 九九 


け  し 
る 

ガモ ニヲカ 

力 
ナ 


け  し 

れ  か 

ト、、 トー /  \ 

モ 
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「き 一に 泮 ふ も のと 思 ふ ベ か ら す。 そ の 不定 前提 法と い へ る もの 、、時に 就いて 不定なる が 前提 法の 

本 J な り。 又 命令法 も 時に 關 係せ す T 汝 之を讀 め」 と いはむ に、 動 作讀 むは 後來 生す ベ きもの なれば 

として 未來 とも 云 は Y 云 はるべ けれ ど、 命 令す る は 現在 なれ ば， 未 來と 定めむ も 如何な り^ 竟 過 

去 現在 未來 の.^ は直說 法に のみ 存 する 者と 心得べ きな りつ 以 下 之に 倣へ。 (過去 未來の 助動詞の 前 

提法 となる は又自 別な り) 

め 显去 き けり 

動詞の 第二 變 化に 添 ふ。 活用 左の 如し。 


〇 


ナ ら 


〇 


ズ 


昨夜 牛 込に 火事 ありき 


入らぬ 事 を  一一 一一 a ひし を：^ ゆ 


比の 頃 度々 彼を訪 ひし かど 居ら ざり き 


昔 男 ありけ り 


眞 白 に ぞ 富 士の 高ね に 雪 はふり ける 


延喜の 天 ^  歌 よみ どもに 各 耿 よみて 奉れと 仰せ 袷 ひければ 皆よ みて 奉りたり け d 


$  ^ 物 

思 ひき や 

咋日 こそ 

この 兩 助動詞 

に 「常 社 二 御 祈 

ヒ - ) 

一 $ 遗 ぐ 

お カ&は 

など 川うる は 

從 へる にて 不 

ろ を 略せる よ 

W 葉 二 

など 「し」 とい ふ 

の接續 

^^は 第二 變 


語) 

雪 ふみわけて 君 

：： い i3 とりし かい 

第 一 第二 の 變化 

W ァ ル ノミ ノ  M 

るまで 鎭 火せ ざ 

極めて 短氣 にお 

^後 ^3 終止 連 

町 な り。 多 くは歐 

り も 起れ るけ な 

す き 

もみ ぢ薬 のちり 

連體 の： 卜に 「コト 

に 特例 あり，. 力 變 

化の 外に 第 一 變 


を ^むと は 

つ の ま に 稻 筇 そ よ ぎ て 

な し， 禹 ^に 「^ き に け ら 


ナ リケリ ヰ」 と あ れ ど、 ま 

り し 

はせ し 

體 を 誤 る 類 な .り 。文 部 省 

文 直譯の 誤れる 口調よ 

り， ロー  . 

ていに〕 と： 土 梓の 使の 

ョ」 などの 省略 ある は， 他 

に キのそ へ ふ 寶 例 な き 

化に も附 く.：^ は 第二 變 


秋 ® の パ く 

0- 一と ある 

づ 無き 語法 


て 之 を 許 

來 れ る な 

へば 云々 

連體 なる 

口調の 0 

二  0 丄ソ 


と 定む 


と 同じ 

し き 爲 

よ り 少 


の 古格な りパ 幡 愚 ^ 

ベ しさ て 連體の r シ」 を 終 


容 す る 

る が、 又 


, 】 と 


したる ま 唯泶に 


ぞ なむな どの^ あ 


く 誤 

な る 

し 古 

三 〇 


ベ 


は あらす。 

き が、 そ の 外に シ 


き 格 な る が、 平 安 時 


サ 

力 

下 

四 

四 

變 

變 

段 

段 

せ 

寄 

シ シ 

シ シ 

せ 

さ 

力、 

力 

力 

し 

せ 

し 

キ 

シ シ 

シシキ 

シシ干 

シシャ 

力 

力 

力 

力 

す 

< 

す 

す 

< 

す 

< 

す 

す 

< 

る 

る 

る 

す 

< 

す 

せ 

け 

れ 

れ 

れ 

ハ 
ン 

ハ 
シ 
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弋 一 一 

ま サ 


特 

よ 


は兩樣 混用せ る 姿 あ り。 サ 變 にて はシ シ 力 は 第二 變化 にっかす し て、 第 一 變 化に のみ 添 ふ， 是 

變の變 格た る 所以に して 此の 時 は 下 二 段の 語氣を ffl うる 者と 見 ゆ。 之 を 左に 圖 示す。 


も 


は是 のみなる に、 サ四活 の ェ 列音卽 第五 變 化に w  H^. を 添 ふること 今 は 普通に て、 文 部 省に 

之 を 許容す る こと 、 せ り， 是 はサ變 及サ下 二の 動詞の 多き によりて 四段活 なる も それに 引 

けられて 訛れる に て、 室 町 以前より 有りき と覺 ゆ。 さ れば宣 長 翁 を 始め その 道の 博士と ある 

も 俗文の 影響 を 受けて 、^| ル セ シ 起セシ など 用ゐ たる 多 し。 さ れど その 誤なる は 書ケシ とい 

ぬに て 明な り。 


父に てお はせ し 人 

この 大臣 はいみ じく 文 舉に甚 能に おはし ませし な り 


京なる 友より ふみお こせし 返事 を か 


花暌 ける 313 告け よこしし かば 云々 


始は 毛筆に て 記せし が 後に はべ ンを 

一 たび 任せし こと は 功 を 見る まで 干 


用 ラ 

渉せ ぬが 


色々 運動し し屮斐 なく 失敗せ り 


某 事に 心 を 動せ し は 利 

此 等の 正否 を 斷れ。 

さて キとシ と は カ行と サ行 

は 別物と して 說 明せ りつ さ る 

の揚處 にあり し 事 を 乙の 

へ ば ク活シ ク活 にや シ の變 

あらす。 今 は 少しく 研究の 餘 

に說 くべ し) 


欲に 皮 惑し しなり き 


と に て 根本 別 

はキ に は 特別 

場處に て說く 

化 ある 如 く、 チ 

地を存 しおけ 


意 の もの 

に對 話の 

樣の氣 味 

を 中に 置 

ども、 大體 


よし 


^> ら 1 

さ 一口 氣 

シに比 

きて キ 

同義 辭 


や 

の 


とも 疑 は れ、 富 士谷氏 の 「あゆ ひ 杪」 に 

て、 過 去の 動作 を 現在の 時に て 話し 

て顯 著なる を 見るな り >  さ れど又 思 

シ とに 別れた る 者と 見られ ざるに 


〇 白た  >  むき まかす けば こそしら すと もい は め (記 下) (け ば 


活用と 立てた り。 (キ ケリの 差 は 後段 

ハ 記傳 「けらば」 ノ晷ト ス。 「來 ば」 ノ轉 

三 〇 三 


35 四 


力) 


體 のかな り 


春樹 顯秘抄 おも ひそめし^ 

さても 君 忘れ： ^  鶯の なく 折の みや 思 ひ いづべき (大和) ， 

けり ハ現 實ヲ 基本 トシ テ囘想 ヲ起ス ナリ。 

大鏡 みこた ちのお はし まさ ひし 如く (明 子 ヲ火切 ニス) 

草深き 霞の 谷に 影 かくし 照る 日の^^け ふに や は あらぬ (康秀 、仁 明 崩御 二) 

音 もせで 木づた ひわた る 時 烏 ^3 とズ かり ，0> にこ 吾らん 

/つ )1可 ♦ . ご 一" ス 

ザリ？  二 

c  -r 


萬 


不レ思 寸  不 及， け り 


不 f 


申せし と 保 元 物語に ありと いふ 人 あり 

慕景 集、 詞書 勝 元 朝臣 短慮 不成功と 昌黎 が^^ 詞 など 消息の はしに かきつけ， 

源、 未 摘 たのみこし かひなくて すぎゆく 

同、 總 角 ^,13 方 ゆく 末お も ひつ V けられて 


廣蔭 きし ハ 讀 寫 誤 也 

古今 見つ ゝ わが 

古今 里 をい とひて こし か ど も 


後 撰 ふりで、. ぞ こし 

山 E 氏、 さ し の 例 中古 文に^ すト ィ フ。 

拾、 神 樂 住吉 のきし もせ ざ ら む 

六帖 住吉 のきし もせ じと や 思 ふらむ 

紀 ト、 大 サ 、 ギ 水た まる 侬羅の 池に ぬな はとり 破陪 S1 しらに …… 菱 がらの 假辭 雞區し 

ら に 

は 二き 

し n ト. 

さ し、 ^  く けらく と は 異なり の 一 法なる べし。 , 〕 と (け ま く) 

日遝 唐 之 蓬 子將 軍と.^^ 人^ 御 子 李暹將 軍と 巾せ し， 人 (妙法 比 丘 尼へ の 返事) 

S ぶ來 を 表すに 二 法 あり。 

^想像 辭叫 ^ を 添 ふるもの。 

明日 は！！ 降らむ 

歸り^ 日 を 待て 

梅の 花い ざ^に 行 か む 

彼 は 休暇に は 歸省 すべ し 

出版 近日^る ベ し 

一 一ー〇 五 


三 〇 六 

Y  メ は 適 當. 可 能な ど理 にか 、 る 者 多 けれ ば、 打 ち 任せて 未來 なりと は 思 ふべ から す。 「我がせ ， j が 

宵 な り」 など も 時 は未來 なれ ど. 單 に^の 未來を 表した るに あら す。 さ れど 近代 は 川" を 輕 

く 用うる こと 行 は れ、 方 言 のべ ィ など ゥと同 一 に ^ ゐらる ， は 皆 未 來を淺 く 想像せ るの みなり。 

,ん の 想像 は より 輕 けれ ど、 さ りと て是 もす ベ て未來 なる に は あら 中。 

これ は S: ならむ 

人 を 敎 へ む に は 先 づ己を 正しう せむ こと を 要す 

^はむ 子 を 法師に なしたら む 云々 

誠 なから む 人 は 遂に 信 を 失 はむ 

此等 不定 時の 想像な り。 

^ は 否定ながら = に準じて 未 來をも 表す。 

この 雨 は 夕まで 晴る まじ 

忘る まじ と 思 ひつ めし も 甲斐な し 

1^ は未來 にも か ， る樣に 見ら る ， も あれ ど、 槪 して 假定 想 像 に て、 時 には關 せす と 心得 ベ し。 

口 動詞 その 儘なる もの。 

未來の 動作 は 斷定し 難き もの なれば、 ィの 如く 想像す る は當然 のこと なれ ど、 さ りと て 疑 ふ 方な 

き 事 は 想像 を 要せ す。 是 は 時代に よりても 用法 を 異にせり。 


本體ハ f4 定ナ 


来— む 年 來る年 來る 幾日 翌 くる 日 

足 引の 山の 窄に妹 と 我が 立ち ぬれし 山の &卞に 


妹 を 待た むとして ぬれたり 

女 を 『つ とて ぬれた 

f ふ と て 

土產を I  町に 出で たり 

一はむ と 

順 をお ひて 說 かむ 

(か う 

順 を お ラ て 說.! き ま せ ラ 

パき丄 かす 

、し 給 はむ や 

一し 給 ふや 

何時 顷 出立. 

ナ サイ マ セゥカ 

ナ サイ マ スカ 

中サ ン 

落 s  <?r よく まう すとの たまへ り 


\ はむ 


ET 四 sla 寸 ヘイ ヒャ ル詞) 〔帥 夫妻〕 二の 月卄八 曰に なむ 舟に の、 ^仏 


\ら む.、. -し給 ふ トイ フぺ シ 

三 〇 七 


115. 八 

その 國 にっき 給 は.： む あるじ まう け 給へ 

〇 ラ變の 一 特 例 (さ に 對 して) 

待り トイ ハ レ ヌ 特例 

拾 造、 雜 上 橘 直 幹  遠き 處に まかり 侍る とて 

\ら む ノ意ノ 時 トイ フぺ タヤ 

帚 木 ある 博士の もとに 舉問 などし 侍る とて まかり かよ ひし ほどに 

此等ム なきもの 不定 時と 見られざる にも あら ざれ ど、 其 の 動作の 定時 的なる 事の 顯 著なる より 

未 來と定 むべ きな り。 な ほ 次 例に 見よ。 


雨 ふる 時 は 傘 を さ す (不 定) 


ゆ 


雨 ふる 時 は 行か^  (定 時， 未 來) 

(す 


ベ き 

： む 苦な し (不定) 

る 


t  (歸 り來む 

彼 は 必 明 曰^  i (未 來) 

(力 へ ッ テ來ル 

さて 又 未來と 現在との 紛 はしき も あり n 

いで 物 巾 さ む (未 來) 


賴 まう (未 來) 

糢 みます  御 願 申し ま す 在) 

人 來 /\ といと ひし も を る (^ 在) 

今 行く (現在 又は 未來) 

ミ 完了 態 

動作の 完了せ る を 表す 一 つの 態な り" (完了 せし にあら す) 例 へ ば 「八 「手 紙を窬 い た」 と い へ ば ク」 と 

いふ 動作の 完了せ る を 表せ ど、 其 の 動作の 過去に ありし をい ふに あら す， 故 に^ 在 時 を 表す 副詞 

「今」 あ り て， 時 は 現在な り" 又 「手紙 を 書く」 と い へ ば 「寄く」 とい ふ 動作 は 現在 なれ ど、 單 に 「書 ク」 とい ふ 

動作 ある を^す のみに し て、 「書 キ 出ス」 か 51 ィ テ 居ル」 か 等の ^を 明 に せ す。 か く 等しく 時 は^ 在な 

れ ど も、 g の W 違 ある は 其の 言 ひなし 方、 卽 態の 異なる に 因る 夂 「咋日 書 イタ 手紙 ヲ 今日 郵便 二 出 

シ タ」 とい ふ 「乘ほ ィ タ」 は 等し く 「タ」 なれ ど も、 文語に て は r シ」 と 云 ふ處 にて 過去に 靨し、 「出シ タ」 は此 の 

完了な り 口語に て は 過去の 助動詞な く、 完 了 の r タ」 を假り て m うるよ り、 過 去と 完了との 區別 極め 

て 立てに く けれど も、 文 語に て は 明瞭なる 別 あり。 一 たび 之 を 思 ひ 明らむ る 時 は 更に 紛ふ べき 節 

な し 。心 を潛 めて 思考す ベ し。 

完了 態に 對 して 單に 動作の み を 表す もの を 平 態と も 常態と も 謂 ふべ けれ ど、 特 に 名を附 くる 
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三 一 〇 

に 及ズ す。 

完了 態 は 定時に も 不定 時に も あ り。 今 ま づ 其の 形 式. 意 義を說 く ベ し" 

S つぬ 

第二 變 化に 添 ふ。 其の 活 用. 附 屬辭は 略 左の 如し。 


さ ざ 波の 滋賀 の辛畸 さきく あれ ど 大宮人の 船待ち かね つ (萬) 

春の 野に 若菜 摘まむ と來 しもの を 散り かふ 花に 路 はま どひ ^苦) 

其 年月日な にがし^る しつ 

夜明け^ 

郭公 鳴き ，g 方を眺 むれば 唯 有 明の 月 ぞ殘れ る 

暮る 、 かと 見れば 明け 夏の 夜 を 飽かす とや 鳴く 山 時 鳥 (古) 

時鳥な きつが ど 姿 は 見えす 


夜 あけ ぬれば 起き 出づ 

彼に これ 取らせで よ 

早く 書きね 時た ， むに 

藤 原 隆信ガ 兼 實ニ送 レル歌 いかに 又 ひとり あかす かしの ぶて ふ 人 はつらし なお も ひこ 

り^ よ (沓 冠い ひし 日 をた がふな よ) 

玉恭 世に もらば 誰が 身 も あら じ 忘れね よこ ふなよ 夢 ぞ 今 は 限に 

紅椠賀 いで 給 ふべ しと あり ^5 ば 人々 こわ づ くり 聞え て 雨ふり 侍りぬべし などい ふに 

同 くもの ふるま ひ はしる かり つらむ もの を 心う くす かし 給 ひける よ 

ありつる 某 

完了 態の 命令法 は 平 態のより は 意 强く已 に その 動作 を 完了せ る樣に 言 ひなすな り 動 I！ の 命令 

法の 段と 參 照 す ベ し。 中 に 就 き て 「テ ョ」 は 「テア レョ」 の 意に も 取ら るれ ど、 此 の 儘に 兒 てよ し >  さ て， K 

叫 中 止 法な し。 「テ」 は 中止 法 とも 見ら るれ ど、 其 の 職掌 テニヲ ハに轉 じて 完 了の 意 は俤 に殘れ るの 

み な り。 さ ればテ ニヲハ の r テ」 は完 了辭 より 出で たる こと を 心得る 丈に して あるべ し" 

f つ (サ テ) 

春來ー  花唉 きつ 

さて^. ^は 終止形の 儘に して 連用 中止の 場合に 用 ゐらる  >  事 あり。 

、  三 一 一 


を し 鳥の つた ふ 岩根に 浪 かけて 浮きぬ 沈みぬ 身をぞ 恨む る (堀 川 後 百 首) 

浮き S 沈み^ ゆられけ る を (平 家 物 語) 

起きて 見， 寢て 見つ 蚊 星の 廣 さかな 

^り) つ 置 (い) つ くん づ ほぐれつ 

天子 さ へ さ ， けつう け 取つ する 帛も同 こと ぞ (論 語 杪) 

此等は 相 對の語 を 置 き、 さ て 然 シ テ とい ふ 意 を 添へ て 見れば 明なる ベ し， 而 して 一 種の 小 句 を 形 

成 し、 副 詞 的に 下の ^ 言 にか、 れ るな り 「對 語の なき は 

その 腹に 女子 一 人生 ませ.^ かなしう する こと 限な し (俊 蔭) 

件の 男 息を殺 しっさし 寄れり 

此は 新しき 語法なる が、 「殺して」 と 云 ふより は 修辭に 都合よ き 場合 多 しヾ J れも 前の 襟に^ を 添 

ふる か テツ、 に換 へて 見 る (前 例 も) 時 は 意 明 な り。 「殺シ ッ、」 とい ふ は 「殺 シ ッ 殺 シ ッ」 と いふ 如き 語 

に し て、. FT7 は 助動詞， ^を 重ねて 成れる 一 種の テ 二 ヲ ハ なり。 

なほ 次の 如き を も考へ よ。 

行く  く なくく  (副詞の 類) おく をかぬ かぬ (萬 卜 四) 

ッヌ の 順逆 假定 前提 法 は未來 とも 見る ベ き 場合 多 けれど も， な ほ 完了の 假定 なる 意 毂を失 は す。 


梅が 香 を 袖に う つして 上め てば 舂は過 

いざ 樱 われ も 散りな む 一 盛 在り.^ ば 人 

秋 萩に おへ る 我が 裳 ぬれぬ とも^が 御 

誰か 又 花 橘に おも ひいでむ 我 も 昔の 人 

# はたと ひ 武藏の 野邊に 朽ち むと も 留 


^烏の.^ 長 河 はたえぬ とも 君に 語らむ 

さィ 

ありと き ガれ我 もき くし もつ らき哉 只 

「テ バ」 は 「テ ァ ラ バ 」 の 義 に て、 テ 二 ハ なりと も 

いふ 逆 假提法 は 極めて 稀なる が、 狹 衣の 卷三 


思 ひわび 遂に 比の 世 は 捨てつ とも 逢 は 


と あ り さ ら ば 「命 を 失 ひつと も 悔い じ」 など も 

ト モ」 のみ 川 う T 同じく は 君と ならびの 池に こ 

提法 にあ ら す。 混 す ベ からす • 


と 

一一 一一 口 

見 

> ) 

ぬ 

^一一 一  n 

そ 


と も かたみなら ま し (古) 

薆き 目見えな む (古) 

の 綱し 取り P ば (萬) 

な り な ゆ (新 古、 悛 成) 

一 本せ ハ非 ナリ 


つ 

ら 

身 


徒に 身 はなしつ とも 玉の 枝 を 手 折らで 更に 

の 


忘れ じ やなび く 草葉に つけつ とも 露の 

さて 叫^ は 等しく 完了な が ら、 意 義の 差い か 


と 


力 ま 

き め 

ぢ に 

る れ 

は 身 

て 可 

を投 

か へ 

ち の 

い ふ 


し 日本 魂 

や も (萬 一 一 十) 

な き に な し な で (右 东 大 夫) 

ど、 尙こ ゝ は 助動詞と すべ し^さ て 「ッ トモ」 と 

を も 離れ じ 

なる 譯 なれ ど、 通 例 は 「タリ ト モ 」r リ トモ」 「ヌ 


けつと も 人に 言 は れ め」 など の r ッ トモ」 は 前 

ら ざ ら ま し (竹 取、 車 持の 御子) 

あらむ 限 は (重 之 女 集、 大 口 本) 

_  二 

三 一 三 


三 一 四 

ッ 動作 的 故意 的に して 急、 (短、 硬) 對話體 の 文に 多く， 

ヌ 狀態的 自然 的に し て 緩、 (長、 軟) 叙述 體の 文に 多し。 

さて 多 く^は 他動詞に^ は 自動詞に 接して 「暮 シッ」 「暮レ ヌ」 「明 シッ」 「明ケ ヌ」 と樣に 云 へ ど、 動作 的 

と いふ は 他動詞の みに あら す、 狀 態 的と い ふ は 自動詞の みに あら す、 自 動詞に も 動作 的なる こと 

あ れば 、「有 リ ツル」 「來ッ ル」 「鳴 キ ッ」 「侍 リ ッ」 「起キ ッ」 r 寢ッ」 など いくら も 言 ひ、 他 動詞に も狀態 的なる こ 

と あれば t 爲 ヌ」 「暮シ ヌ」 「明 シ ヌ」 「花 ヲ折リ 取 リヌ」 などと 首 はる、 な り。 其 の 中に 自動詞 を 動作 的 

ハ タラキ カケ にい ふ 事 は 多 けれ ど、 他 動詞 を狀態 的に いふ こと は (總 ベて を狀態 的に いふ 叙述 文 

は 別 なれ ど) 釗 合に 少き なれ ば、， 刈 は 多く 自動詞に 添 ふと 心得る 方 は誤少 けれど， ッを 他動詞に 限 

る 樣に思 ふ は 惡 し。 さ て文體 より 言 へ ば^は 直接 叙述の 對話 などに 多 く^ は 間接 叙述の 物 詰の 

地の文な ど 自然に 完了 す. る 動作に 多く 添 ふ な り。 ァ，^ は 最狀態 的な る 動詞 なれば、 「有リ ヌ」 とい ふ 

は 固より なれ ど、 動 作 的に 言 ひなせ ば 「有 リ ッ ル 云々」 と な りて 、「有 リ ヌ ル」 と は诀 して 言 は ざ る 事な 

ど 思 ふ ベ し。 か くて 此の 區別は r テ ム」 r ナ ム」 r ッ ベ シ」 「ヌ ベ シ」 r テ バ」 「ナ バ」 に も 著 し。 前例 「止 メ テバ」 

を.^ として は 止ムル 故意の 動作 を 受け 損じて 「止 ムル コト アラバ」 の やうに 緩く 聞え T 有 リナ バ」 

を ^ として は 自然に 生存 ス ル 意味 を 失 ひて 特に 或る 動作 を シ タ ラ バ， の 樣に聞 ゆ 。「我 モ散 リナ 

ム」 を 「门 として は 死 ナウ. を 自殺 シ ョ ゥ などと もい ひたらん 樣 にて 「今 イク 力 有リテ 若菜 ッミテ 

ム 11 をナ ム とい ひて は 自然に ^,^1 相め と 聞え てッ マ レ ヨウの 意 通ら す 。「謂 ヒッ べシ」 をヌ ベ シ とし 


て は ィフの 動^: 的なる を 受けて ィハ レ ル イツ テョ ィの意 聞 え す、 ィ ヒ相ダ などの 意に 變じ， 「雨 フ 


リヌべ シ」 は フ リ相ダ なる をッべ シ として は 何の 事と も 聞え がた し、 動 作 的狀態 的と いふ こと 國 

®- 院雜 誌 七 卷の四 ニニ 十 叫 年 四月) に 述べ 置きた り 就 きて 见る ベ し (附錄 參 照) 

藁 一 す-ちが 柑子 三に なりぬ、 柑子 三が 布 三 反に なりたり、 この 布の 馬になる ベ きな める とお 

も ひて 


新 古、 十 八 浮き沈み 來む世 はさても いかに ぞと 心に とひて 答へ かねぬ る) 

—I ,  一 「 一 1 トモ 誤 . 

寶治百 首 長し と は 名に こそ 立てれ 春雨の ふりつる なべ にけ ふも^し つ j 


後 搜 、七 秋の 夜に 雨と 聞え て ふりつる は 風に みだる、 紅葉な りけ り (コ ノ外ハ 皆 ふりぬ ナ 

リ) 


？ 


軍の 來 たるに こそ 有ぬ れ (今 昔) 


弘訓門 人、 生 川 正 香 二 「言葉 の 一 ： 道」 三卷 (つ るぬ る ノ辨) ァ 


又 ッヌの 語 氣はテ 二 ヲハの トニの 如 く、 指 定肋 動詞の タリ ナリの 如 し 「夏 トナ ル」 「s  ニナ ル」 「舉 生 

タ リ」 r 舉生 ナリ」 に 比較して 味 ふ ベ し」 


ッヌ 口語に はタ とい ふより 外な けれど、 ヌはシ マ フと 言 ひか ふべ き 事 多 し U 

色 は 句へ ど 散りぬ る を 

散り ぬれば 戀 ふれ ど しるしな きもの を 

■  三 一 五 


た 

ら 

マ ス'、 ム パ 

シ 

：  

た て 

ッ ケケキ 

ム リ 

た 

り 

ト ャ 

モ 

た 

る 

ラ ラメ へ、: 力' 二 

力 

シム リ シ モ 

た 

れ 

ト、、 ト、、 バ 

モ 

た 

れ 

此等皆 チッテ シ マ フと 心得 ベ し 「日な ご りなく 暮れぬ れ ば か へ り ぬ」 の ヌ レ バ と 異 なる を 見る ベ 

し。 さ れ ど^とい ふ 時 は 一 つの 完了 態に し て、 シ マ フ と いふ 時 は 一 個 動詞 丁 平 態に て， 兩 者の 夂 法 

上の 形式 は 相當ら ざる こと 猶か の^は 助動詞に して デァ ル G. ァ ルは 動詞 な る が 如 き を 忘 る ベ 

力ら す 

近來^ の 濫用 あり。 跋文 奧書 の樣な ろに 「何某 シ ル ： ヌ」 と 書く は 間接に な り て 自身の 上 を 自身に 

て 言 ふに は あらざる 樣 に 聞 ゆ。 r シ ルシ畢 、- ヌ」 など 古くより ある はヲ ハ ルの狀 態 的な る を 受けた 

る な り。 謂 は § る 新派の 歌人 の 「舟 待 チ カネ ヌ」 とや う に 自身 の 動作 を 「何 ト 思 ヒ ヌ」 とか 「友ト 語" ヌ」 

とかい ふ も 叙事め きて 異樣 なり。 

老人が 生ける 敎の 物語 月 はわ かきが おもわ 照， 化 (ト キ ハ 會) 

X- (セリ ) 

^ たり 

第二 變 化に 添 ふ。 も と^の 變 化^と ^ と 結合せ る 者に て 大抵 ラ變に 準 す。 


是. H すべ て沂) 代の 語と 同じければ 引例 を耍 せじ 徂 中止に はァ リを 略した るテを ffl うろこ と， ti 

止 V  を 副詞 的に 川うる こ と、 名 詞にも 精す る こと 等、 注 意 す ベ し - 

命令法 は少き が、 左 の 如き 例な り 

隨身 一 人 二人お ほせ 锭 て (置 き とのた ま ふ (若 紫) 

居よ. く とうほうよ ±；： 脚 を まるら むさて ゐ 働 か で簾篠 のさき に. の di? より 八； 2 せて か 

いっけて わらべ 冠 者 ばらに くらせて 遊ばせ む (梁 塵 秘杪) 

落 窪に 存在 態の 命令 多し- 

いでた V おのれに あ づけ ^TT,^  (榮、 三 ^ はてぬ 夢、 隆家 ガ 伊周へ ノ詞) 

師に 就き^ 學 問し .il^ 

た ^ 聞 き 1  た，^ して 知識 を廣む 取つ 

たぐ ひなき 光に 色 も そ ひな まし こよ ひの 月 を 君と 兌たら ば (拾 玉、 五) 

し ^|屮 顔  似たり 貝 

3  り 

「リ」 は 實 は r ァ リ」 の 語 尾に て 動詞と 結合せ る 者な り。 而 して 同じく ラ變 をな す。^ s 結合す る？！ 詞 

は 四段活 とサ變 とに 限る 之 を 助動詞と してい ふ 時は兩 者の T; 列 音に そふな り。 
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此の 活用 中、 第 三 第四變 化の 外 は 今 は 古語と なりた り。 (第一 ー變 化の 連用 法 は 今 用る す) 

生けら む 程 は斯の 道に いそしまむ 

櫻の 散りが たに なれり ける を 見 て (古) 

れ ども 居れ ども 共に 戲 れ (萬) 

秋の 夜の 千夜 を 一 夜に i^„$^ と も 言 葉殘 りて 鳥 や 鳴きな む (伊 勢) 

春 日 野に 粟 種 有 世 伐 待つ 鹿に つぎて 行か まし を 社し とむ る を (萬 三) 

命令法なる も 少し はあり。 

秋 さらば 我が 舟 泊て む 忘 貝よ せ來て 置 けれ (於 家 禮) 沖 つ 白 波 (萬) 

白妙の 我が 下 衣 失 はす 持てれ (毛 3i 禮) わ がせ こた V に 逢 ふまで に (萬) 

ォモ ヘリ  Z  .  -  /  I  - 

續 日本 紀の宣 命 に は 「面 幣 利」 と いふ 名詞 あ り， 日 本紀に も 「顔」 「色」 な どを^め る は 珍ら し き^なり 

さて この 助動詞 は 四 段サ變 以外に は 添 はぬ 事を牢 記す ベ し 近 來は下 二 段 .ナ 、ラ 變. ナ リ活 など を 

も 此に活 し て r 棄 テリ」 「居 レ リ」 「死 ネリ」 r 異 ナ レ リ」 な ど 誤る も の あり。 ナ リ活 以外の は皆タ リを添 ふ 

ベ き な り。 引 と ^Tl^ と は 意 義 ほ、" 同じ く、 テ の 有る と 無き とのみ の 差な り。 タ リリ のこ^ は尙次 項 


に 說 く ベ し J 

鈴 木 朗、 言 語 四 種 論に 「形狀 作用と 分ち て 二種と せる は 云々，^ は な り、 は ゃァリ な り， 

聞 け り、 见 たり は 聞き あ り、^ て ありな り 云々、 リ 文字 終に つ く 時 は 本 作用の 言 なる も 皆 そ の 形 

狀 になるな り」 と あ り 

紫 式部 日記 上の 拍 た >  二つ 奉り q7 'り，^ 

縣 t3 本 金槐集 序論 後に 心 を 得た ま へ りて は 今の 都と 降ち たる 姿なら ねば 云々 

第二 力 

0 妻た てり 見 ゆ 

お 船出 爲秈 所^ 

同 あまの いさり はと もし あへ り 見 ゆ 

同〜 四 筑波 ねに. e 伎 可 母 布良留 いな を かも かなしき ころが 爾努保 佐留可 S 

助 辭音義 一 覽 

來 むと いひて 來ざ りし 夜 も ありし かば またぬ しも こそ 待つ に ま さ れ d  (六 帖) 

別れに し 玉 を か へ すに 難ければ 淚 のみこ そ 袖に か ゝ れ  1^ (榮 花、 玉 の 翳) 


これら 取りお かせた まへ れ (藏 開、 下) 

I  ？ 

春の 夜 をお ほろ 月夜と いふ こと は 霞の たてろ 名に こそ ありけ れ (景 樹) 

立テ タルカ 

三 一 九 


I 二  0 

方丈 記 まさきの かづら あ と を 5 づ め り 


羽衣 空 はれり 

まか ぢ をり 沈みて (豐 穎) 

春秋 を 留めた り 華 歌) 

\ 富めり ニナ マ レリ 

四 存在 繼續態 (進行 態) 

口 語 に 「雨 ガ 降ル」 と い ひ 「雨ガ 降ッテ 居ル」 と 

存在 もしくは 繼續を 表す もの にし て、 一一 一一 n 方 

ば 「フ ッ テ」 は 「居 ル」 と いふ 動詞の 副詞の 位置 

(「降 ッ テ」 は 「ヰ ル」 と いふ 不完全 動詞の 補充 

存在の 意義 を 助く る 助動詞の 用 をな す 者 

さて 此の 形式に 於い て 細別す る 時 は 三種 

雨が 降つ て 居る (繼、 存) 

草が 生えて ゐ る (存、 S 

景氣が 好い 方に 向いて る る (進" 存) 

而も 此の 三種 は 全然 特異なる 者に は あら 


ふ、 共 に 現在 なれ ど、 一 は 平 態に して 他 は 其^ 動作の 

態の 相 遠 あり 後^の 「フ ッ テ 居ル」 は 形の 上より 見れ 

占 むれ ど、 意 義 は， 降ッ テ 居ル」 と 結合した る ものに て 

も 謂 ふ ベ けれど) 「4 ル j はむしろ r フ ル」 と いふ 動作の 

し て、 補助動詞 叉 は 準 助動詞と 见做 すべ きもの なり。 

意 義 あ り。 


で 互に 類似す る處 あれ ど、 せへ の 場き に 於い て 最 も 强 


勝ちた る 意義に つ いて 繼續 態と も 存在 態と も 進行 態と も稱へ 分くべき なり 

狀態的 動詞の.^ 在 態 は 前のと 少し 意義の 異なる こと あ り T 木の 下 露 は 雨に ま 

など は t^l^ を 修飾す る方强 し" 

此の 態に は 大略 二種の 形 あり。 

W たり り 

完了 態の 助動詞の 中 

變 なれば^: より 然る 

完 了 の リほ とん 

は 多 くお^ の 字 を 川 

を 知る 時は不 常なる 

春 過ぎて 夏 來る 


御 民 われ 牛： 有し 


我が 宿の 梅唉 有と 告げ やれば 來ち ふに^ 有 散りぬ ともよ し (萬) 

5! みやこ 見れば 悲し も (萬) 


さ れり」 「太って 居る」 


ッスを 除きて、 タリ リは繼 續. 存 在 を 表 す： 是 は ゆに もい へ 

ベ き 害に て、 之 を 完 了 態に 川うる は 却って i! 川な りさ れ 

ど 無 く、 平 安 朝に なりて 次第に 此の 轉 川の 端緒 を けり、 

ゐ た る、 さ るべ きこと な り" 又 ァ リ タリと いふ 語近來 物に 

を 知る ベ し. 古 は 「ァ リ ッ」 「ァ リ ヌ」 「ァ リキ」 「ァ リ ケ リ」 と の み 

らし 白妙の 衣 ^有 天の 香 山 GS 

るし あ り (萬) 


る 如く 動詞 ァ リの 

ば 奈^ 朝 時代に は 

^  ^集に <^  ^ に 


書け ど、 タ リ の 意義 

言 ひしな り。 


念 はぬ にし ぐれの 雨 はふり^ れ (零 有) ど あま-富 暗れ て 月^ さやけ し (お) 

是ハ 完了 ナル ベ シ。 

.  三 二 


三 ニニ 

我ダ 里に 大， 雪 ぶ ，1^ (落 有) 大. 原 の ふりに し 里に 降ら まく は 後 (萬 一 一) 

我-か 岡のお かみに 言 ひて 降らせた る 雪の 摧 けし 其處 に 散りけ む (同) 

f  7  p  c  r/  \ しめし (古義) 

今の 弋の人 もこと ごと 目の前に 見たり 知りた り (見 在 知 在) 云 々(萬) 

メ  \ 完了 

次く 虱 をな きて^み よ 鶯は我 や は 花に 手 だに 觸れた る (古) 

,  \完 了  . 

喚く 花 は 千 種ながら に あだなれ ど 誰か は 春 を 恨み 果てた る (古) 

春 霞 や 何 處み吉 野の 吉 野の 山に 雪 はふり つ 、(古) 

淺綠絲 よりかけ て 白露 を 玉に もぬける 春の 柳 か (古) 

我 し 知れら ば (知 有 者) 知 らす ともよ し (萬) 

いきと し 生ける 者 いづれ か 歌 をよ まざりけ る (古) 

f 浪の水 ま 円 めら ば 以て 我 櫻 を 濯 ふべ し (古 訓) 

, 、  完了 

忍びて 鴻臚 館に つか はした り (桐 壺) 

祉な どに ま存繼 なると 完了なる と 同じ 位に まじれり。 

筑波 禰爾由 支可乇 布良留 いな を かも かなしき ころが 爾努保 佐 流 可 母 

西 行 は 古今 の を 「春 霞 sl、l^ や い かに」 と いへ る 由 

之 燕 居 申々 如 也 夭々 あ 也 

タテ ラ 

命 者不立 乎巖牆 之ず 


いみ じう 

源氏物語 枕 草 

萬 十四 

西 公 談 杪 

〇 「述 而」 子 

〇 0 心 知 


〇 しばし I® た れ (落 窪. 少 將 お) 


• 〇 しばし 人り て ふし 給へ れ (同 下) 

g あり をり 


「ァ リ」 は 常に テツ 、を 添へ たる 連 ffl 語に 連 り， ヲ リ (义 ヰ ル) は 直に 第二 變 化に も續 、此 せォ は 立派 

なる 獨立詞 にて、 上の 動詞と 熟語 をな すか、 然ら ざれば 上の 動詞 は 補充 的 修飾語に は あれ ど、 近代 

の 語に て は 口語 の 「テ ヰル」 に 常り て 助動詞 風に 川ゐら るれ ば. 此 處に 併せて 說く なり。 

へゐ る 

梅が 枝に 來ー たる 鶯 

(テ. tt" ル 

r 來居 ル」 は 熱 語と 見 る ベ けれど、 「來 タル」 「來テ ヰル」 は 存在 態の 動詞と い は. さ る ベ からす。 

へつ  >  し をれば 

我がせ こ を 見.! テ ヲ レ バ 思 遣る 事 も ありし を (萬) 


テル 時 


T ィ 


へ暌 きて あり 

唤き たり 

咲け り 

哚き をり 


三 二 四 

f 待ちつ 、あら む (萬) 

鴨 山の 岩根し まける 我 をし も 知らす と 妹が" 

(仕寸 ッテ. ^ヨウ 

(前 略) 老 い に て ある 我が身の 上に 病 をら 加 へ て あれば 晝 はも 欵 かひ 募し ：：： 兒等を …… n 儿 

つ、 あれ ば 心 は 燃えぬ 云々 (萬) 

右の 例の 本文の .^Tr^ は 獨立詞 なる ベ き も、 今 代の 語に 比 ぶれば 尙補 助動詞と 見ら る ， なり。 

さて； と ^(ヰ ル) と は狀態 的と 動作 的との 差別 あり、 口語に て は 獨立詞 の 時 は 有情の ものに 

力と 云 ひ、 非 情の 物に^と い ひ、 補 助詞の 時には 其の 區 別な し。 又 ^'と ッ 、と は 前に も 少し 說 

ける 如く 共に 完 了纠の 意 義を 下に 含 む が、^ は その 動作 を 重ぬ るに 用う 卽 「見 ッ 、 ァ リ」 は 「見 ッ 

見 ッシテ ァ リーな り。 さ れど 「 テ ァ リ」 も 語 の 上に こそ 明に 重複の こと を 出さ ね、 輕 く r ッ 、 ァリ」 の 場合 

に 用 ゐて差 支な し。 「テ ァ リ」 をば^: 繼 態に、 「ッ 、 ァ リ」 を ば 進行 態に 限る は 非な. り。 而 して 此の ァ 

^爿！叫 も，： ^叫 にても 表し 得べ く 其の 方正 當 な る 場合 少 から す。 

く へ れ 5 シ 

今昔 二十 六 男 俄に 出て 犬に 瞰 をれ くと いへば 

g 第二 變 化と 「あり」 

艦首に i へ ある 十二 吋 砲 

其の 書 は 机上に 置き あり 

等の 語法 は 理論 上 は 不可な けれ ど、 慣 ffl 上 宜しから、 ざる 事 はやく 動詞の 法の 處 にい へ り。 然 ら ば 


此 せ.： を 如何に I；  一： 2 ふぞ とい ふ に、 「置き ァ リ」 は^ r ォ ケ リ」、 「備 へ ァ ル」 のソ ナ へ は 下 ニ段活 なれば 此の 例 

に 傚 ふこと 能 は す、 必 r ソ ナヘ タル」 と 言 ふ な り-^ 1^ , ^は轉 じて は 今 は 完了 態 を も 表せ ど、 實 は 此の 

例の 如き 存在 態 を 表すが 本職 なれ ば、 此 の 二種の 形式 以外に は 他の 語法 を川ゐ ざる 惯例 をな せ 

る 次第な り、 然 るに 近來 前の 如く 第二 變 化の 動詞に 互に^ を 連結せ る 語 遣の 行 はる ゝ は 何故 

とい ふに "疋 亦 it- 山 あり。 

H  ^ 引 は (元 了 を 表す 者との み 誤認せ る こと 

^テア リ テヲル とい ひて は 俗なる 様に 誤認せ る こと 

ー11 候文 に 「机上 に 飾り 置き 有 之」 候な どの 語調 あるよ り 「之」 を 省け ば 普通 記述 文になる^ と迚合 

點せる こと 

等 な り。 今 前 說を總 合して い へ ば、 

锅、) 一つ  —   

ェ  ィ 本體の 完 了。 口 語ソ ナヘ タ ォ イタ 

置き M ぬ  纟 

備 へ 一 

. たり 備へ)  } 本體は 存在 繼續、 鞞 じて 完了に も 。口語 

一 き j  (又) 丫て あり …… 口   

置. |  置き J  /'オイ タ ソ ナヘ テ居ル オイ テア ル 

I ナ り 

備へー (をり  }     ^. 

^   ハ 本體は 繼繽進 行 J 口 語ソ ナヘ テヰル 置ィ テヰル 

置き. U つ、 あり 

三 二 五 


尙ぃ へ ば. n のァ リ は 人に 處分 せらる ， 事物の 動作に して- ハ のァ リ ヲ リは 事物 を處 分す る 人の 

動作な り： 

此の 如く なれ ば r 備. へ ァリ」 r 備へッ 、 ァ リ」 と いふ 語法 は 無くても 事缺 かぬ なれ ど、 理 論 上より は 

許容しても 差 支な しさて 又 この 二つ は 明治 も 二十 年 以後より 廣く行 はる、 語法なる が、 德 川 

時代の 物に も 「備 へ ァ リ」 と やうの 言 方 は 二つ 三つ 目に 觸れ しこと あ り。 r ッ 、 ァ リ」 よ り は 自然の 

轉 訛なる ベ きか。 

桂 園 遣 聞 齒は そろ ひ 有 之 

蔚山書 本丸 三ノ丸 堅固に 相拘在 之 事 に 候 

諸侯 大夫 等に 久しく つ か へ— お と 云 共 組 付な どに 成、 多 はかた すみに をし こめられ 有 物 也 (眞 

太閤 記) 

W 居り 侍り けり の 本義 

パ 「を り」 は ラ行 變格 に 活き T ヰル」 は 上 一段に 活 き、 兩者混 用 すれ ど、 實 は 差異 あり 「ヰ ル」 は實の 

平 態な るが、 r ヲリ」 は 「ヰ ァリ」 の篛 にて 存在 態なる が 本な りしな り。 さ れ ば 

男 やなぐ ひ を 負 ひて 戶 口に ^^(伊 勢 物 語) 

手 を ひきはな たす 拜み 入りて ^^(源 氏、 玉 葛) 

猿の やうに かいつ きて も を か し (枕 草 紙) 


戀しき が 形 も 形 こそ ありと 聞け 立てれ をれ ども 無き 心地す る (古 今) 

いづれ も 「ヰ タリ」 「ヰタ ル」 「坐 テ居テ モ」 の 意 な リ。 候 文な どに は、 も は ら 「居 リ」 を 用 うる 慣例と なれる よ 

り、 口  ， に も 「ヰ ル 一 より 「ヲ ル」 の 方. N 派け に 思 ひて 川うる 人 も 多 けれ ど、 必 しも 然ら ざる なり" (方言 

「臥 ス」 を r フ セ ル」 「ッ ム」 を r ッ メ ル」 と いふ は此 の 「ヲ リ」 に 似 たり 「爲 ル」 「貸 ス」 を 「セ ル」 「力 セ ル」 と い ふ 

は 異なり) 

終止 力 中止 力 

^鳥と い ふ 良 いはほの 上に 集り をり その いはほの もとに 浪 白く うちよ す (土 佐) 

女し ばられ をり て い ふ (藤 原 君) 


板 敷に ふせり て (古 今、 十 五) 

t てりて 見 けれ ば (伊 勢) 「もたり て」 ナドー 動詞-一 ナレル.^ 


さ て 

タ リ 


の 傾く まで ふせりて 去年 を こ ひて よめ る (伊 ^) 

いとこな せの 君 居 居 而 (萬 十 六) 

いたう つみ 給へ れ ば (紅 葉 賀) 

つめり ナリ 

其 儘に 相 成爲. & 候 (高 尙 ヨリ 信 友へ ノ 書、 文 化 十 四、 止、 九) 

^「 はべ り I は 「ハ ヒア リ」 な り。 貴 人. 强 者の 傍に は 立ちて 居る を 憚れる より 出で し 語と おほし „ 

やがて 「ハ フ」 の 存在 態 なり" この 外に も ラ變に 活く語 はすべ て 「ァ リ」 を 含 みて 存在 態の 意 あり。 

^ などの 助動詞 も然 り。 

三 二 七 


や 

の 

過 
去 
の 


作 
を 
存 
在 


へ な る (萬) 

古、 四、 自 

-71^  0  ラ變 

(て り 

へだ ゝる = へ だ 一 

 S  (た る 

ラ四 

I  下 一 一 

\ レル 

つくば ねに 雪 かも ふら る (萬) 

一-た ふ ， 、おこな ふト 同じ (秀 成) 

潢人 たはる = (た ひ ある ノ籙 力) 

一な、、 

まさる ハま しあり ノ轉カ 

た/' な はる 

ぺ 「け り」 も r キ」 の 存在 態な り" さ れ ば r キ， 一と 等しく 過去な が ら、 此 は 

に て、 或 る 場合に は繼續 態と も 見る ベ し。 


まふり ナる 

さりけ り 

つみけ り 


い ふ 入 ありけ り 


的に 間接に 記述す る 

富 土の 高ね に 雪 

今 一 しほの 色 ま 

都 は 野べ の 若菜 

又 山 部の 赤 人と 


故鄉 となり 奈 良の 都に も 色 はか はらす 花 はさきけ 引 (古) 


かくて 語氣 をい へ ば 

に關ぜ す專 0 理 にか 

サリケ リ」 も 過 力と い 

お なり 龙す るに 物の 

现を 表すに も あるべ 

ゐら る、 なり T 都ハ 野 

哎 的なる が 多 し. 是 に 

ざる を 悟る ベ し 『詞 の 

〇 吉岡 氏、 餘 情 を 

これ ゃ帷 茂の 

よき 折に 二 そ 

〇 上 れば及 ば 

W 略 態 


，ッと ヰと 通 ひヌと q と 通 ふな り" 此 の 存在. 轤 續の 意義 次第 

、る こ と、 動 くま じき 事の 音 0 を强 むる に 用 -7M の ^ 

ふより は 過去に も然 りし 事， 今 も然り 未來も 然る 理 

道理 は歸納 によりて 定 る。 そ の 歸納は 過去の 事實 な 

し ざ れ ば r キ」 も 「我 誤 レ リ。 サ ナリキ く」 な ど理 にか 


ベ ノ 若菜 ッミ ケリ」 r ノべ ノ綠ゾ 色 マサ リ 

て 過去 辭は理 をい ひ咏 嘆の 意 を 表す もの _ 

玉 の铕』 卷 六 に 「おし はかる ^」 とて 舉 ゆた 

添 ふ る 「けり」 とい L り。 


ケ ル」 いづ 

必 しも 事 

る も 此の 


法 ケリの 

を 述 ベ た 

れば 過去 

て、 し か 

も /\ 

の 過去 

法の 少 


け 

實 


ニ喷 じて ま， 士-ォ 

半 を 占む。 「色 マ 

りと！： ^るか ほ 

の 形式 やがて 

も 感嘆 的 に 川 

歌に は此 s 咏 

を 表すに あら 

し 移れる なり。 


袤の 手いた うこ そかき けれ 


あり けれ 行きて たばかれ 

ぬ ことの 多 かりき 笠 着. H  くらせお のが 心 


0  了. お 在 等の 態なる 動作 も 之 を 略して 平 態に 記述す る こと あ り. 不 精 確 

にて $ 足る 場 合 も 多き な り- 歴 史傳記 日記 樣の文 特に 然り。 


なる 樣 なれ ど、.：^ ほ そ 


三 二 九 


何日 晴る。 七 時 起 

^。某 生 劇 To 夕飯 

安政 六 年 秋 橋 本 

• ： … 束 都の 寓居 


リ 新聞 を 讀 み來客 


音に 聞く 高師の 

此等 いづれ も 完 了 態 

後 樂園は 今の 小 

女郎花 草む ら每 


を ふるま ふ。 夜 折た く 

吉田 等の 志士 江戶小 

において 著者し る 

濱の あだ 浪は 

を 略せり。 


接して 午前 を 費す 

柴の記 を 讀 み 時の 

塚 原 


三 三 〇 

- 午後 某氏 を^,^ 某 叔父に 手紙 をが 


誤 多 きに 驚 


斬 ら る。 而 も 改革の 氣 蓮ます く  0 る 一 


艦首に 備 ふる 大 

今 出 川の 院の近 

\ ゝレ タル ナリ 

晴るゝ 夜の 星 か 

此等は 存在 態 を 略せ 

花 盛 は 過ぎに た 

一 本の 淺葱 櫻が 


の 長火鉢に 手 取 形 


川 砲兵 工廠 内 


むれ 立つ は 誰 ま 

…… 作文、 詩 序な 

ベ の螢 かも わが 

な り。 

を 外 の ちりな む 


す 


あ 


り。 …… 

蟲の聲 


門に 云々 の 

に 迷 ふ ぞ (後 


形容詞 的 

どい み じく 書く 人な 


すむ かた 


の あまの た 


額 を 懸 く。 … . 

撰) 

り 

く 火 か (伊勢) 


池 を^り 上水 を 注 


とや 敎 へられけ むお くれ て唉 く 櫻 二 本 ぞいと 面白 き (花 


暮を 庭に 曇 る。 拭 

の鐵瓶 をた ざら 


き 込んだ 

して 前に 


緣は 立て切 

は 紋羽二重 


つた 障子の 外に 靜 であるお は 小形 


の 座 蒲 圑を敷 く 1 滞 圑の 上に は&' 野 


の 母が 品よ く 坐って る る (「虞美人草 」 八の 一 ) 

此 の ク モル は 存在 態 を 動作 的に 言 ひなせ る 趣 も あり。 

或 る 人、 廣 日 木 文典 別記 九 七 K に 「御 坐 セ リ」 と い ふ 例な しと ある は 如何 に と 問 ふ。 ォ ハス は 四 

段に も 活ける 例 ある 詰 なれば、 ラ變再 鸭 活は 有り g: ベ し。 も し 果して 無 くば 偶然なら む) 

五 完了 態と 定不 定時 

S 不定 時 (つ ベ し、 ぬ べし ヲ S ヨリ S ユウ ッス) 

此は 極めて 分り 易き ことな り。 完 了. 繼 續. 存 在. 進 行と も同樣 なり。 

高等の 敎育を 受けた る 人 は 何となく 人品 高し 

松に か ， れる 藤のお ほつ かな さよ 

おのが 寄き つ る 勿-ま 誰し も 惜しく 覺 0 

女兒 の^に は 親 を さなくな り ぬ ベ し (土 佐) 

ほ ど /\- しくう ち はめつべ し (H) 

言 はれ^ 義理 か  ， 

ほめね 事で ない 

、ヽ たらむ ものなら はト ハイ ハ レジ 

この 女 もし 奉りた る ものなら ば 翁に かう ぶり をな どかたば せ ざら む 御 心 

三 三 一 


をり つれば 手ぶ さに けがる 

東方に 聲{ ゆ る 山 (た る ヲしト ハイ ハ レズ) 

えたる 

左の 場合に 於て は保險 契約 は その 效カを 失 ヱ 

一、 保 險料ヲ 拂ヒ込 マズシ テ猶豫 期間 ヲ經 過シ タル トキ 

二、 被 保險人 失踪の 宣告 を 受 ケ 叫，^ ト キ 

三、 第八條 異動 ヲ會社 一一 通知 セザ リシ トキ 及 會社ガ 特別 保 險料ヲ 請求 シ タル 場合 一一 於テ七 

日以內 一一 之 ヲ拂込 マ、 ザ ル トキ 

未來 過去 ハ國語 一一 ナシ。 

玉 霰 「古今 の 序 は 貫 之の 書きし 文な り」 ハ誤 ナリ 云々 (詞に 三つの いひ 樣 ある 事) 

^ 現在 

定時 完了 態の は 現在完了 ともい ふ。 (全 現在と いふ 名 は 大抵 差 支な けれ ど、 小 過 去、 半 過去な どい ふ 

名 は 避く ベ し) 他 は 繼續態 現 在. 存 在 態 現 在. 進 行 態 現在と 呼 ぶ ベ し。 此 等す ベ て 前例に よりて 心得 

べし。  / 

^ 過去 

過去完了 は 過去に 完了した る 動 作、 卽 完了した る 動作の 過去に 在りし を 表す 者な り。 (全 過 去 •  X 過 

去と いふ 名 は 避く ベ し) その 形式 完了 辭に 過去 辭を 重ぬ〕 


タ 


雨 降 


I り て 

りに 一 き 

一り 」 こ り I クり 

り 

うた ， ねに 戀 しき 人 を 見 より 夢て ふ もの は賴 みそめて き (古) 

花の ごと 世の^な らば 過し R,^ 昔 は 又も 歸り來 なま し (古) 

あしう 言 ひ てけ.^ とお ほし て (若 紫) 

名に めで  >  をれ るば かり. ぞ女郞 花 われ 落ちに^ と 人に 語る な (古) 

垂れ こめて 春の 行方 も 知らぬ 間に 待ちし 櫻もう つろ ひに け り (古) 

み士 n 野の 山の 白雪 ふみわけて 入り irw 人のお と づ れ もせ ぬ (古) 

思 ひつ、 經 にけ る 年 をし るべ にて 駟れ ぬる もの は 心なり け り (後 撰) 

甲： >  ふに し 餘り IT^TS ば 術 をな み 我 は 言 ひて きいむ ベ きもの を (萬) 

宅よりも 人 こそ あだにな り に けれ いづれ を さきに 戀ひ むと か^ し (古) 

奈良 ま f 


共 起爾被 雇^ 禾秦等 I 遠 流 賜 者 (鑌 紀廿 一 詔) 


^ リグ リ の 方 は 存在^ 續 態の 過去 も 交れ り. 左 の 例に つきて 味 ひ^るへ し A 


いの ありし 院に 此の 良^ 鳴きし をい と 恐し と 思 ひたりし 樣 o( 夕顔) 


三 三 四 

.=: i にう つろ ひなむ とお ほし たりし を 今年より はふた がりけ る 方に 侍り けれ ば (若 紫) 

攝政太 政 大臣に 勅して かなの 序 を 奉らし め ri^^ 卽 この 集の 詮と す (後 鳥 羽院新 古今 奧 S 

侍 も あま へ た り 吏 大 鏡) 

消 3 など 遣したり き (夕 顏) 

滂 やすき ものに はお ほしたり きか し (朝 顏) 

人々 以外に 感じ あはれ た り き (西 公 談 杪) 

この 歌 を 上人いた し た り 吏 同 上) 

豫切 斑の ii の 羽 割り 合せて はい だり ける ぬた めの 鏑をぞ さし そ へ たる  扇 も 射 おゆに 

こそな り た り i^s  海へ さっと ぞ 散りたり け る (平 家 物 語) 

嶺 高く 深き 岩 の 中に ぞ 聖人り 居 たりけ る 近衞 の中將 をす て 、申した ま はれり ける 司 

なれ ど ：：： 戔の齢 ゆたかに 經べ き 心 構 もに なくし たりけ り … … 山里 人に も 久しう 一 音 づ れ 

合 まざりけ る を 思し 出で  >  ふり は へ 使 はし たり けれ ば 僧都の 返事の みあ り (若 紫) 

ふくよか にかい 給へ り 故 尼 君に ぞ 似たり け る (同 上) 

西の 京に 女 ありけ り その 女 世の 人に はまされ りけ り その 人形より は 心なむ まさりた りけ 

曙 勢 物 語) 

中つ 良 高く.^ つ 日に あべり きと 都の 人 は 聞きて けむ か も (萬) 


春の^ の 茂き か 如く 

秋の 野の み 草 かり 葺 

榊 葉の 香 を かぐ はし 

やまと 歌 は 人の 心 を 

お  一^-印？ J  \ に V や" と よ 

死 も 生も^が まに ま 

天地と 共 にもが もと 

雨 ふるとと のぐ もる 

式部 卿の み こ 閑院の 


. 念 有 之 妹に は あれ ど 憑 有 之 W 等に は あれ ど (お) 

き やどれ 宇 治の 郤の假 庵し おも ほ ゆ (萬) 


たりけ る を とりてみ 

此 等の 中、 繼 縐. 存^. 進行 態 

離して 過去に 近き ものと 

〕 前に 某 E- 氏 は 卒業した 

く 人 ある は、 詳 しき 檨 なれ 

ば、 之 を 以て 過去に 等級 を 

次第したら むに は 如何に 


みとめ くれば 八十 氏人 ぞ まどる せりけ る (拾) 

種 とんて； 萬の 言 の 葉 


に榮 えむ と 念而有 之 

と 甲 ：！ ひ ^1、 ありし 問 


思 ひつ ， ありけ む も 

夜の ぬれ ひ づと戀 ひ 


と ぞ なれり ける (古) 

我し 悲し も (萬) 

に (萬) 

の を (萬) 


つ ， をり き 君 待ちが て り (萬) 

五の みこに すみ ：：： 女み この 帳の かたびらの ひもに ふみを ゆ ひつけ 


れば 昔の 手に てこの 

なる は 心得 易 けれど 

思 ふ よ り、 過 去 完了 は 

り き」 「君の 生れし 三 

ど實は 非な り 完了 は 

附す へ からす もし 論 

して か 之 を區 別せ む 


歌 をな む 書き つけたりけ る (古 今、 哀 傷) 

、完 了 態なる は 誤解 せら る。 さ る は 完了 を 現在より 

過去よりも 前に 過ぎし 動作と 心得て 一 我が 人舉せ 

年 前に 我 は 生れた りき」 と やうに 言 ふべ き^と 說 

一 種の 態に て 時の 前後に 關 する ものに あら ざれ 

者の 如くなら むに は、 三 個 以上の 過去の 前、 前 々 と 


「生れたり し 甘：： の 又 前に 我が 兄 は 生れに たりき」 

三 三 五 


「卒業したり しそ S に 某 乙 氏 は？  § にて^^ 舅 

つ 比較して 過去の 動作！ はむ とする 事 あらむ に：；^ 。その上に 尙もー 

りて は I は 混亂 して 却って 之に 苦む，、 へし。 之 を 明き；；"； U れ 以上 前後の 過去 あ 

日月 年の 数多 ありて 之 を 表す こ C  、力 力つ  ^る の g 詞 ありて 1 分 一秒より 

し， 5 1 之 を 表すに て 助動詞に よるに まらら お。 さ 一し 7- さ， . 

する こと も あるな れズ、 此の 過 lr り n.5  ； あらす さて 又 完了 は 場合によりて は 省略 

ズ. f  .=4 び^ ま完 丁の 用法 ま S 吾 r よ， t  t  ,g 

. 國 て は 貪 は 極めて 自由にて、 前例の 如き も 


我が 入舉 i せし 前に 某氏 は 卒業 { したりき 

f し き 


四 種 S; るな 5 文に て は 過去完了 は 過去 以前？ 

は あらで 一種 SS なるべく 思 はる I を才 rl^rv れは 根 本義に 

チシ璎 モウ ッロ  ^ I  "  ^料と はすべ からす。 現」 前に 泰^たる 「f 

モウ ッロ ヒニケ リ」 とい ふ 「待 チシ ！:^  一  4^ なナる 「待 

„ィ 」/* 一  、  ロヒ ニケリ」 より 川^;^, UL  ： コ： 3 

の 「 ゥッ 口 フ - を 「二 ケフ U- ご」 3i  >  ：  r ぴ^^た るに 祁 違な けれど i 

」 を 一 ーケ丄 としたる 何の 差 まなく、 「  ^ ぜ 

外  f  、ロウ テシ マッタ」 と 聞 ゆるな り^の 


戀 すて ふ 我が 名 はま だき t ち^^ 人 n  L  ,  -  、  I 

- i なり ノ 知れす こそ 思 ひそめ： y^s 

花の 色 は 移り -ln^ ト よ、 こ ，ゥ - ：  ； 

,r  if くな レ たつら に 我が身 世に ふるなが めせし まこ 

S や 伏 5 里 S れ 3 より 通 ひ 〕 人の あと i え a2  . 

賴め とやい なと やい かに 稻舟 のしば しと 待ち 3 程も經 き( 千) 


此 等の 外、 ゆ の 例に て 完了 過去の 诀 して 尋常 過去に 對 せざる を 悟る ベ し。 

著者 尙維 かりし 時し ばく 人の 白河樂 翁 公 を^る を聽き その ^柄に 上る こと 多き 人た る 

を 感 じ た り さ〕 稍 長 じて 頼 山陽の 外史 を繙 くに 及 •  ひ 、其 の卷 首に 挿め る 山陽が 公 に 上る， ん」 

0 み、 51? ドは今 代の 韓魏 公な りと いへ る を：：^ て 公 の^して 偉人なる を 悟り き。 後 國^ を修む 

る に 當 り その 人物と 事業と を 窺 ひ 得て 益 その 非凡の 人 た る を 知 れ ^。(白！！：  0 翁 公と 德川 

時 代)  ，- 

此の 文 は 著^が 三 段に 時の 使 分 をせられ たる ものと 聞け り" 「タ リ キ」 「キ」 「リ」 の 法 菜して かく あ 

るべ きに や 硏究の 好例なる ベ し。 さ て 又 「 二 ケ リ」 「テ ケリ」 などに 過去の 意味な く て 0 哎 ^  了に の 

み 用 ゐられ たる か 多き 事 は 第 四 項の 3； に 言 へる が 如 し tf 語 「タ ッ ケ」 に ^るが 正しき 完 了 過去な 

りと 知る ベ し" 

いで 此度は 負け に け り (空 蟬、 軒 端の 荻ノ 詞) 

おしなべ て 花の 盛に な り にけ り 山の端 ごとに か ， る 白 霎千 載) 

岩間に は 氷の くさびう ち てけ り 漏り 來し水 も絕 え て 音 せ す (好 忠 集) 

かたくななる 人 ぞ 「此の 枝 か の 枝 散りに けり 今 は 見所な し」 など はいふめ る (徒然) 

昔：^ し 妹が 垣ね は あれに けり つばな まじりの 蓳 のみし て (堀 川 百 首) 

比 等 はつ 元 了 態 過去の. &在^ 一と も 解す ベ けれ ど、 事 柄より 言 へ ば 完了 感嘆に 歸 するな り。 


三 三 八 

S 未來 


未來 完了 は未來 時に 完了すべき 動作に し 

その 未來に 繼鑌し 存在せ むこと を 表す は 


て、 平 態 未來に 比すれば 一 種の 强意未 

■ 存在 繼續 態の 未來 なり。 此 等の 形式 は 


ベ シ を 添 ふ？ ァ ム ナム タラ ムッべ シヌ ベ 、ン 

梓弓お して 春雨け ふ 降りぬ 明日 さ へ 

我な りけ りと おも ひ あはせば さりと 

サ ゥ 

秋の 菊に ほふ 限 はかざし で d 花より 


櫻 花け ふよく 見て む吳 竹の 一 よの 程 

世に ふれば 憂さ こそ まされ 三吉 野の 


よみてむ や は 詠みつべく ば はや 言 へ 

形 こそ 深山が くれの 朽木 なれ 心 は 花 

今日より は 天の川 原 は あせな なむ 底 

人知れ す 思へば 苦し 紅の 末 摘む 花の 


あかで こそ 甲 5 はむ 中 はは なれな め そ 

よの 中のう き 度 ごとに 身を投 ゆば 深 


來 

三 


も 


などな り。 (附記 ッ ベ シ ヌべ シハ 不定 時 一一 カフ 

ッ メ 


ふらば 若菜つ みて む (古) ッ マレ ヨウ 


もつ み ゆるして むと^ ふ (夕 顏) ュ ルス 


ダ 


い > ふ べし。 

想像 辭^ 

ベ キ 力) 

3 ゥ 

ゥ ュル 


先と 知らぬ 我が身 を 苦) カザ サゥ 

にち り もこ そ すれ (後) 見 テオ カウ 


岩の かけ 道 ふみならして む (古) フ i 

か し (土 佐) ョ メル カイ 詠 メル ナラ 


力 ザ シ テ ャ ラウ 


ナ ラシ テ ©I ヨウ 


なさば なりな む (古) ナ ラウ ナレ ヨウ ナリキ ラウ 


ひ ともなく た、 3T 渡りな む (後) ヮタ ラウ 


色に 出で な む (古) 出 テシマ ハウ 

を だに 後の 忘 形見に 苦) 


き 谷 こそ 淺く なりな め (古) 


足 の 向 き たらむ 方へ いなん す (竹 取) ^ク 向 イタ 方 

，明くるまで 立ちたら む 立 ッテ居 ヨウ 

おのれ は 目 さむる ま で おたらむ ネ テ ョ ゥ 

生 れ たらむ 子 女 な らば 「玉 」 と 名 づけむ 生レル 生レク 

彼處に は已に 生れ^ら む (完 了 想 像、 タ ラ ゥ) 

御 はかし しばし 贷し給 へ らむ (大 和 物 語) 是 ハ 希 望 二  0 ジ ク リ 

三年の 表に よ 钟士と なれら む ナ ラウ ナツ テョ ゥ 

あたら 夜の 月と 花と を 同じく は 心 知 れらむ 人に ^ せば や (後) 不定 &ノ ゅ5 像 

(居らむ 

比の 由告 ゆすば 彼 は何哓 まで も 待ち^  マ ッ テ ョ ゥ 

,  (つ  >  あらむ 

行かぬ 我を來 むと か 夜 も 門 さ 、す あはれ わぎもこ 待ちつ 、あら む (嫂 在 ノ  ^ 像) 

雁が ねの 來 鳴かむ 日まで 見 つ  >  あ ら d この 荻 原に 雨な 降り そ ね (萬) 兄テ居 ヨウ 

君子と 謂 ひ， つ ベ し イツ テョ ィ ィ ハレル 

政 べき もの あり ラレ ル 

身方に 射つ ベ き 仁 は 誰か あ る (平 家) 射ル イラ レル 

人 ご との 顿 みがた き は 難 波なる 蘆の 裹 葉 のうら み つ ベ し な (後) 恨 ミ ラレ ル 

1 二三 九 


夜 も 明けぬべし ァケ ョ， ゥ ァケ相 


無 き 名 ぞ と 人に は 言 ひて ありぬ ベ し 

年 をへ て 行き あ ふ 坂の しるし ありて 

大 井川 行幸 和歌 考證 「この こと 云々 の 

しく 擧 ぐるに いとまな し (文 雄) 


ダ 

心の 問 は 

千年の か 

誊 に 見 え 


小牧山 御城に 宜し かりなむ と 申 上け 

サゥ— ナ _ 

おの づ から 物い ひもら しつべ き 眷族 
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V いか や 答 へ む (後) 言 ッテ 二," レ ヨウ 

一  广 環」 メ 

^lil/l^  +匕 とり .-1  ^> 

け をせ きもと めな む (縣 ^ 條 院 t  3 し 

場處ニ ィ ヘル ハ 非力 

たり 猶 この 外に も ありぬ ベ けれど こと <\ 


汽車と は 如何なる ものに て ありな む 

京の 檨は とや ありな む 

ぬべ し 

さも ありな む サゥ モア リ相ナ 

或^ 

(り ぬ 

上 に^れた る も あまた あ^  べし 

I る 

無 も 一 き はよ き 人 を 尋ねな ば 有む 對 


あらむ アラウ  ありけ む アツ タラ ゥ 


曰尋ゃ 

奉 る莠士 口、 

も た ち 交 


に 因て 有ぬ ベ し (眞霄 太閤 記) 

检ロ 長 へ )(fiE) 

り つ ら む (夕 顔). 


鬼 貫 四季 折々 の 草木 生類に 至る まで 一 つ く その物 を とらへ て 精し く 所詮 を辨へ 知り 

非 

て 句に 催しぬ べき 事に て 侍る 

相ナ コトダ 

なほ か、 る ありき は輕々 しく あや ふかり けりと いよく おほし こりぬ-ベ し (筌 蟬) 「たる ベ 


0 ： ^、歌 がたり 今の 世に は 古今 集 を こそむ ねと 舉び つべき ことなれ 

未來 完了 は 口  S に は 前^ 法の 外に はな けれ ば、^; よ り ^1^  ^ は直譯 せられ す、 場 合に 應じ 他の 

語法に て 意味 を 解く こと 各 例の 下に 注せる が 如し さて タラ ム は未來 にも なれ ど、 タ ル ベ シ は 完 

了 想像の みに て未來 とならす" 

述 の花唤 き たるべし 行きて 昆ょ サイ タラ ゥ 

是はタ ルラ ムに近 く， 場 合に よりて はタ笞 などと 强く现 にか ， る こと も あり。 

今 n 來 すば 明日 は 雪と ぞ 降りな まし 

是 は假定 ながら 未來 にか 、 れ り" さ れ どこの 類 は 極めて 稀 なれば、 マ シ をば 未來の 中に^け ざる 

な り。 

平 態の 未來に 想像 辭な き が ある 如 く、 完 了 態な どに も 稀に は 想 像 0 な き もの あり。 

半 臂の緒 ひき かけ^ば かりにて 居たり し を (枕) 

あからさまに， g に 罷りつ とてお のが 男に いふ 樣 (宇 治) 

童つ …… 只今 外へ 行 ぬ」 とい ひて 出づ とも 不 聞で 搔 消つ 樣に 失ぬ (今昔 十七) 

山 ざと は久 A ぞ さびし さまさり ける 人目 も 草 も かれぬ とお もへ ば (古) 

さ  >  がに の 空に すがけ る絲 よりも 心細し ゃ絕ぇ ゆ と 思へ ば (後) 


三 四 二 

うつろ はむ こと だに をし き 秋 萩に をれ ぬば かり もお ける 露 かな (拾)  • 

二十 曰 マ デ 延べ バ 返 ッテ景 親 ニ襲ハ レ.^ ト覺ュ ル ズ 盛衰) (長 門 本 平家 モ) 

法皇 ノ身ニ …… 災害 ハ 只今 有 リ.^ ト 覺ュル 者ラャ (盛衰) • 

遠き 國に 流し 置かれ^と 覺 えた り (曾 我) 

此等は 皆 テン ナム ヌべ シの 略な り。 近 弋の 文に も 口  S こも 

f で た る 

我 力：： i  後に 來むも 知る ベから す 

(タ 

もう 一 合 のんだ 上 はきつ と 止める 

此等も タ^な どの 略な り。 かく 未 來の意 明なる を^と いへ ばと て、 やがて 文語 に^と 引き直す 

ノも ある は 思 はざる も甚 しきな り。 香 川 景樹 の 紅葉 淺と いふ 題の 歌に 

みな 散りし 後に そめむ ともみ ぢ 蒸の 淺きは 深き 心なり けり 

と ある は 「外 ノ皆 チッタ 後-こと いふ 口語 を直譯 せるな り 3 さりと は 古今 蕖に 

見る 人 もな き 山里の 櫻 花 外の 散り s 後 ぞ 唉 かまし 

と 立ぎ に ナムと したる 手本 も あるに は心附 かざりけむ。 此等は 現在完了 や 不定 時 完了 を^に 誤 

るよりも  一^ 惡 しきな り^なら ま ほ し」 を 「なり リ がな」 と 希望 する 時に のみ 過去 辭は川 うれ ど、 そ の 

他に 過去 辭は诀 して 未來に 川る られぬ なり。 


S 長) s に は年來 おほし 

ぬる をり はいかに なり 

^と^と 相： 迎ふ。 

ヘム 能 「五 月 やみ 名 を あら 

かくはかなくて 我 もい 


我 この 人 を 助けす ば 只 


惟 光 詞 (左 近 ハ ) 谷 に も お 


(つ ベ く 

 候 はすば  謗に 落ぶ  覺ぇ候 

一ち ぬと 

神 田 本！^ 平 記 -ー コノぬ タク シ 

いふ > 

〇【 さう した 癖の 人 だ ソ ノヤ ゥナ 

人  f 

一 さ なる 

\ ァリ 

〇 さした る 事な し 

〇 樱 色に 衣 はふ かく そめて 着む 花の ちりな む 後の かたみ に (古) 

g 將然態 二種の 進行 態) 

三 四コ 一 


めしつ る ことな ど 細に 聞え むと 强く 思しめ しつれ どま ことにな り 

^ 事ぞ とさす がに 御 心さ わがせ 給 ひぬ (太 鏡) 


ム ノ誤 

よせる こよ ひ 哉  「たそがれ どき もす ぎめ とお も ふ に (；牛 $ 

\ ねィ (ぬ ぺしノ S) 

たづら になり ぬるな りと お ほす 

(る ベ し 

今の 程に か は ゆき 目 を 見」 一  と 思 ひけれ ば (太 平 記、 阿 新) 

,  t ヌ. (祌田 本) 

湖 一  

(ベ くな む 

ち 入りぬ 人  ^袷へ つる？ S 

一と 


三 四 四 

未來 動詞 を 一 圑 とし 之 を 名詞と 見 て、 H と 受けて サ變 動詞ん に續 くる 語法 あ り， 所 謂 將 に 然らむ 

と、 する 動作な り。 舊 說 に未來 もしくは 假定 前提 法を將 然とい ひたれ ど、 余 は 取ら す、 其 の 語 をば 此 

の 一 種の 進行 態に 名 づけむ と 欲す。 

家 を 出で むと する 時來客 ありて 止る 

今朝 雨 ふらむ とせし かば 行 かざりき 

  \ ま 力 

比の 肉 を 彼の 犬の 前に 出さば 必食 はむ とせ む (竹 取、 く らっ まろ 申 やう 燕 子う むと する 時 ノ 

\ すべ し 

一 度 は 死になん なんとせ しれ ど 恢復せ り 

之 を 個々 に說明 すれば 未 來に门 とセ ム、； " ン、^ 1^、 セ シ 力 な る が、 大 觀 すれば 動作が しか 進行す る 態 

な り T 死に か け て 居る」 を 方 言 に 

死に 居る 

とい ふ 時、 之 を 存在 態と も繼續 態と も 言 ふべ から す、 普 通語より 見て その 進行 態なる を 知る ベ く 

死 「ナウ ト シ テ ヰル」 と 言 ひ換 ふる 時 その 義益 明瞭な り.。 この 態 は 

木の葉 さや ざぬ 虱 ふかむ と す (古 事 記) 

潮み ちぬ 風 も 吹きぬ ベ しと 騷 ゆば 船に 乘 りなむ と す (土 佐 日 記) 

世の中 を かく 言 ひく て果々 はいかに やい かになら むと すら む (拾) 


など 現在なる が 多 けれ ど、 過 去に も未來 にも 言 ひ 得 ベ き亊^ 例の 如 し， 英 語の 直 譯に 「^ ハ今學 校 

に 行キッ 、ァ ル」 など 云 ふ は 「行ク 所 ナ リ」 とか 「行 カント ス」 とす れ ば、 苦 もな く 分る ものなる こと を 

知る ベ し 

鑌紀 日 嗣之位 ぉ絕 矣 

o  ス 

行，： 與， 千 還ー兮 (魏 風、 注猶將 也) 

ス  0 

ユ トス ナラ 

長夜 向， 半 (后 漢^ 讓窣 華賦) 

殘燼將 & 殄滅 (段 穎傳： 

漢王 已井漢 中且柬 (項 

垂當 拔 之 蘆 植 傳) 

垂當到 郡 (趙 苞傳) 

いっか 又 空しき から 

はかなき によ そへ て 

浦の 潮 0- ひろ ひ 集め 

おも ひ殘す こと は あ 

否 定は 古に 少し。 (口 語 ハ 

守 9 曰く 丄 ひ こ ハ むと す 

！ 1 一四 


ォ 11= 口、 


のから だに も殘 なくと もなら むと すら む (古 の せ じ) (榮 花) 

^れば 樱花折 しらぬ にやなら むと すら む (同、 根 合) 

とれり ど (古、 貫 之、 長 歌) 

\ かし vj すむ 人の 心ィ 

らじ とすら むと 覺 しゃら る ， に (明 石) 

尋常) 

ノ 義 ナ リ。 
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あゆ ひ抄ー 一 「とす」 の 段 見 あはす ベ し . 

サ ト (古義) 


櫧を守 部の が 十^. y 門 田 わ せ 刈る 時 過ぎぬ 來 じと すらし も (不 來跡 爲等霉 (萬 十) 

ィ へ  \ ン ト ス 

(内侍 ノ中 將ガ) この 君 をい かにし なし 聞えぬ るに かと わびし さ に (紅 葉 賀) 


\ ン トシ ヲ略 シテ モイ ハル 、 コ トァリ 

戶 あけ 侍" し に (落 く ほ、 典 藥 詞〕 


こ ひむ ともせす (後) 

こ ひむ とすら む (拾) 

をら むと すれ ば (萬) 

すまむ とすら む (詞) 

たえむ と すらむ (濱 松) 

たゝ むと すら む (金) 


ちらむ ともせ じ (玉) 

つまむ とすな る (後) 

と はむ とすら む (拾) 

なかむ とすら む (大 镜)  . 

.    否 定 

葉が くれ を まだ 明けぬ よと 思 ふらむ 唉 かむ ともせぬ 朝が ほの 花 (景 樹) 

ケど ゆるさ じと す とて ゐ てお はし まさむ とする に (竹 取) 


今の みと 緩む なれ ども 白雪の たえま はいつ か あらむ とすら む (後 ^) 

懐く ベ き 人 も 放てば 陸奧 のうま や 限に あらむ とすら む (蜻 蛤 日 記) 

高ね なろ 花 もちり なば 山里 はいと V 人目 も かれむ とすら む (平 ^ 盛)  . 

初^ の 生 ひゆく 先 もしらぬ ^にい かで か 露の きえむ とすら む (若 紫) 

いつまた ま とい はれむ すら む (袋 草 紙) 

いか  >  はせ む 〔する〕 とい へ ば (譜岐 典侍) 

本^な き やうに やお ほされ む す る (和 浆 日 記) 

人々 まう で 來 む す 秄 取) 

おのれ 死なば いかなる ふるま ひ あり 馕 をし 給 はむ すら む (大 鋭、^  3 

更に 調 杏 を 進め 其の 完璧 を 期せむ と. す 

g 兩態結 合 

完了と 過 去. 想 像な ど 、結合す る こと は前說 にて 明な り。 然 るに 玆に タリ ツユ タリな ど 結 合 せ る 

もの 有りて 學^: を 苦しむ。 

絕ぇ はて に た り (源) ィ 

夜べ の 事に めで ， 入りに たりけ るな り (枕) ^ 

なえ 入り た れば氣 は ひ 物う くな り 行 く (源) 、ノ 

一 3 七 


.  三 四 八 

雀の 子 をい ぬきが 逃しつ ろ、 ふせ ごの 內に 籠め：^;, もの を (源) ^ 

少 納 言 よ 直 衣 着 ：iy^ ら む は、 い づ ら 宫の おは す る (源) ^ 

此等も 旨く 口語に は當ら ざれ ど、 其の 意 ^は 「絕ヱ ハテ、 シ マツ テ居 ルーめ ま 「入 ッテ チヤ アツ" タ  一^よ 

r テシマ ッタ」 テア ッタ」 「テオ イタ」、 5 は 「テ 居タ」 などに て、 完了と 存在との 二 態の 結合と 見れ ^ 解 

せらる. さて 其の 完了に も 今の 口語に て は；^ とい ふ 動詞に 常り、 お 在に も^^^ など 

に 當るも ありて、 完了 存在 態 叉 は 存在 完了 態な どと も 謂 ふべ し。 され ど 此等は 近 文に は 少し？ 遠 

^^ば、 必 かく^うべき 者と 思 ひたらぬ がよ きなり。 さて^^と いふ 結合 は 此の 如く 有れ ど， め 

リヌと は 言 はぬ ことなる を、 讀賨 新聞に は 好みて^^ を 用うる 人 ありき， (タリ キと いふらん 樣 

の處 に) 蘇 峰 氏の 瘦 我慢 說の 中に 

當咭の 事情 を 察する に主戰 論者 は 何人も 忠臣な り 義士な りと 歡迎 せられ 死す るも尙 忠義 

の 鬼な りと して 尊崇 せらる ベ く  . 

と ある ァリヌ I なども^^ の 調子な り。 ハイカラ 肋 動詞な どと も 言 ひつべく や。 古今 葉に 「^^ 

やと 心 見が てら 逢 ひ 見ねば 戯れに くきまで ぞ戀 しき」 と ある 「ァ リ ヌ」 は 前の W に 云 へ る来來 「ァ リ 

ヌ ベ シ， 一の 略に て此に 云へ る 如き 過去に あらざる を 思 ふべ し。 「さもお d と覺 えたり」 及 前の 盛 

衰 記 の 「只今 有 りぬ」 な ど は 「アラウ」 と 平 態 未來に 言 ふ か、 「ァ ル 」 と斷 定 に 言 ひなしても ありぬべきな 
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B 

同 

拾 

健 

く かきた て た り (長 門 木 

和 泉 日 s> 

十 一 一) 


一一 一に プ 


三 五 o 

か ゝ る 事 多く あり ぬ (土 佐 日 記) 

時鳥な き やむ 時 を 知り IT^ り 二 井、 曠野) 

 と 仰 ありぬ (南 谿) 

\セ ラレ ヌ ト同ジ 

六 形容詞 及 指定 助動詞の 時  . 

形容詞 は 事物の 性質 狀 態 を 表 す 者 な れ ば、 時 に關 係せ ざるべ きこと 明暸な り。 指 定 助動詞 また 動 

作に あらされば 是も 同然な り。 さ れどカ リ活 ナリ活 タリ 活及 ナ リ 叫 リ は 皆 動詞 ァ リ をき 有する 

所 よ り、 多 少時に 關 する こと を 得。 今 その 助動詞より 見る に、 

S き けり は 過去 を 表す。 完了 過去 は 無し。 

大原山 は 住み よかり き や (新 古) 

今 はつら かりけ る 人の ちぎりに な む (桐 壺) 

めでた かりけ る 事 かな 

良覺僭 正と 聞え し は 極めて 腹 あしき 人 なりけ り (徒 然) 

淸正行 長 先鋒たり^ 

花やかな り I し あたり も 人 住まぬ 野ら とな り (徒 然) 

戀々 たりし 故郷の 山 を 望みぬ 


S つ は 完了 を 表 す。 

美し かりつ る 兒 か な (枕) 

大將 たりつ d 程 

色 こそ 鮮な りつれ  ， 

此の^の^と 同 語調なる こと は 前にい へ り。 も し 過去に  一；； ：2 ふ 要 ある 時は此 等の 場合に と 

なるな り" さ てぬ は 通常 川 ゐられ ざる 所， 注 意 す ベ し。 

小牧の 山よ かるべ しとて 忠次 して 見せら る" 此 の 山 誠に おかんぬ と. & しけれ ば、 や がて 御 陴 

を 移さ れ たり (藩 翰譜) 

あしかり § と おほえたり 

など は^にい へる ヌべ シの略 言 と 見る ベ し "口 語の ョ 力 ッ タヮ ル 力 ッ タは 文語に てはキ ッに當 

つべ く， ヌとは  一 K ふべ きに あら す。 又 たり も 川う ベ からざる は、 ァ リ タリと いふが 誤れる に 同 じ" 異 

なりたり など 今の 人の CI" ふこと ある は、 コ トナリ の ナリ活 形容詞 を ラ行 四 段の 動詞と 誤れ 乙な 

.9。 

いかなら む 今 の 雨に 常 夏 の 今朝 だ に 露 の 重 ゆなり つ る (能 因) 

女の 聲に て い づ こより 入..^ T つ ると 問 ふなり つる は 女御との こと 疑な くお も ふなる ベ し 

(紫 日) 

S 一 


三 五 二 

\ら む V」 見る ぺ し 


舂樹 顯秘杪 幾 世 ねざめぬ 

む べし  は 多く は wsf に 想 像 を 表 せ ど、 未 來 にか ， る 事 も あり。 


(に (になら む (動詞の 未來 想像) 

彼 は未來 一の 大臣 一 5,^5  (助 動 If 不定 想像) 

(に  (助動詞 未來 想像) 

我 も 大臣 人  

一た る ベ し (未來 叉ハ 不定) 

遠から む 者 は 音に も 聞 け (存 在 的 想 像) 


しか 善け む (不 定) 


あす は天氣 よから む (未 來) 


戀 しかるべき 夜 はの 月 か な (未 來) 

さて 钐容 P につく に ッ ベ シ は 無 く て、 な む ぬ ベ し のみ 有る は 前の 完了と 反對な り" (動作 的 

なる^の 添 ひ 得ぬ 意味 を 思 ふべ し) 

、い だ て 匿し かりぬ S 樣 した り (强 意 想 像) 


彼處は 蚊な ども 多 かりぬ ベ し (同) 

與 一 重ねて 辭 せば S^3I5—^S とや 思 ひ け む (平 家) (同) 


かの たのもし 人 は ゆくさき 短 かりな む (帚 木) 


逢 ふことの 钐は 異に なれり とも 心 だに 似ば あはれ なりな む (多 武峰 小將物 語) 是 ハ メヅラ シ 


此等ま 古文の 中 にても 稍 新しく 且 稀なる ものな り。 ゥ レシ カラマ シク ヤシ カラマ シの マ -ン な ど 


ヌべ シに 近き もの は 多し。 

さて 此等は ゆに 關 すべ きこと を 言 ひたる に て、 常 にかく あるべ しとい ふに あら す。 さ れ ば 

¥  (けし  (る  (りき 

我 幼 一  時 詩 書の 素讀を 受^  ー師は 多病な. 1  人な- 


力り し 


る 


りし  り 


)〇  (りし 

S にぎやかな.^  處も  < 「はさび しく なれり 

J の  I る 


、し 力 り. 


し 

かの 磺. j  ァ る 威容 も 見る ベから す 

(し き 

(からむ 

近 人  者 は 目に も 見よ 

一き 

\ かりし ト文 ニイ フべシ (井上通泰)  ， 

たけば ぬれた かねば 長き 妹が 髮 この  一 3 見ぬ にかき 入 つらむ か (ニー  方 沙彌) 

ワカ ゥシテ (甲)  甲 ンも 

ワカ カツ シ寸ニ (俚) ィ ヤシ カリ キ 俚/^ 

子罕 吾少也  賤 

一二 五三 


三 五 四 

など 兩樣に 言 は れ、 殊 に 完了 辭は近 文に は 殆ど 用 ゐられ ざるな り。 

I 力り しか 

かり つれ ば 誰に も 愛せられ たりき 

けれ 

へり し 

淸 閑な.^ りつる 京の 假寓 は實に 心地好 かりき 

(る 

之に つきて 忘る ベ からざる は 否定語の ゆな り 。否 定は 其の 性質 形容詞 的なる こと 前に 說け るが 

如く なれ ば、 i- も 亦 之に 準す るな り。 

さりき 

事な り 

居 ル) 

ヰ ナイ) 

ィ) 


見 


(ざり しか ば 

ら .{  答 ふること 能 は 

一 ざ れ ば 

(ざ り. o  (かりし 

古に は  無人 

I ぬ  I き 


、た り (似 テ 

一人た らす (一一 テ 

, す  (ニナ 


i;:^^ は 人に^ け よ (「知 ル事」 ハ文 0  二 ハ有レ ド ロ^ニ  ノア シ ) 

へれ らざ る 

^1 りたら ざ る 事 は (-2 ふべ から す 

(らざ る 

(た る (キ タ、 キ テ ヰ ル) 

著ー ざ 乙 著 物 (キナ ィ、 キ テ 4 ナイ T キル 一 「キ タル S 方ノ打 S 

i ざり し 

ざり つる 處に 行きた し 

ざ る 

一、 す る  (ざ り き 

會. J  者 三十 人に 過ざナ 

し  (す 


な し (あ ら す) 

彼 はかって 人の 惡 口 を 一. 一：" ひし 事. 1  一.. ry 

^  (  /  -  (なかり き (あ ら さりき) 

一、 き  〖り き 

わ： a 彌太郞 も 一 圓 の 金 だに 無」 r  , 事 有ーフ 

力り， j  T. 


此 等の 例 一の^ 動詞 ある は 動作 的の 首 方に て、 然ら ざる は狀態 的なる を 玩味す ベ し 


\ き こ € の\ 黑川翁  ミ、， 、す, 

うかりし 事 ありて こもり をり ける 椅) 


三 五 五 


ー.1溪 

七 口 語 

時に 關 する 口語 は 文語に 比して 極めて 簡單な り。 而 して 文語 も 平安時代の 語に 於いて 最 精密な 

れ ば、 是 まで は 其の 精密なる 方を說 け り。 口 語の 時 は  一 口に 一 百 へ ば 今の 支那 語に 似た り， 以 下 之 を 

說 力 t, 

S た 

たら  た.？ >  77 フ た たれ  一：：： U 

f な 

文語^^の 下 略、？ T.^,^,,^ の 四つに 當 る。 完 了 を 表すが 當然の 職 任 なれ ど、 口 語に は 過去 辭 なき 

より 過去 もも 表す。 (言 語 そのものより 言 ふ 時 は 過去 はなき なれ ど、 文 語に は現然 たる 區別 ある 

に よ り 、之 に對 して 完了 形 を も 過去と 言 ひ 得るな り) 

\ リヲ ノン デハ ョヮシ  

今 來 ね (タ リ)  是 はし g  敎へ も敎へ たり 覺ぇ も覺 えたり 

先刻 來ね 人が 又來 まし S (シ  タリ) し：^ しだり (ネ メ 詞) 

昨日 雨が 降つ S  (過 去 力 完了 力 不明 ナリ) (遠 州、 降 ッタ ツキ) 

聞 い W  (キ ケ ル、 キ 、 シ) 人 も 聞か な い (キ 力 、ザ ル、 キ 力 、ザ リ シ) 人 も あ る 

聞かなかっ^ 人 も 聞いた 人 も あ る (否 定ノタ ハ明ニ 過去 ナ ループ 知 ルべ シ) 

花の 吹い^ 時に 又來ょ う (サ キ タル ナ リ。 サ キ シニア ラ ズ) 


ンダ 

此の頃 瀧の 川に 遊べり 

\デ シ タ 

不思議 は 立ちません だかな  • 

； Z ナンダ  f 居った—  I  ^ 

二 年 ah 奏 任の 職に 居る 者 又は 三年 以上 奏 任の 職に 一  者 (タル ハ非ナ リぉノ タノ 過 

I 在りた る 

去 ナリ) 


「なったら  (なった - ——  . . 

々ニー  I  凉し く.   (過 去 シ 力 二 ァ ラ ズ) 


一な りし かば  (なりたり 

先に I 時と ちが ふ (タ ハ 過去 ナ 

, た る 


-タ ル 二 ァ ラズ、 


はれぬ とお もへ ば ふる 時雨 哉 


二 


暗レ ヌ ト思ッ タラ 又降ル 

逆 態 

ァノ 人ハ. 來 タラ 直 歸ッタ 

\ノ  -ー  I 

現代 文の 語の 多く は 口語の め を 文語に 改 むる 所に あり。 よく 注意す ベ し。 タの活 S は 

匸 アル  こシ  力 

「ヰル  ナケレ ドモ 


たら ノ  r  ノ  ノノ  - た ガ た れ バ 一； 

ゥ た^^; (たり)  ノ 

^吟集 いと ほしいと 言 うたら かな はう す 事 か (室町 時代) 


三 五 七 


三 五八 

雜 兵語 唐 辛 を  手に もぬ つ たらば よかんべ いか 

タ ラ バ の 前提 法 を 確定に も 用 るら る、 事 は 前例の 如く、 東京 語 はむしろ を甩ゐ ざ る な り。 

さて こ、 に 論す ベ き は 完了 過去の 事な り d 語 は 此の 形式な くと も 川を辨 すれ どもん によりて 

は タッタ を 川 う。 之 を關東 東北の 語に て は タ ッ ケ. と い ふ。 

そんな 事 もあった つ 5 

咋日來 たつけ が 何も 言 はな か つりよ 

昔 アツ タ. f ハ：：  • . 

此の ケは今 は タリに 結びつけて のみ 用 うれ ども、 少し 以前に は 直に 動詞に 添へ しにて、 今 も 也 方 

によりて ま、 

太 郞樣は 家の 方に 來る 5 が 寄らない 5 か 

お 隣に はお 客が ある：^ 

さう だつ け 

とやう に^ う。 指 定ダに 添 ふ は 東京に も あり。 此の 5： は 文語： iir の變音 にし て、 正 し き 過 去、 他 の 場所. 

時に ありし 動作 を 移し 持ち 來 りて 噂す る 樣の篛 あ り M 澤 翁 満 の 「言 靈 のしる ベ」 にも 此の 說 ある 

に て， 余 は 自說の 一家 言 ならざる を 知りて 喜 ベ りめ は 此の 如く 過去 辭 として 必要なる もの なれ 

ど も、 現 時の 大勢 日に く 滅びむ とする は 惜しき ものな り。 タ ッ タ は テア ッタ と^ 载 X 1 ども 必 


しも 存在 を 表さ， K タを 少し 丁寧に いふ 樣 なる 處 より 完了 過去め きて 用 ゐらる ゝ なり さて テシ 

FTI^ とい ふ 形式が 完了 を確實 ならしめ むと 欲する 時に 川 ゐらる リマ フは 補助動詞 なり。 

，つた， =行キ ッ = キ ヌ=キ タ リ―ケ リ=キ キ 

つたった— 行き .1  ^ リキ = キク リツ N キ 二 タリ 

つてあった K 行キ テア リ { け H キ タリ〕 ッ 

行  7  了 

つてし まった = 行キ タリ ッ=キ 二 タリ 

つたつ け N 行 キー h  H 

- つてし まった つけ = 行 ヰ 二 タリ ヰ 

^ て ある てゐる 

「掛物 かゝれ り」 は 口 語 「掛 物ガカ 、 ッテ居 ル」 に 常り、 「掛 物 かけた り」 は r 掛 物 ガカケ テア ル」 に も る 

はは 共に^ 在 態なる こと 已說の 如 し， 此 の 口語に お^  を 主 動詞と^ る 時 は、 力 、 ッテ カケテ 

は 其の 副詞に 當れ ど、 そ は 形式 上の 事に て、 眞 意 は 力 、 ル カケル の 存在 態 なれ ば、 今 は 一種の 動詞 

の^ 式と t てた り" 是 も 已に說 ける ことな り。 さ てァ ルとヰ ルとは 

^が ある が あ る (共 二 非情 ノ物) 

^が 居る r?>s が ゐ る (共 二 有情 ノ物) 

と^に 有情 非情に よりて^ ゐ分 くる を 正則 とす。 (方 言 に は 「筆 ガ 此 處 二 居タ」 な ど 非情に も ヰ ルを 

三 五 丸 


三 六 〇 

用うる も あり) 是は 獨立詞 としてな るが、 存在. 繼鑌. 進行 態 を 表す 場合に は 補助動詞と なりて、^, ル 

は 有情 非情に 甬 J す。 

花が 唉ぃ てるる  掛 物が 掛 つてる る 

人が 寢てゐ る  蝶が 飛んで るる 


さらば テア ル との 別 は 如何にと い^に • 

挂 物が 掛けて ある 

の 如く、 存在 態に のみ 用る， 前の^ J とい ふ 自動的 動詞が 變 じて 他動 的 動詞^ d となる 時に- 

ヰ ルがァ 几に 變る なり。 而し てこの 他動 的 動詞 は 此の儘に して 其の 主語 を 補 ひて 

0 物 が (人 ガソ レ ヲ掛ケ テ) あ る 

としても 說 明， せ ら るれ ど、 叉 

「〔人 一一 〕 掛けられ てるる 

_   掛 け  て ある 


掛 物が. 


平 相に 言 ひな さる、 時に^が q に 代る と^る-,/ しも 


とやう に 事 實被役 相なる ベ きもの 

の 後 說の方 分り 易き が、 其 の 語形 は 前說の 言 方より 出で 來れ るな り 

、あ る 

植 ゑて ある 

庭に 松 が.^ 


I うわって ゐる ) 

て テア ル) 

ぐフ ゑ ら れてゐ る J 

人が ゐる 

人が 庭に 松を植 ゑて ゐる 

人が 手紙 を 書いて ゐる 

手紙が ある 

手紙が 霄 い て あ る (書 か れ て る る) 


語 法 あ れ ど、 「山 ガ^ ヱ テ」 と 云 ふ^は ヰ ルと受 くる を 正 

それ も 「ゥ ヮッ テア ル」 にても 通ぜ ざるに あら ざ わ ども 

J の を ^ と 四段活 にもい ふ は 今 は 難な けれ ど、 實 


地方に よりて は 「山 ガ 見 ェテ アル」 などの 

とする こと 前例 r ゥ ヮ ッ テヰ ル」 の 如し，. 

存在 態の 形式と して は 純正なら す C さ て - 

ま ^ の 上 一 段活の 方正し きこと は 第三. 四 項に 言 へ るに て 知る ベ し， 然 るに 候文な どに て は 四 


段活 なる を更 {几 として 用る 來れる 習惯ょ り， ヰ ルは 俗、 ヲ ルは雅 なりと 心得て、 丁寧なる 場合に は 

「ガヲ リマ ス」 「テ 居リ マ ス」 とやう に 用 うる は 誤ながら 現 時の 勢なる が 如し- 

ァク 

それで ゐて 屈しない 

0  S 方 言 旗 を 立てて あり ま す (S  £  、き^ 谓 默 ) 

3 ラ  よう 

一 11 六 一 


三 六 二 

想 象 ，として は 已に說 けり。 未來辭 としての 用法 も 異なる ことな けれど、 口語に は未來 にも 確定 

したる 事 は 想像 辭を 用ゐ ざる こと 多し。 


(す 

必參上 致 j し 


(は 5 

人 は 食」 一 

(ふ 

I り 

り 

つ て 


ベ く 候 

(「ま せ う」 二 テハ瞹 味 ニナ ル) 


力 


爲に 生く る 者に あら す (「食 はう が」 ト 直譯ス ベ 力 ラズ) 


ヽ^ 

來 sj る ま で (直 譯 r 歸 り來ょ う」) 

る 


p む 

田义 ス 

(ふ 


へな したら む 

子 を 法師に 一な したる こそい と 心苦し けれ 

一した の  パ 

此の 四 例の 中 ニニ は未來 ともい ふべ けれど、 二. 四 は 不定 時な り。 文語 にても 時代に 因りて は 想像 

辭を ffl ゐ ざる も可 なり。 まして 口語に て 平安 文 を直譯 せむ は 聞き苦し^くて 口語に て は 單に未 

來の爲 に^1  を 用うる こと は 極めて 稀な り 


(らう  一力 う 

w  n: は 銅が ^  きっと 行 一 

一る  (く 

(し よ う 

來 gi- 年 は 勉强ー 

(す る 

然るに 玆に 一 つの 反對 なる 現象 あ り。 逆 態假定 前提 法の 時 

(すと も  (なられ じ 

勉强  優等に は 

一しょう と  一 なれまい 

の 如く 文に は 想 象 を川ゐ ざる に、 口  0 には必 想 像す るな り。 文 語に ム ト モの 無き と 併せて 記^す 

ベ し。 

ノ  ニ& 

S 標，  . 

に i する^ 形 は略說 き 盡 したれ ど、 之 を 如何 樣に 川う ベ きか は^ 容易なら す。 そ れには 正しき 

.ズ 列に 蒯る 、が^ 法 なれ ど 、分解的 に は 「時 の 標 準」 を 心得る をよ し とす。 お よ そ 言 語 は 忍 恕 事 實 を 

^す もの なれ ど、 同 一 の 事實に 對すゐ 思想 は必 しも 同 一 なら す。 隨 つて 同一の 事實は 常に 同一の 

首 ，二て 表さる 、 ものに あらす。 この 事實と 言 語との 關係を 第 一 に 心得ざる ベ からす。 「御 出 デ 

三 六 三 


下 サ ィ しと い ふ 事 は 「御 出 下 サ レ」 「御 出 下 

ブ」 など 十 數樣の 言 語に て 表さる A 如く- 

す。 特  に g は事實 として は 過去と 未來と 

ベ からざる 者なる 事 は 誰 人 も合點 すべ 

ま づ 事實 のみ を 以 て 論 すべ からざる を 

事實と 一 致す る 者 

事實と 一 致せざる 者 

の 兩種を 立てざる ベ からす。 


今朝 雨 降リキ 


今 モ降レ 


と 


と 


後一 一晴 レ ム 

ふ は 一 致せる 者、 


今降ル 

ふ は 思想に 於て は 現在 なれ ど、 事 實 


サ 

あ 

き 


レ 

る 

一 r 

る 


朝 雨 降 ル ギ^ ナホ 止 マ ズ。 夕方 晴 ル。 

と せ ば、 す ベ て 事 實の時 は 過去なる を、 甲い 想 に 


三 六 四 

ベ シ」 「ず 出 下 サレタ シ」 「御 出 アラマ ホシ」 「御 出ヲ乞 

關 しても 同樣の 現象 あるべ き は 想像す るに 誰から 

のみに して、 現在 時と い ふ もの は 人力に て は 柿捉す 

思 想 言 語の 方に て は 此の 三時 を g  く 調へ ^うる 處 

ベ し。 是 に 於て § に は 


おいて は 如何 あるべ き。 之 を 一 日の 日記と して 


おいて 現在と したる にて 相 一 致せざる な り。 事 實 の 


を 主と する^:' は 世に 

に堪へ す、 且 我等の 忍 ^ 

れば 


榲^ の^に 卽位 


存在せ し 

は 過去の 


I 實は皆 過去 なれ 

動作 にても 之 を 時 


と 三 樣に云 

の 現在 は W 

在の 本位な 

時 を 現在と 

あり、 一 時 問 


「其の 差 

しかた 

てた る 

す/く- 

る  も  あ 

し而 して 事實上 の 剛 

^代に 置きて 事を敍 


ふ 

な 


別を考 ふるに 各の IK 方に 於い 

き 上 は、 思 想 上 その 現在 をば 或 

上に て、 過去 も 禾來も 比較的に 

三十 秒 前 を 過去と もす ベ し。 そ 

り、 一 曰、 一 月， 一 年、 卜 年、 一 世紀， 一 

は 言 語に て は 副詞に て 表す を 

るに て、 現在が 次第に 推移す 


产 y 


ど、 之 をす ベ て 過去と して 記述 せん は H しき 

より 離して 事柄と 考 ふること を^るな り。 さ 


或る 標 

範圍内 

で 來 る 

立樣に 


準 を 有 

こへ-、 、 

i 方レ 

が 言 語 

よりて 


し. その 本 は 現在に 

て 定め ざ る ベ か ら 

の^の 本體 なり。 か 

現在の iis! は 卜 分 

時 代、 有史 來、 人 類 生 來、 地 球 成立 來 

本體と す. 麼 史 現在と 稱 する も、 身 を 其の 時代 

る樣に 一一 3 ひ な す な り 。芝 居に て 過去の^ を 現 


あり。 事- 

す。 そ の 現 

くて 一分 

は" なる も 

も あるべ 


在に 演す るが 如し 歴史 以外 傳 記小說 記事文 等 は 皆 動作 を 現在に 記し， 见 る人證 む 人 をして 其、 の 


事實を 眼前 

基 木と する 


2 勞髴 たらしむ る 所、 小 パ ノ ラ マと 謂 ふべ し， 沿革. H 來 など 記せる 文 は 事實の 現在 を 

J と 多き によ り、 過 去の 記載 多くなる な り 「而 して^ 際に 於いて 此の 兩 種の 文の 入り 

三 六 五 


三 六 六 


交り 


たるが 多 

天 叢雲の 

劎は本 は 

に 納れり 


講 談 

對 に 

も 亙 

姿に 

る な 

琴柱 


き よ り、 初 擧 ふと 甲い 

劎と 申す はは々 御 


八つ あり 

を^ S 舊 


ければ 尊 

師 などの 

-英 語な ど 

る 規則に 

物し たれ 

り J さ る 人 

に て、 整 は 

昔 は 頭 を 


卜 握の 劎 

"昔 素盏嗚 

"八つの 尾 

々。- 曾  

大蛇 を 討 

過 丟の事 

は 記事文 

す あらす 

ば な り) 叙 

の 西洋 歴 

ざ る 文な 


と 中し し 

尊 出 雪 の 

八つの 谷 

如何にと 

ち 給 ふべ 

實 を 0 す 

叙事文 共 

t 我が 古 事 

述 的なる 

史の 一段 

りし を 記 


ひ 惑 ふこ 

門の 御 守 

が、 大 蛇 を 

國 におよ 

に はびこ 


問 ひ 給 ふ 

き 謀 を ぞ 

に 現在 法 

に 過去 を 

た 竟 ；. 6 

一一 一一。 ブ fe- 力 


と ある もの 

な り： 天 武 の 

切って 後 は 

しける 時、 彼 

れ り， 眼 は 日 

手 摩 乳 …… 


し 給 ひけ る 

を 巧に ffl  5 

用、 フる こと 

どの 史書に 

に は 現在 を 普通の 則 

々々を^く キ にて 書 


な り。 


御宇 熱 田の 社に 籠 めら 


V 切の 劎と號 す^の 劎 

の 國の簸 の 河 上の 山に 

月の 如 し" 背 に は 諸の 木 


と 申し けれ ば、 尊  と 

(平 家 物 語)  ， 

るな ど 合せ 考ふ ベ し 。支 

多き は、 其の 國 語の 特性 

過去 を 多く 用ゐ たる は 

と す。 英 語な どの 過去 は 

きたる を 見し 事 あり。 一 


露さざる を禮 とせし が、 戰 國以來 一 般に脫 幅の 風と なれり 


昨日 施行せ し試驗 答案 を 調ぶ 


後 

宣 


多 

異 


た り。 天 羽々 切の 

に は 石 上布 留社 

蛇 ^^。尾 首 共 に 

々 人 


生 ひた り。 年 

へ ば、  と 

語に は^な 

て、 何處の 國 

段々々 を對 

く 我が 完 了 

彩 なれ ど 膠 


中 し 

き 反 

吾 一 一 

S 一口  I. 

舌 P 

-  一 is 

せ る 


奈良^代 は 摸 iH なりし が、 明 治の 代 は 摸歐な り、 後 に は 同化して 固有の 發達 をな すべ し 


來 むと ：u ひし 人來 たり 


油 ひ-ちて 結びし 水の 氷れる を 巷 立つ け ふの 風 やと くらむ 


忘 れては 夢 か と ぞ 思 ふ 思 ひき や 雪 ふみ 分けて 君 を 見む と は 

ffi  矢 田野の 淺茅 埋れて 深く も 雪の 1^  かな 


去年の 今日 こよ ひの 月 を：^ し 折に か 、らむ ものと 忍 ひかけ き や (榮 花) 

定時の 頃 在 基本 を定 むる と 共 に、 不 定時に 一 ず ひなす ベ き 場合 も 心 得 ざ る ベ か ら ま 


「中 相 さ え し」 の 歌 は 兼 好 法師が よめるな り 

是は 事實は 過去 なれ ば、 ョ ミ 、力 とい ひても 誤と は 定め 雞き樣 なれ ど 、忍 想と して 過去に 言 ふ 必 耍 


なく、 又 し か 首 はぬ が國 語の 例 なれば， ョ メ ルを 正と し， ョ  一 I シを 誤と せざる ベ からす， 

「ひ き 

^公 和魂漢才の 誡を 遣し 給 . 

(へ り 

I- り き 

此の 机 は 木に て 造 

一れ り 

過去 二 ハイ ハレ ズ 


^の 如く 我 聞け り 佛或時 室 羅婆城 逝 多 林の 給孤獨 園、 大莊厳 重閣に 在し き 

封 話 W ナラヌ トキ ハ 「在せ り」 トモ ィフぺ シ 

共に^ 赏は 過去の 動作 なれ ば、 钊 とい ひても あるべき が 如く なれ ど、 言 はで も 著き 過去 を & ひ 斷 

りたり とて 功名に も あら す。 必 要 も な く、 事 柄 を 言 へ ば 濟 む 所に 、「造 リキ」 な ど ありて は^の 意 かと 

三 六 七 


一二 六 八 

却つ C 疑 まる ， にて 惡 しき なり 「「遣 シ給 ヒキ」 の 方 は 場合によりて は 可 なれ ど、 そ の耍 なき 時には 

「浩 J リキ」 と 同じく 惡 しきな り。 

昨年 脫 稿せ し窨 此の頃 發 行と なれり 之 を 君に 蹭る 

r 脫 i 咼 セ シ」 は事實 r 脫稿 シ タ ル」 に 相違な けれど、 下 の 「ナ レ リ」 に對し て 過去に 言 は で は明暸 ならす。 

「^ シ タ リシ」 としても 可 な りめ— ク ル は オクラ ム としても 義 をな せ ど、 ォ ク ル節作 は^ 力 手 を 離 

れて 人の 落手す るまで 少し 手數を 要する もの なれ ば、 贈 り はてす とも 現在に ォ ク ルと 言 ふ ベ き 

な り。^ など 全 動作の 「部分の み 現在なる に、 全 動作の 現在 形に 言 ひ 得べ き者少 から 

す 。是 も 亦 記憶して 實 例に 充て 試む ベ し。 

想像と 時 

i 像よ 未來 のみに あら す、 未 來は 想像の みに あらざる こ と、 前 に も 言 ひたれ ど、 此 の 境 を 明に 心得 

ぬ 人の 多き に 因り、 こ、 に 又 一 言せ む 想像 は 過去 現在 未來の 三時に わたりて ある 其の 中に、 

ハ 現在の は，^  Y^.^'^^v^ などに て 表 し、 それ 又 不定 時な る 動作 を も 想像す るな り (第 

三 節 を再讀 すべ し) 

め 未 來のは ^  にて 表す こ と、 本 節 前述の 如し。 

T  a5 去の ま ^ にて 表す を 本則と し ，1 バ カリ キシナ i.^. など 之に 準 す。 (之 を 過去 未來 など 言 

ふべ 力ら す) 


『け む  一き 

太古に は文卞 無 かり j  (らむ  文字 あり 一し と はお ほえす 

•  (しな.! るべ し  けむ 

(けむ 

小 野 小町 は 何 虚 にて か 死に^  詳 ならす 

(し な らむ 

『けむ (黑 川眞 賴) 

韓國 のからき にわび て 日の 本の 國 しのびつ 、領巾 はふり- 


) し な る ベ し 


「無力 リ ケ ム」 は 過去の 事の 斷定し 難き より 想像し、 次の は 「死 二」 一 フ リ」 の 事 實は確 なれ ども、 其の 

^ 及 の不 確なる より 想像せ るに て 皆 ナ  ナルべ シ， に換 ふべ し ^ さ れ ど 


惟喬の 親王の 父の 侍りけ む 時に よめり けむ 歌 ども 乞 ひければ 云々 (古 今、 哀 m) 


生れけ む 年 は 知りたり や (大 鏡) 


など は 想像の 怠 輕 くて 近 文の 體に は換へ られ す。 又 ベ カリ キのマ シに通 ふ もの あり ズ マシ とケム 

と は大に 異なり) 


さ.^ ふけて 寢毚 めざり せば 時鳥 人專に こそ SR く-/ かりけ れ (拾) 


此の 時 もし 義貞 早速に 下向せられ たら まし かば 一 人 も降參 せぬ 者 は ある まじ かりし を (太 

E» 已) 

W き 巳 

此 等 は 「聞 キケ ム」 r ァ ル マジ カリ ケ ム」 と は 言 ふべ から す t 聞キ タラ マ シカ」 「ァラ 、ザラ マ シ 一と は 言 

三 六 九 - 


,  三 七 〇 

ふ ベ し。 

今ぞ 知る 苦しき も 


のと 人 待た む 里 をば かれす 訪 ふべ かりけ り 


戀 しと は 誰が 名 づ 

是ま愚 去 相， 5 雙 にも 叚 {1 

あは や 今數歩 後れ 

君が代の 靜け かり 

など は 過去の 假定 なる 

どに て 表すべし。 

1 の 事 


(勤 操の) は 私に て 八 

は 昔に 從 ひて 七 卷 

g 前提 法と時 

^は 主として 直說 法に 

して 命令法なる は事簡 

前提 法 は^に 關せ すと 

定時 t 云 ふべ し d 助動詞 

未 來， 確 定 なる は 未来 又 


けけ むこ 

にも あら 

なば 巳に 

せば かね 

ベ き 場 合 

講行 はむ 

を 用ゐら 

存 すれ ど 

にして 前 

^Irln ひても 

の タリ リ 


とならむ 死ぬ とぞた にい ふべ かりけ る 

ざ 


れ ば、 ケ ム にも マ シ にも 換 ふべ からす n 


て 


の 後な りけ 

より 身 は 花 


てケ ムは富 


とて^ 法せ し 


しなら む (類 


も 


多少 は 命 令 

に盡 きた り。 今 

可 なれ ど、 强 ひ 

ッ (ッ ト モ のこ 


む 

守と なりけ む もの を 

らす、 「ナ ラ マ シ」 r ナ リシナ ラ ム」 r ナ ルべ カリ キ」 な 

故 第 七卷を 二つに わかち けむなる べし 猶公 にて 

聚 名物 考) 

法. 前 提 法に も關 する こ と、 本 節 第二 項に いへ り。 而 

前提 法の 事 を 一 わたり 說 明すべし ぎづ本 動詞の 

て 言 は  >  假定 なる は 未 來、 確 定 なる は 現在 又は 不 


と 前にい へり) ヌ も同樣 なり。 ムべ シ も假定 なる は 


は 不定 時と も 言 ふ ベ し， 


f ら むに は  「じ  I i 

雨 降  行 か. (動作 ふる ハ未來 ) 

一るべく とも  一む 

雨 降. i  行かむ (g ハ未來 、又 ハ不 定) 

一る ベ けれど 

f はめ ど   

彼 は 我 を 嫌  勉めて 感情 を 和け む (き らふ ハ 不定) 

t ふ ベ けれど 

過去の 『^ に は 確 定 前提 法の みあり て假 定 な き は理の 常 然 な り、 假 定の 時には 過去の 事に て 

も犟 に假定 想像 s の， r ^を 用う. るが 國 語の 本 體 なり。 

( りけ むに は  (けむ 

雨降^  行か ざ り^  を 

一り しなら ば  一し ならむ 


叫ム I  二 ハ、 ケ ム 共 に 非な り。 シナ ラバ はフ リシ を 一 種の 體 言 と兒 てナ ラバ と 受けた る 近代の 語法 

な れ ば、 是 はさても あるべ けれど、 「降ラ マ シカ バ 行 カザ ラ マ シ」 の 純正なる に 如かす いだ が 十い く 思 

はる-、 場 仓には 

i くま じ 力り. .（ > 

かで あるべ かりし 

を、 め A しく も 行きけ り 

か ざ ら む 

か さ る \ き 

三 七 一 


と樣に 色々 に省咨 しても 言 ひな さ る ， な り， 又 マジ カバに 代る 一 つの 前提 法 あ り" 


管 仲 無 かりせば 


梅の 香の 降りお ける 雪に まが ひせば 誰か ことく 分き て 折ら まし 


(鹿 持氏セ 

此の^ は 第五 章 連 

假定 前提 法 を 成せ 

き を、 過 去の 事實を 

1 往は尤 なれ ど、 過 

現象と 見ざる ベ か 

絕 え^ぬ 流 

きす まじき 

など 色々 に闬 ゐら 


セ バ の 助動詞に つ 

玉 榫 の 道の 空 

深 草の 野べ の 


闬 ゐられ たる も 


バ を ナパ と釋 せる は 非な り) 

用法の 處に 少し 言 ひおけ る 「つ よめ」 の ^の 第 

る ものな り^ は 强 意 の 爲 

假定 する 處に用 ふるより 

去辭 に假定 前提 法の ある 

ら す。 さ れば 此の 強意の ， 

朽ち^ぬ 石 


ス 


_ 之 をキの 第 

ベ き 理由な 

ま 


一 變化 

ければ 


の な 

な ら 


化に し て、 第二 變化を 受けて 

れど 過去の 意味 は 少しも 無 

むと 古人の 考へ 出で たる は 

に 過去と 假定と 一 致した る 


絕ぇ すわ 


る。 セ ヌ は 過去の 打消と 

ける もの あり。 


ま 如何にしても 言 ふ v からざる を 思 ふべ しさて この 


こ て 消えに せば うきこ 


煙と なりに せば いづれ 


つくば ねに 我が 行けり せば 時鳥 山び 


ありと 誰 力 

雪 を 分けて 

とよめ 鳴か 


告け まし (赤染 集) 

と はま し (新 千) 

まし やそ れ (一 €) 


此の 二 リは 第二 變化連 川な り。 此 等 は 過去 動詞のに あら ざれ ど 序に 一お ひお くな り 

言 玉の 當國度 曾 古語 爾流來 鱧 留神 語爾傳 來禮留 傳來事 任萬爾 (續 後紀) 


とい ふの 上 は 過去 稀な り 事柄に つきて 完了なる はあり.、 

世に いふ 和歌 卜 體の撰 ありし 

、  (の 撰 ありし)  源道濟 

V— 和 耿十體 | の 撰 あり 〖とい ふ 

(を 撰べり ) 

. , f き 一  J 

死な さり 人 Y とする も モ同 

楠公湊 河に 死なす とも 世の 跃 ^はなり かね ま し 

\ 望 なかり しなら む 

九 練習 


ま >  > 

0.  i 

1 

我が 


關 する 助動詞の 用法 は 容易なら す。 こ  >  に 正非雙 方の 例を搫 ぐ。 學 ぶ 者 心を潛 めて 之 を こと 

一 

正 例 

心 慰め かね ク更科 ゃ姨捨 山に 照る 月 を 見 て (古) 

三 七三 


誰し 力 もとめ 

稻荷山 社の 數 

武隈の 松 は 二 

春 毎の 子の 日 

梅の 花見に こ 

春の 野に 若菜 

河 內の國 に 正 

山 深み 落ちて 

をと めのと こ 

あし 引の 山 行 


老い ぬれば さ 

近 江の や 鏡の 

我の みや子 も 

たちな がらき 

身に かへ て あ 

人知れぬ 心の 


て 

こ 


折りつ る 春霞 

人と は V つれ 

を 都人い かに 


多く 過 ざつれ 


來 つれ 鶯の人 

まむ と來 しも 

とい ひしが 一 

れる もみぢ 葉 

へ にわが おき 


しかば 山人の 

ぬ 別 も ありと 


を 立て たれば 

るて へ ば 高 砂 


たりと あは じ 藤 

やなく 花 を惜む 


^ ち 

な ^ 

と 問 

ど か 

來 々 

の を 

族 (正 

の か 

し つ 

我に 

い へ 

か ね 

の 尾 

衣ぬ 

かな 


うち を 見せたら ば <?r 


1 二 七 四 

隱 す ら む 山の 櫻 を (古) 

人 を 見クと 答へ む (拾) 

は V みきと 答へ む (拾) 

> る 二葉の 松 は 見 ざり つ (後 拾) 

々 と 厭 ひし も を る (古) 

散り か ふ 花に 道 は 惑 ひ^ (古) 

統記) 

わけ^ 上に 時雨 ふるな り (藤 原 長 能 ノ能因 二 ヲシへ タル) 

るぎ のた ちその たち は や (武 尊) 

得しめ U 山づと ぞ ， 〕 れ (聖 武 天 皇) 

ばいよ ，/\- 見 まく ほしき 君 か な (古) 

てぞ見 ゆる 君が 千歳 は (古) 

の 上に 立てる 松 も 子 もた 钔 (拾) 

ぎす てられし 身ぞと 思へ ば (金) 

生け^ば 後の 春 もこ そ あ れ (拾) 

まで つらき 人 は あら じ な (拾) 


こと 繁し しばし は 立てれ よ ひの まに おく 

いな をら じ 露の 袂の ぬれ ば 物 思 ひ け 

かく 世を雕 るべ き 身と 思 ひ 袷 へ らまし か 


ら む 露 は 出で 、拂は む (後) 

りと 人 もこ そ 知 れ (後) 

ば 同じう は 慕 ひ 聞え まし もの を (須 磨) 


生ける 代 を 此の 宿に だに 過して ば 物 思 ふこと は 永く 絶えな む (出 羽辨 S 


もろこし も 夢に 見し かば 近 かりき 思 はぬ 

里の 子が 庭に 作り〕 雪の 山 梅の さくまで 


乍 日の 狐 まかりつ きて 告ゅ はべ りに けり 

り (今 昔、 利 仁) 

其の 頃の 主上 は 後鳥羽院に てまし ましけ 


卿の； ^のま  >  なり けれ ば、 人 のうれ へ 嘆 も 


す、 楚 王 細腰 を 愛せし かば 宮中に 餓 ゑて 死 


久方の 天の川^の 渡 守 君 渡りな ばか， ち隱 


古に ありき あらす は 知らね ども 千歳の た 

桢ゑ. 3 時 花 まち 遠に ありし 菊う つろ ふ 秋 

垣 本 に う ゑ し はじかみ 口 ひ >  く (記) 

わが 宿の 垣ね にう ゑ〕 撫子 は 花に さかな 


し て よ (古) 

めし 君に 始め む (古) 

にあ は^と や 兌 U  (古) 

むよ そへ つ  >  見 む (後 撰) 

中ぞ はるけ かりけ る (古) 

なほの こりけ り (明 如 六 華 S 


-男 ども 詣 でに た り、  これ^よ まことお ましたり け 


る が、 御 遊 をのみ むねと せ させお はし ま す、 政 道 は 一向 


や ま す、 吳 王 劎客を 好みし かば 天下に 慯を^ ふ^ 絕ぇ 

する お 多 かり 引。 上 の 好む 事に 下 は 從ふ習 なれ ば、 世 の 

三 七 五 


三 七 六 


is きを 見て は- 


うら > 

紅 はう 

妻 ヲ娶 

皇 室 典 

二 諮詢 

2、 

吹く 風 

なまめ 

厚 衾 重 

庚 子 四 

年より 

か、 り 

侍醫の 

を 茶碗 


かにい 

つろ ふ 

リ タレ 

範 第二 

シ 之 ヲ 

誤 例 

に 夏の 

きし 女 

ね〕 人 

月 十五 

十日 後 

U 程に 

坂 本と 

に 盛り 


心 あ 

ひ き 

も の 

十 七 

暑 さ 

は ら 

は 知 

日 の 

^ こ 

ォ ナ 

今の 

い ひ 

レ な 


人 

二 


の 歎き 悲 

不定 

たらむ は 

るば みの 

ィ フ) 

先帝 遺命 


る 

力 

ス 

も 忘 られて 着 

から 住む と 聞 

ら ざらめ 餘に 

朝、 杜 鵾の 始め 

る は 季候の 遲 

隱岐守 藤詮衡 

〕 人の 庭 上に 

り き。 そ れを食 


まぬ はな かりけ り (平 家) 

おとなしく 


奈禮爾 之 衣 


聞え なまし (徒然、 二三 五段) 

にな ほし かめ や も (家 持) (史 生 尾 張 少咋舊 妻ヲ去 


ヲ. 以テ 太傅ヲ iH ゼ、 ザ リシ トキ ハ 攝政ョ リ 皇族 會議 及樞密 顧問 


てし 衣の 薄 

く 家の 垣根 

劎に霜 氷る 

て 嗚くを 聞 

逨 あれば な 

の 我 を 誘 ひ 

來 りて 我 を 


き 

る 

ひ 


を ぞ^る 

紅梅の 花 

は (安 芳) 

ぬ" 立夏 後 十 日 な り。 去年 は 立夏の 日より 鳴き ぬ。 去 

ベ し (馬 琴) 

兄の 詮房 朝臣の 家の 庭に 入りて 膳 をす、 む。 夜 ベ 


きのけ て 袖より 物 出して 與 ふ。 湯 に ひたした る 飯 

ひ 〕 後、 程 經 3^ ば 飯う ち 食 ひ 酒う ち飮 みて 出 づ (折 燒柴の 記、 地 


震ノ 段) 


我 (家 官；) い とけな き ゆに 上野の 花^し 齐 どもの 群れ 居し を^し に 似つ るかな と 仰せられて 笑 は 

せ 給 ひぬ (同 ト：) 

ヮ ッ ッ の盡廊 に 在り ひ 時 或る 國の前 大臣. かその 國の 史を 具し て 此の 畫鄺を 兇し にあ ひ ぬ I 姉 

崎 正 治) 

問に は ：： 疋 「福 島屮佐 S. , 问を 張りし ものに て 徒に 奇を 好み 險を 冒す 者の 如く 難 ぜ」 し もの あ 义郡 司 

成忠) 

八- お が 生めり， し 御子 ふさ は す (古 訓 古事記) 

藻鹽 草の 堆積せ し 中より 眞珠を 拾 ひ 出せし— 心地す 

お ^ 水 む す び て 立 てば 其の 底に やせ，〕 我が 影 老い ， し 松 か ゆ (直 文) 

年老いし 父し 此の世 に ま し まさば 汲 ま し 3 もの を 今 朝 の ； j; 右 水 (同 上) 

世に は^ 術に すぐれし 人 も あり 德 行に 秀でし， 人 も あり 

お 藤 兄弟の 妻) ロハ 今 兄弟 凱陴 しきと 其の 俤を まなび 老母に^ せ 其の 心 を 慰 めき と ぞ (柬遊 記) 

柒中淸 濁に 拘らぬ こと 上に 厘い ひ たり— き。 婆 字改む るに 及 ばす (木 村 正辭) 

木お は 公が 正しき 傳記を 世の 學 童に 知らせん が 爲、 先 生が 快笨 を 以 て 面白く 書き 綴りぬ (中 村 秋 

香 著菅 A 傳廣 告文) 

(上 略) 松 江の つとに 造り 始めし もの は 山 口 彩 雪 堂な り 3, (八重垣 糖の 披露 文) 

三 七 七 


三 七 八 

十七 年が. あ ひだの 痕 忘れ やしぬ ^ 後の 思 出 に f  $R とて 笨立 しつる ものなる が (言 海 跋) 

此の 外尙多 けれど 煩し ければ 略き ぬ 1^へ し 

今朝よりの 戰に 味方 疲れ ， ぬ —TU (藩 翰 譜、 忠 勝 ノ 言) 

海原の 沖の 高く も 見 ゆる かな 幾 世 積り し 水に か あるら む (景 樹) 

駒の はな いざ ひき 向けて かけ 立てむ 色めき そめし 山 かゆ の 敵 (安 芳) 

頸 飾 は 大勳位 ニ叙セ W 者 二 特別 之ヲ賜 フ (廿 一年 一月 勅 ー號) 

約せ〕 時間 違へ ぬ もす ベ ての 約に 從ふも 常に 守れる 規律より 起れ る ことよお のづ から … … (處 

世の 歌) 

ちる もよ し吉 野の 山の 山 櫻 花に たぐ， へ U 武夫の 身 は (山 田 公 章) 

天の下 かわけ^ 程の なければ やき ぬれ 衣 ひるよ しもな き 

いっかれ U 祌 やう ゑけ む廣前 をお ほひて 立てる 松の 一 木 は 

廣 前に 杖 ゆるされ U 老松 は 神に 仕へ ていく よへ ぬらむ 

童に 侍り 寺 女房な どの 物語よ み〕 をき ， て いと あはれ に 悲しく 心 ふかき 事 哉と 淚をさ へ な 

むお とし 侍り 〕 (帚 木) 

廣瘵 寺の 門 格別 大 なる 門に も あらす 又 彫琢の ェを 極めし とい ふに も あら i 南豁) 

年老い U 親の なけき はいか ならむ 身 は 世の ためにお も ひかへ て も (平 野ニ郞 H) 


ぬ ら むナリ 

年が 程に か 、 る 風俗 は 大方 は 跡 なくなり にけ むか し (醒 雪、 光 田 村) 

q-  ^  f をき せ ぬらむ かたく としてよ い 男な り (i 巴 蕉) (象^ 烏楦子 岩) 

らぬ 人に いふと も 御 心 ゆかぬ 事なる ベければ いはで やみぬ ベ し， (春 海、^ 國 に 答 ふ) 

コ.， レ (是 ナリ 

試み 給 はむ も 少し は御舉 M 開けむ はし ともなり 侍り ぬ X3( 同 上) 

ち たれ この ふるつる ベ 桶 こそいた めれ  學期 試驗の 準備に つとめし 幾千の 舉 

ァ タマ  II 

腦 冷して いやさん 氷と なりぬ 彼等が わざ を 助けん 爲に 雨の 日 雪の n つるべ のな はの 

なく 汲まれし つ るべ 屋根 もる 月 こそ 昔 を しらめ 

タル _ 

音の 絕 えに しひ まなく 汲まれし つ るべ 

り 呼び さまされし 人の ごと 圓き目 を あき 我 を 見つ む る (騎 外) 

(勳 記 領 案)  有 セ シムル 旨 ヲ ^,1^1、， ン 記 ヲ授ケ ラル 

S 正 誤 混 交 例 

物 思 はで 過 ざぬ る 方の 年月 は 如何に 寢し 夜の 夢に か あるら む (後 醍醐 天 皇) 

よ ひく に 枕 定めむ 方 もな し 如何に 寢し夜 か 夢に 見えけ む 苦、 戀 一 ) 

さりと もと かき やる 浦の 藻鹽草 誰が 下り立ちて かづき 上 ぐら む (岩 倉 具 視) 

f ぬ ら む 

人 は 皆し づ ま り.；  音 もな し (平 家) 

(にけ む 

三 七 九 


この 二十 

昔 誰 岩 に 

文 辭を知 

か、 る 事 

繩 こそく 

生が 苦む 

休 ま ろ 1 サ 

ろくろの 

う ま ，、>  よ 


三 八 〇 

君が 着 京せ む 日 は 都 は 花の 錦 もて 飾られ つらむ 

孔子 祭典 古器 物展覽  特に 天球 は  當 時の 人の 智識 を 窺 ふべき 好 記念な りき 

王子の 御前より 一 葉の 舟に 掉 さして 萬 里の 滄 海に 浮び 給 ふ遙の 沖に 山な りの 島と いふ 處 あり 

ャ 、封 詰 的 ニイへ ルナ リ 

き。 中 將 それに 舟 こぎ 寄せさ せ (平 家、 維 盛 入水) 

我が 國は 英國の 如く 大陸と 離れたり しかば 自然 外 寇を受 くる こと 少 かりき 

大 汝少彥 名のい ましけ む 志 都の 岩 星 は 幾代經 ぬら む (萬) 

我 見ても 久しくな りぬ 住の えの 岸の 姬松 いくよ 經 ぬら む (古) 

鏡 山い ざ 立ち寄りて 見て 行かむ 年經 ぬる 身 は 老い やしぬ る と (古) 

年 を 經し松 も 小 松と 見 ゆる かな 根ざす 巖の かゆ 高く して 

J  .  f にけ む  (も  f し (朗詠) 

何 をして 身の いた、 つらに 老い.^  年の 思 はむ こと j  やさし 人 

一 ぬらむ  (ぞ  (き 苦) 

f 如何に あはれ と 思 ふらむ  (朗 詠) 

か ぞいろ は 人  三年に なりぬ 足 立た すして 

(あはれ と 見す や 蛭の 兒は  (竟 宴) 

後 日  主戰 艦隊 の 見た る もの は 「ボ 口 . 、チ ノ」 な りし を 知る を 得た り (日本海 々戰 詳報) 


都いで 

花の 雪 

降り そ 

御题は 

忘 れ め 

來る卜 

お必後 

世 をす 


し な 


のな けき に 劣らめ 


【は  f き 

ちらす. I  愤 し 人 

一 を  k ノ 


や 年 ふる 浦 を 別れぬ る 秋 (明 石、 將 - ー别レ ム トス ル時ノ 歌) 

【め し  (京 m) 

春の 暮 しばし 止」  蛛 の糸卷 

一む る  $ 麿) 


む る 

出で 

や よ 

日 懇 

に 之 

て > 


今朝 だに 人の 待た 

ぬれば あな 恐し 罷 

るべ も浪の あら 礎 

領會 招， すべ く矣 

を 悔い つら む (常 山 

山に 入る 人山に て 


れつる 深山の 

り 出で ぬと て 

を 御船の 上に 

ふ 間 御 出 下 さ 

記 談、 吉 川 元 春 

も 尙 5 き 库ま 


咋日ま 

里 は あ 

、いと は 


で さ 

れて 

ど ん 


ばかり 首り けむ も 

人 まふり こし. j 百な 

な ものに て ある や 


荒れたり し 

この 宫の四 


處に 住みけ む もの 

フ 

つに なり 給 ひし 年の 秋、 は かなき 


ト J 

ノ 


の 雪の 夕暮 (新 古) 

ち ぬ (枕) 

めし 心 は (後醍醐 天 S 

たく 候 

言) 

正 


.a 浪の谘 松が 枝の 手 向 草 幾 代までに か 年の 


の を 夜の 程に 

れゃ 

らんこん な も 

> われに 見い 


肯 

、>1 

れ 


づ ち 行 くら む (古) 

一 去 良 武 (萬)  - 

1 爾計武 (萬 一 本) 

え ぬらむ 事と 言 ひくん す れ ば (枕， 雪 山) 


にて あり やし ぬら ん (馬 琴) 

けむ 便に かくな りぬ る 事 (夕 顔) 

キ 

心ち の やうに て父宮 に はかに かくれさせ 給 ひぬ 

三 八 一 


三 八 二 

(手枕) 

かつらぎ や 久米路 にわた す 岩 橋の たえに し 中と なり や はてな む (新 古) 

ながく もがな とお も ひぬ る 哉 (小 倉 色 紙) 

昔 西 王 母と いひし 人 も 東方 朔と 聞きし 人 も 

東の 國 にわれ をれば 朝日 さす はこやの 山の か ゆ となりに き (寶 朝) 

わら はに 侍りし 時、 女 房な どの 物語よ み (侍 リ)， J をき/ V ていと あはれ に 悲しく 心 ふかき ことかな 

と 淚をさ へ なむお とし 侍り し (帚 木) 

非 

たのしみ は そ V ろよ み ゆく 書の 中に 我と ひとしき 人 をみ し 時 (曙 覽) 

よき 香の する にか へ り 見れば 木 挈 のさ かりに さき罟 

17 るな りき 

(候 

この間 承り. |  紀念日 は 何日に て 候 ひし 哉 ふと 失念  . 

大 井川 をす ぎ 給へ ば 都に ありし 名 を 聞きて (太平 記、 東 下) 

手 を 折りて 經に ける こと を數 ふれば 十と いひつ 、四 はへ にけ り (伊 勢、 十 五 段) 

つ (群) 

年 だに も 十と て 四 はへ にけ る を いくたび 君 をた のみ 來 ぬら む (同 h) 

此の 日 ある こと 末と ほらす とい ひて その 日い ひ 141:^7 レ ^  ^ と し —た り し 事 叶 はす 得 たりし もの は 

失 ひつ 企てたり しこと 成らす とい ふ 愚な り 吉日 を 選びて なし わざの 末と ほらぬ を數へ て 


^む も ひとし かるべ 

较足的 

いづく より 來 たりし 

我 この頃 家 を 買 ひて 

成りいで し 昔ながら 

ねに なきて ひぢ にし 

靜 はなく  く 立ち か 

吉 野 忠 信) 

け ふまで ますぐれ し 

「河 井繼之 助」 生して § 

住吉の 岸の 姬松 人な 


し 蓰然， 九十 一 段) 

も のぞまな かひに もとな かかりて 安いし なさ ぬ (萬 五) 

移り 住みけ り (鳥 山 啓、 新 樹 トイ フ文 ノ始) 

I ュ ル 

の 姿 かも 空に 聳えし 雪の ふじのね (泥 舟) 


かど も 春雨に ぬれに し 袖と と は V こたへ む (古、 戀 一 一) 

非 


へ り みれば 鼓ば かりにて 君が 形見 も 雜色も いづち 行 くらむ 影 もな し (近 松 

人と おも ひしに 人と 生れし 神に ぞ ありけ る 

1- きたらば 如何なる 事 を 明治の 世に 爲す 人な りし 乎 

らば 幾^か 經 しとと はまし もの を 


クス 


める (紀) 


この 御酒 は  祝 きもと ほしまつり 來 しみき ぞ この 御酒 を かみけ む 人は撗 臼に かみし 大御 

謹 

俊 蔭. S- す、 日 本に 歳 八 T '歳になる 父母 侍りし を 見す て  >  まかり 渡りに き 今 はちり は ひに もな り 

侍 り にけ む 

殘 $ の峽輪 塔に 似し 古 墳薩 雜) 

マ ッ チ 箱に 似し 列車 (吉水 省 三) 

三 八 I 一一 


三 八 四 

1 八に 似し 草 ありぬ 塚の 道 に (鳴 雪 點) 

八重 潷生 ひに し 宿に 唐衣た が爲 にと かう つ 音の す る實 之 集) 

宮城の  >  萩 や 小 鹿の 妻なら む花暌 きしょり 聲の 色な る (千、 秋 上) 

右二 首 井上文雄の 伊勢の 家づ とに 擧 ゆて 宣 長の 玉 霰 を 難 じたり。 

未來 想像 ノ假定  =,  I 

吾 王、 皇 子 之 命 乃、 天下 所 知 食 WW 春 花 之 貴 在 等、 望 月 乃 満波之 計 超 跡 、天 下 四方 之 人 乃 大船 之 思 憑 

而、 天 水 仰 而待爾 (萬 一 一、 哭 曰並皇 子、 人 麿) 

にし (落 合 請 本)  ， 、 ， -くメ 

その 身 朝敵と なり る 上 は 仔細に 及ばす とはい ひながら くち をし ガ りし 事共な り (平 家) 

なん. ぬべ しノ誤 

^犬なん ども 申しつ けられ 5,^ んと思 ひし に (建 治 二 年 三月の 日 蓬の 書) 

% 福   

曰 本の if の， し d 人々 は  い や  疱丁師 がまない たに 於け る 鯉鲋の 如く 

星-屑の 喑き 光に おも ひ 足る やから は眞 曰に 向 ひか ゆ ゆめ (安江 不 定、 烈 曰 歌)  ます 二 テモ 可ナリ 

(高 松 殿 ばらの 子) 今 一 所 は 「故 中務 卿の 宮具 平の 親王と 申す は 村 上の 七の 御子に おはし ましき 

その 御 男 君 三位 中將師 房の 君と 申す を」 「今の 關白 殿の 上の 御 はらからなる 故に 關白殴 御子に 

し 奉らせ 給 ふ を」 (客 ノ 重 並  > 入 道 殿む ことり 奉らせ 給へ り (大 鏡、 七) 

まっせに まるり しに 水鳥の 隙な く たちさわ ぎしが いと を かしく 見えし な り (お) 

第 六 節 助動詞 相互の 接續 


前 第 七^ 以來 助動詞の 

钕 する 法 刖は之 を說け 

に 連結す る こと も 略 \ 一 

口語な どに ては举 も 無 

上に は 研究の 利 盆少か 

I 敬語と 相 

S 本則 敬語の 下に 

.^ 他 ,平關 00 話の 四 

被 能 使 相の 助 勤^ は蕷 


本 動 詞. 敬 

り 。そ の 助 

を說 きた 

ゆに 自然 

らぬ 事な 


¥0 相お よび 形容 


よ ゝ と 泣かれ 铪 ふ (泣 き 恰 は 


叱られな すつ た (叱 り な さ ら 

人に 書かせ 候 ^(書 き 候 はす 


言 

、し 


皮 匕 匕.^  n» 

r そ ム；； 2  A1 才 

種 敬語^ 

かぬな り 


な 

る 

-7T 


一一 

た 


子供に 勉强 させ ま す (し まさせる 


足 を 揉ませ させ 御 坐し ま す (敬 使 

父君 若君に 御舉問 遊ばさ 3^ 袷 


の 

も- 

な 


中、 動詞 

本 節 に 

たる 樣 

り。 さ て 


八ゝ 

方 

t し 


れ 

の 


詞ナ リタ リカ リ活の 動詞に 準すべき 者に 接 

すべ き^ 川語氣 ある 者 は 更に 又 他の 助動詞 

て 特に 相互の 接續を めむ とす-そ は 近代 文. 

ど、 古 文に は 判 斷し^ からぬ も あ り. か っ舉^ 

接續は 三種に 別つ を 便と す： 


し、 


助 動 詞、 又 は 助動詞 を 添へ て 成る ものなる が、 そ の 下によ 


ァ 


ラ ズ) 

トイ ハズ)  • 

ハ ズ) 

卜ィハ レズ) 

ト 考 へ ラ レ ズ) 

ふ (擧 問せ しめ 給 ふ = 學 問せ させ 奉り 給 ふ) 

三 八 五 


三 八 六 

老臣 若君に 父君 を 諫め M^ds めさせ 奉る) 

尊 他 敬語の 使役 相と い ふ 事、 實 際 あり ゆに 思 はるれ ど， そ の 時 は 關係欤 語に 爱 す るが 國^ の特 賈 

なる を 思 ふ ベ し. さ て 被 能 使 三相の 連結 は 第 七 章の 第 四 節に 說 ける にて 事足れば、 今 は 言 は す。 

S 特例 一 補助動詞 及 助動詞 を 添へ ざる 牛； 得の 敬語 は 三相に 續 くも あり T 思しめ す」 の 如き 

生得 # 他動詞の 可能 相 を もな す 由 は 早く 第 七 章の 第 六 節に い へ り， 助動詞 風の 者なら ねば、 さも 

あるべ きこと な りさ れ ど 「思 しめさ す」 と 使役 相に はせられ す。 被 役 相 の 「思 し め さ る」 ま 「甲：, よれ 奉 

る」 と關係 敬語に な る。 

人に 物 を ir^f— 

(る 

左檨 に^^^ 候 ふ (可能 ノミ) . 

人 一 を 复は 

一に  一る 

いか  >  致させ ませう 

子供に 怪我 を ま し て) 

  (普 通 ユア ラ ズ) 

それ は 私に も 致され ませう j 

共 の 旨 5^^,^ (被 役 ハ ナ シ) 


「賜 ふ」 は 被 能 共に なし タ マ ハ ルは 四段活 受動に て 異な り，、 語 に よ り て 某 相 をな す 者と 然ら ざる 

と ある を：：^ る.. へ し 

ゆ 特例 二 閼係 敬語 は 使 能 相 をな す。 

巾 ス^ルな ど は！ g 助動詞と なりても 尙獨立 詞のカ あれば か、 關係 敬語に 限りて 使 能 相 をな す こ 

と あるな り 

ー、^, か 舉 ら 3,55 (君 ヲ 敬フ) 

侍臣 をし てん  

一 諫めし め 奉 る (侍 臣 ヲ敬フ ナリ) 

寵愛の 御 妾に 殿様 を御諫 申さ，^ た 

但 「敎 へ 奉らし む」 の 如き 文語 は あれ ど、 「御 敎 申させ る」 の 如き 口語 は、 多 く r 敎 へて 上け させ る」 と は 

に IK ひ換 ふるが よきな り。 

^にい ふ、 關係 敬語 の 尊 他と なる は 「姬 宫 父 宮 にこの み を 奉り 給 ふ」 など 文に は ある ことなれ ど 

口語に 直譯 して 「御 上 ゲ申シ ナサ ル」 とい ふ は 拙な り、^^ は上ゲ にて 事足れば 略して 「御 上ゲナ 

サル」 と せ ふ ベ し 「兄 樣が 父樣に 英語 を 御敎へ 申しなさい ま す」 な ど も 「敎 へ テ御 ァゲナ サイ マ 

ス」 と 言 ふ ベ き な り。 

そんな 事 は あまり 御 ほめ 申されません 

^ぬ 御行 狀 なり 

三 八 七 


三 八 八 

之 を 被 役 相に して， 

某宮 外人に 佛蘭西 語 を 敎へ 奉ら d 給 ふ 

な ど 言 ひ 得べ き 場合 も あり ゆなれ ど、 多 く は 「習 ひ 給 ふ J と い ひ. 然 ら ざる も の 關係を 略して 

「敎へ られ給 ふ」 と い ふ。 も し 之 を 「敎 へ られ 奉り 給 ふ」 と する 時 は、 敎 へ らる  >  者 は某宫 以外の 人 

となる を 記憶せ ざるべ から す。 

兩宫林 伯に 育てられ させ 袷 へ り 

\育 て 祭られ 給 へり ト ハイ ハズ 

「ま めら れ) 

太郞は 伯父 樣 に^,  "申した 

一し かられ j 

此等は r ホ メ申サ レ タ」 な どと は 言 ふ こと 能 はす。 

彼の 男 は 好い加減に 御上け 申されて ゐる 

など は 通す る樣 なれ ど、 之 は 「ォ ァゲ 申ス」 とい ふ 語の 關係 敬語なる を 忘れて 一 個の 獨立 詞棧に 

使用す るよ り、 か く 被 役 相 を もな せる にて、 關係 敬語より は 使 能 相に は續 け. ど、 被 役 相に は續か 

すと 定 むべき なり〕 大 鏡の 序に 

法華經 一 部 を 說 かれ んと てこ そま づ四經 をば 說き給 ひけれ 

とい ふ 文 あ り。 か の 書を讀 まん 日に 判斷を 試みる ベ し。 宗 祇隅田 川 物語に 

この 道の 事 色々 尋ね ^^お し を 思 へ ば 


と ある は對話 敬語 の.^ の 被 能 相と なれるな る 

容 す ま じ き 惡 文 な り關係 敬語の 語 氣 な ど、 混じ 

S 特例 三 自卑 敬語 タ マ フは 補助動詞 として 可 

下 二 段 活のタ マ フは ^鬮^ に W とし て 添 ふ ものな 

思う 給 へら るれ ど  給 へらる 

身 づ から はえな む g,7,  ,.3 ま じ き (桐 壺) 

ir^^T^S つ れ ど (落 窪 物 語， 少 將 ノ詞) 

など ある は 「思 ひ 給へ 」 を 「存 じ」 位 に用ゐ たるな り。 

一 I 希 寧 完 了 • 否 定. 想 像 • 過 去 

此 等の 諸 助 勤 詞は木 動詞に も" 1 羽の 敬語 及 諸相に 

して 此邋 に揭 けたる 順^に 依る J 

s: 希^ 

は 助動詞 中に て獨立 詞樣の 者 なれ ば、 第 一 に 置 


ジ マ シ メ リラ ムラ シキ ケリケ ム の 各に 姿し： サ ルに 


力 

- 一 

匕 匕 

ム m 

る 


き 

接 


に 準 ，K な むは 他辭に 接せす； はや もがの 類亦然 り。 さ 


力 

く  - 

力 


ゝる文 は よ し 近き 俗文に はありと も 許 

にも や あらむ。 

を な し、 接 綾すべき 二 動詞の 間に 挾る。 


も 添 ふこと は 前に 說け り. -さ て 其の 重^ は ％ 


た り。 さ 

し て は 

ば 希 望 


て 

la/ 


カリ 活 となりて ッズジ ム ベ シ マ 


にム べシキ 等に 接 す。 ま ほし 亦 之 

として 完了 以下 四 種 辭に 接する 

三 八 九 


三 九 〇 


v か， U- 體 なる にあら す。，^ を吸收 すろ より 獨立 詞樣 になり て 他辭に 接する を 得るな り 

見  ) 


御覽ぜ ら 


たから 


ズ、 ジ 

ム、 マ シ 

,ザ ラ ム 

ザリキ 

ザ ル ベ シ 

シ ム 


ッ 


こ， ァりョ 

ナカ わケ 


ケ ム 


ベ シ 

マ ジ 

たかる メリ 

ーフ ム 

ーフ シ 


家 君 欲 被 i. 當 今 之 間 (菅 原本 朗 お、 奧 ま 

コ ノ  I, チ將 二 近 キナラ -ン 

奉らん と 欲せら る、 間 

奉られん とする 間 

s 完了 

完 了辭の i— か，， り は 動詞 形 なれば 勿 論 な る がノメ  15- も 本來否 定. 想 像. 過 去辭に 接す ベ き 性質 あ り： 叉 

希 望 S にも 接 すつ 漆 着 性の S 强き 助動詞なる を 思 ふ ベ し。 


、たら.；： ゃナ ム 

^き 人て ヌ 


-な 


さけら 


デ、 ヌ 

ナ ム 

ズ、 ジ 

，ザ ル 


ム 

マ シ 


た り ッ、 キ、 ケ リ 


ケ ム ーケラ シ 

て キ、 ケ、 リ ノ 

つ ケムケ ラシ 


たる 1^  メ 

つ ベ 化メ リ 

✓ 一 フシ ナリ 


1 ！ 


り 


タリ キケリ 

ケ ム、 ケ ラ シ 

ッ、 キ、 ケ リ 

ケ ム、 ケ ラ シ 


ぬ 


る 


ベ シノ 

ラ シ ナ 

ラ ム 

マ -.. ン 、ズ. 


リラ ム 


ラ ム 


ラ ム 


^ 經 たり ぬれ ど あかざり し 夕顔 をつ ゆ 忘れ 袷 は す (玉 葛) 

？ なりたる ベ し & 蛤) 

北； I だに 人 まど はし 給 ひし 御 こと いかにな りに お る，^, び (宇， 沖 つ 白浪) 

ほと く ゑ み か |山 し に (枕、 四) 

「列の 打め は 古く 僅の 例 あるの み。 

かくながら 散らで 世 を ゃは盡 し p,^ 花の 常 磐 も 有りと 見る ベ く (後 撰) 

みるめな き 我が身 を 浦と 知らねば やかれ で あまの 足た ゆく 來 る (古) 

^知らで やみや は し^ 逢坂の 關の 此方 はう みとい ふな り (後 撰) 

更にし ほに ぬれた る 衣 を だに ぬき か へ な む ま うで 來っ る (竹 取) 

此處 にや 夜べ より 立ち 給へ り つ る (空 穂、 俊 藤) 

かく^ を 離る ベ き 身と 思 ひ 給 へ らまし かば 同じう は 慕 ひ 聞 え まし もの を (須 廢； 

出 爪に ちりな まし かば 樱 花に ほふ さかり も 知られ ざら ^,6U  (後 馔、 一 一) 

引き こめられ むはから かりな ま し (末 摘) 

奧 山に 立てら まし かば 渚 こぐ 船 木 も 今 は 紅葉し で|^,:3( 拾 .4- 七) 

うる はしと 忍 へ りけ らし 忘るな と 結びし^の 解く らく  5、：" .、 ば (ーき 

穴 VI- 目 を ぞ^は^ たらし 河の 水淺 しゃ 深し それ はわれ か は (拾) 

三 九 一 


三 九 二 

新 玉の 年 こえ つらし 常 もな き初鶯 のね に ぞ 泣 かる 、(後 撰) 

いさり する 與 謝の あま 人いで ぬらし 浦風 ゆるく 霞 わたれ り (新 古) 

など 此處に は 置きた るら む 

さか 行く春に たちいで させ 給へ らまし かば 

忘 れ じょ 忘るな とだにい ひ p!^l  u 雪 居の 月の 心 ありせ ば (新 古、 十 六) 

ふる 雪 はかつ ぞけ ぬ ら し 足 引の 山の 瀧つ せおと まさるな り (古) 

いせ わたる 川 は 袖より 流 るれば とふ にと はれぬ 身 はう き ^1  め り (後 撰) 

五月雨に 日 も くれ 道 遠み 山 田の さな へ とりも はてぬ に (後 拾) 

秋風に 初 雁が ね ぞ聞ゅ な るた が 玉章 を かけて 來っ ら ん (古) . 

きの ふ 迄 さばかり ありけ む もの を 夜の 程に 消え ぬらむ ことと 言 ひくん すれ ば (枕) 

たが まきし 紅 なれば み わ 山 を ひた くれなる にに ほ はせ るら む (新 古) 

誰 見よ と 花 さけ ^1^^ 白雪の たつ 野と 早くな りに しもの を (古) 

是 はいと 樣か はりた るかし づきぐ さなり とお ほいたん め り (若 紫) 

人 は 皆 春に 心 を 寄せ 我の みや 見む 秋の 夜の 月 (更 科 日 記) 

我が 宿の 庭の 秋 萩ち り 31^.^ 後見 むん やく やしと 思 は む (後 撰) 

まこと かとくら ベ て みれば 我 宿の 花の つゆに は尙 う ；ー^^^^  (和 泉 式部 續集) 


マ旭 とのみ まど ふ の 中 はなり ぬめり そながら あらぬ 影の 見 ゆれ ば S 撰 雜、 伊 勢) 

せ 人 は 花の 衣に なり ぬな り 苔の 袂ょ かわき だに せ よ (古) 

乂 聞けば 侍從 の火納  一一 n の 御 女 なくなり 給 ひ ぬ な り (更 科 日 記) 

暮れ行けば^ 茅が^ の 蟲の音 も 尾の 上の 鹿 もこ ゑ 立 て ひ，^,, ^(後 拾) 

八 「日 も. また 午の n  二 そ 吹 き つなれ 未の あ § み 近 づ きぬら ん (千 載) 

まぶし さす 賤 男まで さへ たへ かねて 鳩 ふく 秋の こ ゑ た て (堀 河 百 付) 

秋 たっとい ぶきの 山の 山お ろし 袂 涼しく 吹き つなる か な (堀 河 院初度 百 首、 仲 實) 

1 人 はい たづら になり ぬめり き (國 讓、 中) 

おごとに 花の さかり はありな あ ひみむ こと は 命な りけ り^ a) 

あかで こそ 思 はむ 中 は 離れ そ を だに 後の 忘 れが たみ に (古) 

まして 龍 を 柿へ たら まし かば 又 こ ともなく 我 はがいせられ なまし よく とらへ すなり にけ 

り (竹 取) 

中々 にう かりし ま 、にやみ にせば 忘る ， ほどに なり もし な ま し (该 拾， 十 一 一) 

さらばよ と 別れ し^に いはませば 我も淚 にお ほ  >  れ な ま し (後 撰. レ 九) 

かく 世 を 離る ベ き 身と E 心 ひ 給へ らまし かば 同じう はした ひ 聞え まし もの を (ハ识 ，-) 

タラ ゥニ 

花の ごと 世の常な らば 過して し 昔 は 又も 歸り來 な ま し 

,  111 九 三 


三 九 四 

白玉 か 何ぞと 人のと ひし 哓 露と 答へ て 消 もの を 

隱 沼に 忍び わびぬ る 我が身 哉 井での 蛭と なり やしな ま し (後 撰、 十) 

忍 ぶれば 苦し かりけ り篠薄 秋の さかりに なり やしな ま し (拾、 十 一 一) 

古の 山る の 衣な かりせば 忘らる 、身と なり やしな ま d  (新 古 今、 十 八) 

これ もまた ながき 別と なり やせ^ 暮を まつべ き 命なら ね ば (新 古、 十 四) 

これ もまた 情 ある 世に なり やせむ 契りし 末 も 誠な けれ ば (玉、 十 三) 

忘 草 かると だに 聞く ものなら ば 思 ひけり と はしり も しな ま し (伊 勢) 

世の中の うけく にあき ぬ奧 山の 木の はに ふれる 雪 や けな ま し (古、 雜) 

消 エレ ヤヨ カツ クニ 

今 はなぐ さみ 給へ る .§^.({4- 漶. 藏 開) 

やすら はでね なまし もの を 

宮 など をば むつび 遊び 給へ な め り (樓 上) 

^  了 に マ d 養 かす。 ルには ラ シ 添 は す。 

御子な ども もた ま へ る まじ き (-淳 標) 

少々 の 人 はえ 立て る—^,！^ 殿の 内 か な荇 幸》 

など 用例の 少 きなるべ し" 

事實 ならざる は假 定 想像の 場 合 に、 


我 をして 維新 風 0  S. 際に 生れたら しめば 必 大功 を樹 てたら む 

な ど 言 は 言 はるべき が、 そ の 時 は タラ は テア ラと 特に^ 2 在 を 示せる ぉ我 なり^して 此の 假定に 

シ ムを 川-つる は 漢文. ^譯 より 出で たるに て、 眞 正の 國語 にて は 、「生 レ (タ ラ) マ シ 力 バ 」 「生 レタ ラム 

二 ハ」 「生 レム-一 ハ 」 「生 レ バ 」 と  一 U ふ 語脈 なれ ば、 ま づ 此の 連結 をば 採らざる な り。 

I ひ て ある 

？ U.  ま じ 

一 ひたる 

なども^ 在 動詞と して 聞けば 通 す。 「牛： き た る ま じ さ 心ち する は (蟒 蛤 日 記)」 な どタ ル マジと 賴け 

る はは， IT ^ 在 態 の な り。 

g 否 定  . 

ぺ 叫お^ 共 に 肋 動詞 を 添へ す、 諸 動 詞. 諸 相 • 希 §H 兀 了 (想 像の 中 S づ も) を 打消す に 止 る。 「風 吹 力 

ヌべ シ」 「 ：！： トモ m 心ハ ヌ ラ ム」 な ど 決して 無 きこと な り ミズ ケ リズ ケ ムは 問に ァ リを 略せる 古格に 

て 正しき 接續 にあら す仉 ^J,, と 結合す る 時 は 新に 一 個 3 動詞の 如くな りて 下 諸^に 接す。 

ム、 マ シ  ッ、 キ 

^かせ 給 は)  f ッ  ケリ 

一 「 さ ら ノー  ヌ  さり 

打 たれ 候 は j  メ〕 タ リ  ケム 

シム i キ  ヌ 

前々 モ狹キ 二 依 リテ取 ザリケ ルナ リケリ ト取ラ 、ザ リス (今 昔、 三 卜 一 ) 

.  三 九 五 


ベ シ、 ーフ ム 

る ラ シ メリ 

ナ ナリ 


三 九 六 

けさ はし も 起きけ む 方 も 知ら おも ひい づ るぞ きえて かなし き (後 撰、 千 里) 

なかった  なんだ 

否定の 使役 相と いふ こと 極めて 不自然な り 二 言 の 辯 な かるべ か ら t 是は 使役 相の 否 宅と も異 

に し て、 元 漢文の 直譯 より 出で たり ゆなり。 

ほ あはしめ す  NH 田 5 ませ .：（& い 

思 は ざら しむ )  j 思 はない 樣 にさせる 

思 はす あ ら し む； 一 思 はないで 居させる 

、ザル ベ シ も純國 文に あら す。 r ス ァ ル ベ シ」 と いへば なだらかなる が、 口 語に 「ナイ ダ ラ ゥ」 と いふ は 

「、ザ ルナ ラ ム」 に 當 り 、「ザ ル ベ シ」 に は ひたと 合 はぬ も考 ふべ し" 力 ラ ズ.. ザ ル ベ 力 ラ ズ 皆 純國， に 

あ ら す. 此 等 を 二つに 分てば なだらかなる を 甲 ：！ ふ ベ し。 


見 るべ 力ら. |ダ 


見さる V からす 


f〇 

--见 る ベ く. ハ 

( モ 


あらす 


C 


藥を飮 ま せ ざ るべ から ざ 


は) /あるべ からす 

す  は/  (あられす 

ナケ レバ 」 7 

- ， ，r  、 ナラヌ 

ナ クテハ  ノ-  ■ 

ら む 

る 、、/ し 


飮 マセネ バナル マイ 


ザ ル ナと接 總 する は 稀 有の 例 な り。 

吾妹 f を 7  お 風 やまとなる あ を まつ 椿 吹かざる な ゆ め (萬) 

"-」 ユ 「吹 力 ズ ァ ル ナ」 と釋 すべく、  は 打消の 外に^ 在 動詞 を 含む ものと 知る ベ し" 口語 方言に 「聞 

力. サッ タ」 「持 タ • サリ マ シタ」 など は 新造語め き た り" 

め 相. レ 象 

想像- S は 諸 助動詞の^ 終に 在る が大 體の定 なれ ど、 その 中 ラ變^ 1^ の語氣 ある 者 は 過去 否お な 

ど をも^  " るに 因 り、 過去の 上に 置きた り^  Tl^lr^ ラム ラシ 皆 それにて 止 る がノ リベ カリマ 


ジ 力 リ^ シ 力 リ (近 語) は 

、め り キ、 ケ リ 

マ、、 ) ム， ズ， ジ 

へ 力ら シ ム、 マ シ 

忘れさせ 給 ふ 人 ノ  ノ、 

らしから ム ズ 

-丄. 6  L 力ら ム 


ベ か り 


ッ、 キ 

ケ リ 


-ケ ム 


ベ か る 


らし かり キ 

まし 力り シ 


ラ ム、 ラ シ 

メ リ 


まじ 力る メ リ 


^ は r^.^ を 添 ふる 外 メリ ケん と も  一 K ひぬべく 思 はるれ ど、 未 其の 例 を 得 す。、、 〈 力 ラ シム" 

此ヵ笾 也 敬語に は續 かざれ ど. 「忘 ル ベ 力 ラシ ム」 などの 例 は 多し J フシ カリ は 近 語 な えば 古き 助 

動詞 をば 添へ ぬが 穩 當 な り。 

我 も 人 も 物& なくて 過し 給 ひつべ かりけ る 世 を 心と おほし 嘆く を (須 磨) 

.  三 九 七 


,  三 九 八 

？ ，い ば^ りぬ ベ か ら d 折に 物 ごしに 聞え 給 は む (末 摘) 

内 の 人々 も心づ かひす ズ か めり (若 紫) 

猶 朝政 は 忘らせ 給 ひぬ ベ かん^, り (桐 壺) 

心苦しき 程に なむ あ めり け る (蓬 生) 

尼 君 その 程まで ながらへ 給 はなむ とのた まふ めり 更若 菜 上) 

紫の ゆかりに も 似 ざ め れ ど (竹 河) 

さし も 思 ひよ る まじ かめ り (橋 姬) 

^過去 

钊ケ リケム の ^'叫 刊 HI に 添 ふ は 已に說 け り 「此 等の 下に は 添 ふべ き 助動詞な しと 謂 ひても あ 

るべき に、 ケムは 實はキ にムの 添へ る も の、 今 1 つ は ケルに ラシの 添 ふこと なり (ラ シのラ 變に添 

ふ もの 多く 上の 別 を 呑む) 

沖つ 風 吹き にけ らし な 住吉の 松の しづえ を 洗 ふ 白 波 (後 拾) 

をし のね のいた く 鳴くなる 朝 ほらけ 池 は 氷に とぢ てけ らし も (兼 盛 集) 

夜の 程に かりそめ 人 や 着 たりけ S 淀の みこ もの 今朝み だれた る (千) 

父の よめ 钔 けむ 歌 

沖つ 波高く 立つ 日に あへ りきと 都の 人 は 聞き てけ む か も (萬) 


垔 山に しき 人 や 入りに けむ 聲 ふり. NT  、 鳴く 時 烏へ 古)  . 

Sv ズ ^ さ き にけ らし も 足 引の 山の かひより：^ ゆる 白雲 

ヮが 上ヲモ 想像 ス ル事ハ 籙ナケ レド 

つ 、 rQ  615 ゐ 筒に かけし まろが たけお ひに けらし な あひ^ざる まに 

^  ^  A  ^  .0:^ 嗣、 低 家 A 思 苦、 な はへ てし ぬば え 行かむ 淸き白 獎萬 六、 終 ノ 長歌) 


わがせ こがけ せる 衣の 針目お ちす 入りに けらし なわ-力 心さ へ (安侪 女^、 

\ォ ッ ラム I 

ふる 通の 棗が もとの 萩が 花 こ ほれに けらし 秋風、 ぞふ く (諸 平) 

ニタ ラム 

ヤス ラム 

「タ リ ケ ラ シ」 も あ る ベ き か、 いまだ：：^ 出です 

〇 うちな けき かたりけ まく は  (萬、 十 八) 

何 グノ^ ナラ ン 力 

〇 おも ひつ /'通 ひけ まし ハ 

〔r ケ マ ク」 r ケ ム ク」 「ケ マ シ」 と い ふ 助動詞 萬 葉 集に 一 つ 二つ あれ ど、 極めて 特例な り〕 

g 條— ぶ と 他の 助動詞 

「候 ハ ズ」 「侍 ル ベ シ」 「候 フ マ ジ」 「侍 ル ラ シ」 な ど 對話歜 話より 否 定. 想像 辭 に續 くは^^の 事なる 

に、 其 の 位置 蹈倒 する こと あり。 

參 り：^ ■  ^  (r 參り候 ひたし」 ト對話 敬語-一 たし ハ添 ハズ) 

^ぜす  (おじ 候 はす) 

致す- g  (候 ふ (致し 候 ふべ し) 

II！ 九九 


四 〇〇 

有る まじく 二  (候 ふま じ = 御座 候 ふま じ) 

おる らしく  (侍り (降り 侍る らし) 

忘 れ て  (忘 れ候 ひつ) 

成りに て 一  (成り 侍りぬ) 

此 等の 場合に g,^.^ は 獨立詞 にて 口語の.^ に は 當らで ゴ ザ ル に當 るな り。 されば 其の上な 

る 1 ネ 熟語 的 連用 法に は あらで、 補足 的 副詞 的な り。 かく 兩 種の 位置に 因りて 言 語の 構成 異なる 

壕に 意義 も 同じから ざるに、 中には 同意に 通じ 用うる も あり。 

存じ ませ ん  存じ 候 はす 

^じませんで 御座います —— 存ぜす 候 ふ = 存じ 申さす 候 ふ 

唐 物 語 「雪 々」 に 「た ふべ くもお ほえす は ベ る を」 と あ り 

候 はす ハ前ニ テ、 す 候 (歎 異 抄、 謠 曲) ハ 新シ。 

慈 i の 公經に 送れる 書 (史 料 第 四 編 十 五) 「如 此申聞 候 は 又 非 無 本 說倏ぞ か し」 


三 指定 


共こ體 雷 を 受 け、^ は^ を 除きて は 諸 助動詞の 連體 形を受 くる 事前に 說 けり。 さ 


タリ ナリ 

て その 下に は 否定. 想像. 過去 辭附き て 說述を 便に す。 


リレ ン 


ム 

 \ 

7 ム 


ン 


ス 

ザ 
リ 


た 


な 

り 4) 

- ス 一. 一 、 

ケ ケキッ 
ム リ 


な 
6 


た 

る 


ナメ ララべ 
リ リ シム シ 


尺將 たら 

くるな 

聞きつ る や 初音^^ら し 時鳥 老は ねざめ. ぞうれ しかりけ る (後 拾) 

あかつき 盜人 ありと いふ な り ひ  1^ はな ほ 枝な ど を 少し 折る にやと こそ 聞きつ れ (枕、 十) 

近 文 ヨキ 力 

余 をして 彼なら しめば 必 他の 方策 を とらむ 

使 被 相 はま づ に 限る とすべ し」，^ テ ケ リ. など 添 は す。 ナ ル ナリ と；^ 辭の 重る は怪 むべき は 

にも あれ ど， 口 語に も 

私の 下駄 は. W 桐 ^.{w で d  (ナ ルナ リ) 

あので は啞 なんだら う (ナ ルナ ラム) 

とやう に 一 度 指定した る 事 を 更に 指定し 得る に 因り て、 誤 ならぬ を 知る ベ し- 

人 や 咎めむ と 隱し給 ふ (紅 葉 賀) 

龍王の 后になる べきい つき 娘 な り (若 紫) 

おいや 聞きし 人 な な り (宿 木) 

な な り 落 窪に 多 し" 

「候 はす 候 ふ」 「御 座い ませんで 御座い ま す」 な ど 同種の 語法 な り。 

四 (し 1 


四 〇 二 

曉 近くな りに ける な る -、 「し( 夕 顔) 

打 たれさせ 給 ふべ かりし なるべし 

打 たれさせ 給 ふ なる ベ かりし に 

艷だ ち氣 色ば まむ 人 は 消え も 入りぬ ベ きす まひの 樣 なめり か し (夕 顔) 

美しき なり しなら む 

「散 ル ラ ム」 と 「散 ルナ ラ ム」 「有 リ ケ ム」 と 「有 リシナ ラ ム」 「無 力 ラ ム」 と 「％ キナ ラム」 な ど 以て 非なる 

由 は 前に も說け り。 ナ リは 一た び 用 言 を 體 言 にして それ を 指定す る ものなる こと を 忘る ベ から 

す， 口 語 の 指定 は 

大 將 1 らゥ &っタ だ ラシィ . な 

盡 きる の^じせ ゥ  でし M  です ラシィ 

口語 及 近代 文語に は 指定 辭を 用うる 事 極めて 多 く、 動 作 的狀態 的に 言 ひ 切りて 然るべき 所 を、 そ 

れを體 言 的に して さて 指定 辭 にて 言 ひ 切るな り， 是 は 指定 辭は 事物 を說 明す る語氣 あるに 因り 

て、 說 明 的 に 言 ふ を 喜ぶ 習と 見 ゆ。 

大雨 ふり き (タ)  ふりしな り (タ ノ ダ) 

我 は 丙午の 年に 生れ.^,^ (タ) II 生れた るな り (タ ノ ダ) 


  、  f んだ 

風 吹 力 さりき  ゆ 力 な i 

I  一かった 

f ん だ つ た 

^吹かぬな りき  吹 かム 

一ない の だ つ た 


明日 は來 ざ らむ (ま じ )- 

明 n は來 ざるなる ベ し 

ふ まじ f 
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行キ マス マイ 
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一 は ざ る .、/ し  行 キマセ ン デ セ ゥ 


^  S 終止 川 一お に附 くこと ある は 第 一 節に 言 へ り： 助 動詞に て は、 相 の 以外に ツナ リヌナ リと核 


i 「夢 にも 人の あは ぬ；^^ け り」 な ど 否定に 附け ると 別つ ベ し d 語 にても 終 上 を受 くる タ デ ス 

漸次に 多くな り 行く は、 語 を强 めんと する と、 敬 意 を 添へ ん とするとの 二に 因るな るべ し 上に ノ 

W あるとの 別 を 心得べ し。 

あの人から 金 を 借りた だ  借りぬな り 

あの人から 金を厝 りた. i の  だ — 借りた るな り 

I 譯、 事 情 等 
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七 ま 子 /いで す (う ご ざ い ま す).  好し (好ク 候 フ) 

リ f 々) 

r ん で す (レ の で ご ざい ま す) —.，-— 好きな わ (好 キ - ！テ矣 フ) 

此の 形容詞^^ 活の對 話 敬語 「好 イデス」 の 類 は 特に 近頃 流行し 來り、 延 いて 動詞の 「行キ マ ス 

と i 單に言 ふべき さへ 「行ク デス」 とやう にも 言ふ樣 になれ る は、 唯對話 敬語 を 作らむ 爲の ものと 

見えたり。 
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更に 他 S 副詞 を 以て 之 を 修飾 限定す る こと を 得。 

S も已に 過ぎたり 

風 ！：ぉ^,^ ぶ る 美な り  . 

空 r^iw^ 晴れたり んのモ メル) 

  せ 

P  屈に 

又 指ぶ 叻 動詞 は 動詞に 準す る 者 なれ ば、 副 詞の 之に 繫る もの あるな り。 

 名   形  

茶 よ sir に 君子な り (夏 は 富に 偷快 なり) 

II    If  

今 は ^ 宵 ^  (彼 は尙 幼稚な り) 

某 大將は 十 年 前 はわ づ かに 佐官たり き 

此の 終の 二 例に 於いて ^十 年前ハ は 時 を 表して 下の 語 を 修飾 限定 すれば、 尙 副詞に して、 二つ 

の 副詞の 一 語に 並び 係れるな り。 ニー っ以 t 並べる も あり。  . 

思 ふに 皮の 人 は 二 年 も rrf 年も必 よく 忍耐す ベ し 

此の 例に て は 四つの 副詞 並びて 忍耐 ス ベ シ に 係れり； さて 思 フ ュ は 下の 事柄 全體を 修飾す る 苦 

にて 副詞なる が、 一 語に 係る にあら ま 副 詞 はかく 數 語の 結合せ る 一 圑に 係る こと 少 から す" 左 例 
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四 1 〇 

いさ、 か 志 を 表す 人 は 皆靜り ぬらむ 

(ソノ 差). PF 長い 

^ ま す 神 (山 王 七 社) 

^17 行く をと め (紀、 記) 

西 を亍 けば 虎狼 ひ と 山 さわぐ 所 あ り (俊 藤) 

分量. 程度. 狀 態の 區別 易から す c.^-  オノく ソ レ ぐ ^3.3^ ャク 次第 

^(順序 更 S など は狀 態に 愿す。 劇^^^な ども 狀 態と 見られざる にあら す。 囘數は 時に あら ざ 

I ば キ觐の 中に 收め たれ ど、， 5*  ^一な どは狀 態に 屬す。 およそ 此の 副詞の 意^の 分類に は そ 

の 用法の 外に 詞の 本體の 意義 を考 ふること を 忘る ベから す。 

修 (領) 客  

3^ こ 三人 をよ び 集め て (伊 勢) 

領 

三人の むすこ 

三人む す こ 

友達の 四 五 人 も ほしい 

客 が rnTRI し 來 た 

檢， を か く 


わが 鄉人は a ^行けり 

酒 flrs^ 取って こい  . 

5  ヒ^ 

g 行く ベ き か  はじめ 我が 東 东 に 來 る や  

午後 十 時 寢 ぬ  明治 二十 三年 敎 育の 勑語を 下し 賜へ り 

友人 來り訪 ふ  ^ ， 人 同じから す 

某 は 缺 席す  夜もすがら 物 思 ふ 

「夜もすがら」 は 接尾 語 ス ガ ラ を 有する 一 語な り。 「不 ：：：」 は 接頭語^-を 有する 一 語な り T 明治 二十 

三 年」 「共 ノ 時」 r 此 ノ 顷」 r 此 ノ 度」 な ど は、 ま づ 副詞 小 句 (文 ^ 0 に 詳 に す) と る ベ し。 「近 近 日」 など 

は 熱 語な り。 「頃 は 二月 半 (なり)」 「細 一 明治 四十 年」 な ど は 一 文に て 副詞.？ をな し 下 文 を 修飾す る 

ものに て、 §■ 嘲 は 主格 名詞、 鎖 は 代名詞に て と 同格、.^ と 指示代名詞に いふと 同教 なり 時の 副 

詞は 大抵 名詞に て， それが 小 句. 句 を 作して 副詞の 川 をな す もの 多 し" 左 の 例を兒 るべ し" 

「聲 聞く  i-w て」 秋 は 悲しき 

「五月 早苗と る g ；」 野 の 景 色 面白し 

「葉書 を 書く 勵」 待ち 給 へ 

「殘暑 の 候」 益 御機嫌 能く 入らせられ 賀し 奉り 候 
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四  一 二 

^JT ハチ ャガ テス グシバ シ 久シク 長々 常 二 ト カク 兼 ネ テア ラ カジ メ など 皆 狀態 副詞な り 3 ィ ッ 

^H^. のみ は 名詞なら ぬ 「時」 の 副詞と いふべ し。 (力 ッ テ も 過去 ヲ捣ッ ル 様の 意 は あれ ど) 

I IS 田 — 

今 は (時 ハ) 十 時な り 

今 は 其の 時に あらす 

汝 くやむべし 

や こそ あれ われ も^は 男 山 さか ゆく 

さっき 歸 つ た 

g 處 (場 合) 

IT ソ コ 二 など は 代名詞の 副 格に て 副詞と 立つ る 要な けれ ど、 洋 文な ど 

人 も 多 き な り， 很 

知 る 

がら 副詞と 見る ベ し" 

路 すがら 案じつ V  く 

り 

「秋冷の 碰」 御 障 も あ ら せられす 候 哉 

「御 出 下され 候 劇」 生憎 不在 


是も皆 名詞より ！！ す。 コ 、 

に準じて は 副詞と 稱 する 

過 を 見て こ ， にに を 

などの 場合 は 漢文 直譯な 

^ 書 を讀む 

かけ 歩きた 


f に 05  ") て 

柬京ー  學ぶ 

I で 

二 とテ との 間に 動 一! あれ ば、 是 は 副詞 小.？ な り。 口 語に ては^ をテ 二 ヲ ハ乂は 接尾語と：^  --、 11 ^ 

としても 可な り。 

S 原 s:  ® 提) 

ポぉ にて は 此の：！ 詞 極めて 稀 なれ ど も、 熟 ¥ 小 句. 句 に 多 けれ ぱ 之 を 立てたり- 

何故に 文法 は^ば ざるべ から ざ る か 

散歩が てら 友人 を訪ふ  • 

吹く からに 秋の 草木の し を るれば 

sl^ 報ぜ よ 

病氣に (因 り) て 休む 

手に (由り) て 水 をむ す ぶ 

手. f て 取る  人 をして 取らし む 

一 も 

差 支 有 之 # 上 致 兼 候  急ぎ 候 程に 

g 暇に 候 間 御 出 遊 被， 下， M 候 
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三 成立 

(甲) 本 來 

V 屯 2 吾 

ひ  ^-固 ひ  一口 
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どっと 笑 ふ 

3 來 給へ 


とんと 打つ 

た を 求めて こ 

く て (右 京大 夫 

名詞と な る 事 

に、 彼 は 事物の 

も 其の 間に 相 


烏 かう となく 

い (荒 リカめ ハ 一 

集) 

あ れ ど、 多 く は 動 

狀態を 表す を 主 

交叉す る K あ り。 


と 


すっかり ハ R 

のっと 出 づ 


乙 


そよ と 次く 


力ら. S- 

一 S3 ノ尾^ 


や をら 引き 開 


じんと 


「むっと して」 歸 れば 門の 柳 かな 

ノ尾辭 )( 張 蛸) 

• 形容詞 を 修飾 限定す る 副詞と な 

し、 此 は 動 作. 狀 態 を 更に 修飾す る 


ふらりして Is る 


嗚 くこと 嘴々 たり = 嘴々 となく 


^^H.^ が ^ に相當 する より 見れ ば.^., 然 の 類 を 副詞と する か、 ハ ッ キリの^ を- ンテヰ ルを語 

尾と して 形容， とする か、 いづれ かに 纏めら るべ くも 思 はるれ ど、 言 葉の 成立 上より は 兩者を 別 

つ こと 容易な り。 

さ て 聲貌 副詞 は 一 音なる あり、 二 三 音 なる あ り、 叫ン ケ ラカン チン チロ リン コロ リン シャンの 如 

き あ り、 淸 音. 獨 音. 直 音. 拗 音. 平 短 音. 長 音. 撥 音. 促 音 等 種々 ありて、 百般の 聲貌 を擬寫 すま の 語數き は 

めて 多し。 (先年 來 調査 中 なれ ど 未 功 を 終 へ す) 此の 種の 副詞、 文章に は 極めて 必要なる 者なる に、 漢 

文 直 譯流を 主と せる 我が 國文界 にて は舊來 意味 も 分らす けなる 漢語 を 用うる こと を 好みて、 純 

國 吾 を^  f したれ ば、 多 くは國 語に のみ 限らる ゝ有樣 となれ るは慨 くべ きこと なり それより 延 

、 て 國 吾の キト サト チヤ ウド などの 類 を も 漢語ら しく  ， 『 ，s など 害く 習 をな し、 言 0 の 

眞義を 故意に 誤解せ しむ る樣の 現象 を呈 せり。 

S 疊語 

前 三種の 副詞 皆疊語 をな す。 中 に 就いて 聲貌語 を 疊む事 最も 多し 

いとく しかぐ (然々 、云々) 皆々 尙々 唯々 

段々  萬々  いよく しばく ほと く 

つ や /\  か り -/^  く う /\  C レ /\ 

す た え ち /\-  ， ) ろ く す 


極々  漸々 

はなはだ  つら /\ 

ちょい /\- ど ん /\ 

ど し /\  てく り /\ 


ま 


ご ま /\ 


力らん /\> 


け/ ら 


力く り /\ 


J を ろ /\ 


ホ.、 ャ 、ャゥ /、の 如き は 實は疊 語 な れ ど. 元 來のも s と 兌ても あるべ し" 

、な - 


し V6. 


た つ 


(乙) 轉成 


1 


形容詞より 

£ 副詞 法 

口 語 根  行 け 


匕 匕 

ム Q: 


いたな か す (記) 

久居タ (方 言) 

si  長々 


久し 


主 E に 


判然と 


特に 


切 


- ) 


伊 多 那加婆 人知り ぬべ し (輕 太 子) 

(甚、 痛) 


はるか 遠 き ^ 


f すべな し (萬 十三)  ——キ 

^も す： 、よ is, みしまに 疾來 (應神 記、 歌) 

(すへ な み (萬 三) 


薄 々 


緩 々 


遙 々 


と 


と 


よ 


此の 種の 副詞 最多し r タ ト ヒ」 に 通 ふ 許 奥の ^'は 終止 法より 轉 じたる が、 他に は&ひ 常ら す。 「ョ 

シ/、 構フ ナ」 など いふ ョ シく は 之 を疊 める 者と 見 るべ し。 「メ デ タシ トモ メ デ タ シ」 など の ；；^ 

タシ トモ はメデ タク モに通 ひ、 副 詞 になり たる ものなる、、/ し。 


四 一 七 


四 1 八 


^ 動詞より 

^連用 法 (テ を 添 ふ) すべて 敢 へて 却って 極めて 诀 して 

自此 之外爾 假令止 之 天  深憂 止 毛 可 在 K 牟乎波 («  «  ^ きま) 

め 前提 法  譬 へば  思 へ ば  言 は ゾ 

ぺ準 前提 法 案す るに 顧みる に 

連用形  たと ひ  あまり  つまり 

お 連用形 ヲ 略スル モノ  3^( 一一  シ テ) 早 世せ り 

7 終止形 かつ すこぶる (是 ハ本來 トシ テモ可 ナリ) 中ん 就く 海月な す 漂へ 

し，^ り- i 


ト 連用形 (ニト を 添 ふ) みだりに 

ひた 泣きに 泣く たが ひに 

^  # 語 (連 用 形 及 終止形) しみぐ 

泣 く  //\, にがむ /\ 

ス 


有， と 有る 


生きと し 生ける もの 


と り <\  行 , 

し ぶ /\  しぶる /\ 

加 遍須々 々 々(續 紀 十六 詔) ちりぐ  いきく 

つ ざ く  重 ね おも ひ 

肋 動詞 を 添 ふ 思 はす 絕 えす 知らす に 浮きぬ 沈みぬ 


見 す /\ 


ぉづ く 


た え 


爲々  - 

かくすす ぞ (萬 十 四) 


かねぐ 


寢 たり 起きた 


り  成るべく  いはむ や 

卞： h: 柳の 糸に 玉 ぬ く 白露の^:^ 幾 世の 春 か へ ぬ らむ薪 古、 春 上) 

ヌ 接：^ お ク ん- 添 ふ  願 はく は  恐らく 

此の クは ^ly. などの 籙 ある ことおに 形容詞の 及 の 段に 說 ける が、 此 の^に て は 「願 フ 

コ トニハ 」 「恐 ルコ トニ ハ 」 (恐 ル の 古 活四 段なる より 出で た り) S  ^ にて 體 言 副詞な り きさ れ ば ST 

ク思ハ ク體 タラ ク など 名詞に も 多く 川う。 

「子 曰 は く」 仁者 は 山 を 樂 む (と 云 へ り) 

「予 おも へら く」 然ら す 

  威 

この 姬 君の 宣 ふこ と 「人々 の 花や 蝶 やとめ づる こそ はかなう あやし けれ 云 々」 とて (堤) 

此等は II 詞句を 成せるな り。 列 はすべ て 連體形 をァ列 音に 變 じて 添 ふ 。見 ラ ク スラク 聞 カク 劑 フ 

ス ベ カラク など 正 例なる が 疑 ハク とい ふべき を M フラク とい ふ は 類推の 誤な り。 「老ュ ラ 

ク」 を 「老 イラク」 と も 云 ふ は、 上 一段に オイルと 活 きけ む、 そ れ より 出で たる か、 も しは變 音に も ある 

ベ しお 以前に は 過去 助動詞の 迚體シ に 直に 接せる も 多し。 

「某 天 皇 の 宣、 ひ ^3,^」 云々 (^, g)l 副 詞 句 

「住 吉 の名兒 の濱邊 に 馬な めて 玉 拾 ひし く」 常 忘 ら え す (萬)— 名詞句 

ァ マッサ へ は 動詞に テ 二 ハを 添へ たる なれ ど、 本 來 としても よし。 

四 一九 


四 二 〇 


0 


も 


副詞-一 ナ 


あたかも 

己 君の 事 隠す 共 や はかくるべき かと 思惟し (太閤 記 三) 

いふなら く 奈落の底に 入り ぬれば 釗利も 首 陀もか はら ざり けり (高 丘 親王) 

くが^ かもた のしけ く あらむ と …… 宇禮 之家久 いよ、 おも ひて 

た の し) レ 


「か ら 

し \ル 


石 U 寺ノ法 華義疏 (長 保 頃ノ點 力) 一一 誥 ナド誤 ノ古キ モノ ナ ラン 

,  ] 、 、ぅメ  .、こ し 一し り I ど ^3,^ も な し (古 今 十 九) (共 一一 連用 

まめ なれ ど冋ぞ はよ けく 刈る かやの みたれ てま ォ  み ルコト 


. カルコ 


^ユア ラ ズ) 

萬 十 氣 長物 乎 今 谷 乏牟可 哉 可 相 夜 谷 (戀 日者氣 長物 乎 今 农谷令 乏應哉 可 相 

,)( こ ひしき こと ノ義カ こ ひし こと 力) 


セァ 


管 中 ii! 公 (1 1 1、 醒、 前 ^後 


g 名詞より 

ィ其 のま > 

まこと  つね 

n  二 トを添 ふ 


今 

本 副 力 


昔 


古 


こぞ  ひとつ 


0 


ら 


洲 おとな ふ (堤 中納言 ) 

れい 


實 


先 


1 J 


幸 


ならび 


1 I 


業と 


と  仕 合と  世に  * 

T 疊語 日々  樣々  色々  數々  人々  間 々(注々) 口々  かたぐ 

手に 手に  こと <\  (く) 事々  物々  房々 

次の 如き は 修飾 なれ ど も、 副 詞 になり たるに は あらす。 


刈 菰の亂 る、 心 行く 水の 歸らぬ 旅 あきつ 羽に に ほへ る 衣 

I 名— 

一事と あるとき は (桐 壺) 

一事と 明く なれ ば (帯 木) 

人代名詞より 何 何に 何ぞ いづく んぞ いづく にか 玆に 何 し 

か は 各 それぐ  どう  いづれ 

I！： シカハ の^は 動詞なら でテ 二 ヲ ハな り。 そ れつ まりて W ジ 力 ハ と な れ る か， ナ 二 力 ハの精 音 か 

^ は 空 漶 物語に も あ り。^ は 代名詞に あらす して 本來の 副詞と 見 た. り。 ィ 叫-一 イカ デも 然り。 

少 シ モ) 

何も Y そんな 理由 はない  • 

更 二  J 


はつ 草の などめ づ らしき 言 の 葉 ぞ (伊 勢： 

何ト (ナント) 

イカ 一一 


なぜに 內 侍かん の 殿の 手の 限 ひきつく し 給へ ら む (樓 上) 


(火 お 詞) 我 も なぜし にか 、 る 目 を 見る ベ き (嵯 峨 院) 

四 二 1 


四 ニニ 


W ぜ うに か 世に まじる ベ き (同) 

© 熟語 種類 極めて 多 けれど、 今 は 別た す。 さすがに (し 

なく  生憎  ややもすれば  よくせ すば  降り 

さも あらば あれ 大方 大 むね 何樣 何故 

どの 樣に  長：；， こと 待った  旨い こ 

彼此 あちこち 理不盡 に 行成 

萬 古 (變 ラズ) 前後 上下 


とやって 見せる 

尙更 し 


レバな ど 副詞 の^をな す ものな り" モット はモ ゥ 

此 の： 種 の 副詞 は枚擧 する に遑 あら ざれば 準へ て 

(丙) 接尾語 


と チトの 結合な 

知 る ベ し〕 


かすが に) 

み 降らす み 

何 と 

r  ノ  / 

力 


て 

力 く 

ガ ラ) 


折惡 しく 程 

泣きみ 笑 ひ み、 

さ 樣 に 

もっと 

夂、， 、 せ  冶 夂、 、ゝ 


サスガ 二 ま 「然爲 ガ ラ 二」 もし は 「サ ス ガ 二」 にな る ベ し- ト カクの トは 


も と テ 

るぺく 


二 ハ な 

田 5 は る 


れどト ァリト 見 

， が 如何 あ らむ" 


副詞 を 作す 接尾語の 中に 純粹に 一 詞 のみ を 作る はヅ 、 ゾ カラな どに して、 他 は 熱 語. 小 句. 句 な ど 

を もな す。 今 最 用例 多き 者 若干 を擧 ぐ。 

w  ^ 個々 の篛 にも や あらむ 。数量 (時) の 語に 接す。 


人 づ  >  敎 ふ 


毎月 三日 づ 、講筵 を 開 


百 を 十づ ， とれば 千になる 

^ ながら  ソノマ 、、ソ レゴメ  二 より 轉 じて は ッ 、 ナレ * トモ 等の 意 を な す。 體 言 及述 E 法 

に 接すつ (ク活 の 語根、 シ ク活の 第三 變 化に) 

子 三人ながら 勑任官 たり さ な が ら 忘 れ たり 我ながら 呆る 證 みなから 睿く 

思 ひながら 御無沙汰 いたし 候  身 はい やしなが ら (伊 勢) 

S き な 一か^. 人 を ばえ しも 忘 れね ばかつ 恨 み つ、 なほ ぞ 0 し き 勢 物 語) 

W 富 ノ格 

我が， M の ものな りながら 櫻 花ち る をば えこ そと  >  めざり け れ (新 古) 

サもゥ キも體 言 な り C サ リナ ガラ シ 力 シ ナ、 ガ ラ など は 接 績詞に 用ゐら る。 

「某 は^に 酒を飮 み な が ら 讀 寄す」 な ど は 小 句な り。 

いくばく ならぬ 齢ながら か 、 る 世に こそ 侍りけ れ (乙 女) 

いと かく めでたく 淸 ゆながら ゐ 中び こちぐ し 5 おはせ まし かばい かに 玉の きすな から 

まし (H0  . 

か く  ^1 ほ 1.^1  か な I な から や と (明 石) 

は^ 來ゐる 垣根 は ^ かながら 待 遠に のみ 聲の聞 え ぬ (後 撰、 夏) 

關越 ゆる 迠と はなしに 近 な が ら 年に さはり て舂を 待つ か な (後 撰、 冬) 

み ちの く の ちかの しほが ま 近ながら からき は 人に あはぬな りけ り (績 後 撰、 戀 一 一) 

四 一 1  一二 


四 ニー  四 

わが 戀は 海驢の 寢 ながれさめ やらぬ 夢 なりながら 絕ぇゃ はてな む (夫 木) 

思 If 坐^ t 太 政 大臣 之 位 爾上賜 比 治賜久 (續紀 五十 四 詔) (コ ハ順接 二 シテ おも ほし まし 

て又ハ ます ま、 に トイ フ 二 同 ジ。 只 ノか^ トノ關 係 見ルべ シ) 

\ 、レド ( 二 テ 新シキ 用法) 

簡& 単な. 力ら 汾る 

g すがら  サ ナガ ラの 約れ る 者と い ふ。 さ も あるべ し， 體 言 に 接 す" 用 例狹 し。 

夜もすがら 物 思 ふ (すハ つ ノ轉ニ テ領格 力) 

路 すがら 月 を 見る  ， 

白露 を 草葉に おきて 秋の 夜 を 聲も すがらに 明くる 松 蟲 (師 氏 集) 

淺茅 生の 小 野の 草 臥 露 寒み 夜 はす がら n 鹿ぞ くな る (草 庵 集) 

此の ハ，' モを揷 める は 二 語と^ て、 ス ガ ラ 二， を獨. N 詞 とも 見ら る ベ し" 

g が てら  一 つの 事 をす るに 他に も 序にせ むと する こと ある を 表 す。 體 言 及 連用 動詞に 

接 す。 

散歩 (シ) が てら 人 を 訪問す 

「花 を 見が て ら」 野 ベ を 逍遙す 

泣き 戀 ふる 淚に 袖の そ ほち なば g きかへ が てら 夜 こそ は 着 め (古) 

^ か ら (か ら に、 も のから) (名 詞， ョ リ尾 一一、 てに は ユウ ッレ ル ニヤ) 


發起 する 所 を 表す テニ ハ 、ヨリ-カラの 原因 を も 表す 者と なるこ と， 第 四^ 副詞の^ に說け り。 此 の 

カラ は 今はュ ヱと 略 同意 に 心 得られ， 「力 ラ シ テ」 「力 ラ起 ッテ」 r  二 ョ ッ テ」 「ノ 儘」 などの 義をな し、 連 用 及 

順逆 前提 法な どの 樣に 種々 に ffl ゐら る。 此等を 接尾語と す wl.^^ な ど 名詞の，^ T フも 同樣な る 

ベ き かつ 體  一 K (連 體 法なる も) に つ ノ  く。 

さるから さぞ 

我 か ら 不幸 を 求む 

故鄉は 遠く も あらす 一 重 山 越 我 可 良爾念 曾 吾 世 思 (萬 六) 

蟹の かる 藻に すむ 蟲の 我 からん ね を こそな かめ 世 をば 恨み じ (古) 

「我が身 か い」 憂き 世の中と 嘆きつ ， 人の 爲 さへ 悲し かるら む 苦) 

をし むから 悲しき もの を 白雲の 立ちな む 後 は 何 心ち せ む 舌. 雜) 

置く か らに 千ぐ さの 色と なる もの を 白露との み 人の いふら む (後) 

谷の 底に 句 ふから に 其の 花い やしから す (賀 茂保憲 女 集) 

など か は 「女と いはむ から に」 世に ある 事の 公私に つけて む ゆに 知らす 至らす しも あら む (パ巾 

木) 

r 院に おはし まさ むから に」 子の 悲し さ を 知し めすべ からすば こそ あら め (榮 花) 

終 の 三 例 は 逆 提的バ ト テ の 意な り。 さ て モノ カラと ひとつ 取り. N つる こと あれ ど、 舉 竞 前例の^ 

四 二 五 


四 二 六 

^ な り。 

天 雪の よそに も 人の なり ゆく かさす がに 目に は 見 ゆる もの か ら (古) 

之 を 順提と 誤る ベ から す T 秋なら で 逢 ふ こと 難き 女郎花 天の河 原に 生 ひぬ もの ゆ る ごな ど も 同じ。 

され ど 近 文に て は を 順 態に 用 ゐて差 支な し" 叉 「空 蟬 の 世の 人 言 の繁 ければ 忘れぬ もの  >  離 
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あ ひ 見ぬ も S きも 

いと  >  しく 問く に 

終の 三 例に よりて 兇る 


ラはノ カラの 鸭、 ス ガ ラ 

s: がね (が に) 

大丈夫 は 名 をし 立 

「まき もく の あなし 

S 俗 M 藻ハ マ根ナ 


生 毛 須金也 


此等料 一一べ ク樣  一一 0  二 

-0 ま ， 次 ざて 舉 けたり 

掼の戶 はこよ ひ は 

g ごとに  名詞 

年锊に 人 毎に 

，まかり  テニ 


お 

も 


が 身のから 衣 思 ひ 知らす も 解 


ぬる、 袂か なう き 身のから や 


る 

の 


紐 か な (古) 

も るら む (能 宣 集) 


に， ゾ カラと ノカ ラと同 0 に て ゾ 


ま 


も ^同 一 の カラより 出で たろ なる ベ 


格 ノに通 ひ， カラ は 前項の な り" ナ が 

し、 


ベ し 「後の 世に 聞きつ ぐ 人 も 語 

山の 山人 も 人 も 見る ガに ！山か 
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四 二 九 


四 三 〇 


若菜 こに 入れて きじ 3 花に つけたり (土 佐) 
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「瀨 ヲ fl7」 「苫 ヲ a^」 「里 fl,」 などの^ を 副 詞， の 接尾語と 見る こと、 全體を 副詞 小 句と する は 難な け 
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、：" 地 あしみして 物 ももの し 給 は で (土 佐) 
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止トァ ルべキ 力 

…… 緣露纖 …… 辱 美 底 在 乎 (篤 胤 神 拜詞) 
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やかる、 は いかばかり た へ がた けれども 力なき ことな り (徒 然、 六 九) 
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10 フぺキ モノ 

何國 まで かその 難 を遁れ がた し (西 鶴、 おさん 茂右衞 門) 

KC 定 スべキ モノ    • . 

1 として 若衆の 如く 仕立て け，. る ( 一 代 女) 

S 連體 語に 精す 

副詞 はノナ ルを そへ て連體 語と な るノて の ハを添 ふ る もの は その上に 相お の 語 を S む な る ベ し ^ 

；牛 生 の 川 意 不斷の 着 物 苒三 の 御 使 近くの 親 類 わざとの 無 禮 わざと 
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あまりな，^ 仰  ^道理 雨 降らん 事 ^定 な り 世の中のお 何も、 glild, り 

郞 0 詞^ J, の も の 共 (保 元) irsi て—， の， 後の 心 軍人と しての 山 縣 公 

すな はちの やうに や は あ る (發 心 集) 

世と 共の 御物 思  . 

^ほ よその なびく を 花 (蜻 蛤 日 記) 

うたて § 仰 候 や (高 砂) 
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し (1) 

ばいかで か 承らぬ や うは 侍らむ (浮 舟) 


々 の 鳥 叫ぶ (紅葉) 


つ ひの 賴 所 (帚 木) 


可な りの 幅 をき かせる 

かりそめの かくれ 家 (夕 顏) 

や ん ご と な き ま づ の 人々 おは す (若 菜) 

まほの 細し き 日記に は あらす 

山里の ^ 細道 あとた えて 眞 拆の蔓 くる 人 もな し (堀 川 大 行) 

如 此之狀 乎， 加 久之狀 (續紀 一) 

S: 名詞に 轉す 

我よ くその や 生 を 知る 

もっと 近く を 見よ 

SIP が 奇麗に 整へ り 

聲& くて 皆に 通らす 

何時に も 變らす 談笑せ り 

此の 用例 は あまり 多から す。 

S 連體語 をう く 

さや 5 の. なみく に はお ほされ す (總 角) 

時 鳥 なきし すな はち 君 が 家 に (萬 八) 

四 一一 一九 


四 四 〇 

御門 まひ は つるす な はち 二 所ながら めし あゆて か はらけ とらせ て (空 穗) 

死 出の 山 ふもと を 見て ぞか へ りに しつら き 人より まづ こえ じと て (古) 

友 の ^dl/^l 我 もよりな む 

かやう のかい なでに だ. に あらまし かば (夕 顔) 

のから つ 力ら ながら 

^ 補足 的 

— 一、 打 つ (ィ) 

帱子を 輕く人 

I 造 る (口) 

此の 例に 於い て (ィ) は 打 方の 輕 きに し. て，^ は 副詞 なれ ど， (口) は 造 方に あらで 帽子 其の物の 輕き 

な れ ば、 i^- は 帽子の 形容な りと いふ 說ぁ り。 考 へたり と 謂 ふべ し。 

心 を す  本 を とづ  病 7^ なる  夜艮 くなる  玉 詠 立派に， 拜見  # 

り 難く 思 ふ  人 を 惡 く 言 ふ  惡 し I 樣 に 言 ふ 

など 皆 同 例な り。 多 くの 副詞 は 修飾 的なる に、 此 は 下詞の 意義 を 補足す るに て 「廣キ 二」 「ヨキ 二 」r 御 

立派 ナリ ト」 「有 リガ タ シト」 と樣 に， 名 詞 に 言 ひ換 ふること を 得る より 言 へ ば、 意 義の 上より 形容 

詞 なりと 斷 する を 得べ けむ も、 尙 少し いか  >  なり T 何 一一 ス ル」 「何 ト ナル」 の 何 は 代名詞なる が、 そ れ を 

今少し 和け て r ィ 力 二 ス ル」 「イカ 樣 二 ナ ル，」 と い へ ば、 ィ 力 二 イカ 樣は 副詞な り。 


「御 

「御 


「御 出 下 さン】 


と 乙 

する： 

て 皆 名 

, 「輕 

「う 

「長 

「長 


出 下 さ れむこ と」 を 願 ふ 

出 下され 候樣」 願 ふ 

出 下さる ベ し」 と 思 ふ 

へれ ようと」) 

れ 相に」 ，思 ふ 

(る 、ベ く」 ) 

は 言 語の 上より ^ 然 なる ベ 

及 ば す、 か く 補足 的なる も 一 

詞に 係る と 見ら る ， 事 ある 

く 打 つ」 は 打 つ こと 輕く 

く 造る」 は 造 れる もの 輕く 

まく 食 ふ」 は 食 ふ 事の "^、食 ふ 

ま く 《お る」 は 《3 る 事 3 曰く 

く な る」 は 成 る f  〕 と (も の) 長 く 

く 延 す」 は延 す ， 〕 と、 延 さ る ， 


ハ 名詞 

ハ ial 詞小 

ハ 挿入文 

ハー 圑ノ 

ノ  口  s  0  ^ 

ノ  一 r は 一一 1st  / 

く 甲い は る。 さ 

種の 修飾 限 

二て、！? 輕ク 


もの 旨 


ノ 名 

名詞 

れば 

定な 

な ど 


0H 


前の 輕クな 

りと、：： 1 ai? ベ 

のみ 然るに 


もの 長き などな り。 


四 四 二 

友 を 良く せん に は 己 を 良くせ ざるべ 力ら す 

其 老媼所 住 屋者近 11 作ぼ邊 1 (記 下) 

大 橋の ii に 家 あらば ^悲久 i,! &く兒 に 宿 借 申 尾 

連體 形が 誤 ffi せらる 、事 あり 

ひどい あつい 

何と その 恐る ベ き 

何 かその わきて 願 はむ 

名詞と 熟す 

^11^ 月 す、. T ろ ご と あだ ご  すくよ 力 心 (夕霧) 

特性 副詞の 呼應 

あに  もし  ^ た と ひ 

gu モ逆ニ モ 

第 十 章 接續詞 

接 續詞は 語. 句 女 を接續 する 者に して、 同類 を 並ぶ る あり、 添加す る あり、 改說 する あり、 順說 する あ 

り、 逆說 する あり。 而 して 副詞と 同じく 語形 一 定 せす、 皆他詞 より 轉 する 中に、 副詞より 來る者 最多 


く、 或 る^ 味に 於いて 殆 すべ て 副詞の 川 を も 兼 ぬ」 之 を 副詞 的 接镄詞 とも 謂 ふべ し- 

山乂. E を こえて 行く 

金銀 銅^ 白 鋼 は 貨幣に 川う 

金 閣 ^ 銀 閣は足 利 氏の 建てた るな り 

向 S さて は 上野の 花 も 巳に 過ぎたり 

北方の 強か兩 方の 強 か 则汝の 強 か 

雨ふり はた 風 ふく 

= 本の 富豪^ 岩 崎 三 井の 如き もの 云々 

^  M  ^^(も し く は) 山 中に 行かむ 

榮花 物語に 「ならびに」 と いふ 接鑌詞 あり。 

此等は 眾.？ i を 繋ぎ たれ ど、 句. 文 をつな ぐ こと も あ り. 句-文 のみなる は 

差 支に て缺 席す 仰 (尤) 都合 よくば 出席す ベ し 

差 支 も あり^ 失 鱧すべし 

水害に かゝり ^Is; 病人 ありて 難儀せ り 

昨日 E- 氏來り 尋 いで こ 氏も會 せり 

彼 は 病めり ^J, (さ れ ば、 就 い て、 依 つ て、 隨 つ て、 さ て 一 〕 そ) 元 氣な きなり 
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e: 四 四 


や う に：^ る はわろ し. 共 に M 詞 なり 「さても 二人の 兄弟に 云々， 一の サテ モは 前文 を 承け て 後 文 を 起 

す ものに て 接轺詞 と^るべ し j 

副詞と 接續詞 との 關係 此の 如く 密接 なれば 好く 其の 職掌 を 见て之 を 判別すべし， 抑 el- 第二 项に 

言 へ る 「御 出 下され 候鄺」 「閑暇に 候 ^」 など の ^ の 類 は 皆 境遇 を 表す 者に し て、 接 續の職 をな す 者 

にあら す。 

御 川 有 之候條 明日 出頭 可 致 候 

の ^ は 「御 ffl 有 之 候」 と 「明 曰 出 頭 可 致 候」 との 二つ を接續 する ものと^て は 文 ゆ 通ぜ す。 是. 非 とも 「明 

日出 頭 一： ム 々」 を 主 要の 叙述の 語句と し、 其の 修飾と し て 「御 川 有 之 候條」 と いふ 原由 副詞句 を 置きた 

る 者と 鮮せ ざ るべ から す。 此 の點 英語な ど ゝ は 趣 を 異にする を 注 意 す ベ しィ」 れど 口語に て 

咋日君 を 尋ね たど こ ろ が 留 守 だ つ た の で 

な ど ：K ふ 時 は ト n  d  、か は接續 的と な るな り。 此 の 如き 姿に て は 助動詞 テ 二 ラ ハ などの 附魇辭 さ 

へ 一個 獨 立の 接 鑌詞 と變 する こ と， r ト見 ル」 r テ モ美シ ィ」 な ど の り 一 ^ などの テニ ヲハの 副詞に 變 

るが 如し。 

それ もさう だ，. だ が (が、 な れ ど も) 又 事情 も ある 
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四 四 八 

あいく と 愛想ら しき 聲 …… (反 魂 香 ノ奧 二) 

應 答. 嘲 笑. 作 容. 命 令. 親 愛 の 聲の引 ^  ^ ハイ ゥンへ ン ォネン ヱへ ンシ ドウ ヨネな ども 感動 

詞 な り。 さ れど 感動の 意 を 表せば と て、 獨 立 詞 ならぬ は 感動詞に あらす。 力 ナヤ ナカ ャ ヨネ ナ など 

はテ ニヲハ なるこ と、 早 く詞辭 分類の 處に 言 へ る を 忘 る ベ か ら す。 さ て 感動詞 は 多く 文の 頭に 置 

かるれ ど、 他 の 詞に對 して は 別に 關係 なく 全く 獨立的 間投詞に 川 るら る ， なり。 

感動詞 は歡 1 息. 驚 愕. 恐 怖. 疑 訝. 呼 掛. 注 意き 戒 (ソレ )• 制止 ( コ ラ). 發語 (え い、 あの). 感 服 (へ ィ、 フ ー ン、 ナ 

ル ホ ド). 應 答 などに 分た る。 

感動詞 も 類 化 作 ^ によりて 判斷 叙述 をす る 如く 聞かる ， こと あり。 

二 他詞 との 關係 

S 名詞と 感動詞の 中 「ァ ハ レ」 は 名詞に もな り て 「もの  >  あはれ を 知る」 な ど 用 るら るれ ど 

も、 此 は 稀 有の 例に し て、 名 詞 より 感動詞に 轉 する は 多し。 

s-irs 我 を 助け 給へ (ィ) 

南無 三寳だ めだ (口) 

畜生 何 をす る (ィ) 

しまった (口)  . 
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四 五 〇 

； I： せむ とたが ひ は 居らむ 11^ もう も 友の なみく 我 は 依りな む (萬) (名) 

は 副詞と 思 ふ 人 あれ ど然ら す。 人 の 感動の 聲 にて ィ ヱ ィャ など 、 同じく 感動詞なる が、 前 例 

又は r^l^ と 答 ふ」 など い へ ば 名詞になる なり。 

拍 子. 調 子 や 力 を 人る 、 聲は皆 人の 聲 にて 感動詞な り。 エイ ャ ヱ ンャラ ゥン トコ サ コ ラサ ャレド 

ッ コ ィ など。 

眞 金 ふく 吉備の 中 山 帶 に せ る やらいし なや さいしな ^帶 にせる は I れ帶 にせる 細 谷川 

の 音の さやけ さ や— ら いしな や 音 のさ や 音の さやけ さ (風 俗 歌) 

衣更 せむ やみ きんだち や 我が 衣 は. 野原 篠原 萩の 花摺 やが きんだち や (同 上) 

大 鳥の 羽に やれな 霜 ふりやれ な 誰か さ い ふ (同上) 

此 の キン ダ チヤ など は 拍子の 如く なれ ど、 な ほ 呼 格 名詞の 義を 有すれ ば、 感 動詞に あら す。 右 傍 に 

線 を 引きた る は 全く 調子な り。 調 子に は 更に 長く 十 音 以上なる もの あり。 

S 副詞と  の關 係の 親密なる こと は 前に も 少し 言 へ るに て 知る ベ し T 忘 る な ゆめ」 の ュ メ 

は 一 般 につ いて 副詞に 擧ゅ 置き たれ ど、 そ の 根本 は 感動詞より 出で たるなる ベ く  S は るギ の 呼 

掛 に 言 ふ モシく は 副詞の 轉 じたるな るべ く、 「い かに 與 一」 の イカ 二 にも 副詞より、 

な ん I と あなた 私の 願 を 聞いて は 下さるまい か 


まあ 立派た 二と 

それが 私の^ あ 書いた のです か 

の ナント .^H も 副詞の 何ト マヅ より 來れ り」 

S 形容詞と 「私 はそんな こと はい や」 などい へば ィャは その 儘 形容詞なる が、 か 、る 例 は 

多 力ら.^ 

うらめし や 我 をば たばかり けり 

あな かまな り やめよ 

あな かしこ 忘れ 給 ふな 

など 或る 場 八！ - に は 常套の 感動 語なる やう なれ ど、 な ほ 事物の 性狀を 表す 怠 あら はなれば 形容詞 

なる に て、 そ の 主たるべ き 事物 は 略せられ たるな り。 あ やにく の 如く 副詞 的の 所 も あり」 

g 接 續詞と 發語 やうなる 接績詞 より 感動詞に 精 す。 

さて 何としょう  ^ 

さてく とと ひ 聞え させ 給 ひ て (榮 花、 若 枝) 

さても く 困った こと だ 

p,^ まあ 美しい 花 だ 

はて 解 せんぞ 

E 五 一 


四 五 二 

はてな 何 だら う 

此 等の 外に テ ュ ヲ ハ より 轉 じて 獨立詞 とな り、 副 詞的 感動詞と なれる もの あり。 

然 ら ば 鬢た V らとは 可 歎 き (今 昔、 廿 四) 

， j の にが を 添へ たるが ャ ハカ な り 「俗 謠の囉 の 調子に テャく とい ふ は 

ォ ， あの 此の 縞 で や (假 名手 本 忠臣 藏、 一 文 ， 星の 詞) 

の 5^ を 重ねた るに て、 も と トヨの 意の トャ の轉聲 なる ベ こ。 

第 十二 章 てにをは 

テ 二 ヲ ハは詞 に 添 ひて 他の 詞 との 關係を 表し、 或は 多少の 意義 を 添 ふ。 而 し て 多く は 感嘆 の聲ょ 

り 出づ〕 疑問 ^^'の 感嘆より 轉 じた る、^ —ハ| 一 叫，^ の 關係を 表すが 如し" ョ リカ ラ マ デ ノ ミ バ 力 リダ 

^^TT^l^ は 稍 それらと 趣 を 異にし て、 意 義を添 ふる 方 主なるが 如 く、 接 尾 語 或は 後置 詞 などい 

ふ ものに 近 けれ ど、 獨 立詞 にも あら す、 又 獨立詞 を 形成す る 者に も あら ざれ ば、 尙從來 の 說に據 り 

て 比に 收 めた り。 固 より 種々 の轉用 はおの づ から 之な きに あらす。 

テ 二 ヲ ハの 分類 は 總說に 於いて、 名 詞 (體 首) に 附 く 者、 動 詞に附 く 者、 諸 詞に附 く 者と 三 類に 分て り。 

然 e ども 各 類 互に 通 する 者 は 其の 本體 極めて あきらめ 難 し" さ て 三 類の 別の 外に 


が. の. つ • に • を • で • へ • と • より • か ら • まで 

.ょ • ども • ど • とも • と 二し. つ 、 • し 

のみ. ばかり. だに. さ へ • すら 

ま. も.. ぞ • し • なむ. こそ • や • か • よ • な-か な (力 も) 

ね.,. かし. さ. を • い • ゑ • やし 

結合せ る^ 

など^つ こと も あり 得べ し 今 は 前者に 由り て 逐次 說 明すべし。 " , 


格 を 表す^ 

法 を 表す^ 

義を添 ふる 者 

感嘆 を 表す 者 


I   二  一  H 

^  ^ 「ことばの その」 を ことの ゴ^ 


お 

よ バ-, ひ 

うた 力し 


力 


ぞ 

な む 


お ほせ 

うらう へ 


つ な ぎ 

+」 ハし とどむ る 

" ば へ 


r. 特定 關係 I 


力 司 I 

OM^ ョ IS 


ヌロ  ，s 司 

句 成分 二 關 し ネ £8  . 

—スル モノ 一 副 助詞 

f 接續 助詞 了； 

I 句ソノ モノ  二 1  (係 助詞 

一 述スル i 終 助詞 (p、) 

特定 關係ヲ 離  間 投 助 詞 (よ、 し， や、 を， な) 

レ タル モノ 


四 五三 


第 一 名 詞 (代 名詞 又は 之に 準す る 者) に附 くもの。 

一 が 此の 發音今 は 鼻音 を帶 ぶる 地方 多 し。 そ れ必 しも 後世の 訛に は あらざる ベ し賴 く さ 

えたる 詠嘆 ありて、 詞の閒 にあり て 接 續の用 をな し、 或 は 意 義 を 含む る ^ をな す。 

W 主格 

靑 山に 隱 ら ば (記)  鳥が 鳴く あ づ ま 

下と よみ なる が より 來 ば (武 烈 紀)  亡 き が 多 し 

亡き人 も あ るが つらし  人 をば 恨み さらむ がよ きなり 

吳 竹の 夜 ご と に s^s 思 は れ て (平 家) 

fU ヲィフ 

なで ふか  >  る 見ぐ るし き さる こと はお も ひかく る (落 S 

ちる 難 波の 美津 に (萬 二十) i,^ 立た せれ ば (記) 

た づ が なく あしべ も 見え す (萬 一 一 十) 

を 力 

菩提と いふ 寺に 結 緣八講 せし が 聞きに まう でた る に (枕 一 一) 

{  \ 枕 二  ノト 似 タリ。 r 變 なり」 

かくいと へだてな く 1^ 奉り なれ 給へ どな ほ 思 ふに へだたり 多く あやしき がう つ 、の 心ち 

ナ ドノ 形容詞 一一 通フ 叙述 ト見 レ、、 ハ上ハ 主格 ュ テ 事ナシ 

もし 給まねば まほなら す もてなし 給へ る もい と を か し (初 音) 


四 五 四 


單用辭 


常 W の贵族 S 専有に か ， る 文 擧が卽 藤^氏の^ 學 なる こと 言 を またす (藤 岡 氏) 

^  ^ 庵 ま か ど さ だが 衣 (今 昔) 十兩が も の 氣 にかけ^ も の 

は な い iTP か 一  みつが ひとつ 一 .  一  のか. は^の 變 音，^, つ ひと q は 成 

語な り) 

迚體 形なる 名詞に は^のみ を 添 ふろ 例な り。 副 詞 句. 副 詞小 句な ど を 作る ものに 例 多し- 

あるが 中に 重气か 上 に  ^ る が 故 に 知られ じが 爲 に 聖の おはしけ るが 

^聖に 使 はれ て (宇 治 拾) ーま 中に 四 年ば かりが この かみに おは すれ ば (紅 ^ 賀) 

S 同格 

^^島 ^^岡 ，風流 士ぞ 

S 川 一；：： 第四變 化に 附きて 逆 態 前提 法に 準 す， 是 は 平安朝の 終、 鎌 おゆ 代より 有り、 中： 格よ 

り 特 じ來れ るに て 軍記 以下に 多し" 

その 時 はわび しう 堪へ がた く覺ぇ 候 ひしが おくれ 參ら せて 後 はな ど さ 覺ぇ候 ひけんと 悔 

しう 候 ふな り (お 冶 拾) 

 半 主 。半 用 

簾の 内に 矢 をつ まよる 音の する がー そ の 矢の 來て 身に たつ 心ち し て (同) 

ナキ本 モア ラン 

(夕 の) あ りしながら うち ふしたり つるさ まう ちか はし 給へ りしが 一 1、^  ，ビ) わがくれ なゐの 

.  四 五 五 


四 五六 

御ぞの きられた りつるな どい かなりけ む 契に かと 道す がらお ほさる (夕顔) 

或は 持たせて 中止 法に 準す， (前 の 事 を 言 ひ 終へ て 後の 事に 續く) 

八百屋で すが 御用 は ござ いません 力 

私 は 大山と 申す 者に て 候 ふが 先生に 御面會 仕りた く 候 ふ 

口^にて 想 象辭の 下に 附く は假 定 前提 法ト モの義 をな す。 

雨 が ふらう が a が ¥ か うが 構 はぬ 

ロ^ニて 或は 下 文 を 略 レ%. にて 文 を 結 ぶ。 此 に 反問 的なる と 警告 詠嘆 的なる と あり" 

お ， て や あの 此の 縞で や 何と 確な 證據 であらう ガの 

どうも 返事が あるまい が の (假 名手 本 忠臣 S 

ま あ 好い が 奇麗 だら う が 

人が 來 たが さう はいふまい がの (狂 ま， 宗 論) 

も ひと つ 喫 ませう 過ぎす ゆうがな (拔 殻) 

あいつの 困る 事が ありさうな もの ぢゃ が (柿 山 伏) 

^  (口語) 主格より 轉 じて 副 格の 如く 成 り、 又 は 副詞 的の 闲を なす。 

「當前 だ こ 「なに 當 前 な 事 が (デ) あ る もんか 

見 た 所 ノが ( 二  、デ) だ め だ 


後 力ら 來る 車に 叱咜 されて 巳む を 得す 道の 中央に よけたの が 忍 ひがけ もな く 杏 公と 相而 

してす-つた 

が だが 所が は 副詞の 上略に て 接镄詞 となれ り^^, さ て^^ 紳士の 事と て」 など の ^ は 副詞の 

怒 動的の ものな り。 人 の 「無風 流よ」 な どい へる を 嘲り て T 無 R 流が 聞いて 呆れる」 な どい ふ は 凝、.^ 

に や。 と かに 通 ひて 聞 ゆる が、 或 は複雜 なる 省略 にても あるべし .「 ぁ别 飮 みた い」 な ど は虚置 格の 如 

く も^ゅ れ ど然ら す、 なほ 主格な り T!  一一 一 2 ふ 丈 野暮 だ」 を 「13^* か 野暮 だ」 とい ふ は！ 1 詞が 主格 名詞に 

轉 じたる 形なる が、 意 義ょ りすれ ば、 副 詞小 句と いひても あるべし 「安 ければ 安い 程 が よ い」 など も 

同 樣 なりつ 「雪 は 山ば かりが 降って 里 はま だ だ」 などい ふ も 主格と 兑られ ぬに は あらね ど H 格の 變と 

見る 方 簡便なる べし 「身 ヅ 力 ラ」 と いふ 語 は 本 副詞なる が、 名 詞 にも 代名詞に も^ じ、 さ て ょ义^  i 

M お に も 「吾々 身づ から の」 など 川 るら る。 そ れと 同じ く 「そん な 事 は 吾.々 自身から が ^らな い」 とい 

^は 主格 名詞に も 副 詞 にも 取ら る、 「さう 言 つ たからが 物に はな ら ん」 など いふ は 副詞と：^ ざるべ 

力ら す 

ナ ホ 主格 トイ フべキ 力 

我が 國 のみが 米が 成る にあら す 

二 の 柔 なる 咏 嘆に て、 接 鑌の川 をな す。 

S 領格 

^の 家 庭の 璎 春の 心 S の 夕 ^つと (伊勢) 本 居 翁の 說 家事の 心 

四 五 七 


四 五八 

配 高 御座 安麻^ 曰繼登  (萬 十八) 

1 本 ァリ。 ナクテ ハ 通ゼズ 

きの ふ § おなじと ころな り (土 佐、 廿 四 日) (創見 「同じ 昨日の 處 なり」 ト見ル ベ シトァ レドソ レ 二 

ハ 及 バ ズ) 

た  >  咋 日の 同じさ まに 中々 こと 少なに 仰せら るる 御 か へ り (大 鏡、 小 一 條院ノ 段) 

「，行 かむ の いざよ ひ」 「忘 れ じ の 行く末」 「上 けられ 候へ の m 仰せ 出さる」 (御 湯 殿 上 ：n 記) r. 一  目 兑 え も 

^^,^VJ 進せば やの 志ば かり の 事な り」 (盛衰) 「^^見 て の， 後」 など は 終止 語 その他 を 名詞と 見 

たるな り。  . 

や〕 む のち ざり はたえて 中々 にたの めぬ 月ぞ夜 かれ ざり け る (三 

日本 者沛 細 戈 千， n^i 磯輪 上秀 irsct 武紀) (共 一一 ^ ナ シ) 

なる に 代る の 

特別 § 詮議 

なる ニ代レ ルカ 

太き なる 利 を 得む が爲に 少しき^ 利 をう け す (徒 然) 

賢人 乃能臣 手得旦 之 (廿四 詔) (觯 云 賢く 能き 人なる 臣 とい ふこと) 

賢 臣パ能 人 (四十 八 詔) 

安 幣^ 足 幣 (祝 詞) 生 曰 § 足 曰 (同 上) 

八朿 穂の いかし ほ (同 上) 


丹^ 乃將熏 時能瓔 花將 開^  0M 六) 

花の (.ゴ ト キ) 都 (コ レ ハ §  ノ下ニ 省略 ァリ) 

風 ふけば 峰に 分る ゝ 白雪 の (ゴ ト ク) た え てつ わなき お が 心 か 

ぜ 秋 霧 ^ゴ ト ク) 共に  .  、 

5 づ ら な す (ゴ ト ク) いは ひもと ほり 

S 同格 

富. H の 山 國 ^^人 f^-^ 

S 並 立 格 (口 語) M 格 の 下 略 に て、 通 例 合成 副詞 を 作る。 

コ (コ ト)^ (コ ト) と 世話す 

叫の 五の 言 ふ 

^ ^(馳 走) S ^(馳 走) 色 々あった 

死ぬ の 生^るの 大騷を やる 

S 體 旨 に 代る。 領 格の 下に 體 首 を 略して。 

^(服) は E な り ^§ 服 は 木綿な り 

み づ か ら，. の を も 奉らし め 給 ひて な む (古 今 序) 

梅の 花ち りか ゝ れ ともお も ふ 哉 雪の 中の をと ると：： ^るべ く (伊 勢 集) 

P- ザ. ゾ 


四 六 0 


昔の も 今の も 雪 はれ ぬらむ ちぎり 

I \サ が ナサ 

さがな さはた が を 習 ひたる に か (落 

などい ふ を、 別 を 添へ たる 領 格の 下に は 


誰が のな るら む 


な ど 

五 口 1 


人妻と 我がのと ふたつ 思 ふに は 

いふ こと あ り。 此 等より 轉じ て、 用 

般の 例な り。 文語に て は 連體法 そ 


合に よりて 事 者 考積譯 實情狀 態 所な 


言 ふの (コ ト) は 翳 い 


私 は 漢擧を やる の (考) だ 


君 は 何時 歸 るの (都合) か 


彼 は 貧乏な の (實 情) 


御宅 は隨分 遠い ん (所、 實 際) で す な 


雨が 降る の (實 情) か 知らん 

雨に とくな りぬ る もの を 牧鹿山 


し 宿に ありと 見つ 

窪、 少 將 文) 

更に § を 添へ て， 


れ來し 袖 

の 連體法 

まゝ を體 

種 々♦ に變 


の^るの 


ま 

る 


と 


0  a 

に あ 

し て 

化 


お 


も ひ 


國 霤 穗) 


さ 

ベ 


け 
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見 る 


皆で 騷ぐ  唯で はやらぬ 今日で もよ い  今では 大臣 だが 鄕里 では 昔の 樣に 

思って ゐる  s,^ も 好い か 

され ど  . 


など は ナドと 同樣の 職掌に て 接尾語と 言 はざる ベ から す。 而 し て (ィ) は 處置 格に て (口) は 主格 なり。 

「デ モ 先生」 な どい ふ 時 は 接頭語な り。 


案 内が 參り ま した で 參 らうと 思 ひます 

是は 上の 語 に 附 くべ きが 離れて 獨.^ したる 者 とも 見られる ど， な ほ ソ レデの 略と す る方穩 常 な ら 

むデ— ハ， も亦然 り。 

注 怠 「無 クテ」 「ナイ デ」 な ど を比铰 する に、^^ 共に 用 言 に附き て 其の 連用 中^ 法 を 成す が 如 き 

よ り、 兩 辭の！ Hll 別 を 曖昧に 心得べ から す^ は 飽くまで 動詞に 附 くもの， デ は必體 一 百 に 添 ひて 之 を 

指 定 し、 或 は 副詞 を 作る 者な りと 知る ベ し xr 書 力 ン デ」 「力 、 イデ」 「嚙 ン デ」 のデ のテ ニヲハ なる と、 文 

語 「^力 デ」 「力 マ デ」 の デの 助動詞た ると も e 心ひ紛 ふべ から す。 

s 名詞 を 動詞に 化 す。 

母 はま だ 存命で 居ます 

私が 或る 家に 書^7^ 居た 時 

あの人 は ^ST- 行 つ て 中尉で 歸 つた 

此 等の 語氣は 明に 動詞 を 含み て 「存命して」 「書生と な つ て」 「少尉 と して」 等 と 解せ ざるべ から す 3 さ て 

それより 副詞 的に 動詞に 係るな り。 

七 へ ^の 義、 動 作の 行 はる 、方角 を 示して 副 格 をな す。 

柬 N 向 ふ  西洋 7- 行く 

世の S 目見えぬ 山路 7 入らむ に はお も ふ 人 こそ ほ だしな りけ れ (古) 

四 七三 


四 七 四 

柯 羅國 のきの へ にたちて 大葉子 は ひれふら す も耶魔 等， 1 武岐底 (紀， 十九) 

四月に 内 7- 參 り 給 ふ (紅 0  S 

阿 米 頻由迦 蒙 萬、 五) 

去來 子等 早 曰 本^ 大伴乃 〔ハヤ ャ マトへ 一一 (古義) ヒ ノ モトへ (舊訓 ) ハヤ クャ マト へ (眞 淵) ハヤ モ 

ャ マトへ (畧鮮 )〕 

夜 麻 登 S 邀由久 波 多賀都 麻 (仁 0 記) 

い ざ こども 倭 部 早 白 菅 乃 (萬、 三) 

わがせ こ を 俊 邀遣登 さよ ふけ て (萬、 一 一) 

うち ひさす 宮 T 'の ほる とたら ちしゃ 母が 手 はな れ (萬、 五) 

新羅 叫か 家 口 かか へ る (萬 十 五) 

惡道 7 おとし 給 ふこと なか れ (寶 物 集、 中) 

天狗 道 7 おつるな り 華 若、 未 來 記) 

えんの 下 叫 隱れぅ す (烏 帽子 折) 

N は本來 名詞な りしが 接尾語に 轉 じ、 更 にテ- ーヲハ とな り、 口 語に て は 方角の 外に 地 位. 目 的 を も 

大らかに 表す ことな ど、 總 ベ て 第 四 章の 格の 段に 說け る が 如 し。 

八 と 名詞 を 抑 ふ。 


s 一致す る 所 ある 名詞 を 仰へ て ^格と す】 

之 を大 化の 改新と 言 ふ 

木 ある を ilS しとす 

君 子 を 0 人 と 思 ふ 

花 を 雪と 兒る 

雷 を 車の 聲& 聞く  • 

金な 米^ J 換ふ 

人^ ある^: は 恩 を 知らざる ベ からす 

追々 春^なる 蛤 雀 d 化す 

此等 すべ て 口と 首ひ換 ふる 事 を 得。 ト ィ 力 を ニイ フ にして は 如何し けれど .「爲 を 鹿 に い ふ」 「ゅ^: 

にて よ 女に か しづく 事 を 善き 事に い ふ」 な ど通ぜ ざるに あら す" さ れど rf^ に 仕 ふ」 「人 に 造 る」 「犬 

^劣る」 「狼 山 か ま る」 等 の， -i は H と 言 ふべ からす 二 致 化成の 場合に 叫 H 相 通 ひても、 -ー はおに 目的 

として 表す 意 重く 狀態 的に 軟に、 H は 動作 的に 硬し。 

^保す ぎて ならの 手 向 n おく 幣は妹 をめ かれす 相 見染跡 衣 (萬、 三) 

\ ォク 

花の さかりに 阿比 兌 之 米 曾 (萬， 十 八 長歌) 

四 七 五 


四 七 六 

レド コノ外 二、 成 る、 定 む、 極 む、 立 っナド ノ 意 ナ ル 動 」詞 二 力、 ル譯 

リ。 又 雪 と .^、 花 と^ V 花 と ナ ド ァ リ。 


詞の 句. 小 句 を 作る。 

ぬれし 

何でも 勝手と ( ) 放擲す 

われ こそ 大將と ( ) 威ば る 

皇の 御代 榮ぇ むと ( ) 東なる みちの く 山に 黃金花 さく 

石 をのみ a と ( ) いだきて なけく 哉  . 

しるべす と 醜の 物し り 中々 に潢 さの 道に 人 惑 はす も (玉 桦) 

物 おも ふと すぐる 月日 もしらぬ まに ことし はけ ふに はてぬ とか 聞 く (後 八) 

S 與 同. 對 比の 意に て、 副 格 又は 並立 格と なる。 

人^ 樂む 君お 好し 汝^ 遊ばむ 敵 d 戰ふ 油 は 水お 合 はす 時と 推し 移る 

才 と— g- と あり  兄と 弟 は 一人 づ、 なり 


〇 あゆ ひ抄 『五のと」 …… と. 


g 下に 動詞 を 含みて 副 

妹 まつと (シ テ) わが 立ち 

行かむ と ( ) 命 を 待つ 


\ に -ー^ 考*メ 

かたちな ど はかの 昔の 夕顔と 劣ら じ や (玉 葛) 

汝乎 與^ n 乎 人. ぞ さくな る (禹 、四) 

口：：^ に比鲛 の^に 川うる こと ある は此 等の 轉な り。  • 

私 は^と は 弱い 汕は 水と 輕ぃ 

S 體 言 と：^ なす ベ き 者に 附きて 副詞 を 成 す。 

生きと し 生く  讀 みとよ む 

あ.^ と ある も の (あ りと あらゆる ハ靈 §  からく と 笑 ふ 

いづれ を かしる しと 思 はむ 三輪の 山 昆 え と 見 ゆる は 杉に ざり け る (拾) 

 一 チリ テ 

我が 來 つる 方 も 知られす くらぶ 山 木々 の 木の葉の 散りと まが ふ に (古) 

 \ シ  \ シ テ 

つれ もな き 人 を やねた く 白露のお くと は 嘆きぬ と はしのば む (古) 

白山の かしらの 雪は涫 えなく に 何に か 腰 を や く と や く ら む (小 出 祭) (昭代 集、 老 女ノ 腰-一 灸ス 

ウル ヲ見テ )  . 

うらやまし 3^3 見る 人の いかば かりなべ て あふひ を 心 かくら ん (右京 大夫； S 

\ ィヒ \ ィヒ 

暮 ると 明く と 目 かれぬ もの を 

カラく などの 聲貌 語に つく を 略しても 川うる は、 の 目的 名詞に トを拔 くと 様なる ベ し- 

の (ゴ トク) 

日月 は 流る ， 水と 早し 

四 七 七 


四 七 八 

馼 フル 丈  . 

會 する^ 十 人と なし 

— 1 ナリ  / 

さ 夜中と 夜 はふけ ぬらし 

\ ィヒテ 

しばし と留む 

など 副 格 名詞の 下に 語 を 略せる なれ ど、 副 詞と 見ても 可な り。 名 詞. 形 容詞を トを揷 みて 疊む も此 

の， 類な り。  . 

-   \ィ フ 

よしともよ し  いみ じと も レみじ 

う づま さは も 神と 聞え 來る 常世の 神 を 討ちき たます も (紀) 

世の中 は いさと も いさや 風の 音 は 秋に 秋 そふ 心ち こそす れ (後) 

うつ ， にも 心 はねぬ る 夜の 夢と 夢と もい めと 人に かたる な (中 務 集) 

砩 蒸に ゆ ふとりし で ， わがい のる 神と も 祌の國 としら す や (國 體 をと はれ て、 高 見) 

^  (口 語) 動 詞. 形容詞の 第四變 化に 附き て， 準 順 態 前提 法 を な す。 

本 をよ むと 頭痛が する 

こんな 日に 出る と 日射病になる 

此 は^ょり は 副詞 的な り。 

⑥ 獨立 詞に變 す。 

一 ハ代 §  I  I 

「どかく」 「dl^ る」 r^i は 云 へ 」「 と」 (さ うする と ノ士 略) な ど 副詞. 接 續詞な ど に嗨. K 「とい ふ」 の 下略の ト 


はな ほ 上の 語に 附 ける テ 二 ヲ ハな り- 

共ナリ 

口 お、 s 鎖： 1 sr ソ レ 卜 モ」 副詞の 「此ノ 上 ト モ」 な ど の 「と」 の 意義 を考 へ 3- よ。 

九 よ リ* から 發點を 表し 比較. 所 中 依託に も轉 す： 

o 畐 松 

天より 落 つ 鄉 里より 來 る 人よ 力 勝る 氷 は 水より 輕し 生絲は S より 収 る 

人より 呼ばる 馬より 通 ふ 牛 後たら むより 雞 口たら む 短き より 高き に 上 

る あへ て S より 外に 出さ す (宇 治 拾) 

あたりより だに な 歩き そ (竹 取) 

花より 外 に 心より 外なる 事 (葵) 

は 十：： くお とも とも， g. ともい へ り。 其 の 比較 物 を 表す は 前^お の に 似 て、 漢 文に て^ 字 

の d に も よ 1 り にも 當 るに 類せ り。 所 由 • 出 自を 表す は 二 に 近し〕 

わがせ こ を あが 松原 欲 n:- 渡せば あま 少女 ども 玉藻 刈る 兒 ゆ (萬) 

かしこき や 御 首 か V ふり 眠 籼 やかえ がいむ. U ね をい むなしに し て (萬) 

石！：： 几なる 高角 山の 木の間 從も 吾が ふる 袖 を 妹 a けむ か も (禹) 、 

水底の 月の- お より 漕ぐ 舟の 棹に 障る は 桂なる ベ し 王 佐) 

白 川と いふ 處に 注み 诗 りけ るに 前より 大貳藤 原興範 朝^の まかり 渡りた る 序 に (後 撰 ) 


四 八 〇 

形より 始めて 飽かぬ ことなく 見 ゆる 人の 御有樣 おほえな り (竹 河) 

いわけな くより 宫の 内より 生 ひ 出で  >  身 を 心に も 任せ す (梅 が 枝) 

天の 戶を おしあけ 方の ま 間より 神代の 0: の 影 ぞ 0 れ る (新 古) 

S 動 詞. 形 容 詞. 助 動詞の 第四變 化に 添 ひて 原由 副詞 を 造 る。 sfl の カラ 是 なる 由， 前 に 格の 段 

に 言、 へ り" 

彼 は 食る よか 却 つ て 損 を 招 く 

氣 前 が 好い から 人に 愛される 

内より 御 使 ありき の ふ もえ 尋ね 出で 奉ら ざり しかりお ほつ かながら せ 給 ふ (夕 顔) 

S 副挤 より 副詞に 轉す。 

君の 考は 頭から 閒 違って 居る 

彼の 人 は 我から 損 を 取る 

我 は 中心より 彼に 敬服す 

此 等 は 「頭 力 ラ ^」 とや うに 下に 動詞 ありて 副詞 小 句 を 成す を畧 せるな るべ し" ョ リ* 力 ラ の 下、 體 

言 につ ゾ く 者 は 特に 此の^ 詞を 入れて^ ざるべ からす。 

東京よ り (シ テ) 西 の 方 は 平野な り 

來 月よ り (シ テ) 後 は 誓 つて 勉強すべし 


此 よ り (兒 テ) 彼 方 は 隣 郡な り 

あいなく 兄 ゆる を (枕、 木 の 花 は) 

に も な し」 など は 「花 ョ リ」 より 「外 - ことい ふ 形容詞に 續 ける 者の 副詞と な れ る に て 

ぷは 「花 ノーと い ふ 領格 より 「外」 と い ふ體言 に續 ける なり (「枕より 又 知 る 人 もな き戀 

もらしつ るかな」 (古今) の 「枕 ヨリ」 は 「枕 ヨリ 外 二」 の^に 解す ベ し、 

f より 外 

あ な た^  無 い 

1 より (外 に) 

彼奴 は 風から して 好か ぬ 

東京から 見る と 大阪は 物が 安い 

此等は 副詞 小 句 をな すなり。 

E 'はこよりも 大家な り (ス ゲレ タル 人 ナリ) 

我 は 君より 二 歳の 兄な り (長 ジ タ リ) 

r  > る 場合に 副^ 名詞より 名詞に 係る 樣に見 ゆる より 「ナ リ」 に 係 る 副詞 かと も 思 はれる ど、 尙 名 

I！ の 性質 職掌 は 變らぬ 様な りさ て是は 副詞の 指定 助動詞に 係る 者 あるが 如 く、 副 格 名詞より ナ 

リに 係れる ものと 見て あるべ し。 

S 副詞に も 添 ふ。 

四 八 一 


そ 色より 

「花より 外 に訪ふ 

「花の 外に」 と い ふ 

を淚 せき あ へ す 

私の 友人 は 


四 八 二 

最 初より ) 

.  我は從 へ り 

兼ねてより J 

に 1 來 てより 十 年 をす ぎたり 

^  (口語) 逆 態 前提 法に 準す ベ き 者。 

御 逢な されてから た わい ある ま い (忠 臣 ® 

此等は タト テ タ所ガ の 義 な り。 

g: 主格の 如くなる 者。 

それ は 私から 申さ う 

親から かう い つて 來た 

親 か らか ういって よこした 

まで トイ フコ トモ ァリ 

この 力 T フ マデ 主語と 見る 外な からん。 

此 事お 七 親より 聞きつ けて 「  £ 人 女) 

この 親より は 親元 二 オイ テに て 「親が」 と は 異な り-親 においてと いふ も. 主 格の 代になる 事 あ る と 

似たり" 

h  てん 

… からだめ だ == (頭) か らだ めだ 

頭  名-一 ナル 

より 以上  腹 か ら (ノ オト、 ヒ) 
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添 ひて 副詞 をな す もの あり。 


らむぞ 


ほ 

ど 終 


えぬ まで 埋まな む 別る  >  人 も. H ちゃと まる と」 な 

單 一 にも 轉 す。 是 に は 名詞なる も 副詞なる も あり" 
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四 八 四 

忍 ぶれ ど 色に 出で にけ り わが 戀は , や 思 ふと 人の 問 ふまで 

冬 ごもり 思 ひかけ ぬ を 木の間より 見る まで 雪ぞ ふりけ る (古) 

悴 まで 御世 話に 相 成 

家 寳まガ 寶り拂 へり 

風まで 吹く  鳥にまで 劣る 

御見舞まで 如 此に候 

御禮の 印まで 差 上 候 

我 は 君の 反省 を 促す までな り 

出 來ぬ時 は それ ま でな り 

彼 は 蔭に 週って ま で 惡 口 をい ふ 

此 の ^(義 孝) は 御 形の 有りが たく 末の世 もさる ベ き 《< や 出で おはし まし 難ガ るら もとまで 

こそ 見え 給へ りし か (大 鏡) 

, 新 聞賫と ま で 零落せ り 

此の 終の 二 例の ト マ デ の H より 上 は 副詞と 見て あるべ し。 

薄く こきの ベ の綠の 若草に 跡 み ゆる 雪の 村 消 

S ひ 人る 深き、 いの 便 ま で 見し は それともな き 山路 か な (新 古) 


御む この 少-將 ^でいで 袷 ひてい そ ぎ， 耠 ふ 

ズ トテモ (ソレ マ デハ) 

斤よ く， よ^こ 來 ぬま で— も 我 宿の 櫻 さきぬ とつけ まし もの を (和 泉 式 A^H) 

+t  f  トマ デ行 カズ トモ  . 

紅萊 ちる 野^ を 分けて 行く 人 は 花^らぬ まで 錦き るべ し (山 家 集) 

^ を S じて 國を 助く るた ぐ ひお ほう 侍りけ る を 用ゐ させ^ ぬまで もこの いましめの 口 

を 過 さす この. H をつ け 巾し 侍らむ とて 舟いだ し 侍りつ る に (明 石) 

S ばか り. 丈 の ^ を 表 す。 

白藏 主に よう 似た か 知らぬ まで い (こんく わ い) 

w.  ^  、い 申 ユタ で  >  ごふ. ^ら -? 

 た ま で 

上^で は 仕^して その 手に 隨分違 はぬ やうに おれが 書付す る ま で (禍 福 廻 持 常世 銀氣 質) 

(^T- は 丈 二 テス ムコ ト、  ス ル^ラ 差 支 ナイ、  分ノ コ ト ョ 、な ど の 意) 

以上 九 辭は名 詞 (體 言) に 附 く^なり。 

第二 動詞 (形容詞 助動詞の 動詞に 準す る 者) に附く 者。 

十一 ば 順 說的接 續の用 をな すズ 根本 川 I なるべし) 

S 第一 變化 第五 變 化に 附 きて 順 態 前提 法 をな す。 

花唤か ば告 ゆむ 風 吹かねば 花 かすむ 品 も 〖け れば價 も 安し 

四 八 


止せって へば 止さん か 

^sd^d^^ 虎子 を 得 す」 「戀 しくば 尋ね 來ょ」 など ク、 シク活 の 類なる は 第 一 變 化 な け えば 

その 第二 變 化の 下に 動詞 を 略せるな り。 又 連用 的 平 接、 及逆說 のこと も 法の 章に， へ り。 

^  (口語) る，^ の 外 は 第一 變 化に 附 かす。 

どうした らば 好い 力 

天 氣 ならば. 行 か う   

r^s ば て」 「s,5 行け」 とやう に 文語 その 儘 を 用うる 地方 も あれ ど、 一般に あらす。 ナ ラバ タラ 

^も^も 各す る こと 多し" (^1^^ の 確 說に用 ゐらる ， 事 は 前に い へ り) 

庄內語 ， 

ご ざ り ま ば， 唱 はしゃれ ませ い (狂 首、 ふ ね ふな)  ， 

め (口語) ければ 打消の ヌに W  く。 

行 か ん ければ ならぬ 

せんけり やなら， < 

是は ク活の 第五 變 化の 語尾 ケレ を吸收 せる 者に て、 ケレ ドモの 例と 同じ けれども 、好ま〜 き 語法 

にあら す。 而 して，^ の 下にの み 附く所 注意す ベ し。 之 を ナケレ バ の 變と考 ふる 人 あれ ど、 ナイ を m 

うる 地方の g 口 こ あらざる と、 シ ン ケ レ バ と 言 はざる などより 見れば 非な り。 東北の 一 部 及 出 雪邊 

Q 人の 東京 語 を 凝して 注々 


雨が 降る ければ  さう だければ  .  ゝ 

など 餱 t  造 法の ^ に 1 百 ふ は 一 種の 類推 聯想より 起れ るなる ベ けれ ど、 平 く 注 ^ して 改め 貰 ひ 

た き な り。 

十  一 | ど ふ も逆說 的接饋 

S 第五 變 化に 附 いて 確定 或は 不定の 逆 態 前提 法 をな す： 其 の^は 一種の 咏嘆辭 な，^ 

色 は 句へ どち りぬ る を 

位 高 けれども 驕ら す 

靑 によし 奈^の 大路 は由吉 余家杼 この 山路 は ゆき あしかりけ り (萬、 十 五) 

無 けど も 

^  (口語) けれど も (け ども) 第三 變 化に 附 く。 文 語 S に 同 じ。 ケ ド モ. ケ ン ド などと 訛 る/ 活 

の 語尾 を 吸收ゼ るな り。 

ゐ ませう けれど も (擦 過) 

十三 と. とも 假 定逆說 的接續 

S 第三 變 化に 附 いて 前提 法 を なす。^'^: 活には 其の 第二 變 化の 下に 動詞 を 略して 附く。 

「知 ら すと も よ し」 な ど 之に 準す。 助動詞 ムラん ケムの 類に 附 かす-上 一 段 活には 古く ルを 略して 

も 言 へ り。 
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四 八 八 

  命令 

夜 泣 力と た  >  もりたてよ  ， 

想像 

繪 に SF^VJ 筆 も 少女 子が 花の 姿 を 誰に 見せ まし (堀川 後 百 首) 

ひとり 茭 朽ちめ や も 綾蓆緖 になる までに 君 をし 待た む (萬) 

愛 敬 無 < と 言 葉し なめき などい へ ば (枕、 憎 きもの) 

嵐の み 吹く める 宿の 花 薄穗に 出で た^-と かひ やなから む (蜻 蛤 曰 記) 

萬 ぼ に 見と も 飽かめ や (萬) 

やまとべ に 風 ふき あけて 雪 はなれ そき をり ともよ 吾 を 忘らす な (丹 後 風土記 T がへ 5- 歌) 

 談  理  

(寧 靜) い かさまに 身 は 碎く とも むら 肝の 心 は ゆた にある ベ かりけ り (明 治 皇 后) 

たちな がらき たりと あは じ 藤 衣 ぬぎすてられし 身ぞ とお もへ ば (金 葉、 七) 

たのめす^ 人 を まつち の 山 なりと ねな まし もの をい ざよ ひの 月 (新 古、 十 ニー) 

に ま fr^u. 咎め じ 人 は 怒る と 怒ら じ 怒と 慾と をす て ， こそ 常に 心 はたの し め (蕃 出) 

口  ^「グ ズく ィハづ 行 ッテ來 ィ」 『ィ ハク 知レ テ ル」 などの は 逆假提 より 起り て 平 接 的に も 

用ゐら る。 

g  (口 語) 想像に 附 く (文語と 同じく も 用 うれ ど) 

死なう と 構 はぬ 

惡 からう とやる  ， 


どんな 事が あらう とも變 らぬ 

「無論 好 イト モ」 r サゥ デ ス トモ」 などの トモ は 文語 「メ デタシ トモ メ デ タ シ」 な どい ふ トモの 下略 

に て 「八」 の s に 馬す。 

r 宗論」 都 ま で， とくと 御供 致 さ う、 何 が さ て、 と く と た さ うと— も …… (口 語 法 別 記. 四 五 o) 斯 

ク靈レ ル例 多シ。 

十四 て 一の 動作より 他の 動作に 移る を 表す (此の 辭 もと 完了 力の 變 化の 如く なれ ど、 今の 

職^ 關 係 を 表すに 止る より テ - ラ ハ とす) 

s 第二 變 化に 附きて 連 卬 (中 止、 副 詞) 或 は 前提 法と す。^ ^に 添 はす。 

敎 へ て 0 く 天 高くて 氣淸し 

 副詞-一 セ ズ下ト 並立 ニイ ヘル ニヤ 

知りて 行 はす 身に いた づきの 入る も 知らす て うれしくて おうせた る 哉 (竹 取. 御 主 

人) 

帝の め ，3, ての たま はむ ことかし こしと もお も は す (竹 取、 姫 詞) 

三寸ば かりなる 人い とうつ くしう. P ゐた り (忭 取) 

n -、  r- "  よから、 フ 

一す るが 

S 連^  ^叫^ 行 四 段活及 ナ行變 格に つきて は 力と 濁る。 
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〔注 意〕 口 語 「知 ラ ン デ」 「敎へ ナイ デ」 「知 ラ ィ デ」 の デは 此の 連濁に あら す， 又 文 語 「知 ラ デ 」 等 の 

デは 打消 助動詞 の 合な り。 

g 「とい ふ」 を つむる て 

S  したっ^  (終止) 

主 格 

口 馬鹿 つ. P 何 

S 「と」 の變音 

何 テ云ふ 

s とよの 約 

花 は 櫻に 限る で 

0 東北 方 言  P と 濁る 

. (て 

さ う 0 

(で 

十 i  ■ つ ふ 重 複 (反 復) パ繼 鑌* 兼 他 (時 のみなら す、 場 處 にも 云 ふな り) の 意に て 第二 變 化に 附弋 

形容 的 及 相 以外の 助動詞に は 添 は す。 完 了 「の 重用な り。 

步 みつ、 語る  酒 をく みつ/ V をり 

筑 紫に 侍りけ る 時に 罷 り 通 ひつ  >  碁う ちけ る 人 (古) 
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する か ナガ ラをテ 二 ハ に 移す か、 兩 者 を M 額に し 

てテ 一一 ハに 人れ た り- ナ ガ ラ に は 兼 他 s 0 あれ ど 

續態を 作るな ど、 文 法 上 1  ナ より は關係 的な り 

割  

ぐり にした る をな む わりつ 、袷へ りけ る (藤 原 君)」 
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四 九 一 I 

由 布 慰の すそのに あへ る 人の かほ 家なる 母に 似 ^17 はかな し (中 東) 

十六 し (口語) 終止形に 附 きて 中止 法 をな す。 

擧問も あるし 才氣も ある 

色 も 白 い d 形 も 好：；， し 申 分 はない 

はて 來 いで 何とせ う 連ぢゃ もの を 編み つれた 身で は ある 又 どれへ やら  一. 丁く は (宗 Ai) 

これ は 動詞 爲の轉 にも あるべき か。 「第三 種」 の^と は 別物な り。 

^ の 外 は 動詞 所屬 なる ヲ 二 モガ あれ ど、 轉 用 なれ ば、 各 本來 のに 分ち て說 けり。 

第三 諸 詞に附 く 者。 

此に諸 詞に附 くと いふ は 其の 所 屬を擇 ばざる 謂な り。 そ の 名詞に 附く者 も 咨に關 せ す、 動 ，こお 

く 者 も 法 を 表さす、 自餘の 詞に附 く 者 も皆テ 二 ヲ ハ 自身の 意義 を 添加す るな りごの f を 又 二つ 

に 別つ 時 は、 

い 感嘆に 基づ く 者。 

十七 は 取り立て、 區 別し 、感歎す。 

S 名詞に 附 きて 主 格. 處 置 格 をな す。 (自餘 の 格に も 添 ふ) 

舂， 5 來ぬ われ s,^ 飮 ます 

日本 は神國 なり  is 美 し 


主格 ト^ R 格 トヲ, ヌル 力   

ほそろ， くせり とい ふ 物 g 名 は 憎 けれどお もしろ，？ 吹きす まし 袷へ る に (紅 葉 ® 

和 ご ん を  か き あはせ たりし 程け しう は あらす かし 律の しらべ は 女の もの や はら か 

に かきならして 簾のう ちょり 聞え たる も 今め きたる もの 、聲 なれば 淸く すめる 月に 折つ 

きな から す (帚 木) 

無紋の 上の 御衣に にび 色の 御 下が さね  一 § (万 フ) えい 出しき 給へ る やつれ 姿 花やかなる 御 

よそ ひよりも なまめかし さまさり 給 へ り (藥) 

古文に は n 格なる も あり。 

綱手と き ^5 と 舟 を こぎ 出. でば 我 は 浪路を こえ やわたら む @ 之) 

人の 心 こそうた て ある ものば あ れ (斐)  . 

蠅 こそ 憎き 物の 中に 入れつ ベ く 愛 ざ やうな き 糊 1^ あ れ (枕) 

殿守づ かさ こそな ほ を かしき あ れ (枕) 

何事 も袞へ 行け ど 此の 道 こそ 世の 末に 變らぬ ¥^ あ れ (新 古、 十 九) 

男 こそな ほいと 有りが たく あやしき 心ち したる もの は あ れ (枕) (コレラ モシ 同 主格 力) 

「あてき とい ひし^ 今 は 兵 部の 君と い ふ」、 ぞ そ ひて よるに ゆて 舟に のりけ る 宝 葛) (タ タ i テ 

主トナ ル、 同格 ノ主 ニナ ル) 

rs^d 尾 張の 國熱 田に 一 泊し」 「伊賀の 國は 上野 に 於いて 仇 を 討ち取り」 な どい ふ 時 の^は パ 
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四 九 四 

を 提示した る ものに て、 領 格な りと も 言 はれ ゆに 見 ゆれ ど、 尙 主格に して 下に 語 を 略せる 者の 如 

し o 

「東海道 は 尾 張の 國熱田 (の 東海 道)」 に 一 泊 し、 

「例 劐 (詳 しくい へば 伊賀の 國 S 上 野 (の 伊賀)」 に 

我 は 「讀 本 は 1 の卷 (の讀 本なる ご を讀む 

貴殿 は 東京に 住み 給 ふと や T  (そ の) 東 京 は 何 處 (の 東 京)」 に 住み 給ふぞ 

S 動詞 形容詞の 連用 法、 副 詞-接 續詞 等に 附く パ是に 前提 的なる と然ら ざると あり) 

はさまれて 足 はう づきの 時 烏鳴き は をれ どもと ふ 人 もな し (著 聞 集) 

ら す 

たれば やがて は 落ち 居る 時 あるべ し 

か 再考せ むか 


る は 前提の バ と 混じて 非な り。 さ れど 一 種の 音便なら ば， 其 の 

地方の 方 言 として 見る ベ し， 處 置 格の 川 を も 濁りて 「酒ば 飮 む」 など いふ 地方 も あるな り。 ィ ッソの 

意 味に 用う る 「同 ジ ク ハ」 は 濁らざる なり 。「もし 誤る 時ん ば」 な どい ふ は r ナク ン バ 」 「ズ ン バ ァ ラズ」 

などの^ 例に て 「ィ ッ パ」 は r ィ フ ハ」 の 音便なる ベ し 「今 日 は」 を 「コ ン 二 ッタ」 と い ふ は 「出 來」 を 「シ ュ 


行き はやられす 見す は あ 

悲しく は 思へ ど 今 は あきらめ 

斷 じて 行 はむか 見合せ む 

前提 ^ I 

さて は あまりに 未練な り 

願 ハク ハ恐 ラクハ 等の ハをバ と 濁 


ッ タ ィ」 と いふに 似たり 夂 形容詞の II 詞 法に バ を そ へ て 前提 法と する 時. 之 を 濁らす して ハ とい 

ふ^ある は、^ の^に て 誤に は あらざる ベ し， 此 の 如く 考へ もて 行く に、.^ パ 同源 かと も 思 ひな 

るな りソ 

「源 氏」 に 「同 じ く は」 を 强 め て 「お なじく こ そ」 と あ り。 

「枕 五」 に 「お な じう は あまた を 仕う まつら む」 と あ り。 

^來 たが 話 相手の ない 徐福 

敬み ば よめ ども 意 通せす 

此等は ハル コ ト ョ ム コ ト にて 名詞な らん か。 然 らば 主格な りば た ク ル 二 ハ： ョ ムニ ハ， と^じくて 

副詞なら む か。 兩 說遽に 定め 難し。 

g 名詞 及 準體首 に附 きて 文 を 結 ぶ。 『 に 通 ふ。 

^ . 吾が is や (紀) いか "はせ む 5( 伊勢 物語)  \,  • ，， 

さて その 文 は 皆^て し^と 宣へ ば (枕) 

す は 「奴 め を 手延 にして たばかられぬ る」^  (平 家) 

これ^ よ 「誠 にお はしました る」^ と い へ ば (宇 治 拾) 

^が 住む 涫の梢 を 「行 くくと 隱る 、までに かへ りえ し」 ゆ や (拾) 

さはい へ どす ぐ さ 、ざり ける は (紅 葉 賀) 

四 九 五 


四 九 六 

比の 叫盖 叫の 第 一 義な るべ し。 今 言 に 引と 轉呼 し、 音 便に は l と 延 ぶ。 而 して 終止の 語に も 添 ふ „ 


まあ 好い わ 

又 どれへ やら 行 

撥音の 下ナ となる。 

某さん などうな 

促音の 下タ となる。 

n シ 一一 クタ 

今日た 

十八 も 婉曲に 

S 名詞に 附 いて 


知ら 5 わい 止し ませう わい 聱貰 ひおうしたら えいわ い (狂 言 記) 


くわ 拔殻 行きます る わい の (宗 論) 

すった (コ レ或 ハ本來 ノ^ 力) 


感嘆し、 重複 を 表し、 逆說 の接辭 にな る- 

主 格. 處 置 格 をな す。 (他 の 格に も 添 ふ) 


暮れぬ  湮草も 吸 はす 茶も飮 ます 茶 も 酒 も 嗜好品な り 何もな し 


は 金と 純金な り 

主 

(も 

愚ん 愚な り 

一の 


訛 も 知れり いづれ も樣 いつもに 變る いくつもの 

主 


いみ じと も 1、  ^  i 十 二 年 

、 み じく， J しるし (九 月 四日 案 


疑問に つく 時 は 無論 ご 切の 義を なし 、「か」 の 如く それ を こめて 一 體 言の 資格に もなる。 

S 動詞. 形容詞の 連用 法 及 副詞. 接續 詞に附 く。 


〕れ 


S ひも 寄らす  いひ も 兼ぬ  聞いても 下され 辛くも 老いたり 覺 束な くも 呼 


ぶ 小 ft!  さても 今宵 は 明月な り  智 にして 而も 仁な り 

 ?_\ アルべ キ (反語)   91\ アルべ キ (0) 

さや はとは われ はお も へ ど 人 言 に 又 さも やと もお も ふ顷哉 

\ぉ も ふ ものから  \ま で ふ 

でもの 意に 當る もの。 

などて す こ しい 世に 從ふ心 をつ かひけ む 

S 動 詞. 形 容詞の 第四變 化、 及第 ニ變 化に 附 きて 逆 態 前提 法 をな す。 順 態 前提 法 も あ り。 

矢 は 常 ら ざ り 痛手 はお ひ ぬ (平 治) 

人 はいみ じくた けく も 力 及ばぬ ことなりけ り (愚 管 杪) 

蕖 鳥なら ^> 羅に 入りぬ 獸 なら 狩 場に あ り (八 犬 傳) 

我 身 只今 人と 等しくて むがな 報せ むと おも ふ も 胸 はし る (落 窪、 阿 漕) 

クキ ヅ カズ 乇 

杖 衝毛不 衝毛吾 は 行かめ ども 君が 來 まさむ 道の しらな く (萬. 卜 三) 

上田 秋 成の 文 反古に^ I 庵 へ や れる 「山 に 入る かしこき あとに なら はすもう き^の 道に まよ ひ 

てぞ來 し」 と あ る を 六帖 詠草に は 「山 に 入る 人の ためし はなら は S  ；め 憂世の 道に まど ひて ぞ來 

し」 とか へ て 引けり。 

S 終止せ る 語に 附 く、 感嘆な り。 

鴛 鳴く  ^  綱手 かなし^  かねて 著し：； B 

(附記) 春 樹^ 抄 

四 九 七 


四 九 八 

S 重ぬ る、 又 にて 兼ねた る 

^詞を や はらぐ る (鶯 だ に も、 玉 にもぬ ける) 

休 r 色よ り も、 年 をへ つ X も) 

十九 ぞ 指し 抑 ふ。 「其」 の 濁れる なるべし 「そ」 とも 淸む。 

S 名詞に 附きて 主 格. 處 置 格 をな す， (他 の 格に も 添 ふ) 

晚 く  ^T\」 &ふ  虱 ぞ强き  矣く する ぞ 善 き  膽太き ぞ 男 は あらま ほしき 


晏 司 

矣 言 

2 


誰ぞ ある 何ぞ 見出で よ 誰 そ 彼 

それ^ 辭世 さても その後 さる 程に 殘る 櫻の 花し 

につける は^と 近 し。 さ れど 疑問の 意 あるに は あ 

動詞. 形容詞の 連 川 法. 前 提 法. 及 副詞. 接續詞 に附く 


^ ぞ も 

匂 は、 二 近 松 自贊、 松 山 米 太郞所 藏) 

ら す 

X 前提 法 == 假定 あるべ き か。 逆 はな からん) 


思 ひ ぞ欵く  來れば ぞ 歸 る 

—  /て ぞ  I 

よく ぞ來し  又ぞ 行かむ 


されば ぞ人も 譲く める 


何 す れ (ば) ぞ 斷行 せざる 

朝 髮の念 ひ 亂れて かくば かりなね が こふれ ぞ 夢 

わが まちし 秋は來 りぬ 妹と あれ 何事 あれ ぞ 紐と 

時々 の 花 はさけ ども 何す れぞ 母と ふ 花の さきて 


に 見えけ る (萬、 四) 

かざら む (萬、 十) 

こすけ む (萬、 一 一 十) 


お 3 第 TO: 變化及 名.^ に附 きて 文 を 結ぶ ^  - 動 形 や ^-^ 勤 ぎ 

R はよ き .^  此は 彼が， きたろ. そ  彼 は 誰ぞ 

り^ は 語 を 起す^ にて 係 と い ひ、 之 を 結ぶ に は 卜 第四變 化 を 川う 此の S は 係に あらす 語 を 仰 へ 

. ^むる に て，， 皺 は 體 言 と し て 受 く る な り； 此 のぞの 上に ナ ルを 略せり と^る 說も あれ ど、 ナ リ の 代 

に， ソと 抑へ たりと：^ る 方 然るべき か 

な ま な ^ れ そ 

など^. ：!= なる に は 第二 變 化に 添 ふ X 力， サ 變格は 第 一 變 化に) 

人 をな ふ 人種 も ありと、 ぞ 

など は 下に 動詞 を 省け るに て 係の なり。 

.1?  — 

天に. ます 月 ー改 男 まひな はむ こよ ひの 長き &百 夜つ け そ も (六 帖) 

\ は せむ (萬 六)  \ 者 (萬 六) \> こそ S 許 S (萬 六) 

W ぜ (口  I© ぞの轉 にて 少. し 和け たるな り，^ と 同じく.； 乂を抑 ふ るに 用う 伹 「何、 ぞ ないか」 「誰 

^cg ない か」 な どの 場合に は川ゐ す。 

雨が 降る ぜ  早く 起きよう ぜ 

面白い^  それ は棄 てるんだ^ 

〔附記〕 ぞ よより ぞ えとうつ るか ぞ よの 約な らん。 

四 九九 
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ますえ = まっせ- 

音便 力 


-し たぞぇ 4 ぜ 


わたし や 西 京の もの どす え 

S 

何 ぞいな 

十 し 

結ぶ ことな く、 下 語の 法を變 せ す 。用 法^の S S に 同 


をし 戀 ひば あは ざらめ や は (古) 


う ゑ し う ゑ ば 秋な き はや 唤か. さらむ 花 こそ ちらめ 根 さ へ 枯れめ や (十 U) 

太 政 大臣 禪師 の理の 如く 勸め行 はしめ 敎へ 導き 給 ふに 傲 りて し かく 奇しく^き 驗 は顯れ 

給 へ り (宣 命) 

^雪 光の 如く (無量 壽經) 

三 問の 萱 屋 ^1^3 は 土 編み 垂 れ (藤 原 君) 

S 文 を 結ぶ。 口 語 方言。 

さう だっし (束 北) してる の やひ (大阪 ) 

S 中止 (口語 活詞辭 の 第三 變 化に 添 ひて 中 i 法 を 形造る ものなら ん。 說 明 も 例 もな し—) 

二十 I な む (な も) 闪 に似て 稍 婉曲に 咏嘆 する 意 あ り。 文， の 結と なること な く、 係 なる を 

結ぶ に は 第 四 變化を 用 う。 用 法ダの S  S に 同 じ^,^ は 古 し。 共 に 散文に 多 く、 歌 に は 少し。 

月 をな む 見る  漕き になむ こぐ 

しかな む 思 ふ されば なむ 我 もい ひたる 

思 はむ 友と 對ひ 居たら むな む うれし かるべき  さるに よりな む 

身 まかりて なむ 誠の 名 は 定まるな る 

云々 とい ふ 言 に 在る らしと な もお も ほす  此の 尊く うれしき 事 を 朕獨 のみや 喜ばむ と 

念 じ て g 太 政 大臣 朕が 大師に 法王の 位 授け まつら く (宣) 

五 〇 1 


五 〇 二 

...... . …：. 二 禪師等 …… 世間 乃 位冠 乎 波 不， 樂伊末 猶チ得 ^ 夭 (第 四十 一詔) 「逆 確提法 (逆假 

誤 力、 メ ゾ ラシ 

5 疋 法 モ) に つき 得ば、 この 點ぞの 所屬と 異なる こと 、なる」 

は 文 を 結ぶ こと ゾの 如くなら す。 

1 言 かくな む (申 ス) 

昔の 男 は 髮を結 ひけり とな む (ィ フ) 

中將 召しつ れば なむ (ヮ レ參 リツ ル) 

二十 二 こそ 强く 指して 取り 立つ。 

S 名詞に つきて 主 格. 處 置 格 をな す。 叉 11 格に も 添 ふ。 

g 動詞 形容詞の 速 用法. 前提 法 (逆 を 除く) 及 副詞. 接續 詞に附 く。 此 等の^ その 係 を 結ぶ は 第五 

變化 にて す。 (結ば ざ る も あり) 

常 磐な る^ そ 立てれ 

ま たぬ しも こ そ 待つ に まされれ 

云々 の 装した る こそ 重 盛よ 

人 こそ 見 え ね (ド) 秋 は來 にけ り 

古 ま 皆 かく こそ ありければ 人の 心 もすな ほに こそ あり けれ 


更に こそ 信ぜられ ね (火 ^) 

^花 さきこ そ 匂へ  . 

君 を 思 へ ば こそ 忠 吿 も す れ (に- m 心 ハ ズ バ セ ジ) 

明日まで も 延 ベ ば 、 J 一て 吉野 法師も^ 良 大衆 も 入る ベ け れ (保 元) 

铙 なす 我が 忍 ふ 妻 ありと 一 百 は  >  こそ 家に も 行かめ 國を もしぬ ば め (允 恭 紀) 

此の 山の つきば のみこ そ 此の 川の 絕 え ば 『み ， 〕 そ 百 磯城の 大 宫 所 やむ 時 あら め (萬) 

此の 終の 二 例の 如き 順假提 法の 下に 語 を 略して は， 反 語 に 川うる な り。 

國の 上な ど 思 は >  、 _ そ (殊 勝 二 モ ァ レ) 彼 は 自己の 利より 外に 知らす 

君が代 を 何に たと へむ と 思へ ども^な きもの は あらば 、 〕 そ (謦 フべキ 方 モ) あ ら め (頼 政) 

の 下に ァ レ ァ ラメ など 受 くる 其の 間に 語 を 略す る 一 種の 川 法 あり。 

忍 ぶ 人の あらむ 程 、 J そ (云 々 一一 モ) あ ら め (ド) そ も 又 程なく 失せ て (徒 然) 

花 もやう /\ けしきだっ^ こ そ (云 々 二 モ) あ れ (ド) 折 しも 雨風う ち續 き (同) 

此の 一 節 錄し跟 る こと 月 も 曰 も  一 _ そ (？) あ れ 七夕 なれば すな はち 孟津抄 と 名.. つ くると ころ 

な然り 

(77^ は^: S 兩 方に 關 し， 理 論 的 感情的 を か ぬ) 

尙 次の 例に 依りて 考ふべ し。 I 

艽 〇 三 


五 〇 四 

里に すめ ども あこより 外に 見え 通 ふ 人の あらば こ そ (俊 蔭) 

日 比め されぬ 所 にても あらば こ そ (平 家) 

別の 御 使 にても 候 は V こ そ (平 家) 

袂も袖 も あらば こ そ (卒 都 婆 小町) 

秋 をお きて 時 こそ あり けれ 菊の花う つろ ふから に 色の まされ ば (古 今、 秋) 

常に 行く 道な く ば こそ 世 をう みに あまの 乘 りたる 舟 も 慕 はめ (歸ほ f 教^  W) 

天地 もよりて あれ こそ いは しの 淡 海の 國 の (萬) 

後 湍山後 も あはむ と 思へ こそ 死ぬべき もの を 今日まで いけ れ (萬) 

梅 一 本 あれば こそ あれ 賤 が 家 の 軒 (に 茶 をうる のべの 細道 

朝夕に みれば こそ あれ 住 七 口の 沛 より をち の 淡路島 出 (永 仁 六 年 津守國 冬) 

x^r に-一 ァラ ズ 

いはねば こそ あれ 戀 しきもの を (古) 

年頃 も あれば こそ あれ その 事 またむ 程 あら じ (徒然) 

カク \  I 一-、 ハコ ソの 義— 

そこ 立って 失せぬ かと 叱られて もお ぢる にこ そ (傾 城 反 魂 香) 

いかな ど を 通す に こ そ (同 上) 

聊を しいと おも ふに こ そ (同 上) 

V, ザ ン ナ レ の 事 は 格の 處に說 明せ り。 副 格 以外に 附 かぬ ものなる こと を 忘る ベ から す。 人 犬懔に 


j よき 敏に こそ ござんな れ」 と い ふ 滑稽 あり。 


木 曾 殿 「さて は 不便の 事 を も 申す ござん なれ 誠に は汝 下りて 馬の 草な ど を も 構へ さ せよ」 と 

ぞぉ ひける (平家) 

稻葉は 我が 領の 土産 乞 ひ 受けて 奉行 頭 人に 送らん 苞苴の 料に こそ すれ ござん なれすべき 

樣 こそ あれ (藩 翰譜、 京 極高廣 の詞) 

この 白 石の 文 も 陉 しきもの なり。 

さても 奇 れいな 家作り かな 此の 如く 中よ そうに ひっしり に 建てなら ベ た 事 は田舍 などに 


ござ つ て こそ (狂言、 張 蛸) 


かやう の 大慶の 事 は ござって こ そ (同 上) 


入相 ごさめ れい そ が (せ) 給 へ (謠 曲、 通 盛) 

o  C  蚓ナ ラン 

雨 ごさ (ん) めれ (同、 絃 上) 

\  二 

〇 す はや 究竟の 事 こそ あれ (太平 記、 阿 新) 

S  (古 語) 呼 掛 にて 呼 格 名詞に 附く。 結に 關せ す。 是 は S の轉 用なる ベ し。 今 の^に 近し。 


我が君 こそ まづ物 聞え む (枕) 

北 殿 こそ 聞き 給 ふ や (源)  ぶ Bp." 


花 こそと いふ 文字 こそ 女 童な どの 名に しつべ け れ (宇 拾) 

五 〇 五 


ノ 


五 0 六 

父 こそと 呼 ベ ば 忠 行 何 ぞと問 へ 

S 苦 語) 希 0 の 意 にて 動 詞. 形 容詞の 

りの 轉義 なる ベ し。 

鶯 のまち がて にせし 梅の 花 散ら 

わたつみの 豐旗 雪に 入日 さしこ 

せられた るに て、 形 容詞に は 願の 

大 原の 古り にし 里に 妹 をお きて 

「津 の國 のな に はお も はす 山城の 

あそびの みこ そ (萬 五) 

酒に うか ベ こそ (萬 五) 

五 百夜つ ぎこ そ (萬 六) 

吾に 告 けこ そ (萬 七) 

衣 すらむ に ほひ こ そ (萬 十) 

はやく 行き こ そ (萬 十 一 一) 

やます 見え こ そ (萬 十 一 一) 


ば兒 のい は く (今昔) . 

第二 變 化に 附 きて 文 を.  ノ、 指して 取り 立つ るよ 


す 阿利 許 曾 思 ふ 子 が 爲 (萬 五) 


ァ キーフ ケク. 


よ ひの 月夜 淸明己 曾 (萬) (或は 此の コソの 下に ァ ラメな ど 略 

キヨ ク テリ 

サャケ カリ 

コ ソ附 かざる にも あるべ し) 

吾い ねかね つ 夢に 所見 乞 (萬 四) 

と はに あ ひみむ こと をのみ こそ」 などの 省略に も 希 ふ 意 あ 


二十 三 や 

二十 四 卜 ゆ^  より 出で、， 呼掛 にも 疑に も 問に も 疑 II にも 反お にもなる ^嘆と 疑 

^'と は その 區 別の 明暸 ならぬ こと あ り。 是 此の 辭の 性質 上巳む を 得. さろ ことなり。 

や = 胸中 S 疑、 他 R 不 定， 緩 長。 

か = 胸中 や、 期す る 所 あ り。 質 ^ 不定 にても 一 定の範 園 あ り。 急 短" 

(天) 疑問 

V 名 詞. 代 名 詞. 川 言 の 連用 法. 順 態 前提. 法に 附 く。 此 の 係 を 結ぶ 用 言 は 第四變 化に てす。 

卞 格の 外 二 は 格 を 表す テニハ の 添へ る に附く  Ts^ 飮 む」 など 處置 格なる は 極めて 少し 

S: 疾 き 把— ^ 遲 き ョ 來 る 

g>5 ある  春 立てば 花と や 見ら む 

何とか 言 へる  君より や 勝れる 

め I！ 詞 以下の は • 

君 は ^¥1- 來 たる 歸 る 

、知れす t  P と ちはやぶる 神 さ ぶ るまで 君 を こ そ ま て (新 古) 

花な き M に 住み や な ら へる 

見ての みや 人 に 語 ら む 

五 〇 七 


五 〇 八 

た ど り か 行かむ 文の 林 を 

遲 くや 見た る 

如 tf ならむ いはほの 中に 住まば かば 世の 憂き ことの 聞え 來 ざら む (古) 

ひ あてに 折らば や 折 ら む (同) 

1 1 者 也  之— ヮスレ タラ ム 

衣し も 多く あらな む 取り かへ て 着な ば や 君が 面忘而 有 (萬 十 一 ) 

百 敷の 大宮人 は 暇 あれ や. 梅 を かざして こ、 につ どへ る (同) 

久方の 月の 桂 も 秋 はな ほ 紅 葉 す れ ば やて り まさるら む (古) 

人 そしれば か 今し はな ひる 

お ほつ かなうる まの 島の 人 

我がせ こに 又は 逢 はじかと 

雪 もな くそら すみわたる 天 

たが 爲の錦 S^TS 秋 霧の 

いかなる もの ， くる ほしに 

御前に て 琵琶 を ひかる ， 『レ 

は あら じ (家 長 日 記) 

公 實 (中 略) 議 者 モ實資 ナドャ 


^^や 我が 言 の 葉 を 知らす が ほな る (千) 

iTTISl^ 今朝の 別の すべな かりつ る (萬) 

の 川 <fT 彥星舟 わた すら む (落 窪 J  二) 

佐 保の 山べ をた ちかく すら む (古 今) 

て か 侍りけ む 

0    0 

とも 度々 侍り き。 始 めた る 事なら ば や 臆して 侍る ベ きた V 事に 

ゴソ  ケレ 

—  I  (コ ソアラ メ に 近し) 

ゥ 二  & ハ レ シ フ ハ ァ ランズ ルタ， 、外 舅 ニナ リタ ルバ カリ 


ニテ マサシ キ攝兹 ノ子ゥ マゴダ 二 へ ヌ人コ ソォホ カレ、 イカ 二 公實モ サホド 二 ハ忍ヒ ヨリ 

ケ ル 二 力 (愚 管抄四 「鳥 羽 院踐祚 ノ時ノ 條」) 

大作の 大納言の 人 や 舟に のりてた つ 殺して そがく び 玉 とれる とや 聞く と はする に (竹 取 )| 

疑問 ノ 重む 

 と よ み て ま し や (土 佐) (燈 二 「まし や」 ト ィフ ッ.、 キナシ トァレ ド， 「われ 驚 に 劣ら まし や は」 

「花と 見 まし や」 トモ ァ リ) 

^ 降と なら， さるもの。 

ィ 並立 格に 附 ける は 下の 結に 係ら す。 さ て^1 は 並べ たる 中に 一 つ を擇ぶ 意な り.」 や 1 は ^ 

？ 1^ の 如く 輕く疑 ひて 其の 等 類 を 指す。 

, ^^の けしき 

S.I 麥酒ゃ を飮 みたし 

後見 や 何 やと かねてお ほし か はすと も (竹 川) 

『や 匿 や 笙の 笛蓽篥 など 吹き 合 せ (榮 花) 

^  などな つかしけ にもたり て 食 ひ (蜻 蛤 日 記) 

^ とかけば こそ あらめ (夕霧) 

羨 し とい ふめれ ど皮蟲 くさき 世 を も 見る 哉 (堤 中 納 言) 

五 〇 九 


五 1 〇 

皆 人 は 花や 蝶 やとい そぐ 日 も 我が 心 をば 君ぞ しりけ る (枕) 

レ 副 格 名詞に 附 ける ものの 中、 W の み。 

物 思 ふと 過ぐ る 月日 も 知らぬ 間に 「今年 も 今日に 果 てぬ」：^ 聞 く (後 撰) 

近 江に 力 ありと い^なる みくりく る 人 くるしめの つく ま 江 の 沼 (褒 拾) 

彼の 人 は 今日は ^^IT^ 行ける 笞 なり 

r 咋日カ も 霰 ふりしか 信 樂の外 山の 霞 春めきに け り」 (詞 花) は 副 詞に附 けるな る が、 此 に 準す ベ しリ 

(葵上 源-一) 四と せば かり ，れ この かみに おは すれ ば (紅 葉 賀) 

に 疑詞 につける 中 に、 是 も^の み なる が 稍 新 し， (も トノ 關，) 

調ぉ 來 たり 役 に 立 つ ベ し 

何處か ！i 行かむ い づ れ か d 取らむ 

何時 力 見し 事 あり 何故か 時計 止れ り 

何とかい ふ處に 住ませ 給 ふ (堤、 花 櫻) 

の 人 (太閤 記， 五) 

當時 味方に 柬國の 勢 一!: 衝騎か あ る ら め ど (平 0 

g 文 を 結ぶ" 

ィ 力の み 名詞に 附く。 


春雨の 降る は淚か 

はる、 夜の Is 川 邊の螢 かも 我がす む 方の あまの 燒く ^が^ 勢 物 語) 

か ， る 夜の n; に 心 やすく 夢み る 人 は ある もの か (橫 0 

うちとけて いぬる もの か (夕 顔) 

口 語 方 言 には^に て 言 ひ 切る 處も あり。 

^ 用 首 第三 變化及 終止に 準す ベ きものに？ 'つく。 

^ 用 言 第四變 化に I 力，' つ く。 

あり や  あるか  なり や  なる か  忍 ひき や  思 ひし か  よしや あしや 

早き か遲き か  物 を ば 思 ふらむ や 

^ し や， と 草 むら ごとに. N ち 寄れば 暑 さぞ まさる 常夏 の 花 (六 帖) 

. 數 ならぬ 我がみ 山べ の 時鳥 木の 葉 がくれ の 聲 は ^^(後 撰) 

思 ひ 出 づ や みの、 を 山の 一 つ 松 契りし こと はいつ も 忘れ ，H 伊 勢) 

蟋蟀 夜寒に 秋の なる ま、 に 賴^^  0 の 遠 ざ かり ゆ く (新 古) 

多く 拾 ひとりた る も 嬉しから ^1 や (枕) 

心お かれ q^l^  (蒂 木) 

近 代， 第 四變 化に も， f を 添 ふる は、 そ れを 終止 法と 訛り たれば なり。 

五 一 一 


五  一 二 

旅の 筌 雨の ふる 曰 はくれ. 5 別と 思 ひての ち も 行く ぞ 久し き (玉 葉、 爲 兼) (千家 尊 孫、 の 誤 と 

指摘す) 

猶 しばし この 一 ふし は 恨み は てじなし かとお も ふな さけ もぞ見 る (風 雅、 永 幅 門院) (同 、「な き か 

の 誤」 と す。 な じ か にも や) 

コ ハ 威ナリ   

淸正京 城より 直に 東北して 北韓に 出で しゃ 或は 平壤 海道 を 進む 半に して 東行せ し 『確 な 

らす0(^^ ト ハイ ハレ ズ 。け む や トイ フべ シ) 

後ノ 一  1 テ 威力 

衣更 せん や、 さ 公達 や。 

午钣 をす ますが 否や 門外 を 過ぎる 電車に のつ て (永 井 荷 風、 冷 笑) 

\ャ 

二  (古 語) 第 五變 化に も ャ，. ^附 く。 但 ノヤの 外 は 稀な り。 

古 を 仰ぎて 今を戀 ひざらめ かも 

今更に 雪 ふらめ や も 陽炎の も ゆる 春べ となりに し 者 を (萬) 

母な しに 汝 生り け め や (紀) 

1 日 も 妹 を 忘れて 思 へ や (萬) 

まひな しにた V 名のるべき 花の 名 な れ や 苦) 

花 なれ や 外 山の 春の 朝 ほらけ 嵐に かをる 峰の 白 雪 (新 勃) 

川上 や あら ふの 池の 浮蓴 憂き こと あれ やくる 人 もな し (後 拾) 


•C  ^ 城 之大 せ：： 人 者 暇 有 也^ 乎 揷頭而 此間枭 有 


此の 終の 類 は 前提 法に 附きて 下に 「ァ 

(地) 感嘆  にて は^の 川 多 く， 力 は 

^  ^ 命令法. 終止 法に つく" 


ラ ン 」 など を 省け る 者と も兒 

少し • 


る ベ く、^ 攻究 を耍 す， 


なけ や^  のめ や 歌へ や 


有 明の 月 だに あれ や 時鳥た V ー聲の 行く 方も见 む (後 拾) 


かけじ や 袖の ぬれ もこ そ すれ 


うらめし や  あさまし や 


更に 擎投け すつべし や (梅が 枝) 


いみ じく ぞ ある や  あはれ い 

r 薰ヲ」 Lrls, ぶ る やと 聞き 

いまやう の 葵 八 花形の 鏡 まきゑ 


と 寒し や 

にく  ， めでさ わ ぐ  ^ さ 

らでんの 箱に 入れた るに 向 


それ はさきら めけ どく もりやす くぞ ある や (大 鏡、 後 一條 帝ノ 

イナ シ 

まろ は 世の 人の やうに 甲い ふ、 ぞ別 死ぬ や— こ ひしゃな ども 聞え 

從  0  ィ ハン ヤノ ャ -ーテ 疑 

よしや  まして や 


へ 有ら まほし かりき や (竹 川) 


ひたる 心地した まふ やいで や 

段) 

す 云 々(落 窪、 中 將詞) 


第五 變 化の 終止 法に 準す る 者、 亦 ャを添 ふること あり。 

五 1 三 
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苗代 水 を 空 に 任せ て (新 古) 

ざ 乙て けぶ もく らし つ (司) 

なき 人に かくる 心 は (千) 


も あれ や 衣う つ 聲 (新 勑) 


レ ャ 


• 何 德之衰 


や この 花 


とも 分かぬ 戀も する 哉 (古) 


準お 提 的に：！^ 句ん-つくる もの。 

天つ 風 ふ  <  や 錦の 砍の 手に なびかぬ 草 は あら じと ぞ忍 ふ (國 臣) 

如何 有 哉 人の子 故ぞ通 はす も 吾 チ(禹、 卜 三) 

有栖川 同じ 流に か はらね ど 免 しゃ 昔 の 影 ぞ 忘 れぬ (新 古) 

その 始束 京 に ^51^ 東西 を 辨ぜす 

口 力 は述體 法に- 

行 く 人 を ^vl^ 野べ の 花 薄 こよ ひも こ ， に旅寢 せよ と や (忠盛 )( コノ とや ノ下 ニハ略 

朝锊に 御門に たつの 市 なれ や 鮎の 子 あきな 草 (世 m 歌) 

うつせみの 世に も 利 た る か 櫻 花 さくと：^ しまに かっちりに けり 

に 似た る もの。 

川風の 凉し くも あ る か. 打 寄す る 波と 共に や 秋 は 立 つら む S 之) 

形容詞 -ーモ ックカ 

綾の きぬ 麻の 袂 もす .y しき かけ ふ 夏 川に 大祓 して (貴賤 夏 祓、 重 胤) 

E 名詞に ついて。 

" 文 を 結ぶ。 

面白の 景色 や 有りが たの 

玉に もぬけ る 春の w„s 


五 一 六 

と ヾ むべき ものと はなしに はかなく もちる 花 ごとに たぐ ふ 心 か (古) 

\ の 野の カ= 井手 今诚 

蜣峨 野路 や 秋の 行く へ をと めくれば 雙が 岡に 時雨 ふるな り (椎 名 ひで) * 

I にノ格 ニヤ  . 

口 ャ のみ 呼 格 をな す。 場 合に よりて は 接尾語 風に 「創..^ 3  」「^^  」 な ど 用 う。 

人々 の 蝶 や とめ づる こそ  (堤) 

S. 入らつ しゃい 

檀越ゃ 然もな 言 ひそて こら 我が 課役 はたらば 汝 もなから か む (萬) 

何となく ^^.3 を 見る 程に 春と 秋と は 幾 めぐりし つ (風雅) 

此の 花や 紅葉 は 並立 格と 見る ベ き が、 感 嘆なる は尙呼 格より 來 たるな り。 賴 政 集 中、 小 侍從が 歌に 

「雪と だ に 見る ベ き 花の など やさ は 雨^ みぞれと ふらむ とすら む」 と あ るも是 なり 「5: 詩」 rsF 

や 躬 恒」 など は 前に 言 へ る 疑の 並立なる ベ く、 並 立の，？ にニ樣 ありと いふべ し。 

世の中 はう きふし しゅし 篠原別 旅に しあれば 妹 ゆめに 見 ゆ (新 古) 

古池 や 蛙 とびこむ 水の 音 

三 島 江 や 露 もま だ ひぬ あしの 葉に つのぐ む ほどの 春風 ぞふ く (新 古) 

朝霧 やた つたの 山の 里なら で秋來 にけ りと 誰かし らま し (同) 

獨立 格と して 修辭上 一 種の 意義 を 含む る も あり。 

此ロ  f 不答之 口 (記 上) 


八 千 矛 3 神の 命 や (記) 


汝 がみ こやつ 

この 蟹. やい づ 

H 語句の 中 

す く  と わ 

s 副 詞. 感 動 詞 


是 において か 

さぞ 10* おもし 

よしや 免る と 


誠 や 人 は 感情 


今や 文運 隆盛 

^  あはれ 

又 牛馬の 


秋 は來ぬ 今や 

^ やの み 順 態 

さ 來ば 鳴き 


ひ に 

く の 

- 一 も 

,， 、 

力 レ 

に つ 

君子 

ろ か 

に よ 

年 を 

ま が 

假 定 

も ぶ 


力 

ヒ 

.=4 

り 


らむ とかり は 

- 一 へ已 £ 

<4 ぐ ln、 

せば^ 木幡の 

^ は 少し。 

り 

む 


て 動く ものな りけ り 


こむら し (記 下) 


道に あはし、 をと め (記 中) 


の 日 や 天氣晴 

可 申 候 (丈 山) 

のきり す 

提 法に 附 い て 

なむ 時鳥 まだ 


いなやお も はじ  す はや  いで や 


よな く なかむ 風の 寒き に (古、 物 名) 

願の 意 をな す。 (是は 希望 の 助動詞の 處に 言 へ り) 


しき 程の 聲を 聞かば や (古) 

五 一 七 


や 
よ 


五 一 八 

あたら 夜の 月と 花と を 同じく は 心 知れら む 人 に 見せば や (後 撰) 

(人) 疑詞 と叫刮 

s  ^^の 別 極めて 言 ひ 難 し。 さ れど 其の 差の 語調に ある は 疑 ふ ベ か ら す。.？ は軟に 婉曲 

に て、 其 の 方より 言 へ ば 意 深 し。^ は 硬く 急に、 其の 方より 言 へ ば 意 淺 し。 此 の 兩辭は 叫 刈と nT^- と 

の關 降に 相似た り。 さ れ ば 

故鄕 のなら しの 岡の 時鳥 言 傳 やりき 如何に 告 ゆき や (萬) 

を 「告ゅ しか」 叉 は 「か 告 ゆし」 と いひて は 全く 作者の 意と 異なる 者と な る 「「思 ヒ キヤ」 を 「思ヒ シ 力」 と い 

ふ も當ら す。 「月 力 モ」 を 「月ャ モ」 と 言 ふ は、 さ る 語 もな くよ しあり とも 相應せ す T 景色 ャ ナ」 を 「景色 力 ナ」 

と いふ 時 は 强き樣 なれ ど 意 薄く 聞 ゆ。 又 ^別の 用法の 差 ある 處 よりも 推量る ベ し。，？ は 終 丄を自 

然 に 受 け、 糾 は連體 を體 言 として 受 く。 ャ は 命令に 附け ども 力 は然ら す" ャ は 二に 親しく  ニヤと い 

ひ、 そ の 意 に て ヤラ川 より ャラ とい ふ 語 を 作 り、 力 はトに 親し く、 ト 力と 結合 す。 又 

^ 疑詞 には^' を 添へ てャを 添へ ざる を 本 刖 とす。 一 ィ 力 デ. 力」 「何 カ苦シ 力 ラ ム」 「誰 力 言 フ」 「ィ ッカ」 

な ど 最 自然なる 語調な り。 

荒れに けり あはれ 劁 代の 宿 なれ 別 住みけ む 人の 音づれ もせ ぬ (古) 

^が爲 に 引きて さらせる 布 なれ f 世 を經て 見れ ど 取る 人 もな き (古) 

さ を 鹿の 妻と ふ 聲 も^^な れ别夕 はわき て 悲し かるら む (千) 


此 等の ャは 疑問詞に 附 きたる 變 例の 如く なれ ど、 熟 考す るに 然 ら ざ るが 如し 抑 疑 詞には 疑 ふ あ 

り、 問 ふに も なれ ど、 唯 不定 不明の 者 を 大凡に いふ 「某」 の 如 きもの あり て、 此 は 下の 結に は 係らぬな 

り， ：i に舉 けた る 「幾め ぐ り し つ」 の 如 き 是 な りつ 其 の 外 「lf¥ 解くべし と见 えぬ 雪 か な」 「道の くに S 

は あれ ど鹽 竈の 沛こ. ぐ 船の 綱 乎 かなし も」 (古) 「長 濱の眞 砂の 數も if ならす 盡き せす^ ゆる 君が 

御代 か な」 (舍) など 此 の 例な り。 今 右の 三 歌の 如き も、.^  ^  ^ の 疑詞は 下の 語に 係る こ となく 、「幾 

代ノ. M ナリト テャ」 「  布 ナ リ ト テャ」 「イカ ナ リトテ ャ」 とや う に、 ャ の 前にて 切れた れば 、そ れ を 普 

通の^ にて 受けた るまで なりと 思 は る。 (「 詞 の 玉の 緖」 「廣日 本 文 典」 の 說は 異な り) 乂 

程 もな く戀 ふる 心 は 何 なれ や 知らで だに こそ 年 は^にし か (後 拾) 

山 かゆに 住まぬ 心 は いか なれ や 惜 まれて 入る 月 も ある 世 に (新 古) 

此の 例なる は 「チルダ」 の 意に て^ は 感嘆な りと いふ 說も あれ ど、 前例の 如 く 「何 ナリ」 「イカ ナリ」 と 切 

れ たる^ 味の ものに 附 きたる と 見る 方、 妥 當 な る ベ し リロ 語 「何デ ス 」「 何デ ス 力 」「 何デ ス ネ」 「何デ ス 力 ネ」 

など 參 照す ベ し j 

世の中 は 如何に や いかに 風の 音 を 聞く にも 今 は 物 や 悲し き (後 撰) 

大方 は なぞ や 我が 名の 惜しから む 昔の 妻と 人に 語ら む (同) 

琴 の 音 は やか ひなき 棚 機の あかぬ 別 を 引きし 止めね ば (拾) 

な 、やや かくさ も 暮れが たき 大穴 H ぞ 我が 待つ こと は 有りと 知らす や (千) 

五 1 九 


五 二 〇 

梅が 香 はしる ベ が ほなる 春風の 誰が 行く へ ともな どや 吹き 來 ぬ (風 雅) 

い つ ぞ W も 花の 盛に 一 目 見し 木の もと さ へ や 秋 はさび し き (總 角) 

此 等の 中 「ィ 力 二 ャ」 は 感嘆な り と し、 其 の 他 は 特例な りと 云 ふ舊說 なれ ど、 愚 考 に は r ィ カニア リャ」 

「ナ -ー / ャ」 「ナ 二 トァリ テャ」 とやう に 直接に 係る にあら で、 疑詞ぁ りて 而も 其の 意の 上に て 切れ 

たる 者 を^と 受けた るに て、 尋 常の 疑の^ にて 差 支な しと す。 か くて おのれ は 「い づ れ 勝れり」 「我 は 

何なり」 など の 類 も 實は奇 にあら すと し 、「何 ナリヤ」 を も 是認す る 者な り。 隨 つ て 書簡文に 

如何に 候 ふ^ 

は 例 も 無 く、 且相應 せ ぬ 調子な り。 「ィ 力 -.、 二 候フ」 と 切れた る もの を.？ と受く る、 更 に 難な し T 如何 哉」 

と い ふ も 「候」 を 略した るに て 不可な し Tw„^ ァ ル」 な どやう に 疑詞に 直に 附 きて 下の 語 を 起す 者と 

の 區別を 見出す はさして 難から じ を や。 萬 葉 集 二の 飛鳥 皇女 殯宮の 歌に 

かも 吾が 大君の 立た せば 玉藻の 如く ころぶ せば 川 藻の 如く 靡か ひしょろ しき 君が 朝 

宫を 忘れ 給 ふや 夕 i 呂を そむき 給 ふ刊 

と あ る も 「何 シ」 に 直接 に^と 附き、 「ナ ニシカ モ忘レ タマ フ、 ソ ム キ 給フ」 と 切れた る 語 をャと 受けた 

るな り" 

何ぞ怪 まむ や 


、けむが 

いかで さる 理 あるべ.; き や 

き 


此等も 從來は 感嘆の ャ なりと 

ら れ め、 眞 正に 區別 する は 難事 

「可. デ アヤ シ マウ 力」 「ド ゥ シ テ ソ 

は つ ベ しゃ" されば 我 は 尙此等 

たる を 受けた る 者と 言 はむ と 

し」 と 言 はむか 然ら す磁 に 此の 

明なる に、 更 に 力 を そへ て 「何な 

も 要せぬ ものな り 嶷辭を 添 ふ 

戾 河流す 寢覺も ある もの 


やい かに 上の空なる 


忘れぬ やしの ぶ やい かに 


春霞. N てる や いづこ 

なども^ I むに 足ら す， 皆 疑辭と 


力 

說き來 たれ ど、 か  >  る 場合に 疑と 嘆と を 分つ は 口 

な り。 恐 らく は その 說者 とても 心の中に て は 明ら 

ン ナ 道理 ガ ァ ラ ^T.」 と 言 は む に、 其 のャ 力 を 疑な 

も 疑と し、 「何ゾ 怪 マ ム」 「ィ 力 デ アルべ ケ ム」 「ィ 力 デ 

す、 難 者 或は 「し か 切れ た る 疑 (反 語) 文 ならば 更に 疑 

口語 は 疑 文に 更に 疑辭を 添へ たり X にても 「此は 

る か」 と 云 ふ を 以て 知る ベ し j 疑 文は必 しも 疑詞を 

る は 更に 其の 意 を 明に する のみに て、 實は感 咬よ 

を拂 ふば かりの 露^^な ろ (後 撰) 

風 だに もまつ に 音す る 習 ありと は (新 古) 

あはぬ 間の 形見と き  >  しあけ ぐれの 空 (千) 

主 『誰 

して 難な し。 此 等 疑 詞に附 ける 者と いふべ きに あ 

五 二 1 


端に てこ そ はせ 

め た ら じ： 口 語 に 

らすと 分けて 心 

ァ ル ベ キ」 と 切 れ 

辭を附 する 謂な 

冋 なる」 にて な は 

要せす、 又 疑辭を 

りの 變 なり。 


らす。 $ 「ィ カニャ 


^ニニ 

聞ク」 「立 テル ハ ィヅ コャ」 (又 ィヅ コ ナ ル ャ) 「主 ハ 誰ャ」 (又 誰ナ ル ャ) は 無き 例な り 「イカ 二 聞 クャ」 「立 テル 

ハ何 處ナリ ャ」 「主ハ 誰 ナリヤ」 は 正 例な り、 t ナ リ ャ」 は r ソ ャ」 と 同じ。 

s 特例 疑 詞に附 く^。 

方言に 「何 ャ」 「誰 ャ」 などい ふ は 「ナリヤ」 の義 とすれば 差 支な けれど、 今の 口語の 都べ て 力 を 用う る 

に對 して 正 例に あら す 。「何 デ ス ャ. 一 など 亦然 り 「並 立 格の 

^ か や 

など 疑 意 ありと する 時 は 此の 特例な り。 

/ 卜ィフ  /^^卜 ィフ 

あの 鷹 れ^ あの こなたの まね を や (擦 過) (コレ ラ疑ト モ感ト モ 見 ラ ル) 

ダカ  ■• 

何 やけった いどす け ど (京 都 語) 

二  4- 五 よ 親 愛. 呼 掛 なる は，？ に 近 く、 少 し 指す 意の ある はゾに 近し。 

" 名詞に 附きて 呼 格 をな し、 或 は. K を 起 し、 或 は 結 ぶ。 

s 白人 は 花の 衣に なりぬな り 苔の かわき だに せ よ 苦) 

夏草の 茂みに 生 ふるまろ 小菅 まろが 幻ぶ 寢ょ (ソ レ) 幾夜 經 ぬら む (拾) 

今 はた V  ^IM^ その 事と 思 ひ 出で ゝ 忘る ばかりの 薆 き こと も が な (後 拾) 

世の中よ 道 こそな けれ  定な きこ そ 世の中よ 

あよれ 比の^ 身 を 舎て  >國 と 君と に 盡し給 ひし かひ もな く 流離の 中に 世 を 去り 給 ひし 


ぞ鳴 ましき 

此 こそ はよ ベ もてお はしたり し 鈴 よ (水 鏡) 

舞踏し さわ-ぐよ  いかに 年月の^ なる よ 蛛の 糸よりも 心細 さよ 

玉の緒よ 絕 え なば 絕 え ね 

春の 野に 生 ふるな きな の わびしき は 身 をつ みて だに 人の しらぬ よ (拾) 

そ の いづら とのた まへ ど (夕 霧) 

老いに ける よ な (拾、 秋) 

連體 法に 附 ける は 其 を 名詞と 見たら なり" 

g 命令法に 附く。 

#1  けよ 營  見よ  おはせ よ 

\ ァレ   

行きて よ 賊を 討てよ の 詔 

侦人等 聞 給^? 與宣久 聞 食 I お 宣 (續 紀、 十 九) 

g 稀に 終止した る 語句に 附く。 

忘 れ すよ 又變ら すよ 瓦屋の 下た く烟 下む せびつ 、(後 拾) 

忘れ じょ 夢と 契りし 言 の 葉 は 現に つらき 心なり け り (拾) 

思 はすよ 越えて 悔しき 逢坂の せき 止め 難き 淚 なれと は (續後 撰) 

_  五 二 111 


五 二 四 

さ れば (サ ル コ ト) よ と 思 ひ あはせ て (夕 顔) 

ラくぞ よ  ある そとよ 

頼 む ，^ 天て る 神の 春の 曰に 契りし 末の くもりな けれ ば (續 後 撰) 

g しとよ 去年の こよ ひの よもすがら 契りし 人の 思 ひ 出られ て (平 家、 維 盛) 

夢 かとよ みしお も かゆ も 契りし も 忘れすな がらう つ  >  ならね ば (新 古、 俊 成 ^) 

ふた  >  び 春 は 物 を 甲？ ふ よ (千) 

人 はは や 人な みく にいで たちて 沈みに しづむ われに あゆ ま (順 集) 

にくみ 給 ふ ^^と 聞え 給へ ば (潯 標) 

ク 

比 等 ま 貧 rn: の 例 あり て、 隨意 に 終止に ョ を 添 ふること 能 は す。 「心細 シ ョ」 一 疾 ショ」 r 來ョ」 一 スョ」 「ナリ 

ョ」 「ケ リヨ」 など は 都 ベ て 言 は す。 か くて 終止に 附 くが 極めて 變 例なる を 知 る > さ れど 口語に 

厘くな ります よ  さう です よ 

などい ふ は 此の 類の 用法な り。 

s  (口語) ^  口語に 上下  一 二 段 サ變の 命令法に 添 ふる.^ は a の轉 訛に して テ 二 ハな り。 萬 葉 

集 十六に 筑前 志賀の 泉郞の 詠める 

荒 雄ら は 妻子の なり をば 不念呂 年の 八 歳 を 待て ど來 まさ ぬ 宝 の 緒 繰 分 二 「尊き ろか もナド 

ノろ ト同ジ カルべ シ」 ト ァリ) 


此の r 念ハ ズロ」 の 口 は ョと聞 ゆ ru ^口 ョ」 など 重ぬ る は 口の ョ なる を 忘れて 更に^ I へたるな るべ 

し d 

志 太の 浦 を 朝 こぐ 小舟 さし 寄 吾 佐 平乘而 成立 志 田 乃 浦 乎 美 乎 也 

一一 十よ、 i 感嘆、^ に似て 指 す 杏心 も 呼び 掛く る語氣 もな く， 咏 むる 方强し >  に 近き も 仰 ふ 

る 意な し. 略へ— の ナ ネに 同じく 獨  一一 一；； I に も 言 ひ、 人 に も 言 ひ 掛 け、 同 意 協賛 を 得む と 期待す る にも 首 

ふ。 す ベ て 文 を 結ぶ。 

s 形容 詞. 助 動詞 (相 を 除き) の直說 終止 法、 又 命 令 法、 或は 終止せ る 語 句 に附 く。 

蟬 の 聲 聞け ば 悲しな 夏衣 薄く や 人の ならむ と 思へ ば (古) 

人 言 の賴 みがた さは 難 波なる 蓆の 裏 葉の 恨 み つ ベ し な (後 撰) 

契 り あ ら 知 ら^な  思の 外に 心 憂く こそお はしけれ な (葵) 

君 と 忍 ふ H^ds 木) 我 は戀ひ 51  め (萬) 

水 を ^Tdos  匕 17 がしな 

歸與 (圖窨 寮嘉曆 論語 集 解)  . ノ 

移りに ナりな 攻き にけ らしな 

面白の 景色 やな されば よ^ 

見せば や^  思 ひて あれな 

五 二 五 


S  く 彼 ぞ婚の 少將な 

某が 敵 人諜叛 人と 申 上け 御前へ 召 出され 頭 を 刎ねられん ためな-よしく それ も 力なし (お 

木)  . 

露 ま ！p こ 物お も ふ 頃 は さぞな おく 必 秋の 習なら ね ど (新 古) 

こ ， は^ 陸の 宮ぞ かし な (蓬 牛-) 

捨て ， いにしう き 世に 月の すまで あれな さらば 心のと まら ざら ま し (新 古、 西 行) 

深いらぬ 外 山の いほの ねざめ だに さぞな 木の まの 月 はさび し き (同 良 經) 

袖に ふけ さぞな 旅ね の 夢 もみじお も ふ 方より 通 ふ 浦 風 (同、 定 家) 

動 1 の 第三 變 化に 附 ける は 皆 禁止の 助動詞に て、 此處 のと 紛る、 ことな し。 萬 葉卷 一 なる 「巨 勢 山 

のつ らく 榕 つらく に 見 乍 思な こせの 舂野 を」 を舊來 「見 ッ 、 ォ モ フナ」 と訓 みたれ ど、 古義^^ 

々^を 正し て、 見 ッ、 シヌ バ ナ」 と訓 みたる 極めて 常れ る 如 し。 又 同 十三 卷な る 「珠 手次懸 而 m-J 名 雖 

恐 有」 を 「ォ モ フナ」 と訓 める はいか 弋舊訓 の 如 く、 同 十四 卷な る 「相 模嶺の 小峯見 そくし 忘れく る 妹 

が 名 呼びて 吾 をね しな く^」 を舊說 「啼く 勿」 と 見た る を 古義に は 却り て 感嘆の ななり とせる は 如 

何 あらむ， 動詞の 終止 法に は 此の^の つける 例、 外に 見す。 

(記 中) 「あし よ ゆく な」、 (仁 德紀) 「うべ なく 我 をと はす お」 のな は 未だ 詳 ならす。 

め 苦 語) 動詞 第一 變 化に 添 ひて 希望 を 表 す。 是 は 話者の 動作に も 他人の 動作に も附 けて 言 


ふ YrlJW 三ト 一 に 川 は 己が 上に も 人の 上に も 物の 上に も谈く 川る^ なる を 此ナは た  >  ゥ然せ A 

とする ことにの み 川 ひて 云々 と あり) 

梅 乃 花咲きた る a の 靑泖を かづら にしつ 、遊び 久良佐 奈 (萬 五) 

t  /てむ 古 篛 

夕 さらば 潮み ち來 なむ 住吉の 淺^の 沛に 玉藻 刈り て な (萬 一 一) 

みちの なか 國っ御 神 は 旅行も^ 知らぬ 君 をめ ぐみ 多 麻 波 奈 (萬 十 七) 

^殘の 雪に あへ てる 足^の 山 橘を苞 につみ 剩奈 (萬 一 一 十) 

家 ^^(萬) い ざ 阿波 那 我！ は (紀) . 

衆生 濟ひ皮 した ま は^ 救 ひた ま は ^(佛 足 石 歌) 

いざ が 振 熊が 痛手 負 はすば に ほどり の 近 江の 海に かづき ^ 吾 (記、 忍 熊王辭 世) 

セナ (古訓)  .  . 

爲美斗 能 痲具波 比 

此の^に^ を 添へ たるが 希望の ，^ なりと する 說 ありされ どナ ムの ii なると 此の ナとは f  & ハ 

なり (おのれ は^に ^ をば 助動詞の 變種 としたれ ど、 此の 說も 捨て 難し) 

第 一 變化 にっきて 川に 通 ふ も の。 

ゆか 六) せ 5( 萬 あ 

行きて はや 见 s( 萬 四) 

死なな と 思へ ど (萬 五) 

五二七 


五 二八 

裳の すそ ぬれ ^(萬 十 一) 

佛足 石の 歌に I 都々 志 乃 覇れ， 奈賀久 志乃覇 止」 と あ るに よれ ば 「しのば」 の み に て 「しのばむ」 

と 「む」 を 添 へ た る 意 あるに や。 「しのべ と」 と よむ と す れば 別な り。. 

否定に 

無く ナリ 

新田 山ね に は 都 可^ 那 わによ そりはしなる 子ら. しあ やに かなし も (萬 十 四) 

る   

しらと ほぶ を 新田 山の もる 山の うらがれ 勢 那奈と こ はに もが も (同) 

g  (口語) 文語の S の 外、 終 止 動詞に も 他 語に も附 く。 

ん でした からお 想像 は出來 ません な 

面白い な 


は 憎い な (狂 言、 花 子) 

より は 打開いた 景の よい 庭ぢゃ ま (获 大 名) 

^(釣 女) 

も 又^ 生れな むいと ひ はてた る 浮世 なれ ども (近 衞基熙 、悠 山の 庭の 機に 行 

た る) 

命 令 に 「遣 ミ ナ」 「钾 出 ナ II 「起 キ お」 な ど 用うる は 其の上 に 「ナ サイ」 を 略せ るに てョ ミオ イデ ォキ は體 


私 はな 行き ませ 

U な ら やるな 


寺々 の 鐘つ く 奴 

是は 聞き及う だ 

いかう 早う 來た 

この 花の もとに 

脚佾の 結び つ け 


言 な り。 

疑問文 にもつく。 

なん/ 義 

諸 詞 につく な (が 二 通 

然も その 手本な 

喧嘩お その 例證 

ふ  >. 泥坊^ 來て 取つ 

手^ ふるへ て 

合戰^ 'いたす 

何 格に も あ り、 卽 ち ^ 

〇 § を^と も轉 

〇 撥 言 の 下の ぬ 

二十 七 かな 

みは 古し j 

S かと 同じ 所屬 

照る 月の 影， き ら 


f よ 

问 で す 入な 

f ね 

フ) 

我等 今 日 の  

となります るの で OS 柿) 


ていった (コ レ ハな もな むノ轉 力) 

御馳走お 戴いて 

口上な 以て 

なくても すむ 處に感 辭を加 へ たるなら む" 

す， おれ め はよ いお だ 

ばな になる こと J 

かも ^は 複合 辭 なれ ど 一 辭の 如くに 川 るら る、 により、 こ、 に舉 ぐ.^ 力 

に て 感欵を 表す" 語 を 結ぶ 一 


めきて 由 比が 濱 よる しら 波の 面白き か な (佐 々木 高 行) 

五 二 九 


五 11:0 

大海の 磯 もと  >  ろに 寄る 浪の われて 碎 けて 裂けて 散ろ か も (實 朝) 

洋々 たる かな 水 

覺 束な くも 呼ぶ こ 鳥 かな 

年月の 射る が 如く もお も ほ ゆる かな 

「酒なくて 何のお のれが 櫻」.^ 

樱花 おも ふ あまりに ちる ことのう きを^ 花に お ほせつ るか な (俊 成-卿 集) 

白雪の 八重 洚敷留 還 山 還々 曾 老丹藝 留 鲍 (菅 家 萬 葉) 

0  —  !—  0 

など 名詞に 直に 附 ける は 上に 州 1^ など を 略せるな りと も 言 ふ ベ き が、 形 容詞の 語根に ffi きたる 

あはれ めが 檜 原 杉 原 風 さびて ましら も 鳥 も かしまし きさ へ (拾 玉) 

など は奇 解な り，; 

秋の 夜の 有 明の 月の 人る までに やすら ひかね て か へ りに しか な (新 古， 十 三) 

朝夕に なけき をす まに やくし ほのから く 煙に おくれに しかな (新 勑、 十 八) 

\ にあり けり 力  

こ ほれ 栴 こき 紫の 矜 などの いとよく 似 あ ふ 君な りし か な (大 正 八、 四、 心 の 花) 

I  \ はや 力  II  ,1 

名詞の 指定 過去の 51ね は 變 な り、 傚 ふべ から す。 が ナは 口語 ナ 又は ダナに 當 る，. 疑 問の 力に ナを添 

へ て 言 ふと は 異 な りパ 原始 に は 力 ナの 力に も 疑問の 意 ありし ならむ) 

1 \ ィんレ タル 

ゲニ  カナ 

ぬすん うちうな づ いて かの 佾を^ 上 奉り 足下に ひれふして 實も 哉 とて それより もと ゆ ひ 

釅 - 通フ) 


切 刖佾の 弟 f とな 

も 


^ 力 モは疑 

三 笠の 山に 出で し 月 かも 

0 ひ ざ ら め ^ 

^'も かも 唤き. 5- ふらむ 


も <  伊 曾 保 物 語) 

な り、. h< を も 起す。 


古語 

は 倣 

な ど 

3 


ひとり かも 寢む 


誰 を か も 知る 人 

否と いはむ かも 


I  I 


せむ 


,M かも 寢せ 

疑 

おも ほえむ かも 


る 君 か も (萬  一 i 


,:s かも 今來 渡る 

人で 熟兒者 猿 一 Iw^sc 三) 

£ レバ  ニル  • 

に 「ヲカ シ カモ」 「ォム カシカ モ」 「乏橇 (萬 六)」 など 形容詞の 終止に 附け る 者 ある は變 例な り  > 近 文 に 

ゥラ ノヤ 

ふ ベ か ら す： 又 近. S 一  部の 人の 好み 用うる 「ン カナ」 とい ふ 方 言 は 「之 ヲ 沽 ラ ン 力 ナ (古 pa 之 哉)」 

の 漢文. 讀 より 起れ る な る が、 此 の 「 ン カモ」 と 語 調 似たり。 

(古 語) 打 消の r ヌ」 を受 けて 希望の 意 をな す 者 あ，^ 

五三 1 


雲 一 

出で 、 行かむ 人 を 止めむ 由な きに 隣の 方に 鼻 も ひ ぬ か も (古) 

我が 門の 一 村す、 き 刈り！： はむ 君が 手綱の 駒 も 來 ぬか も (後 櫻) 

吉野川 行く 瀨の 早み 須臾 もよ どむ ことなく ありこせ， ぬ かも (ic) 

此等は r 飽 力 レ ョ」 を 「飽カ レャ ハセ ヌ j など い ふ 如く、 疑問 より 一 轉 せる ものな り。 

二十 八 ね 親愛 感嘆ば V 列に 同じ ノ 

s 古語 第一 變 化に 添 ひて 他の 動作 を 希望す。 

名 宣らさ ね (萬) 榮 え ^61^,5 尊き 我が 君 (同) 

はや 歸りこ 5( 同) ^つ 鳥 鵜 飼が 伴 はや 助に 新お (記) 

具 し て 率 てお は ，：s  (竹 取) 

平け く 舟 出 はしぬ と 親に 4叫 み^ T ね (萬) 

潮干な あり そ ^(萬 一 一) 

野べ の 秋 萩な ちり そ ^(同) 

柴 なかり そ ね (萬 七) 

浪 なさき そ ね (萬 一 一 十) 

な ふみ そね を し (萬 九) 

犬な ほえ 行^ (萬 十三) 


I 雨 ナ^ リ ソ ネ」 など 禁^に 附き たる もの ある は、 今の 「フ ル ナ ョ」 など に 近 か 乙べ し。 

なり をし まさ に (萬) 

ょネ の!！ にて 音 5 は 同じ (完了 ヌ の 命令法なる ネに 混す ベ か ら す) 

g  口語 ^と 略 同じく し てお 氣ゃ 、沈みたり 而 して 標^語と して 獨  一 K に は ネを川 ふ ざ る 

を 木體 とすべ し。 ハ と も パ I ゥ と も (方 言 叫门 な ど も) 言 ふ は 皆 同じ 者の 分れた るなる ベ きが ノはォ 

列 音 な る 丈， 落 ちつき たる 心ち す： 

感 動 詞に 我がつ ま 角 太ぬ し」 (八 犬傳) な ど 川うる も 此の 辭の鸭 にて 俗に ナウと， く は 如何に 

お ほ ゆ. もし は刊の 音便 にても あるべ きか、 いま だ 究 め 得 す。 

〇 薩摩 にて はリの 代に^ を 川 う。 (行け ^、す ん な 5、 さ うして はいかんね) 

二十 九 の 感嘆 を^ は す。 

ちはやぶる 神の みよ ゝ り吳 竹の 世々 にたえ せぬ 关阿閘 爾阿布 波 乃 耶阿氣 ^乃^ 阿^ 爾 (日 

枝 ^  S 

わが こ ひお も ふわが せこ を 花の みさきて 奈良受 阿留 波 乃阿耶 たま かづら よの 

君 をのみ しけみ こち たみをの が 世 なれば W ャ ァ あさかわ 、 たる 

花 もさき 鳥 もな きて 冬に なり 春 さり くれば の ャ ァ卷 さり くれば 

近代^^の 短 略 § あり。 

五三 一一. 1 


置 四 

一一 一 十 力 (が も、 がな) 是は 感嘆の 刻の 轉 にも ある ベ き かつ 希 望 を 表 す 「(助動詞の 段 に 說 き た 

れ ど、 體 裁 上此に 重ねて 記すな り) 

S. 名詞 副詞に はモを 添へ たるに 附 く^ は 物 を 緩めて 指す 意な り. 名 詞は主 格.^  ^ な り。 

ふりに し 木の 實 なる 時 もがな 

くる 由 もがな 

池に すむ わが 名 を をし のとり 返す 物に もがな や 人 を 贤 

S" 斐 がね をね 越し 山越し 吹く 風 を 人に —吲 が— J^. 言 等 て 

飛ぶ が 如くに 都へ もがお 

此等 はガの 上に ナラ ム セ ム物セ J 等の 略語 あるに やと 大槻 

の 下に ァ レ シタ シ物セ ム 等と 添へ て も 通す、 ベ く、 と かく 略  一- B 

わが 命 長く と (紀 十 四) 

,  タグ ヒラ 一て ガ モ 

今 も 見る こと  一 5! 而毛 欲得 

彌牟必 登 母 我 聞 (萬 五) 

奈羅倍 Hri 毛餓望 (紀十 一 )  . 

加 那須岐 母 伊本 知 母 賀ぎ記 下) 

石竹 之 其 花^ S (萬 一 一) 


み じ (金 葉 七) 

や ら む 苦) 

氏の 考へ たる もさる 事 なれ ど、 又 そ 

に は 相違 あら じ。 


等 利爾母 賀^ 夜 S: 五) 

我が身た  >  今人と 等しく て もがな むくいせ む (落 S 

稀ナ ルカ 

g モを 添へ ざる 諸種の 格なる 名詞に 附く. 

さらむ 人 をが な 使 はむ とこ そ覺ゅ れ (枕) 

いかで 大納 言 をが な 1 たびな し^-り て (落 S 

枕 をが な と 忍びやか にい ふ (千) 

何 を が な 形^に 姬に 取らせ む (今 昔) 

熊ハ介 あはれ^よ からむ 敵が な 組んで 今一 人 首 取らむ と 忍 ひて (盛 衰) 

さ る ベ き 人の 娘が な 首 ひ あはせ む (曾 我) 

いかなる こと をが な と 風流 をし いで ゝ もて ま ゐりぁ ひたる に (大 鋭、 伊 ，。行 成ノ 段) 

芝居に がな 行かう  何が な あらう か 

此等皆 多少 ナリト モ デ モ ^7 などの 義ぁ り 「終 の 二 例の 如 く、 口 語 に も 川 う。 伹 「日 ガ ナ 一日」 などい 

ふ は 「日 が 一 日」 にて な は 離れた る 嘆辭、 「ァ ナ タガナ ハ 此デセ ゥ」 と い ふ は 「ァ ナ タノ ハ しの^ にて^ は 

領格、 ガも領 格の ハ の糟 なる ベ し 

^ 勁 I！ の 過去の W を 添へ たるに 附く。 

心^し 深き 山に も 入りに し が (好 忠) 

五 三 五 
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五三 六 

秋-な らで 妻よ ぶ 鹿 を 聞 き し が. な (金 葉) 

耳 無の 山の 口な し 得て I ^が な 思の 色の 下ぞ めに せ む 舌) 

萆 なく あがる 雲雀に な りて しが 都に 行きて はや 歸 りこ む (萬、 一 一 ト) 

此の ガ のみなる は 準逆挠 法と 同形 なれ ど、 之 を 結ぶ 所に て 明に 區別 すべ し， 

又 かと 淸 みても fflro しもの か。 

あまとぶ や 雁 を 使に 衣氐之 可母奈 良の 都に ことづけ やら む (萬、 十 五) 

須臾 去而見 牡鹿 神 名 備の淵 は 淺而瀨 にか 忠良 武 (萬、 六) 

中々 に 人と あらす ば 酒壺に 成而師 鴨 酒に しみな む (萬、 三) 

伃痲勿 愛 3 之 可 (萬 五) 

三十 I 力し 終止 完結せ る 語句 を輕く 抑へ て咏 嘆す。^^ などに 通す る も あり。 平安 

朝 以後の 辭 なり。 5 と M との 複合 か。 


とへ 力し な 尾花が もとの 思 草 萎る、 野べ の 露 はいかに と (同) 


さても 君 忘れけ りかし 焭の なく 折の み や 忍 ひい づ ベ き (太 和) 

光 こそ まさり 給へ か し (御 幸) 

女御の あまり や はら かにお びれ たまへ る こ d かやう に 心 かけ 聞え む 人 はまして 心み だれ 

S か し (若菜 下) 

人、 r;^ 心得す おも ひな ゆかむ 一 か し (濱 松) 

フ 〕 れ ぞ か の宫」 s„3( 蝽 蛤 日 記) 

長き よの 苦しき ことお もへ か し 何 なけ くらむ かりの 宿り を (詞 花) 

な. ！しー たま ひそ^^ (國讓 下)^^  ,  リ， 

^ゆかし いと を かし かし 

あはれ なつかし しか 覺 ゆる ぞ かし  . 

さ は 思 ひ つ か し (桐 壺) 

う ち ひそみぬ か し (帚 木) 

お ほやけ の 世 繼とぞ 言 ひ 侍りし ^3( 大 鏡) 

嘸 か 〕 ^tr^3( 帚 木) い ざ .^( 若 紫) 

行け^.^ の 仕向 歸れ 扱 ふ 

冗 三 七 


五 三 八 

r ュケ ガシ」 など 連濁の 發音 をす る は 後世の 訛なる ベ し" 

〇 疑問文に g はっかす。 

三十 二 さ (口 語) f  などに 近 く、 指 定と 感嘆との 義ぁ り、 新 しき 辭 なる ベ し>完 結 せ 

る 語 にも、 一語に も附 く。  . 

昔あった と^ まあ 好い さ それ はだめ さ 

君が^し つかり 鉀 聞きよ あれ は 僕に^ だから さ 行けない つてんだ よ 

\ が； ^ イラ • 

(中 橋 文相 ノ コ ト) 思 ひきって 御用 委員ば かり 並べ る さ (5四ぼ m  ,1  ) 

地方に 因りて は シ とも 首 ふ。 同 義 な り。 

さう だし  今日は 雨 ふるしい 

そない な 事 は 誰もい や だんべ U 

な もし とい ふ尾辭 のし も是 か。 

三. r 三 を 「わ」 (古語) 重 くるしき 强 めの 感聲 にて、 體 言. 命令法. 連體 法に 附 ける は 

^ に 斤」 し 3 連 用 法. 副 詞 などに 附 ける は 自動詞に 續くヲ に似て  一 ^の 調子 を ぼ n 

阿 那邇夜 志 愛 袁 登 古 S  (記) 

渡 守 渡 と 呼ぶ 聲の 至らねば かも 梶の 音せ ぬ (萬) 

f 」 > up をめ せ 


北：： も 今 も 知らす と をい は む (古) 

， 〕 な た に か- とてう ちとけ ながら 對 面し ii へ り 蛤) 

いかでな ほお ほめ かしく ひが こと：^ つけて.^ やま む (枕) 

戀 しくば 下にお-おも へ 紫の ね 摺の衣 色に いづな ゆ め (古) 

人 しれす ねた さもね たし 紫の 根^の & 上^ に^せ む (後 拾) 

^せ をの あま 

怡邶過 (神武 紀) 率 和いで 見む (萬) 

か づ き せ 那 和 (記) 

njs だに へ 」 など の.^ は 此の 辭に近 けれ ど、 尙 (第 一 ) のに て^の 變な るべ し^ T  ^ と賴 きたる 

にて、 虛置 格に も 準 前提 法に も あらざる もの は 此の 感辭 と：^ るべ し。 

さ れ ば I;:" ひよりに ける を やと ほ、 笑まれ て (末 榆 花) 

(惟 盛ノ) 今 曰 はかく やつれ 眾て 給へ る 御有樣 かねて は 思 ひ 寄ら ざり 3^」 や (平 家) 

さる 方に て 捨てが たき も の V はとて 式部 を： ^やれ ば (帯 木) 

あやしき 女 だに いみ じく 開く める もの をば されば と て (枕、 心 ゆく もの) 

さは あら じ もの を や 

「 いはん や 人に ^TTlp,^- や」 など 川 5 るの みは 今 文に も^せ り。 此 の は 力な どに 代 へ て 可な り、 

.  五三九 


五 四 〇 

とく 装ぞ きて かしこ —へ IT ゲ ま ゐ れ (蜻 蛤 日 記) 

IJS  自 _ 勖 .  

伊能 知 乎 之 またく しあら ば 有 衣の ありて 後に も あは ざらめ や も (萬、 十 五) 

その 八重垣 を 

はっせ 川 白 ゆ ふ 花に おちた ぎつ せ を さやけ みと 見に こし 吾 お (萬、 七) 

大君の 命 かしこみ さしな みの 國 にいで ます や 吾せ の 君 あ 0C 六) 

三十 四 い 苦 語) 主. 領 格の. S に 近き も あり、. ヒ d に 當るも あり、 名詞 及速體 形の 體 

言 に附く  J 種の 感辭 な り。 

吾が せこが 跡 ふみ 求め 追 ひ 行かば 紀の fflFI 止めて むか も (萬) 

ありち 潟 あり 慰めて 行かめ ども 家なる いぶかしみせ む (萬) 

玉の をの 絕ぇじ I 妹と (萬 三、 長歌) 

争 

否と い へ ど 語れく と 詔ら せこ そ 志 斐叫は 奏せ 强 言 と の る (萬) 

向つ 丘の 若 楓の木 下 枝と り 花 ^ つ い 間にな ゆきつる か も (萬、 七) 

是を以 ちて 王た ち 大臣の 子 等 治 め 賜 ふい し 天皇が 朝に 仕 へ 奉り 婆々 に 仕 へ 奉る に は ある 

ベ し  子 は祖の 心なる い し 子に は あるべ し (聖 武 紀) 

此 を 持つ い は稱を 致し 捨 つるい は 謗 を 招きつ (孝 謙紀) 

橘 守 部の 「肋辭 本義 ー覽」 に、 此の ^ を ^1^ の 通 音に て 呼び 掛 くるより 出で たるな りと い へ る 一 種 
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の 見解な り 朝鮮語 ィ はす； 格助辭 なれ ど、 そ れとは 異なる 樣 なり 接尾語 風な る 所 も あるか 

一一 一十 li  ^  (古語) ^ に 似た る 感辭な り 。完結せ る 者に 附く 15, ゑ そ ゑの ゑ はこの 辭 なる 

ベ し) 

出の はに 味 村 さわ ざ 行く なれ ど 我 は さ ぶ し ゑ ^にし あらね ば (萬) 

上つ での 佐 野の くくた ち をり はやし 吾 は 待たん ゑ ことし 來 すと も 05) 

於乇 布^ 爾安布 毛 能奈良 婆 之 末 思 久乇^ 母 我 目可禮 ftrH 女 禮乎良 米 也 SST ト 三) 

心 は よしゑ  ことなぐ し ゑ (記) 

ゑく るし (記) 

ナホ 成 赘ナ ラ ン 

構 へ て底垂 放すな え (大磯 虎稚物 I® 

三 十 ナ、 P し 苦 語) 複合 辭 にも ある ベ きか。 調子 を 整 ふ る感辭 と：^ ゆ 「主 s 丹よ し」 S 「ョ 

シ」 に 似 た り。 

はなけ ど も (萬) 

づ はた 結び 垂れ 誰 g 人 も あ ひ 思 はなく に (武 烈 紀) 

が 使の (萬) 

たぎの 原 (萬) 

：繼 體紀)  ， 
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動 

染 

近 
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形 

唉 
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ば 
か 
《〕 
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の 
連 
體 
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む 
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に 

辭. 共に 單 一 を 表す。 

附 く， 其 の 連 體形は 下の 體 言 を 含めるな る ベ し。 

とりの み眺む 

らの山 は 名のみ なりけ り 


名ば かり 留めお く 

「名に めで ， を れる」 ば かり ぞ 

彼 は 「時に 遇 へ る」^,^ 

人知れぬ 大內 山の 山守 は 木隱れ ての み 月 を ^ るかな 

泣 いてば つかり 居る わい な 

そ は 「言 語の 巧 なる」 ば か り ぞ  ^で 

「今 來む とい ひし」 ば か り に 

我 を 免る 人 は 君の み^を 知る 人 も 多く は あら じと ぞ S ふ 


一二 十七 のみ 

三十 八 ばか リ 


5^ のみと 春 を 忍 はぬ 時 だに もた つ こ と • や す き 花の 蔭 か は (古) 

ぼ ちつけ にこと しゃ 花の 色 をみ むお く 白露の そむる ばかり を (古) 


春 くれ， よさくて ふこと を ぬれ 衣に きする ばかりの 花に、 ぞぁ りけ る (後 撰) 


御 胸の みつと ふさがり て (桐 壺) 

さ をし かの なきて かれに し 朝より 雪^み つもる しがら きの M  (景 樹) 


ノ 


梢 ふ 

に て 


く 風 も 夕 はの どかに て數 ふるば かりちる 徵か な 

文 を 結べ る は 下に ナ リカな ど ある 心なり. バ カリ は 下に 何ぞ あり て、 省 か す、 漢 文讀に 用 


ラる ノミは コ ソ などに 通 ふ^ 多 し。 是 は 一 に 限る 意より 强く 指す ことに 韓 じたるな り. 

誤れ 


るの み  誤れる にこ そ 


と ぶ 

よ 也 


ノ 


又 前 

^ に 

.，： m  /米 


と 

り ^ 

£  I ラ 

後の 

も E= 

に て 


併 川す る iii? に、 其 の 前後に よりて 意 ^の 變るこ と 多し 「君 ノミヲ 思 フ j は 他 の.^ を 忍 ふ 、 〕 


り、 「君 ヲノミ 思 フ」 は 他 事な く 君 を 思 ふ にて 「君 ヲ思 ッテパ カリ 居 ル」 な り 「君ヲ 思 フ ノ ミ」 

あらす 君 を 思 ふ 事に て 「君 ヲ 思 フ パッカ リ」 なり。 前 例の 中に て も 「君ノ  £ ナリ」 と 「誤 レ ルナ 

リ)」 と 聞 方 異な る ベ く. 「名 二  メデ、 ノミ ヲレル ゾ」 とい ひて は遍昭 が 歌に は 合 は す され ど 

別な き樣 なる 場合 もな きに あら す T 君ノミ ト 遊ブ」 「君 トノミ 遊 ブ」 は 同義 にも 印、 フ ベ く， 異 

ラ ベ き が 如 し^ 面 して. K 體に於 て 「君ノ  i ト」 は^に か ， り 、「君 ト ノミ」 の ノ  i は 「遊 ブ」 に 係る 


；:. 取タ .、 とい ふ；！ 詞の 用に^ たり。 

13 三 


^四 四 

^ を 略せる 語。 

國 ノ ミ 

これなら す 多し 

P  ノ/ ミ 

^ならす た、 へ る 水の 底まで も 

のみ はこ そに 近くなる G 

海との み圓 居の 中 はなり ぬめり そながら あらぬ 影の 見 ゆれ ば (後、 十 五) 

石 をのみ 玉と いだきて (景樹 ) 

^  ^は 熟語 動詞の 中に 揷る。 

沖つ 浪 荒れの み まさる 宫の内 は (古、 長 歌) 

なけき をば こりの み つみて 足 引の 山の かひ なくなり ぬべ らな り (古) 

新しき 春 さ へ 近くな り ゆけば ぶりの みま さる 年の 雪 か な (拾) 

見し 人 はかれ^ \- になる 東屋に „ 茂 り の 1^ ま す 忘 草 か な (右 京 大 夫) 

比 等 は 多き 例に あらす 〔「考 へ テ ノ  £ 日ヲ暮 ス」 など も 似た る 例に て、 連 用法に テを 添へ たるの みな 

れど 副詞に なり 變れる 者と 見た り" 前 に擧 ゆた る 「泣ィ テバ カリ 居ル」 は 此の 熱 語の 中なる 者と も 

見ら るれ ど、 デ を 添 ふる 所 異なれ ば、 ま づ 副詞に 準じて 扱へ り T 虎 と s^l み 用 ゐられ し は 昔 (ノ ミ) に て 

今 は 鼠の あな 憂よ の 中」 など 位置 を變 へて 聞 ゆる 所、 前 例に 似たり。 

め バ 力 リ は 動^の 終止せ るに も附 く。 是 は マ デの 終止 を受 くると 同じき 古き 特例な り。 


雲居に も 通 ふ 心のお くれねば 別る と 人に 見 ゆば かりなり (古) 

消え^て ゝ や み ぬノ はれ^ S 年 を 經て君 をお も ひのしる しな けれ ば (後 撰) 

かくと 聞きつ ばかり の 御 首 の 葉 を だ に (堤 中 納 言) 

め 口語 はバ カリの み を 川うる を 木體 とす C 

§： バ カリ はお^  ^ 等の莪 に帱 じ. 接 尾 語と なる n:;l は マデの ！！ 川と 同じ 趣 な り。 

曉ズ かりう きもの はなし 

IT! 年ば かり 研究せ り 

死ぬ ばかり 思 ふ  泣 きぬば か りに いふ 

いはぬ ばかりな り 宝 の 小 櫛) を れる ばかり ぞ (同) 

わが 戀は いはぬ ばかり ぞ (新 古) 

ほ 

死なむ ば か り (正) 死なぬ ば か：^^ i トモ ィフべ カラ ザ ルカ) 

—  一 

御 杏 を とらぬ ばかりにし 給 ふ (紅 菲、 賀) 

尸 £ に は 此の 用法な きに、 

さ 一の み ) おもしろから す 

かく 一ば かり j 拙き 身ながら 

などの 場合の みは 兩者 通用す るな り。 す ベ て ノミバ カリの 區 別を考 ふるに ノミは 今 

*チ 四 チ 


五 四 六 

換 ふ ベ く、 バ 力 " は ^ に換 ふべ き 節 あ り。 又 接尾語 ならぬ バ 力 リ は 新しく 平安朝 頃より 多く  s= 

るたり ゆなる 外 は、 取 り 立て、 定めが た し 。「あゆ ひ抄」 に は r ノミ は 事の 心 を 主と し、 バ 力 リは 物の 樣 

を 主として いふ」 と い ふ說 あれ ど、 むづ かし。 

三十 九 だに 口語に はな し ^^17 デモ ナリト に 當 る。 

四十 すら 口語 同 じ 「又 は^ デモ ナホ ャハ リ。 

四十 I  さへ  口語に は 無 しつ 併 加 の ^ 又 は ^ などに 當 る。 

此の 三辭 一 .3 擧 ゆて 他，^ 事 物/ に對比 推 量 -F^. ^る 義 あ り。 而 し て ダ 二 は へ は ！13、 

スラは に あ り。 今 の 口語と は頗 差違 あれ ど、 前 揭の 如く 心得れば 誤な し。 但 其の 積極と 消極と 

なる 兩 極端の ダ 二 サ へ の 今 は 反 對に用 るら る、 如く、 ふと 通じ 首 ふべき 節 ありと 見え て、 古 く も 

兩傳 ある 者 無き にあら す。 

飛鳥 川 明日^ (ィ左 倍) 見 むと 思へ や も 我が 大君の 御名 忘せ ぬ (萬) 

命 だ に (ィ さ へ ) あ らば 見つ ベ き 身の 果を しのばむ 人の 無き ぞ 戀 し き (新 古) 

音 に 、：； m  (引— へ I 千 載) た もと を ぬらす 時雨 かな 横の 板屋の 夜の 寢覺 に (金 葉) 

雄嶋の あまの 袖 in! も (春 樹 抄 二  二 カヨ フト ァリ) 

此等は ^n! の 方正し かるべ し。 

虱 吹く に 雨 さ へ 降る 


我 すら 衣食に 苦む に 云々 

衣食に たに 勞せ すば 結構な り 

•  たに ^ む 

風 は 吹く とも 雨 だに 降らす ば 行かむ 

母お なくて S らうた うし 給へ (桐 壺) 

鳥 すら 親 を 養 ふ こと を 知 る (場 合 二 ヨリ テハ だに トモ さへ トモ ィフべ シ) 

此の 三 辭は名 詞. 代 名 詞 .11 詞. 動 詞. 形 容詞 などの 此 等に 準すべき ものに 附く  ロ^の 外 は 其の 下 

格に 關 する 辭を 添へ ざる 所、 ノ^ t バ 力 リと趣 を 異に す。 

ヷ - I 

三輪 山 をし かも 隱 すか 雲 谷 1 心 あらな む隱さ ふべ し や (萬) 

深 草の 山 ffl だに 立て  _ 

再と だに 來 ベ き 舂かは 

はかなき こと. たに かく こそ 侍 れ (帚 木) 

一一/  Z  マソ 卜 

春 日 すら 我が 待つ 人の 來じ とだに 言 はすば 明日 もな ほ賴 まま しぉは 之) 

橘 は ^ さ へ そ の 葉 さ へ 枝に 霜 ふれ どい や 常 磐の 樹 S:) (此等 ^ ト 常 テ ク シ) 

梓弓お して 春雨け ふ 降り ぬ 明日 さへ ふらば 若菜つ みて む 苦) 

月 を だに 飽かす 思 ひて 寢ぬ もの を 時鳥 さ へ 鳴きし きる か な (六 帖) 

五 四 七 
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五 四 八 

譬 

を 無 み <  J そ (萬) 

に は あらす や (御堂 集) 

は む (後 拾) 

ら む (躬 恒) 


き 哉」 (後 拾) は 副 詞を なせる も 

親の 子 を 思 ふ」 な ど 重 ^ せる 


の、 如 し，. s 朝 

は 奇癖なる ベ 


へ だ に^と 見 ゆら む」 と あ る 


ある も の を」 は、 ァ ルの 上に 云 

あ り" 


はサへ ク-、 と 

々樣と 語 を 入 


ノ  £ 

よ ，り 

味 は 


四十 

と も 

さ て 

よ り 

結 & 

卞： な 


以 下 の 辭、 总 籙を添 ふる 所 は 接尾語に も 似 たれ 

にあら す、 又 他辭と G 關係を 表す 所 も 接尾語より 

此 等の 意義 は 副詞 を 川 るても 表し 得る もの なれ 

似ても あれ ど 言 葉 は 異なるな り。 

第二 節 複用辭 


餘のテ 二 ヲ ハ 大抵 他と 合せ ffl- フる中 

さ は問投 的に、 又 一 塊 園と 見て は 如 

^(法) 〕 (法) など も S 単 川の 者な り 

附 けど、 他 辭を添 へ す。 

他と 合する に も、 法 のテ 一一 ヲハは 他^ 


て 互に 上； 卜する 二と あり" コ ソの 如く 

する もの あ り J お よそ 二 個 以上の テ 二 

る ものみ 上辭 によりて 次第 すれば 左の 如 


に、 つ 

何な 

口語 

の 下 

^  。 

ヲ ハ 


のみ は 

る 者の 

の r ケ レ 


下 に の 

の 並べ 

レ 


ど、 さ りと て此等 を そ 

は 著しき に 因り て、 テ 

ど、 し かせす して 


テ 


全く 單 用に 限 る. 

下に も 添 ふ 。之 を 

ド モガ」 と續 くる 

まじ^ こと 自然 

み 結合す る あ り * 

る^ 合を數 ふれ 


て定 りた 

ヲ ハに懾 

ハ を 川う 


口 語 

除外 

は妄 

の理 

ノ ミ 

ば、 三 


り。 又な む 

る が、 格 の 

如く ヒに 

以上に 上 


る^ 詞を 

し た り" M 

る 時 は， 意 


中の 四お 

6  ^ ま、 


よ な 

ども ど 

は 他の 下 

は 意義に 

も-, il にも 

る。 今 そ の 


五 四 九 


五 五 〇 


てにをは 結合 


臣 F 


力 

と 

より 

力ら 

ま V 


ノ、 二、 ゝ 、そ、 上 を 名詞に 見なして なリ。 口語の デ は-一の 巾 に^す。 口語 ン 

ノ  3, のョ、 ナ、 ネ、 サ はすべ て 略す。 此の 類 以下 一々 注せず。」 

二、 ャ (感) 

、ヲ (感) ト、 ョ リ (ト * ョ リの 上に 省略 あり) マ デ、 ハ、 モ： ソ、 シ、 ナ ム 

,サ へ、 ス ラ 

ト (上 に 略 あり) マ デ、 ハ、 モ： ソ、 シ、 ナ ム、 コ ソ、 ャ、 力、 ノ ミ、 バ 力 リ 

ト、 ョ リ、 力 ラ (以 上上 略 あ り) ノ、 マ デ、 ハ-モ 、コ ソ、 力、 ノ ミ、 バ 力 

ト、 ョ リ (比較) (以上 略) ノ、 マ デ、 ハ、 モ： ソ、 シ、 ナ ム、 n ソ、 ャ 、カノ  £- 

-ガ ノ、  二 ヲへ * ョ リ、 力 ラ、 マ •  、一 ァ， ハ、 モ： ゾ、 シ * ナ ム、 コ ソ、 ャ、 力、 テ、 ノ 

ヲ (感) 


. n ソ ャ、 力、 テ、 ノ  £..-、/ 力 リ、 ダ 二 

ダ 二、 サ へ、 スラ 

リサへ スラ 

バ 力 リ、 ダ 二  、サ へ 、ス ラ、 ヲ (感) 

ミパ カリ ョナタ ニサへ ス ラ- 


!• ガ 二 ヲ、 ト (以上 略) ノ、 ハ、 モ： ソ、 シ、 ナ ム、 コ ソ、 ャ、 力、 ノ ミ、 バ 力 リ： ク 二、 サ へ、 ス ラ 

-ガ、 ノ  、二、 ヲ、 ト， ョ リ、 力 ラ (ヲ 以下に 上略) ハ、 モ： ソ、 シ、 ナ ム、 コ ソ、 ャ、 力、 ノ ミ、 バ 力 リ、 ダ 二、 サ へ、 ス 

ラ、 ョ 


ば 

も 

なむ 

こ そ 

力 

力な 

力 


ノ .--ソ 、ナ ム、 コ ソ、 ャ * 力、 ミ ョ 

ト、 ョ リ * 力 ラ、 マ デ、 バ、 モ、 -ソ ノン、 ナ ム、 コ ソ、 ャ * 力、 ノ  ： 一：；/ 力 リ、 ダ 二、 サ へ、 ス ラ、 ョ， ナ、 ヲ(感) 

モ： ソ、 シ、 ナム、 コ ソ、 ャ、 力、 ノ ミ、 バ 力 リ、 ダ 二、 サ へ、 ス ラ、 ヲ (感) 

ダノン、 ャ (臨終 を^, T とい ふ 時 は 全く 一  名詞と 變す) ナ ム、 ハ、 ョ、 ナ 


ガ 


コ ソ、 ャ、 力 モ、. ガ (願) (何時 モ は 名詞に 見なさ る) ナ ム、 ョ 

ハ、 モ、 ャ、 ナ、 ョ、 力 シ (^sl^ は 名詞に 見ら る) 

ノ、 二、 ハ、 モ： ソ、 コ ソ、 力、 力 モ 


ハ (「サ レバ コソナ 此の 報」 な ど は 俗の 私 造なる べし) 

ガ (並 立 の み) ノ、 ハ、 モ： ソ、 シ、 ナ 


二  (古) 


ガ (並) ハ、 モ、 ャ、 ョ. ナ (何 力 は 名詞に 見ら る) 

ャ、 ナ、 シ、 力 シ 


ャ (「悲 シ キ カナ ャ」 など) 

ャ (方言 「 サ ウダ ネャ」 など) 

ナ、 モ、 モ ナ 


五 五 1 


五 五 二 

I かし ナ、 ャ 

を バ、 ャ 

い ハ、 モ、 シ * 上此 の 時^は 接尾語の 如し) 

ス仏 ャ、 ヤシ 

D  み ガ、 ノ、 一 一、 ヲ、 へ、 ト， ョ リ、 カラ、 マデ、 ハ、 モ： ゾ、 シ ナ ム、 コ ソ 

ば 力り 1- ャ， 力、 ョ、 ダ 二、 サ へ、 ス ラ 

だ に モ： ソ、 ャ、 コ ソ 

さ へ  ガノ、 ヲ (以 上 口語 或は 方 言) 二： ソ、 ナ ム、 コ ソ、 ャ、 モ、 ハ 

すら ガ、 ノ、 ヲ、 二、 モ， ャ 

(未 定 薩 

比 等の 中には a 語なら では 川ゐ ざる も 人り たり 古語なる か、 尋 常なら ざ る か、 又 は 一 ふ 

の は、 例 を舉 ゆて 少しく 說明 せん。 

一 力に 力 は 

御て ぐら は 我 は あらす 天に ます 豐岡 姬の祌 のみてぐ ら (神 樂 歌) 


私 が は (も) そ れ でな い (方 首) 

二 のがの の 

いなとい へど 强 ふる 志斐 ^ 強 語 この頃 聞かす て 朕 こ ひに け り (萬) 

日の 暮に碓 氷の 山 を 越 ゆる 日 はせ な 袖 もさ やに 振らし つ (萬) 

志斐は 氏な り。 そ の 下にの ある は 更に 下に 翻^な どい ふ を 略せる 親愛の 語法に て、 の なきと は大 

に 異な り。 各 泽に 貴ぶ 意 ありと い へ る は 常 れ る を、 古 義に排 したる、 中々 に ひが 事な り-今 も 地力に 

よりて は 「石 川 の 御 父樣 が」 と い ふ を 「石 川の が」 とい .V そ れ を 「石 川 か」 と いひて は^: 卜した る 言樣と 

なるな り 「せな」 は 「夫」 なり、 「せな の」 と い ふ 時 は 「夫、、 チ ャ人」 など い ふ 其の 「人」 を 略せる が 如き 語な り。 今 

は 「細 い の (来) の 鞘」 など、 と續 けて 言 へ ど、 昔 は 之 を 避けての がと いへ るな り。 

三 に を にし (は、 ぞ、 も) にと によ リ に まて (にて モコ 、一 附說ス べシ) 

命 毛の あらむ 限 は 書きつ くす 筆に をなら へ 丈夫の 伴 

今 心の どか Ir^- (末 摘 花^ 輔命 婦詞) 

戀 じく  V6 下に をお も へ 

S ふ し 我が身 はやせぬ 嘆く  袖 さへ ぬれ ぬ (萬) 

五 五三 


四 


五 五 四 

世の中に あらば ぞ 人の つらから むと 思 ふ にし も ぞ-物 は 悲 し き (灸 拾) 

之 をば 貴君 に (上 ゲ ン) と 思 ひて 持ち 參れり 

貴 君 に (上 グ ル) よ.^ 外に 上-ぐべき 人な し (にも 略す る こと も あり) 

故 障 多 ^一  今 爾末天 忘 太 利 (文 德 實 錄、 八) 

IE 太にまで 行け り茈 の ま y 到着と 併 加と 兩 つの 場合 あり) 

して  • 

(惟光 詞) むかし 女房の あまにて 侍る 東 山のへ んに うつし 奉らむ (夕顔) 

I ニテタ レリ  ^-、 

めのと にて 侍る ものち この 五月の 比 ほひより おもく わ づらひ 侍りし が 云々 (同) 

いと 赤ら かに 淸 ゆに， P おはし て (落 蓬) 

不 必用 

鼻 こそ 中に を かしけ にて おはす とこ そい はるめ れ (同) 

冷泉 院の御 有樣の みぞ  くち をし き 事 lijp まお まします 

ぞィ 

(左 大 臣) は 家 ひろき 人に てお はしけ る (t 取) 

さやう にて あるべき 女に は あら す (伊 勢 物 語) 

〇 海の 上に た  >  よへ る 山い とお ほきに て あ り (你 取) 

〇 力く ゎづら はしき 身に て 侍れ ズ (同) 

をまで (現代， 併 加) をば をし を や 


末 

夢 

急 

花 

人 

風 

花 

花 

の 

が 

ぐ 

と， 

は 

と 

風 

と 

と 

代 

た 

と 

よ 

い 

雨 

あ 

月 

月 

ち 

し 

さ 

と 

ら 

と 

と 

さ 

と 

も 

外 

我 

に 

む 

の 

が 

る 

ま 

は 

に 

は 

惱 

と 

眺 

第 

ベ 

で 

な 

見 

一"、 

む 

の 

き 

聞 

け 

え 

き 

警 

の 

人 

< 

れ 

す 

名 

戒 

眺 

や 

浮 

ど 

略 

の 

な 

出 

舟 

も 

き 五 

PP 

惜 

り 

で 

あ 

し 

1 

^をし ぞ ^ふ  此を しも 忍 ぶ ベ く ば 

命 をし またし あら ば (萬 卜 -A) 

〇る 特種の 變例 か： 

汝乎與 吾 乎 人 ぞ さくなる い で；^ 君 人の 中 言 聞き こすな ゆ め (萬 四) 

五と が との とに と を とよ リ とまて とし と は とも 

とや とな とよ とて 


主) 


ければ 昔 も 今 も 知らす と をい は む (古) 

り) 


おはし まし 難から むとまで こそ 見 給へ りし か (大 镜) 

五 五 五 


年毎 

た の 

め で 

この 

此 の 

梅の 

飛 ぶ 

世の 

な ど 

よ い 

な に 

我 妹 

や よ 

大 宮 

夢 か 

-兀 暦 


にあ ふと はすれ ど 棚 機の ぬる 夜の 数ぞ少 

. ノア 

むか ゆなくな り はて 、 とまる ものと は 花 


たしと もめで た し (前 節八ノ  S 參 照) 


玉 は 本物に やそれ とも 硝子に や 


上と も 御 願 申 上 候 


花 あり と (ォ モ ヒテ) や こ、 に鶯 のな く (古) 


の ほりに 處ゃは 侍りし とよ さばかり の 事 


とよ 見し にも あらぬ つら さかな 憂き はた 

元 年の 頃 か 云 々 


力 


五 五六 

り け る (古) 

君な き 庭に むれた ちて (伊 勢. 長 B 


かりがねの 數を 見よ と (ィ フ r  -ニゃ (古) 

人々 あべ の 大臣 火 鼠の 皮衣 を もて いまし 

と ふ (竹 取) 


/\ よお いとな あ 

子が しのびに せよ と附 けし 紐絲 になる と 

や 待て 山 時鳥 言 傳 てむ 我^の 中に 住み わ 


て かぐや 姬に 住み 給 ふとな こ、 にやい ます 


我 は 解か じと よ (萬) 

ぬ AT お古) 

そ 此の世に は 候 は ね (太 鏡) 

しも あら じと 甲^-ふ に (狹 衣) 


此度な 

明日の 

苹家， 小 

まこと 

却って 

乘 せま 

だめな 

さ き ぬ 

+\ ふ よ 

ァ レ バ 

朕 方 佛 

d は.！ 格と 

^ は：！ 格の 

は 下の 「す^ S 


どやら む 逃け 经き. ぞと よ (平 家、 镊 ^の 詞) 


軍に は必討 たれむ と覺 ゆる はとよ 

宰相) 

は. フ つし 心 かとよ たは むれに くし 


我い 力-. 


小 親に^ はれぬ と覺 S る ぞ と よ (盛 

じい^よ (七騎 落) 

んだ とよ 


もな りなむ 後， 人 はいか  >  はし 給 ふ ベ き 


や (紅 葉) 

袞、 賴 朝 の 


とて 人 もみに 來ぬ 木が くれの あた 

老 も 忘 れぅき ぼの なけ き 皆 さめぬ 

、 n レモ アルべ シ) 

乃 御 弟子 (三十 八 詔) 

\  (之) ヲ補フ 

並立 格と ある に て、 結 合に も 兩種ぁ 

な れ ど、 此 處 にて は，^ は 名詞の 代 を 

ど」 と 共 に 尋 常 ならす 聞 ゆる が、 ス レ 


り。 と に は 

な せ ば、 此 

ドをィ へ 

蘧 あり。 ソ 


お) 


ら 櫻の 花 

る 、い ち な 


の 色 かな (宣 長) 


む とても 乂 ない 給 ふ (朝 顔) (とて は ハ^ニ 


並 立 の な り。 副 格 の はなし、 「と に か く」 のと 


の 結合に は 取ら す。 十 u 今 集なる 前のと は 


ドに代 ふれば 聞き 易き なり ，か ^のと も 

レ トモ は 乍— 'の 意 r 此ノ 上ト モ」 は 「此 


は 尋 常の 「何 トモ ィハ ズ」 な ど は 異に て、 ナ ガ ラ の 

ノ上 ナガ ラ」 と換 ふ ベ し。 

五 五 七 


五 五^ 

さ^ど 其の 原義 は^はに に 通 ふ 者に て、 「ソレ 二 モ關 ラズ」 「此ノ 上 二 モ」 と いふなる ベ し。 となの 少し 

問ひ懸 くる 意 ある は 「來客 ト？。 フ ナ」 の 意に て、^  N 刮に 通す。 と^には 噂す る他說 と. 自己の 上 を 

いふ 自說 との 二種 あり。 之 を 補足 すれば 「n. 人 ガイ フ引」 「H 我 ハ 思フ 引」 にも あるべ きか。 更に 言へ ば 

H に^ を 添へ て 感嘆せ るの みなる も あり。 其 等 は 後に 說く  口語の^ 又は テへ バに 通へ り。 

〇「 一 つと や」 「 一 つ とせ」 の やせ は 調子の 聲 にて 助辭 とな りかけ たる もの 力 

六から がよ リ かよりか も 

見 た から-が 氣に食 は ん (見 タ所 カラ) 

そ れ よ り か (も) 此 方が よ い (が を 除く ベ し) 

今 よりだ Ti 用意し 給 へ (乙 女) 

〜？ 

處 からさ へ 身にしみ て^へ り (楠) 

參らむ 程 .STSId ひなびに いらへ 聞え し (和 泉 式留日 記) 

七 まの ば や ばよ 

さ れ 事に て 候 ふ 

、ぃ あてに 折 ら^ゃ 折らむ 


富士 出に^ら ば やと 思 ひ 候 ふ 

さ ら S!X6 と 別れし 時に いはませば 我も淚 にお ほほれ なま し (後 撰) 

片-： t の 松のう きね と 忍びし はされ 5^ つ ひに あら はれに け り (拾 遺) 

古 も 今 も 心の なければ ぞうき を も 知らで 年 をのみ ふ る (後 撰) 

參り來 つる こと はしかぐ のた ま はせ しか .s^s む (俊 蔭) 

つきば のみこ そ (萬 六) 

偁 ほ 火 ^  <^ の お に 「汝タ チ 關 一一 仕 奉 禮方之 曾 云 々」 と あ る、 一 本 之 を 「しに 作れ ど も. ば し ぞ とい ふ^ 

賴は有 る ベ く 覺 ゆ。 

八て し て を てな て や 

一 人 だに 似 3 行 か ね ば (萬) 

おび^ 3 行か む (萬、 十 九) 

萩が 花 散 るら む 小 野の 露霜に ぬれ 行かむ さ 夜 はふく と も (古) 

君が代 も 我がよ も 知らむ 岩 代の 岡の 草根 をい ざ 結びて な (萬) 

復習し 2- 來 つる 

口語 「お ， P^Jr もう 歸ら う 3-. 一な ど い ふ は 「云 フ ャ」 の 略 にて ト ョには 通へ ど. 此 の 凝と は 異なり 

五 五 九 


五六 〇 

九 はも はぞ はし ばし はや 

火中に t ちて とひし 君 ir^  (記) 

我 安見子 得たり 萬 

我 戀 ふ る S) 

t  J れ ^3 十 人の子に ていと  >  五 にさへ 生れて むづ かしきな り (尺 鏡. 序) 

逍 浪 へま し む 

愚な りとば し 見 給 ふ や 

M 衣の 蒲き 契 は 今 はしゃ 君が 命 は 長き 夜の 月に はとても ねられぬ にい ざく 衣うた うよ 

(砧) 

底 深き 池に お ふて ふみく りな はくる と は 人に 語りば しすな 

少將 殿の 御 心に 51^ 違 ひま ゐらす な 

す ゑ ^3 し ら す (萬 十二)  ■ 

必 聲 は d 立 な (太 閤 記) 

釜ば しも 引きぬ かれな ばいかに すべ き ぞ (更 科 日記) 

つまお ほえて 調べ られ たる 御 琴 ども かな 人の えせぬ は や (俊 蔭) 


我が、 いかく さじ はやとお も へ ども^る 人 もな し 知る 人 もな し (玉、^) 

參り 並ぶ 人け しう は あら じ はやと おしはかり 聞 ゆ (突) 

^.3 'は は し と 同じ く：.、/ カリ をバ カシ. バ シと 略せる と は 根 木 異なる ベ し。 

十もぞ もこ そ もな も もな む 

石橋 

S ぶ 

、人^ 

ひ と 

5 つ 


に 生 ひ 靡け る 玉 藻 絕 ゆれば 生 ふ る， 打 橋に 生 ひ を  >  れ厶川 藻 yv」 かるれば 生 ゆる 


I 1 


抦 ヲ 

5 ち 


乙 

え 

ま 

ま 


ことの よわり もぞ する 

來る  おも ひ yr」 つ、 (危ム 心 アル モノ 多 シ。 か も 知れぬ ノ 意) 

な る 人 yT」 あると よ を しれば うすき ふすま もさえぬ.^ 半 哉 (多 々良 攻弘拾 塵 集 

はでし ばし^ 太の 森 を 見よ か へ りもぞ する 葛の うら 風 (新 古) 

久しき 程に 待ち もこり す れ (古) 

さも こそ あらめ^ にさ へ 人目 を もる と兒 る-かわ びし さ (十：：) 

のみ 我が 心から 思 ふかな 月に は 歌 ふ 蟲 I こそ あ れ (村 ra 春 海) (コレ ハ未來 ユア ラ ズ 事 

モヒャ レ ルナ リ。 コ ノ例晋 モア リャ) 

へ て しめかざり せる 門松に 神代な がらの 雪 JV こそ ふ れ (胤平) 


音  一！ S し も な (离) まきら はし も な (萬) 

五六 


鬢ニ 

眞ノ疑 

住みす てし その 故里 を 改めて 昔に かへ る 心ち もやす る (山 家 集) 

かたま もよ 

も ちどりの か 、 らばし も よ (萬、 五) 

しり ひかし も よ (萬、 十 四) 

あは も よ (記、 下) おきめ も よ (顯 宗 紀) 

ぬで ゆらぐ ^6  (顯 宗 紀) 

(輔 純 ノ詞)  .  . 

人の 上 にても 今 は 忘れても な む (藤 原 君) 

疑問に 附 ける W は 合せて 一 詞の 如く 极 ひて^  ノ  二 ダ など 添 ふ。 も ぞは 奈良時代に はもの 輕 きも 

の も あれ ど、 平 安 以後に は必 想像 「力 モ知ラ ン」 と いふ 意味に 用 ゐ、 下 に は d の 想像 を 略 す。 も ， 〕 そ の 

下に ムな きも 皆 其の 意 な り。 

十一 ぞの ぞは ぞも ぞゃ ぞょ ぞな 

憂き 人の 月 は 何ぞの ゆかり ぞと思 ひながら もうち 眺めつ 、(新 古) 

何爲れ 者 ぞ . 

かへ る 山 何ぞば ありて あるか ひ は 來ても 止らぬ 名に こそ ありけ れ (古) 

あはれ て ふ i 吊なら ぬ 世の 一 こと も如冋 なる 人に かくる も のぞ は (竹 川) 


色よりも 香 こそ あはれ とお も ほ ゆれ 誰が 袖 ふれし 宿の ^そ も (古) 

蚊 遣 火 を 間近く. N て 、山が つのお のれ 煙に むせぶ 何， ぞ も (堀 川 百 首) 

冋 ぞ も、 ぞ など さう どき て (±3 川) 


I  \a ナリ 

いさり せし 海人の 敎へ し ：！： 處 T, て や 島め 

何 時 も 花の 盛に 一 目 見し 木の 本 さ 

0 む f 天 照る 祌の 春の 日に 契りし 末 

さるに より 難き 世、 ぞとは 定め かねた る 


この 世に なれぬ まめ 人 をし もこれ ぞな 


もて はなれた る 事， ぞ よ (朝 顏) 


S は仲賴 ゆき まさ ぞ な (宇 都 保、 國 讓) 


スズシ 


是は 名^たり し 凉、 忠 ぞ な (同) 


ぞのは 略なる と 同じ 位の 語な り。 

(實 成顯信 ヲ) 出 家相 近くな りて 見え つれ 

鏡， 七) 

十二 しが しの しに し は 


ぐ ると て 有 

へ や 秋 はわ 

の 曇 なけれ 

^^(帚 木、 中 

/\ とめで 


り と い ひ し は (拾) 

び し き (總 角) 

ば (慈 鎭) 

將詞) 

ゝ (横 柱) 


ぞなは 口語に 「行ケ ン ダナ 一な ど 用うる 地方 あり。 


っぞ よとの たま ひけれ ば (能 信 十九 


疑問文 ナ！ 


しも しこ そ しか 

K 六 11! 


五六 四 

一 文字 を 知らぬ 者 足 は 十文字に ふみて ぞ遊 ぶ (土 佐) 

誰，^ 人 か 之 を 仰が ざ ら む 

可し に來っ る 

常 に八聲 鳴く に さ あ ら す (奧 儀 抄) 

^-ud あらむ を (萬、 四、 十 七、 十 九) 

浦風に 物 思 ふとし はな けれども 波の よる こそ ねられ ざり け れ (續 古) 

  \ ドノ 義ァ ラン 力  .  

折し も あれ  必 しも 然らじ 

^ しこ そ 吾が 大君 は 君の まに 聞し 給 ひて 刺 忭 の大宮 こ、 と 定めけ らし も (萬) 

何 時 ^ 櫻 はや も暌 かな む (古) 

何.： 見捨て 給 へ る (萬) 

大原ゃ 小 鹽の山 もけ ふ ^(六 帖) 

シノ 1 

古の さおりの 帶を結 垂れ 誰 之 能 人 も 君に は 益 さ じ (萬、 十 一 ) 

十三 やの や は や も ゃぞ やな やし かな やな かな や 

夕され ば 思 ぞ繁き 待つ 人の 來む ゃ來じ f,^ 定 なけれ ば (後 撰) 

散る 花の 鳴く にし 止る ものなら ば われ 鶯に 劣ら まし ぉ，，5( 古) (是 ハ 反語 ナリ) 


世の 

驚か 

をの 

紫の 

^し 

世の 

あ な 

うれ 

あ な 

力 も 

あ ま 

5 し 

タ レ 

陀黎 

駄 例 

や ぞ は 小 


屮ま 昔より や よう 

む と 思 ふ 心の あら 

こや も 空し か るべ 

.5- へる 妹 を 佾くぁ 


へ に^も あへ や も 

中 を、 フ ， （- とら  一 一一 ：n は 

面白の 景色 やな 

し や d (夫 木) 「 

、しす この丧 す. ガら 


かりけ む 我が身 ひとつの 爲 になれ る か (古) (是 

ば 5,^ 長 き ね ぶ りの 夢 もさむ ベ く (山 家、 下) 

き 後の世に 語りつ ぐ ベ き 名 は. N たす し て (萬) 

こ ひめ 

を f  j え 

ものよ 


疑 ノ  S 


らば 人妻 ゆ ゑに わが 

にして 家 ^ いづく 白 雪 のた なびく 山 

いさな とり 海の は. *6 

ヾ 片時 も 在り 經なむ 


や も (萬) 

て來 にけ り (离) 

る 時々 を (衣 通姬) 

ぶ れ ば - 〕 そ (好 忠) 


しゃな (羽衣) 不 

りに 愚なる 御 偕の 

ともお も はぬ 汐路 

耶始比 得 謀 あ ひお 

比 等 母う へに 

時期に のみ 川 る し 


や な菘 風) 

思 議 ^?( 忠 度) 


御 詫 かな や な (忠 度) 


か な や (松 風) 

も はなく に (武烈 紀) 

で ， な け く  (繼 體 紀) 

ものな り 刊川 は 感動詞と し 


て は 川 うれ ど、 助 辭 として は^え ま 

五六 五 


.  五六. I ハ 

十 E 力 は 力 や 力よ 

如何なら む巖の 中に 住 ま ば 世の 憂き 事の 聞え 來 ざら む (古) (唯 ノ 疑) 

聲 たえす 鳴け ゃ鶯ー 年に 二度と だに 来べき 春 か は (古) (反語) 

冋 と ^J. 草の 姿 はお も ほえて あやしく 花の 名 こそ 忘る れ (拾) 

名のりせ で 梢に 來 すば 時鳥 春 かけて 來し 鳥と 見 む (小 大 君) 

ウレ タキ 力 V   

慨哉 此云于 黎多棄 伽 夜 (神武 紀) 

針 はこの ふたつの 袖に さし つれ どひと つもみ えす おちに ける か や (散 木奇 歌集) 

敷 島の かゆに よると かや (高 砂) 

さて は 天人に てまし ます か や (羽 衣) 

「道 長 の 歌」 と か や 承 りリ とて 心よ く ゑみた り (大 鏡) 

^ の 刊 は 咏 嘆 な り。^,^ とい ふに 似た り。^ は 口語に のみ 言 ふ。 口 語 に 「さう か な あ」 とい ふ は 疑 

問の が を咏 めた るに て、 文 語 の g と 異 な り。 

十五 よ や よな よし よかし よの 

助け^, ^ 猫 またよ やくと 叫べ ば (徒然) (古 キ說- 一 「猫 纠 たよ や ねこま たよ や」 トヨ ム トイ フ コ 


ト ァ リ。 よ ノ ミノ 返シ ナリト モイ フ) 

知りに ける よな 

靑丹^ 玉藻.^ 

勉め よかし 

や ほに よ  13 いきつ き の み や (三 重 ノ跺) 

ま菅 よし 

 詞 

 .& さむす る やう はよ な 云 々(保 元) 

さ 人 答 へて いは く 「そ れ は お d  胎藏 界の垂 跡な り (平 家) 

は し き つまの 命 も (萬、 十 七) 

おなじく はきせ，^ (狹 衣) 

かすめ よな (同) 

つきて をの このはし となりて. かく 物 をい はむ よ な 

和 禮波乎 止 良 志^ 

霜 八た びお けど かれせ ぬ 榊 葉 を 佐 禰己地 乃 禰己遲 爾乃耶 阿 さね こ. ちの ねこ ぢ よの 

§ ふ H さすと よはた 雪よ の あか とっき はさし の ほる ょャ ァ月は あか と 

艽六七 


たびねす る 庵 をす ぐる 村 時雨 名 ご り まで こそ 袖 は ぬれけ れ (千) 

いと かくぬ ひたる 絲 針目まで や 見と ほしつる とて 笑 ふ (枕) 

ま こそに ^ ひ 給へ (武 內) 苦 事 記) 

ありと いは ゾ ； fflls 家に も 行か め (輕 太 子) (同) 

なほ ふりが たき かたちな り が —じ， せ (宇 治大钠 言 物語"" f 少シ) 宝 緒、 濱 松中納 首 の は 

懺な り) 

物み な は 新しき よし 唯 人 はふり たるの みしよ ろし かるべ し (萬、 十) 

か く のみし こ ひ U わたれ ば (萬、 九) 

目 耳 浴 我に 見え こ そ (萬、 七) 

加 久 乃 未 加良爾 した ひこ し (萬、 五) 

山の 井の 淺き心 も 思 はぬ を 影 ばかりの み 人の 見 ゆら む (古) 

S 君の 六つ 七つ 『か りまで おはしけ る に (落 窪) 

明けば まづ 尋ねに 行かむ 山 櫻 これ ばかり だに 人に おくれ じ (後 拾) 

心 もて ちらむ たにこ そ をし からめな どか 紅葉に 風の ふくら む (拾) 

我 をた のまむ ものに.^ あらば (三部 杪) 

今日より は 夏の 衣に なり ぬれ どきる- <： さへ はか はらさり け り (後) 


文 王の 子武 王の 弟と 5 ちす し 袷へ ろ 御名 乘 aT,^ けにめ で た き (S) 

よそに のみ まつ はは かなき 住の 吉の ゆきて さへ こそ： ^まく ほしけ れ (後 撰) 

かたはら い た きまで 數 まへ のた ま はすれば まば ゆく さへ な む (若 栾 上) 

で ， す ら— に 時雨に あ ひぬ いと  >  しく ほし あへ ぬ 袖の ぬれに ける 哉 (貫 之 集) 

「平安朝 文 法史」 に も な む は な むな むは ，ぞ なむの 例 あり。 


艽六九 


五 七 〇 

第三 篇 文 章 

第 十三 章 文 

I 文 

1 個の 完結せ る 思想 を 表せる 二 個 以上の 語の 結 付 を 文と いふ。 

雨 降る (細な 雨が しめ やかに 降った) 

月 淸し (十五夜の 月 淸く 中天に 照れり) 

吾 は 日本人な り (吾 は まづ 日本の 事物 を 講究せ む) 

の 如き 是 なり。 宇宙 間 有形無形の 事物の 現象 及 心に 思 ふ 所 皆 思想に して、 其の 分量 は單複 種々 な 

るが、 一 つに 完結せ る を 「文」 と い ふ。 (文 章と もい ふべ し) この 一 個の 文に は 長き あり、 短き ありて、 一 定 

せざる が、 無 量 の 思想 を 表すに は 適宜に 之 を 重ね 用うる なり。 之 を 節と も 段と も 章と も篇 とも 種 

種 に 言 ふは彦 辭學の 事に して、 文法に 於いて は 唯 此の 一 個の 單 位の 「文」 を 論 するな り。 


二 文の 分解 

s  二部  如何なる 文 も 二部に 別つ こと を &。 前 例の 雨 

^3 日本人な り は敍 述部 なり： (括 弧 内の も 準じて 知る 

る もの あり" 


降 る 

し 晷 

2 

物に 

- 一- よ 

七 o 

^ ぴ 

こ > 


^  S は 文の 主部に して * 

べし) され ど その 二部 は 互に 分解 


四 部 ^例の 中天に 日本の 事物 をは敍 述部 中に あり 

て、 之 を 客 部と 分つ ベ く、 , 十五夜 § は ^に對 して そ 


降った に， 淸 く は 照れ 

如き を 修飾 部と す.^ さ 

に 四 部の 名 を 見るな 


り に、 ま づは 講究せ むに 對し、 曰 木の は 

れば 主部の 中に 修飾 部 あり、 叙述 部の 

り。 


て 照れり 講究せ むの 目的なる 事 

の 意 M¥ を 修飾す る も の 、し，^ や か 

お に對 して 修飾の 川 を なす。 

中 に 客 部.^ 飾 部 あ る こと あ りて、 


三 文と 詞辭 

文は阆 より 詞辭の 結合なら ざるべ から す。 而 して 四 部は詞 又は 詞辭の 結合せ る 者より 成 る。 本 篇 

にあり て 之 を 「語」 と稱 す。 辭 は 部 を なすこと 能 はす。 
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正 
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誰 
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格 

し 

す 
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或 

き 
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が 

は 
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呼 

尊 
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格 

t—i 

M 

の 
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し 
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代 
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名 

む 

詞 

第 十四 章 四 部の 成分 

四 部の 成 分 (文 素な ど、 もい ふべ し) 一 語なる あり、 二 語 以上なる あ り。 今 之 を 三種 に 分 つ 


一 主語 

は 主格 或は 呼 格の 名 詞. 代 名詞 或は 名詞と 同 資格なる 者に して、 助 辭を添 ふる も 添へ ざる も あり- 


「あ」 は 感嘆の 聲 なり 

汝 早く 行け 

二 敍 述語 


は 動 ：！. 形 ^.M 格の 名詞 或は 其 等と 同 資格なる 者 なり， (助 辭 有る も 無き も 以下 之に 傚 ふ) 前 例 の 

聲 なり 等 是 な り ，叙 述には 肯定 あ り、 否 定 あ り、 過 $ 在. 未 來. 想 像. 希 望 あり， 疑問 あ り、 命 令 

あ り、 感嘆 あ り。 前の 「汝 行け」 の 如 き は 「汝 行く」 に 比する に、 そ の 主たり 敍述 たる 事實 上の 意義 は间ょ 

り 同じから. され ど も. 文 法 上 は 等しく 之 を 主と し、 敍 述 とするな り。 

花の 色 は 移りに け 『 な 

春 や とき 

花 

の 如き 感嘆. 疑 問の 敍述 も同樣 なり。 

夏 の 嵐 山は凉 しからむ  . 

小 <ぉ 山の 紅 藜 今 一度の 御 行 待た なむ 

の 如 き、^^ 凉 しからす は 嵐 山 を敍述 する も の、 凉 しからむ は 人の 心に 思 ふ 所、 又^ たす は 紅 

0 の 敍 述、 待 たなむ は 人の 心に 思 ふ 所に は あれ ど も、^. S にっき て、 そ れを 中： として 人の 思 ふ 

所 を敍述 すれ ば、 言 語の 上に は 尙之を S,! を敍述 する 者と 見做し 得るな り 否 n 几 做し るに 

マサ 

あ ら す、 言 語に ては然 言 ひなす 者 なれ ば、 正 しく 敍 述語と 見ざる ベ か ら ざ る な り" 

旅 は 愉快な り 

北風 ， 

五 七三 


五 七 四 

金が ^0 

雪 も 花と s,^ る (思 は る、 疑 は る) 

春 こそ ^"^るれ  ， 

此等も 皆 人の 情 意. 所 思. 狀 態 等に て 他の 事物 を敍述 せるな り。 

一二 客語  二、 

は 處置格 及 副 格の 名詞. 代名詞 等に して、 敍 述語に 對 する 直接 間接の 目的語な り。 (「客」 と いふ 語 は 

も と 「主 一に 對 せるな り) 前 例 の 中 「性 を」 「御行」 「花と」 な ど是 なり。  . 

我 は 笑 ふ を 喜 ぶ 

大 なる は 小き に 勝れり 

彼の 尺の 鼻 頭 曲れ り 

我 は 論 よ ^ 證據を 取らむ 

德 禽獸 まで 及ぶ 

天川屋 義兵 衞 男で ござる 

客  ^ 

我 之 を 思 ふ { びと 切な d 
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客 _  , 

左右す るで ー 能 はす 

一事  敍 (狀的 一 

^松 名詞なる を 補語と か 補足 語と か 名 づけて 處置 格なる と區 別す る 人 あれ ど、 國 ^の 性 K にお 

いて 此の 兩 種が 主語に 對 する も， 敍 述語に 對 する も， さ る 區別を 立つべき 謂 を 認め -. さ れ ば、 今 之 を 

一 括したり 尙 後段に 詳 にすべし" 

四 修飾語  ， 

は 主. 敍. 客 及 他の 修飾語に 添へ て その 意義 を 修飾す る 者な り。 而 して 名詞 性なる 詞に 係る に、 迚 體 

法の 動 詞. 形 容 詞及領 格. 同 格の 名 詞. 代 名詞 卽連 體， 語 に し て、 動 詞 性なる 語に 係る は 副詞 及 前提 法 

の 用 言 卽連 用語な り。 旣 出 例の 中に て 細な 十五夜の 日本の 自尊 の^ 嘆 § 夏が 小食 山の 一 度の 彼 

^^等 は連體 語に て、 そ れ ぐ 主. 客. 敍 を 修飾 し、 し め やかに 淸 く， 等 は 連用 語に て敍を 修飾 

し、^ は 副詞 なれば 連用 語と して rffil^ とい ふ 修飾語 を 更に 修飾せ り。 此 の 外 

風 凉し 

譬 へ ば ^ 絲に 似たり 

富 士 の -山は ^錐の 狀を なせり 

飛ばむ 
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五 七 六 

こ、 に 一 言 辯ぜ ざる ベ か ら ざ る 事 あ り。 通俗 「修 飾」 とい ふ 語 は、 無 くても 事缺 かざる に 川 うれ ど、 此 

の 文法に て 言 ふ は 寧 必要 成分に て 他 語の 意 義 を 限定し 補足す る 意味に 用うる な り. 例 へ ば 「雨 降 

ル」 と 「細ナ 雨 シメャ 力 二 降ル」 と は事實 上に は 共通す る 所 あれ ども、 二 個の 修飾語 を 加 ふれ ばぽら 

別 文と なる が 如 し 。「山 ハ狀 ヲナセ リ」 「紅葉 一 度 ノ 御行 待タ ナ ン」 「人 ノ鼻頭 右 へ 曲 レ リ」 等に て は殆無 

意 義 な る を 旯 れ ば、 所 謂 修飾語 無 はくて 濟む 者に あらざる を 悟る ベ し 四 部の 成分に 輕重 を附け 

て 無くても ありぬ ベ き 者 を 修飾語と する 時 は、 「富 士 の 山」 と いふに、 「山」 は 修飾 的附け たりの 者に て、 

「富 士」 こそ 肝 要の 主 なれと いふ 如き 論に 歸 すべき が、 文 法 上の 詮議 は其處 まで 行き 過 ざしむ ベ か 

らす。 唯 言語 の 性質 いづ れ. か 修飾し、 い づれか 修飾 せらる 、と 判定し て、 修飾語. 被 修飾語 を 分 つ ベ 

き な り^ 机 U 置ク」 を 「机 ノ 上 二 置 ク」 とい ふ 時 は 上の 輕 きを 認 むれ ど， 「目 ノ前 二 ァ ル」 を 「目 二 ァ ル」 と は 

言 ふべ からざる 等の 場合 を 見れ ば、 一 K 語 を 離れた る事實 論 は頗見 當 違 なる を發 見す ベ し。 か く て 

修飾語が 他の 修飾語に 係る こと あ り、 又 は 一 個の 語に 修飾語の 二 個 以上 係る 必要 ある 由 も 了解 

せらる ベ し" 

枕詞 は總 ベて 修飾語な り。 其 の 中 「敷 島 の 日本」 r 吳竹 の よ」 rB^^ 山」 など 言 ふ は 普通の 修飾語と 

異 な ら ざ る 語形 な るが 、「ぬば 玉の」 「梓弓」 など より 體 言 の ，舂 本 に も、 用 言 の黑き 張る 射るな どに も 

係る は 特例な りと す。 そ は 根本 sn- に 係る ヌ バ玉ノ は 主 格お に 係る は領 格な り C 張 ル射 ^ に 係る 

梓 弓 は處置 格、^ に 係る は領 格、 翻 に 係る は 用 言 の 音 を體 言 に 借りた る 者な りノて の 他 之に 準じて 


知 る ベ し 

ま  一—  U  

刈^の 忍 ひ 亂れて 

o 卞  lo 

五 四 部 以外の 語 • 

文中の 語 大抵 は 以上の 四 部に 馬 すれ ど も， 特 殊 なる 文に 在りて は、 四 部の いづれ にも 屈 せ ざ る お 

も 無き にあら す。 之 を 四 部 以外の 成分と す G 

S 獨立語 呼 格 名詞の 一部 及 感動詞 は獨立 語と す。 

御前 は 水 を 馓け 

此の 文の 太郞ャ は 「御 前 ハ水ヲ マ ケ」 と い ふ 文 を 話し 懸 くる 人 を 呼 び た 厶 M に て， 下 文に は 一 百 お 上 

閼係 する 所な けれ ば、 之 を 獨立 語と するな り。 之 を 一方より 太郞ャ は 御 0 ハ と 同じ^ なれば 此の 

場合 中： 格と 兄ん とす れば T 太郞 ャ 御前 ヲ打ッ ゾ」 と いふ 文に て は 客語と なる に て、 結 局 支障 を來す 

な り。 

d 我 汝を 愛す 

^ 君 は 何故に 憂へ 給ふぞ 

ほ い 此は 何と した 
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五 七 八 

あ め|れ 富 士 や 富士は 日本の 鎭 なり 


南無 三 彼 も やられた か 

懷 し き 敞ま 汝も 永く 我 を 忘れ じ 

獨 t 語が 修飾語 を 取りて 獨立部 を なすこと 往々 これ 有り 感動詞の 獨立 語た る 由 は 前篇 第 十 一 

章と 參 照す ベ し- 

淡路島， かよ ふ 千鳥の 


面 かゆ は 身 を も 離れす 山 櫻 (ソ レニ) 心の 限 とめて 來し かど (若紫) 

レ、、 ハ事 ナシ  \ 「一一 テ」 力 

抑是は 九^ 肥後國 阿蘇の 宮の 神主 友成と は 我が ことなり 

主力に カ獨カ 

なく 汩世は 皆 海と なりな 、 む 同じ 渚に 流れよ るべ く (拾) 

獨 小  I   

その —— は 一 つに は イロ 二つに はハ  一二 二つに ^^7、ニ の 三點 であ る。 


の 

修カ 


^ 接續語 他の 成分 を接續 する 語 は 四 部 以外に 屬 す。 此 に は 術 語 を 命ぜざる も濟 むこと あ 

れ ど、 詳 しく せんに は接續 語と 言 ふ ベ し。 前 にも 說 ける 如く、 我が 接 鑌詞は 大抵 副詞の 意 義 を 含 む 

者 なれ ば、 中 に は 修飾語と 見る ベ き 者 も あるな り。 前 篇 第九牮 第 十 章 を 參 照 す ベ し。 

金剛石 および ルビ— は 日本に 產 せす 

我 は 懐中時計の 側 を 白金 Is 銀に せむ 


仁 丹 もしくは 淸心 丹の 廣告を 見よ 

〔附〕 補 足 ：.ひ5 と い ふ 名 を 立つ る 人 あ り。 其 の 說 一 

^ 副 格のお を 補足 語と いひて 客語と 分つ は 前述の 

「一 敍 述 語 のみに て は： S の 意 ^ 完 全 な ら ざ 

^相俟 ちて 完 全なる 意義 を 表す^と し て、 之 


案す るに 此の 說 詳しき が 如 

^ 長く なれり 

淸正 一軍の g,:^ な る 

我 は 彼 を 賢く 见る 


る を， 客 語 

を 補足 語 

くにして 必 しも 然ら す。 前 


僻 すれば 愚 を も 

小生 は 力 丈夫に 


張 良 は 大丈夫に 


賢に 

候 "(候 

^ ふつお 


此 等の 例に 於いて ナル 

しく は 客 語 なくても 殺 を な さ ST 

立つ るは强 ひて 葛藤 を 求む る も 

不可な けれ ど， 其 の爲に 客. 修 と い 


見 る 

ま す) 

ま す) 

のみに て 補 

る は 前 第 四 

の な り： 此 等 

ふ 名 を稱す 


定 せ ざ れ ど も，： g 要 次の 如し 

如し. 

又は 修飾 ^風の 語 

と 名 づ け 客. 修 と 分 

S  ^司 v>.t  ^ 泠こ 兌 

^fn ち 3 き卩 ITT-  G  4^-  I  _lrla 


に て 之 を 補足す る 時， 兩 

ける と 似たり" 


足 語な き^は 義をな さ ざ る 

項に 說け るが 如く なれ ば、 此 

の 語と 敍 述語と を 合して 一 

^ こと 能 はざる 理由 は 萬々 これ 無し. 
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は 論 な し と 雖、 修 飾 語 L 

の 如き をのみ 補足 語み 

敍 述部と：^ る は^ょり 


五八 〇 

0 指定 助動詞の 體 言 に 添 ふ 時、 助 勁 詞を敍 述語と し、 體 言 を 補足 語 と す。 

正 成 は .s,^ な り 

此の 說 によれ ば、 ナ —归 は 動詞に 準す ベ き 者、 口 語 、巧 TT^ と共に 一 敍語 とする 價値十 分 な れ ど、 前 例 

の 類に て 不完全 動詞 なれ ば、 體 言 の 補足 語 を 要するな りと い ふ。 西洋 流 に 解 すれ ば 最 然 る ベ き 說 

な り。 さ れど 動詞の 完全 不完全と いふ こ と、 前 の，， ^刈^,^ 等の 外に な ど 總 ベて 或 

は 完全 動詞たり 或は 不完全 動詞た る 如 く、 或 る 場合に は說 明の 便宜 を與 ふれ ど， 或 る 場合に は 何 

れ とも 定め 難く 邪魔物に もなる 者に て、 詮じ來 る に 利害 相伴 ふ もの なり。 (有 對. 無對. 單對. 複對と い 

ふ も 同樣な り) 我 は 徒に 道具 立の 多き を 欲せ す、 無 くて 濟む者 は 無くて 濟 ませた き 者と 思 ふに よ 

り、 完 全 不完全と いふ 道 具 を m る す。 言 語 は 意 義 を も 論 すべ き 事 勿 論 な れ ど、 形 式と 相俟 たざる ベ 

からざる を 忘る ベ から す。 

ナリの 動詞 を 含 む は 論 なけれ ど、 我 が國 語の 形式に 於て 附屬辭 たる は爭 ふべ から す。 特 に その 口 

語デァ ルを 一 詞と 見る が 如き は 外人の 爲を舉 ぶより 出で たる 陋 見な り。^ は 上の 體 首 に 附 き て 

格 を 表す もの、 ァ ルは獨 立 動詞 なれば デ ァ ル とい ふ 一 語 は 有る ベ から. K 「忠臣 デ」 は 客語 、「ァ ル J は敍 

述語と 定り て、 些 も 之 を 動す ベ き餘 地な し" 而 して 此の は 文 語 二 ァ，^ に當る 者に て ^Tp ハ に 

當る にあら す。 ナ リの 口語 は ダ (ナ) な り A の 中に 動詞 を 4n め ば と て、 之 を 一 敍 述語と せん は 現在の 

語形 を輕視 する に 過ぎた り、 從 ふべ から す。 か くて 我 は 此の 說をも 否 認 しお 動詞 は 他の 詞と 合し 


節 
句 


文 は： ：-l 簡 ^ なる^も^と 敍と あり ピ  >  に 卞；. 敍 を備 ふれ ども 完結せ ざる もの あ り； 又 完結 すれ ど 

も 文の 一 部 をな す 者 あ り， 此 等 を.？ と稱 す。 句 に 中 止、 修 飾、 敍 述の別 あり。 

一 中止 句  • 

は 句の 敍 述語の 中止して、 他の 成分に 從 馬せ す、 相 對 並立す る 者 をい ふ。 

鳥 ^き 花 さく 

目 凉 しく  口 尊 常 な り 

月 明に して 星 稀な り 

.  五仄 一 


て  一 ^をな す 者と す。 

-史 に 之 を ！g  W 方より ^るに 、「正 成 ハ」 を敍述 する 主 要 語 は 「忠 臣」 に して、 「ナ リ」 は 之に 附 ® せる 言 方 

な り ^  1「 忠 は -ー ァ リ」 と 一一： -1 ふ 首 方 は然ら す S 洋の 文は必 動詞 を 要すと い へ ど， 國 語 も 漢文 も然 らす。 

おに 於.、 二- - II 文の 形式 は敍 述語に 冈 りて 三種に 分 る， 動 詞 的 な る、 形 容詞 的な ろ、 名 詞 的 な る お な 

り， 名詞 を敍 述語と する こと 非 論 理 的 な れ ど、 言 語 は必し も 論理に 一 致す る 者に あ ら ざ る を 知る 

^ は， 强 ひ て  一 K 語の^ 際 を： g ぐるに も 及ばざる ことなり。 


五 八 二 

^ i 過ぎて 秋 は 來れり 

り 


兄 は 大臣 弟 は 大將た 

之 を 裏面より 見れば、 二 個 以上の 

の 終 止. 中 止 同形なる 者 は 文 か 句 


左右 

S ま 

笑 ふ 

K も 

財産 

味 は 

此の 終の 

「味 は 好く 

き なり.， (中 


に は 諸 弟子 

天に ， 

あり 泣く 


侍り 


文 を 

か紛 

前後 

怒る 


來す 手紙 

彼 を 限み す 


もな し 手 


好し 香 は 

咧 は、 形 は 明 


そ れ に」 とい ふ 

止 句 叉 並 立 句 


あ り 

も 來す 

彼 亦 我 

ぎ も な L 

好し 

に 終止 すれば 

ベ き 所 を、 强 ひ 

ともい ふ ベ し) 


文 に 平 

A こと 

は 家 

に 在 

あ り 


接 

り 


二 文と も 

て 終止と 


る 時、 前 なる 者 を 中止 句と するな り。 さ て詞辭 

"左 例 を 判 定 す ベ し。 

集. へり 


を 僧ます 


見 

し 


ベ き 者の 如く なれ ど， その M 「財 0 も 燕し だ し」 

意 義 を 含めた る 者に て、 な ほ 中止 句と 昆 るべ 


二 修飾 句 


は 修飾 部な なす：？ にして、 連體的 川 的の 二種 あり： 

V 形ぶ 句 は體 言 に接賴 する W にして、 敍 述語 は連體 法の 詞辭 なる 者な り。 

I 咲かざる 木 な し 

^  1 淸き 處には 大 免 住ます 

我が 友に 父 は , 知事な る 人 あり 

^ な き 枝に も 驚 なけり 

汝 我 H1 愛 5" 引 書 を 知れり や 

r 屮 斐 な き」 「情 ある」 「力 ある」 「罪 深 き」 「事 多き」 「耳 疾き」 「心 やす き」 など 句と も ず はるれ ど 二 る ^ いし 

て 可な りつ 「心 に く き」 「手 輕 き」 「口 重 な る」 「足 ば や の」 「人 すくな な る」 「虱 だ て る」 「氣ま づき」 「心 ぐ る し 

き 一な どま 固より 熱 語な.^ (ゥ ラ ャ マ 刁 T、w^r 『「シ キの類 は 1 單語 とすへ し) 

形容 句の ドに語 を 略せ る、 又は 形容 句と その 係る 語と を 合した る 者 を 名詞句と いふ 事 あり J 侬 

法に て、 そ の ま 、 主. 客. 敍、 或 は修と 解くな りお 例 「花 の 咲 か ざ る 木」 「水 淸き處 に は」 「父 は 知事なる 人」 

「我が 愛 讀 する 書 を」 及 次の 例な り。 

1 愛 讀 する は 歴史なら む 

アメリカ は コロン ブスの 發見 せるな り 

人 は ま •  "f を 欲 す 

五八！ 一一 


五八 四 

父，^ I 知事なる i 3^ 妻 は 我が 從妹 なり 


我が 知れる 人^ 1 家族 は 二十 人に 上 

名詞句の 修飾 部なる は、 其 の 係る 語 を 合する 時 は 又 名 

る" 


君の 斷行 せる そ は 甚 よし 

彼の ズ 晴 にも I 働け る I 我 は 之 を 


楠 公の 七生 賊を 平 ゆむ と いへ る 此の 

此等 は獨立 句と いふべ し U 

E 副詞句  は 副詞の 如く 他の 部 を 修飾す る 句 


水 淸 ければ 大魚 すます 


花 さかば 我 之 を 君に 告 ゆむ 


聽衆 少 けれども 演者 熱心な り 


^0 り 

詞 句に て、 主. 客. 敍 と な り、 或 は獨立 部と もな 


天祐と  一一； 一 2 は む 

事 妄 言 に あらす 

な り。 


力 は 强く とも 術 拙く ば 其の 人 必 しも 勝た じ 

古人の 勉 めし 如く 我 も 勉 めむ 

形 I  I  Tl) 


人の 驚く 位 彼 は 敏捷な り 

形 句  修 


S  句  

敏は 矢種の 績 かむ 限 防ぎたり 

形 句 ■  修 

m I 暮れた る に？， も、 が) 途 遠 し 

g ふ^て 花 ちれり 

此の 如く 敍 述語の 前提 法 連用 法なる 者の 外に 形容 句の 體 言 副詞に 八" せる 者な ど 副詞句 をな す 

なり ^ こ  >  に 又 中止 句と 副詞句と 混じ 易き こ と あり。 一 風 js^ として 易 水 寒し」 は 何ぞ" 一 兄 は 軍人なる 

が 弟 は 商人 なり」 は 何ぞ T^s,^ 乳 を 好む に 乙 は 之 を 嫌 ふ」 は 何 ぞ。 連 用法 及が に は眾に 中止す ると 

副詞 的に 他 語に 係る と あるに よ り， そ の 何なる か を兒て 判定す ベ きなり。 

又 一 文の 形 をな せる 者 に、 副 詞 句と 見る ベ き あり。 

寺の 奥に 額 あり。 我 之 を 讀ま むと せし も、 I ^し Q は れガ、 れ 

w(¥ レカ、 リク レバ) 遂に 栗 さすして 歸れり 

我 著述に 勉め むと して 家に 居る に、 客 は 來る 子供 は 騷 がし (クテ 出來ザ 

レバ) いで 明日より 旅行せ む 

小生 幸 閑暇に 候へば、 兼ねての i 御 相談 も—， り 候 是非 御 入 來可被 下 候 

小 生 も 禁 酒 致 度 存 居候 處 御 忠告 1 一  々 御尤に I 奉存候 今 口より 斷然 實 

行 可 致 候 

チ , ョ 


五八. 力 

東京 市長 問題 は  な りしが ffl^ I 千家 兩男 0 家 の I 成立した る 結 栗な 

る ベ し 極めて 圓満 なる 解诀を 見む と する に 至れり 

此 等の 句 その上に 副詞句 あれ ば、 之 を 文と 見る とき は、 下 に は 係らぬ 事と なりて、 いたく 文 義を撗 

す。 然 れば尙 上の句と 共に 下 文に 係る 者と 見ざる ベ から す。 作 者 の 意 は 「小 生閛 暇に 候 又 御 相談 も 

候 ベ ば 」「  存 居 候 處  奉 存 候に 付」 と いふ 樣にニ 句 を 併せて 副詞 的に 言 ふ ベ き を、 修 辭 ヒ 

かく 變更 したる 者な り。 之 を 挿入 的 副詞句と 謂 ふべ し。 句讀法 にても 此 等に は 〇 を 打たぬ なり。 又 

次の 如き も 副詞句な り。 

1 八月 § i 末な り 殘暑 なほ 嚴 しく 云々 

1 ir^ 彼 は いまだ 改心せ. す 

^ I ^o. 孝 は 德の 本な り 

s I 知 る， ベ し 彼 は 隱 君子な り 

I 二月の I 末つ方 空 吹く 風 も 寒 かりけ り 

^d. 1 11^ 手 向の 山 は 紅葉の 幣と ちり かふ 名に こそ ありけ れ (千 載) 

を 結べ る 者の 前提 法なる は 固より 副詞句な り。 

(人) 昨日 こそ I 早苗 取りし か (ド) 何時の 間に 稻葉 そよ ぎて 秋風の 吹く 

人 こそ 1 見えね (ドー 秋 は 來に けり 


不破數 右^ i 門  其の 身の 刀 も (云々 ナルヲ 人) さゝら とこ そ 申し 候へ (ド ソレ 二 

モマ シテ) ^金 は 皆無の 樣 にて 四 五 人 も 切留候 積に 御座 候 (大石 良 雄) 

こ、 に 又 と 記者の 情懷 想像と を 二 文に 記述せ るが、 兩 者の 間に 修飾 的關 係の 認めざる ベ か 

ら ざ る 者 あ り。 是 また その 一 を 副詞句と；^ るべ し。 

S 1 降り たられ， (ト 見ェ) 路 ぬれたり 

我 は 今より 勉强 せむ 落第の i ^ I ^( レ バ ) 

玉の 紡よ 絶えな ば たえね な がらへば I 忍 ぶ る ことの よわり も 、ぞ ( 二 

ヨリ テ 一  . 

我 は 歸らむ I 曇り 來っ ( レ バ ) 

^ リ； -配は I や れ 

「小^ モ 閑 二 候 御 出 候 へ 」r 花サ ケリ君 見 ニ來 マセ」 など は 其の 間 に サ レ バ など を 略せる 者と して， 二 

文と 見る.、 へ し， 又 疑 問 文. 命 令 文 も 副詞 h となる こと あり。 

1 早天に i 0 ！— ふらむ か 農作物 は 蘇生すべし 

人我 を 愚 と ，1 いはむ か 我 は 愚たら むの み 

形 は いかにも —力 る ぺ d 心中 邪念 あらば (ソノ 人) 正しき 人に は あらす 

父に て 候 ひし 義重 法師が 敎へ候 ひし は 醫 へば (人) 山 越の 狩 をせ よ 又は 

五八 七 
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かたきに 壟 はれよ 深山に 迷 ひたらん する 時 は 云々 (平 家、 鷲 尾の 母) 

浪も 立て 風 も 吹 ゆ 今日の 船出 は 止め じ 

漢文 直譯 風なる 次の 例の 如き は 好き 語 遣に あら ざれ ど、 な ほ 副詞句な り。 

此の 腰 一た び 屈す る (セ バ) 恐らく は ；！： ぶる 明 ^けむ 

人心 身 共に 病む (マ バ) 醫家も 敎家も 之 を 救 ひ 得 ざら む 

君 1^ i I ^(ラバ) 我 は 孤立せ む 

三 敍述句 

丰敍 を備 ふる 者の 更に 他の 主 を敍述 する 者 をい ふ。 

薩 州の 健兒 柳 I rad 1 3  . 

我 は s I ^ 

兎 は 前足が I gls 

隅 田 川 ^ I ゆるし 

彼 S I 極めて I 豐 な り 

國 姓 爺 父 は 支那 人に して 3 1 m^^,^ 

(我) 醉 ひて 沙 場に 臥す (ト モ) 君 s i ^ I ^ 


象 は ^し 

此^ 皆 一 文 を 構成せ る齐 な れ ども、 獨 文せ す して 敍 述部な な せ ば、 今 之 を 敍述 句と 名 づ けた り。 此 

如 き ^ ガは 支那に は 少し あれ ど も， 西 洋には 全くな きょり 種々 の說も 有る 中の 二三 を い は むに， 

S. 總主說 1,^^,5 の 如き 全文の 主を總 主と い ひ， 親 の 如き 句の 卞： を 小 主と 立てた 

り" 此 の 說通ぜ ざるに あら ざ れ ど も、.^ とい ふ敍 述語に 對 する 卞に q ぬ と 兩，^ と 二 個 ありと い 

ふこと 稍 面白から す。 又 第 一 例の 如き は ，ST な に對 して を 卞； と は 一：..： ふ ベ か ら す。 さ れば 我は敍 

述部の 方より 3- て敍述 句と いふな り。 又 强 ひて 主の 方より 說を 立て む に は、 我 は など^ 

づ けて g  を 卞： と し、^ を 補足 主と いは む と 欲 す。 補 足す： とは卽 補足 語に て 「隅 W 川 e るし」 の み 

にて は 足らざる 故に 流と いふ を 更に 補足せ る  一一 一一！： 方と 見るな り。 

g 文中； を 句 主の 修飾と： ^る .卽「¥§ 家 產 豐 なり 一と や う に 考 ふ る もー說 な り。 さ れど 此の 

文 は然檨 に 「家 產」 を^ に ひ へ るに あらざる こと は 明瞭 なれ ば、 從 ふ ベ か ら す。 第 一 一 例 を 「w§ 兩親ぁ 

り」 と せば 最^し く 文 . ひ) を變 する を 見る ベ し。 

g 句. ff.: を 客と 見る  是は 西洋 流に は 好く はまる なり。 「象 ハ 長ク持 ッ」 など 總て 曾 ひ お 

ふ ベ し。 而 して 漢文 流に して も 「我 ハ ヲ 有ッ」 な ど に 常 る。 國 語 は 自動詞 的狀態 的の  一 一一 ：2 方 多く 鈸 

述句 をな す を， そ の 動詞なる のみ は 漢文に て は 他動詞 的 動作 的に 一； 一- 1： ひなす 故 に、 句 卞： は 客 語 と な 

る。 さ れど敍 述語の 形容 詞. 名 詞 なる は 漢文 も 我と 同じく 敍述句 を な す。 其 の 形容 詞. 名 詞 なる 敍 述 
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に對 して も、 此 の 句 主 を 客語に いひな す は 西洋 文の 習な り。 事 實 上より 言 へ ば、 敍 述 句の 主 は 文の 

主に 對 して 客の 位に 居る ことなれば、 この 說 にも 一 理 あれ ど、 そ れ にて は 我が 語 性を强 ふること 

となるな り。 此 の國 語の 特性に 就きて は 詞辭篇 中に も處々 に說 きたれ ど、 今 此の 文 主に 對 する 客 

に し て、 敍 述には 主と なりて 係る 者の 漢文 脈と 異なる 者 を 類別す るに、 ( 二 可能動詞に 係る 者、 (一 一) 特 

殊狀態 的 動詞に 係る 者、 (三) 形 容詞 特に 情意 を 表す 者に 係る 者の 三種と なる。 

私 は 近頃 大層  ^ 力  食 へ る (「食が 進ム」 「钣ヲ 食 ヒ 得」) 

彼 今 は ^^る 酒 も 飮 まれす (酒 ヲ飮ミ 得ズ) 

(ヮレ ) 老い ぬれば 刷！^ I 事 こそ I せられけ れ (同 ジ事 ヲセ. ザルコ ト能ハ ズ) 

私 は 金な ど 入らぬ (金ヲ 要 セズ) 

君 は あれが 見える か (ァ レ ヲ 見得 ルカ) 

彼 は 目 こそ I ^かね 手 は 利きたり (目 ヲコソ 巧 二 活サネ 、手ヲ バ好ク ハタ ラカス) 

我 は それが Is 毒な り (ソ レ ヲ悲ム ノレ ヲ氣ノ 毒 二 思フ) 

汝 何が 欲しき か (何 ヲ欲ス ルカ) 

おのれ は 名 こそ 惜しけ れ (名 ヲ コ ソ 惜メ》 

I スキ 

君 は 何人が 好な り や (何人 ヲ好 クャ) 

日本の 地方 稅は 課税の 範圍に 制限 法が 1 設けて ありま す (制 限法ヲ 設 ケ タリ) 


^ れ に ^  ^  :5 が 出して ありま す か (届 ヲ出 シテ居 几， 力) 


私 も よき 、い 地 ま 致さす 庾 


此の 笛 は 極めて よき 音 す 

忍ぶ る ことの よわり もぞ する 

此 等の 例に て、 國 語 は 言 方に て 客 も 主と なる 事 

S 文 主 を 客と^ る 此の 說は 可能 相 動 


あらす^ 我-一 ハ企ガ 入 ラズ」 「我-一 兩親 ァリ」 等の 如 

する に 言 方の 相違 あり て、 事 實 の み を 以て 一律 

せざる ベ か らす。 「此 ノ笛ニ ヨキ 音 ス 」 「象 二 ハ鼻長 

語と も 見 ゆる は 

酒 は 我 飮ます 

うそ は 私 は 巾し.^ せん 

箱 根 は 君 見たり や 

藏書は 彼 巳に 費り 拂 へり 


を ^ 

司 刀 

ノ  £ 

に 言 

シ」 な 


などの 場合な り。 さ れど此 等 も 「酒 ハ我之 ヲ飮マ 

文義上 など は：？ 主、 ま など は 文 主た 


る 

► 、 

ど 


、、へ 

、ベ 

，曰 


ズ」 と 

る 、 J 


し。 

0 な る、 又 は 少數の 場合」 は通ぜ ざるに 


より 客な り" さ れど 我ハと ； 一一 曰 へる に 比 

か らす T 我 策 ァ リ」 と 「我 二  ^ ァ リ」 と は區別 

本 語と は 聞かれ ざるな り。 又 處置 格の 客 


うに 敍述 句の 中に 客語 を 省略せ る 者に て， 

爭 ふ ベ からす T 君 箱 根ヲ見 タリ ャ」 の 如く 言 
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ふと は 異なるな り。 

^ 文 主 を 敍述の 修飾と 見る 說 あり 。「鼻 ハ う —が ィテハ 長 シ」 「甽 ー叫ォ ィテ川 家產豐 ナリ」 と 

やうに ョ 於ィテ 叉 は 刊コづ を 入れて 副詞 樣 にして 聞く なり。 「今日 ハ 天氣好 シ」 の 今 日 ハ. の 修飾な 

るな ど 聯想しても 妥當 なる 如く も 思 はるれ ど、 一一 於 ィテと 場所の 如く 言 ひ 做し 得る は 此の 揚合 

のみに あらす。 「我 ハ惡 シキ n トヲ セズ」 の 如き 純然たる 主語の も、 「我 ニォ ィ テハ」 「我 ナ ラバ」 と 言 

ひ 得べ きに て、 實は tSK 吊 平凡の 事 なれ ば、 そ れ無 きと 有る と を 一 にす る は 不可な り。 今 日 ハ は 副詞 

にも 名詞に もな る. 詞 なれば、 同列に は 論 す ベ か らす。 叉 「智者 モ 千慮 二 一  失 ァ リ」 な どの 文 主の モを 

ふくめる 者 は 「智 者 トイ へ ドモ」 とやう に 修飾に も 聞 ゆれ ど然ら す。 次 の 如く 說 くべ きな り。 

主   敍 I  —  —句 ■  

金剛石 も 磨かす ば 玉の 光 は そ は ざらん 

修  修主敍 

こ、 に 西洋 文に 比して 考 ふべき こと あり T 今 曰 ハ 天氣 好シ」 の 文 主 は 果して f^JS なり や。 そ の 意な 

らば 「天 氣 今日 ハ 好シ」 と 同じき か。 今 i とい ふ 語 は 文 主たり 得 ざ るか TT ^川 何月 何日 ナリ」 と い ふ 

時 は 文 主なるに あら す や。 「今日 ハ 云々」 とやう に 西洋 流に 主 語 を 補足す る 必要 は國 語に 無し。 

少し 變 りて 季節の 名な ど は 副詞に も なれ ど、 ま さしく 名詞に もな り て 、「春 ハ花サ ク」 「秋 ハ實 ナル」 な 

ど、 明 に 割^ を 文 主として それ を敍述 せる を 見る 時 は、 前 の ^Tsl ハ I は 別 なり 。「天 氣 今日 ハ 好シ」 と は 

別 義 なり T 叉 胸 中 百 萬ノ兵 ァリ」 の を 主と 誤る ベ から す。 此 は 固より の篛 にて その上に 

我と いふ 主 あるな り。 凡 H-^N^^^^ など 副詞 的なる 名詞 は 主に も 客に も なれ ど、 場 所の 副詞と 


^てよ きこと も あり. 二  ， の も s¥! 一一  として 修飾語と も 客語と も 見ら る、 なり， (「其の 人の 心の中 

如何にす  >  しかりけ む」 など は 主 な り) 

S:  .5 卞： を 修飾と！^ る 

米の 一年の 產額 平均が 四千 萬 石な り 

半紙 一帖の 價 上等が 四錢 なり  • 

我が 嗜好す る 物 第 一 が 煙草な り 

彼の 學資 半 は 借金な り (半 ハ之ヲ 人 ヨリ 借ル) 

懷中金 十圓札 三枚 si;  取 交ぜ 一圓 餘 あり 

此 等の 例 を 「産額 Is 何程」 「上等 ノ 所 一一 テ」 「第一 ^」 「學資 ハ^ 借金 ナリ」 「十圓 札 一一 テ 三十 圓」 など 言 ひ換 

^る 寺 は^に 修飾語 なれ ば、 そ れと 似た る 此の 場合 も 準じて 解く ベ きかと 思 ひよ る はさる こと 

なれ ど、 更 に 思 ふ に、 異な る ふ しあり。 此 の 例なる は 語脈 を變へ すして 詳しく^ ふ 時 は、 「平均 額ガ」 「上 

等 ノ 半紙 ガ」 「第 ーノ 嗜好 物が」 「學 資ノ 半 ハ 」r 十圓札 ノ數」 と な る ベ く、 何 處ま でも 主語た る を 免れ ざ る 

な りお 左 例 を 見る ベ し。 

彼 勉 めた り (副 詞、 修 飾) 

何事 も 到 大事な り (名 詞、 敍 述句ノ 主) 

始を 愼 めば 事 終 あり (名詞、 句 主) 
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句 

を 


我 I 主 


兩 


は 


我 
は 


主 我 

修 

我 

客 

は 

は 

修 兩 


兩 


主 


兩 


主 


兩 


主 
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j  、 に 前述の 諸説 を 再 記 すれば 左の 如し。 

主 敍^ 

我 は 兩親 あ り 

主 敍 


總主 


小 主 (補 主」 0 


我 は 兩親 あり 


あ り 


あ り 


あ り 

—敍 

あ り 


あ り 


敍述 句を疊 み用ゐ たる 文 あ り。 漢 文 直譯體 などに 馴れたる 目に は、 いぶかしく 思 ふべ けれ ど、 正 し 

き 我が 語脈な り 


昔の 士族の 子弟 は 


父 兄が ー敎育 ありき 


は 


細 
君 
が 

御 

父 

樣 

が 

金 

が 

あ 

る 

彼の 人 は 


鼻が 先が ^つて ゐ る 


^ ま 


花 こそ 


見所 は あれ 


北國は 


は 雪 まだ 消えす 


禹 は 


吾一 間然す る こと 無し 


主 


句 


咋日は 遠路 御 來車被 下 候 事 萬 謝 此 s  1 0 

主  主 


主  客敍 

客  敍 


澄憲が 高名 不思議 (トハ ) 此 事に 侍リ (著 聞、 偷盜) 


五 九 五 


 主力 _ 修カ   —主 I 

時下 盆 御 精^ I 大賀 此 事に 候 

一大 賀^ 事に 候 

修 


五 九 六 

句 


重 以上の 敍述句 は 混亂し 易け 


ガ」 「鼻 ノ 先ガ」 の 如 く 言 ひても 同じ 

敍述 句の 主の 畧 せられた る は、 部 

この 酒 は (味) 甘し 

あの 衣 は (色) 赤し 

象 は 大 なり 

熊 は 强し 

敍 述語が 中止 叉 は 連 體. 連 用と な 

變 すれ ば、 中 止 句と も 形容 句と も 

I S 1 萬 世に 1 5 


れば 多く は 

樣 に & はる 

とも 語と も 


狂風 聲は 猛虎の 吼 ゆるが 


里 は 雪 も 消えた る 街道 を 荷車 


用 る す。 又 此 等の 中 に は 「子弟 ノ 父 兄. ガ」 「細君 ノ 御 ハ乂樣 

> もの あれ ど、 ②說 の 如く 尙 差異 あるな り。 

見 る ベ し。 « 


る， ま m 飾 

副詞句 と も 

良 雄 義 


語 となる が 

な る。 

烈 千古 を 

怒濤 響 

ひく 男 


如 く、 敍 述句を 有する 文 も 亦 其の 句 尾 を 

照 す 

は 萬 雷の 轟く に 似たり 

あ り 


花 は 先の 尖りた る 者 も あり 


川 明な ろ 夜 は ^の 光 滞し 

^ I 星 稀な り 

樱 は 花 こそ I 見所 は I 木立 にくけ なり 

^くて 叉^ s」 W よ 連體に 川うれば 形容 句 に、 速 川に は 副詞句になる を 見る ベ し 。「誠忠 萬 世 ニ輝ク 

正 成」 「聲ハ 猛虎 ノ 吼ュル ガ如キ 狂風」 「雪 モ 消 ヱ タ ル里」 など 變換し 試む ベ し。 さて 又 漢文 直 St より 出 

でた る 

色 は 卽 是 空な り 

叙 句 

主 一  1 敍句 

小生 差 支 これ あり 

貴君 御 構 これ なく 候 ふや 

桓魈 ^ I s I 1 ^5 

等 も敍述 句と いふべ し。 漢文に て 曰 ¥ は 動詞と も い ふ 人 あれ ど、 尙 代名詞 主格な り。 「有 之」 「無 之」 の 之 

ま 漢文に 擬しヒ る誤闲 にして 彼に ありて は 客 なれ ど、 我 に は 主と なる なり。 「差 支 有 之」 「御 構 無 之」 を 

一 敍 述部と 兑 る は 誰し も 論な き 所なる が、 形式 上 は 句と 言 は ざ るべ からす。 かくて 二重 敍述 句と 

な る な り。 或 は ^Tsw^¥^ の 類 若しくは ，コ1^  を獨立 語と も 見る ベ き か。 な ほ 後に 言 ふ 並置 

に は あら ざろ なり。 

五 九 七 


五 九 八 

—— な ほ 左の 各 句の 例を考 ふべ し — 


去年と やい はむ ことしと やい はむ 

 1 _ 文 力  副  句 

と V めお きて 誰 ぁぉ| はれと おも ふらむ 子 はま さるら む 子 はま さりけ り 

0 句 

^  ^  主  i  _ 

天下 誰か 之 を 知る もの あらむ 

主  敍 句 

天下に 之 を 知る もの 誰か あらむ 


誰か 之 を 射る も のぞ 


誰 ありて 之 を 信す る 者な かるべ し (日 本の 俤) 

「車よ り お り 給 ふや .^1  そ き」 と 北の 方 あこぎと て 呼びの ， し り  

\ソ /チリ II 修  0  

積り て は 拂 ふが ftl く なりぬべし 塵ば かりなる 事と おもへ と 

敍 ^ I  S 

-  主  主  一.  一 ^   • 

(ソノ 塵) 拂 ふが かたくなりぬべし 

主    , 

(そ れ) 古 人の 勉 めし 如く 我も勉 めむ 

(そ の 位)^, の 驚く 位 彼 は 敏捷な り 

主  形 句修語 


九 
九 


主 

(ソ ノ 限) 敵 は 矢種の 績 かむ 限 防ぎたり 

咋 日 は 御 出 下さ れ奉謝 候 

主 

昨日 御 出 下されつ る 難 有 

\ を 謝す 

客 

折り つれば 手ぶ さに けがる 立てながら 三世の 佛に花 奉 る (後 撰) 

或る時 迎に馬 をつ か はしたり ければ はるかなる 程な り (徒 然， 八 十 七) 

椎の木 は 常の 木 は いづれ も ある を それし も 葉が へ せぬ ためしに いはれ たる を かし 

1 語に も 此の 如き あり 

けがれな む 手ぶ さは ふれ じ 極樂の 西の 風 ふく 秋の 初 花 (喜 撰) 

ゆ  ^   

おのれが 心 に^ ST へ るに よりて この 嘲 をな すに て 知りぬ この 人 は 下 愚の 性う つるべ からす 

僞 りて 小利 をも辭 すべ か ら> (^然 ) 

\ ザルコ トヲー ト アルト キ上ハ 敍句 ナ リ 

副  句   .  I 

花、 ぞ 一 む ら 流れけ る 筏の 掉ゃ 岸に ふれけ む (景 樹) 

子 はま さるら む 子 はま さりけ り (二 文 力) 

第三 節 小 句 


六 〇〇 

句の 主語な きものに し て、 敍 述語と 客語 又は 修飾語 等と 結合した る 者 を 小 句と いふ。 小 句の 種類 

は 句に 準 す。 (凡 小 句は强 ひて 其の 名目 を 立てす しても 可 なれ ど、 又 便宜 ある こと も あるな り) 

I 形容 ト句 卽連體 的 修飾 小 句 

富 士 山に I 者 年々 多し 

i 孝 を I 人 は 君 に 忠なる 人な り 

日本より 好き 國 あらむ や 

彼 は 何と なき 物 思 を す 

^d. I ^d. 高師の 濱の あだ 浪 

彼 は . 親に も I s.^ 背高な り 

善く I 泳ぐ 者 は 水に 溺る 

彼の 家に ^チと い^ 犬 あり 

鶯は 面白く  P る 鳥な り 

そ は ^  1 大 なる 罪 な り 

^ I 母なる 人 は 我が 叔母な り 

^ I 君 は 善く 人 を 敎へ 給へ り 


 *?  隱 

おりたちて お曰か つみし 芹 川の 忭 田の 原に 秋風、 ぞ ふ く (景 B 

^山 を ながめ やれば 「こん ざう を ぬりた る」 と や いふ やうに て (蜻 蛉 日 記) 

武林を I ^w^d 「拙者 は 榊 庄左衞 門で ござる」 

我 百 世の I slsl^ 孔子 を 思 ふ 

I ^^(様 なる) 顔 も いつしか 衰ふ 

西 人 百行の I る 孝 を 知らす 

「戋 ガ 家 ノ 法」 「父 ノ兄ノ 子」 「水 ノ上， ハ 月」 な ど 同種の 修飾語の 重れる は 小 句と 稱 する 要な し。 伹 「我 

ガ §1^:」 と 「我 ガ 家 ノ 子」 「大 理石ノ  ^？」 と 「大理石 ノ 机 ノ 脚」、 「赤 キ 衣 パ—級」 と 「赤 キ衣ノ 裾」 な ど 

よ^ ：  5! に當 りて 適宜に 區 別す るが よし。 

形容 小^の 名詞と 八 " せる か、 略せる を 名詞 小 句と いふ こと 名詞句の 例に 準す。 

S I よむ は 樂し 

汝 利より も 大 なる 者 を 思へ 

I 言 ふ は 好く 行 はざる 證と なる ベ き か 

I 忘 れ たる I 時々 想 ひ 起す 

前に 舉 けたる、 修飾語と 結合せ る 名 詞 「我 が 家」 又 は 「美 し き 花」 の 如き は 某 部と は稱 すべ けれど、 名 

詞小 句と は 一； a は す。 

六 〇 一 


六 〇 二 

二 中止 小 句 

は 他の 小 句と 相 並びて 用ゐら れ、 そ れと同 部 をな す。 

形 小 句 

中止 小 句 il —1 形容 小 句 

酒 を 酌み 詩 を 吟 する 人 あり 

我 ¥^ II R り 野 を わたる 

彼 ¥^ I STS 善く 勉む 

花 を 取り 枝 を 折る は 禁制な り 

三 副詞 小 句 卽 連用 的 修飾 小 句 

我 ST^ I 持ちて 始めて 親の 恩 を 知れり 

彼 自說を I 主張して 人に 屈せす 

^ I 對 して， 誰か 古人 を 忍ば ざら む 

1^ I U I P 

|  一 

人 は 足 一に よりて  歩む 

(を もちて 

彼 病氣ロ I 因りて J, 来らす 


〈：s や； u 我に 於 い て 浮 雲の 如し 

(我等) ^d. I 在りて は 比翼の 鳥と ならむ 

智者と いへ ども 千慮に は 一失 有るべし 

^ I ^  ^ I i^fs 不埒なる 事の みなり 

某氏 は 1 慕 はし 

來る 者 老幼と I いはす 男女と I 云 はす 皆 其の 德に 

汝 I 之 を 謂 ふ 

そ は 1 取. 9 て 一打 擊 ならむ 

張 良 かって 黃石 公に I 就きて 學 ベ り 

金言 は 誦する に I 益 其の 妙 を 增す 

遜羅の 人頭税 .1 人に I ^ 六圓 なり 

公 1 ^ 至孝な り (本 來ノ 名詞 トハ 云フべ カラ ズ) 

孔子 I な る や. 三 日 に I H^u. 少正卯 を 斬れり 

君子の 心 は 水の 如く 淡し 

彼 は 讀 むと I 同時に 筆記す 

能 因 都 をば 5 1 出で たり 


〇 


服 
す 


六 0 四 

秋 は 來ぬ 紅葉 は 宿に ふりしきぬ 1 ふみわけて とふ 人 もな し 

あ ， 我 s I 共に か 昔 を 語らむ 

I はやみ 水 岩に せかる 

V  ーロ15 み 八 ま す さめす 

淸凉 殿に 3,^ I P 鶯 張の 板 敷 あり 

其の 人 しばら a  1 ありて 又 口 を 開けり 

汝 ^ I 考ぺて 事に 當れ 

彼 一 度 は I I 苦み しか ど— 今 は 成功せ り  . 

君 急ぎて 行かば 間に 合 ふべ し 

人 is^ I 讀 まむ とも 思 量 を I 粗に せば . 益 を 得 じ 

I 殺せば 己 も 殺さる 

ST^S い へ ば (事 モ事ト テ。 事 モア ラウ 二 は 別) 

餘 わと I ^7<s 

  文   ^  

ま 1 おそし と 待つ (r〇 ハ 今ナリ 來 ルコト おそ し」 に て、 も と 二 文な り。 され ど 今 は 

二 語な り) 

形 小 句 ヨリ 轉ズ 

なで ふ さる ことの 侍るべき 


なで ふ 物 を か なけき 侍る ベ き (力 ゲ ャ 姫) 

ト みル ベ シっカ 、ル！ リ連 W  ニ^ル +リ 


李 陵が 親類 皆 以て 罪せら ろ S 門 本) 

そこで ン 

是非： 


中 々 

旁 


以 て 


必 


共 


3,、 一 ) 


といった もの ゝ實は その 少 からす 聲 がふる へ た 


何の その いはほ も 通す 桑の 弓 

「蹬 ト 共 二」 は 客と 修 との 聯 結と も 思 はるれ ど、 こ  >  にて は 「都 ヲ出ヅ ルコト 霞 ト共ナ リ」 と や う な 

る 言 方に て、 r^」 を ば敍 述語に 轉 じたる 者と 見、 その isr^ に 係る ところより 客 叙の 結合と した 

り 。「山 高ミ」 の^は 主語 かと も 思 はるれ ど、 前 に 副詞の 牮に 言 へ る 如く 處置 格の 客^と^ た り 「「鳴 


板 ト テ」 の 類テの 上に 動詞 を 含め ば、 略 したる 場合 にても 副詞 小 句と 見るな り。 ト シ テ 二 テの類 も 

同 じり 其 の. 力 を も 略して 

勝た む と (思 ヒテ) 打つ ベから す 

負け じ と (シ テ) 爭 ふ 

な ど 言 ふ は、 一 語に て！ i 詞卽 修飾語と 見る が 可な り。 凡 小 句 は 主語な 令 よ り  一 U へる 名なる が、 其 の 

•  六 〇 五 


•  六 〇 六 

主語 は 補 ひて 聞 ゆる 場合 も少 から す。 前 提 的に 係る 時に 殊に 多し。 

富貴 (我 ソ レヲ) I I 於いて 浮 雪の 如し 

(人) 禮服を I 着 ざれ ば (我 ソノ 人ヲ) 入れす 

の 如 き， 主 語 を 補へば 副詞句と なる。 之 を 理論 一 方より 言 ふ 時 は 如何なる 敍 述語 も 必 主語 を 見出 

し 得べ けれ ど、 常 識 にて 主語な きものと 見た る をば 小 句と 定めて 可な り。 或 は 學修の 進境に 從ひ 

て、 省略の 補塡 をす る も 可な り。 中止 小 句. 形容 小 句に おいても 此 の 事 あれ ど、 彼 にあり て は 主たる 

ベ き 語 その 直下に 來る者 多 く、 言 語の 上に て は 之 を補塡 する こと 却って ふさ はしからざる こと 

あ り。 是 西洋 文な どに て は閼係 代名詞 を 用 るて 

(ソコ 一一 人其ノ 人ハ) 酒 を 酌み 詩を吟 する 人が ある 

(人 ンノ 人ハ) 彼の 母なる (所 ノ) 人 は 云々 

と い ふ やうに 言 ひなす 所な り。  . 

修飾語の 他の 修飾語と 結合した る 者に して 副詞 小 句と 見るべき 者 あ り。 是 は 小 句の 定義に 適せ 

ざれ ど、 こ 、 に附說 す。 

三月の 三日 雪 降りし 事 あり 

彼の 事 君の 說の 1 0 確定せ り 

^ I ^ 我 原稿紙に も 窮 せり 
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此の 


し- 


文の 

と す 


とい ふべ し。 次 例な ど强 ひて 主語 を 補^ し て 句 


て 馬 を 乘り 入れたり 


擇 ばむ 

怒る 


六 〇 七 


六 〇 八 


變を 聞く や 否や 彼 は 蹶起したり 

寫眞 とる 」 目 小 憎— こ はしち ふ 鳩な ど いだす いよ  >  こ はしち ふ (鷀 外) 


四 敘述小 句 


は 客 或は 修と敍 述語と 結合せ る 者 をい ふ。 然 れ ども 右の 如き 場合に 小 句と いふ 名目 を 用うる 必 

耍 はま づ 無き ことなる が、 敍 述 句の 主 を 略せる 者に て 通常 その 省略の 認識せられ ざる 者な ど は、 

簡單に 敍述小 句と して 說明 すれば 心得 易き こ と、 形 容 小 句. 副 詞小 句の 場合の 如し。 

主  敍小 


玄德 孔明を 訪ふ 


客  敍 

0 小 


關羽 張 飛 善く 戰ふ 


修  敍 

此等は 各 語 を 解けば 可な り。 二 語 を 結合しても 敍 述部と いひて 足れり。 

0 小 I . 

名句 I  ？ 

b I 主  形 句 f  — J  0 

京 都 は (人) 天子の 居る 處を いふ 


主  敍客 


大國 主神 又の 名 を 八 千 矛 神と 申す 


机 は (人— 之ヲ) 木 に (ョ リ) i T,  I S 

敍 小 

笨 が (人 之ヲ) 並べて あ る 

E  や 

訴 狀 が ^ I 出して I ^ 

君の 事業 は (吾人) 1*,^ I ^ る ベ し 

ィ フ^ 造 ル 並べ 出シ見 ル 等の 主 は 菊！！ズ！！！^^ 如 剩訴狀 事業 等に あら ざ る は 明 なれば、 眞の 

主 を 柿 ふ か、 又 は 敍述小 句と して說 かざる ベ から. さるな り。 尙 後 省 略」 の .は に 參 0 す ベ し" 

. . 第 四 節 引用 

語. 句. 文 がその 儘に 他の 文の 成分に 用 るら る 

己 の 言 說 に も、 或 は 事 を 設けても 此の 法 を 用 

も， そ れに 限りた るに は あらす。 

「孔子 間 居、 曾 子 侍 坐」 は 玄 宗 の 御 筆. 孝 經 

いろは 歌の 終 は 「ゑ ひもせ す」 な り 

もよ みこ もち」 の 歌 は 萬 葉 集の 最初に あり 

誰か 謂 ふ 「文武 兼ね 難し」 と  、  • . " 

六 〇 九 


> 時， 之 を 引 川と い ふ。 記 者が 尺の 言 葉 を 記す にも、 自 

う。 之 を揷 入と もい ふべ し^ 川. 挿 人 は 客に 多 けれど 

に は 「孔子 居 曾 子 坐 II と あり 


六 1 〇 


「大 博覽會 延期に 定れ り」 と いふ 

「秋の 夜 ま ^い も の」 と は まん 圓な 月 見ぬ 人 o  、も 力 も 

黑田 如 水 は かって 「草履 かたく  . 下駄 片方に て 事に 赴く 心懸 肝耍 

なり」 と いへ り 「石橋 を 叩いて 渡る」 との 對照 面白し 

「子 を 持ちて 知る 親の 恩」 は 文な り や 

「行け」 は 「行く」 の 命令 或は 「行ける」 の 連用な り 

「コソ の 吉^ ケ レぞ」 と いふ は 「日本の 紙卷 煙草 は 數島 なり」 と いはんが 如し 

引用. 挿入 を 明瞭に せむ とて t「 」 を符號 として 用うる こと、 今 行 はる、 は 然るべき ことなり。 され 

ど 「刈 ト 驚ク」 「刊 ト 叫ブ」 「つ ト 言 フ」 「^； ト 答へ ョ に 「3 ト テ歸レ リ」 「お^- ハ 上作め ト」 其の 他 

うるさき 場合に は用ゐ ざる も 却って 可な り。 引用に は 又 ダッシ を 用うる こと も あり。 

引 m: の 重複す る 時 は 二重 勾 『』 を 用 う。 さ れど 三重 以上に は定れ る符號 なし。 

『詩に 「戰々 競々 と して 云々 と」 ある を 孔子の 孝子の 心に 謦 へたる は 遠 

へ り』 と 我が 師 讜 されき 

『「昔 を 今に」 と うた ひけん た を やめ こそ は あはれ なれ』 か、 る を 今樣 調と いふ 

「『藪蛇と いふ 語 を 「藪 を つ、 いて 蛇 を 出す」 の 意味に いふ は 無理な お』 と 

さる 人 いひし 如何 ある々 き」 と 我 此の頃 人に 問 はれたり 


リ m 付 入 

にも K り 

ノ 


の トイ フをラ ィ フ などと^ ふれ ば， 尋 常の 文. とな る"、 J 

て， い づ れをも 川うる な り" 


  名 

大博 i: ル會 


句 


、 


?- 一  恥 


延期に ^れる を 

へ 有り難く 

:-,r 誠に^ 有り難し」 と 

(有り難き を 

(し た り」 な ど (ト) 


田 心 ふ 


「暑中休^に は 海水浴 を. 


彼の 人 卒業後 は 更 


したる 事な ど (ヲ) 


遠 


遊 學 せ む 


語 る 


と 


-事 を 


弓/ネフ 

(佐 々 


び ゃ*バ 

ネ&: 袞 


習な り 平 

^^に 父 

の 中な り 

さらで も 


句な ど 修飾 部と なる 時 は 前述の 副詞句 又は 形 

高 綱 は) 姨 母に 附 きて 都の 束 吉田邊 

家に 奉公 も すべ かり けれども 思 ひける 

子の 義を なされて 代々 一門の 好 を 

ある 樣 あらんす らん」 と て 姨 母に 

さかし き 


は^  K にも り修ぉ 上の 都合 


へ り 

容句 等と なるな り。 


に 在りければ 世に 險ふ 

は 「父 秀^ は 故 六條 判官 

な す 


淵 は 瀨と なる 壯 

養 はれて 居たり ける が (盛 衰) 


蛆づた ひ を 道 しるべす る 山人の 


笠 は 重し 吳 山. の 雪 

六 1 一 


六 一 二 

I 1 I ？ 5 「肩 上の 笠に は 無 影の 月 を 傾け 檐 頭の 柴には 不香 

の 花 を 手 折り」 つ >  歸る 姿 や 「山人の 笠 も 薪 も 埋れて 雪 こそ I くだれ 

谷 の 道」 を たどりく 歸り來 て 柴の 庵に 着きに け り (m 曲、 葛 城) 

君なら で I 誰に か I 見せむ 我が 宿の 梅 は 今日 こそ 盛な りけ れ (速 體 句に 用ゐた 

り) 

知る 人ぞ 知る 色 も 香 も 世に 類 なき 名花と かや 

論 よ り I ,^0 これ は • ど 5 だ 

殘し おきて いづれ あはれ と おも ふらむ" 子 は まさりけ り、 子 は まさるら む 

\レ 、、ハ 

： 和 泉 式部) 

—  一 句   

春 日 野 は け ふ は な燒 きそ 若草の 妻 も こもれり われ も こもれり 

修カ 主力 ， —  _ 敍  句 

弊 毒の 深き 洗 刷 從 つて 難く 臣の 韮才を 以 つて 克く 濟す こと 

主  10 

\  (事務) \ナ ルー 一 ヨリ 

ある を 期せす と 雖 方今の 急 止まん と 欲して 止む ベから す 

白菊 や 吳 山の 雪 を 笠の 下 (蕪 村) 

夜着 は 重し 吳 天に 雪 を 見る あら ん (芭 蒸) 


今 I 所え：^？ % 卿 宮 A 平 親王と 中す は 村 上の 七の みこに おはし ましき』 

1   _±  句 

そ^ 御^^ 三位 中將 師^の 君と 巾す を、 やの 關白 殿の 上の 御 はらからな 

ylsri 關白殿 御子に し 奉らせ 給 ふ を 入道 殿 壻 どり 奉らせ 給へ り (大 鋭) 

蘇 子 is と 巾す つ はも 6. 年 十六に なりけ る を  胡 國を せめに 造され け 

る に 蘇 子荆を ば I 蘇武と 1 ^ 彼 を めして 軍の 旗 を 給 ふとて 

加 』ぶ 次 小 長刀 を 以て 降 子 を さし I！ きて 見れば 和 泉の ^宫 をば 住所に 

h  、 て i .= 卞はぅ宫と も I 申け る 判官 かたひざ を 立て 太 刀 を 额に あて > 

入らば きらんと 思 ひかけ たるけ にて 待ち かけたり 

第 十五 章 成分の 用法 . ， 

第一 節 成分の 並置 

文の， ふ^ 分 は 一 固に 限らす、 二 個 以上 並置 せらる、 こと も 多 し。 前 窣中 にも 其の 例 あれ ど 今 w 咅 

の 語. 句. 小 ^等に 就いて 更に 其の 例を擧 ぐべ し。 

I 主 都 

六 一 三 


六 一 四 


0^ 穩 なり 


^m;^ ！ ^  ^TE^I 雨 も 時に 順 ふ 

STilsT^  3 を 『公 が 汝の 目的 力  ， 

何の 酬 w  S あれば かく 翁 をば 歌に 作りて は 歌 ふべき ぞ (キ昔 物 B 

枝に 靑筋 立て、 うんと 


，ヲ) ^1^,^ ！  ^1 隆きは 眞 黑 き. は 松の 


/， 


並.， 立 


かく 力の 脈 を 通 はせ た 樣 


^ え る (虞美人草) 


^^nl9l3^J  代へ たると あり (鷗 外) 

gr^J 同じ 色に 見 ゆ 


勳窣は 時々 の 


s  ffl 地揄 など は ^の 草な り 

凋ま 它ま 見ぬ 里 も あり け ふの 月 (西 ま) 


敘述都 


.1齒 は 苦く 酸し 


君の 眼 は 圓く 太し 


彼 來て 歸れり 

比の 人 i^- 


善 


談 る 


我 翻お 嗜む 


m 村 麿 目 は 蒼 隼の 如く 鬚 は 銀 線の 如し 

「雨 ^g^J  ^引，^ ど」 濡る、 我が 袖の か、 る 思に 乾かぬ や なぞ (後 撰) 

我 昨日 .M 野 公！ lyin^  動 ¥W ^も I 冕 東照宮 を 拜し 辨 天に 


し； 2 で 


き" 


たり 


武藏 野の 秋 を さやけ み 妹と われ 野べ の 小路 行きつ もどりつ 


公 は 實に 當 代の 功臣 百世の 龜鑑 なり 

義 ま 4d な り ！ ぼって 宜しく  — する を いふ 


其の 人 美 目 ^たり 巧 笑 倩たり 


扮の 權三は 伊達者で ござる 油壺 から 出た 

^(以 上 一文) どうで も 權三は fflTlis^ 


と 


る 


樣な 男 しんとろ とろり と 

^ I 枝 か ら I こ ほれる 男 


ん とろとろ りと 見 とれる 男 いとし 


男 (近 松) 


勝 間 田の 池 は 我 知る 遝 なし しか いふ 君が 

は 副詞句と も^る ベ きか) 


0 なきが ごと (® (「我 シル」 


一年 を 去年と や いはむ 今年と や いはむ 

木の まより 見 ゆる は 谷の 螢 かも 


さりに 蟹の 海へ 行く か も (玉 菜) 
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六 1 六 


一一 I 

is 狞 


外に も 同種の 客の 並置 は甚 多し。 


無 みぞ 床 中に を る (古) 


ける に その 


に 高忪 山と 


ふ 


順 子 も 其の 支度 を 急いで 藥 品から 滋養 品から 婦人 は うるさき gig I S 


化粧の 品.々 まで 細に 整へ て 愈 明日 立てる までに 荷物 を 斿 へた (こぶし) 


. ^り ちらす 聞か まほし きを 故里の 花 見て 歸る んも 1 まなむ (拾) 


春 や とき 花や おそき と 聞 き 分かむ 鶯だ にも 鳴かす も あるか な (古) 

北山に なむ ^ I ^  ！ 劇 d かしこき おこな ひ 人 恃る (若紫) 

1 客 部 を 二部に も 分つべし。  A あ ^$  ^ヌ  0yf 

•  ウセ メ ャ ト1 

拖 みと そこに おも はく 家 ゆ 出で コーェ 成の 程に 檣 も なく 家 滅目八 跡 一 

r 此 宮を ^ きて 乂 てば 元の 如 家 は あらむ と」 玉篋 少し 開く に (一 ET 九 ，油ぉ) 

m. と 共 に ^^7  51 おりの ほり ゆく 雪の 身 は 我に、 ぞ ありけ る (後 撰， 雜) 

詞を いくつに も 分つ こと。 

「藏 人の 少將 いかに おも ひ 給 ふらむ」 と 「女の 身 は 心う き ものに こそ ありけ 

れ」 と おも ひて なけ ど いふ かひ な し (落 窪) 

0 

.「 うき こと を 色 は か はらす 梳の花 ちる ばかりなる 嵐な りけ り」 と おしはかり 

給へ と のた ま へれば 

四 修飾 部 

高き 卑しき 身分 あり 

春の 色の 到り 到らぬ 里 は あら じ (以 上 副詞句) さける さかさる 花の^ ゆら 

む (TU) 
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の 
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怖 木) 

ほ： す 


て 正し 


若草 (定 家) 


此^ 


ま 「^？ ガ 甲 い フ」^  ^容 句に して 並 修には あ. ら す T 高 ク卑シ キ人」 は 並 


り 侍ら す (S 雲) 

拜受仕 候 

例 「我が 思 ふ 人」 など い 

なれ ど 同 一 人の 位； 咼く 


な 


心.^ しき をい ふと も說 くべ く 、「高 キ 卑 シ キ 人」 は 高き 人と 卑し き 人と をい ふ 區別注 意 す ぺ し 。「行 

列 nl^」 は 「浮 キ 沈 ム」 の 如 く 「行 キ 歸ル」 ともい ふ ベ く、 此 の 場合に は兩 種の 語法 ある なり。 「^,5. タ —归 

勒人 タ ル 我ガニ 弟」 な ども 前の は 中止な り、 そ の 中止 形 又は 他の 連 體形を 略して に 

判^たる 二 兄 云々 

^  I 情 は 我に 知られたり 

日本 支那の 文明 は 同じき も 異なる も あり 

と い ひ ，|ノ| を 一 々に そふる は 却って 特殊の 場合の 如く なれり。 

S 大和の 物語 は 事 ふるし 

. ffld  樂 しかりし 漫遊 を 思 ふ 

"1 に 形容 小 句の 段に 言 へ る 如 く、 逐 次 的に 一 より 二、 二より 三へ 係れる を 並置と は 言 ふ ベ か らゃ 

「^ ガ 人」 「利、 ガ： 家— ノ 兄 弟」 な どの 外、 

あまり 甘き 菓子 は 我 好ます 

極めて 美 I .^sl^ 花 盜 まれたり 

急 ぎ に 急 ぎ て 行 け 

など 皆 並置に あら す。 左 例の 成分 を^ き っゝ 並置 を 指摘す ベ し。 

屋根 は 萱の 床下 は 石の 家 を 建てむ 

六 一 九 


六 二  o 


前途の 目的 だに 

葛の 葉 口 を も 

我 一 日 を 煙草 

體溫 下らす 食 

汝 家に 在りて 

甚 しく 身 を 害 

君 來すば ね や 

君 や こし 我 や 

春の 色の いた 

朝 曰 さし さ A 


造" ふら， ま  一 +:!r ま 乞食 を すと も 我 は 厭 はす 

つて 筆 を く はへ て 字 を 書く 

を 吸 ひ 茶 を 飮 みて 暮 せり 

氣 進ます ば かの 病人 危 からむ 

に 出で ゝも 我が 此の 訓誡 を 忘れす ば まづ ^分 

こと 無から む 

入ら じ こむらさき 我が 元 結に 霜 は おくと も 

けむ おも ほえす 夢 か 現 か ねて か さめて か 

たらぬ 里 は あら じ さける さかざる 花の 見 ゆらむ 

垣の 內 外に は き ゆる 消えさる 霜ぞ みえけ る (直 助) 


も 外 

^9  5,1。 

ヽ、 も 
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り い 

さ る 


M 獨 3 吾 


も 亦 並置 せらる „ 


虞 や 


汝を いか 


せむ 


^  ^ 水 を 持って 來ぃ 


さ 力ま 


大浪 しのつ く 氷雨 それ も 物 か は 
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(0 

(9 

出 を 拔 くべき 力 も 折れぬ あはれ た を やめ あはれ 我が 駒 

諸^よ 諸君 は 今の 時 勢 を 何と ^覽に なり ま す か 

I 叫、 一 代の I S 汝も 姣兎 死 すれば 良狗 ろゝに 

ざ る か 

第二 節 成分の 位置 

成分の： ぜ置  一一， 2 ひ お きが 如く なれ ど、 竄 は然ら す • 

一正 置 

尊 常 普通の 文 は.^ 抵 书. 客. 敍 と 次第 し、 修 飾 部 は 被 修飾 部の 上 に、 獨 立 部 は 文の 始に あり。 
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木 

生 

め 

金 
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は  き 


六 ニニ 


^   修  

あはれ いにしへ ありき 

主 


主 


0 


て ふ 人 麿 こそ は 戀 しけれ 


0 

I 修  主 

暑さ 往 けば {f 、さ 來る 

主 I i I 

修  0 

とかく 氣候 不順な り 

修飾 部の 一 文に 係る は その 全體の 上に 在るべき こと 論 な しぎ て 二 個 以 上 の 修 飾 語の 重る 時 は. 

いかに 之 を 次第す るぞ とい ふ 事は頗 判じ 難き が、 ま づ 被修と 最 密 接なる 者 を 最近く 置く. か 正 當 

な る ベ く、 細 なる 事に 至りて は修辭 上の 問題 たるべし 左 例の 如き は 其の 位置 を變じ 得る こと 勿 

論 な れ ど、 正 置に あらす と は 定めが たし。  - 

君 來すば ね やへ も 入ら じ 77^  元 結に 霜 は おくと も (古) 

^ I 77^ 山里の さが なれば 悲し かり. ける 秋の 夕暮 (夫 木) 

道德的 vrsi 以 上 の 事 項 

一 個の 壶 

少 壯 な る 諮 第の I S ョ 


^湖 は 中^で がっし o した ^糾の 3；?  « に 太った 猫背の 丈夫な 體柃 であ 

つ た 百 本人) 

これ を 上け ると 母 様の 里の 土産に 戴いた 金平糖の は ひりた る 口の 小 

い 壺 ひとつ (前 田 純 孝) 

一一 倒置 

は修辭 上の 變な りノて の 場合に は 倒置せ る 方適當 なる 者なる が、 前 項の 正 置に 對 して 之 を 倒置と 

い ふ な り。 倒 置 は、 二) 主要なる 語 句 を ま づ始に 提示す ると、 (一 0 接 な る 語 句 を 相 接近せ し む る 

と， (三) 昔 調 を 整 ふるな どより 起る。 

S 敍 述部 を 始に 置く もの 

やよ や ， 山 時鳥 

美なる かな 山河の 固 

そいつ は I s^, だ 僕 は 

今 nl より は I ST^,^ I 1 大君の I— 11^—  —御循 と !1 出で立つ 我 は 

吹 き ま— お ふ isrsl^-" , !si 秋 萩の， う つり も —行 く か 人の 心の (古) 

S 君 現下の 形勢 を 

六 ニー 二 


.  六 二  il 

とまれよ 蝶々 

^ I 絕 えす 啼けゃ 鶯  何 だ 何 だ そわ は 

lil^ 贊 成せられ む こと を (請 ふ ハ常ハ 修飾語 ナリ) 

恨む らく は 我が 來る こと 遲く 彼が 去る こと 早くして 其の ^死 を 

救 は ざり し こと を こ そ (南 め轮) ( 是ハ 倒置 ノ如ク ナレド モ然ラ ス) 

S 客 部 を始に 置く もの 

^ I ^ I 彼の 人 は あった 

昔 は (人) 物 を 記したり き 

を あなた どう なさい ます 

二心 我が あらめ や も 

主 

ゆ/' しき , 者 にで 義 朝 あ り け り (愚 管 杪) 

「1 1 ^ I I ® し 難し」 わ 釋迦は 說 けり 

云々 と 甲 問へば 云々 と 乙 答 ふ 

亡父 母に 見ん 事 を 祈 求す (新著 聞 集、 一) 

「戋 がァ ラメ ャ モ」 の 類 は 主敍を 接近せ しめ、 且は 主要なる 客 部 を 前に 出せ るな り。 「我 ァ 二君 ニニ 

しァ ラム ャ」 とい ふ 文と 比 照す ベ し。 「義 朝ァ リ ケリ」 は義 朝と い ふ 主 を 略せむ として 言 ひ 出した 


ろ が、 m 心 ひっきた る 樣に揷 人的に 中-を 後馳に 人れ たるなる べし。 ト思フ ト云フ -S 場 合べ.' の 漢文 直 

譯 調なる は 客 部 を 主の 後， 敍 の^に 正 置 すれ ど、 其 の 客 部長き とき は 極めて 心得に く し ざ の 長き 

客 部が 一 文の. 要なる 所に も あれば 旁 之 を 抽出して 前に 置 き， 其 の 下に 主敍を 置く こと 日本 文 

の惯 例な りつ 修 辭家 宜しく 思 を此に 致す ベ し。 

g 修飾 部 (主 の修 なら ぬ) を 始に 置く もの 

家 §—： 感情，^,  I 按 巧と を！ 土 臺^ II >H^U 歌 は 作る 者で ある 

一 TR, その 子 は あり 

のど やかに 世 は なりに たり 

S I 我 は 一日 を 暮 せり 

3： 主. 客. 修. 獨を 終に 置く もの 

あら はれて いと  >  淺 くも 見 ゆる かな あやめ も わかす なかれけ る 5.? (螢 の 

卷) 

春 は 來に けり 

幾^ ねざめぬ 須 磨の 

^の 花 折りて かざ 、む ^ I かくる やと 

對 島の 海 あなた こなた を 結びと めて 浪の あや 織れ I やまと の (惟 

六 二 五 


0 す て ふ 我が 名 は まだき 立ちに けり 力 知れす こそ 思 ひそめし か 

思 ひき や riS II l^^p けて 君 を 見 む」 と は  • 

ちぎりき な r^r§ 松 山 浪 こさじ」 と は 

—敍  一 y  I   

おの づ から 涼しく も まか 夏衣— 日 も ゆ ふ-ぐれの 雨の なごりに (新 古) (是 ハ^ 

衣-一 ツキ テ兩樣 二見 ラル) 

折られけ り 紅 に ほふ 梅の 花 ^さ 白妙に 雪 は ふれ、 ど (新 古) 

今更に 雪 ふらめ や も Mwl^  i る I— ,3Jcii なりに し もの み- (萬) 

客 修  0  修  

舟 とく 有 ゆ 日の よきに 

^  二種の 客 部 及 修飾 部と 敍 述部との 關保 

金 を 隳 中より 出す 

^w^s  任せむ  (實隆 公 記、 中 Hh 祓 於， 一 御 前 ー說乏 ) 

膝 を ひどく 打てり 

我 ， 親しく 交れり 


此等^ 常の 例と も 聞 ゆ る が， 抑 1| 格の 客と 處置 格の 客との 位置の！ 11 後 言 ひ 易から す 。案 する に國 

語 は 敍 と 次第 し、^ 文.洋 語 な ど は 主 .SH な と 次第す る こと 何の 理. ぞ とい ふ に 、彼 は 主. 敍 の 係^ 

密接に て， 客 を 下 に彈き 出 し， 我 は 客. 敍 を 八：： せて 然る 後に t に 係^す る 差異 ある な る ベ く， 其 の 客 

は處置 格なる-か S も 敍述に 密接なる 理 なれ ば、 勢 副 格なる は 更に その上に 彈き出 ？ る ベ き笞な 

り。 之 に E りて ^ 项 に 置の 場合 を說 ける が、 此 處の 倒置の 時 は、 處 置 格なる 客 は 特に 終に 抽出す 

る 必要 あり て 、そ の 爲に副 格の 客が 敍 語と 親しく 結合せ る 者なる ベ しぼ. 敍 .3 關係も 同^に て， 尊 

常なら ば 客. 敍 の 一 圑に修 の 添 ふ 所 を、 客 を 抽出して 修と敍 と 密接 すれば 此の 倒置 をな すな り。 

不穩 常なる 倒置 

诀 して 「之 を . 以 IP I ® 法 を —破 ndi た」 な d  自分 は ST^ 1 持たぬ の 

で ある (化 藤 公) 

fflw^ 自分 は 以て 進 止 を 伺った ので は な い (同) 

是 が 1 大 問題と 我々 の 醫 學社會 で は 今 曰 かって をる 所の もので あ 

る (北 里 博士) 

先方に I 盆す る II ^ 私 は HT つ IT! かも 知れ ませ ぬ (同) 

ハイ 昨年の 四月 中旬 赤 德城內 で 木 村の 爲に 討 たれました 淺 野の 家來 

^^大舉 の 私 は 悴で ございます 

六 二 七 


此の 

事 な 


は 前 


如く 修と 被修 との 間 を 割り て、 主 又は 他の 修飾語 を揷入 

れ ば、 不 穩當に は あれ ど 許容す ベ きものな るべ き も、 


六 二八 

する こと 今の 口語に は 極めて 多き 


此の 時局に 對 する 敎 育に 從事 する 人の 

おいて 文部省より 訓令 を 發 して 置き. まし 


た 


、い 

力 


ら 


I 1 


ついては 開戦の 當 時に 

して 云々 (久保 田 文部大臣) 


これ は ある 人 神 わざな りと 

客  主 

さても 競 を 宗 盛 「年來 の 主 を 


へ り 

すて 他人の 門 ふまんす る もの 一と おも ひ 


けむ あうな さよ 

後せ ざれば 如何にも 不明瞭な り。 


外に 數 なき 類 なき 御 家の これが しるし 

梅が 枝に 來 るる 鶯 春 かけて なけ ども い 


力 


なり (近 松、 藤 摩 歌) 

まだ 雪 は ふりつ ゝ (古) 

れ なで あまの 足 た ゆく 來 


みる め なき 我が 身 を 浦と ^ら ねば や 

る (古) 

わが 園に 來て 鳴かぬ 日 は 鶯の あれ ども 聲を きかぬ 日 は な し (！：な 澍 


秋の 田の 穗の 上に すがく さ、 がに の いと 


_ 如 ク我ハ 物ォモ フ 

我ば かり 物 は 思 は じ (金 槐) 


近 松の は 珍しき が 差 支な し， 春 カケ テはフ リツ ， に 係る 修飾な りと 宣長翁 言 はれた るが 如何 あ 


ら ん。 ミ ル メナ キは 我が身と 浦と 兩 方に 引き かけた るより 此の 如き ものと なれり。 「見 ル 目ナキ 

我ガ身 ヲ 海松 メ ナ キ^ト 知 ラネバ ャ」 なり， 景 樹 の は.^ F- を 始 は， あ テ 鳴 叫— ん の 主と し、 次 には^の 

修飾 として 川ゐん 爲に r^?  ノアレ ドモ」 とい ふ 讀 方に なり て 無 理に思 はる ， なり。 

凡 成分の 位置 は 時代に よりても 修辭 によりても 變更 する こと 此の 如く なれ ど、 無 理 にならぬ 樣 

に 注 ^ せ ざ る ベから す。 御製 

 揷  人       It  0 

^rTT^I? に 民 安 かれと 祈るな る (以上 修飾 部に て大祌 にか ゝる) 我が 世 を 守れ 

主  

心赞 o  ナ % 

など は 巧なる 排列な るべ し。 

£ 修辭 上の 倒置 と 文法 上の 倒置と は 一致す る こと 多 けれ ど、 又 おの づ から 異 な る こと 

無 きに あら す。 韓 愈 の 

奔^に 衣 八 ：- す (衣食 於 奔走)  - 

は修辭 上の 倒置 なれ ど、 文 法 上に 倒置と して 「衣食 ス奔定 二」 と 置換へ ら るべ きに あら すつ 又 白 樂 天 

の 

\ 延廢本 朗詠 ノ訓之  一一 ns ジ _ 

林間 酒 を 煖 めて 紅棻を 燎く 

(金子 一 兀臣、 「煖 めて、 題して ト訓メ レ ド義迎 ゼズ」 卜テ 「煖 むる に」 「題す るに」 卜訓マ セ タリ)  . 
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六 三 〇 


の 如き も 「紅 葉ヲ 燒ィテ 酒ヲ煖 ム」 と いふ 事 を斯く 言 へる なれ ど， 國 文 に r 杠 葉 ヲ燒ク テ^メ テ」 


第三 節 成分の 省 


或る 成分 は 之 を 省略しても 意義 明暸 なること あ り。 又 惯 例に 闳 りて は 之 を 省略す る 方む しろ 分 

り 易き こと も あり。 


主の 省 


K たる 事物の 吸：. 1 に 在ろ か、 前後に 在る か， 或は 特^な ろ敍 述語に 依りて， 或は 大體に 於いて 明な 

る 時 * 

^^n^ 御機嫌 ^おん 候^ 

(WIS) 御蔭に (より) て 無事 ^在 候 

(fs) 好い 天氣 です 

. 今年 朝鮮 を 征す (家 譜) 

(^ 湖、 s W) 貨幣 を 改 0 す (年 代 記) 

公^の 樹木 (^ 之ヲ) 折り 取る ベから す (揭 示) 

(一般 ノ  1 ^)  土手に 登る ベから す 

(應) 集れ (部分 ノ時ハ 「小隊 集レ」 トャゥ 二) 

(主 上) 八幡に 行幸 あり 

_.HS.>S^  乂 原に 御幸せ させ 給 ふ 

明治 ニト 三年 (R^SSD 敎 育に 關 する 勑語を 下し 賜へ り 

柏 原の 御門の 御 時 (ぷ) 平の 宫 造らせ 袷へ り (續 世 繼) 

八— 年 は (^) 豐作 なりと (力) い ふ 

(二月 列 見ノ 式、 上 卿 以下) かん ざしの 花 を 上 卿 以下の 冠に さす (ソノ 花ハ) 大ほ 

山ハ 三 1 


六 三 二 


は 藤の 花 納言は 櫻の 花 參議 六 位 皆 造花な り (公事 根源) 

卯の 刻より 巳の 下 刻まで r 

然 りと いへ ども 


) 防戰險 と—  r  —) い へ ども (蔚 山狀) 


r 是ぞ 國の 爲に 身 を つくし 心 を つくして 命 を ち  >  め 給 ひし 本」 と は 

 非力 

(FT) し ら る (井 上 子 未亡人) 

主 

やる より 外 (方法) なし 


その 樣 子と いったら 


謦樣 がー 

に ， 


な い 函 だ) 


博 く 愛 する (吾ぶ) 之 を 仁と いふ 

大臣 は (sl^ 之ヲ) 親任官と す 

t 、、の 二 例の 如^^ T ト ィフは に 通 へ ば、 之 を附屬 辭と定 むれば、 「仁 ト ィ フ」 「親任官 ト ス」 

を 一 敍 述語と 見る ベ けれ ど、 言 語の 形式 上 そは强 ひたる を 免れす。 トを 含める は 客語に して ィフ 

. ^は敍 述語な りと する に、 そ の 主 は にあら す、 博 ク愛ス ル にも あら. f  、別に 省略の 主 ありて 一 

^述句 をな せる 言 方な り。 此の 如き 文 を 解剖す るに 句 主の 省略の 事 を 略して 言 はざる 時 は、 之 を 

敍述小 句と いふ こと を 得べ し。  - 


此の 赉は (畫 者ノ 積ハ) 虎の 積な り . 

彼 は (や：： ハ) 卒 衆した ^ だ 

(闞 ^.x 人) 親に は 孝行 を しなければ ならぬ 譯だ 

(^ノ^ ハ) 新お に 大火が あった 相 だ 

(樣 ハ) SI 吹 く ごとし  - 

g  ，；  一-一  テ (修) 

  修 主  -ナル 二 客) 

(由 ハ) 「春^ 之 候 貴家 皆樣 御 障 も な. く 人ら せられ 候 .E」  奉賀 候 

修 I  — 主  形  句  _ 敍 

昔 は 「(ナ ラ ハシ) 男 も 髮を 結 ひし (ナラ ハシ) なり」 

^   叙  

(ナ ラ ハシ) 「昔 は 男 も 髮を 結 ひ し」 (ナ ラ ハ シ) な り 

此の 敍 述語の 糊 15 劃^ など は 名詞なる が、 s^^l^ などの 主 を 敍述し 得べ き # にあら す、 其 の 

主 は 補 m 〈せる 樣の 者なら ざるべ から ざれ ど、 前の 「好 ィ 天 氣 デ ス」 の 例の 如 く、 言 はで も 著き 事 なれ 

ば 略した るな り。 此 等 を もし 一 種の 接尾語に 轉 じたる 者 と^れ ば、 其 の 上なる 成分の 附^ 物と な 

りて 一 敍 述部 をな す 事と なれ ど 無理な り、 同 じ 柳に て も 「雨 が 降 相 な り」 と いふ 時 は 熱 語 形容詞に 

て 蒯 の敍 述語た り。 又 此 等の 四 語と 類似せ る 如き ゴ ト 、「5 ^通 ナ リマ、 ナ リな どは^^ 體後 

mE の 形 錄詞に て、 實 は 相違 あるな り。 揷 入 的 副詞句の 例に 舉 けた る 「世 二 隨フ 習ナ リ」 な ど も 

(世ノ 習ハ) 世に 隨ふ 習な り 

,  六 三 三 


六 三 四 


(世ノ 中ハ) 淵 は 瀨と なる 世の 中な り 

と 見る ベ く、 


君 は 「(御 考ハ) 擧者 


『なる 御考に 險ゃー 

ざ：. I  一 

I なる のです か 


〔君 ハ 「(ォ 


ナ ラン 一 


S フ 力〕 


君 は (考ハ ) 學 者に なる (考) な り や。 (有 ャ ゥハ) 「我 

(主) 「君臣の 逍 立つ とき は 夫婦 父子の 道 も 


な ど、 口 語ノ グ と敍述 する 者 も 皆敍述 句の 主 を 略せるな り。 


二 敘述の 省 


その 理由 は 


力 


ァ ル) 


一度 は しか 思 ひし (コ トご なり 

亦 隨 つて 立つ こ と」 な り 


スィ カニア ル)  . 

我 は 行かむ 君 は (行 カズ ャ) 

鶯の 宿 は (ィ ヅ コ) と 問 は  >  いか Y 答 へ む 

主上 は 何處に おはします ぞ (主上 ハ) 黑戶の 御 所 に (ォ ハ シ マ， 7) 上皇 は (ィ ヅ 

コニ オハ スル) (上皇 ハ) 一本の 御 書听に (ォ ハ ス) .2: 侍听は (ィ ヅ ク T, ォ ハ I ん J) (内 


侍 所 ハ) 溫明 殿に (ォ ハ ス) 劎靈は n 處に (す ハス ル) (ソレ ハ) 夜の 御殿に (ォ ハ ス) 

と 左 衞門臂 次第に 尋ね 給 ひければ 別 常 かく そ 答へ 給 ひけ る (平 治) 

おのれ 今 U の 直： を かくな む (巾 ス) 

君が 代 は さ  >  れ 石の 苔の むす. ま で 「マ シ マ セ 

年來 いかで と 思 ひし 處をも たり 

和.：： 水の 國 まで 平に (ァレ ) と 願 ひ 立つ 

為 だに 孝 を 知れり いはん や 人に 於いて 孝 無くて や は (ァ ラ ム) 

(ソ レハ) 如何にも 仰の 通で (1 ザ ィ マ ス) 

仁と 7 フ コト) は 二人の 義 なり 

客  叙 

^^七 あ 七堂伽藍 八重！ i 

鶯ゃ 柳の 後 藪の 前 

川上 は 柳 か 梅 か 百千鳥 

\ 力 キ 

ゑ は 巨 勢の あ ふみ 手 は 紀の 貫 之 かけり (繪 合) 

\ヲ 用 ヰ 

あ 物に は 紫 地の からの 錦 うちし き は えび 染の 唐の 綺 なり (同) 

六 三 五 


I —— \ 月 出デ タリ ソレハ   

天の 原 ふり さけ 見れば 春 日なる 三 笠の 山に 出で し 月 かも 

 一 

一 ■  .  \ 柳 ハ風 ニナ ビケリ 

むっとし C 歸れば 門の 柳 かな 

髮結は r …… 私 も 御 伴 を したい もんだ」 など、 大分 冗談 交りの 御せ じ を 使 

末 「ど -フ ぞ 御 ゆ る り」 と (言 ッテ) 歸 つて 行つ た (「四 永 十日 % 年 品ーノ 月ん 一間 十 日) 

およ づれの 狂言 等 かも (アル) 高山の いはほの 上に 君が こやせる (萬 1 二) 

鹿の なく 音に め を さましつ > 

雪 は 降りつ、 

比喩、 假定 二 ハイ ハレ ズ 

大波 碎 けた 2 カーと (ォ乇 ハレ テ) 凄じ 

梅 遠近 南すべく 北す ベ く 

八 汐ぢを なき わたり 行く かりがねに われ まさきく と 言 づてゃ せむ 

 修  客  ， 

願 はく は 花の 下にて 死なむ こと を (願 フ ) 

此の^ 略 は 大抵お の 場合と 同じき が、 疑 問 文 に 多 く、 又 修飾の 下に 多し" 

第二 變化 にて 文 を 結べ るは敍 述全體 にあら す、 その 一 部 を 略せる もの 多し。 

松た け や 知らぬ 木の 葉の へばりつき 


かくて ま し ま す も いま /\ し -フ 辱 く (候) (桐 壺) 


主と 敘述 との 省略 


かくて は 客 か 修飾の みとな り て、 文 の ^ 耍 成 分 は 無き 事と なれ ど も、 其 の 主 も 敍述も 或る ^八：： に 

は 分り切り たる こと あり て、 省 略しても 更に .ぉ 0 を 誤らざる な り。 

客 


「新お^ は ほ V 燒き I された り」 と (人 ィフ) 


「某 侯 昔 は 極めて 卑賤な りき 一と ぞ (ヮレ 聞ク) 


「彼 も 壯時は 一代の 豪奢 を 極めたり き」 とか や (世人 噂す) 

修  副詞句  客 


主 


「何 如なる 故に や 贓品 我が 袂に 在りし かば さて こそ (汝 盜人 ナレ) と 警官 


修 


主 


客 


修 


主 


客 


我 を 疑へ り 

主  修 


敍 


(ソ レハ) 御 めでたう (ゴ ザ ル) 

獨  主  修 (副 句) 

や あ (アナ タ) 御機嫌 好う 


敍 


(\ ラッ シャル ナ) 


主 


主 


客 


さ どうぞ (アナ タ) 此方/  (入 ラッ シャイ) 


六 三 七 


六 三 八 


- 副詞句 


主 


0 


修 


修 


主 


，書 生で すら 

句 


I 一  十 圓 は (彼 之 を) ^！ぷ」 まして 君の 地位で さ (百圓 

主  敍  . 


當 g ダ) 


(余) いや だってへ ば さ (ォ マ へ 

修 


ョ サン 力) 

修 


SB 


、} 


主 


蟻 すら 貯蓄 を 知る 

いざ さらば 雪見に 

—副 _ 句 II  —主  

子 曰 はく  巧 言 令 色 


いはん や 人に 於いて を や (貯蓄 ハ 必要 ナリ) 

J ろぶ 處 ま で 

敍 句 


主 


羊 し 


主 


\VJ ァ ル ハ 

•」 蓋 此 の 


田 目 X  AV 

11】  一 a  "7 な 


詩に 云 はく 「  

歌 垣に 歌 ひか  >  ひし 

春 は 花 秋 は 紅 葉 を 賞す 二 語 ノ附辭 モ略セ ラル) 


初瀨 女の 末なら む (ト 見 ュル) 子が 窓に 


お る 


今日は 今晚 ハ サ 樣ナラ など は 修飾語なる が、 完 結せ る 思想 を 表す ものと し て 「好 ィ天氣 .デ ス」 「御 

^嫌 ヨウ 」 「御 ワカ レ致シ マ セゥ」 など を補塡 すれば 文と 見るべし。 ハ ィ 


ェ は獨文 語 な る が、 


文と： ^る 必要 はな かる ベ し ノン 力 リ は 副 詞，^ と 動詞 と 熟せる 動詞 なれ ば、 單 に 之 を 川うる 

時 は 主語 を 略せる 文と 見る ベ し J 「s^ 我 モ歸ラ ム」 などの 時 は 修飾語と 見る ベ し 感動詞 及 名詞 

などの 一 語に て ffl を辨 する もの は 文と すべきが 如くに も 思 はるれ ど、 其 等 は 人の 注意 を 喚び 起 


す 丈の 川 をな すに て、 己 の 忍 想 を 完 全 に 言 ひ 表せる に は あらさ る を 思 ふべ し 

四 客語の 省略 


第 一 の 矢 うまく  (的に) 中れ 

まあ 一服 (^、1T 草 な ど) 御上り 


月 や (昔ノ 月-一) あらぬ 春 や 

貧 乏 だ に (苦 シキ モノ  二) ある 

陸奧は 何處は (ヨキ 所-一) あ 


酒 あらば (ヮレ ソ レヲ) 飮ま 


二 年度 評議 nH を (貴下に) 


^ の 中 は 何 は あれ ど 春の 

春 來 ぬと 人 は いへ ども 鶯 


り 


中 納 言 も 法師に なり 給 ひぬ 

梶^ 佐々 木に 續 いて (w,^ 

信頼 馬に 乘 りかね 給 ふ 所 を 

たり 


惟 成の 辨も (法 師 


川-一) うち 人れ た 

侍 二人 つと 

昔の 舂 ならぬ 

に 重病に か、 

れど 鹽 竈の 浦 

む 

御 g . & 度 此 段 

海 秋の 山 ベ 

の なかぬ 限 は 


ュ) なり 袷 ひ ぬ (榮 花) 

寄って (i^^  ^'二) 押し 上 け 


I り 

こ. ぐ 舟の 綱手 悲し も (古) 

0 責 意 候 也 

に ます もの ぞ な き (齋 昭) 

あら じと ぞ おも ふ 

六 三 九 


六 四 〇 

〇 萬 里路長 在、 六 年今始 歸、 所 經 多 舊 館、 太 半 主人 非 (舊 主 人) (白) 

七の 類の 省略绞 ふるに 甚へ す。 普 通に は 省略と も 知らで 過し 居る 者 多 し。 さ れ ど 「ソ レ ハ攀 デァ ル 

力」 と いふ 問に 對 して， 

はい (ソ レハ筆 デ) あります 

とい ふが 如き 省略の なすこと 能 はざる 所、 注 意 す ベ し。 英 語 な ど は 此の ^ とい ふが 同 主 格 (補足) 

にて その 省略 も 出來れ ど、 我 の は 副 格の 客語に て 省略せ ざ る な り。 か くて か ， る 場合に 我 は敍述 

を 略して 「箪 デ」 「サ 檨 デ」 と 言 ひ、 又 は 之 を 修飾語 に 「サ 樣」 と も 「サ ゥ」 と も 言 ふなり。 さて 又 之 を甚し 

く 略す る に 「デ ゴ ザィ マス 」r デ ス ョ」 などい ふ 一 種の 語 遣 ある は 習 ふべ きに は あらね ど、 尙 客 語 の 

面影 を^に 存 する 所 注意す ベ し， 古 語 に 

(ソ レハ) (シ 力) ^^す そ は 竹な り 

月に 見る 片山 もとの 薄ぐ もり 霧 か あらぬ か 鹿 火の 煙 か (諸 平) 

とやう にい ふこと あり。 これ は 今 は 副詞なる 修飾語の 省略と 見て 可なる が、 其 の 根本 は 客 語 よ 

り轉 じたる にも あるべ く、 漢 字 非に 當 るな り。 

「何時 は 照る 月の 秋の さかり 何處は ^,51  お 行く 水の すみ だ 川 

に 夕 波の ふた 國 かけた る 月 見む と て 唐 日本の 文人 糸竹に しも た 

へたる を つらねて 浮ぶ る こと あ り (眞 淵) 


11 リ止 勺  , 

凉 しさの いづこ は あれ ど 山 M は ^水に おの 影 やどる 頃 (卷 海) 

の 如 き も.； ドの 上の 省略 は 客と も 修飾と も 言 は る ベ し。 

五 修飾の 省略 

常 語に て 修飾と いふ 時 は 無くても 可なる 者の 樣に聞 ゆ るよ り、 其 の 省略と いふ こと 有る まじく 

も 忍 はるれ ど. 文 の 修飾 部 は 一 種の 要素 なれ ば、 其 の 省略 も 亦 無き にあらざる な り。 

(問) 明日 行く や 

(答) (^.) 行くべし  . 

の 如 き、^ 17 とい ふ 修飾^ を 贫 略した る 者と！：： ん ざ れ ば、^ に 「行 ク ベ シ 」 と い ふ は 無 意 毅 と な る を、 問 

答 の 時^ 短き 故に 略した るな り， 此の 類颇 多 し， 又 

(^) 天氣に なれり 

そ は (好 キ) 都合な り  . 

(s,^) 母 に や る  . 

(ヮガ ) 國に 歸る 

もう (徵 ノ) 花 も 晩き ませう 

(今 曰ハ 天 氣 ガ) お 靡 ラ ご ざ います 

六 四 一 


六 四 二 

さらば かの 人の 御子に なりて おはし ませよ と 聞 ゆれば うちうな づきて 

よう (サャ ウー こ ありな むと おほした り (若 紫) 

時し も (：：：：：：，) あれ  . 

程 こそ (；： ：；：：，) あ れ 

などの 場合 も 言 語の 上より は 省略と 解かざる ベ から す。 伹 一 修飾語が 二 以上の 語に 係れる 左 例 

の 如き は 省略と は 言 ふべ から す。 

善き 筆と 紙と あり 

我が 心 も 體も よわし 

新しく  1 流行す る 靴 や 脩 子 

 ま   修 

 i. 位置 を 占め 居れば (  ) 居る もの/ V 

I 客  

f(  ト) 

 と いへば 人  いふ もの A 

一 (シ 力) 

修 

少し 無理なる 樣 にて 却って 面白き 省略 は 

秋 も (最中 ノ) 秋 今宵 も (晴レ タル) こよ ひ 月 も (十五夜の) 月 處も (賀 陽院 ト 

ィフ 好キ) 處 見る 君 も (前 關白ナ ル) ？ S 後 拾. 光源 法師) 


_€ 鄉も (ヱ ライ) ^鄉- たが 大 久保も えらい  、 

^でも ナル) 相で なれ ど 手 前 も (不注^ ナル) 手^な り 

贫賤 ならば こそ (^,7) あれ (ド) れ 族の 儉約は 絕對の に あら じ 

春 きぬと 人 は いへ ども 鱟 の なかぬ 限 は (サハ ) あら じと. ぞ おも ふ 

折 も (  ) 折と て 悲の ^中に お 子 ^れ たり 

—な こそ (ォ ィ テ モ) あれ ぁ いくちぬ とも 思 はぬ は 御國に つくす 心なり け り (S 

0  M 樹) 

わが 身 こそ (  ) あらぬ 樣 なれ それ な が ら そらお ほれす る おは (サ ナガ 

ラ) ^なり (若菜、 下) 

たは やすく 來れる 罪 だに (  ) あり いはん や  (饺 蔭) 

(  ) ありつる 隨身 

(  ：> 件の 隨身 

(能 登 内親王) ^都 之^  ^止^ 參人^ 朕 心モ 慰 米 麻 佐牟止 今 口 加 (  ) 

有ホ 明日 加 (  ) 有牟止 所 念^ 都々 侍 比 賜 問 爾 (五 十 八 詔) 

コ ンァレ の^は 第 十二  の ，^ の 段 を 參 照 す ベ し， 或 は 客 を 略せ 乙 ものと 見る ベ き あり。 

六 四 三 


丄ハ四 四 

六 修飾の 下なる 種々 の 省略 

世の 中 は いづれ か さして ^^(翻) ならむ 行きと まる をぞ 宿と 定 むる (古) 

君の 筆 は ^(ま) より 好し 

主  敍  ^  

馬 は 太く  _ 逼し き が よ し 

修  主 ， 敍 

主  ^句 

木 は (ヮレ ) 花の 疾 く (木) を 植 5 

「むかし 我 鋭の 敎に 從 ひて 物 かく わざ を 習 はまし かば」 (ヮレ 今 カク 恥ヲ 見 

ジ) (正直) 

月影の 入る を 惜むも 苦しき に 西に は 山の なから まし かば 

初雪の I 降らば と いひし 人 は 來で 签 しく 晴る、 夕暮の 空 

笛の 音の 春 おもしろく 聞 ゆる は 花 I V  , ^た り と ふ け ば なりけ り 

機 花 よきて と おも ふ かひ も なく この 一本と 春風 ぞ ふく 

見る も うし さすが さ こ そ (來 メ) と 待つ 暮に 明日 必 (來 ム) の 人の 玉章 

三位 中將 熊 野に て 身 を ^,3U  人の いひ あはれ がりし   . 

法 住 寺 殿の 御が くに 靑海波 まひて など  


なほ こと に (云 々 

都， いでの が、 


お ほ ゆ (右 京 太 夫 集 二」 ドメ 茶 多 シ) 


の 心 ありて と つれな く お ほ ゆ 


ましてと 物 を ^ひ 出で つる 

《めよりも (立派 ナリ) と 覺 しき ^の 

へ ン 


見えけ る み- (山 家、 下) 


手 を 舉け て (見 ョ而ル 後 1 


ィ フ ベ シ 


阼 日 

今 日、 


行 つ て. 


へ 見 タカ \ 

見 タ 

ルカ 乂 


來. 


、な く て 


0 こ 


て — )へ 物 ス ルカ 

よ め て — ) V ァ ル 力 


前 ノ類椎 力 


よめる の (デ ス 力) 

敎 へ て (ホ シ ィ。 下 サイ。 願ヒ マ ス) 

「おと V うち ゑみて 「すきもの なれば いひし りため り はや 御 かへ り 事 を かし，、 

し 給へ」 とて 立ち 給 ふ』 (ソノ 語) み」 きくに 四の 君 かたはらいたく わびしく お ほ 

えて より ふしぬ (落 窪) 

六 四 E 


六 M 六 


(玉 垣ヲ 「タマ キ」 卜 コ ム ベ シト ノ眞淵 說ニ對 シ) も し紀 ならむ に は 木 或は | と赛 べきに ir^TlI 


,ル タメ ナ 


る は 此の 記の 傳へ は加岐 なり (記傳 、二十 四： 

修 I  主  ml 

月 出で たれば か 窓 ^3 


主 


名詞句 


吝 


(ソ レ) 月 出で たれば (然 ル) にや 

修 

月が 出た から 窓が 明い 

ま 


(ァ ラン) (終止 セル 副詞句) 窓 明し 


(ソ レ) ^が 出た から (サゥ ) たが 

主  修 


窓 が 明 い 


a の 散す は 花の 事ナ J 


落第せ る は ^强せ ざれ ば (落 第 セ ル) な り 

修 

大鹽の 擧ぉも (力 レ) 人民 を 思 ひ て (セ ル コ ト) な る ヾ し 

修 I 

終の 三 例 は簡單 にい ふ 時 は 省略 を 含めて 叙述 部と 解きても あるべ ？ v 此 の S ヒ テセ. ザレ 


を 連 


體 語に^ ヒ タ ル セ -サル とする 時 は 次の 如く； ん 


る 


主  修  叙  

大鹽の 舉兵も 人民 を 思 ひたろ 

W リ 一 

主  修  ，敍 I 

落第せ る (コト ) は 勉强 せざる (結果) なり 

此の 語法 を 更に 變 化して は 「大 鹽ノ擧 ハモ 人民 ヲ 思ヒタ リ」 「落 第 セ ル (人) ハ セ ズ」 と いふ こと 

を 得。 左 の 歌の 如き は此 等と 同様なる 言 樣 なり。 

白雪の この かたに しも 下り 居る so は 天つ 風 こそ 吹きて 來ぬ^ バ然 アル コトナ ルー 

結 栗 ナ) ら し (躬 1E 

折々 に I 蚊 やりの I E I たきけ つや 賤も 心 を 月に よ すら む (卷 海) 

此の 種の 省略 を 進む る 時 は 修飾語が 其の 形 體を變 じて 直に 丰客. 敍 の形體 をと る こと あ り。 簡 0 

に辉 くに は 省略 を 言 はで も あるべ し" 

—キ：  敍主  敍  ， 

起床 (ノ 時間) は 五 時 正午が 食事 7 時 問) なり 

修^  修敍 

fs  ノ 服装) は 洋服 我 (ノ 服装) は， 和服な り.  ダ 

ils 病 氣 なり 

我が 國體は 諸外國 (ノ 國體^ j 異なり 

修 客 

此の 事 は 某 博士 7 所說) に よれば 云々 なり 

六 £ 七 


六 四 八 

客 

大將軍 義經は 熊の 皮の 頗貫を はき 自余 は 牛の 皮 (ノ ッラ ヌキ) を はく (盛 

修  客 

衰 記). 

如何なる 人の 像に かと 尋 ぬるに (ソノ 像ハ) 佐 藤繼信 忠信 二人の 妻 (ノ 像) な 

りと かや (東 遊 記) 

主  敍句 

陶器 は 有 田 (ノ 陶器) が 最 堅し 

敍  句  . 

高山 正 之 畫は 沈南瀕 (ノ 畫) を 學 ベ り 

叫  i 

此等を 西洋 流に 一 々 ^HM とい はん は 無 川の 繁雜な り >  さ て 始のニ 例の 如き は 

主   M  I 句 

起床 は (s^1 ハ) 五 時 

主  敍 

の 如く も 解 せら るれ ど、 前 說の 方妥當 なるべし。 こ、 に 又 一 問題 あり 「我 ハ 讀本 ハ  一 ノ卷ヲ 讀 ム」 

の 讀木ハ の 如き 領格 とも 或は 副詞と も 言 はるべ けれ ど、 尙 主 格 にて 「讚 本ハ  一 ノ卷 ノ讀木 ナリ」 と 

いふ 文 を、 客 に 用る たる 一 種の 語法と 見る 方、 眞 を 穿てるな る ベ し (第 十 一 一 牮 ハの段 參 照) 

此の 書 は 紙 は 舶來 (ノ 紙) を 用ゐ たり 

(前 の 「正 之」 の 例の 如く 「紙 は 舶來を 用 るた り，？ 敍述 句と も， - べし) 


主  1 ^,  I   

これ は 珊瑚 も 土： K 產 (ノ 珊瑚) なり 

i 修 II 敍 

我が 住所に 東京 も 四 谷. s 奥 (ノ丧 京) なり 

大客     

「^ 袷 ふ 限の 人 は うちとけ たる 世な く ひきつく ろ ひ そばめた る 上べ (ノ 人ナ 

ル、 ソレ) をのみ こそ」 兒 給へ、 かく うちとけ たる 人の あり 樣 かいまみ など は ま 

だ し 給 は ざり つる ことなれば  ({ 仝蟬) 

此の 修飾語と 省略 語と を 熱 語に する 咭 は、 次 の 如く tsl- れ山 の 形と な るな り。 

主  敍句 

彼 は 金 も 純金な り (金 も . 純なる 金な り) 

1^  ^  修敍 

これ は 珊瑚 も I 佐 珊瑚なん 

以 k 六^に 分ち て 略 省略 を說き たる が、 其 の應 川颇廣 く、 文， を 解す るに 極めて 肝耍な り。 諸 種の 例 

に 之 を 試みて 會 得す ベ し。 

鎌 貧の 海に かつをと いふ 魚 は かの 境に は さうな き 物に て この 0 

もてなす 物な り (徒 然) 

昔 唐土に 孔子 林の 中に おはしけ るに (宇治 拾) 

伊藤 侯 は 「海軍なら 方々 で 陸軍なら 奴等」 (トイ フノ) でせ う (兄 玉 源 太郞) 

六 四 九 


六 五 〇 

今 こそ あれ 我 も 昔 は 男 山 さか ゆく 時 も あり 來し 者 を (古) 

月 は あれ ど 花 は あれ ども 樣 かへ ぬ 富. H こそ 國の ながめな り けれ 

結構な 御菓子 を 有り難う 

今度の 一件 は どうです 英吉利 も 英 吉利 だが 獨逸も 獨 逸です ね 

天地の 理は 周流 活動す る 者で ある あるから 區々 の 私見で 死 縛して は 

ならぬ 

貴意 如何に 此の 使に 御 返事 を 

拾遺 集 花山院 御自 撰と いへ ど 此 (新 古今) の 序 は 公任 卿の 撰と 诀 してなる 

ベ し (八 代 集杪) 

^の なかぬ 限 は あら じと ぞ 思 ふ 

今 は つきぬ 名殘 なり 歸の 陸 路も 遠ければ こ、 より 上り 給へ (まき g) 

この 使に 御 返 し (下 サル コ ト) を 願 ひます 

京 橋 は 南 紺 星 町 電車なら 有樂橋 前と 呼ぶ 其處 —— 昔 は 六 代 音羽屋の 住 

居であった 土藏 造の ー楝が 今 皮 化粧煉瓦の 艷々 しい セ、 ッシ ヨン 式の 三 

歷樓に 改築され た 

修辭 上の 省略 


秦 王 ！.〜 殺 人 如 (恐ネ 能 ^ 刖人如 恐 不 勝 (舉) (照 略) 

梅 が 香 も 柳の 糸 も 色 そ ひて つれ <\ な らぬ 春雨の 空 (有 功) 

「かくれぬ の 辯」 S 難 者 「 も」 「色」 の 下に ある ベ し， 「柳の 糸もう ちそ ひ て」 な どい ふ ベ く や。 辯 者 曰 

は く、 本： 律一 俊 ^ に 「木 の^くす の 根 を ほりて 養 ふこの ほり 拾ひ枭 めた る もの ども をと に ひ- 

て」 と  あると 同省 略 法な り。 難^の 歌に も 「免 は 水鳥 はみ そら をと びかけ りつ ゝ」 と ありと か 聞 

く。 そ れも 同じ J 

修^の 變略 

\コ 、 一一 「其 子」 ナド/ 修語 アルべ キヲ 略セリ 

(記 中) 此 建^: 宿禰 Z 子 並九ぜ ュ0 波 多 A 代. M 禰者^ | 舰ネ r  次 許 勢小 せ； ハ； H: 

次 蘇 賀石河 宿 b 者：：；： h;w 平 群 都 久宿禰 者：.： M:y 木 角宿禰 者 H:;y 久米能 摩 伊 刀 比 

\ハ 

S 次 怒 能 伊 呂 比 賽。 次 葛 城 長 江 曾 郤毘古 者リ リリリ 又 若 子 禰リ リリ^ 

、、(見)  \ 近ク ナレル 相  / 

右衛門 督 「馬 頭 の 物 より さしいで たりつる こそむ ゆに 出家の 相ち かくな りて^え つれい く 

つ ぞ よ」 と s たま ひけれ ば (太 鏡、 遇 長 ノ 段) 

第一 の 相に は 虎子 如 渡 深山 峰な りと 巾した る に (大 镜、 道 長 ノ 抆) 

二 文 以上 を まとめて 叙述 部と せる 主の 大文 あり。 二 文 以上に か、 る 副詞句 あり。 

g li ^ フ ，.7 「『我 ガ  深 厚 ナリ。 ヮガ臣 民  濟 セ ル」 ハ 創-我 ガ國 體ノ精 tSf  二 シテ敎 育 

六 ：A 1 


六艽ニ 


ノ 淵源 亦實 一一 此 ニ存ス 

獨カ 主力 接  主 


頼 朝 即 慕府 

主 


、(上) 


創立者 ハ 治國 ヨリ 此 

M 句 


ほ- 


主 


新 ヲ 

お 


リタ ルナ ラン 


某 


某トノ 對戰 正 二 コ レ 龍 虎 相馎 ツモ ノナリ 


主 


主 


,敍 句- 


J, ノ 


寶石 

主 - 


金剛石 ルビ ー 等 是ナリ 

形 句  _  0  主 

多 シ- 


志士  ノ 命ヲ ステ タル 

主 


モ ノ 

敍 


賴、 栴 田、 橋 本、 吉 田 等 卽 是ナリ 

例へば 竹 を 破る が 如く 數 節の 

思へば 三年の 昔な り われ 大阪" 


後 は ^を 邀 へて 豚くべし 

在りし 時 一日 人 あり 訪ひ來 る 


主 


HT! 产事 


鴛鴦の 瓦 玉の 石疊 いづれ も く 三年が 程に あれはてて 舊苔 

道 を ふさぎ 秋の 草 門 を とぢ 瓦に 松 生 ひ 垣に 蔦 茂れり」 臺 傾き 

て 苔 むせり 松風の みや 通 ふらん」 簾 絕ぇ SI 

さし 人り ける」 (平 家、 福 原 落) 

此大國 王 神の 兄弟 八十 神 ましき 然れ ども 國者避 於大國 主祌、 避ケタ ル 所以 ハ 「其の 八十 神 

各稻 羽の 八 上比寶 をよ ば、 ん心 ありて 共に 稻 羽に 往 きし 時、 大 汝 神に 袋 を 負 はせ 從者 とし 


\ェ テ 

あら はなり 0: かけの みぞ 


主 


飞率 て往き きお に お 多 S おに？： れる ^-, 裸 

兎に ならん とせば この 海鹽を 浴み 風の 吹 

^八 ト 祌の敎 のま 、 に 伏し きづ -  >  に 云々 

おひ 避く る 時に 坂の 御 尾 ごとに お 


なる 兎 ふ せ り 八 十祌 そ 


(カク ノ 所以 ナリ) 

赤松 忪雪は 名 は 元、 ネ は 季 古， 通 稱 を 

て 此^ 遠 E 郡 涌 谷の^ 達 氏に 聘せ 

第 四 節 係 結 

| 成分の 係屬 

四 成分の 中に て^と 客と は敍述 にか ， 

分に は 並置 あり 倒置 あり 省略 あり 挿入 


ひ 伏せ 

元四郞 

られて 


くに 常り て 高山の 尾 上 

六 枚 中略) かれ その 太刀 

河^ ごとに おひ 撥 ひて 

と い ふ。 (「コ レ ハ」 トス レ 

敎授 たり き。 


など あ 


の 兎に いひけ らく 汝 本の 

に 伏せれ とい ふ。 かれ その 

弓 を 持ちて その 八 卜 神 を 

始めて 國 を 作り 袷 ひき」 

バニ 文トナ ル)^ 作 S 人 に 


は 被 修飾に 係る こと 今更 い ふ 

り て， 複雜な る 文に て は 此の 係 


ならす 。「美 シ ク吹ケ ル花 ラ飾レ リ」 の 美シク はサケ ルに 係る ゃ飾レ リに係 


屬 

^き 山 は 「副 詞」 の 段 に 言 へ る 如 く、 「戀 シキ 故山 ノ風 物」 の 戀シキ は 故山に 係る や 

六 五 一一 1 


及 ば す。 さ れ 

必 しも  一：^ 

や 不明なる 

吸 ゆ-一系 ふ 


ど 成 

、 〕 と 

やの 


六 五 四 

事に 「成分の 並 置」 S 段に 言 へ る 如 し ぜ；、 の 他 

此の R は 吹かす る s)」 な り (竹 取) 

かく いふ は 「播磨 守の ^ 藏 人より 冠 得た る」 なりけ り (若紫) 

^^il^u & il I, ^m-s  おはす る」 なめり と 聞 ゆれば  (若紫) 

などの カノ お メ を ナ リケリ —ナ メリ にて 受けて 結べ りと 大槻氏 は^られ たれ ど， 恐 ら く 

は 然 ら じ， 此 s 類の 事 は 「省 略」 及 「揷 人」 の 段に 說 きたる を參 照す ベ し， 又 

そんな 私に 積で なかった 

の ゾ ン ナ はおに 係らざる .E は 「倒 置」 の 段に 首 へる 如 く、 文 法を考 ふる 者、 及 十 口 文 を^ 釋 する 者 は 深 

く 此の 成分の 係 屬を思 はざる ベ からす。 

二 係 結の 意義 

W 係 結 直說 終止 注の 叙述 語に 係る 主語 客語 修飾 語<1 用^に 疑 詞辭叉 は^ ぃァ； 川 ある 時 は 

0  a 變 化、 ft: ある 時 は 第 五 變 化に て 之 を 結 ぶ. 之 を 保 結と い ふ， (此 等の 係な き敍 述語 は 第三 變化 

にて 終.^ する は 尋常の 係屬 なれ ば、 特 に說か す) 

g 結 ば ざ る敍 述語 疑問 辭に 係と ならざる もの ある 事 は 第 十二 章の ャ 力の 段に 言 へ り。 

其 等の 外に 係と なる 者に て も、 1M を受 くる 敍述 語 が 終止せ すして 小 句. 句 をな す 者 は 固より K 一  を 


ぶ こと 指 は さ る な り， 


0  0 


主  波 

年 .0 よく 几： しつる 人々 なむ 別れが たく 思 ひて その n 頻に とかく 

つ、 の 、 しる うちに 夜 ふけ ぬ (土 佐) 

.  形 容 句  


主 II  ^ 


形なん いと よかり し 人な り 


客  _ 鼓   I 」 せ    ^  

安， sn 二 年と ぞ いふめ るに 位に て 三年に こそ は ならせ 給 ひ ぬれば (月实 ) 

一二 ま II  1 ト乂 

TT  开^  ^ あ 

そ は 誰が いへ る 言 ぞ 


主 


後宇多の 御門 こそ ゆ、 しき 稽古の 君に まし ましし に (後 醍 醐) 

.  形 小 句   - 

修  敍 


されば ぞ 賞せられ たる 次第と 知らる 

言 掛 なる も 結ぶ こと 能 は す。 引 川. 挿 人に は 適宜に 原文 を切斷 すれば 係 結に 與ら. K 

 形 句  

主 I  」r  1 

小夜 千鳥 聲 こそ 近く なるみ 倾く 月に 潮 や 満 つらむ (新 古) 

修  敍  • 


つか 我が 身の を はりなる 熱 田の 八劎 ふし 拜み (太平 記) 

六 五 五 


し 


六艽六 


梅の 花 誰が 袖 ふれし 匂ぞと 春 や 昔の 月に と は V や (新 古) 


强 ひて なほ 袖 ぬらせと や 藤の 花 春 は 幾日の 雨に さくら む (定 家) 


よそ 人に と はれぬ る 哉 君に こそ 見せば やと おも ふ 袖の しづく を (千 載) 

を こそ)  〖れ (湖 月) 

S あてき は 今 は 我 "思 ふべ き 人な め 一  (大本 ョ シ) 

こそ は」  (り (万 水) 

大木 

  コ 、 二 テ流シ 

かの 都の 人 は いと けうら に て お いせす も -35 思 ふ こと も なく 侍る 

タル ナラ ン 

な り (竹 取、 下) 

 ^ビタル 力、 連體カ — 

おにし おは、" あだに ぞ あるべき たはれ 島 波の ぬれぎぬ きる と いふなり 

(伊勢 物語) 

淚にぞ ぬれつ  >  しほる 世の 人の つらき 心に 袖の しづく か (同) 

十 ：！ は 月 をのみ -n,^ 眺めし に 今 は 日 を まつ わが 身なりけ り (金 将水) 

句 中の 係 は 他 句に 及ばぬな りん 
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初 装 ひし を 夢と や 思 ふら む」 樣 な る 

\  一 

め 結べる 前提 法  下 に F モ の 意 あり 直說 法に あら ざれ ど も、 尙 結と いふべ し 


主  » 

色 二 そ はえね を や は かくる、 


 S 句  N 

主  敍 


彼 は 

疑問文 

念 佛 

小 念 

これ 

S  二 

j と あり ハ 


評判 こそ ^けれ 實カは なし 


中 


のこ そ 

す： 

そ 適例 

の 結 


化佛 を 

な らむ 

一 つ の 


^奉る と いふ 事の 候なる こそ 火 念に は 尺佛を 見 


ると いへ るか (欵 異抄) 

力 

丰 客. 修 の 係る 敍 述語の 並置 せらる 、場合 に、 各 敍 述 語 に て 之 を 結 ぶ 


—IB 刁 句 


客  0  0 


S な す に 3 が 忍 ふ 妻 あ り」 と 言 は、" こそ 家に も ゆかめ 國をも しぬ ば め (輕 

太子) 

客  ^ 

「日の 本の やまとの 國は 雷 靈の さき はふ 國」 と ぞ 古  一；：， a に 流れ 來れる 神  一；.：！： に 


傳へ 来れ る (續 後紀) 


人 こそ は ^とも いはめ 愚と も そしらめ 

六 五 七 


六 五八 

容  0  敍 

汝は 何 を か いへ る 思へ る 

S  二つの 係 を 一つの 敍 述語に て 結ぶ こと も あり。 

L I  f 誰と  鼓 . 

何處に 人 修  行ける 

t 何し に 

修  修  敍 

止り て や 行きて や あらむ 

—客  I 客—  _ 敍— 

花 をな む その 花 をな む 吾 は 忘れ^ 

修    .  ま  

此の 山の 盡 きばの みこ そ 此の 川の 絕 えば のみこ そ 百 敷の 大宫處 やむ 


時 あらめ (赤 人) 

 ^   I  客     敍  

高 砂の 峰の 松と や 世の 中 を 守る 人と や 我 は なりな む， (貫 之) 

修 —  修  - 

かく してや なほや 退ら む 近から ぬ 道の 間 をな づ みま ゐ來 て (萬) 

此の 皮衣 は 火に やかむ に 燒け すばこ そ 誠なら 一^ ； ィ と おも ひて 人の いふ 

 .  レ ノ謨寫 力 

事に も まけめ  めら/ \ とやけ ぬ されば こ l^f- 異物の 皮な りけ りと いふ (竹 

取) 


ゾ*ナ ム ャ-カ • コ ソ 互に 重りて 敍述 語に 係る ことなし さる は 「今 日 n ソ 花：： 几  一 \  -ソ 行 力 メ」 など 強 ひ 

て 言 は  >  言 はるべ けれど. コ ソとゾ と 相お 殺して 兩 方の^^ を损 する より 修辭 L 之 な 取ら ざ る 

なり 「m 心フ心 ヲャ今 ヨリ コソ ハ試ミ ルべ カリ ケレ 」(® 始 )3 ャ も 「夏 ハ ッ ル 賀茂ノ 河原 ノミ ソギコ 

ハ 神ャ殳 クラム 秋風 ノ 聲」 (千 五 百 番) の おも 調 は す T 詞 の 八 千 草」 の 誤寫 な らんと い ひ、 千 家 尊統も 

うくら めかう くらしの 誤と い へ ど. そ れ にても 非な り. 同 じ辭 なる も 川 法に よりて は 調子 を 招す) 

「^ヲ 捨テ 、入リ 二 シ道ノ 言 ノ 葉，^ ァ ハ レ モ深キ 色- ゾ见ヱ ケル」 (績 拾) 又 は 「立 チ ネト，^ 言 ヒゃャ 

ラマ シ白雪 ノト フコ トモ ナク -〔伯 二 居ルラ ム」 (貫 之 集) な どの 類 傚 ふ ベ か ら す。 

k 一  - 敍 

ヨロ ヅ I サ コソ— 便 ナキ— 御 事， 一一 テコソ 候フ ラメ  (太平 記) な ど は 別々 な り • 

修  I  ^  S トモ ) I  0 

g 連體 法に て 文 を 結ぶ こと 

( —— コハ頃 目ノ ミア リテ 說明ナ シ —— ) 

三 係 結の 變 

S 疑 詞及ャ の 係 を 第三 變化、 卽尋 常の 終止 法に て 結 ベ る 者 あり。 . 

淚川 流す 寢覺も ある もの を 拂ふ ばかりの 露^ 何 ^^(後 撰) 

嬉しき を 忘る、 人 も ある もの を つらき を 戀 ふる 我 や 何な り (後 拾) 

六 五 九 


六 六 〇 

修 一  主  に 0 

起きて ゆく 空 も 知られぬ 明 ぐれに いづく の 露の ^T,^ 袖 な り (若 菜 下) 

へめ ト 间 類 力) 

主  お乂 

君 戀 ふる 淚に ぬる ゝ 我が 袖と 秋の 紅葉と い づ れ p  g  (後 撰) 

吾が 髪の 雪と 磯邊の 白波と い づ れ まされり 沖つ 島 守 (土  £) 

修  0 

淡路島 通 ふ 千鳥の 鳴く 聲に 幾夜 ねざめぬ 須 磨の 關守 (金 葉) 

客 I  —敍 I 

年 經 たる 宇治の 橋 守 言 問 はむ 幾 世 Ti  水の みなかみ (新 古) 

主  修カ ■  —敍 

住吉の 松の 千歳と 君が 代と い.、^: 久^ 3 と 神に 問 は、. r や (拾 玉) 

主 LHIL  ^  I 

を かしの こと や たれば かりと お ほ § この 君」 と のた まへば (玉 葛) 

龜の 卜と 周易の うらと い づ れ ^3 と いふ こと を いひ 出して (續 古事 談ニ) 

此等は 皆 疑問文なる が、 連 體形 にて 結ばぬ は 此の頃よりの 一 種の 語法に て柔 なる 言 樣な り。 「ャ 

何 ナ リ」 は 「何 ナ リ ャ」 と 同じく， 「ィヅ レ勝レ リ」 は 下に. ^ を 添へ た ると 同じ。 源氏物語の 歌なる は 「 ィ 

ヅクノ 露ノカ 、 ル」 と いふ 疑問 修飾 句 より 「袖 ナ リ」 と いふ 敍 述語に 係る にて、 口 語 「誰 ノ 本 ダ」 と い 

ふに 同じ， 此等變 例に は あれ ど、 國 語と して 诀 して 不正なる 者に あら す。 か く 言 ふが 此 等の 場な 口に 


S 適 常せ るな り， 第 十一 一 章ャ 力の 段と 參 照すべし- 

二  w  T 八、 七 夕 耿) 、 〕 、.>  しも あや— にく す し み 往更る 年の は ごとに； 火の^ ふり さけみ つ ， いひ 

つ ざ に る 宝 緒、^ の 結と す) 

琴 うち ひき な ど して こそ な がめ 袷 ふ ら むか し (濱 松) 

代の けさう 文の かへ りごと は かく  ,7^ しける か し (狹 衣、 三) 

S コソの 結 奈 良朝咭 代まで 列，^ 活の 第五 變 化の 形 完成せ ざれば、 コ ソを第 四 變 化に 

て 結べり。 

& こ.^  二重 も ^ 小夜 床 を 並べむ 君 は 恐き ろか も (仁 德 紀) 

おのが ^こそ とこめ づ らし き (萬) 

-  ゥ レシ カル ベ キ 

玉く しろ まきぬ る 妹 も あらば こそ 夜の 長け くも 歡有倍 吉 (萬、 十 一 一) 

たくぶ すま 白山 風の ねな へど も ころが おそぎの あろ こ I そ えし も (萬、 十 四) 

更に いと ril^ いみ じ き (落 窪、 一 一) 

後世のに も 「ギ フ レ バ 忘レャ セムト 思 フ 逢 ヒ^ ヌ ヨリ モ我ハ ヮ ビ シ，^ 」 (信 明 集) な ど 此の 類 

なる も 少し は あ り-さ れ ど 「萬 代ヲョ バフ山 邊ノヰ ノコ コ|^ 君ガ仕 フル 齢ナル T^」 (蜻蛉 日 記) や 

「諸 共 -1 コ 1^ 笑ヒ テ 引」 (同 上) や 「紅 葉ハ借 シキ錦 ト見シ カドモ 時雨 ト共 一一 フリテ ^ 來， ；^」 (後 撰) 

や 「來 ムト云 ヒテ來 ザ リシ 夜 モア リシ カバ 待 タヌシ モコソ 待ッニ マサ レ ル」 (六 帖) 「コ ノ殿 バ 力 リ 

.  六 六 一 


六 六 二 

コソ見 奉リ侍 ランズ ラント 思 ヒケレ バ  住 ノ ェ殿ト 申ス所 京 ノ尼 上トテ オハ スル. ト 

ィヒケ レバ (住吉 物 語) な ど は 正しき 者と はいふべ からす C  (「侍 ラ ン ズ  一.^ IX ト」 は Hi 寸 ラメ ト 一、 「ォ ハ ス 

ル トイ ヒケ レバ 」 は 「ォ ハ ス ルナ レの 省略に てよ きか) 

こぞの 秋 あ ひ 見し ままに け ふ 見れば おもゆ めづ らし 都 かた 人 (萬、 十 八) 

イマ つ ヮガ  ^ 1 31 一 

今 衣 吾 來禮 (萬、 七) 

よそ 人に と はれぬ る 哉 君に こそ 見せば やと おも ふ 袖の | 下 を (千 載) 

駿河 舞、 有 渡 はまに する がなる うど はまに うち 寄す る 波 は 七 種の いも こ 

とこ そ よし」 ことこ そ よし 七 種の 妹 は こと ； Ijl^T  M^u あへ る とき いさ/' 

は ねな む や 七 種の 妹 TT^TTT^ 

催 馬 樂、 大 芹 小せ り rr^ ゆで、 も 

g 係 屬の變 

主  • 

紫苑と いふ 草 こそ 「それ を 見る 人 心に 覺 ゆる こと は 中ぃ れ ざパ^„^1(宇台洽) 

主 J 

人の 心ぞ 「風 も 吹き あへ ぬ」 (古) 

象 こそ，. 體 大 お 

I  主  _  _ — 敍小句 — ^  I 

.K き あと 、"の 山里に こめお き 給へ る 人 こそ いと 13,^1 き、 侍 れ (少 女) 


かのお と  >  いと 心 ことに こ，^ 思 ひて の 拾 ふ 折々 I 侍れ (少ケ ) 

など は 文 卞の係 を敍述 ゃ敍 述 小：？ にて 結 ベ ろ に て、 係 馬上 難 な き が、 

 V  II  S 

明け ぬれば つれな く なりぬ 「女郎花 人 知れす こそ 折ら れ」 と 思 ふ に (躬 恒) 

修 , —— 0 —— - 敍  敍 _  I 

あはれ てヌ ことに しるし は なけれ ども 言 はで は えこ そ あらぬ もの 5li 

• 客  敍 ， 

！)  「是も 亦 これの 島根の 人に こそ 有りき」 と 云 ふなれ (賴 後紀) 

あまり よろ づ 勝れ 給 へらむ 女の 御 あたりに は 誠の 御せ うとなら ざら む 刃 

_  修 - J 

は いみ じうと も 睦 しう こそ おふし 立て 給 ふま じき わざな りけ れ (狭 农) 

主 

この 帝  父 帝の 位に 卽 かせ 給 ひて S 日と いふ 日に 生れ 給へ りけ む rr^ 

成 

いかに 折 さへ 花やかに めでた かりけ むと 覺 え (大 鏡) 

客 トモ  I 

「まだ ^にこ そ おは す」 な れ (同) 

. — 客 — J 

修  ^ I  0 

「明けて こそ ^ む」 と 思 ひし 箱 崎の 波間に かすむ 松の 村 t  (景 樹) 

など は 係屬を 誤れ り。 さ れど此 等の TT^ を 正しく 結びて 試む る に、 語 氣 何となく 相應せ す。 か 、 る 

は敍述 句の 場合と 等し く、 成 分の 係屬 をば 忘 れて 唯語氣 にの み 釣られ て、 「折 ラム ト 思 フ 二 」r ァ ラ 

六 六 三 


ヌ モノ ナ レ」 など を 1 敍 述部と 

に て、 「折 J フ ム トコ ソ思フ 二」 「人 

V きに あら ざれ ど も、 破 格と は 


喜 薆は 見 

など 三文 共に 用 

全然 一 致すべき 

歌 文の 終に は、 敍 

は 係 結の 一 部と 

に 關らぬ を、 體 言 

て 平敍. 疑問の 二 

就いて 見る ベ し 

後 章に ていふ 提 

降る 雪の 

あ ひに あ 


六 六 四 

にて 結び 或は 流せる 者な り， 又 は コソの 位置の 轉 じたる 

ト コ ソィフ ナレ」 の 意な りと も 見る ベ し。 此 等 好んで 舉 ぶ 

ら す 

物に こそ あれ 

よ れ 

よる もの なれ 

於いて は 係 結と 成分の 係屬と 一 致せ ざれ ど も. 其 の 他 は 

せざる ベ からざる はこの 係 結と 歌 文の 終との 差別な り 

客語 も あり て、 敍 述語 以外なる は 結に 關係 せざる を， 古 人 

寧 す ざて 體を 失せ り， 叉 敍 述語なる も 用 言 用辭 以外 は 結 

結ぶ とか 沙汰す る も 無用な り。 而 して この 保 結 は 主と し 

文. 感 嘆 文に 於いて は 趣 を 異にする こと 多 し。 そ は 後 章に 

ベ き 助辭の こと は 各の 段に 言 へり 體 言 にて 終れる 者 は 


ち 着 つ 

ひて 物. 思 ふ 頃の 


、 春 來に けりと 驚かれぬ る (後 撰) 

我が 袖に 宿る 月 さへ ぬる 、顔 SI る (T3 


:S の 花 香 をのみ 袖に 止めお きて 

^ B 峰の 雲に や 交りに し ありと 

の 類、^ 連體 法に て 結べ るに あら す。 ハ を 係辭と 

如： I： あらむ 。「長 濱ノ眞 砂 ノ數モ 何 ナラ ズ」 な ど 

問 文 を 成す もの は^ 係に て、 連體 形に て 之 を 結 

し d 

S 近 文 係辭を 引用 的と し て、 尋 常の 結 法 を 

 と は 知る 人ぞ 知れり 


打 かすみた つ 木 もみえぬ 春の 野に 聲をゃ 

「聲 を しれと や」 と あるべ きな らん) 


みるめ かる かた ぞぁ ふみに なしと 聞く 玉 

菲も なき 人 をう け へば わすれ 草お のが 上 


ま 

の 

-. 、 


我が 思 ふ 人の お とづれ もせぬ (新 一 

聞け ど ^る .3 の な き (ig) 

但疑詞 を 係と せぬ 人 も ある は 

定詞 なれば 係に あら ざれ ど、 疑 

て^の 省略と は 一：：：： ひ 難 かる ベ 


るば 委しから す。 


ナ -1 は 固より 不 

な り， 其 等 をす ベ 


とる もの あり。 


これ こそ  な り 

-な ほ 諸 例を舉 ゆん。 

新年の 第一 日 はこの 壯嚴 なる 賢所の 御 式よ 


りこ そ始る なれ 

ノ  \リ (亦：. ii) 

U コ ソァレ 


しれと 鶯 のな く (曾 丹 集) (疑問の 命 ^はありえ す。 


を さへ や あま は かづ か ぬ (後 撰) 

ぞ， おも ふとい ふ ST^(S- 勢 物 語) 

六 六 五 


レ、 4、 レ、 

1ノ 1ノ 1\ 

鼻 こ d 中に を かしゅに てお はすと こ y はい は る，^ T れ (落 窪、 一 一) 

香 をと めて 人 もと ひけり 梅の 花鶯を さそ ふと 思 ひし に (月 詣 集) 

塵 を こそす ゑ じと 思 ひし 四つの 緖に老 の 淚を殘 しつる か な (著 聞、 孝 道) 

よろ づ のこと は 月見る にこ そ なぐさむ ものな れ (徒 然) 

實に 人の 運命 こそ はは かりが たきものな れ (ト ィ フハ尋 常、 サ テ はかりが たけれ ト モイ フべ 

シ)  . 

古の かべに だに f る ありと きけ 池に うつれる かゆ もみえ な む (赤 染衞門 集) 

みるめ かる 潟^-近 江に なしと く 玉 も を さへ や あま は かづ か ぬ (後 撰、 十 一 ) 

ちり を こそす ゑ じと せし かひと りぬ る わがと こなつ はつ ゆ も はら はす 

曉はゅ ふつけ 鳥の わび 聲に 劣らぬ ね をお なきて 歸 り〕 (大 和 物 語) 

〇  〇 

人 はな どと はです ぐらむ 風に こそ しられ じと おも ふ 宿の 櫻 を (新 續 古 今) 

心 あらむ 人 は 後世 を こそ 思ひ定 むべ きに て 候 へ (日 蓮、 南 條兵衞 七郞へ ノ書) 

夕月夜 覺 束な きを 玉く しけ ふたみの 浦 は あけて こそ 見 め (古、 九) 

播磨路 や 月 も 明 石の 浦風に 波ば かりこ そよ ると 見え しか (忠 盛) (ァ リア ケ ノト 俊 成 ナホ シテ 

千載-一) 

戀 しきが かた も かた こそ ありと きけ. N てれ をれ どもな き 心地す る (古) 


もろこし も 天の 下 に ぞ あ り と き く 照る： U の 木 を 忘 れ ざ ら な む (新 十 〕) 

ゑの ころ は の 心 もなかり けり 何の 心 か ありと 尋ね む (景. 樹) 非 力 

あ ふこと は 夢に のみこ そなら ひ 來て現 ともなき こよ ひなり け り (千 五 百番) 

れも さも； 「，叫 あ るべき 事に て 候へ と て (太 閣 記) 

降る 雪に 色 はまが ひぬ 梅の 花香に こ そ， grr る も の な かりけ れ (拾 遺) 

稻葉 もる 聲 こ，^ や る の 小山 田 は 音せ ぬよりも 淋し か り けれ (西 公 談 抄 う 、り か へりた る 心 " 耿 > 

似 ゆな かる まじき 心の 人の あは ひなり かしと^ おほしな してと-か めさせ 給 は ざり ける (W) 

： ほ はして まつ 閒 程なく 來 つれ ども 車 は 人の のりこ ほれた る (畠 山 健) 

冬 草の かれ も はてなで しかす がに 今と しなれば かりにの みく る (貫 之 集) 

久に來 ぬ 人 を まつ にゃあえ ぬらむ とき はの 戀と我 はなり ぬ る (躬 恒 集) 

おれて 後う しろめた きを 山樱 風の 音 さ へ あらく 聞 ゆ る (元 輔 集) 

深から ぬ 外出の 庵の ねさめ だに さぞな 木の まの 月 はさび し き (良 經) 

さ る ベ きがな きと 聞 ゆる 

\ぉ ゆし わたる 程に (落 窪 四) 

第 十六 章 文の 種類 

文法 上に 言 ふ單 位の 文 は、 其 の 組織 上よ り、 性 質 上よ り、 叉 は 事物の 待遇 上よ り、 語 氣 上より 種々 に 

六 六 七 


六 六 八 

分類す ベ し。 

第一 節 組織 上の 種類 

最簡罩 なる 文 は 一 主語と ー敍 述語と より 成る^し て 之に 客語 又は 修飾語 を 加へ た 

の 語の 二 個 以上 並置せられ たる あ り、 其 の 成分の 小 句 又は 句なる あ りギ 主語と 敍述 

によりて 單 文. 複 文. 重 文の 三に 分つ。 

一 單文 

1 個 或は 並置せ る 主語の ！ 個、 或 は 並置せ る敍述 語. 敍 述 句に 係る 者を單 文と い ふ。 

花 さく 

初 漸く  IBS,.^, 

is かって 今 川 氏に 質たり き 

よく 勉强 する 將來 必 何事 を か 世に 殘 すべし 

0 咋年 I 遊びて s I "情 を I 視察し il§ I 大官 紳商 或 

交りた.^ 


竹 S 幹 は 圓 く 長し 

^ よく  よく  Si ぶ 

此の 中の 並置 成分なる は 主. 叙 の關 係^ 1 な ら ざ れば單 文に あら す、 聯 ^文な りと 說く人 も あり 

成る 程 事物 は單 一 なら ざれ ど、 卞 敍の關 係 は然ら す 「梅 チ レ リ」 「櫻 チ レリ」 とい ふ 二 文 を 併せた る 

者 と .「^ も樱も 散れ り」 と いふ 一 文と は 意^ 同じから す -「忭 ハ圓ク 長 シ」 も 單に！ i シと いひ ては^ 

の 如く も 誤ら れ，^ とい ひて は 草木の 如く も 誤らる ベ く、 「II ク 長シ」 にて 始めて 竹 幹に 對 する 

其の 人の 思 想 を 表す ベ き な れ ば * 「竹 ハ圓シ 」「 竹 ハ 長 シ」 の 二 文 を 併せた る^と は 首 ふ ベ からす。 

天と 地と 分る 

太郞 次郞は 兄弟な り 

謙 信と 倍 玄とは 戰國の 二 傑な り 

せきと 熱と 繼賴 せば 危險 ならん 

に 於いて ^^^^ ハ 並置 主 なれば こそ とも 兄弟 ナリ とも 首 は る ベ けれ T 天 下 

分 ル」 「次 郞 ハ 兄弟 ナリ」 にて は 何の 意義 を も 成さぬ を 見る ベ し是 に. S りて 並置 成分なる は 二 個 

以上の 文を聯 結構 成した る 者に あら す、 木 來 思想の 形式が かく 成り 出で たる 者なる を 知るべし 

(微^^に 從ふ寺 は 修飾 語. 客 語な どの 並置の 場合 も 同樣に 首 はで はならぬ 理 となる ベ し) 

^  ^ 大 なり 

>  > ブ 


六 七 〇 

の 如き は 主語と 兒 るべ きもの 二 個 あれ ば、 單 文に は ある. まじき かと も 思 はるれ ど、 この 際の 敍述 

句 は 一 個の 主語に 係屬 せる 者 なれ ば、 主. 敍 の 關係單 一 な り。 從 つ て 

日本 は lils 狹く 人口 多し 

公 S I 博 く  S I 高 く  ^ I 而 して 其の 官位 甚 上. らす 

の 如く 敍述句 を 並置せ る もな ほ單 文と すべ し。 是 に 於いて 更に 單文は 形 客 句. 副 詞 句. 中 止 句 を 含 

まざる ものな りと いふ を 得べ し。 

二 複文 

文の 本 系に 對 して、 他の 主 敍の關 係 ある 句の 附屬 せる 者 を 複文と いふ。 

0 先日 牧溪の I かける 龍 虎 を. 見たり 

君が に S. 我と 異なり 

孔子の 1 0!^^  恥 蘇の 购 ける 天と は 同，， じから す 

^ I 明 なれば 星 稀 な り . 

水 餘り 淸き 故に 大 なる 魚 すます 

ふると，^  I は 我 は 行くべし 


此等は 形容：^. 副詞句 を 含める 文に て. 主. 敍 の關 係の 箪 一 なら ざ る よ り. 複 文と いふなり II 立 句 あ 

乙 も 然 り .. 

^1  l^ss る S 稀なん 兩者 困果の 關係 あり 

副詞句の 前捉 的なる は 下の 全文に 係り て、 他 の 形容 句 又は 形^ 句 あ る， 副 詞とは 趣 を 異にす れど. 

今 は 火 體 に 之 を 複文と せり ■ 

二重 前提 

老い ぬれば さらぬ 別の ありと いへば いよく 1^. まく ほしき 君 かな 

急がす ば ぬれ ざら まし を 旅人の あとより はる、 野路の むらさめ 

三重 文  i、「  、ゆ 

文の 本 系に 附屬 せす して 主. 敍 の關係 ある 句 を 含む 者 をい ふ卽 中止 句 ある 文 を 重文と いふなり 

^  I 鳥 歌 ふ 

春 • す ざて 夏 来たり 

平氏 は I 壇の 浦に ；— d^u 北 條氏は 縑倉に 終れり 

^ I in  ^鵲 南に 飛ぶ 

^>^；^ I 身 を I 全くせ す 秀吉は 1 代の 1 榮を 1 , 極^ 家康は 十五 代の 基 を m 

六 七 一 


六 七 二 

け り 

事務の 精 & I 尾畸 千家に (如かす) 名利 を 見る 明 は 千家 尾 崎に 如かす 

〔と 某 男の 評語 面白し s、s  、加、 讀賫 )〕 

 中止 句   I  I  

更に 宮廷の 要職 を 汚し 重任 を 辱：^,^  1 尸位素餐 S I S I S I 

S I 能 はす 

明 正 天皇 は 後水尾 天皇の 女 一 宫 にして、 御 母 は 中宮 源 和 子 な ^(是 は 敍と饯 h との 並置 

敍句 

にして 重文と 混じ 易き 例) 

春 は 暖 にして 日— 長し (是も 混じ 易き 例な り) 

t  MM 

並 s 

r 處の 名 は 黑く、 松の 色 は 靑く、 磯の 浪は 白く、 貝の 色 は す はう にて I 

五色に 今 一色 ぞ 足 ら ぬ (是 は 重文 を 重ねた る 例) 

四 混交 文 

以上 諸種の 組織の 混交せ る をい ふ。 


花 さき 鳥 なく  ^の おこ そ を かしけ れ (重 文 組織 ある 複文) 

^ I 下らす s I 進ます ば 彼の 病人 は 危險 なり (同上) 

^ I s  ^ I 孝 なれば 家 治る (同上) 

fi I 降れば I ^ I SF^ I ^ 天 晴 るれば 彼 耕す (複文 組織 ある 重文) 

^ I 敎 へ し I I 我が 生める は 愚な り (同 上) 

先 牛： の 德 ^ I ^  ^ I ^3( 重文 組 熾 ある 單文) 

際の 健兒 ¥^ I I ^  ^ 1 8TI I S (同上) 

我 i I I s  ^ I 晴 るれば 耕す (複 文 的 重文 を單 文に 組織せ る 文) 

 敍    主 —    敍  

東風 吹かば に ほひお こせよ 梅の 花 主 なしと て 卷 な 忘れ そ (同 上) 



春 (節) は 花 さき 鳥 うた ひ 秋 は 實 熱し 葉 枯る (重文 組織 ある を 重ねた る 重文) 

「今 は 富士の 山 も 煙 立た す なり 長柄の 橋 も つくるな り I と 聞く 人 は 歌 

にの みぞ 心 を なぐさめけ る (複 文 を 含む 重文 を 客と せる 單 文) 

鶯は 春 來れば 鳴く  (複文) 

Is  |バ| 句  

鶯は 春に なれば 鳴く  (單 文) 

六 七三 


r  六 七 四 

およそ 此の 組織 上の 名 は人爲 の人爲 にして 極めて 妥當 なる 名に は あら す >  さ れば某 句 ある 文、 又 

は 某 句と 某 句と を 某樣に 併せた る 文な ど稱 しても 事足るな り、 惡 しく 拘泥す ベ からす。 

「花 さ け り 

〇 野に 山に」 一 

(鳥 なけり 

一 、我 は 擧 ベ り 

〇 英語 を 

(君 は 舉ばす 

「きの ふ も ふりき 

o 雨 一 

(け ふ も 降りつ 

第二 節 性質 上の 種類 

文の 性質 は 平 敍. 疑 問. 命 令. 感 嘆の 四 種に 分る。 

一 平敘文 

事物 情意の 有の 儘 を敍述 せる 文に て、 肯 定. 否 定.斷 定. 想 像. 希 寧完 了. 過 去. 現 在 •： 木 來 等に 小 別す る こ 

と を 得。 

人 は 萬 物の 靈 なり 


君子 は 人 

子 泣 くら 

水の 淸 き 

鳥 も 啼き 

秀吉も か 

明日 さへ 

二 疑問文 


を 貴 

む 

、し 

つ て 

ら 


ノ す 


一 J 


ま 


V6 


な り 

走 僕 

若菜 


たし 


或は 

其の 


疑 ひ 或は 問 

敍 述語の 川 


o 或 

言 は 


疑 ひ 問 

體 法な 


春 や 

彼 は 

君 は 

明 日 

そ は 

そ の 


と き 

翻ぞ 

仰處 

御 出 

ユー 5 な 

喜 ^^ならむ 


に か 

り 別 


たりき 

つみて む 


ふ 者に て 疑詞辭 ある を 常と し 、對 話體 なる に は 之 を缺 ける も あり。 

る を 常と し、 稀 に は 終止 法なる も あり。 


行きた 

間 敷 哉 


る 
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.  六 七 六 

須 磨の 閼 有 明の 空に 鳴く 千鳥 傾く 月 は (ィャ ) が 1^ I 悲しき (ィ ャ) (千 載) 

帶刀 「知 らぬ けし. きを だに 見 給 はす や ある 腹立ち 1 恨み 給 ふ」 と 腹 立た せ も あ 

へす たは むれ したり (落 窪) 

は や ね 給 へ る (蜻 蛤) 

あれ は 出來た の (か) 

係 結 は もう 濟ん だ( か) 

我が 髮と 雪と 磯べ の 白浪と r,^g まされり 沖つ 島 守 (土 佐) 

戀 しきに 思 ひこめ つ/' ある もの を 人に 知らる/' 淚 何な り (後 撰) 

お前 は 何 を す るんだ (ネ、 ョ) 

なる 宏智の 者の 奴 なりけ る」 と 思 ひしに (南 豁) 

\ 一一 カァ ラン ，ー 

\ /一一  カァリ ゲン I ト云フ ベ シ 

(千載 雜上) もろこしに 沈みし 人 も わが ごとく 三代まで あはぬ な ゆきをば 

\ や 

せ し (ば ^じ、 ばせ し、 やせし、 三 トモ キコュ べシ) 

(和歌 新^ 竹 集) 

いかに なりに けむと いつぞや の 給 はせ し 世 こそ 定 なき 物な れ (帚 木) 

ィゾ コ 

イカ 二？ 

磯上 丹 根 蔓室木 見 之 人手 何 在 登 問 者 語 將告可 (萬 三， 大伴 卿) 


-I シ z ュ t  Ik  ィ カナリ トイ テ  ヲバ タム 

朝 茅 原 小 野 印 空 事 何 在 云 公 待 (萬 十 一) 

イカ 一一 ト ィ t テへ 力》 

「忍 ふて ふ審こ そい かにな つかしな 後う きものと おも はす もが な (後 撰) (誤用 ノ始 力) 

疑詞辭 ありても 疑問文 をな さぬ 者 あり。 

長濱の 眞 砂の 數も ^ならす つきせ す 見 ゆる 君が 千代 か な (金) 

ぬれつ、 ぞ 强 ひて 折りつ る 年の 内に 春 は 幾日も あら じと 思へ ば (古ー 

, 來ょ 來な 

如何に. 親子と は いへ あまりな り 

物 思 ふと 過ぐ る 月日 も 知らぬ 間に 今年 も 今日に はてぬ とか 聞 く (古) 

叫 グ な る T, し とも 身ながら 覺 えね. ば (右 京 大 夫) 

仰 時. 5  ！ 度 は 行き 兒む 

それ は 仰 處 がに 有った 害 だ 

昔 仰 と^ゃ いへ る 大臣 ありけ り 

これ か かれ か と 名 ざして 見たり 

いかにも 困った 

^ 御世 話に 相 成 

六 七 七 


六 七 八 

^^は 月 を あはれ と ながめ 來て 浪に 折りし く いせの 濱荻 (新 古) 

法師 た、 5? 人に あらす と おも ひて いかに すべし とも なく 恐 こく おほえけ 

れ ば (著 聞) 

 修カ _獨 力 . . 

なに T  ) 大丈夫 だ 

何だか 分らぬ 

ミ 命令文 

は 也に 事 を 命令す る 者に て、 必 命令 述語 を 有 す。 

牺  雁  *  -VJ "わ 

東風 ふかば 匂 ひお こせ よ 梅の 花 

汝 君子 儒： S 小人 儒た る こと なかれ 

軒端の 梅よ 春 を 忘るな 

女 は 叫 さ しかれ 男 は を、 しかれ 

知って f^D ざ れ 

君よ しか な 思 ひ 屈せ そ 


四 感嘆 文 

は 感嘆 的 に 言 ひ 表せる 文に て. 感嘆の 詞辭 ある を ^ と す。 

今年の 秋 も 往 ぬめり 

花の 色 は 移りに けり^ 

あな 戀し なき その 人 

1^1, し ま つ た 

縈 なく^  綱手 かなし。 

彼 こそ あっぱれ 大將 f 

坊ちゃん は 御 利口です ね 

それ は 行けません よ 

津の 國の 難 波の 舂は 夢 なれ や 

梅 盛なる 我が 宿 を とめ 來 g 

I 

ちと 入らつ しゃい ましな 

わたし 嫌 だ 

何と いふ 美し さ だら う 

六 七 九 


いかに 與ー. あの 扇の 眞中 

感嘆 文 は 平 敍， 疑 問. 命 令の 三文の 感嘆なる 

な ば、 漠 然と 感嘆 文と いふ こと は 不用と な 

切 口上なら ざる は 大抵 感嘆 文なる を 見る 

の など は 輕き辭 として 平敍 文に 繰り 

徵 にも あるべ きな り、 伹 いは ゆる 感嘆 は强 

J 思 す V し。 

され ど 


我 はも や 安見 兒 得た 

これ も 皆 さぞな 昔 

誰か^ 春 を 恨み 果て 

わりな しゃ (獨立 語) 人 こ 

は ン 

立 巳 

の 如く、 一 語に 感嘆 辭の附 ける 


る 

、、へ 

人 

き 


よ 

外なら 

ベ し。 か 

し。 さ 欉 

れても 

驚嘆の 


さ 

あ 

み 
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なんと 大した もの だ 

れば、 もし 「各 三文 の 感嘆」 と いふ 名 

て 歌な どの 大方 感嘆 なる は 固よ 

感嘆 文の 多き は 如何 あるべ きな 

るべ けれ ど、 又 考 ふれ ばノ  J れが國 

に は あらで 婉曲なる 咏嘆も ある 


目 を 立て 

り、 對 話 も 

れ ば、 口 語 

語の ー特 

こと を 記 


「ヤヨ ャ待テ 山 時鳥 」 r ソ、 來 


り 

の 契 ぞ (と 

た る 

そ 人と 

者 あれば と 

タナ リト集 


思 ふ ものから 淺 ましき かな) (千、 和 泉 式部) 


言 は ざらめ 身づ から 身 を や 思 ひすつ ベ き (紫 式 


て、 其の 全文に 係らざる は 感嘆 文と はいふべ 


テ」 (今 昔) 「ヤヲ レ 一同^  ニ聞ケ 『世 ノ中ョ 


力ら す 又 

道 コソナ 


ケ レ」 の 如く 感動詞 ある も. 全 文に 係らぬ は尙 感嘆 文と いはす。 (コ ソゾシ 等 を 用ゐた る. 叉 は 「有 


ハシナ ィ」 r 逐 電シタ ル其 ノ時ハ 云々」 などの 强^ 文も^ 嘆と は 異な") 

感嘆 文の 形^ こ、 に 感嘆 辭の 全文に 係る とい ふ 事に つきて、 文の 形式に  一 を 生す 

そ は 終止 法. 命 令 法に 附 き たる は 論な けれど， 

紫の 今朝 なく  の 1  め— づ らしき か な 

の 如く 述體 法に 附 ける は、 感 嘆辭を 除け る 全文 は實は 形容 句 (名 詞 句) に て、 そ れに 感辭を 添へ たり 

とて 文な りと は 首 ふべ から VT るに 似たり 抑 此等は 完結せ る 忍 想 を 表せり や， はた 感嘆 文 は 性^ 

上敍述 的なら で 提示 的なる ベ きもの か。 ま づ 次の 例 を 解き 见 むに、 

波に さまよ ふ 捨小 舟 (名 詞小 句) 

(人) 子 を 持ちて 知る 親の 恩 (名詞句) 

獨— 立  

(ヮレ ) まだ (ソ レヲ) ふみ も 見す 天の 橋实 平敍 文) 

主  名詞^  ^   . 

(事ノ 由 は) 某氏 昨日 上京せ る 由 

主  名詞 小 句 — 敍  

(物 ハ) 親に は 孝行す る 物 だ 

S 詞句 

(ス べキ事  <) (人) 若い 時に 勉强 する 事です ね 

IS 詞 句 • 

111 1 s I 1 S (ヮ レ 望 ム) 

六 八 一 


六 八 二 

 ^ 詞句  — 

(境 遇、 虚 ハ) 我 は 今 外出せ むと する 處 なり 

 名詞句   . 

私 ま 知らない ことよ 

獨立句  

まあ あれの 怒った こ と (ァ レ ハ何 トシ タ事 ダラウ) 

(世 ハ ) 三 年 の I あなたに も なりに ける 世 かな 

(定ャ ハ) ^ I ^ I ^ i S I 分ら， な—" I ^ でせ うねい 

(我 ノ此ノ 頃ハ) 1 いたみ I ^ I ^ i 1 おのれ のみ I 碎 けて 物 を 思 ふ 頃 

力 な 

あら ざら む I TT^ il I I , 思 出に 今一度の 逢 ふ こと もがな (ァレ 力 シ、 等) (又 ハ 

「逢 フコ トモ アリシ ガ ナ」) 

(君 二 似 タルモ ノハ) めぐり 逢 ひて 「見し や 1 そ れ」 と も I ^ 『 ぬ 間に 雪が くれに し 

夜半の I ^かな 

(ク ヤシ キコ トハ) やすら はで ねな まし 1 も の を さよ ふけて (我) 傾く までの 月 

を 見し (コト j かな 

 . 名 句  

秋風に たなびく 雪の 絕 間より もれ いづる 月の 影の けゅ| け— さ (ソ レ謦へ ム 

主  敍 


かく すれば かく なろ ものと 知りながら やむ に やまれぬ 大和 だまし ひ (我 

之 ァ ルヲ 如何 二 セ ン) 

夕 雲雀 芝生に 落ちて 聲 やめば 山より の ほる 春の 夜の 月 (契 沖) 

此等は 省略と して 補塡 すれば 普通の 形式と なり 得れ ど、 尙 獨立 句の みなる を 補 ひて 文と せん は 

「火事々々」 と 叫 ぶ を 文と せんが 如 く、 や 、 穩 常 な ら ざ る ベ き か" さ れど 我が 歌 文 は 短歌 俳句の みな 

らす 長き 者 も 多く 此の 如き 形式に て 成れる ものなる を、 文 にあら すと せん は、 そ れら 完結せ る 思 

想 を 表せる 荠 にあら すと いふ 事に なり て. 是 亦 中正の 鮮 にあら じ。 省 略と せ ざら むに は、 提 示 文 な 

どい ふ 名な 立て 、平敍 文 以外に か ， る 形式の 文 ありと 定 むべき な り  >而 し て を 添へ たるな 

ど は 簡便に は r  メヅ ラシ キ カナ」 を 一 敍 述語と も 解き 得べ く、 其 の 他に は獨. h 句と 言 ひ 得 ベ き も 之 

あ る ベ し ぺ；' はしば らく 斷 言 を 避けて 三 說を存 し、 舉 者の 研究 を俟 つ。 

五 意義 上の 相關 

前述 四 文の 性質 は 各 差異 あれ ど も、 之 を實 地に 川うる 意義より すれ ば、 互 に相關 係す る こと あり。 

s 想像 の 平 敍文及 口語お 刊を 添へ たる 感嘆 文 は 一 百 ひ 懸 け て 念 を 押 し、 對 手の 同^ を 求 

むる 點に 於いて 疑問文に 類似す。 

六 八 三 


六 八 四 

君 は 九 仲人なら^ 言 語に その 特徵 あり 

諸君 は もう 了解 したんで すね それで は 前へ 進めます 

あの 方 S I I 骨肉なる べし 容貌 似たり 

あなた I 1 御 やりなさい ましたね 

君 は あす 歸 るね 

「君 ハ 明日 歸 ル カネ」 の 如き 疑問文な ると は 音調に も 差 あり、 又^ を 添へ ざる 疑問文に は^と 感 

嘆せ ざるな り。 

「よの 人々 『あべの 大臣 火 鼠の 皮ぎ ぬ もて いまして かぐや 姬に すみ 給 ふと 

な こ/' にや いま す』 な ど とふ 

g 疑問文 は 反語と な り、 誘 引. 希 望と な り、 推 問の 意 減じて 了解 驚嘆な どの 意と も なる。 (疑 

辭は 感嘆に 通 ふ は 本来の 意義な り) 

いかで さる 事 あらむ (ァ ラジ) 

駿馬の 骨 を 買 はす や は あ る (買 ハズ ハァラ ジ) 

古の 野中の 淸水 流れ 來し 末の み 淺く 汲みて あるべし や (豐 穎) (アルべ カラ ズ) 

火な き 處豈煙 あらむ や (ァ ル マ ジ) 

(人) 古 を 仰ぎて 今 を 戀ひざ ら めか も (戀 ヒ ズハァ ラ ジ ) 


飽かれ や は せ ぬ (古) (ァ カレ ョ) 

音 を こたへ や は せ ぬ (十： n  (答 ダニ セョ) 

方 を 知らせ や は せぬ (新 古) (シ ラセ ョ) 


ちと 御 出 被 下問 敷 哉 (御 出 ヲノ- ソム) 

御 同行 如何に 候 哉 (御 同行 ヲス 、 ム) 

早く よさん か (ョセ ) 

樱花 春 加れ る 年 だに も 人の 心に 

時鳥 聲も 聞え す 山彥は おのが 鳴 

思 ひやる 心 も 空 に 白雲の 出で立つ 

あ， 印度 は 遂に 自立せ ざる か (餘 儀ナ ノコ トャ) 

某氏 果して 死せ るか (シ ニケル ョナ) (是 國 家の 不幸な り) 

あの 人が いよく 始めました か (マァ く) (それ は 結構です 屹度 成功し ませう) 

然樣 です か (ォ ャサゥ デス ネ) (それ は ど う も  ) 

山里に 家居 を せす ば 見 まし や は 紅 ふかき 秋の 梢 を冚 家 集) 

S: 命令文 は勸 誘. 希 望. 許 可. 放 擲 などの 意と もなる。 

心配し 給 ふな 試み 給へ (給 フガ ヨシ) 

徒然なる 今日 人 も 來 よかし (來 レバ ョィ) 

君 願 はく は 吾 をして 三年 間 某 事 を 研究せ しめよ (セ シメン コトヲ 望ム) 

汝 確固たる 成棼 あらば 行へ (行 ヒテモ ヨシ) 

篯固 


六 八 六 


i ハ ズ) 

吹かば 


吹け 浪 .N たば 立 て (吹 キテモ 立 


あれば とて 身 を なた のみ そ (夫 木) (蹈 マ 


そ は とも あれ かく も あれ (ァ リテモ 

. 思 ひ 入る 道に 此の 身 は 捨 小舟 風 

チテモ マ 、 ョ) 

牛の 子に ふまるな 庭の 蝸牛 角 

ズ タノ マ ヌ樣 二) 

S 感嘆 文 は 希望 を 表す も あり。 

世の 中 は 常に もが も な (常 二 モア ラセ タ 

出で >  行かむ 人 を 止めむ 由 なき 

ョ ィ) 

我が 門の 一 むら 薄 刈り 飼 はむ 君が 

かくて 希望 を 表す 文 は 平敍も 疑問 も 命令 も 感嘆 

ベ し。  ノ 

. .  第三 節 待遇 上の 種類 

事物 を 待遇す るに 拿 卑を問 はす 平等に する あ り、 崇 敬す る あ り、 卑 罵す る あ 化此 等 は 各 語に 存す 

る ものに て、 前 篇各 條に說 きたる が、 之 を湊 きする iii? は 文の 種類と なるな り。 


シ) 

手 爲 G 

も ありて、 


方に 鼻 も ひぬ か な (古) (ヒ レ バ 

駒 も 來 ぬか な (後) (コ ム ヲ 願 フ) 

言 方 の 最 豐富 にして 複雜 なる を 知る 


平說文 

事物 を 平等に 待遇 

大日 本 帝國は 

P  西鄉 隆盛 は 

德川氏 國家 

汝 活眼 を 

あ、 江戸 

^は类 稱 なれ ども. 


な り。 隆 盛と 名 をい 

二 崇敬 文 

事物 を 崇敬す るよ 

ふ 者な り 崇敬に 尊 

の 如何によ りて 之 


して 其の 有ゃラ をのみ 表 し. 上 下な き 語より 成る 者な り 

萬 世 一系の 天皇 之 を 統治す 

功臣な り 

あり や 

歴史 を 見よ 

建 制度 は 眞に 世界の 


維新の 

チ 


開きて 

土 オヤ^ 

自， 稱 に て 

ふ は 貶す 


封 

尙 

る 


平說な り。 天 皇汝は 敬語 なれ 

場合 も あれ ど、 今 は然ら す。 


^ 觀 な 


る 力.^ 

敬語なければ、 こ、 にて は平說 


り、 其 の 主 

他. 自 卑. 關 

を 表す こ 


體. 所 有. 動 作. 狀 態 を 尊 び、 或 は 自 

係. 對 話の 四 種 あり。 名 詞. 代 名 詞 

と、 前 篇 第 七 章に 言 へ り 一 今 之 を湊 合せ 

续 


己に 關 

動詞. 形 


する 者 を 卑下 し. 或 は 聽者を 敬 

容 詞 (副 詞. 接 續 詞. 接 頭 語. 接 尾 語) 

る 二三の 例 を 示す。 


皇御國 は すめら みこと 


しろしめす 

六 八 七 


枠 I 卑 貴! 


六 八 八 

0 

西鄕は 功臣に 候 ふ. 

0  對 


德川氏 國 家に 對し 奉り 罪 あらせられ 候 ふや 

尊 ， —尊 I   #   -  —尊 I  0 

君 御 目 を 御開きな されて 御覽 候へ 

0  0 

も 參上 仕るべく 候 ふ 

尊  尊  關封 


あなた 樣 にも 御 入 來被下 度 御 願 申 上 候 

_ 尊 ，  尊 II 

あは や 法皇の， 流され させ， おはします ぞゃ 

〇 自動詞 は 他動に 對 して 敬 文と なる。 


願 は し， 望 ましの 類 大樣 にい ふ 事 を 直接に 對 話に 他に 言 ひかくる 時 は 自尊の 氣ぁ り。 故 に 下 

より 上 へ はいふべ からす。 

三 卑罵文  / 

殊更に 事物 を 侮蔑して 悪しく 待遇す る 者な り。 名 詞 代名詞に よりて 之 を 表せ ど も、 極 めて 小數な 

え 


權 助の 野郎め 何 を ぬかす 


f; 只樣も けっかる か 

ざ ま 

人の 

う せ 


見 あ 

物 を 


る 


がれ この 硪鬼 

盜み くさった こん 

く ヒズる  ほ ざ 


畜生 


や い 

さ へづる 


第 四 節 語氣上 の 種類 


？ i おとい ふ は 其 の 意 義 颇る廣 し。 

尋 常 


花 咬 

流た 

一 ま 5 

一、 

我 力 

昔 ^一口 

か ， 

ま づ 

口 は 


え 

忠 

る 


て お 

告せ 

中 に 

物 も 

ひ r 


力 ラ 

る 主 意 

夜 も あけぬ 

じ H  く 食 まる 

な り 


强 意 

花 「7^, 暌 け (各種 感嘆 文 及 提 示 句) 

流た えせ す 

ほ つてお け (命 令 文) 

我が 忠告せ る ^ 主 

音 信の なき 

かくして 夜 を 明し ぬ 

ま づ い 物 お 旨 く 食 はす 

口 は 是禍の 門 (な る か な) 

六 八 九 


六 九 〇 

君 は 此の 事 を 知らん  一 知ら 『？ 君 は 此の 事 を (疑 問 文) 

か ， る强 意の 文 も 語 氣 上より 尋常 平坦の 文と 區別 する を 得べ けれど も、 其 等 は 各 語の 川 法と し 

て 已に說 きたれば こ、 に 言 は す。 今 は聽 者の 間接なる と 直接な る、 及 首 表の 自己の 上なる と 他の 

上なる、 卽 話者 記者の 位置に よりて 生す る 語氣の 相違 を 述べむ。 

一 對話體 と 記 錄體 

自己の 言 說を聽 く 者、 直 接に 眼前に 在る か、 然 ら ざる も 一 定し 居る 時 は、 其 の聽 者に 對 して 自然に 

一 種の 語氣 をな す。 之 を對話 文と い ふ。 人 の 言 說は 必聽者 ある を 期 すれ ど も、 之 を それと 定めす し 

て、 或 る 事物に 就きて 思 想 を 言 ひ 表せる 者 は、 亦 之に 相當 する 語氣ぁ り。 之 を記錄 文と い ふ。 言 語 は 

自己の 思想 を 他に 對 して 言 ひ 表すより 生じた る 者 なれ ば、 根 源に 於いて は兩 體の區 別な かるべ 

き も、 今 は颇る その 相 異を認 むる に 至れるな り。 例 へ ば 物語の 地. 脚 本 類. の ト 書. 歷 史. 律 令. 諸 記 錄. 科 

學 書. 獨 言 等 は 大抵 記錄體 にして、 物語 脚本 類 G 詞. 詔 勅. 上 奏. 祝 詞. 宣 命. 手 紙より、 曰 常 の 談話 は皆對 

話體 なり。 兩體 の 語氣の 異な る 所、 頗 微妙に し て 甚言ひ 易 から ざれ ど も、 今 其の 中 に顯 著なる 者に 

就きて 說 明すべし。 

S 兩體と 崇敬 文 記 錄體の 文 は 事 を 記す が 主眼 なれば、 崇敬すべき 人の 上 にても 敬語 を 

用ゐ す， 


日本^ 尊 束 夷 を 征す 

など 樣に 言 ふ こと 多 し。 而 も 此の 尊 は 巳 

を川ゐ -. さ ら むとしても 之 を 省く 事 能 は 

官位の 名、 或 は 剩 Is^s- などの 

幸ス」 も 敬 文と ：；：：！ ふ を 要せざる 例な り。 さ 

或 は 幸 セサセ ラル I の 如 く、 或 は 

三條^ 辭表を 

の 如 き、 國 民 一 般に 敬す 

特に 世界 一 般の 人に 讀 

對話體 の 文 は 之 を聽く 

る 敬語 を 加 へ ざ る ベ か 


呈出 せらる 


る 上 

ま 乙 

入定 

ら す 


あなたが なさる 


询 W 被 下 候 へ 


に 敬語 なれ ど、 今 は 固 

す、 省 きて は 特殊の 省 

敬 不敬 共 に 之 を變ふ 

れど、 記錄 文は必 すし 


の 事 を ば 崇 

むる 記錄文 

り 罟 るに 3 


私 が 致 す 


有 名詞 中 

略の 樣に 


文 

て. 


御 覽被成 候 哉 

の 如き は、 ® 洋 文の 人稱- 


リ 


候フ マ ス 等の 對話敬 


数な 

五 口 ち 

1- 一一 a ォ 


拜見 致し 候 

どの 一 致と 同じ 

り て、 非情 物に も 


こする 

ば、 世界 

已彔 ia 

言 0  HiH 


く 動す 

貴 者に 


f 一 


二  、人 1 フ 

と. ^「 ぴ 

朋、 フる 


、、へ 

も 


に 包含せられ たれ ば、 敬 語 


る f  J 

も崇 


新聞 

MJ す 

K ま 口 

荀 さ 一口 


紙 .雜 

る 敬 

の 外 


からさ 

賤 者 に 


る 者 

も 之 


と 能 

敬 を 


ま 


ゆ。 是 は 天 皇 皇后 某 親 王、 

ざ るが 如く 、「天皇 大和 二 


川る ざるに は あら す。 征 シ 


誌 ま史 等に 見て 明な り。 $ 

語 に 限り 川う ベ き理 なり。 

に、 對 者と 白 己と に^ 當す 


な り ( 

を 川 


力 


くて 對話 文に は 更に 侍 

る は， 唯 對聽. 者 を 敬して 

六 九 1 


六 九 二 

言 詞を 丁寧に するな り。 此 の 敬語 は 平安時代より 起り たる が、 今 世の 奏啓 文な ど 之 を 用る ざ る は. 

それ以上の 古文の 體を とれる か、 漢 文 直 譯流を とれる か、 今 文と して は體を 得た る 者に あら す。 擧 

校の 祝祭日 又は 葬式な どに 

謹んで 〇〇〇 を 祝し 奉る 

〇〇 は 某 君の 長逝 を 悼み 恭しく 弔辭を 呈す 

と 述べ 又は 讀み 上ぐ る も 誰に 對す るに や、 語 氣 不 當 甚 し。 さ る は 凡 支那 文 は 記錄體 に、 西 洋文 は^ 

話體に 偏して 共に 兩體の 語 氣を區 別せ ざるよ り、 我 が國文 もさる こと 、 思 ひて 之に 注 意 せ ざ る 

な る ベ し。 之 を 獨 言 もしくは 古 言 の體 なりと 言 はむ は 一 理 あれ ど、 今 の 言 として は尙 ふさよ しか 

ら す。 さ て 又 之と 反對に 記錄體 なる ベ きに 對話體 を用ゐ たる もの あ り。 古 今 和歌 集 序 は 記 錄體な 

る が、 歌 の 端 書に は侍リ マ 力 ル などの 對話 敬語 ある は 天覽に 供せ む心掛 より 自然に 混じた る 者 

な る ベ く、 そ れ より 以下の 欽集 或は 其の 外に も 同樣の 敬語 ある は 、読 者 を 尊び 作者み づ から 謙り 

たる 語氣 な り。 德 川 時代の 候文の 記錄は 全く 對 話に 擬 したるな る が、 實 は 其の 人記錄 文の 筆法に 

習 は す、 已 むこと を 得すして 常に 書き なれたる 消息 體 にて 間に合せ たる ものな り。 近 頃 言 文  一 

體 の 文 に、 記 錄體 にても 私 僕し ますな どの 對話語 を 用うる も 其の 類 なれ ど、 う る さきものな り。 又 

外國 人に 對 して 

税が 國は 最 御國と 親密です 


な ど 言 ふ は片 成な り 3 國 人 どち こ 

錄文を 人 S ^にて 講釋 する に 

I、 〇  f れり 

雨 人— 降 


そ 我がと も 言 は め、 外 人に 對 して は 今 言 として^ 語に あら す。 記 


が  (つて 居ます 

とやう に 言 ふ は、 古 語 を 新語に 代 

よ 却つ て 精.^ なら ざ る樣 にも 言 

とする な れ ば、 對 話 文と する 方 至 

對話 體 の 崇敬 文に 就いて 注 ^ す 

賤^ 卑 その 本 來の 位に 從 つて 之 

第三^との 關係を 見 て、 大體 は. 聽 

親の 尊長 も 他人に 對 すれば 我と 

し く す。 人 の 子弟 は 我が 門人 下輩 

兄 を 敬す る 所以の 道な り。 妻 子 弟 

下人 をして 其 の 徕 ぶ 所 を 尊ばし 

^より 容易なら す。 郧 人の 禮に習 

會の? はに 伴まざる -ニ からざる は 


へ たる 上に、 更に 記錄文 を對話 文に 代へ 

はるれ ど， 尙 考 ふ れ ば、 人 の 前にて 講 する 

ゅ2 な %0 ベ き な り。 

ベ き は、 聽 者に 對 する 第三者の 待遇 法な 

を 待遇 すれば 可な りと い へ ど も、 對 話 文 

者の # ぶ 所 を 尊び 聽 者の 卑む所 を卑ま 

同等の^と して 卑下 し、 宫 職 同僚 も 上官 

なりと も、 我 と 同等の 父兄に 對 して は 之 

妹 乃至 下輩 も、 僕婢 下司の 尊敬す る 所 は 

むる 所以な り。 此 の 如き もの 複雜重 疊し 

は ざ る 者の 之に 苦む は 無理なら すと い 

辯 を 待た じ。 


た る 


は や 


力 


り^ 

一 一 < 二 

さ る 

に對 

を 優 

之 に 

て 實 

へ ど 


、ベ 

S 

伊 

も 


にて 解釋 

て 其 の 人 

文に 於い 

て は 更に 

か ら す 。さ 

れぱ 我と 

する は郎 

して 優遇 

の 紫 話 を 

，文明の 言 


として 

を聽手 

て は 貴 

聽 者と 

れば肉 

位 を 等 

其 の 父 

づる. V0 

な す。 事 


五 口 ま 

さ  一 p 


一： 巾 


六 九 三 


六 九 四 

咋日は is  ffl 御馳走に 相 成 奉 謝 候 

gli は ま だ 出勤 致し ま せ ん 

令 息 必 死 の に て 著しく  ^上達 云 々 

ffl. は 御 出かけ か (主 人) 

いえ まだ 入らつ しゃい ま す (婢) 

旦那 樣は 入らつ しゃいます か (主 人ョ リ卑キ 客) 

御主人 は 御宅 か (主 人ト 同等 以上 ノ客ガ 僕婢 ナド へ) 

あ 居る よ (キ 人の 長者 或 ハ 子供 ナ ドガ 目下 へ) 

はい 入らつ しゃい ま す (召 使 ナ ド ガ) 

5 兩體と 四 種の 文 性質より 分て る 平. 疑. 命. 感 の 四 文 は 此の 兩體と は 別種の 考 なれ ども. 

其の 問に 一 種の 關係 あり。 四 文 共に 兩體 ある 中に- 

大日 本 は 神國 なり 天祖 始めて 基 を 開き 日祌 長く 統を 傳へ給 ふ 

長袖 者 流 何 を か 知らむ 

彼の 前 途 幸 1 多 がれ と 願 ふ (多 カラム コトヲ 願フ) 

あ/' 盛なる かな 明治の 代 

など は 記 錄體 にして、  . 


天地 開躅の 始 天， 御中 主神と いふ 神 ましく き 

君 ^を 力 學 ベる 

(汝の 前途 は 多望な り) 勉めて 忘る こと 勿れ 

とへ かしな 栴 盛なる 我が 宿 を 

鳅 形の 兜 ^けたる は 大將 よな 

など は 對話體 なり。 疑問文 は 記錄體 にて は 疑 文に して、 對話體 にて は 多く 問 文な り。^ して 對話體 

なる のみ 「^無くして 問 を なすこと 前にい へ り。 命 令 文 は 記 錄體 にて は^ 望. 放 擲の義 をな し、 對 

^體 にて は眞の 命令な り。 前例の 外 に 「1^1  レ  1^  E 心 フ人ノ 早 ク歸ル 云々」 「サ モア ラバ ァ レ」 「風 吹 力 

バ 吹 ケ」 「彼 ノ  S 色 ヲ御覽 候 へ」 などの 如 し。 感嘆 文 は 獨言體 な る 外 は 對話體 に 言 ひ懸く る^な り。 

かくて 注意す ベ き は 疑問文な り。 

予は 何故に 軍人と なりたる か 

な ど 言 ふ 題の 下に 記錄 文を窨 くこと 近頃 流行す る は、 西洋 文の 對話 的なる を 共の 儘に 學 ベる 者 

に し て， 國 文に は 相應せ す。 此は 「我 ガ 軍人 トナレ ル理 由」 など いひて あるべ き 所な り。 ャ 力の ある 疑 

問 文 は、！ y 錄體 なる も 無き に は あらね ど、 槪 して は對話 s 語氣 ある 者と 知る ベ し。 

H 種の 夂の 外に 提示 文に 關 して 特徵ぁ り、 提 示 文は獨 言 又は 普通の 記錄體 にも 存 すれ ど も、 對 話 

體な るに 提示 文が 多き な り。 物 語の 詞 なる は 多く 逑體 語に て 止めた る、 よ く 注意す ベ し。 總 ベ て 事 

六 九 五 


は その 動 作. 狀 態 を 其の儘に 平敍 する より は 之 を 名詞 

あ り。 故 に 對話體 にて は 闲 言 の 終止せ るより は 連體法 


對話 文の 體裁を 成せ 

こと 深く 思惟す ベ し- 

あれ  見よ も 

し ろ 

くち をし く  こ 

5 す (竹 取) 

「いみ じから む 


句と して 

にて 結 ベ 

る な り。 口 語の 連體 法に て 切れた る は 偶然 


シャク ワウ ジ 

石 王 寺 は 


むと する 一と 


うまし きと 

g 兩體 と詞辭 

ィ" S  i  ^=5  !;« て ニ§  1 

對話體 にても 上 或は 下 

奏 ス」 「^  ノ願ナ リ」 「細 ノ 

と あり。 


提示す る 

るが 多く 

の 誤 に あ 


六 九 六 

方、 人 の 耳に 入り 易き 傾 


ノて れ やがて 今の 口 

ら で、 理 .Q あ る變 PI 


a  口 お 

な る 


ぢ 葉の 

堅く 

を さなき もの は 


て 


數多 流る 

切り q 


き (七 十 

こまく 


番 歌 合 

诗 る 


硯 士) 

もの 匸て 


對面 すま じきと ま 


ち も せす 悲しく のみ ある され ど おのが 心なら す まかりな 

ひ て (竹 取) 

ける もの ど も (宇 治 拾) 

また 多少の 特點 あり。 

體は 固有名詞 を 用うる こと 多 く、 對 話 體には 代名詞 多き を 原則と す るが. 

に對 する 時、 わ ざと 代名詞 を 避けて 固 有. 普 通の 名詞 を 用ゐて TfflK 謹 ン デ 

遣 言 ヲ 忘 ル ナ」 r^,^ モ御 承知 ナラ ン 」 敎へ 給へ」 など やうに 言 ふ . 〕 


^^肋 動詞 侍" .^H 及 形容 詞 .副 詞. 接 續詞の 敬語 が— メ デ タ ゥ ォ 立派-一 サ ゥ致シ マス rY な 

ど は對話 I にの み^: し、 又 有 リ難ゥ 然ルべ クャ ナサ レ タクな ど、.：^! 活の述 m" :s の 下に 敬語 ^ 

ゲル 候ハ ム存ズ 等 を 略す る 文 も、 對 話體 にの み.；^ するな り。 

^^動詞に て は 「時」 の 段に 述べた る 如く 刊は 主として 對話體 の直說 過去に 川 ゐ，^ は 又 多 

く 記 錄體の 間接 過去に 川 う。 か くて 歴史な ど は 多く 記錄體 なれ ど， 古事記. 大 鋭の 如く 對詰體 なる 

^も あるな り。 ッ ヌも 之に 準す る^ あり。 

い 助辭 にて は 主格の が 副 格の. 7 は 共に 對話體 に 多 く、 感辭 の 引 叫^:^^ の 類 も 對話體 に 

^すへ き 者な り。 さ て 其 等の 記錄體 にも 川 るら る 、 は轉 じたるな り。 す ベ て 對話體 の語氣 な る 者 

の 記 錄體に 轉 川 せらる 、 は 多 く、 記 錄體 の語氣 なる 者の 對話體 に轉川 せらる ， は比鲛 的に 少し。 

格 名詞 は 對話體 にある を本刖 とす。 

S 兩體 の^ 綜 記 錄. 對 話の 區別略 前に 說 ける 如くなる が 二  o の 文と して は、 物 語 な ど、 始 

に 「云 々ァ リケ リ」 と 記 錄體に 書きて、 終に は 「云 々ナ リト -ゾ」 と 對話體 に 結ぶ 樣の 例少 から，^ 說 

など も 酋^ は 聽泶を 前に 捽 ふること を 忘れす に 對話體 に 首 へ ど、 中 程の 議論な ど は 大^ はお 言 

的 記 錄體に 演じ 去る 習な り。 此 等 は修辭 上隨分 あるべ きこと なる が、 文 法の 單 位に あらね ば、 玆 に 

說 か す。 此 等の 外に 文法 上の 一 單 位の 文に も 兩體の 錯綜す る こと あ 物 語な どに て 云 ふ 地と 詞 

の 流し あひなり。 

六 九 七 


六 九 八 

諸國 一見の 偕に て 候 ふ 

の 1^7 は 地より 仕手 を 指す 語なる に、 之 を 仕手に 言 はしめ 下 を詞に 候フと 流すな り。 

(熊^)  r 存 する 旨 ありて 申すな り」  (敦 盛) 「存 する 旨の ある なれ. は 聞かす 

るぞ S 故 太 政 入道の 弟に 修理 大夫 經 盛と いふ 人の 末子 い ま だ 無 

官 なれば 無官 大夫 敦 盛と て 生年 十六に なる q り」 と 宣 ひけり (盛衰) 

など は詞を 地に 流した るな り。 地 を詞 にして 人に 語ら せ、 詞 を 地に して 事情 を說 明す るは舊 時の 

作者の 慣用 手段な り。 か  >  る 詞は眞 正の 對話 文に あら す、 作 者の 記 錄體の 筆 を 入れた る 者な れば、 

閒接對 話と も 謂 ふ ベ し。 

(と 

明日 行かむ j  い^ 

(こと を 

などの 例に て 前者 を 直接 對話、 後者 を 間接 對 話と いふ こと あれ ど、 今 は 主として 記者より 第三者 

の 言 語 を 引き直し たるに 言 は む。 

大 P- 祌 怪しと 思して 細く 天の 岩屋 戶を 開きて 內 より 告り給 はく 「吾が 

隱り 坐す に 因りて 高 天の原 自 闇く 叉 葦原の 中つ 國 皆 闇け むと 思 ふ を 

云 々し (記) 

(素 尊) 「吾 此の 地に 來 ^3 て 我 が ffl 心 須 賀々々 斯」 と のり 給 ひ て (S3 


〇 山の あるじ 俊 蔭に のた まふ 「おのれ は 天上より きたり 袷 ひし 人の 御子 

どもな り 二の 山に 下り 給 ひて 云々 

C 波 斯國公 のた ま はく 「この 奉れる 琴の 0 あしき 所 あり しばし ひき 

ならして ^g」 

此等も 詞は詞 と^ゅる に コ モリ マス ^5 などい ふ 記 # よりの 敬語に よりて 眞 正の 對話 文に あ 

らす なれ り。 之 を 古の 神 は自の 上に も 敬語 を川ゐ たりと 忍 ふは甚 しき 誤な り。 太 闇な どこ そ自稱 

に 殿下 思召ス などと も 言 ひ け め、 さ て は 子供 も坊ッ チヤ ンガ などと は 言 ふ ベ け れ ど、 常 識 ある 人 

に は 有る ベ くも あら 、ず。 

さて 乂 前に 述べ たる 第三者の 待遇と いふ こと を 繰 返さむ に、 貴 者が 「行 ク」 と い へ る を 取り次ぐ 言 

は IT 人 ラ ッシャ ル」 ト 仰セ ラレ マシ タ』 と い ふ 如 く、 又 先 方 より 「明 曰 參ヒ可 仕 候」 と 言 ひ 越せる に 對 

し，  一，，^, ll^w^ 旨 拜 承」 な ど 言 ひて 鹦 鵡返 に は 言 ふ ベ からざる 道理なる と 等し く、 雄 き 人の 言 

語 を ば 其の儘に 繰り返し まね ば ざ るが 我が 國風 な り。 さ れば 史書の 傳 ふる 所に て は、 歌 文な どの 

外に はは 人の 眞 正の 言 語 は^るべ から す。 天 祖 の神勑 

i:i  ^ 原の 瑞秘 の國は 我が .ft 孫^の 君と ますべき 國 なり 

の 如き も、 意 を 取りて 言 ひ傳へ たる 者、 祝 詞宣 命の 如き も 皆 執 達の 人の宣 する 言 にて 直接の 御 言 

にあら す。 然 るに 支那 風に て は 天子 も 直接に 臣下に 對話 し、 そ れを 直接に 記し 傳 ふるよ り、 我 に も 

六 九九 


二 自記と 記 他 

自己の 上 を 話 記す ると 他人の 上 を 話 記す る と. 其 の語氣 固より 異な り。 此 の兩種 を今自 記. 記 他 と 

命 名 す。 或 は 自稱の 文、 他 稱の 文と も 謂 ふべ し。 兩 者の 相違 は 崇敬 文に も あれ ど も、 其 は 特に 說 くに 

及ばす。 今 特殊の 詞辭に 就いて 說明 せむ。 

S 獨立詞 

I. 愉 决 に) 

我 一 樂んで 一 行 へ り 

I 勇 み て 

汝 (興じつ 二 

彼 . 勇 ましく  行へ り 

人 I 痛快に 


七 〇〇 

王朝の 古に は それ を擧べ る 漢文の 詔勅 あ り。 今 の 御代に は 其の 風 を 受け て、 五 條の i- 誓 文より 始 

めて 種々 の 詔勅の 直接 對 話なる あ り。 制 度の 然ら しむる 所. 私 議 すべきに は あら ざれ ど も、 其 の 御 

言 の 儘 を 臣民の 口に 懸け 奉る は畏き 業に ある まじき か。 伹 は 之 を 支那 風の 記 錄體の 文と^ る こ 

と を 得 ベ き か。 識 者 深く 攻究せ ざるべ からす。 


我 も 應 分の 事 は せむ 

相 常の 御 寄附 を 乞 ふ 

愉快 二 など，：：： 記の 方の は 記 他に も 言 は る れ ど、 勇 マ シ ク などの 類 は 自記に 川る られ す。 劇.^ は 

己 或は 第三^に 言 ふ ベ く、 對 する 人の h に は 之 を 支配す る 者の 外に は 言 ふべ から す。 srl^ な 

ど は 仲間内 或は 他人の 上に 言 ふ ベ く. 人 に對 して 自己の 事に は うべ からず。 

たらち ね も 子ら に まじりて たのしけ にかる たと るな り 年の 始 は (た らちね ハ子 ヨリ ィフべ 

シ。 人 ノ親 ハイ ハズ) 

一人 稱  三人^  I 

老の 身も處 女の 中に まじりつ  >  とり 爭へ る 歌 かるた 哉 

記 他 

けぶり 草く ゆらしながら 大井 川下す 筏の 安らけ き 哉 

三たり 四 人 まらう どつ どひ ものがたる 池の 汀に 花 あやめさ く (井 上 氏 祝) (ま らうめ コ、 ハ人 

トノミ ィフべ シ。 第三 杏 ヨリ ィフ語 ユア ラ ズ) 

吾 々 は  一 身の 糊口に も 窮し實 に 爛然 たる 有 樣に陷 り し (神 奈川縣 日淸役 A 偽者 請願) 

己ノ 方-一 ノミ ィフぺ シ  • 

好 便に 任せ 御 送り 被 下 候 云 々 

—  記 他) 

II 逸の 陣豪 な る 意 氣 

自記 (記 他ノ トキ ハ意別 ナリ) 
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ク 

ク タ 


ッ ヌ 

領 き 


^一一 一！ I 


接尾語 

子供が 

彼 は 

君 は 

私 は 

 ば 

ま， 3J 已 

^  0 1111。 

力」 など 

鳥 も 

我 は 

^ も 

高 尾の 

春 は 

は キケリ 

た る が、 自 


其 


來 


うれし が る 

者ぶ つて 居る 

目 y  j 

JAM 17 

nu  -J. 一 

才 ナ 

論 に畧盡 したり W 

て は 形容詞に は 添 

ふ は、 他 人が 見て 我をブ ルガ ルと 思ふ樣 にせ む、 し たる かと 言 ふ 義 な 00 


に 覺 え 候 

は す。^— 刈-. rr 列 共 に 記 他なる を 、「僕 モ擧 者ブ ラ ゥ」 r ォ レ ガ 嬉 シ ガ 


き ぬ 

の聲を 聞きつ 

度 は 高 尾の 

紅葉 月末まで 

ぬらし 

と 語氣の 似た る 

己 を 他物の 如く 


紅葉 を 見た し 

我 を 待た なむ 

こと 前にい へ り。 (ケ リ對話 體の記 他に ある ま じ) か くて W は 記 他に 

取りな す 時 は 自記に も ffl るら る。 「我 ハ ャ戰ヌ 」 (記) な どの 如 し 一，^ 


ナ ムの別 は 前篇に 說 ける 如 し。 ラ J ン の 外 

に 「云々 スル モノ ナラ シ」 など い へ る. 厲見 

後 拾 造 序  今の 撰べ る 心 

も 傳 へむ こと を 思 ひて 撰 

十六夜の ^ほひ 撰び 終りぬ る 

十 訓抄序  た V に は いか ヾ 

を 記し を はる こと しかりと 

「玉 霰」 に 「も のなら し」 と kl し て 「近 ^ 人 

らむ 云々」 といへ. り。 

新 古今 序  この うち みづ 

 かきすてす なりぬ る こ 

り を かへ り 見ざる なるべし 

駿^ 雜 話と い ふ 霄は 記錄. 對話. 自記. 記 他 

節 を 終へ む。 

武藏の 國 大 城の 柬 駿臺の 

翁 ありけ り その かみ 北國ょ 


メ リ ラ ムも 他の 上 を 想像す るな り。 俳 人な ど 

ゆ る， 皆 誤な り。 

は  ^.u も 今 も ffi  ある 、い せ を 

.  應徳 

ベるなら し  同じき 三つの 年の 


の 自記の 文 


ことにな む ありけ ると いへ り (通 俊) 

やまむ と て ならし  令い 沸 の 


行 

おの 

ま 


末に 

秋の 

之 


む いへ る 


序の 終は必 ものなら しと ， ぢ むる ものと や 心 傅た る 


らの 歌 を のせた る -  三 十 首 

は 道に 耽る おも ひ 深く して 後 


の 


ま はり 

あ ざ け 


の 語氣の 支離滅裂 甚 しき 書な り。 今 その 序文 を抄 して 本 


もとに 草の 庵 結びて ±H みける ひと 


りの 


り 爰に 來て 家居せ しが  はや 二十 餘 年に 

七 〇 三 


七 〇 四 

及べり 近き 頃より  ： 日夜 衾 枕 をのみ 親み 書籍に さへ 疎く なりに た 「か 

何 を か 世に 在る 思 出に せ；^: 3 爰に ，^lg I S 就いて 物擧ぶ 輩 あり 

て  何時も 賓主 共に 唐錦 た、 まく 惜しく なん 見えし flb 客に 尉 

して 淸談 する 事 を 好みて  我ながら を かしと 3, 一節 も あれば そ 

の 席 はて、 ^ 子弟に 命じて 大和 文字に お ける に  さすが 反故 

と なして かい 破り 棄 てむ も 本意 な ければ さて 兒蕺 に 與 へて 讀 ま しめむ 

と て しばらく 殘し 置きけ らし 

享保 壬 子の 年 九月 中旬 鳩 巣 の I ^ 駿臺の 草の 庵に して 筆 を とる 

國 語の 文法 こ 、 に^きた るに あら す。 聲 音 の 意 義、 接 頭 尾 語. 造 語 法. 文 字の 表記 法. 活 ほ 

の 原 義、 其 の 他の 高等なる 事項 は 他日 更に 公に せむ こと を 期す。 


高等 日本文法 終 


おのれ 我が 言葉の 道に 志して より， 拾へ る 玉の 數 そふ ま、 に， み 寸 ま る 

に な き な さむと 忍 ひよりし は、 はやく 十 年 あまりの 昔な りけ り。 しか は あれ 

ど ことばの 海 限な く 廣く 底 ひなく 深き に * あさり もて 行く 事 ども は い 

つ 究め 得たり と いふ、、 へく も 覺 え す。 かくて 年月 を ゆかば. 身 死に 子 う 

まごの 代に なりぬ とも 事 菜つ ベから す。 まこと 萬の こと は 一 わたり さ 

たし 終へ ぬれば、 人に 示して * いまだ 至らぬ をば 導き、 至れる 人に は ^を こそ 

乞 ふべ けれと、 かつ は 思 ひなり ぬる をり しも， いざな ひ 立つ る 人の これ かれ 

あるに， いでと 事 おこしし は 去年の 初春な りけ り。 取り そむる 箪は 秋ば 

かりに は 終りなん と あらまし、 も、 はかな や うつせみの 世の 絷き 事 わざ 

かに かくに 障 多み あはれ 今年の 秋 も 往 ぬめる と 一て なれる。 成りつ 

る 玉の 御統 は、 天なる おと たなばたの うなじに や かけつべき * 國っ I： の く 

しろに や 卷 きそへ つべき， えみし 八 掬 脛の あゆ ひに や とり 結 ひつ ベ き。 ひとつ 

の ふみ 見る にこ そ、 た 易く よしあし を 言 ひ 定めて、 今 一 き は など か かく 

は 首 は ざ りつら むな ど 思 ひお とす たび も 多 かりし が、 我が 此の ふみよ い 

かば かり か は まほなら むと かつ は 恥し くさへ なりに た り。 そ も 敷 ，1? の 

(跋 一) 七 〇 五 


(跋 二) 七 〇 六 


道と 嚴 しゅに 

き 代 4 一 6 で、 眞 の 

さて 足りぬ とし 

きを、 しか だに 

とつに 固め 成す 

輕き ものに は 

ま/' なるべき に は 

と 思 ふ 心の 

をなん 力に て。 

れる くさ <<\ の 

まじき を， いづれ 

らさる  さ， P しら 

つけつ る は 明治 

松。 


いひな しけむ 古より- 

ことばの 道 は 普 


思 ふ ら む 

思 ひつく 

に 言 の 椠 

あ る ベ き。 

あらね ど 

一す ぢま 

はた かの 

し な あ 

正しと 

ま さる 

四十 一 年 


からことば をのみ { 示と 

く ひ ろ ごら す、 僅に 事の 


人の 多 

人の 少き 

ば. P り  く 

. 本つ 手ぶ 

さりと も 

易り もて 

りて、 こ、 

いひ さ-ため 

方に 見 ゆ 

十一月 四 


かる は- 

f  〕 そ 

す こき 

世の 

り は 

い たづ 

來 し 

だの 

たるな 

るして 

曰 東 


なかく に 

うれた けれ。 

は あらさる 

さが なれば 

あきらめお き 

らこ. のみ ま 

新しき 姿に 

人の いへ る 

ど、 *ダ こなり 

よと、 思 ふ が 

京 牛 込の 


さるよ 

なる を， 

言 の は 

て 移す 

なりよて 

も、 かた 

からに 

と 人の 

やどりに 


物 擧 に 

意 を 

恥と も 

國 人の 

そ の 

は た 

まじき 

じ と 

はなる 

よしと 

咎 め 

と ぢ 

して 


得 國 ば、 

いひつ 

心 を 

0 いか 

神代の 

は 移さ 

-W  -NC -ナび 

よこな 

は 1 言 は 

む も え 

めに 書 

三 矢 


近 

0 羊 

重 


次 


第 第 m 


第 一 序說  i 

0  二 らむ  さ 一 

第 三 しとた る  ち H? 

0  g まし  •  ., …… 皇 
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第 六 疑問の や  I ハ 

第 七 希望  

第 八 係 結. …… •  ：  ゼ M 

第 九 めリ  i 

第 十 らし  so 

トー 可能動詞に 對 する 標的 名 詞  セ^ 

十二 せば •  七き ハ 

土  二 ぬ  き 

第 十四 つつと けリ  き 一一 
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およそ 言 藥を 離れて は 歌 あるべ から す >  さ れど欹 は 一 百 0 を 離れざる ベ からすと いふ も ^ 现 あ 

る 、 ) と、 首 ^と 耿 との 關 係船 首 ひがたし 「世俗の 言 桀 を 離れて、. K 和 常 0 を 0 る ベ か ら す」 「言 0 は 

古 を^ ひ 心 は 新しき を 求め よ」 など い へ る、 皆 かいなでの な り。 新 しき 語な りと て、： 止 しき は 川 ゐ 

-. さ るべ から す、 古 き 語 の み に て， い かで 新しき 心 を 詠み 出 づ ベ き。 古 きを 雅 とし 新しき を 俗と す 6 

ことの 誤れる. s は、 先 人 も a. 'く 之 を 言 へ り， 雅 俗 正 訛 は 新 古の 外に ある こと^よ りなれ ど、 歌 の 言 

^の 雅 正なら では ある ま じ き 、 ) と. 亦 辯 す る に 及ば すヾ 〕 の稚 正と いふ こ と、 誰 しも 至り^き もの 

にあら ね ば、 心 を 留めて 攀び もし 思 ひもせ ざる ベ か ら す さ ら では 美しき 心 も 人に はえ^ら る ま 

じき わざなる を. 心 をのみ 主と 重ん する 人 は、 大 和 言 ^は 我が 國 人のお のづ からなる もの なれば、 

故と 物舉 する に は 及ば じと い ふ。 さ る 人の 詠 歌、 ト に兀っ 六つ は 通 る ベ け れ ど、 殘 の 四つ 五つ は 通 

ら ぬが 多し^^ 卿が 八幡 公 を 無 舉 なりと いひし が 如 く、 誠 に^むべ きこと に は あらす や， さ は い 

へ ど  一； n おの 舉に のみ 卽 きて 離れ かねた らん は、 更 にく ち^し く、 か の趙 括の^ 法. ^の 治^ 策な 

どやう の ものに も 似た らん かし 言 葉の 道 をば 擧 びた らんん の、 よ く 之 を 己の 物と 心に 得 て、 さ て 

心 をば おの づ からに 詠み 出 でん. これ ぞ 言 薬 を 離れた る ものに は あるべ き。 不 卽 不離 は 萬の 事に 

七 〇 九 


わた 

力 ら 

き た 

じ く 

古の 

一言 ひ 

か で 

め 

新し 

ど も 

は、 其 

も惜 

り 。饮 

i 哥 


りて 大事の 戒 なり。 歌と 言 葉 と、 ま た 此の 外に 出で じ， 言 葉 

す 

て 、歌 言 葉 を 論じ 見む と す。 か く 

添へ むと はする」 とや 言 は む。 そ 

に 言 ひし こと は、 今 の 人に 悟り 

る ま じき 道理 あ り。 さ れば こそ 

か く 言 葉 を換へ て說 き 諭 す 習 


の れ は、 今 か 

り 「何 を 苦み 

と も、 古 の 人 

人 こ ま 夹 し 

來 しな れ。 同 

かは默 すべ 

我 が 言 の 葉 

たらぬ こと 

く考へ 出し 

を 彼此の 事 

語 はおし な 

の 意 義をも 

む ベ く あた 

に は 忌むな 


> る 音 3 に 

て 蛇足 を 

が 古の 時 

て鮮 せら 


じ 事 だに 

き 

の 道 は、 近 

の 多き 上 

たる 事 も 

： .1 ^用し 

ベ て 延 喜 

用法 を も 

らこき 極 


lis は 

1 一 一 

ォ i 

易 か 

古 よ 

な る 


く 契 沖 法師 賀茂本 居の ニ大 

に、 先人の 考へ 誤れるな ども 

少 からす あり て、 先 哲 の 業 を 

て 其 等の 改良 進歩 を 計らん 

天 曆の頃 を 標準と する に、 そ 

誤りて、 事の 意の 知られが た 

ぞと& ふに つけ て、 尺 の 多く 


る 理 窟 を談 ぜんとす るに は あら で、 歌 


人 

き 

誤 


な ど 

か ら 

し IS 

す る 

時代 

が あ 

り 用 

は 離 


を 重ん する 人 

ヾ、 人 は 「さ樣 の 

は 叉說ぁ り。 よ 

ら 19 、今 のヌガ 

り 時に 從 ひて 

に、 ま して 同じ 

より 開け 始め 

す。 此 の f 擧 の 

めんと いそし 

- これ 學 問に 對 

を 去る こと 遠 

る は、 其 の 美し 

うる 樣の 言 葉 

る まじき 言 葉 


七 一 〇 

も. この 戒 をば 忘 


事 は、 先 哲 已に說 

し 其の 資質 内容 

今の 咭に 言 ふ ， 〕 

同じき こと を樣 

からざる 事 めら 

たる ものに て、 い 

盛に 起れ る 御代 

む 者 は、 そ の 新し 

する 誠の 情なり „ 

きに 從ひ て、 近 き 

き 錦 心 繍腸 に 對 

の 沙汰 せんとす 

の、 い づ れは 通じ- 


る  ベ 

き お 

と は、 


ま だ 

！  J ょ* 

き 說 


に 

し て 

る な 

いづ 


れは 解せられ すと か. 又 は いづれ は 正しくみ やび、 いづれ は 訛り 鄙びたり とや- フ に， 寳地 の 事を定 

めんと するな り。 そ の 說に誤 あら ば. 願 はく は 四方の 大人 だち 之 を 正し 給た はた 先人の 玉 詠 名吟 

をと かく に 言 擧 する 無禮さ を ば、 海 原の 廣き 心 に， ひ と へ に 道の 爲. ぞ と、：^ ゆるし 聞き はなち や 口 へ 

かしな 

か く て、 お のれが 言 はむ と 欲する こと は、 助 動 詞 「て に を は」 の意篛 用法に 歸す ベ く、 言 葉の 活 m な 

ど あまりに 幼き 誤謬 は、 さ しおく ベ し. 例 へ ば 

^を斷 たる 思ぞ 知られけ る 妻 ゆき子 やむ 五月雨の 頃 

三つになる 子の 手 を ひきて わが 妻の 墓に 化！ ，3 山茶花の 散る 

の 如 き、 タ 、 ル は、 下 二 段活の 終止 法な れば、 「思」 と いふ 名 詞 (體 言) に 連る ベ くも あら ざ る は、 一 證 して 

誰も 知らる ， 事なる に、 之 を敢へ てしたる は 「タ、 ル 、思シ ラレ ケ リ」 に て は 飽かぬ 所 あ り、 「タ 、 ル 

ル 忍ゾ」 と して 音 は 餘る故 に、 作 者自 から も 知りつ 、、所謂 文法の 許容と いふ 惠に浴 せんとし たる 

に I あ る ベ きか。 マ ゥ デ バも ia; (の 類な り。 マ ゥヅは 下 ニ段活 なれば、 これ ほ假定 前提 法と て マ ゥ デ 

ル ナ ラ、 又 は マウ デ タラの 意、、 J  、 は マウ ヅ レバと 確 定 (昔 の 已 然) に 言 はで は 語 を 成さ 5T る Mj, 是 亦 

作者み づ から 知りた るべ し。 音 餘れ ばと て 許容す ベ き 性質の 語 遣に は あ ら す。 八 音 を 避けん と な 

ら ば、 全 體の 構造 を 改めざる ベ か ら 、ず。 か や う な る 類 は 今 は 言 はざる 事と し て. 直 に 本說に 入らむ。 

七 1 1 


七  一 二 

第二ら む 

古の かしこき 道 を 一 筋に ふみ 見て 國は ひらきます ^Ts 岩 食右ぽ 

秋の 夜の 今宵い かなる 八 「宵に て ひとり 野 寺 S 月 を 見る 引！ 3 同 

改る 春の 景色の いか なれば 變らぬ 松の 色に^ ゆ ^75 景樹 


踏み分けて 人の 摘 むらむ 今日 を こそ 若菜 も 雪の下に 待 つらめ 同 

此の 五つの ラ ムに 就きて 其の 意 味を考 ふる に， 皆 現在 もしくは 實 在の 動作 の、 目 に 见 えざる か 又 

は 其の 然る 原因 を 想 像 せ り， 卽 第 一 は 「國 ハ開キ マ ス」 とい ふ事寶 の^ 因 を 「：：： 一筋 二 フミ 見 テ 」 と 

想 ひ、 第一 一は r ヒ トリ 月 ヲ見 ル」 ことの 原因 を r ィ カナ ル 今宵 二 テ」 か と 想像し、 第三 は 「忪 ノ色 二見 ュ」 

る 二と を 「ィ 力 ナ レ バ 」ぞ と 想 ひ、 第 四 は 「人 の 垴 ム」 は 確なる 事 なれ ど 今 目に 見えね ば， 婉 曲 に  一 TT^ 

と 想 像 し t 待ッ」 は 若 菜の 動作 なれば 固より 斷定し 難き が， 「待 チ居ル 者」 と 定めて 之 を 想像せ るに 

て， 正 しく 當れ るが 

後れな ば 梅 も 櫻に 劣る 『か 先が けて こそ 色 も 香 も あれ 河上彌 一 

家の 内に 吹く 春風の 絕 えせす ば 心の 花 も唉き 句 ふ .ね 

家の 風の どけき 庭の 敎草 やがて 錦の 花や さく 


な ど は. 總 ベ て 聞え す。 さ る は、 ラ ム は、 現 在 又は 一 般 不定の 動作に のみ はか 、 れ ど， 未 來の 動作に は 

か ゝらぬ を、 此 等 は、 上 に 「後 レ ナ バ J 「タ ェセズ バ 」 「ャ が テ」 な ど を 受けて 未來の 想像なる こと 著し 

け れ ば t 劣 り わ— ム」 「劣 ル Yl^」 「劣 ラ ム ラ 」 「句 フ 「ン，」 「匂 ヒ ナ IJJ 「咬 キモ句 .r-^J 「錦 ノ花 ャ匂ハ J」 

「花 ト唉ク ^-」 「唤 キ 出 パ」 「唉 キ 刊 1^ 」 な ど 改めざる ベ から す。 

一一 抑 今の 口語に て 想 像と いへ ば， ゥ ヨウ ダラウな どなる を， そ の ダラウ はダ とい ふ 指定 

の 想像に て、 文 語 の ，ナ ラ ム に 相 常 すれ ば、 寳 は 想像 辭は^  :nr^ のみな り、 然 るに 文語 殊に 平安^- 

代の  語卽耿  語に  は^  に 常る ムの外 に、 Yl^ ラム ラ^  メリ ケム マシ など 種類 多 

く， 各 有の 意 殺 川 法 あれ ば、 漠 然とお し 常て たるに て は、 當 らぬ 二と 多 き な り。、 〕 の ラム も. 今 の 口 

語に ひたと 譯し 《おつる こと は 能 は すま づつァ 居ル ダラウ」 r  ノダ ラ ゥ」 な どに 近から む か， 而 も それ 

等は榻 合に よりて は未來 にもなる こと あわ ど、 ラ ム は诀 して. 未來 に川ゐ たる 例な きに て、 未 來 は 

^  テ ム 叫，^ ッ ベ シ ^Tl^ の 中に 限るな り 古 喪 を 證 むに 好く 注 恋 す ベ 

し 、「憶 良ら は 今 は 罷らむ 子 so—^i む その かの！ 51: も 我 を 『ひ I ら む ぞ」 は、 「泣 ィ テル ダ ラ ゥ」 「ti ッ テ 

ル ダ ラ ゥ」 に 近 く、 現 在の 動作の^ えねば 想像す るなる を • 「泣 力 ム」 「待 タ ム」 と し て は、 更 に 齐心 も 間 

えぬ を 思 ふ ベ し  . 

和歌の 浦に あさる 海 士舟楫 を 絶え 蘆邊を 何^-か 漕ぎ出 づる ら d  m.M 

は、 接 續 法に 於いても 誤 あ り、 正 しく はィヅ ラムと いふべき なる が、 そ れ よりも ラ ム を. 未 來 に闲ゐ 
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たるが 調子外れ たるな り。 「コ ギ モイ ヅべ キ」 「 コギ モイ デ ナ .？」 な ど あるべき なり。 

一一 一 先日 或る 雜 誌に 松延齢 友と い ふ 題の 賀 歌の 竝べ る を 見し に、 いづれ もラ ム 好の 人達と^ 

えて、 一 頁の 上段の 中に 五つ ありし 中に 

老松 も 千歳の 友 は 君なら で 誰 を か はとて 心 寄す ^5 

のみ 正し く、 後 の 四つ は 皆 誤な り し、 左 の 如し。 

庭 松の 千歳 を 友に 今より はいよ > 稀なる 年 を經ぬ 

ながらへ て君ぞ 見る ， 常 磐なる 松の梢の 十 返の 花 

十 返の 花 唤く松 を 友と して 幾千 萬 を 君 は經ぬ ^ 

常 磐なる 松 を 齢の 友と して 七十 八十 を 夢に 越 ゆ ^5 

景樹 翁はラ ムを 多く 用ゐ しか ど、 さ すがに かや 5 なる 誤 は 無き やうな り。 但 ナ ル ラ ム など は 濫用 

に 近 く、 其 の 他に も隨分 如何し き 言 ひま はしの 多 き、 今 の 歌の 一 種の 調 をな したる に 影響 を與へ 

たるなる べし さる 人の 「な るら むと 歌 は 止 むらむ 調 ぶら むらむ より 外 は 詠まぬな るら む」 とい ひ 

しば、.！ 3 す、、/ きな り。 

ふし なれし 去年の ね ぐらの 吳竹は .ZT^ 鶯の 忘れざる らん 量樹 

ョモを ザル ラムと 受けた る 聞かぬ 語 遣な り。 ョモの 下 は、 ム べシ マ ジ ジ など 受く ベ し。 歌 を 

詠 み 調ぶ る に、 意 味 を 思 はで 音調に のみ 拘泥 すれ ば、 か ， る 誤に 陷る なり。 


第三 しとた る 


來て 1 れば裏 も 表 もなかり けり 如何に 織り出で し 山の 錦 ぞ景樹 

も みぢ^ はきた なき 裏も^ えぬ かな 如何に 織りた る 錦な るら む粲 

此の ニ^  S 「ォ リ出デ シ」 と 「ォ リ タ ル」 と は い づ れ 正しき 言樣な らむ 11 の は 「イデ」 と いふ 語 加り た 

る 修辭の 上に は相應 しけれ ど、 無 くて は 叶 はぬ 程の 語に も あら じ を T タ ル」 と 「シ」 と は 如何 あるべ 

き。 之 を 今の 口 語 に改 むれ ば 、共 に 「タ」 と なりて 區別は 無き 樣 なれ ど 、文 にて は 昔よ り r シ」 とも 「タ ル」 

と も 一；：.：： ひ 分けた る 趣 あ り。 且 は 今の 口語 は 極めて 粗雜 簡略なる 者なる より 思へ ば、 口 語 に 常 て ， 

別な しとて も. 文 語の 區別を も 無視す る こと 能 はざる は 誰 人 も 首肯す る 所なる ベ し。 然 れど怪 む 

ベ き は、 s 歌 者が 唯 音數の 都合 上より 勝手 に 「タ ル」 を 「シ」 と も 言 ひ換へ たる 樣 の^ ゆる ことなり J 

仰 「シ」 は 「キ」 「シ」 「シ 力」 と 活用し、 「タ ル」 は 「タラ」 「タリ」 「タ ル」 r タ レ」 と活 爪して、 共に 述體 法なる が、.^ 

義は活 川に よりて 異なる 者に あらざる は 何人も 異論 なき 事 なれ ば、 「シ」 と 「タ ル」 と 同^ な らば、 兩 

者 の 「ヰ」 と 「タ リ」 と も同籙 な るべ き笞 なれ ど、 古 來 それ を 混同し て 「忍 ヒ W ャ」 を 「思 ヒ ャ」 と樣 

に は 営 へ る 人 も 見當ら ざ る な り 「さ れば 「シ」 と r タ ル」 とも 同意の 辭には あら ざ ら むと 先 お し I； ら 

ろ  >  な り。 今 其 の 意 義 を詳說 せむ に は 數十頁 を 費 さ V るべ から す 「又 そ は 本お の 主 意 に も あ ら ざ 
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れ ど も， 此 は 所 謂 「時」 の 問題 に て. 古 來 人の 最心 得が てに すろ こと な れ ば、 お の 太 ^ を 了  0- たり 述 ベ 

置かむ と す j 

一 一 ^ 詞 〈作 川 言) 卽 事物の 動作 を 表す 詞に は、 過去 現在 未來の 時の 別 あり。 故 在 は 動詞の 木體の 

みに て 表 し、 未來 は 「ム」 「ベ シ」 な ど の 想. 像辭 を 添 へ 、過 去 は 「キ」 「ケ リ」 と いふ 肋辭を 添へ て 表す な り。 

動詞に は 此の 三つの 時の 外に 言 方 の 態の 區別ぁ り。^ に 動作 丈 を 表す 平常の 態の 外に 完 了 態と 

て 動作の 完了せ る を 表す 者、 繼 續 或は 存在 態とて 動作の 引續き 或は 左檨に 存在す る を 表す 者 あ 

り。 而 し て 其 等 s 平 常. 完 了. 繼 華^ 在 等の 諸 態に 過去 現在 未來の 三時 あるな りさて 完了 態 を 表す 

に ま 助動詞 「ッ 一 「ヌ」 「タ リ」 「リ」 を 添 へ、 繼續 存在 態に は 「タ リ」 「リ」 を 添 ふ。 之 を 表示す れば 左の 如し。 
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此の 平常 態の 過去と 完了 態の 現在と は、 口 語 は 共に r ソ ッタ」 にて 今人に は 分ち 難き 所 あるよ り、 完 

了の 現在 を 小過 去と い ひ. 其 の 過去なる を 大過去と いふ 人 あれ ど、 過 去に 三種の 別 あるべ き 道 理 


は な し。 も し 之 あらば 大過去の 上に も 更に 遠き 幾 S! もの 過去 ある ベ き 道理と なり て、 所 詮 不通の 

^ な り。 さ て 完了の 嫂 在 は 口語 「フ ッタ 」 の 外 に 「 フ ッ テ シ マ フ」 又 は 「フ ル」 に も ^る こと あ り。 そ の 過 

去 は r フ ッ タ， 一の 外 に r フ ツチ ャッ タ」 な ど に 常 り、 未 來 の 「テ ム」 「ナ ム」 は 口語に は^は お る ものな く 

「フック」 「フラウ」 「フ ル」 r フ ッ テ^ヨ ゥ」 r フ リ 相ダ」 など 場合々 々 に變 する な り， 凡 今の 口語 は 漢文 

の^ 饗 にて 「時」 が殊 に 粗 来なる 者と なれる なれ ば. 文に よりて 其の^ を學 ぶ こと を勉め ざ る ベ 

か らす。 次 に繼 镄^- 在 態 は 口語 srrT ッ テ ；：. ^ ル」 「書 ィ テ ァ ル」 9, 類 に て、 此 は 明^な り。 さ て r タ リ」 「リ」 

は 完了と 繼存 と兩^ に 通 川す る は 如何なる ぞと いふ に、 此 の 兩辭の 語源 は 「ァ リ」 にて 本來 は^ 

轺ぉ在 を 表す^: なりし に、 平 安 朝の 初. s より 次第に 完了 態に も 川 ゐらる 、 や うにな り た る に て 

完了 を 表す 本體 は實 は 「ッ」 「ヌ」 な る に， 今 は r タ リ」 に 半 その 職務 を讓 れる體 なり。 

三 「時」 に は S に 心得 置くべき こと あ り 動 作に は 過去^ 在 未 來の別 ある ベ き瑰 なれ ど、 格 M な 

る 動作と せす して 一 般の 事柄と か 習慣 性癖 眞理 など をい ふ 時に は 「時」 に 關 せ す. 之 を 「不 お ゆ」 と 

い ふ 。「巷 ハ花 暌ク」 「我 ハ 煙草 を IS^J 「捫 チ飮メ バ il^,」 r 樂 ァ レ バ 苦 门， ^」 の 類な り。 か ゝ る 勤詞も 

極めて 多き 者な り 次に 略 態とて 完了 杯 在 な ど を 平 常 態 にい ふこと あ る、 亦 知 ら ざ る ベ か ら す。 

某 年 H: 日 某 リ る す (シ ルシ 力) 都 を 江戶に 3-( ゥ ッ シ W) 

おくれて ^^(ザ ケ ル) 櫻 一 一 木 ぞ いと 面. C! き 花^ 

女^花^ 锊 に ST^^, (タ テ ル) は 誰 ま つ 蟲の聲 に 0 ふ 、ぞ 後 撰 
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の 類 また 少 から す。 次 に は 「事 實 の 時」 と 「首 語 の 時」 と い ふこと な り。 理 のみに て 言 へ ば 現在と いふ 

もの は 一 瞬 も 止 住する ことな けれ ば、 動 作 は總べ て 過去 か未來 ならざる ベ から す。 さ れ ど 言 語 に 

て は 或る 範圍を 定めて 之 を 現在と し、 そ れに 比較して 過去に も 言 ふなれ ば、 言 語の 時 は 常に 事實 

に 一 致す る 者と 思 ふべ から す。 事 實 はすべ て 過去なる をぜ 語に は 現在に 言 ひ 表す こと 最多 し。 

四 こ、 に 本說に 立ち返りて 「シ 」 と 「タ ル」 卽 完了と 過去との 別を定 むべ き 時と な れ り T ォ リ 出 

デシ」 は 過去に て 「ォ リタ ル」 は 現在完了な り。 錦 を II る 動作 は事實 過去なる ベ き も， 言 語 上 現在の 

如何なる 動作に 對 せり や。 「ド ンナニ 織 ツ^ 錦 ダラ ゥ」 と い ふ 時、 そ の 「タ」 に 過去の 意味 あるべ きか 

r ォ ル」 と いふ 動作 完了せ ねば 錦 も 出で 來 ざれ ば、 之 を 完 了 態 に 言 ふ 必要 は あれ ど、 「過 去 二 織 リ シ 

錦」 と いふ 思想 は 此處に は不逾 當 な り。 お よそ 動詞に て 事物の 性質 を 表 す (形 容 詞 風) に 場合 は 過去 

辭を 用うる こと は殆 無しと いひても よき 位の 者に て、 「本 居 先生の 著せる 喪，」 と い へ ど、 「著 し ， 甞」 

とい ふ 場合 は 極めて 少 きな り。 「机 ハ木ニ テ造レ ル 者」 な れ ど、 「造 リ シ者」 に あ ら す。 「道 風が 書け る 

和漢 朋詠 集」 を 「力 ^」 と や 言 ふ ベ き 「誰某 が ョ メル 歌」 と は^に 言 へ ど も、 「 ョ ミ シ」 と は 言 は す。 

常 夏 の 句へ る 庭 は 奢國に 織 I れ る 錦 もし かじと ぞ 思 ふ 榮華、 後 拾 

天つ a 仰ぐ とも ゆめ 霧 立つな こ は 棚 機の おれる 錦 ぞ 新績 古今 

流れ 來る 紅葉 見れば ® 錦 瀧の 絲 もて お れ ひ なりけ り 拾 遣 

ふぢ 衣 織れる 心 も 云 力 古今 長歌 
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七 二 〇 

門す ぐる 車の 音の 聞 ゆる や 年の か へ り〕 しるしな 乙らん 

君が代の のどけ き春ぞ しられけ る 兜の 鉢に M ゑ し 梅の 木 

年 老いし 親の 歎 は 如何な らん 身 は 世の 爲に思 ひかへ て も國臣 

岩淸水 掬び て 立てば その 底 に や 我 が 影 老い-し 松 かゆ 直 文 

r,^! か れ し 神ゃ植 ゑけ ん廣前 をお ほひて 立てる 松の 一 木 は 

廣 前に 杖 ゆるされし 老松 は 神に 仕へ て 幾代經 ぬらむ 

我が 耳の 遠く なわし は 年 を經て 聞えぬ 歌 を よ み し 報 か 季鸞 

此等皆 誤闱な り J 第 一 . は 「積 レル」 とい ふ 可 し。 第 一 一 は r 溺 レ タ ル」 又は 「オボ レタ ラム」 略して は 「ォ ボ 

ル 、 」 なり。 古 今の 序 に 「商 人の よき 衣 着 だ ら ん —が 如 し」 と あ る を 「^3 が 如し」 など いひて 語 を 成す 

ベ き か は。 「消 ェ テ シ モ」 は 「消 ェ テ シ 力 ド モ」 の 意 に や， さ らば こ ゝ は 「消 ェ タレ ド」〃 へ ば 「小3- ュ レドモ I 

と 略し 言 ひて 聞 ゆ。 次 の 十 三 首 は 皆 「タ ル」 と い ふ ベ く、 或 は. 略す ベ し。 「ゥ ラ枯レ シ」 「冬枯 レ シ」 の 類 

は 通す ベ きかと も^ゅれ ど、 尙 然 ら す。 兼 好の 「霜 、さ え し 矢 田野の 淺茅 埋れて 深く も 雪の 積る 頃 か 

な」 な ど、 比して 其の 差 を 知る ベ し t 淸 メ ハラ ヘル 文 机」 「力 へ レ ル」 に て 可なる ベ し。 r 植 ェ シ」 動作 

は 過去に も あ れ r 植 ゑ て あ る」 を 如何にせ む... 「s,〕 時 花 待 遠に .o りし 菊う つろ ふ 秋に あはむ と 

や 見 リ」 に 比 す ベ し" 又 神 武 御製の r 桓 本に う ゑ し はじかみ 口 ひや く」 も 其 を 掘り 取り て食臉 に ^ し 

0  0 

たる 上より 過去に 首 へる 者に て、 事 實 標準に はな ら ざ る な り。 一， 年老 イシ 」 も 「老 ュ ル」 に て 可 な り， 落 


八； 3 氏の は 結構 を 改めざる ベ から す 「ィ ッ カレ シ」 r ュ ルサレ シ」 共 に 何時- ぞ さる^の ありし 樣に關 

え、^ 祭 神，^ 存^ 松と は 聞え す。 伹 後 の 歌 「幾 世經 二 ケ ム」 と 過去 想像に 一 百 は で 、「經 ヌ ラ ム」 と 現在 完 

了 の 相 "像 に 首 へ る. 極め て 常 れ り ^0 の 「ナ リシ」 は 「ナレ ル j なり。 「ョミ シ」 は 通 ぜ ざるに あらね ど， 

完 了 に ：：. 一：： ふ 方 優れ り， 季 is の 歌の 聞え ぬ、 恐 らく は 過去の みに あら じ。 この ほ か 「榮ぇ e  く國 の^は 

人み なの つ み し 黄 令- の 光な りけ り」 (渡邊 千 秋) 「數 多 き 甍 を こえて いと 高う 霞みて 立ちし 十二 階 

か な」 「テ 二 ス すと 網 を はりた る 公園の 芝生に 唤 きし 0 公 英 の 花」 な どい ふ 類 枚^に 勝へ す。 

r シ」 の 川 法の 正しき 例 をも擧 ゆん と 思へ ど、 あ まり 長くな りたる により 之 を 略 す。 十：： の 正しき 躭集 

にっきて 心 をと めて 會得 せられた きものな り。 

六 こ ゝに今 ひとつ 曾 ふべき こと あ り。 景 樹 の 

ゆ" ちりし 後に そめん ともみ ぢ 葉 の 淺 き は 深き 心なり けり 

とい ふ 歌、 面 白き 節 も ある 歌 な れ ど 、「チリ シ」 と い ふ 0 に は 恐縮せ ざ る を 得 すノ 」 は^にい へる 未來 

完 了に 當る 時に て、 過 去と は あまりの 相違な り。 、 」 れ も *  口 語 に は 「散 リ タラ ム」 「散 レ ラム」 の 想 像 の- 

略 し て 「散 リ タ ル」 「散 レ ル」 「散 ッ タ」 と. 未來 に も 「タ」 とい ふ を， や が て 「シ」 と 直譯せ る ものな り。，：： へ， 

集 の rw- る 人 もな き 山里の 櫻 花 外の 散りな 5 後ぞ唉 かまし」 と ある 手 木 を 思 ふ ベ し。 口  0 に 「此 ノ 

度 一皮 助ケ テ， 節ハ モウ 二度 ト御ス ガリ. s 'シ マ セ ン」 ュー『 ハ レ タ 義理 力」 などい ふ 皆 此の 未 

來 儿 了に て 文語に は 「給 り な む」 「給 りたら む」 「言 は れ つ ベ き」 な ど に ゆ 3 る な り。 
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b 古今 集雜 下に 「左 近將監 解けて 侍りけ る 時に 女のと むら ひに おこせたり ける 返事に よみ 

て 遣 し ける」 と 詞書 せる 小 野 春風の 歌に 

天彥 のお とづれ ^と ぞ今は 思 ふ 我 か 人 かと 身 をた どる 世に 

とい ふ あ り。 契 沖の 餘材抄 まで は、 舊說も 一 樣 に r シ」 を 「ジ」 と 濁 り て 、「山 彥 は. 呼ぶ につけて 答 ふる も 

の なれ ば、 今 は 答 もせ じ」 と 釋 して 聞え たる を、 縣 居 翁 の 『打 S に 至りて 之 を 「シ」 と 過去に 1 る說生 

じ、 (『續 萬 葉 論』 『續 萬 葉 秘 說』 に はな ほ餘材 抄に從 ひし を) 本 居 翁 亦 之に 從 ひて 餘材抄 を駁 し、 『遠 鏡』 

に 「今 デ ハ モウ ハヤ 天人の 御尋ネ 下サレ タ樣ニ サ存ジ マス ル」 と說 かれた るよ り、 さ やうに 心得る 

人 も 今 は 出で 來た り。 抑 『打 聽』 に は 「こ は 憂に 沈みて 我が身 はありと も 思 え す、 我 か 他 かと 身 をた ど 

る 時 なれ ば、 誰 として 言 問 ふべ き 由な く 今 は 成りぬ るに と、 訪 ひし を 嬉しくて 首 ふ な り」 と い へ る 

に 『遠 鏡』 は 一 歩 を 進め て 「天彥 と は 天上の 人 をい へ り、 物 語 どもに 此彼 見えた り。 餘 材打 聞に 山彥と 

同じと て說 きたる は 叶 はす 云 々」 と い へ り。 誠 に、 「ォ トヅレ シ」 と釋 せむ に、 「天 彥」 を r ォ ト 」 の 序詞の 

やうに 見る のみに て は 物 足らぬ ことなれ ば 「天人」 と 言 ひ 進めた るも理 なれ ど、 天 人な ァ マビ コと 

い へ る は 無き こと なり 、「あ ま び と」 の 「と」 を 「f .)」 に 誤 れる 本な ど ある を や 見られけ む。 是 ひとつに て 

打 聽の說 は 巳に 半 破られ たれ ど、 更 に 女の 訪 へる を オト ヅ レシと 過去に 言 ふ は 決して 有る まじ 

き 事なる を 知らざる ベ から す。 今 の 人 は 過去と 完了との 別に 疎き よ り 「音 ヅ レツ ル」 も 「音 ヅ レ シ」 

も 同じと 見る めれ ど、 大 なる 過な り。 事 寳 上の 時 は 何に て も 存在せ る は 皆 過去 なれ ど、 返 事 を 言 ふ 


に 「御 尋下サ レ シ ヲ謝ス 」 とや う に は 一再 は ぬ なり。 (今 か く 害く 人 あれ ど 誤 れ り) 過 去 に 一 マ： ひ な す ベ き 

必 要 は 無 き 場合なる を 思 ふ ベ しえ 候文に は 完了 は 略す る 慣例なる を初學 者 は 過去 一て と 思 ひ て 

へ 候 

昨日 御 願. &上候 ひし 件 早速 御 取 運 被 下 難 有 奉お 

(候 ひつる 

な ど 「候 ヒ シ」 と 書 く、 い とわろ きなり 「候ヒ ッ ル」 と は 古來ぃ へ れど T 候ヒ シ」 とい へ るは兒 も 及ば 

す。 言 語に 過去に い ふ 場合に あら ざれば な り。 さ れば 此の 耿 「天 彥」 はいかに も あ れ 、「ォ ト ヅ レ シ」 と 

過去に 解す ベ き餘地 は^ 頭 これ 無き を 悟る ベ し。 i! 居 翁 は 此の 事 極めて 心 を 0 ら れす ありけ む 

や う なり。 本^ 翁 は 大抵 は 正 しく 心得られ たれ ど. 十 2 事 記の 訓を 始め 諸 處に誤 ら れたる も 交 れ 

舉 問の 開け 行く 代に あへ る 人々 よ. 心 して 正しき 語の 道 をた どり 給へ。 

第 四 まし  - 

癱 

|  助動詞の 中に 同類に して 而も 微細の 區別 ある は 想像 推量 を 第 一 と す。 今 の 口語に は 唯 W 

と ラシィとの 二種の み な る に、 文 語 に は，^  ラ ム V, リ マ シ の 六 種 ありて、 之 を 直に 口 

語に 譯 する こ と 能 は ざ れ ば、 其 の 眞 養 を 心 得 て 適 當に川 う る は、 多 少の舉 習 を 積 ま ざ る ベ か ら す， - 

は 指定 辭とム I  W との 複合な り) 中 に 就き て 刃|^ の 事 は 第 一 囘に 首 ひたれ ば、 今 は 其 
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の 次に、 い a? にくき ^IH の 沙汰 を 試みむ とす 

故る 花の 瘺 くにしと まる 者なら ば 我鶯に 劣ら まし や は s: 古今 

，^なれば 山と よむ ，ま で 鳴く 鹿に わ れ 劣らめ や 獨 ぬる 夜 は S 古今 

此の 兩歌 の 「劣 らまし や は」 「劣 ら め や」 を 口語に 改め て 「劣ラ ゥ ャ」 と 言 は V 兩 者の 區 別無くな りて 

都合 次第に 首ひ換 へらる ベ けれど、 實 は然ら す。 S は 鳴きて 止る 者なら ば 我 も 劣り はせ す 泣く ベ 

けれど、 さ る譯 にも 行かねば 諦めて 泣かす とい ふ 意に て、 S は 我が 獨寢 ぬる 夜 は 泣く こと 鹿に も 

劣らす とい ふ 意 な れ ば、 歸 する 所 は 相反 對 せり。 s に 就き て r^- の 意 を 見る に、 事 實 にあらざる を 

IKf びで、 に^ ^ ぎひ^び 趣な り 其の 他の I マ d を 見る にも、 

兼ねてより 君來 まさむ と 知ら ませば 門に 宿に も 玉 敷か まし を s 萬 葉 

うれしき を 何に 包まむ 唐衣た もと ゆたかに 裁てと 言 はまし を S 古今 

など、 知ら さるに 因りて 玉 を 敷きて 歡迎 する こと 能 はす、 叉袂 ゆたかに 裁てと 命ぜ ざり しょり、 袖 

の狹 きに 因りて， 此の 嬉し さ を 包む こと 能 はすと い ふ 意 を 下に 含めり。 か ゝ る 所より 橘 守 部 は 「悔 

み て 言 ふ 樣の辭 な り」 と說 き た る、 s  S に は當れ ども S に は當ら ざ る， 不 完 全に は-^ れと 

「君」 と 、 へズ なめし 畏し はしき 子 を 「梅」 と 名 づけて さか え 見 まし を^: 作樂 

武藏 野に 捨てられぬ とも 久延莨 古の 又 秋の 田に 立 ち榮 え ま し s 篤^ 

などの 甚 しき 誤 謬 に は陷ら ざ る な り。 


一 I  抑 マシに 希望の 意 ありと いふ こと 誰 人の  一 H ひ 出で け む、 人 惑 し な る 言 樣 な り。 恕 像^ は ム 

も Yl^ も 皆 希望の 場合に も ffl ゐらる ， こと あれ ど、 さ りと て 希望 を 表すが 此の 辭の 職能なる に 

は あらす。 マ W も 其の 如く. 

猿 澤の池 もつ らしな 吾妹 子が 玉 藻 か づ かば 水 ぞ ま し s:  m 

は 「水が 乾 レバ ョ カツ タ ニ涸ナ カツ タノ デ吾妹 子が 溺死 シ テ 了ッタ 」 と い ふ ^ より 希^に 通 ふ に 

て、 事 資 な ら ざ るを假 定 し て 想 像 す る 本義に 外なら す 。「外の 散りな む 後 ぞ 吹 か まし」 は 「外 ノ散ッ タ 

o  o  0  0   

後 二 吹ケパ ョィ 二 サ ウテ ナイ カラ 人に 賞 衙サレ ヌ」 意、 「やすら は で おな まし もの を」 は、 グ ヅ 

セ ズニ寢 レバ ョ カツ クニ」 の 意、 「露 と 答 へ て 消な まし も の を」 も. 「消ェ レバ ョ カツ タ - この 意に て、 

「消 ヱ タカ ッタ 」T 寢 タ カツ タ」 等の 希望に は あらざる を 思 ふ ベ し。 此 の 類例なる も 此の 假定ょ 

り 生す るに て TI^ せ ば や」 は 「兒 セ タラ ナァ云 々」.「 聞 か ば や」 は 「聞 イタラ ナァ嘸 云々 ダラ ゥ」 とい ふ 

より 希望の 意と なる を參 照す ベ しぶ くて 5：  S は 柯 等 此の 如き 假定 の義な く、 「榮ュ ルヲ^ ム」 と 

か、 「榮 ヱ テ ム」 な ど 言 ひて あるべき 所な り。  • 

みて ぐらに なら まし もの を皇 神の 御手に 取られて な づ さは まし を 神樂 

花に あかで 何歸 るら む 女郎花 多 かる 野べ にね な ^3 もの を 古今 

秋の 丧の曉 方の きり <\ す人傳 ならで 聞か ま d もの を 新 古 

など 總 ベ て 庇の 假定に て、 然 ら ざる 希望 は诀 して 之 ある ことなし， されば 前の g は 固よ り、 有 名 
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^ る 

身 はたと ひ 武藏の 野べ に 朽ちぬ とも 留めお か I ま し 大和魂 松 陰 

草より 出で、 叉 草に 入りし 昔 や 問 ひて 人 草し ゆく 唉 きに ほふ 花の 都の 月 かゆ 

に 中學 唱歌 

更に 叉 わり ご 開きて 遊ば まし 月夜に なりぬ 梅の 花圚 - 

あは まし と 思 ひし もの を 紅 人手 ひとつ 拾 ひて 歸り來 しかな 

あか 井汲む 道 も絕ぇ SJI^C 降り 當る雪 を佛に 奉ら まし 明 如 

武夫の 磨く 心の 玉 葛 か  >  らば 遂に 光增 さまし 井伊直弼 

年 1^3 杉の 蔭 ふみて 大 谷の 流 ながめつ、 心に 傯ぶ 古の すぐれし 人の 係 を 規律 正 

しき 生活に 心 を 鍛へ身 をき たへ 暑さ を 知らぬ 日光に 我等 は 夏 を 過 さまし 精華 小學校 

旅行 歌 

なれし 小袼 今日 もまた 牛と 共に 急が まし 巾學 唱歌 

大和心 を陘 として 武備に 文事に た ゆみな く 進み 行く 代の 唐錦 緯の 色々 織りて まし 

など 皆 誤れる 者に て實に 調子 も 下ら す、 意義 も通ぜ ざる 者な り。 か、 る 誤用 は 誰 人 か 始めけ む、 德 

川 氏の 頃と なりてより なるべき が、 いまだ 調査し 得す、 心 づきた らん 大方 君子の 敎を仰 ざ 置く も 

の な り。 玆 に 滑稽なる は、 人 を 祝して 


「君 はいよ く榮 えま し」 と か， 

「世の 博. とも 仰 が 4 し」 と か、 

「いみ じき 名 を も 立てな まし」 など いふ 事な り。 是 は 祝す るに は あら で、？^ ふ ことになる ものな 

る を 思 は ざ る は、 傍 痛き 限な り。 ま しの 奧に は、 事 實 の反對 なる 者 ある を 忘る ベ からす。 

三 さて 始に歸 り て、 マ 1^ は假定 想像 なれ ば、 其 の 上に 假定 前提 法の 語 ある こと^ 通に て、 ゆ に 

マ セ バ マ シカパ セパ など を 受けた る は、 今 人 も 大抵 は 誤らざる な り" 

ならしつ る 扇の 風と 思 はまし おくれて：^ の そよ が ざり E ま樹 

梅 かをる 春な かり 法の 師も 住まぬ 野 寺 を 誰か と は 風 

急がす ば ぬれ ざら まし を 旅人の あとより はる ， 野ぢの 村雨 

伊勢なら ば ひ が ご と ぞ と や 思 は まリ 大和なる て ふ 美 作の 池 堀川 次 郞百首 

樱花 風に し 散らぬ ものなら ば 思 ふこと なき 春に ぞぁ らまし 能宜 

家に ありて 母が とり 見ば 慰 むる 心 は あらまし 死なば 死ぬ と も 萬 葉 

此等 すべ て事實 ならざる 假定 にて、 ゥモ ノ タラ ゥモ 「などに 近き な り。 伹 上に 假定 のべな 受けた 

りと て、 

眞 直なる 大和心に 攀び 神の まことの 道 は 得 て ま し 大平 

とい ふ樣 なる は、 事 實 となる ベ き 積極的の 想像に て 誤れ り。 此 は隆 正の 「立て そむる 志 だ に 撐 まや 
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七 二. へ 

ば 龍の あ ざ との 玉 も § る ベ し」 と やうの 類に て、 「得 ッ ベ シ」 と か 「得 テ ム」 と やうに 言 ふべき な り 

樂 しゅに 舞 ひか ざせ どもう かれ 女の 淚を 包む 袂な らまし 

など は 又 別に て， づ 又は，^ とのみ あるべき 所な り  >此 等の 反對 に， 

なかく に 霞ま ざり 照る 月の 光に 花や まが ひ はてなむ 量 樹 

埋れ すば 舂ごと 花 はさ き 3!^—5> あはれ はかなき 谷の 埋木 

は 「は て q し」、 「さ きな まし」 と 言 ふべ き 所な り。 

四 叚定 想像の 意 義 前述の 如く 略 盡 き た れ ど、 疑 問と 結合す る 時に 少し 心得に くきこと あり。 

春 来れば 雁歸 るな り 白雪の 路 行きぶ り に 言 ゃ傳 てまし せ 今  - 

秋の 野に 道 も 惑 ひぬ 松 蟲の聲 する 方に 宿 や 借ら ま d s 

立ち そ ひて 消 え やしな ま し 憂き こと を 思 ひ亂る 、煙 くらべ に 柏木 

雪 ふりて 木 ごとに 花ぞ唉 きに ける 孰れ を 梅と 分き て 折ら まし 古今 

行き暮れて 木の 下 蔭 を 宿と 5^; 花お 今宵の 主人 な ら ま し 忠度、 旅 宿 花 

此 等 ま、 r 傳 テ ム 」「 厝 ラ ム」 とや う に、 簡 單 にも 心得ら るべ きが 如くなる が、 實 は 皆 ム より は^き 意 あ 

o  o  o  o  o  o  o  o  o  o  o  o  0QO00O0O  「で 

る に て 、「傳 言 シタ モノ デ アラウ 力」 「宿 ヲ借リ テモ見 ヨウ 力」 「消 ェ レバ ョ カツ タラ ゥ 力」 「扩ッ タ モ 

ノ ダラウ 力」 「主タ ル者 デモ アラウカ」 など 樣 に、 な ほ 假定の 意義 は 十分に 含める 者なる こと を 注 

意せ ざる ベ か ら す" 散 文ながら 徒然 草に 「しゃせ ましせ す や あらま し」 な ど ある も、 「シタ モノ ダラ 


ゥカ， ン ナイ モノ タ ラウカ」 の 0 に て、 丁ン ヨウ 力、 ンマ イカ 」 と 短 く 言 へ るに は あら す， 源 氏 物 ；.^  ^ 木 

卷. 品 定の中 に、 頭 中將の 「その 棚 機 ^裁ち縫 ふ 方 をの どめて 長き 契に. ぞ肖 え お d 云 々 」 と あ 乙 も 

ッタ 二、 短 カツ タノ ハ氣ノ 毒ダ」 といへ るに て、 大 抵は 過去の 事實に 反した 

のタ とい ふ 意の 過去なら ぬに も存 する を 記憶す ベ し。 

比較 を說か ざ る ベ か ら す。^ は 過去に 有りし 事實を 想像 し、 I マン は 其の 

れ ば、 口 語に は 同じく タ ラウと  一一 is ひ て も. 區 別 は 明に 立て. さるべ からす。 


「長 キ契 -1 背 エレ バ 

る * を 假 設 し て 想 


五 最後に ケム 

反 對の事 を假 設 す 

大 江 戶も燒 野 

此は故 勝 伯 を 詠 じ 

とい ふ 疑辭は 無く 

しき 方角 違と な る 

も、 「日の さ か え は 

^」 など 樣に。 叉 散文 

天 富士谷 氏に 

或は H 本認 舉 

此の 近 俗の 體に フン 

も 此の 如き 相 遠 あ 


と 

て 


力 

，其 

な 


る 

の 


となり やせむ 眞心盡 す 君し あらす ば 

歌なる が、 君 ありし 故に こそ 燒野 ともなら ざり けれと いふ 下心 なれ ば 一 

通 す ベ く  、「な りな ま し」 と あらま ほし く、 そ れ を も し 「な りに け む」 と せば 甚 

誤 も 折々 見 かくるな り 入 「 ふと 思 ひ 出で ね ど 「黑 船の 來ら ざり せば 日の 本 


あらす や あり &」 「太閤の 君 我が 國に 生れす ば亂れ たる 世 は 如何にな り 


ナ 


年 

「o 

ナ 


を 


ラ 


るが 

一/ 哥 


假し 云々、 或は 又 さなく とも 之 を 祖述して 精 鍊を加 ふる^ あり じ ならば. 

旗 幟 を、 東 京の 天地に 押 立つ る こと を 得，^ も の を (某 文 法 論) 

ム」 と 言 は V 通る ベ けれ ど、 ケ ムとは 言 はれぬ 所な り。 シ. ^ノフ ム とケム とに 

に は E ゐぬ樣 なれ ど、 序 に 言 ひ 添 ふ。 
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七三 o 

<  竹 取 物語 に、 倉 持 皇子 玉の 枝 を 取り 来りて 赫夜姬 に 見す る 時の 歌に、 

い たづら に 身 はなしつ とも 玉の 枝 を 手 折らで 更に 歸ら ざら まし 

とい ふ あ り。 竹 取 物語 杪の 頭書なる 入 江 昌 熹 の說に 「力 へ ラ、 ザラ マ シ 此の 助 辭今を 以て 見れ ば 如 

何 侍ら む Vr は 力へ ラマ シャ ハ， 力 へ ラ ザ ラ メ や など 有る ベ き か。 か ， る 助 辭の逯 萬 葉 集な どに も 

見 ゆれば 古 は 斯くて 通じけ るに や」 と あ り， 田 中 大秀の 竹 取 物語 鮮には 一. サラ 二 を 寫本は タ.、 二 と 

有 り。 そ れも惡 か" す 二 首の 意 はい まだ 玉 枝 を 採り 得た ま はぬ 前の 意 に て、 か く 志 を剛く 立て 辛 

うじて 採り 袷 ひし 由 を 知らせん と て、 杖 に 付け 給へ る なり」 と あ り， 此 の 外に 如何なる 觯說 あり や 

知らね ど、 此 等の 解に て 世人 は 如何に 心得べ き、 お のれ はいと 覺束 なく 覺 ゆるな り。 

頭書 は 此の 力 へ ラ 、ザ ラ マ シを てにをは ちが ひと 心 得 て、 萬 葉 集に も 多し といへ る、 いと 大 膽 な 

る 態度と や 言 は む。 言 語 を 解す るに 當 りて 「か ゝ る 違 古書に 多 し」 と いふ は 狂に あらす ば 愚の 極な 

り 。而 して ザラ マ シと いふ 否定 想像 を マ シャ ハと 反語に 換 へたる は 聞え たれ ど 、ザ ラメ ャと 否 定 

想像の^ 語 を 以て も 之に 擬 したる は 如何なる 思 違 を せ しに や、 意味 は反對 になるな り。 と かくは 

^の 歌の心^に くきよ り、 大 秀は 玉の 枝 取らぬ 前の 意 を 歌へ るなら むと 言 へ る 一 わたり は 好き 

思 ひっきと も 見 ゆれ ど， 事 態 頗 迂遠に して、 例へば 成業して 鄕 里に 錦 を 飾れる 人の 擧若 不ぃ成 死 不 

レ 還と 歌 ひ た ら む が 如 く、 有 るべき 事と はお ほえ す。 お のれ は 前 段に 「 マ シ」 の 本 義 を 解 き て 事 實に反 

せろ ，.0 を叚 設 し て 想像す る助辭 なりと い へ り。 此の 解說を 此の 歌に 試む るに、 亦よ く 通じて 悖ら 


ざ る な り。 卽 事蓖は 玉の 枝 を 手 折りて 歸り來 たるなる を， 其 の 由 を 表面より 正說せ すして、 「手 折 ら 

で 歸ら ざら ま し」 と假設 想像し、 や がて 「手 折りて こそ 歸り來 つ れ」 とい ふ ^ になるな り 同忭取 物語 

に， 此 の 歌の 前 に、 石 作 皇子の 佛の御 石の 鉢 を 持ち 来たろ を； i 夜姬^ るに 螢 ばかりの 光 だ に な し 

と て 詠 め る、 

置く 露の 光 を だに も 宿さ まし を-ぐら 山に て 何もと めけ む 

とい ふ 歌 ありて、 頭書に 二 木 ダ 二 力 と ある ^ し/ 1 とい ひて —マ —W と 結 ぶ 格 あ り。 云 々コソ 有 ルべキ 

事 ナレと 云 ふ 意な り」 と 釋 せ る、 是 も 「眞 物なら ば 光 を 宿さ ま し を、 僞物 なれば 露の 光 だ に さ す」 

とい ふ にて 能く 聞え た り。 ダ 二 モをダ ニゾと 改めて 始めて 聞 ゆるに は あらす >  シ の 木^に て、 

上はダ にても モ にて も、 然 樣に 聞か ざれば 語 を 成さぬな り。 「lc 葉 集に も 此の 如き 逯ぁ り」 と い へ る 

入 は、 す ベ て マ シの意 を 解せ ぬな り。 萬 葉集卷 二、 日 並 皇子の 薨去 を慯 める 个： 人 等の 歌 二. H 二^の 

^ 一 

高 光る 我が 日の 皇子の 萬 代に 國 細 ITJT^ ま し 島 の 宫 は も 

とい ふ あ り， 此 等 も助辭 ちが ひの 例に 入らむ かズ 江、 田 中二 氏の みなら す、 詞 脔を 隠して 之 を^せ 

む に、 世 人 は 恐らく 尺抵 祝の 歌と 解し 去る ベ しと 思 ふ は 非 か。 我 が 古 言 の學 起り てより 二百 餘年 

な る に、 鈴 星 大人の 後に は 斯の道 盛なる が 如くに して 其の寳 は 幾ば く の 進歩 もな く  T ラ ム」 を以 て 

未 來 を 想 像 し 「 マ シ」 を以 て 未 來を豫 想し 希望す るな どの 誤 謬 の 今に 絕 え さる は 誠に 斯^の 污 辱 


七三 二 

とこ そ 謂 ひつ ベ け れつ 中 に 就き て r マシカ バ 」 「マ シヲ 」 r マシ モノ ヲ」 な ど ある を ば 大抵よ 誤择 せ ざ 

る樣 なれ ど、 其 の 本體の 「 マ シ」 に 至 れ ば、 や がて 後世の 人の 意 もて 「ム」 と 等しな みに 說き 去る 心淺 

さ よ。 さ る は 此の 萬 薬の 歌 も 「皇 子 マ シ マ サマシ 力 バ 萬 代 二 知 ラ サ マ シ ヲ、 早 ク薨ジ 給へ レ バ 其 ハ 

ィ タヅ ラナ リ」 と反實 假 設 想像に 悔み 言 へ る な りお みの 詞を 祝賀の 場合に 述ぶ る は呪咀 にこ そ 

あ れ。 さ る 御慶 事 を 祝 ざ 奉れる 歌の 中に、 

天の原 はねう ちか はし. 飛ぶ 鶴の 千代の 契ぞ 果なから まし 

といへ る は、 「千 代の 契 も 栗 はありけ り」 と いふに 歸 すべ し， 言 は ま くも 忌々 しく 懸 け まく も 畏き極 

に は あらす や。 高 畠 式部の 

この 春の めぐみの かたま 持ち出で 、老 せぬ 若菜 千代 も 摘ままし 

これ も 自身の 上に は あれ ど、 悔 みの 歌と なれる は 笑止と いふべ し。 か  >  る 人 は 出關の 言 に も 「舉 モ 

シ 成 ラ ズ パ 死 スト モ還ラ ザ. ラ マ シ」 と い ふ ベ く、 前 の 倉 持 皇 子の 場合 にも 「手 折ラデ ハョモ 歸リ來 

ザ ラ ム」 など 言 ふ ベ し" 心 せざる ベ から す。 

七 漢籍の 訓に マシを 用る たる は、 

：  ト云ヒ シカホ ョ. \人 モマシ カバ  へ マ M ケル コトヲ 

遊 仙窟 韓峨宋 玉  見 則愁， 生  • 

： ： メ、  i.s  "lit カァ  ノ  カラマ，： ズ " シテヲ リグ ルコト ワラ ヮ レナ I、  ， A  ュ 

日本書紀 S 體元) 懿哉馬 飼 首、 汝若 無， 1 遣， 使 來告, 殆 取，, 嗤於 天下, 

ラマ シ カバ-  / ナル n ト プ べシ フ ノト ハ 一 フ" fTTT ハ レトハ 

朗 M  ^ 白 若 知,, 今 日 好, 磨 言, 一 此 處 1 不」 F 何 


ザ ラマ シ^ ハ キナラ  ヒトシ カラマ シト云 

後 漢書 莾 不， 如， 是 常 富 光 1 等よ (假 字 遣 沿 本 史料 四 九) 

な ど. 枚 ^ に 追 あ ら す。 古 訓點の 漢籍なら ぱ必 一と マ，^ との 川 法に は 截然たる 區別 ある こ と. 此 に 

^けたる 例の 如し。 翫 味すべし。 

第五むべし 

一  恕像椎 i の 助動詞の 中に 最 心得に く き，^ 1 と TT ン との 事 は 第 一 と 第 四と に 述べ たれば、 

其の 次に はメ リを說 くべ き なれ ど、 これ は 今の 人の 用うる こと 極めて 少 けれ ば、 し ばらく 後 口 に 

殘 し て， 今 は ^  の 事 を定む ベ し。 此 の 二 辭は實 に 差し 當 りて は 餘り誤 爪 は 無き ことなれ ど、 其 

の 眞義を 知らぬ 人 は、 時 々 之 を 川 う ベ き に、 あ らぬ 他の 辭 を川ゐ て， 誠の 意味 を 没却す る こと あれ 

ば， 先 その 義を 一 わたり 說き 置くべし。 

W は^ 簡 單 な る 想 像に て 今の 口語に W  と 云 ふ。 現 在に も未來 にも 不定 一 般 なる にも 通じ， 

過去なる にはケ ムと云 ふぼ 己の 诀 意 を 表 す も、 其 の 動作の 現實 ならざる を 想像す るよりの ！！ お 

にて、 更にう つりて は 希望なる にも 川う ベ し。 之 を 未來を 表す 助辭、 ぞと說 く 人 ある は 誤な り。 未 來 

の 動作 は斷  一 K しがた き 習 な れ ば、.^ と 想像す る 場合 極めて 多 け れ ど、 未 來 ならぬ にも 川うる こと 

極めて 多 き を 思 は  >  .其 の說の 非なる は 多  一 K を 要 せ すつ 且 さやう の 事 は 或る 一 部の 擧 者の 曾 ふ の 

みに て、 資 川に は 其 等の 說に 束縛 せらる ゝ こと 大體 これ 無き 現狀 なれば、 これにて 差し^きつ。 

七三 三 


七三 四 

ベ シ は 想 像ながら 適 當 可能 勸 誘 義務な ど を 表すと ころ んに 比して 意 義 深 し ズ：' 口 語 に fr' の 

音便べ ィをゥ ョ ゥと 同じ 場合に 用うる 地方 ある は、 重 きを 輕き義 に 取り 做せるな り T 秋の 野 に ^ 

り はす ベ し」 は 適 當 な り^ 若 菜つ む T^- 野 はなり にけ り」 は 適當と 可能と を 兼ねた り。 か くて^^ 

シ 共に 完了の ッ ヌ タリと 結合す る 時 は それぐ 意味 を附け 加へ て强 意と な る。；^  ^1^  ^TT フ  1^ 

ッ ベ シ ヌ ベ シ なり バタ ル IYI シ は 完了 又は^: 在の 想像な り) 之 を未來 完了 又は 强意 未來の 想 像と 云 

ふ。 テ ャ ラウ テク レ ウテ 置 力 ウテ 居 ヨウ テシ マ ハウ ラレ ヨウ 相 S?T ラ  1^1 別 テョん め ？ Tolf  I- 「な ど 

それ <\ 當 つ ベ し。 

二  余が 見る 所に よれ ば、 今 の 歌人 ムべシ を 用 ラ ベ き に  一.^'  ^ など を 誤用す る もの 頗多 き 

が 如 し， 歌 は 俗 言 に 耳遠き 語 を用ゐ たりと て 何の 猛 きこと もな きものなる 上に、 一 知 半解の 語法 

を ^ ゐ試 むる は 師に添 刪を受 くる 場合の 外 は 慎む ベ きものな り。 前 段に 篤 胤 先生 の 「叉 秋 の 田に 

立ち 榮 えま し」 は 「榮 ェ テ ム」 な ど 言 ふ ベ しと 說 きたる が、 又 同じ 先生の 久延毘 古 を 詠 じたる 

まさし かる 事の しるし は 天の下の 物し り 人別 問 ひて 細— ら ま し 

とい ふ 歌 は 誠に 聞え 難き 語法なる が、 人 に 尋ね 試み たるに、 「久 延彥の 天下の 事 を 知る ことの 正し 

い ことに 博識の 人が 問うたら 知れよ え 問 5 て 知る だら う」 と いふ 意味な らんとの 事 な り， 然 ら ば 

ャ 辭まづ 以て 不用な り、 單 に 想像す るの みに て あ る ベ く  、「物 知人^ 問 ひて 知る 、、<^,」 な ど 有ら まほ 

しく 田 5 まる ゝ なり， 


石文に^ ます とても 朽ちざる は 我が 大君の いさをな るら む £ 

人知らぬ 片山 蔭の 姥樱 世に 埋木 となり や § 

埋木も 花 ゃ暌 くらむ 久方の 光の どけき 御代に しあれば g 

埋木も 喜 び つらん 年を經 てみ な吳 竹の 世に ぞ 立ちけ る g 

掘り 立て ， めでら る 、 世 は 埋木も 空しく 地に ぞ埋れ ざ るらん g 

かくな せば なに 埋 木と 思 はなん 牛； くるが 如く ゑ りし 唐 獅子 

此等は いづれ も初舉 の糟十 ：！ 歌なる ベ く、 何 も 咎め 立つ る ことに は あら ざれ ど、 s は 「幼な る 、，rw 1 と 

あるが 十 2 來の 定例な り。 ゆ は 「第 一 」 に も  一一 一； a へ る 如く 現在 想像なら ねば、 「果て お 15」 又 は 「菜 つ Y^*」 

と あるべ く、  g は 「埋 木 も 花^ き ぬ ベ し」 又 は 「花 に 暌 き か  1^!」 な どか、 S は 「喜 び 居 ら む」 「嬉し かる^ 

む.」 「嬉 しかる ベ し」 乂 は 「さ ぞ な 嬉 し き」 と して 下の 「年」 に 言 ひ續 くる か、 な ほ 有る ベ し。 こ ゝ は ラ I" 

と は 一 マ：： ふ ベ けれど ッラ ムと 首 ひ て は 完 了 想 像 「喜 ン ダ ラ ゥ」 と なりて ふさ はす og; は 作者の 意 の ま 

まなら ば 「地 に埋れ ざ る ベ し， i と あ る ベ く， 少 し 作 意 を變へ て は 「つ ちに 埋れ ざ り け り」 と も  一- I：；：！ ふ ベ 

し" g は 「な に埋 木と 忍 ふ ベ き」 又 は 「思 ひ な ん」 と も <ー：2 ふ ベ し， 「思 ^^」 は誦 の 願と なること 誰し も 

知れる 如 し \ て れ に 「か く な せ ば」 の 意 味 不明な り。 もし は 「な さ ば」 の 意 か。 叉 「ゑ り し」 の 「ゑ ； g^J な る 

ベ き 出 は 「第 二」 に詳說 せる 如 し。 

^上い さ ， か 幼き に 過 ざた る ことなれ ど 二  fr?  の說の 補遺 を 兼ねて 記しつ。 

七三 五 


七！ 一一  六 

第 六 疑問の や 

一 前項 篤 胤 先生の 歌に f 辭の 濫^ ありと 言 へる が、 此の 誤謬 外に も 多 し。 同じ 先生の 有名 な 

る 

雪と なり 或る は 雨と も 降りしきて 神代の 道に 身 を 別！^ さむ 

とい ふ 歌、 おのれ 早くより 心得 かねて 人に も g ひ 質し つれ ど、 いまだ 明に 敎へ謊 しくる、 人な し. 

抑 古文に て 名詞に 附 ける 疑辭 7- 1 かの 下に 動詞 形容 k 詞に 係れる は、 今の 語に て は 其 を^^に がと 

附 けて 聞く 例 なれ ば、 此 の 歌の 結 句 も 「身 ヲ 盡サゥ 力」 と 聞 くより 外 は 有る まじき に、 さ るに てま 餘 

り 信の なき 言 樣 な り。 作 意 は 極めて 堅き 決意 を 言 ひ 出せる 者なる を 思 ふに、 此も 亦^ 辭の 監 ， ， ^ 

は あら じか。 「身 をば 盡さ む」 「身 を盡 して む」 な どに て は 如何 あるべ き。 か くて 國舉の 四 大.^  t 崇 め 

て 第 一 に 言 ひ いづる 歌に 此の 歌 を 取る は 誰 人の せし 事に か、 おのれ は 飽かす 思 ひ 居るな りパ てれ 

に縣居 大人の 

飛驛ェ ほめて 作れる 眞木柱 立て： 3 心 は 動か ざら^ 3 

と いふ 歌 も 素人 耳に は 雄々 しく 響け ど、！ ：！ ン は 前段に 言 へ る 如く 誤用に て、 むしろ 「動か ざら 3 一 

と 力 「動 力す もが な」 と 力 何とか 工夫す ベ きものな るべ く、 叉 「立 て し 心」 も 辯， の餘 地よ ちれ ノ,. n ム 

てむ」 とい ひても 有りぬべき 所な れば、 nT3」 「立 て .3J 「立 て q— る，， 」 な ど あ る が 鼓 尋常に 正し き 


一； 一； a 方な り。 か く 思 ひ 至れば 四 大人の 中に 二 大人の は 皆 瑕 歌なる 上に 荷 田 大人 の 「踏み 分 け よ 云々」 

も餘り 面白から す、 鈴星大 人の は 固より 難な しとして 他の 三 歌 をば、 別の を 選び て 諷誦す る こと 

にした き^と 思 ふ は、 さ かしらに や、 切 に 大方の 批評 を 仰ぐ。 

二  談 おも はす 餘 事に 入り ぬ。 立 ち 返りて 

高 砂の 尾 上の 月お ふけ ぬらむ 澄み渡り ぬる 鐘の音 かな 景樹 

今 はとて うち 置く 閨の扇 かな 寢る間 や 秋の 心な るら む. 同 

此の ニ耿 の^ 辭は 如何 に。 兩 首 共 に 「力 ナ」 止 の 句 と 「ラ ム」 止の 句と ありて 結構 似た るが、 いづれ も 

而 白から ね ど. そ の 點は今 はさて 措 きつ. 「月 ガ 更ケタ ラウ 力」 「ネ ル間ガ 秋ノ心 ダラ ゥ 力」 に て 何 分 

附惡 しから じ や。 お のれ は 前の は 「月 ぞ」 又は 「月 も」 と し、 後 の は 「ぬ る ま 、ぞ 秋の 心なる ベ き」 乂 は 「は 

 -、^3,」 とせ んと欲 す。 抑 も 疑問と 想像と は 打 聞きた る 所に て は 類似の^ の 如 く、 重 ね 川うる も 

一 方 を 削る も 事の 意に 害な き樣 にも 忍 はるれ ど 誠 は然ら ざるな り 叫 雨 降る や」 は 疑問 なり 、「雨 降 

らむ」 は 想像な り、 「雨 や 降らむ」 は 想像の 疑問な り。 之 を 等しく 見る ベ きに あ らす， 婉 ゆに 謙遜して 

言 ふ 語法 に、 「然 ル ベ シ」 を 「然 ル ベ ク ャ J と やうに 言 ふ は 言 語の 上に は尙斷 言 を 避けて 想像 疑 問 と 

せる に て、 此 處 などの 例に は當 ら ざ る な り。 さ れば桂 園 遣 稿 を 見る に、 

梅の 花唉 かぬ 宿 こそな かり けれ この 岡べ より 春 や 立 つらむ 

と ありし 們を後 に^と 訂正せられ たる も あ り。 此 の 歌な どはャ と ありても の兩 首より は 聞き 

七三 七 


易き 力 如き に， 尙 かく 改修せられ たるより 見れ ば、 前 の も 再考せられ まし か ば 必 改 め ら れ な ま し 

とこ そ 思 はる れ。 「な がらへば 又 この頃^: しのばれ ：5」 な ど、 ャ， も 川 も 確に 利きた る を 忍 ふ ベ し U 

ミ 

誰が 爲に 花や 唉く みが 玉鋅の 道の 行く手の 梅の 一 本 

埋 木の 身に しあれ ども 朽ち ざれば い つか 花暌 く^ゃくる ； 

荒 金の 土より 出で し埋 木は祌 代の 神の 御手 ふれ 

始 の 歌、 疑 は 「誰 が 爲 に」 と いふ 所に あるべ く， そ れ に^な ど 添 ふる は 好 し、 「花 唉く 一とい^ こと を ^ 

ひて は 何の 意 を も 成さぬ にあら. ず や。 これ は 是非 とも 「花 唉 き ^,^」 と あ る ベ きなり。 中の 歌 はす 

ベ て 難物 なれ ど 結句の みの 事 を 言 は む に、 「時 にあ ふ ベ し」 と か 「時 も來 ぬべ し」 な ど あるべ しュ 「川 

聞え たりと も覺 え す、 終 の歌ス ラ川は 過去 想像^ l^s の 誤なる うへ に、 こ、 にこ そ^- と 资 ふ ベ け れ、 

「フ L ヌ ラ ム」 と 正直に 想像す る は 幼き に 過 ざたり。 「ヌ ラ ム」 は 例 の 完了 想像に て 過去の 事に 關ら 

ざ れ ば 「神 の 御手 や 觸れけ む」 と して こそ 好く 通すべきな れ^ 第二 句 「土より 出で し」 も いか 5, 「ィ 

ヅ ル」 一 ィ デ タ ル」 「ィ デ ヌ ル」 など 有る ベ きに て、 音 の餘る 時には ョ リを^ 引な どす る か、 そ れ古通 ぎ 

て 調 はすば 他の 細工 を 施す ベ きなり。 


淺く とも 心 深めて 靑 桐の 葉 かゆの 淸 水 わ れ は 汲 ま な む 陸笾 愚 庵 十 二 腺、 碧^ 井 j 

磯草の かりそめながら しばし 世 S. あらし を 波の音と 聞かな む ぼ 上 「 臥^」 

^氏 は 文 家に し て 耿人 にあ ら ざ れ ど も. 其 の 詠歌 頗 高調 に し ：」、 誦 す ベ き 者 多 き は、 我 が S の 深 

く 敬服す る 所に し て， 歌 人 者 流の 特に 留 意 す ベ き 所 な り. 此 の 二 首 亦 固より 俗恶 の 詠 に あ ら ，F 掬 

すべき 淸 韻 乏 しから ざれ ど も、 言 詞 の 怠 毂 を 誤 れ る に. 惜 みても 餘 ある ことな り-仰 「ナ ム」 と いふ 助 

辭 に は， 三 あり。 一は 係の テニ ヲハ TijrT 咲 ク」 の 類 二に 未來 完了 或は 完 了 想像と て， 「散リ ナ ム 

後 ゾ 0 シ 力 ル ベ キ」 な ど、 動詞の 第 一 ー變 化に 附 きて 「メ」 とも 活用す る 者、 ニー  は 誘 希望) の 意 に て 「山 ノ 

端 逃 ゲテ人 レ ズ モ ^ラナ ム」 な ど、 勳 詞の第 一 變 化， (古の 將 然  一 H に 附き て活 川な き 者な り， 此 は 今の 

人も大 牴 心^た る 事 なれ ど. 第 三の^と いふ 意義 を 悟らぬ 人 多 き な り。 

およそ 希望 願望 などい ふ は、 意 载 颇廣き ことに て. 俗 意 のみに て は 明らめ 難 し。 中 に 就 きて 「汲 £ 

^」 「聞 キ ，^」 な ど. 極 めて うちつけに 自己の 動作の 希望に 言 ふ は. 歌 詞には 川る 馴れ ざ る こと 

なれば 姑く  ^き T 汲 マ、 ホ シ」 「聞 力 マネ シ」 と い ふ は、 「欲 シ ィ」 と い ふ 今 言 に 常 て ゝ 「汲 ミク ィ」 「聞ィ 

纏  ^ 

テモ^ タ ィ， 一な ど 心 得 ベ く、 事 物の 動 作 (狀 態 的なる に も) の 然 せむ こ と. 然 あらむ こと を 願 ふ ものな 

り。 然 ら ば、 他 の 事物の 動作 を 希 ふ 「人ガ 汲 ノバ ョ ィ」 「人 が 聞ィテ 欲 シ ィ」 な ど は、 如 何 に  ー-u ふ ぞ と い 

ふ に、 

七三 九 


七 n〇 

ィ 人 も 汲め かし 聞け よかし 

^  、に 聞か ほし 汲ませ まほし 

や はせ ぬ 

人 も 聞かる ベ し 

聞かせに しが 

ると 打消の 疑問なる と は、 今 も 言 ふこと にて 心得 やすし。 「ム」 「ベ シ」 

も. 今 も 「ゥ」 「 ョ ゥ」 と 想 像し 诀 意 す る が、 轉 じて 希望と なること なる が、 他 の 上に は、 「汲 マセ タイ」 「聞 

力 セ ョ ゥ」 と 使役 相に 言 ふ 所 、「 マネ シ」 と 同 じ。 r テ シ ガ ナ」 の 類 は、 後 に 言 ふべ しパ の 「ナ ム」 こ そ、 最 普 

通に 此の 場合に 當 るに て， 所 謂 訛 なれ ば、 自 分. の 「汲 £ タ ィ」 「聞 力 ゥ」 と 望む と は 異 な り. 前 に擧 ゆた 

る 「入れ す も あら 5.^,」 も、 山 の 端に 訛へ たるに て 希望す る もの は、 我 なること 勿論 なれ ど、 動 作 は 我 

のに あらざる こと 忘 る ベ か ら す。 願 の 「ナ ム」 の 意 義 正に 此の 如きに 照す 時 は、 前 の 二 首 如何にと も 

聞く ベ き 山な し。 此 は 「ワン ハ汲ミ ^^」「音 ト聞キ テ ム」 とすべ き か U さ て は、 完 了の r テ」 少し 强 過ぐ 

る 感ぁり t ヮ レコソ 汲 マ 力」 「ヮ レハシ 汲 マ 川」 「汲 マムォ ノレ ハ」 「音 ト聞 カム ナ」 「音 ト聞 カム ャ」 な 

ど は、 何 れも 妙なら ざる か、 尙 他に 工夫 ある ベ し。 先 年 何 かの 行 違 と て、 文 部 省の 撿定 試驗 問題に 、「我 

行 力 ナ ム」 とや うの 文 あり て、 世 の 物議 を 招きし こと あ り、 思 ひ 合す ベ し X 


ハ 人の 汲まなん 聞か 

^ 人の 汲ま 3.^ 聞 き 

^ いかで 人に 汲ま S 

7 人に 汲ませて しがな 

など 色々 あるべき が、 命 令 な 


言 の 萊の道 を詭 して 外つ 人 も 我が 日の 本の 人に なさな む 吉川^ や 

此 の r ナ サ ナ ム」 の 「ナス」 を 作^ 以外の 人の 動作と^ る 時 は 誹の ナ ム にて 通すべき が 如く なれ ど 

も. や 體に 調子の 整 はぬ 感 ある は、 さ は あらぬ 證な り^ ナ シテ ム」 「ナ サ バ ャ」 な ど ある ベ し 「うる は 

しき 菊に 紅萊 に 劣 ら ざ る 色 を も 香 を も 世 に 後， さな ^5」 も 同 樣 に、 他 人の 上と 解す ベ きかなければ 

非な り 他人と いふ 事なら ば糙 に 「殘 せかし」 な ど や う に 命令法に 言 ふ ベ し. 命 令に い ふ ベ き を r ナ 

ム」 と 跳 へ て は 調子 狂 ふこ と 、「と め來 かし 梅 盛なる わが- s を」 を 「と め來な む」 に 變 ふ ベ か ら ざ る に 

て 知 る ベ し. 此 の 誤 今人に 多 し 深 く 注 意 す ベ し。 

梅の 花 庭 もせき まで 唤 きみち ぬ 吹き 來る 風よ 心 せな なむ 鈴 木重钹 

これは^ 勢 物：；^ の 「宵 々 ごとに 打ち もね な な む」 を 舉び たる ベ き が、 「シ ナ ナ ム」 の 誤な り。 r ナ ナ ム」 

は 無 帝 5 味に 重ねた るに あら す、 「タ ラ ナ ム」 な どの 如 く、 完 了の 「ヌ」 の 第 一 變 化な る r ナ」 に 跳 の 「ナ ム」 

を 添へ たるに て r ネ ナ ナ ム」 の 「ネ」 は 第 一 變化 にあら で、 第 二 變化連 川なる に， 完了の 「ナ」 を 添 へたる 

な り。 サ 行變 格の 第 一 變 化 r セ」 に 「ナ ム」 を 添 へ て t セ ナ ム」 と 願 ふ は 可 なれ ど 「ナ ナ ム」 と は鑌か す。 更 

に 言 は む に r ネ ナ 、 ム」 は r 寢 テ ヲ レ バ ョ ィ」 「ネ テシ マへ バ ョ ィ」 に て t ナ」 と いふ 完了の 意 ^よく 聞 

え た れ ど 、「心 セ ナ 、 ム」 の 方 は、 完 了 の 「ナ」 少 し 響かぬ 心地 もす るな り.) 「心 ヲ シテ 居テ欲 シ ィ」 な ど 

聞 き て 然 る ベ き に や。 

二が な 

七 四 一 


七 四 二 

鬼 蔦の 下に 幾 世の 埋木 をい つか は 花と 咬せ でもが な 

鄙に して 世 は 過ぎ ぬれ ど 一 度 は 上り p!5 も^ 花の 都に 

うかと せ ば 讀 み 過し つべき 樣 なれ ど、 此 の 希望 辭も 當 ら す。 (歌 も 全 體 わ ろ し) 此 の辭の 根本 は 「ガ」 に 

あ る が、 名詞 副詞 に 附く時 は、 上 に 「モ」 と 置き 下に は r モ，. 一 「ナ」 と 添 ふるこ と. 「老 ィ ズ 死ナズ ノ藥モ ガ」 

「常 二 モ ガ モ^」 「無 ク VI^J の 例に て 知ら る； さ て 動詞に 附く時 は. 連 用 に 「シ」 「テ シ」 「二 シ」 を 添 へ 

て、 そ れ より 續 くこ と- 「屮 斐ガ嶺 ヲサャ 二 モ sl^l^」 「今 モ 見 テ シ ガ」 「深キ 山 ニモ人 リニ シ ガ 」 な ど 

の 如 し。 「テ」 を 添へ たる 連 ffl 動詞 に、 「 モ . ガ」 「ガ モ」 と 添 へ る 例 も 道理 も あ る ベ しと 思 はれ 、K さ れ ば 

前の 馱 は、 尋 常 に は 「暌 カセテ シ ガ ナ. 一と す ベ く、 或 る は 「唤 力 セテモ 見ム」 など、 も 言 ふ ベ く や。 後 の 

歌 は、 「上 リ テ シ ガ ナ」 と も 言 は ゾ 言 はるべ け れ ど、 少 し 過 ぎ たる 心地 す： 凡 この 「ガ ナ」 の 類 は 叶 は ざ 

る こと を 願 ふ 場合に 用うる 者に て、 輕 き 願に は 相應せ す。 今 の 言 にもい ふ 「無 ク 乇 ガ ナ」 は、 「無 ィ 方 

ガ ョ ィ」 と いふ 如き 處に ffl うる 樣 なれ ど、 實 は 「現在 有ルノ デ 仕方 ガ ナイ ガ、 有 ラセ タク 無 カツ タ」 

とい ふ 意 味 十分に 存す るな り" さ れば 此處は 其のん に 因りて は 叶 はざる 願と して 通す る こと も 

あるべ けれ ど、 尋 常なら ば. 「上 リテ モ 見ム」 位に て 事足るべき なり。 

三 ば や 

燒 か と 毛蟲に 怒る 法師 かな 

比 は 歌に は あら ざれ ど、 一 寸 面白き 句な り。 意 は 殺生 戒を 有つ 法師 も、 毛 蟲 の 多 き に 詫 び て， 「燒 ィテ 


モ ャ ラ ゥ」 と 怒る 樣な るべ し^ 曲な どに 多き 「：：： セ バ ャ ト 存じ 候」 など， 「シ ヨウと いふ 意に ffi ゐ 

たろ より：： 儿れば 難 も 無き 樣な るが. 「見 セ"^ ナ」 「マ ダ シ キ程ノ 聲ヲ閜 カ^,?」 などの 爪 例 を^る 

二、 ± の 希^よ 、「云々 シ ク ラナ ァ」 と い ふ 假定の 感嘆より 起れ る こと 顯著 なり。 卽 「見 セ バ」 「聞 力 バ」 

は 「見 セ タ ラ」 「問 ィ タ ラーと いふ 假定の 前提 法に 一」、 「ャ」 は 感辭、 其 の 下 に は. 「嘸 云 々 ダ ラ ゥ」 と やうの 

意 を 含 め り 「さ れ ば. 此 の 俳句 を 其の儘 に 「燒 ィ タ ラ ナ ァ 嘸 心 行 ク ダラウ」 にて は、 「怒 ル」 に 適 は す 「燒 

キ テム ト」 「燒立 テム ト」. 又は 尙外 にも 言樣 あるべ し、 歌 にても， 此の 「バヤ」 を 誤 川す る こと ある やう 

こ覺" れ ど， 適 例の 手元に 無き ま 、此の 句に よ り、 序 に 一 言 し 置く 次第な り。 

第 八 係 結 

刀け き^代に あはす ぱ埋 木の 花 さく 春 も 知らで 經 ぬべ きひ 

兆生ナ て^に ひ、 なを 祭る にも 猶袖 ぬる ， 亡き 子 思 ひて^ 

くちなしの 色に も 出で ぬ埋 木の 世に 隱れ たる 身 ごそうた てき， 

年 ふりし 谷の 埋木 世に いで 、ますら 武夫の 妻戶に はなれ S 

荒 幾^ 碎け てま は 名のみ なる つ はもの どもの 名. ぞ はかな けれ ゆ ， 

か ， る 引 歌を兒 む 人に、 我が 所說も 極めて 幼 かるべ きを 思 はむか 然り、 此等は あまり 分り切った 
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る 事に て、 我 が 輩 も 論外に 置かん と 一 度 は 思 ひたりし が、 更 に考 ふる に、 此 等の 作者 は、 世 に 言 ふ ネ 

結の 法則 を 一 わたり 心得た る 上 に、 進 ん で斯樣 なる 新しき 語法 を 造り 出で たる 者と 覺 しき 節 あ 

り。 然 れ ば、 少 し 所說を 尋常の 係 結說の 上に 高めて、 果して 此の 如き 變法 をな し 得べ しゃ 否や を 論 

定 せむ とするな り， (右の 歌に 想 も 拙劣なる ある は、 さ る 方に 見 ゆるし 1ゝ。) 

仰 係 結の 法と は、 (二 尋常に 活^す る 詞辭の 第三 變化 にて 終 止し、 (一 一) 「 や 別 Tlx 叉 は 疑 詞を受 く 

る 峙は第 四變化 連體の 形に て 結び、 (三) Tr^ をば 第五 變化卽 ぺ^に 續く 格に て 結ぶ ことなり。 何 

お に (一 一) (三) の 如 き 變 異 あ る か は、 從 來 いまだ 明に せられ ざれ ど も、 さ 囔 に 言 は で は、 國 語 ま 整周ビ ざ 

る こと 萬 人の 認 むる 所な り。 今 我が 叢の 所 思 を 一 言 述 ベ 試み 置かむ に、 連 體の結 は、 竄は 下に 體 言 

を 略し て、 用 の詞辭 を體に 言 ひなせ る も の、 の 結 は^ と續 くを强 ひて 斷ら 切り て、 其 文 の 

强みを 利かせた るより 出で 來し 語法なる ベ し. 此 の 事 を詳說 せむ は、 本 篇 の 主 意 にあら ざれ ば、 维 

を此に 止めつ。 更に 係 結の 法に 特例と して 見るべき は、 (一 一) の 係 辭 なくて 連體 語に て 文 を 結ぶ こと 

なり。 此 は 下に 「コ ト ョ」 な どの 意 を 含めた る 者と して 誰し も 承認す る听 なり。 

前褐 SS の 歌の 連體 法に て 結びた る、 さ る 省略 含 筌 あるべし や。 之 を 有りと しも 思 ひたらむ は、 

修辭 法の 濫用な り。 s は 正しく は 「經 ナ マ シ」 と いふべき なれ ど、 略 言 とすれ ば 「經 ヌ ベ シー と 終止す 

ベ し。 r 經ヌ べキコ トヨ」 と 聞き て、 何 の 面白き ことか 有る ベ き。 g は 「袖 ヌ レ ヌ」 と ある ベ し 。作者 ま、 さ 

〇 

て： s「 ヌ レ タ」 と迠 去に 聞え て、 宜 しからす など ， も 思 ひたらむ ^其 處に 誤择 あるべ し T ヌ」 ま 過去 


にあら で、 完 了 な り。 「タ」 と も 「 シ マ フ」 と も 今 言 に 5ぱ つべ し r ヌ レ ヌ 」 と し て も、 心 配 な き な り。 め は 「 コ 

ソ」 を 連 體 にて 結 ベ る、 尋 常なら すと は 作者 も 知りつ 、、尙 ^良 時代の 古 言 に 形容詞 ク活シ ク活の 

連體 にて 結べ る 例 ある を、 後 援 としたる にも あらむ か。 此 s 語 法 は、 下 に 「コ ト ナ レ 」 とやう の 意 を 含 

めた るなる ベ けれ ど、 此 の 歌 は、 さ る 古 調の 者なら ね ば、 成 るべ く は 避けた き な り、 「身 コソ ッラ ケレ」 

に て は、 作者 の 意に 中ら じ か。 「， ゥ タ テ キ 」 は 「ゥ タ テ シ キ」 と シ ク活 にも 活用す る 語 なれ ば t 身 ダウ タ 

テ シ キ」 な ど、 もい ふべ く、 又 は 「ハ 力 ナ此ノ 身ハ」 など も あるべ し.. s は 尋常 に 「妻 戶ニ ハナ ル」 と し 

たらむ は、 實 にも 興な かるべ けれ ど、 そ はナ ルと 終止 法に 言 へ る 故に は あら で， 全 體 s 結 構 と 想 と 

の關 係なる を 思 は ざ るべ から す。 此 の 歌 とい ふ ベ き を、 力 y とい ひたりと て， 寳 は、 何 の 興 もな 

きこけ おどしと いふ ものな り。 ま づは r ト ダナ ル」 位に て 御免 を 蒙る ベ きなら むか s: も 同樣に 下ら 

ぬ ことなり。 コ ソ とすれば 一 音 殖え • ハ カナ キ とすれば 一 音 減る によりての 惡戲 とは覺 ゆれ ど， 近 

來 新派の 歌人と いふ もの 得て か 、 るす さび をす るな り。 

黄昏 を^ あゆみて 物お も ふ愁に ，づ， 萎 え 行く 灯 影 s 

目 さめた る 朝の 窓の すきまより 白き 雪見え うら 悲し けれ 5： 

な ど、 音 数の 都合 上 「コ ソ」 を 略 し て、 其 丈の 意味 を 利かす る 便法な りと いふに 至つ 

得 す。 g は 「 愁 ニ似タ リ」 に て 足れ り。 £ は 手の 入る ベ き檨な し。 「ソ 、>  口 悲 シ キ」 位 か。 か 

の 便宜な りと て、 動す ベ き 性質の 物. に は あらざる な り。 ゆ め 邪道に 迷 ひ 入り 給 ふ 
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> る 語 法 は、 修 辭 

こと 勿れ。 
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二 

I  副詞句 (修)  .J 

修 、J 主 II 容  敛 、王 

あ ふこと は 夢に のみこ そなら ひ來て (コ ョ ヒ ハ) 

「—形 客 小 句 (修 )——「 

^ —  ,敍  饯 

^とも な き 今宵な りけ れ (千 五百番 歌合) 

是 は 文 草 論の 目より 解剖した るな り。 お よそ 文法 上の 文に は必 お-と Ml と あ り、 更 に ^ と srt と 

に侬 りて 擴 けて 行 i 修 飾 は、 主 にも 客に も敍述 にも 係 り、 主 と 客 と は、 必 敍述に 係 る。 此 s 列に 於い 


て ァフは コトに 係 り、 「ァ フ コトハ 」 と 「夢 ニノ ミコ ソ 」 と は 「ナ ラヒ來 テ」 に 系 り， 以 上 は 副 |p  H と な り 

て、 更に 下 文 全 體に係 る。 下 文 に は、 主 語 略せられ た り。 疑 詞及テ ニヲハ S ノ係 とい ふ も、 此 の 外に は 出 

づる こと 能 は す „. 之 を 簡單に 例示 すれ ば、 

、王  F 

君 こそ いみ じく 耿を よめ 

客 — 

君 は いみ じく 歌 を こそ よめ 

君 は いみ じく こそ 歌 を よめ 

の 三種に し て， 其 の 外に は 係り 得ざる 理 なり。 

君 は ^を こ，^ よめ ども 詩 をば ^ ら^れ 

——容  1 敍 ， I  I  W,  敍— 


などい パ は、 誰 人聞き て も 調子の 合 はざる を覺 る ベ し， 然 る に、 前 現の 歌 を 見る に. 文 の敍述 と 

結びた る は、 何 を 受けた る か" そ の 語 S (主 は 略せら れ) 修 飾 に も、 は た 文の 修飾なる 副詞句に もコ ソ 

とい ふ 係 はなく、 コ ソは 副詞句 中の 客に あり て、 「ナ ラヒ來 テ」 と 受け流し たる を、 い かで 「ナ リグレ」 

にて 結 ぶ ベ きお 應の 古歌に は あれ ど、 傳 寫の 誤に あらす ば、 千 慮の 一 失に も あろ ベ し。 

三 さて 此の 種の 誤 謬 は、 世 に 多から ぬ ことなれ ば、 先 人 もさして 言 擧 はせ ざり しこと なる に、 

有名なる S 樹の 

I  修  

一  I f 

, 修  敍 _i 敍— 修  容  叙  修獨 

明けて こ^  g むと 思 ひし 箱 崎の 波間に 9. (以上 修飾 部し 9? 

に 至りて、 世 論 一 時 に しく なれ り。 之 を 正面よ り^れ ば、 此 に 解剖せ る 如 く、  7 ケテコ ソ」 は 「見 ム」 

にこ そ 係 れ TET シ」 に 係 る ベ き 謂 なければ 誤な りと 定めた る諸說 は、 闹 より 正しき な り" さ れ ど、 別 

に 側 而の觀 察 を 要 すろ 者 あ り。 そ は發 音の 間隔 斷續の 如き も、 意 義とは 全然 一 致す る ものに あら 

， 客語 S 下に 添る 「ト」 とい ふ テ M ハ の敍 述語の 上に， 接頭 的に 添るな どの 變化も あり。 俳句、 詩な ど 

に は 音 数の 都 八：： h 、一  連續の 語を兩 句に 裂く こと あ り" そ れ 等より 考へ 合する に、 意 籙に 一致せ ぬ 

言 語の » 賴 とい ふ變例 も、 絕 0 とい ふべ か ら ざ る 筋合 も 生す ベ きに あらす や。 

諸 越 も 天の下に ぞ ありと きく 照る 日の 本 を 忘れ ざ ら なん 新 古今 
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戀し きか 形 も 形 こそ あり^ 聞け 立てれ 居れ ども 無き 心地す る 古今 

塵 を こそす ゑ じと 思 ひし 四つの 緖に老 の 淚を殘 しつる かな 著 聞 集 

よろ づの事 は 月見る にこ そ 慰む 物 なれ 徒然^ 

此等^ 例尙 多き が、 いづれ も 誤と はし 難 く、 我 が 耳に は 調へ る樣に 響くな り， 之 を 意 養 の ： 身 續 ヒ よ 

り、 「天の下 ニダ ァ外ト 聞 ク」、 「形 TT「TTI レ ト 聞 ク」 と し て は聲調 却つ て 非な りと 感す る 人 多き が 

如 に 「靡- ヲ コ ソ」 は 「ス ェ ジ」 に て 結べ る 者と は 見が た し。 A は 活用な き 助動詞に て、 連 體にょ 用 るら 

る れ ど， バ ドには 接すべ から す。 隨 つ て FT 力， の 結に は な ら す、 且 之 を 流せる にも あ らす、 「甲 3 ヒシ」 に 受 

けて 流す 外に 途 なし 「月見 ル 二 コ ソ」 は T 慰 ム」 に て 受け て. 流 して 「慰 ム モノ ナ リ」 とし て も あるべき 

樣 なる が、 此 の 儘に て 前例に 準す ベ か ら ざ る理 な し。 さ れ ば、 此 等 は す ベ て 「ァ リト 聞ケ」 「慰 ム物ナ 

レ」 など を 一 連續の ものと し て、 係 を 結 ベ る ぞ と 見て 正 例 に 立 つ ベ き な り。 更 に 又 一 考 すれ ズ、 他の 

解法 あ り。 そ は、 コ ソの 地位の 轉ぜる ものと 考 ふるな り。 卽 

「天 ノ下 ユア リ」 トゾ 聞ク 

「形 モ 利 T ァ リ」 ト TT^  ^ 

「塵ヲ ス ェ ジ」 ト ril 力 inrl^ 

「月見 ル ニ慰ム モノ  二」 n ソ ァレ 

r ァケテ 見ム」 トコ ソ 田 ひヒシ 箱崎ノ 


ノミバ カリに も 此の 川 法め り。 旁 此の 考も捨 つべ からざる な り。 是 に 於い て. 我 は 景樹の 歌 を も、 其 

の 儘に 承認 し， 併 せて 同 翁 の 

ゑの ころ は i: の 心 もなかり けり 何の 心 か ありと 尋ねむ 

とい ふ 耿も正 例に 收め むと 欲するな り。 「何 ノ心カ アルト 尋 ネム」 にて は. 尙 聲調を 害するな り。 

ま At 第 九め リ ノ  ； ，  X 」 ： *; や： 

メ リ は、 推 量 想像の 助動詞なる 事 は 誰し も 知れ ど も. さ て 如何 さまに 推量 想 像す る ぞ と い ふ に 

誰し も 答へ にくき な り.， 舊說に 「樣 子 ダ」 r ト 見 ヱル」 など 釋 したる は 略 當れる が、 之 を 「ダ ラ ゥ」 「ゥ」 「ョ 

ゥ 」 と 聞きて は、 大 に 誤るな りノ 

か く 言 は V  、氏 は 「そ は複 語尾 ゆ ゑ 別な り」 と もい ふ ど 云 々 某 文法 論 

此 は、 「ベ ケレ」 とい ふべ きを 誤れるな り。 メ リ と ベ シ と、 活 用 は、 ラ 行變格 的と ク活 とに て 異なれ ヒ-ノ 

と ベ と は. 音 篛上 同類なる ベ く. か く も 雷 ひつべき かと 思 はるれ ど、 诀 して 此の 如き 川 例 も ^ 義 も 

なきな り  > 又  * . 

夏の 盛 を 箱根鹽 原な どに て 送りた らんに は 如何に 心の ゆく わざな & 

などい ふ 文 も 見し こと あ り， 此 は 「チラ ム j を 誤れるな り 3 抑 此の 辭は歌 語に うる こと 昔より 少く、 

< 「人 は 特に 使 はぬ 方と 見 ゆれ ど、 一 わたり 沙汰して 置かん に 、「ナ リ」 と 斷定 しても 不可な き 程の 事 
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枘 を 言辭の 上に て 婉曲に 和け て、 「メ リ」 と いふ ものと 心得べ し T ナ リ」 の 想像の 「ナ ラ ム」 又 は 「ナ ル 

ベ シ」 に は あ ら ざる こ と、 吳 々 も 忘 るべ から す 「さ れ ぱ、 文 語に も 平安朝 以後 は 極めて 少く て 、今 は 然 

ナ ン メ リ」 「ソ レナン メ リ」 な どのみ 人の 口の端に 上る は T ナ ル ナリ」 を 和け たるに て 難な けれど， 

「誰 ナ ラ ム」 と いふべき を T 誰 ナン メ リ」 な どい ふ も ある は 滑稽の 極な り。 

大船に まか ぢし V ぬき 琵琶の 湖 漕ぎた み 行かば 心 ゆく めり 

君 いなば 後に^ ^3 我が とも は 誰 を 力に 世に は 住む め る (「 殘 リ シ」 は 「殘 ラ ム」 「殘 レ ル」 の 誤) 

r ュク メリ」 は禾来 想像に r ュ クべ シ」 「ュ キナ ン」 とやう に， 「ス ム ノ ル _ー  は 「ス ムべ キ」 とい ふべ きなり。 

此の 二 歌の 如き は、 餘 に 幼稚なる もの なれ ど、 轉 ばぬ 前の 杖と 言 擧 す る なり。 

うた ， ねの 夜 舟 こぐ まに 過 ざぬ めり 夢の 浮 橋 浮 島が 原 

比 の 「メ リ」 はよ く 當 れ り 。か く 「ヌ など 、結合した る 場合に は、 テ ム ナム ッ べシヌ ベ 、ン など ゝの相 

違 著しく 明暸 なる を 本と して たどりな ばメ リの 意義 も會 得せら るべ く、 更 に ツナ リヌナ リに比 

し て、 其 の 稍 和 ざた る 者なる を 思 ふ ベ し 入：' の 口語に は， ひ たと 當る もの 無 け れ ば、 ま づ はダと 指定 

すると 略 同じと 見て 可な り。 

第 十ら し 

一 r ラ シ」 は、 根據ぁ る 想像に て、 「ラ ム」 の 漠然たるに 異な り。 目 に 見る 場合 に 「メ リ」 とい ふらむ 樣 


の 事 を. 目 に 見ぬ 時に 推し 定め て、 r ラ シ」 と いふ 如き 心 地 あ ，o 「立 e 川 紅 萊亂れ て 流 ふめ り」 は、 遠方 

よりな りと も， ま づ 打ち^た る 姿 にて、 「み 山 に 一は 時雨 ふるら し」 は 目 に は す、 唯 外 山なる 眞 拆の蔓 

色付ける によりての 推定な りつ 此 の 二つ を 取り かへ て は、 意 義 通 せざる は 明な り ：义「 ラ ム」 に 比する 

に、 今 の 口 語 の 「ダ ラ ゥ」 と 「 ラ シ ィ」 と の 差の 如 く 、「今 も かも 咲きに ほふら ん」 を 「句 ふら し」 と は 一 11ーロ ふ 

へ からべ からざる こと 明な り。 

一 咋日も 咋日も 降りし 夕.^ は 今日も^, るら し雨づ ， みせむ f 樹 

此 は， 未 來の 想像に 川ゐ たるより して 惡 きな り。^, ^は 「時」 に H せぬ 辭 なる が、 先 は 現在と 心^ て 可 

な り。 此 の 歌 は 今の 口語 の、 「今 日 モ降ル ラシィ 空 合 ダ」 と いふ やうの 意 殺に 聞きた る な る ベ き が、 

耿 語に はなり 居らざる な り。 普 通に、 「今日 も 別 降ら む」 と 想像の 外に や I と 疑 ふ か、 そ れ を 略 し て は、 

「今 日 も ぞ ふ ら む」 な ど あるべ し" 抑 ラシと いふ 辭. 今 の 「ラ シ ィ」 と 類似し て. 中 に は 逄 ふ 事 ある を 知 

らざ る ベ ら .K 今 の 口語 は粗雜 にし て T 降 リ 和 ダ」 「フ リ ゲ ダ」 な ど 動作に つきて は 未來な る 事 を. 「フ 

ル ラ シ ィ」 な どい ひても 通す る ことなれ ど も、 文 語 に て は 「降 リ 相 ダ」 は r フ リ ヌ ベ シ」 r フ リナ ム」 と 

こそい へ 、「降 ル ラ シ」 と も 「フ ル ラ ム」 と も 言 はざる な り。 更 に 又 形容詞の 「シ ィ」 と 「ラ シ ィ 一 とも 別 あ 

る を、 今 は 混同し て， 「雄 々 シ」 「女 々 シ」 を 「男 ラ シ ィ」 「女 ラ シ ィ」 と い ふ。 是 も 訛 言 にして 正 言 にあら す。 

「男々 シ」 は 誠 の 「男 的」 に て t 男 ラ シ ィ」 は 實 は 「類 似 男 的」 な り. 之 を 極 言 す れ ば 、一" シ ィ に は 似て 非な 

る 心も^; するな り， (此 は 形容詞と しての 場合に 就きて なり)^ 樹 翁 の 、「歌 は 歌ら しくよ めよ」 と い 
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き. 一 

ふ敎 など も， 一 わたり はさる ことなれ ど、 そ の 弊 は、 似 非 歌に 流る ， こ と、 此 翁の 歌に 見て 知る ベ く. 

まして 其の 末派 輩の 歌に 至りて は、 唯 ラ シ キ， の み に て、 實 なき 者の 多き こそうた てけ れ 。「味噌の 味 

噌 臭き は 眞の味 i 曰に あら す」 と い ふ 言 の 常 否 は 今 姑く 置きつ、 歌よ みら しき 人の 歌 に、 好 き 歌 少く、 

豪傑ら しき 人に 眞 の 豪傑な く、 敎 師 ら し き 人 に 眞 の敎師 なき 樣の事 は、 疑 ふべ から ざ る 實 事 な る 

に考へ て、 ラシ キ事を 鼻先に ぶら 下ぐ る こと は、 戒 めた きこと  >  思 ふま  >  を， 序 に 書き 添 ふ るな り- 

二 立ち かへ り， 

網 引す る 海人の 子 さわぐ 明 石 潟 夕立す らし あまの こさわぐ 

荒磯に あまの 子 出で 、さわぐな りい さりの 舟 別 今 歸 るら し 

は 如何に。 「夕 立 ス ラ シ」 「今 歸 ル ラ シ」 は、 共 に、 「ァ マノ 子サヮ グ」 と いふ 根據を 有する 想像に て適當 

な る が、 後 の 「舟 ャ」 の ャの辭 は、 折 角の 推定 を 疑 ひ 崩す こと 、 なりて 整 は す。 「ラ シ」 に 對 して 疑辭ぁ 

る 、 」 と， 後 拾 遺集に 「聞 きつ る や 初音なる らし 時鳥 老は ねざめ ぞうれ しかりけ る」 と いふ 歌 あれ ど 

も、 此 の 用法 诀 して 宜しから ざるな りつ 又 、 」 ， の 「ャ」 を 疑 ならで 感嘆な りと も 謂 ふべ けれ ど、 そ は 私 

造の 語法に て 卑しき な り。 お し な ベ て 「ャ  ラ ム」 「ソ ：：： ラ シ」 と いふ 敎 ある は， 聊 語 弊 は あれ ど， と 

かく 此の 歌 は 「歸 ル ラ ム」 と す るが 整へ り。 

折々 は ひれふる 魚 やさ はるらん 獨 ぞうごく 河 骨の 花 明 如 

此 の 歌， 上 にャな くば 「サ ハ ル ラ— 「ン」 とも い ふ ベ け れ ど. 疑 ふ 意 ある 上 は- ラ ムを變 ふること 能 は すっ隨 


つ て. 前 の 歌 「舟 ャ」 を活 さんと な らば、 下 を 「今 歸 ル ラ ム」 と やうに 整 ふべ きな り" 

鐘の音 絶えす も 問 ゆ 今日 もまた ^ は 何事 か あるら し^なり 

此の 「何 事 力」 は 下 に 係ら ざれ ば、 力 辭 ありても 一力 J「 は 難 な け れ ど， 力，^! 州 と續 けたる は 卑しき 無 W 

の i 語に て 耿； に は 相應せ すお 作^ はさる 事に 拘泥せ ぬ說 なる ベ けれ ば、 此 の 非難 は 一 般の人 

に對 してい ふなり。 

三 お 格 階梯 異^ 答 あとい ふ 害 あ り。 堀 秀成 翁の 語格 階梯に 對 する M  n 儿^ 氏の 異^ に，^:  m お 

の 答へ し 者な りが、 の 中に あ る r ャ … ラ シ」 の 論 の 大 意 

階梯 や^の 係 を^ |、, にて 結ぶ は 誤なる こ と， 語 格^ 解に 云 へ り。 

異見 この ^ は 一 種 特別の 結辭 にして 叫 t 『叫べ 叉 コ ソ， ま で 押竝め 結ぶ は證例 

の ある ことにて 吾蕺 異論な し、 先輩 も 其の 論な り。 「 は設 例數々 なり， (S ^の 例 は 追って 云 ふべ 

し .} 

山 姬の霞 の 袖^ 旬 ふ 花に うつろ ふ潢 雪の そら 續 拾遺 

長き 夜 に 秋の 寢覺 や— ふけぬ ら^' さまぐ になる 身の ゆく へ 哉 乇ニ第 

菊の花 折りて 夜 ふけぬ 白露 は 我が 手ながら に 置き やしぬ ^ 躬恒集 

五月雨 はこよ ひば かり か 時鳥 聲 もや 今の 限なる らし 同 

天の川 梶の音 聞 ゅ彥星 の 棚 機つ 女と 今 や あ ふ 赤 人 集 
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夜 舟 こぐ 櫂の I 下^しけ か ぬる、 袂に 宿る 月影 新 後 拾 遣 

答 書 詞 の玉緖 六の 卷に 「一^' は  一^ 1^ の活 きたる 辭 にて 疑の 重きと 輕き とのけ ぢ めと 聞 ゆれ ど、 

古き 歌 ども を考 ふるに、 又 さる 意に も あらぬ が 如 し。 伹 しャ 何な どの 結に はラ ム のみ 多くして 

^1^ はいと いと 稀な り。 後 撰五戀 ひく て 逢 はんと 思 ふ 夕 暮は棚 機つ 女 も かく^なる 、是 

も 一本に は 「力 クゾァ ル ラシ」 と あるより 論ぜむ。 ラシ をラ ムの活 きたる とい ふ は 聞 えがたき こ 

と な り。 は 疑の ま  >  に 大方に 思 ふ 意なる を、 ラ シ はもと 疑 はしき もの を 傍に 糙に思 ひ定む 

べき 證 ありて 聢と思 ひ 定めた る 意 に て、 疑 の 意 はや 、放 るれば を 上に 置くべき 理は あら 

ぬ 害な り。 里 見 氏の 引證は 後世の もの 、家集 か 又は 赤 人 集の 如き 疑 はしき 書の みに て、 之 を 信 

すべ きに あら す 、「山 姬 の」 は 「袖 や 句フラ ム」 と あ る ベ く， 「長き 夜 に」 は 同 じく 「更 ケ ヌ f^」 と あ る 

ベ し。 云 々。 

アマ/ ガ ハカ ヂ ノト 午 コュヒ コポシ トタナ バタ ッメト n  3 匕 アフラ シモ 

此の 答 書の 旨よ く當れ り。 赤 人 集の 歌 は 萬 葉 集 十 卷に 「天 漢 梶 音 聞 孫星與 織女 今夕 相 霜」 と ある を ひ 

がめ たる 者に て、 赤 人 集の 如き は實に 拙劣 支 離 を 極めた る 者と いふべ し 天平 寳字六 年 五月 高 野 

コ ハ ァガ ヲヂ ナキニ ヨリし ァ シ 力 ク ィ フーフ シ ト ォモ ホシノ. ピバ 

天皇の 詔に 此波朕 劣爾侬 S 之加久 言 茛 志 上 念 召 波と あ る も、 上 にテシ のシと ありて 下に ラシと 

い へ る を、 此 等 も 今の 人は惡 しくせ ば 「 ヨリ テャ」 と. も 言 ひ 兼ぬ まじく や 一 

第 十一 可能動詞に 對 する 標的 名詞 


物 か はり 足. ぞ 移れる 世の 樣を この 埋 木に 知られけ るかな 

山中の いでゆの 宿の しづけ さに 晝も 夢路 をた どらる ゝ かな  ， 

：刖 略) な が め ら— れ けり 朝夕 に、 な れ し故鄉 その 空 を珞合 氏、 白菊の 歌 

此 等の 耿を設 みて 別段 心に 留めぬ 人世に 多き 樣 なる が、 實 は大 ぬかりな り出來 るな 味の ル ラ ル 

を 添へ たる 可能動詞に 對 する 名詞に^ を 添へ たる は 決し 一し 無き 語法な り。 的 の 三 首の 耿 「はノ 樣 

^.」 「夢路 ノ，」 「ソ ノ 空 川」 と 改めたら むに は、 誰 しも 其の 穩當 なる を 思 ふ ベ しえ てこの 標的 名詞 はテ 

二 ヲ ハ なきと^^' 叫 S ゾャ カナ ン コ ソ ノミシ など 主 松 助 辭を添 ふる 者と あり て， 處 置 松 (目 的 松) 

の^は 決して 添 はざる なり。 

剌叫^ S 案じられる  ^  i たる、 

なほこ そ 國の方 は 見やら るれ  酒 もの まる 

一 泣かれ ける  ト 里の 道ゃ步 まる.' 

何 里 か 走らる、  むだ 口なん せらる、 

^lu しのばる  のみ 忍ばる  • 

同じ 事 こそせられ けれ 

之 を 何 故に 人の 誤る ぞと いふに、 n 語と 他の 文語との 混同より するな り。 今 の 口語 に て は Tig ガ食 

ハ レ ン」 を r 餒 ヲ食 ハレ ン」 と いひても 川は辨 する 心地の せらる ， こと 一 つ、 次 に は 「食 フ コ トガ出 
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來 ル」 と 同 篛 の 「食 ヒ 得」 「食 フ ベ シ」 「能 め 食 フ」 な ど は 必 【飯 ヲ」 と いふよ り、 そ れに 準じ て 「食 ハ ル 一 「食 

へ ル」 に も 「飯 ヲ」 と 誤る こと 是 二つな り。 今 此の 兩者 を區別 せん に 、「食 ヒ 得」 「贫 フ ベ シ」 な ど は何處 

まで も 他動詞 なれば 「飯 ヲ」 と 云 ふこと 當然 なれ ども T ク ハ ル」 「ク へ ル」 は 可能 相に て自， 詞に準 

する 者 なれ ば、 た とひ 同義に 歸 する にして も 「钣 ヲ」 と は 言 ばれざる 道理な り。 此 の 誤 今の 散文に 糾 

極めて 多き こと 注意 を 要 す。 そ は 今の 文 は 多く 漢文 證 より 出で たる 者に て、 そ の 漢文 讀 に は、 この 

ラ ルを ffl うる こと 絶無なる よ り、，：！： 然 にこの 標的 名詞、 は 皆 「飯 ヲ」 の 流 に^ ー點 張な る を、 近 代 可能 

相の ルラ ルを 時文に 用うる 樣 になり て も、 尙 別の 動詞なる ことに 氣づ かすし て、 W を ^  rap する も 

の な り。 ゆ めく 此 等に 誤らる ベ から す。 御 製 の 

開け 行く 時に いよく  SIS ぬひ じりの 御世の 高き 敎^ 

とい ふ を、 日 月帖に 「敎 ヲ」 と 書け る は 不謹愼 な り， (東 京 朝日 新聞 に r 敎 ハ」 とせる ぞ 正しき) 

かけ 捨てし 鏡の 面に 影 ふれて 誰ぞ やと 影；^  ぬ る 景樹 

とい ふ 歌 も 調 をな さ す 。「影 ノ」 とせむ に 難な きを や。 

第 十二せば 

君の 爲 世の 爲何か をし からむ 捨て  >  かひ ある 命 なりせば 新 葉 集、 宗茛鋭 王 

こ は 人. 口に 膾炙せ る 御 歌に して、 士氣を も 鼓舞し つべき ものと、 おのれ は 早く 思 ひ 寄りて、 さる 誊 


にも 揭 けし を， 此 の^ふと f:?? み 上け 見る に、 は た と 行 き 詰 りて 解く ベ き樣も 無き 心地せ り そ も そ 

も 先人 は 之れ を 如： I： に釋 しつら む。 一 ^の 意 は 「命 ナル モノ ヒ， 命ナレ バヒ. 命ナ ル 上ハ」 など ある ベ 

き に て. 「ナ リ セ バ 」 に て は ^ 味 裏表と なる ベ きに あら じか。 卽 r 捨 テ、 カヒア ル 故デァ ル、 然 ラ バ 何 

デ ^シカ ラウ .ソ 、顧 ミ ナ ィ デ 奮戰ス ルガ ョ ィ」 の 意 な る ベ き を、 此 の 儘に て は 「力 ヒア ル命ナ ラバ 惜 

シノ ハナ 力 ラウ シカシ 犬 死 ダカ ラ 詰 ラ ヌ」 とい ふ 意味に 聞え はせ す や。 い で r セバ」 とい ふ 語の 意 

お 川 例ん-たどり 見 む。 

およそ 順態假 定^^ 法に は、 (ィ) 然ぁ るべき 者 を さらばと 首 ひ懸 くると (口 ) 然 は あらざる^: 又然ぁ 

る まじき^ を虛設 して 若し さらばと 言 ひかくる との 二種 あ り此 の 後の (口) 嵇 は、^ に 述べ たる 「マ 

シ」 の 意教 にて 反寳 の虛 設 な り。 之 を 言 語に 表すに は 


、ら まし か は) 

(E-)5- 藤 公 兇手に 斃れ ざ 一 ら ませ Is  ,  ノ " リ、 U 

(り sis 

は 之 を咨 して は 


國 家の 重鎭 たら ましと 樣に いふ を 正刖と し、 或 


ざ ら むに は 

(こ) おれ 「さらば 

す ズ 


れば 

れ なば 

れ てば 

れ たらば 
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と樣 にも 言 ふ ベ し 。さ れ ど (こ) の 形 式 は、 然 あるべ き 者な る (ィ) 種 を も かく 前提に 言 ふなれ ば、 精 密 に 

は (  式 を 用 ひ ざ る ベ か ら す。 叉 近時の 俗文に は 

一、 らし めば 

(丙) 斃れざ 「ならば 

り し 

(ならむ に は 

と樣 にもい へ ど、 是 は 歌な どに は 誰も 言 はぬ ことなれ ば、 ま づ 差し 措きて 可な り。 此 等の 中に て、 

「マシ 力 バ 」「 マ セ バ 」 の 事は已 に 「 マ シ」 の 條 下に 述 ベ たれば 之 を 略 し 、「セ バ 」 の 川 例 を 見る に、 

一つ 松 人に みり せば 太刀 佩け ま し を. 古事記 

梅の 花 ふりお ける 雪に まが ひせば 誰か こと^ \ わきて 折ら まし 古今 

吹く 風と 谷の 水と しな かりせば 春來る こと を 誰か 知ら まし 古今 

などす ベ て 「人 ユア ラ ズ 」 「マガ ヒ セ ズ」 「風 ト 水トァ リ」 と いふ 事實に 反した る 虛設な り。 之 を 

小黑 崎み つの 小島の 人 な らば 都の 苞に いざと 言 はまし を 古今 

けふ來 すば 明日 は 雪と ぞ ふりな まし 

風と 水と i! い， ^ 誰か 春の 來るを 知らむ 

とやう にい ふ は 略言 な り。 (ィ) 種の 前提 を r セ バ」 にて 表す こと は 例 もな く理 もな し。 さ る は 「セ バ」 の 

r セ-は 動詞 「ス」 の 第一 變 化に て、 他 の 用 言 の 第二 變 化に 之 を附 くる は、 特 に 或る 意味 を 添へ むと す 


り。 こ 


此の 五 


るより せる 事に て、 「ァ ラ バ 」 「マガ ハ，、 」 r ナク バ 」 に て は ヘイ) 種 の 前提と 區別 する こと 能 は ざれば な 

ゝ に 念 を 入れて 「命 ナリ セバ」 と續 ける 例の 秋の み を 調 杏す るに、 

思 ひ 出で ， とふ 言 の 葉 を 誰 見 まし つらき にたへ ぬ 命な りせ ば 後拾逍 

たらち めゃ留 りて 我 を惜ま  >  し 代 ふるに 代る <i^r ^せ ，ま 千载 

ながらへ て 物 は 忍 はじ 今の まの 憂き に 限れる り せ ば 績^: 今 

程 ふ ベ き A 叩な りせば 誠に や 忘れ はてぬ と^る ベ きもの を 玉^ 

限 ある 命な りゼば めぐりあ はん 秋と もせめ て 契りお かまし 新 拾^ 

せ 皆 「云 々ノ 命ナラ ズ」 と いふ 事 を 下に ふまへ た りつ 然 るに 少し 後の^に なりて 

か V せん 逢 ふに かへ んと思 ふ 身の そ を だに 待たぬ 命な り せば 新 後 拾 泣 

れ なしと 人には^え じ 有り はてぬ 契に か へ し Ai, な りせば 新 葉 

首 は (ィ) 種 前提の 意 に て、 宗 良 親王の 御 歌と ^ 法相 同じき は 如何なる 仔細 か あらむ。 こ、 に 

三 首の 異なる 用例 ある を 是認 せんと すれ ば、 そ れ より 以前の 幾 十の 川 例 を 捨てざる ベ か 

のれ は 道理 上より 且多數 にっき て、 此 の 南北朝時代の は不川 意に 誤 ffl せる ものと 斷 する 

と 思考せ ざる こと 能 は す。 隨 つ て 傘 首の 御. 歌も畏 けれど 誤と して 大方の 注 意 を 乞 はむ と 

ものな り。 

誤^ 近代に 至りて は、 却 りて を さく 見えぬ は學 問の 進める にゃあら む。 た 5, 海上 胤平 翁 
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七 六 〇 

の 長歌の 中に 

た ま く に 人と 生れて 人の 道 守ら ざり せ ば 

梟に 等し かりけ り 狐に も ひとし かりけ り 

と ある は、 奇 拔 とやい は む、 下 句 に 「ケ リ」 と 押へ たるな ど あまり 武斷 ならす や。 淸 正 を 詠 じたる に 

^華 章の i の 若葉に 吹く 風 も 君い ましな ばす さま ざり けん 

是 は、 i は尋崈 なる に、 惜 しき 語 遣な り。 「ナ バ」 は (ィ) 種 前提に て、 「ケ ム」 も事實 の 想像な り 。「君 シ イマ 

？ スサ マ、 ザラ ゴ」 と せば 合格す ベ し T ィ マ サ バ」 は (口) 種 前提の 略式な り。 此 の 前提に 完 了 「ヌ」 を 

誤用せ るに 對し て、 直 接 終止の 結に 用ゐ たる 誤 も あり 1 

吹き返す 風 だに 無 く ば 葛の 花 葉 かけな がらに ちり や はてなん 

此の 「ナ クバ」 は 略式に て 可なる が、 「栗 テ ナ ム」 は是 非と も 「果 テ マ シ」 と 反實 虛 設 の 想像に 言 はざる 

へ 力ら す 

第 十三 ぬ 

|  明治 二.； '年代に 國 文の 勃興せ し 頃、 「ヌ」 とい ふ 助動詞の 濫 巧せられ しこと 今に 記憶に 殘 

れる が、 近來 は 歌に も诞 さる 事の^ ゆるな り。 これ は 第一 囘に 略解 說 せし 事なる が、 今 の 口語に 「タ」 

とい ふ は 文語の 力，， ヌ 叫リ の 六つに 通 ふより 起る ことにて 無理なら ぬ樣 にも あれ ど、 r テ 


ヰル」 な どに も 「ス」 を充っ るは妄 とい ふ ベ し" 今 最心得 易く 誤の 甚 しきもの 二三 を 指摘す へ し。 

老人が 生ける 敎の 物が たり 月 は 若き が 面 わ ^> ぬ 

こ は 常盤會 詠草 中の 名 あろ 歌の よ し、 ま こと 一 寸 面白く は 誦せら るれ ど 調 f の 合 はぬ は 耳 立た 

^にや 此の 1 にて は 「月 ハ若ィ 人ノ面 ヲ照シ タ」 な る が、 「照 シ テ ヰ ル」 又 は 「照 ス」 と 目 に 見る 樣に畫 

の樣に 言 ふ ベ き 語氣の 場合に て、 「照 セ リ」 と して 始めて 落ちつく ベ しと 我は考 ふるな り 「秋ノ 野 

二道 ハ惑ヒ ヌ」 「櫻 狩 雨 ハ降リ 來ヌ」 「秋 ハ來ヌ 紅 菜 ハ^  二 降 リシ キ ヌ」 など 、 比較し 兄れ ば、 其 の 

區 別 明なる ベ きを や。 

一一 

そら 色の. ^を 吸 はせ て 君 ありぬ 椅子のう しろの 藤の 網 代に 

あな 熱き 君が 口つ けあな 眞 ひる 日 は 中空に くもりて ありぬ 

比 等 は 新派 某 宗匠 又は そ の 選に て、 眞 面目なる 人 は 「ァ リ ヌ」 など いふべ くも あらね ど.^ ばぬ 先の 

杖： H 、の理 をい はん に、 「ァ リ」 とい ふ 存在 動詞 は、 動作 的なら ね ば、 完 了の ッ ヌ タリな ど は 添 はざる も 

の、 口 語に 「ァ ッ タ」 とい ふ は 過去に て 「ァ リキ」 r ァリケ リ」 と 云 ふ、 古 歌に r ァリ ヌャト 心ミガ テ ラ 逢 

ヒ^ ネバ」 とい ふ は 珍しき 例なる が、 そ は r ァ リ ヌ ベ シ ャ」 の 意、 「サ モア リ ヌ」 など も然 り。 か くて 此の 

耿， 前 の は 「君 居 タ リ.」 「君 ダ 居ル」 にて 事足る ベ く、 後の は 「ク モ リツ、 ァ リ」 にて 可 なれ ど、 修 辭は 拙な 

り。 と にかくに ヌ は 共に 不 川なる を 音數 足らす とて 强 ひて 添へ たる 非 事な り。 
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大木の 幹に 耳 あて 小半晌 かたき 皮 をば むしりて ありき 

_  0  0 

前 の 「ァ リ ヌ」 と 似た る が、 キ と 言 へ る は實に 過去の 事 を 言 ん る にゃあら む、 「ムシ リタ リケ リ」 と や 

う に 言 ふ ベ き 意 に や、 分ら す。 

鏡と り 能 ふ 限の さま，^' のか ほ をして 見ぬ 泣き あきし 時 

愛犬の 耳き りて 見ぬ 要するに 物に うみた る 心なる らん 

共に 恐し き 歌なる が、 語 のみ をい は V  、「見 ヌ 」 は 共 に 「見 ッ」 と ある ベ し。、 J  > は 「見 ル」 と い ふ 動作 を そ 

のま  >  にと ぢめ たるに て、 動作 的 に 「ッ」 と 抑 ふる 定な り。 「ヌ」 は狀態 的に 緩に 傍觀 的に 敍事 的なる 

を受 くるな り。 

時計 鳴る いくつと 知らす た V 時の 進む を 感じ 靜 やかに 居^ 

板 庇 かたぶく 軒の くらがりに ちご 泣き 居れり 秋風の 家 

ふる 里の さぬ きとい へ ば鹽 けぶり 風に なびく をのみ 描き 居ぬ 

比の 二つ の 「居 ヌ」 は r ヲ リ」 と い ふ ベ く、 中 の は 「チ ゴ / 泣キヲ ル」 と あ る ベ し。 か く て 「ヲ レ リ」 とい ふ 語 

法 は 無き ことなれ ど、 文 部 省の 許容 案と いふ 者に て は 俗文に 許す こと、 したれ ば、 歌 も それに 均 

霜す とせ ば、 ま づ 勝手と し て t ヰ ヌ」 と 「ヌ」 を 添 ふるより はよ く.、 語氣 は 正しく 表れ 居るな り。 さ て 文 

語 「ヲ リ.」 は 「居 タ リ」 の 義 に て、 許容 の 「ヲ レ リ」 に 當 る。 こ  >  は 「ヰ ル」 と の み 言 ふ ベ く、 「ヰ タ」 と は 言 ふ ま 

じき こと 前の 「面 ヮ 照 シ ヌ 」 と 同 じつ 古 歌と 誦し あはせ て 其の 意 義 と 語氣と 調との 異なる を 知 る ベ 


1 八に 似し 草 ありぬ 塚の 邊に 

二れ も 宗匠の 選 句なる が、 いみ じく も 振 ひたる もの かな。 「一 八 ニ似タ ル草ァ リ」 の 意に は あ る まじ 

き か。 さ もな く ば 「ァ リ キ」 な る ベ く、 音 數は 別に 工夫 を 用る て 都合せ ざるべ からす。 

第 十四 つ ふとけ リ 

一  「ッ 、 」 は 連 ffl 法附屬 のテ ニヲハ にし て T ケ リ」 は 過 去の 助動詞なる に、 此 の 

て^とす る こ と. 讀 はま づ見 て怪 まむ か。 然 り、 これ は 文法 上に は對 位す ベ き 者 

辭上 短歌に 於いて は、 此の 對比を 試みざる ベ か ら ざる 由 あ ^近 く 八 S 知紀翁 の 

諸人の たもと にか へ る 春の 色 は 降. る 白雪 も埋 みかねつ 、(ィ ) 

といへ る 歌 を、 海 上 胤平 翁の 「ッ 、は ケリと 言 はで は 調 は す」 と 評 せし は 常れ り や 

儉し 見る に、 後 撰 集 に、 天 智 天皇 御製と して 載せた る、 

秋の 田の かりほの 庵 S 苫を 荒み 我が 衣手 は 露に ぬれ ^(口) 

はお^^ 卷 卜に^ 人 不知と して 擧ゅ たる 「秋 田 刈る 借廬を 作り 吾が 居れば 衣手 

ル 力) 置きに が， ふ」 を 訛 れ るな らんとの 說 なる が、 原 歌の ケ ルをッ 、 に 改めた る は、：：： 十 く 此の頃 より 

兩 者の 相 通と 人の 嗜好の 異なりし と を 知る ベ し。 續 いて 新 古今 集の、 

七 六 三 


二つ を對 せしめ 

に は あらね ど、^ 

否 や。 十い き 方より 

寒く 露つ ソ 落 チタ 
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出 子の 浦に 打ち出で 、見れば 白妙の 富士 のた か 嶺に雪 はふり ハ ) 

は 萬 葉集卷 三の 「田 子の 浦 ゆ 打ち出で 、見れば 眞 白に ぞ富士 の 高嶺に 雪 は 降り の改 おなる 

こと 知られた る が、 此 の 頃に 至りて は、 歌人の 頭腦 痲痺し て、 漠 然と 此 にて 意 通す と 思 ひなし けむ 

と 見 ゆ。 更 に 古今 集に 立ち上りて 見る に、 光 孝 天皇の 

君が 爲 春の 野に 出で 、若菜つ む わが 衣手に 雪 はふり 3(  二 ) 

に 至りて t ッ 、 」 の 川 法 意 義 始めて 尊ぬ ベ し。 抑 r ッ 、 」 は 動作 s 重 複、 反 復を 表す 連川辭 にして、 固よ 

り 終止の 者に あら す。 其 の 文末に 居る は、 必 別に 連接す ベ き 用 言 あるか、 若しくは 下に 「 ァリ 一 などの 

語 を 略して 繼續 存在、 進行 等の 態 をな す 者に て、 此の 御製 及 

山里 は 秋 こそ 殊に わびし けれ 鹿の 鳴く 音に 目 を さまし ，^7( ホ) 

な ど は、 第 五 句より 初 句に 返り て 、「若菜 ッ ム」 「ヮ ビ シ ケ レ」 に 收る 者、 

宿りせ し 人の 形見 か 藤ば かま 忘られが たき 香に 匂 ひ ( へ ) 

臌 吹けば 落つ る もみ ぢ葉 水淸み 散らぬ 影 さ へ 底に 見え (ト) 

梅 が 枝に 來 居る 鶯春 かけて 鳴け どもい まだ 雪 はふり c^l 「(チ ) 

など は 下 に 「ァ リ」 を 略せ る な り。 而し て、 此 等の 「ッ こ を 口語に 譯せ ば、 (二) 「雪 二 降 ラレ く」 1 は 「降 

ラレ ナガ ラ」、 (ホ) 「サ マ シくシ テ」、 (へ) 「句 ヒ o シテヰ ル」、 (ト) 「見 ェ テ ヰ ル」 又 は 「見 ェくス ル I 「(チ ) 

「降 リくス ル」 又 は 「フッ テ ヰ ル」 な どに 常る ベ く、 前 に 言 へる 「動作の 重 複反 復」 は、 必 しも 問斷 なき 


を 要せ ••  さ る は、 1 ホ X チ) な どの 例に 見る ベ しノ是 に 於 い て (ハ) の 歌 を 見る に、 「田 子 ノ浦 二 出テ見 ル ト富 

士  ノ 高嶺 二 雪ハ フリく シテ居 ル」 と 解す る 外な く、 其 の 「降 リくス ル」 動 作 は間斷 ある 方の^ に 

て も 差 支な けれど、 「打 チ出デ 、见 レバ」 とい ふに 對 して は、 繼 續 せる 動作なら さるべ から ざれば- 

如何に 讓 歩しても 事實 有る まじき 事に 歸 せざる こと 能 はす。 (口) の 歌 は 「露 二 ヌレテ ヰル」 又ハ 「ヌレ 

く スル」 にて ^ 義は通 すれ ど、 な ほ 萬 葉の 原 歌も棄 てがたし。 

一一 飜り て 「ケ リ」 の 意義 を 求む る に、 是 は 「キ ァ リ」 と いふ 樣 なる 怠 にて、 「キ」 と 過去に 言 ひ た る を 

「ァ リ」 と狀態 的繼續 存在 的に した る、 繼 續 存在 過去な ど  >  も 謂 ふべ く、 又 傍寫的 間接 敍述 過去な ど 

とも 謂 ふべ き 者な り。 さ れば 有りし 動作 を傍寫 的に 物す る 物語の 地の文 など は 「皆 男 ァリケ リ」 と 

や ラ に r ケ リ」 を 川うる な り。 今 (口) の 原 歌に 就いて^る に、 「衣手 寒 ク 露置キ ニキ」 とい ふ 直接の 過去 

動 作 を. 問 接に 然 ありと 傍寫 して 「ォ キ 二 ケ ル」 事よ と 欵意を 含めた る 者に て、 正 に 過去なる を 「濡 

レ ッ こと 改む れば、 現在 の 事になる なり： (ハ) の 原 歌 も 「降 リ ケ ル」 な れば、 「フ リ キア リ」 と 降 れる勒 作 

は 通 去な が ら， 今 に繼續 して 眞 白に 見 ゆる 意に て、 好く 實景を 得た る 者な り。 之 をい かで か 過去の 

意な き r ッ 、ァ リ」 とい ふ を 得べ き。 凡 r ケ リ」 の 本義 此の 如くなる が、 轉 じて は^ 理を ことわ り， 其 の 

1^ を 感欽 する 意 にもな る。 さ る は、 物 S 道理 は、 過 去の^ 驗に 徵し來 り、 有 りし^ 實は眞 理に扣 な 

ければ にぞ あら む。 之 を 口 語 に 「タ ヮ ィ」 と やうに 充 て、 又 「テ ヰルヮ ィ」 と いふ 現在の 感欵 もも r ケ リ」 

に 充て 、^じこと わる 意 を 深く する が、 早 くより 修辭 上の 慣例と なれ り。 是 に 於いて t ッ 、 」 と 「ケ 
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；」 とま 稍 交 歩の 途き S 在の 事 實を ことわりの 樣ま リ」 と 歎じ？〕 と S る やうに なり 

たる，、 さりと て r ケリ」 とい ふ 過去 事實を 「ッ 、」 と 現在に 言 ふこと は、 道理 も 無く 慣 S 例 i き 

ことなる を 知ら まべ から 5?」 とこと わ t まに 動作 S 行し 5 す si はざる 

が、 却って 意 長き 場合に 限るな る を 忘る ベ からす。 例へ ば 在 原元ズ M 

あらたまの 年の 終になる ごとに 雪 も 我が身 も ふりま さりつ 、(リ ) 

气ふ は、 「雪 モ 冬 ノ終ト テ降リ 增リ、 我 ガ身モ 年々 ニ舊リ 增リ、 兩ッノ 者 ガ同ジ コトう ミツ、 ァリ」 

气 i なる を、 「ケ リ」 とこと わりて は、 S なる 「雪」 と 「我」 と を 合 類せ る 作者の 感想 S 却 せらる 

るな り。 此の 歌 及 前？.) (チ) 或は 甚 しき は 3 の 歌な ども. 今の 人 はや、 も すれば 「ケ リ」 と 言 ひもし 

解し もしぬ ベ.、 恐れら る、 は、 あら じか。 されば ま (§ 及 井上通泰 氏 業が 代 は I ぞ多 くな 

うや UL  二に 一う n  く、 おこ H る 「ッ こえめ に は、 今の 人 も 誤る こと 少 けれ 

りに ける 開けぬ 國の 御手に 入りつ」 o おす，； リ 

ど、 下に 略語 ある 「ッ こどめ は、 頗危 きなり。  I 

、皆の あまれと 聞きし 蟲の音 も 暮れ行く 秋 を 上め かねつ 、(ヌ ) 

「- り： -ス レーと しても 、「t  メカ ネテ ヰル」 としても 聞え 樣 なし。 

の 「ッ 、 」 は 「ナ ガ ラ」 と し て も 「止 メカ、 ィく フジ」 として - J  > 

「ケ リー は あまり 平凡な りと て かく ゃ修 せられけ む， 覺束 なき 歌な り。 

一一 一 ；て <i ィ) の 八 田 翁の 歌 S 定すべ S と はなり ぬ。 此の 歌の 雷 雪 ハフ レドモ 春色 ノ 

^者 ナ ルヲ埋 i ネ タリ」 となるべく、 飽くまで も理 にかけ て 反復 ゃ繼續 進行な どの 意 はつ S 


え ざ る を r ッ ことい ふ ベ き 謂れに！ ！： 處 にか あ ら む、 論 なく 海 h 翁の 評に 倾聽せ ざ る ベ 力 ら す。 八 田 

翁 また 之 ケ 聞か ば、 椎 敲の 至ら ざ り し と、 輕 く 首肯す ベ き な り。 

」」 き^の 形見の ち ご s 霜 さ ゆる 夜中 に 泣 けば 父 も 泣 き つ 、(ル ) 

寒く して ねられ ざり けり 宵の まに 飮 みし 寢酒も いっか さめつ 二ヲ) 

雨戶 うつ- M の 音 もさえ て 長き 夜す がらい をね かねつ ニヮ) 

とけて ねぬ 夜半の 枕に 響くな り 霰の つぶてう ち騷 ぎつ 、(力) 

大丈夫 も 今宵 は 口に 出しけ り 烈しき 寒さ 凌ぎ かねつ ゝ (ョ) 

火桶 か へ 衾 重ねて 冬の 夜 をいた はる 妻 も 共に 老いつ 、(タ ) 

山 蔭の 草の 庵 は 寒 けれど 衾 一 つに 夜 を 明し^ 1^ (レ) 

と る^も 忽 凍る 夜半 も猶 盲人 は 笛 を 吹きて 行きつ 、(ソ ) 

此 等の 中ぺ 力) と (レ) は ^ れ りダは (リ) の 如き 意なら ば 可 なれ ど、 「老ィ タ リ」 にても ありぬ ベ き か。 (ル) は 

都べ て覺 束な し ぺヲ) (ョ) は 共 に 「テ」 とい ふべき 場合 なり パヮ) は 「ケ リ」 な る ベ し パソ) は 「行 ク. ナ リ」 な る -, 

し。 

第 十五 かなと なリ 

一 四十 三， 年の 御 歌 會の豫 選歌の 中に 
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降る 雪 を まづ かづる か ， お 月 花^た のしみ 長き 年の 始に 

と、 ふま、^ 何にも 好き 歌に 相違 ある まじく、 おのれ も 敬服す る 所な り， され ど 度々 誦し 見る に、 「力 

ナ」 と いふ テニ ヲハ は 少し いか V と 打 傾か れ (「樂 ■」 も穩當 ならす) 試に 「マ ヅメヅ ルナ リ」 と 改め 

てよ^ 何に とん に 問 ひしに、 賛成す ると 反對 すると 略同數 なりき。 實を いへ ば、 お のォは 「マ ノ  / 

メヅ ナル」 と 言 はま ほしき なれ ど、 さて は 今人の 口に は 物 遠から むと 思 ひて. 少し 俗に 碎 けて 「メ ヅ 

ル ナリ」 と 言 ひしな り。 其の後 又 「マ ヅコ ソメヅ レ」 にて は 如何にと 言 ふ 人 あるに、 其 も 一 案な りと 思 

} も 寄りぬ" 抑 「力 ナ」 と 「ナ リ」 と は、 意義の 頗 異なる 者なる に、 如 何なる 由 ありて か斯く はまが ふ 

ら ん， 考 へす ば あるべ から す。 ま づ 「力 ナ」 は、 名 詞に附 きて 「夜 半 ノ月カ ナ」 「山 櫻 カナ」 とい ふや う に 感 

歎す る叻辭 にて， 其の ffl 言 に附 ける は、 連體 法の 下に 名詞 を 略せるな り^ の 「メ ヅル カナ」 も 「メ つ 

レコト カナーの 意に て、 川 言 に附 くべき 性質の 者に あらざる は 一 考 すれ ば. 直 に 悟らる ベ し。 さ て 此 

の坊辭 は、 「力」 と 「ナ J の 複合なる が、 「力」 は 疑問に も感欵 にも 用 うれ ど、 「カナ」 となる 時 は 感嘆の み 

こ て 、疑問の 意に は川ゐ ざるが、 「力 モ」 と 異なる 點 なり。 「ナ」 は 今の 口語に い ふ 「ナ ァ」 と 同義に て、 「契 

リ キナ」 「移リ 二 ケ リ サ」 「見 セ バ ャ ナ」 の 「ナ」 と 同じ 次に r ナ リ」 は體 言に 附く 助動詞に て 「二 ァ リ」 「デ ァ 

ル」 「ダ」 「チ ャ」 の 義、 卽 指定 說 明な り 其 の 川 言 に附く は、 連體 法の 下に 名詞 を 略せるな る 卜 前 の 「力 

ナ」 に 同じき が、 終止 法に 附 ける は、 上の 語句 を 一 圑の 者と 見て 「丈夫 ノ鞀 ノ音ス ナリ」 とやう に 指定 

するな り。 かくいへ ば t 力 ナ」 は 感歎の テ 二 ヲ ハ、 「ナ リ」 は 指定の 助動詞の 區別 判然 たれ ど、 指定 一 轉 


すれば 一 種の 感嘆と なる を以 て * 終 ^ に附く 「ナ リ」 か- ^欵 なりと 說 明す るよ り、 混 同を來 す.^ 第 

な り。 感欵 の r ナ リ」 と いふ こと は. 便 {且 上 差 支な けれ ど^ 欵の みに て 指定の 義 なき 者と 思 ふ が 誤 

の 本 な り。 連 體 川 一 百 に附け る 「メ ヅ ルナ リ」 に て も， 「メ ヅ」 に 比すれば 咸 か嘆强 ^  s 義を なすこと は、 口 

語に r 赏翫 ス ル」 と 「賞 翫ス ル ノ ヂ ャ」 と を 比較す る にて 察すべ しズ 口語 r ス ル ノ」 「ス ル ン」 と い ふが 連 

體 S 言 を 體 言 にした る 符徵な り) 更 に 之 を 「賞 翫スル ^TT」 「ォ レ ハ早 ク歸ル j と、 終 止 川  一一 一一 a に 直 

接 に r ダ」 を附け て 言 ふ ゆ は、 感欵强 意 の義 更に 加る を^れば t ス ルナ リ」 よ り も 「スナ リ」 の 方 感嘆の 

^切なる が、 而 も 別物 に は あ ら. で. 唯 ^法の 異 な る に 因る こと を 知 る ベ し： -  >  に^ ず」 を ® 八 口 し て、 

類似せ る 場合 の 「力 ナ」 と 「ナ リ」 と を 一 言 に^た ぱ 、「力 ナ」 は 提示 的 感嘆 に し て、 r ナ リ」 は 指 定 的 感嘆 

な り。 さ れ ば r サ テ モ  コ ト カナ ァ」 「コ ト ョ ナァ」 などに は 「力 ナ」 を 用 ゐ. 「デ ャナァ 一 「コ ト デア^! 

「 コ トデァ ル ワイ」 などの 場合に は、 「ナ リ」 を 川 う ベ き な り。 「皆 人 は 花の 衣に なり ぬな り 苔の 决ょ 

わきだに せ よ」 (遍 照) は、 「ナ ッ 1チ ャ ナァ」 に て 、「 女 郞花 うしろめ たく も ^る かな 荒 れ たる 宿に ひ 

とり 立て れば」 (兼 王) は 、「見 エルコ トヨ ナァ」 な り T. 兒 エルコ トカ ナ」 も ^ ュル コトナ ルカ ナ」 の 略 

に て T 力 ナ」 とい ひ て も、 「ナ ル」 と いふ 指定の 義 ある は 同じと 說 く 人 あり。 い かに も 從來は 皆 「ナ リ」 を 

補 ひて 說き しなれ ど、 さ て は 痛く 語 氣を 損するな り。 我 が 國 語 に は、 指 定 的に 首 ふと 提示 的に 言 ふ 

と、 二つの^ 法 ある こと 近來 漸く 自覺 せらる 、 に 至 り、 之 を 呼 喚體の 文と か^ 示 句^ 示 文と か稱 

す るな り— 
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二 

、若 竹の節 は 白く も 見 ゆる かな 新 皮 落ちて 程な かるらむ 

箱 崎の 浪路 はるかに 見 ゆる かな 君 が 經 ぬ ベ き 千代の 松 ばら 

前の は 愚 劣. 後 の. は 高 崎 大人の 秀歌に て、 明 治の 歌の 幕の 內 なる ベ く、 拉 べ揭 ぐる も 禮 なき 心ち す 

れど、 「見 ュ ルカ ナ」 と いふ 語 は 似通 ひた り。 而 も兩者 共 に、 r 见 ュ ルナ リ」 と あるべき 格に は ある まじ 

くや。 兼覽 王の 歌の 「見 ュ ル カナ」 と は 異なりと 見 ゆるな り。 

有 明の 月の 光と ま が ふ S 曉 深く 積る 白雪 

有 明の 月の 光と か な 落葉の 上に おける 朝露 

， 〕 れ は、 上 句 共 に 同じき は 珍しき が、 「力 ナ」 は 「若 竹 の」 よ り は 利きた り。 さ れ ど 、「 ナ リ」 と も r マ デ」 と も 

言 ふ ベ し。 

自 露の 霜と なり 行く 宮城 野の 木の 下 蔭の 月 を 見し かな 景明 

有 明の 閬の 寒さに 寢覺 して しづる ， 雪の 音 を 聞く かな 

など は糙に 動か ざ る 「力 ナ」 な り。 凡 今 人の 歌 も. 五 句 の 「力 ナ」 は 大抵 聞え たれ ど、 ニー 句 切の 危き が 多 

し U 初 心の 人 妄 に 學 び 給 ,\ ベ か ら す。 桂 園 派の 人. 殊 に 慎 む ベ し。 

三 歌はコ トヮル ものに あらす と て、 指 定 す ベ きを 只管 提示 的に のみ 詠す る は 柱に 膠す る も 

の な り， 古 今 集 時代に 流 行 せ る 「ベ ラナ リ」 とい ふ 語 は、 「ベ キ 力 ナ」 に 近 き 意 義 な る が， 「カナ」 と 言 は 


ぬ 虚 に 妙 も あ る な り 。「く ら ぶ の 山 も 越 え ぬ ベ ら な り」 「はて はもの S  くな りぬ ベ らな り」 な ど  一， I 就 

きて 試み^る ベ し 古 八 r 集の 歌の 結末 を 調べ 兑る に、 ーテ」 を 一 として 「ッ こ は 三、 「力 ナ」 は 六、 「ナ リ」 は 

八、 「ケ リ」 は 三十 位の 比例と な る。 徒 に 古人 口 癖を模 すべ しとに は あらね ど、 意 穀を 損する までに 

-ン ラ ベ むと する も. £|心 ならす とせす。 

さ て 「ナ リ」 は、 r ケ リ」 に も r ッ 、」 にも 通 ふ 如く 見 ゆる 二と あれ ど も、 語 は飽く ま で 混 す ベ からす， 

深. e に は 松の 雪 だに 消えな くに 都 は 野べ の 若菜つ み 5^ 古今 

み 吉 野の 山の 白雪 積る らし 故里 奪くな り まさるな り 古今 

曉の 月の 影 かと 窺へ ば 窓 に は 雪の ふり 積る > 

此 等 「ケ リ」 も 「ナ リ」 も糙に 落ち着きた り 。「若菜 ツム ナ リ.」 「ッ £ ッ 、 」 「ナ リマ サリケ リ」 「 ナリ マサ リ 

ッ 、 」 「フリ 積 リツ 、 」 など  一一 一一 a はれざる に は あらね ど、 言 變 れば事 土  6 た變り 行く を e 心 は ざ る ベ か ら 

一い 0 

す 

附 けて 言 ふ。 感嘆の テ ニヲハ は 「力 ナ」 の 外 に、 「ャ」 「力」 あ り 、「さ れ ば わな」 「人 の 知 ら ぬ よ」 「我 は 思 ふ 

よ」 な ど の r ョ」 あ り 、「契 り き w,」r 唉 きに けらし ^」「 我 は戀 ひん お」 な どの 「ナ」 あ り、 古 く は 「ネ」 r ェ」 な 

ども ある こ と、 初 心の 人 は 注意し 給へ かし。 

(叨治 四十 四 年 二月 十五 口 發行) 
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助動詞 「ら む」 の 意義  S 

一 想像 辭の 類別 一一 「ら む」 に 常る 今の 言葉 三 口語 譯は 出來ぬ 

四 疑問 

「 らむ」 に ついて 叉  七 S 

「ごとし」 の 論  V 八 八 

一 「ごとし」 は 助動詞と おむべき か 二 助動詞の 二種 三 半體半 用の 語 

四 「ごとし」 の 意義 及 語源 五 結論 

日本語の 動作と 狀態. ■  ：:  I 

序 一 あり 二 す 三 ず 四 つ、 ぬ、 き、 けり、 めリ、 べし 

五 主格と 賓格 助辭 「の」 六 能 性 動詞の 目的 七 狀態 的の 敘述 詰の 

客語 

國 語に 特有な 文の 三體  S ハ 

第 一 崇敬 體  ：  さハ 


一 一個の まゝの 敬語 二 助動詞 一一 一 助辭 四 接頭語 五 接尾 詰 


助動詞 「ら む」 の 意義 


「ら む」 は 想 像 (推 莆) の 肋勒詞 だとい ふこと は 誰し も 知って 居る が、 想 像に は 色々 の 言 力 力 あるの で 

隨 つ H ら； ：」 の 意義 を 心得 かねて 誤る 人が、 S 應の學 者に も ある 樣に思 はれ 乙， で、 此 リ. ^0 を說く 

に は. ま づ 想像の 助動詞の 槪 略の 類別 をして 置かねば な ら ぬ、) 

I  * 想像 辭の 類別 


2 


3 


、む 不定 時と 未來 とに 通す る。 

、ベ し 不定 時と 未 來に通 じ， 適 常. 可 能 .義 務 等 S 意 味 を 含 む。 

、ま し 過 4. 未 に 通す る が、 多 く假定 の 意 味 を や n む〕 

4、 まじ 「べし」 の 打消、 「ざるべし」 「ベ からす」 に 通す る- 

S 、け む 過去の 想像 (無 かった 亊は 假定せ ぬ) 

6、 めり 現在 、「なり」 を 和 ゆ て い ふ。 

？ 、らし 現在の ^ を、 或 る根據 によりて 想像す ろ， 伹 「けらし」 と 過去 辭 にも 結合 す る „ 

00、 らむ 現在の 動作ば かり 想像し て、 未 來 にも 過去に も 係らぬ， 
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かやう に 八 種 ある 中 、「け む」 「まじ」 を 「む」 「ベ し」 に 附屬さ せ れば、 六 種と な る。 そ の 「む」 「ベ し」 「まし」 は 未 

來に係 る 點で、 一 種に な り、 「めり，」 r ら し」 「ら む，」 は 未來」 係らぬ 點 で、 叉 一 類になる. けれども 此の 六 

種に は 其々 の 意 味が あって 前の 二 類に 分けた 丈で は、 と て も 分ら ぬ。 そ れに 今の 語 で は、 想 像辭は 

ゥ. ラ シ ィの 外に 比況の ャ ウダ や ト見 ヱルな どが 手傳 をして 居る 位 で、 簡 單 になって 居る か ら、 此 

等の 古語 は 誠に 心得に く い。 例 へば 今 は 想像と いふと、 ダ^ウ 一 點 張で 通る 樣な もの ， 、ダ ラ ゥ は 

文語の ナラ ムに こそ 當れ、 ムゃ マ シゃラ ム などに はとても はまり 切らぬ。 

一一 「ら む」 に 當 る 今の 言葉 

古今 集の 春 上 第二に 「袖 ひぢて むすびし 水の 氷れる を 春 立つ 今日の 風 やと くら む」 と あるの を， 遠 

o  o  o  o  o  o  o 

镜 に 「祉ヲ 儒シテ ス クウ タ水 ノ氷ッ テア ルノヲ 春 ノ來タ 今日 ノ風ガ 吹ィテ 解スデ アラウ 力」 と攀 

し、 同 第 六 の 「春. N てば 花と や 見ら む 云 々」 をば 「春 二 成ッタ レバ 花， チヤ ト 思 ウテ ャラ 云 々」 と釋 し て 

あ る是 でも 大體の 事柄の 意味 は 分る だら う が、 言 薬 の 意味 は釋 けて 居らぬ が う. いって は 「とく な 

ら む」 「花 と 見て にゃあら む」 と いふ 語に 當る 丈の こ とし かし 是は宣 長 先生の 惡 いので はな い、 譯 

し樣 がない の だか ら、 遠 鏡の 端 書に 色々 と辨 じて 置かれ た。 そ れ は、 

の譯 くさ ぐ あ りつ (中略) 「い つの 人 まに うつろ ひ ぬら む」 な ど は イツ ノヒ マユ 散 ッテシ マ ウタ 

コトャ ラと譯 す。 ャ ラ ら^ 3 に 當 れ り。 「人に 知 られぬ 花や さくら む」 など は 人 二 知 ラサ ヌ花 ガ唤ィ 


タカシ ラスと 譯すカ シラヌ やと ら む とに 常れ り 又 上に や な ど い ふ 疑^なくて ら ^ と 4." 

るに は ドウ ィフ コトデ とい ふ詞を 添へ てうつ す も 多し 又 「相 坂 の 木綿 付 鳥 も 我が 如く 人 

し き 音 の み 鳴 くら む」 など は、 人 が 戀 シィャ ラ 聲 ヲ ァ ゲ テ 只 管 嗚 ク と 譯 す。 是 はと ぢめ のら 

疑 を 上へ 移して やと 合せて ャラ とい ふな り。 ャ ラは卽 やらむ とい ふこと な りつ 又 「玉 か づ ら 

絕ゅ とや 吹く 風の 音に も 人の きこえ ざるら む」 などの 類 も 

と譯し て、 下 の 句 をば 一 ，问 に オト ヅ レ モ セ ヌと 落しつ けて 

上に 在りて 下に は あら ざれば なり。 

遠 鏡の 解釋 として は、 ま づ これ 位で 濟む でも あらう が、 如 可 に 

0 

ヱ」 など レふ說 もよ ろしくない 嶷と 想像と は 別物で あ るぶ し 

が あるに もせ よ、 言 葉の 擧 問の 上で は 明に 區別を 立てね V6 な 

は 只の 叙述 文で， か 乙 か 分らぬ こと は 疑 ひ、 甲 だ ら う、 こ だ ら 

恕 像す るので あ る^ E  士谷成 章 は 「あゆ ひ抄」 に は 

里 「デ ァ ラ ゥ」 とい ふ。 其 の 心い づ れ も、 紀 えたる 物と 隱れ たる 

を 見て 心 を 知る と、 木 を a て 花 を 思 ふ と、 草 を 見て 稀 を 疑 ふ 

心 をも受 くる あゆ ひな り、 人 を も 心 を も顯 して よめる も あ 

ひ  >  きの 歌 も 之に 同じ。 


,12^ じく 上へ 

と ぢ む "此 等 

も 茫漠と し 

俗の 語に は 

ら ぬ， 疑 つ た 

う と 思 ふの 


移して や と 合 せ て 

はらむ と 疑へ る こ 

て ゐ る。 そ れ に 「らむ 

同 じ に 言 つ て 分 る 

らば^ 問 文、 想 像 し 

み で、 斷定さ れぬこ 


びた 

や 1か 

^の 


今 ば 


ャ ラ 

と ま 

と 疑 

場合 

-  一 ？ 

と ま 


理とを 合せて よめ り〕 細 にい は  >  、人 

との 三 あ りさ てらむ は 人 を も 受け 

り、 片 つ 方 を 省きて よめる も あ り、 dT 
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萩が 花 散 るら む (チ ル デ ァ ラ ゥ) 小 野の 露霜に ぬれて を 行かむ さ 夜 はふく とも 

「 ソ 匕 

(中 各) 「な るら む」 と つきた る は 正しく 當 てんに は 里 言 ゆき 合 ひ 難き 故に 假に 装 (卽 動 詞) を 受けた 

る ば 「ノデ ァ ラ ゥ」、 名 を受 けたる を 「チヤ モ ノデァ ラ ゥ」 と當 て た り" 

な ど 言 つて ある が、 如 何にも 粗末 で、 本 書中の 他の 部分より 劣って 居 る。 そ の 上 「たらむ」 な どい ふの 

まで 此の ^ の 仲間に 人れ て 居る。 

一二  口語 譯は 出来ぬ 

かや ラに 古人の 說は あるが、 いづれ も不完 全. 結 局 口語に 譯す こと は出來 ぬの だと 思 ふ" そ こで 自 

分 は 唯 觯釋丈 を 付けて 置く 一 

第  一 ^,5 は 現 在 (現 存 す る) の 動 作 を 恕 像す る。 

噫 良ら は 今 は 罷らむ 子 泣 くらむ その 彼の 母 も 吾 を 待 つらむ ぞ 

罷らむ のが は 未来の 動作の 想像で あ る。 「今 は」 と いふ 副詞 は事實 上で 

語の 上で は 過去に も 未來 にも 言 ふ」 マ 力 ル 動詞が まだ 行 はれない 點 

あ る。 是 を マカル デ アラウと 言 つ て は、 マカル. を 名詞に して 其の 事實 

の 想像と なる から 意 味が 通らぬ 

巧 く  I ら は 憶 良が 現在 家に 居って 子が 泣く 動作 中に あるの を 想像 


は 現在の 事 をい ふの だ が， 言 

から 糙にマ 力 ラウと 未來で 

をデァ ルと 指定す る 不定 時 

す る 語、 强 ひて 云へ ば 「泣ィ テ 


ル ダ ラ ゥ」 と完 了 現 在 (お 在 態) の 想像に 近い 之 を 「泣 かむ」 ナカ ゥ として は 固より 通ら す、 义 「泣 くなら 

む」 ナク ダ ラ ゥ として は- ナ クが 名詞 卽事實 となりて 動作 その ま ゝ を 想像す る 語氣が 現 れ ぬ。 

^！つ ら む も同樣 「待 た む」 「待 つなら む」 は未來 又は 不定 時の 「待 タウ 」 、事 を 指 定す る 想像の 「待ッ ダラウ」 

「待ッ 事 ダラウ」 となりて 待ッ 動作 その ま、 を 想像す る ことになら ぬ。 グラウ は 名詞 を 指定す るダ 

S 想像 S. 文 語 の 「ならむ」 だ とい ふこと を 忘れて はな らぬ T なり」 は诀 して 動詞 を 指定す る もので な 

い。 此 の 「待 つ らむ」 を强 ひて いへば 矢 張 「待ッ テル ダ ラ ゥ」 に 近 い が、 も し 「待 ッ テ ョ ゥ」 と す る と. 自 「し の 

诀意 を い ふ 語 か 又は 未來 完了の 想像 に 誤られる 恐が あ る。 伹 し ダラウで は語氣 のう つらぬ こと 

は 前 同 樣" 

0  0  0 

色 も 香 も 同じ 昔に 晚 くめれ ど 年 ふ る 人ぞ改 りけ る 

故鄕に 今宵ば かりの 命と も 知らで や 人の 我 を 待 つらむ 

あごの 沛 に船乘 すらむ をと めら が 玉 裳の 据に 潮み つらむ か (萬 一、 人 麿が 京に 留 りて^ 勢 行幸 

を 思 ひて 詠め る) 

すらむ みつら むは す— み I づ の 動作の 現在に ある を 思 ひ 遣って 想像した の 、「唉 くらめ」 は 動作 は 

現實 にある が、 其 の 修飾 語 「色 も 香 も 同じ 昔に」 と い ふのに かけて 想像 し 「待 つ ら む」 も 待ッテ ル こと 

は 現在の 動作 だが、 それ を 「云 々とも 知らで」 にかけ て 想像し たので あ ^是は 他の 想像 辭 にも： # 山 例 

の ある こと だから 略して、，. 玉の緒」 に 「か なの 意 に 通 ふら む」 とし て 十五 首ば かり を 0 けて ゐ る. そ の 
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七 八 〇 

久方の 光の どけき 春の 日に 靜 心なく 花の 散 るら む 

は 「あゆ ひ 抄」 を始 め、 通例 「ナ ド」 m: トテ」 とい ふ 語 を 添へ て解釋 して 居 る， 自分 の 考 で は， 花 ノ 散ルノ ハ 

靜 心ナク ナ ラ ム (語 氣ハ ウッラ ナイ が) と いふ 樣に 言 つた もの で、 ナ ド など を 入れて は 歌の 意が 大 

變 まづ くなる 樣に 思 ふ。 殊 に 五十嵐 力 氏の 文章 講話 に、 「此 の 歌 は精硗 を缺 いて る」 と やうに 言 つ て 

あるの など は最 感服し かね る" 但 し いづれ にしても y む が 現在 動作の 想像で あると いふ こと は 

明 で、 誰 れ もさう 思って 居る らしく ほんやり と解釋 して ゐる。 

第 一 一 は. 現 在 完了に は 保る が、 過 去に は 係らぬ。 

完了 を 小過 去と か 半過去な ど 言 つて 居る 人に は 分 ら な い が、 つ ら むぬ らが は 完 了 想像， つ， Yd:s 

は 未來完 了、， 51  む は 過去 想像 と、 ち やん と 區別を 立てね ば.。 と て も 日本の 文章 は 解され ぬ。 

人 は 皆 しづ まりぬ ^(徒 然 草 、時 賴 が 宣時を 呼ん だ 處) 

咋 日まで さばかり 有り もの を 夜の 程に 消え ぬらむ こと ， 言 ひくん すれ ば (枕， 雪 山の 段) 

誰が 王 章 を かけて 來 つ ら む (古 今) 

しづ まり ぬらむ はシヅ マ ッタ ラウと 譯 してよ い。 も -フ寢 てし まったら うと 完了した こと を^ 像 

しヒ ので あ る j も し 之れ をヌ ベ シと でもしょう ものなら シヅ マ リ相 ナ： ン ヅ マ ル ダラウと やうに 

未來 完了と な る) 

ぎえぬ 门， れ ま、 今 は 消 ヱ テシ マ ッタ事 は事實 である が、 昨 日まで は惜 にあれ 程 も 有った もの を、 一 


夜の 中 二  ヱ タラ ゥ化 S 事よ とい ふの で. ら む は 「夜の 程に， ー强 く か ， る 。け むはし を 婉 曲に 想像し 

た 丈、 之 をッ ラ ム としたら 咋日の 過去に はならぬ 

来 つらむ は， 來 つ る こと は 事實だ が 「誰 ノ玉 章 ヲカケ テ」 と 想像した の で、 皆 現在の 想像で あ る ご 

らむを 過去に 誤る こと は、 ま づ 少 い が、 誰 れ やらが 

誰が 方に 靡き はてて か 富士の 根の 煙の 末の^え すな るら む 

を敏格 だと 言 つた その 理. m は、 ハテ、 の 〖 (完 了) は 過去 だのに ナ ルラ ム といって は呼應 せぬ 故 

に ナリケ ムと 直す がよ いとい ふ說を 出した 二と かあつた と 記憶す る が、 是 れは以 つての 外 で、：^ 

ェ スナル 動作 はハテ 、 カラで なければ 起らぬ から パテ 、と 言 はねば なら す、 义 ナル ラムと 免 在 

を 想像せ ねばなら ぬ。 少 し 似た やう な 話 だ が 「玉 霰」 にあ る。 

〔春 ゃ來 ぬらむ〕 必 「卷は 來 にけ り」 「秋 は來に け り」 と あ るべ き 耿を初 舉の蕺 など 詞の K なる を 好 む 

と て は. 「春 ゃ來 ぬら む」 「秋 ゃ來 ぬら む」 とよ むこと 多 しパて も I け  1.^ と とのけ ぢめを も 知らぬ 程 

の 人 はせん 方な けれ ど、 是 ばかりの 事 はよ く辨へ つべき 程の 人 も、 折 々此の 事 ある は 如： I： に ぞゃ ， 

立 田 川 紅葉み だれて 流る めり 渡らば 錦 中 や 絕 え な む 

をタ ュ ラムと かタ ェ ヌラ ム として は. 聞 え な い 譯 で、 隨 つて 近代の. h< なり 歌な りに 未來に 川る た 

い— び は 皆 誤と する より 外 は 辯 護の 法 もない ので ある 

さりと もと かき やる 沛の 藻鹽草 誰が 下り立ちて か づ き 上 ぐら む (お 介 右 府) 
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行け ど 行 けど 行け ど 松原 小 松原 か 

御 惠の露 あた ゝ けし 來む春 は いか 

置 り 知られぬ 樂 しさ を容れ なば 渡 

む 薪 曲 沛 島) 

かう いふ 例 は、 い くら 有っても 正しい 

四 疑問 


七 八 二 

く て .m 路 に 今 日 は 暮 る ら む (佐 々木弘 綱) 

にの どけく 花や 唉 くらむ 

つ. K 海 も 溢れて 空 を や 涵 す らむ あふれて や 空 を ひたす ら 

ことに はなるまい。 


ま、 

の 餅 膜 もて 來 るに は 物な どや とら すらむ 知りた る 人 もが 


と は 言 ふ もの  >  、此處 に 問題と いふの 

か へ りごと はいか ゾ すべ から む、 f j 

な (枕 草子 春曙抄 七卷) 

「春 は 來 にけ り」 は 俗 語に 「春 ガ 來タヮ 

意 なり 然る に 「春 ガ 來 タ ワイ」 と い 

ふ ベ し。 

何 をして 身の 徒らに 老い ぬらむ 年の 思 はむ こと ぞ やさし き (古 今) 

此の 歌を朗 詠 に は r 老ィ 二 ケ ム、 ：：•• コ トモ ャサシ シ 」 と して あるの は 惡ぃ又 萬槳集 一 卷の 川島皇 

子の 


ワイ」 とい ふ 程の 意 T 春 や 來 ぬ らむ」 は 「春 ガ來 タカシ ラ ヌ」 とい ふ 

ふ ベ き 所 を 「春ガ 來 タカ シ ラヌ」 とい ひて 聞 ゆべ し や は、 よ く 思 


白浪の 谘松 

に 二 木 云經爾 

ぬ ら む」 の 方 で 

說ぁ まり 長い 

第三 らお 

「玉 の 緒」 にあ 

であろうから 

(公任が) この 

此の 殿 は 御 

し か (大 鏡) 

此等は 何と 說 

の 及ばない 事 

大方 君子の 敎 


が 枝の 草 幾 代までに か 年の 經去 良 武 


計武」 と 添 へて ある 方 

鮮 釋 を r し な が ら、 爾 

から 略す る j 

は 未來に 係らぬ 


も 面白くない が、 前 の 歌よりに 助けられ る 點がぁ る 「古 教」 に 「經 

計武 にて も 「いづ れ にても あるべ し」 と ある は 詳しくな い. (此の 


る 幾 十 のらむ その外 

云 へ ば、 

女 御 (詮 子) は いっか 后 

形の ありがたく 末の 

明したら 好から うか 

もあって かやうな 例 

を 仰ぐ 次 第 で あ る。 


自分の^た 听で は、 ら む を未來 想像に 川 ゐ た. 例 は 全くな いの 


に 立 ち 

世 もさ 

不定 時 

が澤山 


給 ふらむ と 打 見 人れ ての 給へ 

るべき 人 やお はし ま しがた か 


と^る 說も ある が、 少 し 面白 か 

あ ると すれ ば、 前 說が 破れる か 


りけ る を (大 § 

るら むとまで^ 給へ り 

らぬ所 も ある し， 又 愚 

も 知れない の で. 伏 し て 


(國 學 院 雜誌笫 十二 卷第 三 號、 所 載) 
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「ら む」 に ついて 又 

本誌 第三 號 に 「助 動 詞 ラムの 意義」 と 題 し て 意 見 を 述 ベ た 所、 先月 發 行の 國攀院 ，2: の囘覽 筆記 雜 喻- 

「未 袁毘 支」 に 折 口 信 夫 氏が 色々 意見 を 書 い て、 「ラ ムが 現在 以前の 動作に か ゝ らぬ とい ふま 面白、 

樣 た が、 未 來 にか ゝ つて 居る の も 澤山ぁ る」 と 色 々 の 例 を 出された 自分 は 其の 說を 讀んで 利^も 

得た か ら、 返 答 かた，^ 此に 書いて 前 說を補 はう と 思 ふ。 

第一に 少し 修正した いの は、 前 に は、 「：^ が 不定 時の 動詞に か、 ると いふの は 面白くない 心地が 

する」 と いった 事で あ る。 あ れは 段々 考へ て 見る と、 差 支ない、 不定 時で よろしい ので あ る。 何 故 かと 

いふと、 不定 時 は 時に 關係 なく、 動作 そのもの 丈 を 代表す るの だから， 現在 動作に か、 るのと 同じ 

關 係になる ので あ る、 尤 もラ ムが 現在 想像 を 表 はすが 本體 とい ふこと は 少しも 變ら ぬ。 不 定 き に 

か ， つたの は 木の 少々 全體の 一 割 も あるまい と 思 はれみ た 

次に 一 般の舉 者に 硏究 して 貰 ひたいの は 動詞の 峙 であ る。 時 の 解釋が 違って 居て は 此の 1 もつ 

まり 出來 ぬので ある， 折 口 氏の 現在で ない として 呈出され た 例の 中半 分 は 立派な 現在と 忍 はれ 

る の で、 他 の 人の 爲め にもと 次に 解釋を 試みて 見よう。 

萬 葉 五 たらち しの 母 は 目 見す てお ほゝ しく いづち 向きて か あ-かわかる 「irg 


この ラム は ィヅチ に 强くか 、り、 ワカ ルは 現在の 動 作、 ド ツチへ 向ィ テ別レ ヨウ ダ 、別 レ ル コトデ 

アラウ. ソ 等に 近い 意味で ある。 

躬恒集 今日 暮れて 飛 烏の 川の 川 千^ 今 いくせ を か 鳴き わたる ； 

此の ィ マ を未來 にかけ て^るが よいと いふ 折 口 氏の 考だ が、 そ れは糙 かに 惡ぃ。 しかし さう いふ 

考の人 もあった と：^ えて、 一 本に イク 瀨ヲカ を イク ト セ 力に したの も ある それが どうしても I 

しいと なる 時 は、 此 のヮタ ルは 不定 時に 變る。 一なら むと すら む」 と いふ やうに ある ム トス ラムの 

場合 は^ 不定 時で あ る。 

友刖雄 初 時雨 ふれば 山べ ぞ おも ほ ゆる いづれ の 方 かま づ もみ づ 

時雨 ふれば 紅葉す る定 だに よって、 時雨と 同時に 紅葉す る 現在の 動作 を 何方が 先にと 想像した 

ので ある。 

人 麿 柔膚 すら を劎 太刀 身に そへ 寢 ねば 烏 玉の 夜 床 母 荒 良 無 (初瀨 皇女に 上る 長歌の 一 節) 

前 に r ソ へ ネ ネ バ 」 と 確定に 言 つて ある 所から 推して も t ァ ルラ ム」 はァ レ テヰ ル ダラウ 位の 現在 

想像に 見なければ 此の 語 は 解かれぬ。 一 本 に 「何 禮 奈 無」 と して あるの は惡 い。 

此糸 式部 日記 讀み しふみ などい ひけむ もの 目. に も 止めすな りて 侍りし に、 い よ か/' る こ 

と 聞き 侍りし か ば、 い かに 人 も傳へ 聞きて 憎 むられ と 恥し き に、 云 々 

是もド ン ナ ニ^ン デ ル ダラウ 位の 立派な 現在 想像で あ る。 う つかりす ると 未來 でも 分る， に £5 
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はれよう が、 そ れ では 筆が 死んで し. ま ふ。 

いと V しく 波の 上に や 生 ひま さるら む 

る。 そ の 生 ひま. さつ て罟 る^ をィ 


忠卑集 水 かゆ を 得 Li: ける 松 は 

水 影 を 得に ける 松 は 確定 完了で あ 

像した ので ある。 次に 不定 時の は 

土 佐 日記 親 やま ほ るら むしう 

之 を 未來に マ ボリ ナムと かクヒ ヌ 

コ トデ アラウ、 ク フ ダラウな どに，^ 

古今 十八 世 を 捨て. >  山に 入る 

同 T 九 ね ぎ 言 を さの み 聞き 

前の ナホ 憂 キ トキ は 不定 時 で、 隨 つ 

實は 未來に 起る ベ き 事に し ろ、 語 は 


ヾ. シ クと  一一 一一 n 


つて ラ ムと想 


とめやく ふらむ 

ベ シ と 言 つて 分らう か。 此 等の 時に 

づ 近いので ある。 

人山 にても なほ 憂き 時 は いづち 行 

けむ 社 こそ はて はな ゆきの 森と な 

て 後の 行 くらむ も 不 定. で、 主 として 

未來 になつ て 居らぬ。 この 點は よく 


不定 時 は あるの で、 マ 、ポ ル 


くらむ 

るら め 

ラム はィ グ 

考へ なけれ 

丈なら ば 「ィ ヅ チ 行 ク」 と ラ ムを 取っても 分る が、 ュ クは 矢張不 定。 叉 「ィ ヅチ行 力 ム. 

ヅチ行 カン トス ラ I ム」 として も、 ス ルス ラ d 共に 不定 時で、 未來の 動作 を 表す 語 は ど 

來 な い。 後 のナ ル ラメ も 事 は 未來で 起る ベ き だ が、 さ りと て 之をナ リナ ム としたら 

も 語 は 大變遠 ふで あら う。 此 の點に 注意して 見る と、 ナ ゲヰノ 森トナ ルコト ダラウ 

未來 想像に はならぬ ことが 分 る。 


チ にか、 る C 事 

ば な ら ぬ」 意 味 


r ス ル」 と か 「ィ 

うしても 出て 

意味 は 分って 

ョ 位の 意味で 


躬恒集 秋の 夜の あはれ はこ ， にっき ぬれば 外の 今宵 はっきな かる 

拾 逍卜七 W を、 フ みて 我が かす 糸 は 七夕の 涙の 玉の緒と やなる ^ 

ト u 今 四 秋 萩に うら びれ をれば 足 引の 山 下と よみ 鹿の 鳴く  ^^5- 

此 等の ラム は 皆 不定で * ナカラ ム とか ナカ リヌべ シ とか  一；；； 2 ひ俛 へて もノて れは 想像 は 想 像 だ が ぶ 

來と いふべき もので はな い。 (形 容詞に 時 はない) ナ リナ ムは 未來だ が、 意 味 は 分っても 面白くない- 

此の ナル ラム ナ クラ ムを 脚結杪 流に 譯 して^る と、 r ナ ルコト ダラウ 、ゾ」 「山 下 卜 ョ i テ 鹿 ノ 鳴 ク 

デ アラウ n ト ョ」 など 、 なる ので、 「脚 結杪」 の 解 は 大抵よ ぃ樣 だ。 結 お 不定 時の 勁 作 卽事實 として 

想像す るより 外 に、 ラ ム は 動作の 未來を 表す ことが 出来ぬ。 

なほ 愚說に 誤が ありまし たな ら、 ど なた にも 御 指摘 下さる 樣に 厚く 願 ひ ま す。 

(國 學院雜 誌 第 十二 卷第 六 號、 所 載) 
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「ごとし」 の 論 

. 一 「ご と し」 は 助動詞と 定 む ベ き か 

「ごとし」 は 祝 詞. 宣 命. 記. 紀. 萬 葉の 古より 明治の 今 曰まで 坰ゐ 馴れたる 言 葉 な が ら、 其 の 意義 及 文 

法 上の 位置に つきて は、 昔 より 等閑に せられた り。 今 ま づ 文法 上の 論 よ り 言 は む。 

本 居 翁 及 その 流の 人に は 此の 言 葉 を 論じた る を 知ら す。 富 士  ^ 氏 は 「あ ゆ ひ 抄」 の 十二 身の 終に 

收 めた る、 と も かく も 好き 思 寄な り。 さ れど此 に 謂 は ゆる 「あ ゆ ひ」 と いふ は 八 「の 助 動 詞. て に を は. 接 

尾 語 を 混同した る 名 なれ ば. 今 の 代に は川ゐ がた し。 其 の 後の 語學 害に は 取り立て  >  言 ふべき 者 

な き が、 近 く大槻 氏に 至り て、 助 動 詞. て に を は. 接 尾 語の 別 を 立て、 「ご と し」 を 助動詞の 中に 收 めた 

る は 一段の 進歩と 謂ぶべし。 

爾来 諸擧 者に 襲用せられ、 我 も 亦 久しく 此の 說に從 ひしが、 近來 漸く 其の 當否を 疑 ひ、 咋三 十九 

年 九月 以後 は 改めて 一 個獨 立の 特殊 形容詞と して 之を說 くこと とした り C 今 其 の 理由 を 述 ベ て 

大方の 批判 を 乞 ふ。 

二 助動詞の 二種 


助^詞と いふ 新 名：：：： 


勒. H- ： 

後者と 

あるに 

こに 一 

ある こ 


ソ つ 


其の 

て 動 

了 解 

き て 

ィ 


し 


^あする^: 一  は 

は、 所 屬 ^  S 他此 

E る こ と， 是 お 人 

考を耍 する こと 

となり。 

詞に 附^す 

容 詞の第 四 

詞 等の 用 言 

きこと なる 

論の 上より 

客語 又ハ 補語 


詞. 形 

形容 

はべ 

は 文章 


正 成 は 

I 主 I 

正 成 は 

正 成 は 

正 成 は 


屮 匕 


臣 


に は 二種の 義 あり。 一 は 

助く る 動詞の 意義に て 

の 如く 異なる に、 等し く 

不 言 の 中に 默認 する 所 

あ り。 そ は 凡そ 附^ 辭 は- 


る 


力 

少 


者 は 論 

化に 附 

，一 派の 

し く 一一 吕 

敍 述語 

な り 


動詞 を 助く る 者に て， 否 定. 想 像. 希 望. 完 了. 過 去 等 皆 

しとな り。 而 して 者と 


な し。 後 者の ナ 

馬す る は連體 

るに あら す。 是 

人はナ ？タ リ 

ふが な 力る へ 


指定な りたり と 比況 ご と 

助動詞と 定 むる は、 共 に 獨 

な る ベ し。 此 の 標準^より 

「てに を は」 と 助^詞と を 

リ. タ リ は 名詞. 代名詞 等體 

法の 下 に 體 言 を 省略せ る 

は 口語の ダ. デ アルな どに 

を 以て 獨立詞 と 立てむ と 

からす 


忠臣な り 

客 又ハ補 

忠臣に 

客 又は 補  敍 

忠臣で ある 


あ り 


立詞 にあら す、 而 も活川 

捨 つべ から ざれ ど も. t ) 

問 は す、 必す 一 定 の所屬 

言 に 附^す る に して、 

者に 附^す る にて. 決し 

比して 考 ふれば 誰し も 

する も あるべ し C 比 に 就 
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客 又 ハ^ 

ホ正成 は 忠 臣 だ 


ぺ 

rx 

止 

國語 

同 す 

致す 

助 動 

る ベ 

實 は 

左 に 


正 成 は 

の 例に 

詞と見 

の 性質 

る もの 

る こと 

鮮 すべ 

詞等は 

文詞た 

し。 ナ リ 

Hi: 物な 


忠 臣 だ 

て ィホの 

ながら 此 

こま^ま 

に て、 事實 

も あれ ど 

か ら す。 故 

一 成分た 

る こと 能 

は 又 動詞 

り。 (國擧 

れ る 肋 動詞 「ごとし」 の 所屬は 

よ。 


如 く 說 明 

の 見 を 立 

ぬ ものと 

上 は 相違 

，必 しも 然 

に 余 は 「文 

る こと 能 

はじ。 f タ リ 

第三 變化 


る 人 は ナリ. ダ 

と せ ば、 我 が 國 

る ベ し。 さ り と 

く と も、 言 語 の 

- ) よ あら す 。此 

成分 は詞 或は 

ざる 者と し、 前 

之に 準 す) 是 に 

屬 する こと あ 

岡 澤氏も 論 ぜ 

如 何 に。 或 は 連 


を 獨立詞 と 見 

語の 助動詞 は 

て又ナ リ. ダ を 

上より は 何分 

の 關係 を輕ん 

詞辭相 合せる 

例 に 於 い て は 

於いて ナ リ； 

り、 咏 嘆の ナ リ 

られ たりきと 

體 を 受 け、 或 は 


るなる ベ し。 も し 

西洋 語の 助動詞 

獨立詞 と 見る は 

にも 首肯し 難し， 

じて 事實 意 義 の 

め、 附 

口， ハ ：- 一 へ の 說明 

リ の 體 言 所屬辭 

とい ひて 指定の 

覺 ゆ) - 

領格 を受 くる こ 


ナ 

み 

法 

17 

と 


リ. ダ を附 

如き 者と 

ァ リ. デ ァ 

實 と 言 語 

を て は 

を 取 る。 ナ 

る こと は 

分つ 人 多 


屬辭の 

な りて、 

ルと混 

と は 一 

到 底 舌 H 

に を は 

リ は遂 

定めた 

け れど， 


と 不規刖 千 萬な り。 


年月 は 


お 爪 る/' ごとし 


3  、い 穴 V！ し 含 ごとし 

ハ 花 ir§ ご と し 

二 愚 我が ごとき 者 

ホ 年月 流る  >  が ごとし 

へ 心 空しき が ご と し 

^り は 動 II. 形 容詞 の連體 法に 接 し、 T 一  は 名 詞. 代 名詞の 領 格に 接し， ホ へ は連體 法に ガを 挾ん 

で 接せ り。 か くて 此の 言 藜 は體 言 に附屬 すと いはむ か。 用 言 に附屬 すと いはむ か。 は た 助辭に 附^ 

すと いはむ か。 「てに を は」 の 互に 結合す る 者 は あ り、 叉 助動詞 に 附屬す る 「てにをは」 は あ れ ど も 、「て 

に を ま」 に附 S する 助 勒詞は 首る ベ くも あら す。 體 言 もしくは 用 言 に 附屬す る 助動詞 は あれ ど、 兩 

^に 附屬 する もの は 此の 外に 有る ベ しと は覺ぇ や-名 詞. 代 名詞に 附； する 「てにをは」 は あれ ど、 

「てに を は」 を附 して 格 を 表 したる 名 詞. 代名詞 に附屬 する 助動詞と いふ もの 有る ベ き か。 動詞. 形容 

詞に法 あ り" 法 を 表す 爲 に附屬 する 「て に を は」 バ. ト モ. ド. ド モは 有れ ど、 法 に附屬 する 助動詞 有る ベ 

き か。 國 語の 助動詞 は 動詞の 如く 直 說 (終 止. 連 體. 連 S 命 S 提の三 法の 一 もしくは 二 もしくは 三 

を 有して. 動詞に 附屬 する 時 は 全 體の法 を 此の 助動詞に て 引き 受 くる 事なる に、 速 體 法に 附屬す 

る 助動詞 ある べき か。 (大槻 氏が ズ *ゃ マ シ. ベ シ. ラ ム等を 某々 法に 附屬 する 者の 如く 說 ける は 取ら 

す。 そ は U ハ第 一 變化 第三 變化 等の 形に 附屬 せるな り。 肋 動詞の 附屬 する 動詞 木體の 法は說 くべ か 
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ら す) 余 は 皆 之 を非認 す。 

然 ら ば 「ごとし」 の ^ 法に 於い 

見る。 連體 法の 動 詞. 形 容詞は 連 

る 空しき は 下に 體 言 を 省略 

に 接する 言 葉 は必體 言 なら ざ 

ベ き。 誠 に 「ごとし」 は 體 言 な り。 さ 

ふに あらす や。 然 り 「ごとし」 に は 

解诀 せむ。 

一一 一 半體半 用の 語 

體 言 にして 活用 ある 者 あ り。 ォ ト ナは體 言 な る が、 「大 人 シ」 と シ ク活 をな す 。「事 々 シ 」「 衡 シ 」 「業々 

： こ 等 皆 此の 伢 なり ァ キ ラ カは體 言 な る が、 ァ キラ ケ シ、 ァ キ ラカ ナ リとシ ク 活ナリ 活を戎 す。 「靜 

ナ リ」 「ノ ド ケ シ」 の 類 皆是な り。 「奇 麗」 「結 構」 は體 言 な る が、 ナ リ活 をな す以 上、 皆 體 言 にて 活 ある 

者 なれ ど、 熟 して 形容詞 をな せ ば、 純 然 たる 用 言 の 用法に して 連體 語に 接する 體 言 の 資格 を 失す。 

「衣 ノ シヅケ サ」 と いふ 時 は シヅケ は S: を敍述 せる 用言 卽 形容詞なる が、 シ ヅケサ といへ ば體言 

と な る。 此 の 如き を ^用 後 體の詞 とい ふ。 其 の 例 極めて 多し 。「花 ヲ^  二 行 ク」、 r 義 涇 賴 朝に ノ 
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て 何等か 一 貫の 理法 存 せり やとい ふ に、 す ベ て 連 體詞に 接せる を 

體詞な り。 領 格の 名 詞. 代 名詞 も 連 體詞な り の 例に 於いて る， 

せる 名詞に して ガを添 へ たる 領格 名詞の 連 體詞な り。 連 體詞の 下 

るべ からざる は國 語 最 要の 制約な り。 誰 か 之に 對 して 異 肯 を 挾む 

ては體 言 の 助動詞と いふ 者 あるべき か。 助 動詞 は 活用 ある 者と い 

活用 あ り。 さ ては體 言 にして 活用 ある 者 あるべ き か。 乞 ふ ま づ 之 を 


事」 「深 ク 心配 ハ 無川ナ リ」 の ^哀^ 心配 は 上の 詞に對 して 明に 動詞 卽川 言 なる に， 下の ニノ ハに 

對 して は 又 明に 名 詞、 體 言 な り。 r ヮ レ ヲ 纠 1^! ヒ 顔 ナ リ」 「 大 船 ヲ ，Tr^  ノス、 ミ -こ など 比， 3 然り。 一 詞體 

用 を 兼ぬ る は 有る.. へ きこと な り」 然 れ ども 他 は 皆 前 川後體 なる に、 此 の 「ごとし」 の みは 前體 後川な 

ろ は. 珍 中の 珍と いふべ し。 そ もく 又前體 と：^ たる は 僻目 か。 し ば ら く 「ごとし」 の 意義 を釋 して 之 

を檢 せむ。 

四 「ごとし」 の 意義 及 語源 

「ご と し」 は 今の 口語 九州 邊 にて は 尙 「ゴ ト」 「ゴ トァ ル」 など 川ゐら るれ ど、 一 般に は 「樣 ダ」 と い ふ。 

文語に も 亦 「樣 な り」 と い ふ。 そ の 意義 全く 相 同 じ T 樣」 は サマ にて 字音 ャゥ なる が. 本 源の 名詞た る 

こと は 一一 一一：： ふに 及ば す。 さ れ ど 「花 雪の 樣 な  1^」 「年 月 流る、 樣 なり 」 と 用ゐる 時 は r 樣ナリ 」 を ナリ活 形 

容詞 と^るが 穩當 な り。 何 となれば 此の 時 は 事物の 名 を 表さす して 狀態 形狀を 表せば な り。 m し 

此をも 名詞と 釋 くこと 能 はざる にあら す。 

敍述句 

主 (總 主)  主 修 —叙— 

花 は (その 樣は) 雪の 樣^^ 

ち 

主  主  修  —敍 I 

年月 は (その 樣) 流る、 樣 なり 
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此の 如く 見れ ば r 樣 ナ リ」 の 「樣」 は 「 ソ ノ 樣」 の 「樣」 を 敍述 せる 者に て、 名 詞を 以て 名詞 を敍述 せる 

文と なるな り。 此の 釋法 極めて 正しくして 眞 なり。 され ど 今の 人の 腦裡に は 此の 如く 精 濯なる 觀 

念 あるに あらす して、 只 その 狀態 を 言 はむ として 言 ふなれば、 形容詞と 見る が 最 當 れり。 此の 「樣」 

は 上詞に 接す る 法 全く 「ごとし」 に 同じく、 前體後 用 の 形容詞な り 。さらば 「ごとし」 の ゴ ト は 「樣 なり 一 

の 「檨」 の 如く 根源 は 名詞に ある まじき か。 

(の  一事 を 

雪ム 降る -  望 む 

一が  1 樣に 

. 「 事 を 

風 を 引かぬ 人  せよ 

t 樣に 

^ 事 

か、 る 一 ならば 早くより 勉强 すべ かりき 

( 様 

f 事 

水の 流る、 一 に あり 

i 樣 

此の 諸 例 を 見る に、 コ トとサ マと 意義 甚近 からす や。 只 コトは 事 ^. 動 乍 を 直 指 し、 サ マ よ 其 乃 ^ 

を 婉曲に 間接に 指す にあら す や。 コ トの 明に 有樣を 表す は 左の 副詞の 例に て 知るべし。 

長く 雨 ふらす  slud 喚け り  . 


^TTT ど 雨 ふらぬ  美しい こと 唉 いてる る 

迮く 走る 

速い こと 走る 〔急々 如 走 一 

體 5 副詞 は 此の 「〇o コト」 の 外に も 例 多し。 而 して 此の 「〇〇 コト」 は 皆狀 態 を表 す。 而 して 漢 

語の 「〇〇 如」 の 「如」 が 之と 一 致す る は 極めて 奇 なり。 「突如」 は 一 突ナコ ト」 なり C 「勃 如」 は 「勃 ナコ ト」 な 

り。 此 は 蓋し 偶然に は あら じ。 

「ぎ sr コ ト」 が 如何にして 濁音 「ゴ ト」 と 成れる か。 力 マ S) を ガマと いひ、 ヒ キ (，を ビ ツキと いひ、 力 

へ ル g) をガ へ ルと いふ。 淸 音の 濁音に 變れる は 珍ら しき ことに あらす。 而 して 一 歩 を 進 むれば、^ 

^「ゴ ト」 も 古 は r コ ト」 なりし 者の 如 t。 

お^ 七 殊 放者奧 從酒嘗 云々  . 

同 十三 琴酒考 丹於嘗 

- f  J  -  ノ  >  、  > マ ブキ / ャム トキ モ ナク コフ ラ ク ォ モへパ 

同 十 ^^^乃 止 時 裳哭戀 良久 念 者 

古今 春 下 ことならば 唤 かす や は あらぬ 櫻 花見る 我 さへ に靜 心なし 

同戀五 ことならば 言の 橥さ へ も 消えな、 む 見れば 淚の たぎ まさりけ り 

此 等の 「コ トサ カバ.」 「コ トナ ラバ」 の 「コ トー は 「如」 の 意なる こと 「顯 注密 勘」 の^を 始 として 鹿 持 氏 

り^^ 古義に 殊に 精し， 說 かれたり。 如何にも 然ら では 說き 兼ぬ るな り。 鹿 持 氏は义 允恭 紀 W 「許 
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等ぎ 涅麼 波揶區 波梅涅 孺」 の r コ ト」 も、 源氏 帚 木、 品 定 の が 中に なのめ なる まじき 人の 後見の 

方 云 々」 の 「 コト」 を も 「如」 な りと いへ り。 (詳 しく は 古義 を 見 よ) そ れも さも ある ベ し。 是 に 至りて^ は 

1 曆 「如」 の 「 コ ト 」 が 「事」 の 「コ ト」 と 同 言な る を 主張し、 更 に 「異」 「殊」 r 特」 の 「コ ト」 を も 同 語な りと 言 は 

むと す。 

さあ 割 だ (異 變 ナ リ) 

特に (事 一一、 事ト シ テ) 然 リ 

〔態 と (故 意 一一、 業ト、 專業ト シ テ) 言 は す〕 

獨立詞 は 附屬辭 と 異な り (事 ナ リ、 事 ナキニ 非 ズ) 

極端 は 相 近し。 同 一 根より 反 對の語 を 生す る 例 は 極めて 多し。 此の 三 例 を 見ば、 我が 言の 妄な ら 

ざる を 知る ベ し。 

. 前節に 於い て 「ご と し」 の 「事 し」 に し て r 樣 な り」 と 同篛な るを悉 せり。 而し て r 樣 な り」 を 形容詞と 

すれば t ごとし」 も 形容詞なる ベ し。 大槻 氏の 「別記」 に、 

「何 の ご と し」 「何 が ご と く」 ナ ドノ 用例 ニ據 レバ 獨立ノ 形容詞 ナ ルガ 如シ。 然 レドモ 一文 ノ胃 

頭 二 用 ヰ ラレ ザレ バ (語 首 ノ音モ 濁 音 ナ リ) 尙 助動詞 ナルべ シ。 


と 寄 かれた る は、 學 に 忠 實 なる もの な る が、 氽 は 之 をナリ 

す。 よ し 文の 胃 頭に 川 ゐられ すと する も. そ は 此の 言 葉 の 

を 思 ふ ベ し。 (漢 字 に 「君 子 哉 若人」 と ある も 同 例な り). 一 一 に 

は 其の 所 屬の點 に 於いて 甚 しく 助動詞 0- 性質 を 損する 

タ リに 比して 文章論 上より 見む か， 

主  修又ハ 補  敍 

年月 は 流る、 ごと し (樣 な り) 

敍  • 


主  修又ハ 補 

^雪の 


と獨立 詞に釋 する 

此の 外に も 多し 

十分に 認知 すれ ど 

雨ガ 降ル g,^ 

人ガ 來 ルー 

來デハ ナ ラ 


ご と し (樣 な り) 

が 至 常なる を覺 ゆ。 形容詞に は 特殊な 

とすれ ば、 文 法 上 取扱の 便宜 も 亦 失 ふ 

も、 助 動詞 風な りと いはむ より は 寧 接 


- タリに 

本來の 

於いて 


比 し て， そ 

性質に あ 

<™ じ， こ ら 

1 IIP  17  / 


を 以 て、 そ の 外 


る 者 多 

所 あら 

o  o  0 

尾 語 風 


く、 寺 S  ！  ！ 

す。 其 の 稍 

なりと ^11ーロ 


等の 柳^ 樹！！ も 名 


ヌ 譯ナリ 

詞 より 出で て 形容詞 的 接尾語 的に 用 ゐらる  >  者に て 


れと 同列に 置く を 欲せ 

らす。 「コ トナ ラバ」 の 列 

が 如 く、 助 動詞と する 時 

排出せ むと 欲す。 且 ナリ. 


説明せ ざるべ からざる 

附屬的 意義 あ る は 余 も 

ふ が 妥^な る を 忍 ふ。 


相 類せ り。 
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ム パ' ムズ 


ムズメ 


カリ 活の第 四. 五. 六 變化は m 例な 力る ベ し 

余 ゲ ^^思 はす 長 談義 となれ り。 之 を 煎 じ 詰む ォ ば 

「ご と し」 は 接尾語 的に W うる 特殊 形容詞な り 

と； ふり。 (國學 院雜誌 第 十三 卷第 一 號、 所載) 


「ごとし」 の诗殊 なる 點は 又活 m にあり。 今 初學に 之を圆 矛す 


第 


變 化 


〇 


第二 變化 

Ty1 と 

、、ゝ 

ごとく  二 


第一 二， 化 一 第 四 蠻 化 

ご とし 一 ごとき 


第五 化 

〇 


第 パ變化 

〇 


ごとくな り 


ごと かり 


ごとくな り 


ご とかり 


ごとくなる 


〇 


ごとくな わ ト 


〇 


〕 とくな れ 


〇 


ごとくなら 


ご と 力ら 

ご と け 


日本語 の 動作と 状態 • 

序 1 あ り 1 す 8 ず D つ、 ぬ、 き、 け り、 め リ、 ベ し I 主格と^ 格、 助辭 「の」 8 能 性 動詞 の H 的 J 

狀您 的の 敍述 語の 客 0 

「動作と 狀 態」 と い ふ と， 動 詞と 形容詞の 論に 思 はれる かも 知らん が、 問 题は なかく 太き くて 廣 

い。 外 國の 文で は是が どんな 關係 になつ て 居る か、 詳 しい こと は 自分に は 分らん が、 □ 木の 語は特 

別に 此の 事が 大切で あ る。 是 から 論す るの はた V 八 ケ條の 事で ある か、 此 の 方面から 十分 研究し 

たらば 尙 面白い 事 實が舉 つて 來る かも 知れ ん。 自分が 此の 事に 氣が ついて か ら、 ー 年ば か り、 之 を 

解剖 刀と して 日本語 をた めして 居る が、 隨 分 切れ味が 善い 樣に思 はれ る。 で、 一 般に使 川したなら 

ば と。 

一 あ り 

作 川 言 と形狀 言 の 論 は 維新 前から 相應 にあった ことで 、「が り を 作用 言 とする の は 恧 い。 む しろ 形 
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狀 一言 に 入れ ろ」 と いふ 說は 道理の ある ことで ある けれども 詞の 分類 は單に 性質 一 方で される も 

ので はな い。 形 態の 關係も 見て 便利に 取扱 はねば ならん もの だか ら、 存 在 を 表す この を 動詞 

に 入れて 置いた と て、 あ ながち 不合理と もい はれない。 一 體 ^ は 動作 的の 意 も あ り、 狀 態 的 の 意 

も ある。 

あの 人 は 金が ある 

鴨に は 水搔が ある 

など は 無 論 狀態 的の 書 方で ある が、 し かし 其の 中に 動作 的の 意 もないで はな い。 「金 を も つ」 「蹼 を 

もつ」 と いふ やうに 動作 的に もい はれ る。 そ れは 丁度 漢字の 有 を ありと ももつ とも 訓 する 樣な譯 

で あ る。 此 の ^ と 同類の 良 行 變 格の 居り 侍り 異な 屮 など も餘程 早くから 四 段活に 誤られて を 

るの は 皆 動作 的の 意に 近く 人が 解釋 する か ら、 自 然 にさうな つた もの かと 思 はれ る， 良 行 變 格 に 

再轉 して 全 現在 を 現す の は 四 段活と 佐行變 格と に. 限って をる の に， 普 通の 人 は 居れり， S 

^ 異なれり などと もい ひ 相に 思 ふ。 そ れは多 少 道理の ある 事と 自分 は 思 ふ。 現 に、 僧 正遍& 口の 

名に めで ， をれ るば かり ぞ女郞 花 我お ちに きと 人に 語るな 

の をれ る は 「折 れ る では 無くて 居れる だ」 と いふ 學者も ある 位で あ る。 狀 態 的の 方 はいふまで もな 

い。 形容詞と 結合して よかり よから す よ か—， S  . などい ふの は 皆 此の 爲で、 叉 久活. 之久沽 

の 第五 變 化の も の 結 合、 卽 S の變 形に 相違 あるまい と 忍 はれ る。 


佐行變 格の す は 他 性の 動詞で^ 動作 的の 語で あるのに、 不思議に その 意味が 消えて しまつ 

て狀態 的に 川 ゐられ る ことが 多 い。 

さすれば B= さあれば 

而 し て ！ h 而 1^ て 

さ- フす ると = さ、 5 あると 

忙しく あり 風 も 引 いて 居りす る から 行かん  をり だから 

むけに 弱る やうに q 給 ふ- I 弱る やうな りの 敬 語 

咬々 として == 咬々 と ありて 

助辭の y は 本來は 動詞 だが、 ありて を强 める 爲に川 るら れて、 そしてお の^ 味が^ え 

て 助 辭の樣 になった ので ある。 

山ー咼 くして 1 ー咼く ありて 

我が身 ひとつ は 元の 身に して j 身 に ,3 て 

土 佐の 國に U て 死にたり -I 國 に て 

や は 又 の樣に リ|^ とい ふ 意 になる ことがあ る。 そ して 第二 變 化に て を 添へ て 
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矢 張 助辭の やうに。 

手して 書く  =1, 手 を て 

人して 云 ひ 遣る I 尺^も ちて 

「一 人して 行く」 「三人して 動か す」 な どの は 15, 门 の 動作 を 前に 言 つ た も の だ ら う。 

^ と は 解かれな い。 使 性の 動詞に か、 る 名詞に つく 助辭 をして は もちて， の 意味で 

リ が强 いから お と 受けた もので あらう。 

人 を〕 て 之 を 殺さし む == 人 を て 

^ の 動作 的の 意味が 失せて 只 語を强 める 爲に使 はれる ことがある 

夢と 知りせば さめ ざら まし を 

此 の に 過去の 意味が ある やうに 說く人 も ある けれど も、 自 分 は 取らな い。 口 語の 「知 り は 

せん」 「し はせ ん」 な どと 同じ に、 居 體 言 の 下 を 佐變で 受けた ものである。 

余 を 頑な りと や 誹らむ すらむ 

彼 は 敵 にても あらむ すらむ 

. j れ は 「風 吹かむ と ，」 「遂 に 雪と も 降らむ と^ら む」 な ど始 は實辭 だった のが、 つまり 其の 意味が 

消えて 强 めの 語に なった ので ある。 

す とい ふ 他 性 動作 的な の を あ！  W  ^5 など 自性狀 態 的に 言 ふ ことがある。 


助動詞の 動詞 的 力 形容詞 的 か を 詮議す る こと は 普通の 文法 

とに は 矢 張 一 應は調 ベ て 1 なければ なら ん， 其 の 中で 曖昧な 

變 化の 模樣 は 動詞 的 だが、 第三 變 化よりも 第四變 化より 

C 


. 、パ、 テ 

す シ テ— す 

I ケ d 


ぬ 


ね 


さら 4 ざり 


ケ 


さ り 


ざ る ？ や、；^ ざ 


も 想像の 助動詞に 續 かない。 して とい ふ 助辭は 前に 言 つ 

副詞 法 を 承け るので 動詞から は續 かない 法 だのに、 お は 

いふに、 古文に は 「若 かすけ り」 など 第二 變 化から 5.^ を 承 


の 


ナ 


は 入らん こと-たが、 

はこの お であ 


樣に 動詞の もの だ 


してに 續 く。 そ ん な 

て をる 所 は 動詞 的 


詳しくす る こ 

る。 すぬ ねの 


か ら、 形 容詞の 

ら狀態 的 か と 

で あ る。 か， そ れ 


は 特別の 例で あつ て， な H と 打消す 語 だから 矢 張狀態 的の 語 で、 形 容詞 の樣に 副詞 法と なって S 


出铒 あり 出御なる 3= 出御 せらる 

下向 あり 下向なる ==-8 下向 せらる 

これ は 敬語で ある がば 然 に さ う あ る、 さ うなる 樣に狀 態 的に 言 つた もの で， さ ら る， の 被 生 ^ 

能 性 こなり 又 敬 性と なる の も、 すより は 遙に狀 ^旳 なので ある。 
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で 3.P など 承 け， 又 は 副詞句 を 造る ものと 觯釋 する が至當 だら う 

四 つ、 ぬ、 き、 けり、 めり、 ベ し 

^'^.^ ま 動 乍 的で、， 5.^^ Yl^ は狀態 的で ある ピれは 日本の 文語で 一 番むづ かこい 助動詞-た 

か ら、 少 し 丁寧に 說 明して 見よ えま づ 

？ 'と ゆ は $ が 少し 違 ひ はせん かとい ふ 疑 も あつ て、 多 少 はさ 3 かと も 思 はれる が， 矢 張 時 は 同じ 

である。 之 を簡 單に說 くと、 動作 的と 狀態 的の 一 言で 濟 ませられる。 尙 い へ ば^ は 急に 强く、 ぬ は 緩 

こ j  、。^は 殊更に する 意が あ り、 ぬ は 自然になる 意 が ある。 之 を 自他で 區 別しても 大抵 は 當 る け 

れ ども. 自他 は 動詞の 固有の 性であって 動かない のに、 1^ は 其の 時の いひ 方 次第で 自他 兩 方に 

付く から、 どうしても 其のい ひ 方 かき 方に ついて 動作 的狀態 的と 區別 せねば ならぬ。 

日 高く さし 昇り ぬ (傍 カラ 見ル狀 態) 

ナ ましき 山 を 登りつ (ソ ノ方カ ライ フ顴 作) 

土ォ& g 鳴きつ る 方 (動 作ヲ直 二) 

去年 は 立夏の 日より 鳴き 5, (他 カラ 記載 スル狀 態^) 

殿 二お はしまして 泣 音に 臥し 暮し給 ひつ (フシ 暮シ タ人ノ 動作 ノ上 カラつ トイ フ) 

浮き^ 尤み^ 漂 ふ (浮 ク沈ム ヲ 自然 ノ 狀態ト 見テ) 


义 ちつ S つ 待 つ (t ッ. 居 リヲ 動作 的 一一) 

立ちぬ 居ぬ および さしな ど (コ レ ハ狀態 的-一 イツ タノ ミ j 

夜明け ぬ (ァ タリ マへ) 

夜明け 3 程 は 云々 (動作 的) 

「s 'に し をつ けて：^ ると 又よ く 分 るづ ベ し は される 意、 ぬ ベ じ はし 相な 意 (し たい 位 にもなる) 

見 つ ベ し (見 ラ レ ル) 謂 ひ つ ベ し (ィ ハ レ ル、 ィ ッテ ヨロ シ ィ) 

雨降り 5,,"— リ (フ リ サウナ) 殆動き ぬ— ベ d  (動 キ サウナ) 

0 み ^.Yd ば 早よ め (ョ マ レ ルナ ラ) 

てばな ば. PIS ぉな て ま な ましてけ りに けり など 皆 これでよ く說 明され る。 尤 日本語 も 近來は 

此の 全^ 在の， つ：. 5 の 所 を，^' で 表し、 又は 助動詞 を川ゐ ないで、 書く 寄くべし 書かば 書 

など 粗末に いふ 事に なった か ら、 此 の區 別が 大變 むづ かしい。 自分の 寄いた もの 、終に 

「誰某 識し ぬ」 な ど窨 くの も 無理 はない 樣な もの 、、こんな 時には どうして も r 識し つ」 で なければ 

通らん ので あ る。 源 氏の 胡蝶の 卷に詞 と 歌と で ^.5- の 用ゐ 方が ある。 

きの ふ は 音 に 泣きぬ ベ く  、  ^ そ は 「わ が 宿の 梅の ほづ えに 驚の ねに なきつべ き 戀 も す るかな」 

鶯の嗚 いたの は 動作 的に なきつ で あ る。 そ れを 受けて 泣かれる 程の 戀を する こと ぢ や。 さ て その 

樣に咋 日 は 泣き 相であった とい ふので、 こ のぬべく づた きが はっきりと 分 る。 そ れ から 
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き けり 

日本語に は S 単の 敍述 文と 對話 文と あって、 對 話の 方 は 直接に 話す もの、 敍述の 方 は 事柄と して 他 

から 記載す る ものである。 それで 過去の 時な どに も 大きに 關 係が ある U 物語な どの 地の文 は敍述 

でコ i ハは對 話、 直接の 對詔體 では 動作 的に なって^ を 用る、 間接の 敍述體 に は狀態 的と なって き あ 

かの 樣な 意味の^^ を 用ゐ る。 15 も 矢 張 さう で、，^ は對 話に 多く、 ぬは敍 事に 多い 樣な傾 も ある。 

で、 大抵の 歴史な ど は 此の間 接狀態 的の 敍述法 だ が、 古 事 記. 大 鏡な ど は 對話式 で、 き で 持ち切って 

をる 樣 子が あ る，， 源 氏 物語の 始に 

すぐれて 時め き 給 ふ ありけ り 

と あるの は 物語の 地の 正刖だ が、 叉 時には 

始 よりおし なべ てのう へ 宫 仕し 給 ふべき 際に は あら ざり き 

とやう に、.^ の 文 を對話 式に 代へ て をる こと も ある ピれは 前後の 語勢から 起った 變則 である。 そ 

n で ^：:^ の 方に ま， 續 態の 意味 も あ り、 轉 じて は 全 現在に も ffl るら れ. 感 欵辭 にもなる ことがあ 

る。 そ れは皆 動作 的で ないから で、，^^ しかに は诀 して そんな こと はない 

君が 名 も 我が 名 も 立て じ 難 波なる 見 q ともい ふな あ ひきと もい はじ 

夜.^ ひく よどの 舟人 はからるな 招く は 岸の 尾花な りけ り (景 樹) 

さ を し^ょ 招く 尾花に はからるな ねら ふさつ をの 弓 末 見 ゆな り (頓 阿) 


故 常 陸の 親王の す 

る を ことの 序に か 

地の 過去の けれ、 そ れ に 


の 別な どい ふ 


め 心細くて 殘り居 給 ひた 


此等は 皆對話 的で 始のは 全 現在の.， つと 過去の^と でよ く 整って をる が， 景 樹 のけり は 全く 無 意 

味で 語に ならな い。 是 は 後の 歌 を 下手に 燒き 直し. U ので、 つまり 景樹 など はきけり 

ことに はちつ とも 頓着が 無かった ので あ る。 末 摘 花に 

ゑに まう けて いみ じう かし づき 給 ひし 御む す 

たり 聞え ければ 

對 する 現在の た る、^ S に對 する しとよ く 揃って を る。 次 に めり ベ し. 

など 昔から いって をる が、 自 分の 考で は、 此 の 兩 

なると 久 活に活 き、 動 作 的 存在 的になる とべ が 

いやう に思モ それ で との 接續 を^る 


めり は 見ェ ァリの 約 

のべで それが 狀態 的に 

活 くと 說く 方が 分りよ 


それ は 動作 的の めり 


は 動作 的の つが 續 いてめ りつる ともい ふ が、 狀 


て 

と 

肯丄 


を る。 次 に 

語の 原 は 

となって 

參考 にな 

的 の^が 


ぬると いった 例がない 

威 多に な い。 是で 助動詞 


ことで あ る。 そ の やうに たり もつ は 普通に つ > 

の 動作 的狀態 的と いふ ことか ざっと 分ったら 


が、 た り ぬ 

と 思 ふ。 


ベ らべ みな ど 

^變 にめ りと 

る こと で あ る。 

つ いて 

とい ふこと は 


五 主格と 賓格 助辭 「の」 


^は 中-格に 接 き、 を は 賓格に つ く、 此 の點 から 見る と、 區 別が 如何にも はっきりして 居て 少しも 紛 

れ ない 樣 だ が、 少 し 奥に は ひって 見る と、 案 外 千 萬、 「て に を は」 ば かりで はな かく 解けない。 
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餅 ( 

酒 

酒 

が 1 

化 

は 

食 

欲 

嫌 

ひ 

な 

た 

要 

り 

い す 
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我 は S, あ 好 む  l^s, 好きな り 

gig 嫌になる 藥 

酒 (が) 欲 し (入 る) 

ふぐ は 食 ひたし 惜 し (命 を惜 む) 

友を訪 はば や  國 お除かな む 

此の 十の 例 で、 賓 格な 箸の 語が がと ものと も變 じて 居る が、 そ れ を^-に 更へ る こと は 出來な い。 何 

故 かとい ふ に、 到，^ のつ いた 目的語の 下は必 形容詞 又は 狀態 的の 語で、 おの 下 は 必励作 的の 動詞 

に 限る から で， し て 見る と 同じ 目的語で も狀態 的の 語の 上に ある 時 は 賓格と はい はれな い。 賓 格 

は 動詞の 處置を 受ける 格で あるの に、 形 容詞は 物を處 分す る 力がない か ら、 無 論 叉 主格で はない。 

して 見る と 副 格 (第 三 格 と 極って しま ふ。 卽^ は 主格の 外に 狀態 的の 語の 目的 を 表して 副 格と 

な.， るので ある。 こ、 に 叉 一 の 特例が ある 。「たし」 とい ふ 助動詞の つ いた 動詞 は 結合した 上で、 励 作 的 

にも 狀態 的に も、 首 ふ 人の 心 持 次第で 變る。 

「餅お 食 ひた い」 は 「食 ひ」 を 重く 取り 

「御 話お した い」 は〕 を 直接に 「御 話 を」 に續け 

たもので T 食 ひた い」 「し た い」 を 結びつけて 「餅」 「御 話」 を 承け る と 「が」 に 變 るので あ る〜 〕 れは 日本 

語 に と つ て 特別な 性質 で、 極 大事な ことで あるの に、 是 ま で あ ま り 人の 論 じて 居ない の は、 漢 文 直 


譯體 の文窣 に 此の 樣な 例の 少 いのと、 今 一 は 西洋 語の， 形容詞との 區別 がよく 分らんで をった^ 

だ ら う。 

§1 とい ふ 助辭が 動詞の 目的語に 添 ふ ことがあ るつ 例へば 保 1 曰 間 記に 

諫言 § 川 ゐす  謀叛^ 起し 

禁中の 人々 隨分 朝恩 ゆ 蒙る 程に 

先陣 ゆ 仕る  鳳輦 g さしよ せ 

鎭 西の 者 共 籙經 に相從 ふべき 旨 院宣 § 給 はり 候 は" やと 中 されければ 

三十 餘年 § 經て今 始めて 見 給 ふ 

三 河 物語に 

御 恩 力. 報ぜ ん こと (各鐽 ^合) 

後 之 世に 御 譜代 之 御主 樣カ しらせん 爲に 

0 曲. 狂 言 などに 

同道 § 致 さう  酒 宴.^ 設 け て 

興行師の 口上な どに 

藝當^ 致させます  御機嫌お 伺 ひます 

など ゝぁ る 「の」 は 「か」 と 同 じ で、 轉 じ て は 「な」 と もい はれ る。 か やうな 語 は瑰窟 の 上から^ ると、 一寸 
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を かしい、 間違で あり 相に も 思 はれる が、 しかし 日本語で は 其の 時の 語氣 次第で 言 はれん こと も 

ない の. であ る。 だ か ら、 是 も 一 の 法と して 說明 しなければ ならぬ" 

中古 文に は 又 少し 變っ た 「の」 が あ る。 源 氏 物語に 

夕貌 この 扇， s '尊ぬべき 故 ありて 見 ゆる を 

こ 女  この 君， § きの ふけ ふの ちごと 思 ひし を 

同  大 殿の 太 郎君 ゆ 試み 給 ふべき 故な めり 

若菜  忍びた る 御 ありき のい か > と 思 ひ 憚りて なん 

など ある § は 今の 文で はま づ 「を」 と 書く 所 だ。 尤 第 一 の 「扇 の」 は 「見 ゆ る」 に か、 るの だから、 「を」 で 

は ある ま いと も 謂 はれる が、 矢 張 「尊ぬ」 にも 餘程 密接に な つ て 居る 所 は 「を」 の 格な ので ある。 

菊を植 ゑた る 畑 菊の 植ゑ たる 畑 (菊 の 植 ゑら れ たる 畑) 

これで も 今 文 は 第 一 の 「を」 の 方が 多い けれども、 中古 文な どに は 第二の 「の」 も隨分 多く ある。 平 治 

ゆ ぽ 口 こ 

科な き 母の 命 § 失 はんことの 悲し さ  ， 

など も 皆 此の 例 で、 下 を 狀 態 的 に 言 ひなした 心で ある。 

又 此の 「の」 の 反對に 

あるじお よそなる 振舞 


足 を 空な り 

能お つかん とする 人 

上 & 下にて 惑 ひ あへ り 

などい ふの は 「主 人 を 外にす る」 「足 を 空 に す」 「能 をつ け む」 「上 を 下と し て」 と 續く 其の 動作 的の 語 

を狀態 的に 變じ なが ら、 目 的の 語 をば 元の 儘に 殘 して 置いて 意味 を 持たせる 修辭 法で ある. 此の 

修辭 法から して 自他 混合の 誤謬と 間遠へ られ 易い ことが 注々 あ る。 修 辭上 自然に 有る ベ き 法 だ 

から、 文法で も 誤謬と はされ ない • 

日本 歌 は 人の 心 を 種と してよ ろづの 言 の 葉と、 ぞ なれり ける  • 

これ を問逮 だと いふ 人 も ある けれど も、 そ れ では 面白い 日本 文 は 出来まい かと 思 はれ る。 自 分 は 

「人の 心 を 種 ijlp」 と いふ 場合 を も 認める から。 

六 能 性 動詞 の 目的.  \  ,  ： 

能 性 (可能. 勢 相) の 動詞の 目的語に は ^,^,^^^,^,5.^5,^ などの つくの が本體 であ る。 中古 位 

までの 文に は 「を」 と 承け た 例が な い。 今 の 口語で は 稀に 「本 を讀 まれな い」 と か 「酒 を飮 まれ ない」 な 

どと もい ふ が、 そ れ は r 讀 む」 「飮 む」 と いふ 他 性の 動詞 を 主にして それに 引かれる の で、 能 性 動詞の 

方から いふと 宜しくな い。 か やうな 法 は 今でも 三分 通 位し か ある ま い。 能 性 は 直接に 動作す ろの 
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ではなく、 た  >  その 事が 出來 ると いふの を 現す の だから、 畢竟 は狀態 的 の 意 味に 歸す るからで あ 

ら う。 

亡き人の 事^しの びて 泣く 

亡き人の 事^しの ばれて 泣く 

本 を 讀 む  本讀 まる  本 が 讀 め る 

噂 を 聞く  噂が 聞え る (能 性 自 然) 

君 は 鳥 を 見る 我 は 近視眼 ゆ ゑ 鳥 見え す (能 性) 

主義 を賫る こと を 得す  主義 は 寶られ す 

この 「を 得」 と いふ 法 は 漢文の 直譯で 日本語 法に は 根柢から 背いて をる。 口語で 「が 出來 る」 とい ふ 

のが 正しい 日本語で ある。 こ、 の 「得」 は 動詞で なく 能 性 を 現す 助動詞 だが、 本來の 語法で は 無く 只 

直譯 した 丈の 事で ある。 

被 性 (受 身) の 動詞 も 多少 狀態 的になる ことがあ るの で、 そ の 場合に は 目的語 の 「を」 が變 る。 け 1 ども 

それ は少 い。 

私 は I 方に のみ 氣が とられた 

人の 首 を 斬られた る 場所 

鳥が 人に 羽 を 討た る 


七 狀態 的の 敍 述語の 客 語 

先 年 「帝 國 文 學」 などに 總 ^  M とい ふこと が 喧 しく 起った 事が あ つ た" 御 ^じの 方 も 有らう が ¥ 竞 

「日本の 文に は 一 の敍 述語 (說明 語) に對 して 二つの 主語が ある ことがあ る」 と いふ 面白い 議論 で あ 

つたの だ が、 自 分 はどう も 承知が 出來 ん。 謂 は ゆる 總 主. 小 主に 關係 ある 二三の 文^ を 解剖して：： ん 

よ 50 

象 は 大 なり 

支那 は ^ し 

m 徠 論 語徵を 著して 其 の 名 大に顯 る 

こんな 文 で、 「身 體」 r 國 土」 「其、 の 名」 は 「火 な り」 r 廣 し」 「顯 る」 の 主語の 樣にも 一 寸兄ぇ る。 さ う すれば 

「象」 「支 那」 「徂 徠.. 一な 總卞： とか 木 主と か 名 を 付けなければ ならぬ ことになる。 けれども 並立し ない 

二の 主に 對 して 敍述 態が 一 であると いふ は 誠に 不 理窟な こ と。 そ こで こんな 文の 敍述 態の 性質 

を 吟味して 兄る と、 多 く は 形容詞 で、 動 詞 なの も ある が、 そ れは 動作 的な のではなくて^ 狀態 的の 

者ば かりで あ る。 そ れ を 言 ひ 方 を變へ て 動作： g にして^ ると、 「第 五」 の 所 で 言 つた 樣に皆 客語の 

形になる。 

大 に 其 「^,^J 顯 す 
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梅の 花 は @ あり  も つ 

君 は 官吏に 適 す  官 吏 が. よ し 

金剛石 も 磨かす ば 玉の s,^ 添 は ざらん  添 へ 

人も擧 びて 後に こそ 誠の 德は あら はるれ 德あ顯 せ 

かう して 見る と、 下 の敍 述語に 對 する 主語で ない ことが 分 る。 誠 の 主語 は 決して 是 ばかりの 言 ひ 

方の ちが ひで 變る もので はな い。 r 徂 徠を顯 す」 と か 「金 剛石を 添 ふ」 など 言 はれん ので 分 る。 此 等 は 

皆 客 語 で あ る。 精 密 にい へ ば 補足 語になる 場合 も あ る。 そ して 敍 述語と 統合して 一 の敍 述部 を 作 

る の で、 本 當の 主語に 對 して は 小 主と いふ やうな 闢係は 無 く. 全 く 客語の 地位に 立つ もの で ある。 

この 方針で 冽の 文 を 解いて 見よう。 

主  客敍 客 0 

日本 は 山水 秀麗に 氣候溫 和な り 

敍 述部  fflffl 

主客 敍 ^  M 

余は舉 問 淺く才 疎な り 

I 修 1 1 主客  敍  客^   

維新，^ 元 勳は西 鄉が割 木戶が SI1  一^^ へ^,^ 第 一 とし) 

I ^ I i  , 木戶を 第二と す、 

主  客敍客  0 

日本人 は 髮黑く 皮膚 黄ばめり 


t  s 

客敍客 ^一  主  - 

日長き 春は樂 し (余 は) I 余 は 日長き 春を樂 む 

客 

客 客 主 鼓  モ 

君に 二心 わが あらめ や も (二心 を 有た む や も) 

一 — 敍 0 — 、 

主 客 敍 客修敍 _   

(余 は) 薆 しと 見し 世ぞ今 は戀し き (  P" ふ) 

主客 敍 

私 は 金が 無 い (金 を 持た す) 

U ！ 客 敍  客 敍 

(余 は) 月 ^れ ば物ぞ 悲し き (物 を 悲しく 思 ふ) 

修 前提 句 

悲しい と か、 嬉 しいと か、 飲 か はしい と か、 を かしい とかい ふ樣な こと は 皆 人の 感情 を 表した こと 

だ か ら、 そ の 主語 は必 人に 歸 する 譯 合、 物 は 客語に 立つ ので あ る。 「が」 や 「は」 な どの 肋辭 にの み拘る 

と 本體が 分らな くな る。 外 にむ づ かしい こと も ある が、 ま づ大體 こんな 風に 說 明したら どんな も 

の だら う。 (國學 院雜誌 第 七 卷第四 號、 所 載) 
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,1\ 


語に 特有^ 文の 一一 


文 惑 を 文法 

令 文. 感欵文 

大抵 凡べ て 

たなら ば、 そ 

今 文法 學の 

し な ければ 

な 國 語 で も 

雜な のは殆 

樣に 微妙な 

はもと より- 


舉 上より 別け 

と な る。 又 是 を 

の國 語に 適用 

れ ぐ の國語 

上より 我が 國 

ならぬ 二方 面 

全く 敬語の 無 

の は是亦 類が 

世界の 言 語 の 

第 一 


る と、 組緻の 

修辭擧 の 方 

される 方法 

によって 增 

語を觀 察 し 

の 事が あ る" 

いとい ふの 

話體 でも 其 

4 からう し 

學 問の 爲に 

崇 敬 語 


上で は單 文. 複 文. 重 文と なり- 

から 見る  と 、記事文. 敍事 文. 議 

である が、 そ れ は大體 一 般の 

減す ベ き區別 方法が 少くぁ 

て 見る に、 前 の 組織 性質の 二 

一 は 敬語 卽 崇敬 體で、 他 は 記 

は な い。 皆 多少 は 有る に 相 遠 

の 通で， 語氣に 相違の ある 事 

て兒れ ば、 此の 二方 面 三體の 

も 有益で 趣味の ある 事で あ 


性質の 方で 

論 文. 解 釋 文 

區別 であつ 

るまい と 思 

方面 七 種の 

o  o  0 

錄體 と對話 

ない けれど 

は 明で ある 

文 を 研究す 

ら う。 


は敍述 文. 疑 

と な る。 此 の 

て、 尙 立ち入 

はれる。 

文の 外に、 な 

體と である _ 

も、 日本語の 

けれど も、 日 


o  o 

問 文. 命 

方法 は 

つて 見 

ほ 注 意 

-尤 どん 

樣に複 

本 語の 


る 事 は、 國 語の 爲に 


敍述. 疑問. 命 令 等の 文に 平語な のと 崇敬 體な のと あ る" 此 の 崇敬 體を 性質に よって 別け ると. 


一 尊 他 尊敬すべき 人の 身體. 所有物 件. 動作. 狀態等 を 敬 ふ。 

御顔うる はしく  iR^^lgl^ 

W 病 IS 御宜敷 入 ら せられ 候 

御 立派なる 御帱子 善 き 御家來 

二 自卑 他 を 崇敬す るに つけ て、 自己の 身體. 所有物 件. 動作 等 を 謙り 卑む。 

S 先年 死去^,^ 候 

明日 參上仕 & ベ く 候 

三 關係 ^敬 他を處 分し 又は 直接に 他に 關係 する 自己の 動作 を 謙る。 

御中： 人の 難儀 を 御 助け 巾す 

天長節 を 祝 ひ 奉る 

四 一般 崇敬 話しかける 人 叉 は 聽く人 を 敬 ふに つけて 、一般の 動作 を 丁寧に い ふ。 是 は自卑 

より 轉 じたる もの で. 對 話體 にの みある 近古よりの 語法で ある。 

昨日 御 出な され 個 節 云々 

雨降り 候 は 不參可 致^ 

¥^ を^, Y^7 

此の 四 種類になる。 之 を また 言語の 上 から 見る と、 S 敬體を 形成す る に、 一 個 その ま  >  の 敬語が あ 
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八 一 八 

り、 肋 動詞 助 辭. 接 頭 語. 接 尾 語 等の 添 ふの が ある。 今 ひとつぐ 吟味して みょう。 

I 一個 その まふの 敬語 

甲 名詞 尊 他 

方 「奧 方」 「此 の 方」 な ど用ゐ る。 直 接に 人 を 指さない で、 其 の 人の 居る 方向 をい ふので 敬語と 

な る。 

^ 是も 其の 人の 居る 場所 を 指す * 「何某 官」 とか 「北 堂」 などい ふの は 皆 此の 類で ある" 

こ 代名詞 

ィ 尊 他 

なん ぢ ！ k i の 意 味 で、 詳 しくい へ ば^は 接尾語で ある が、 今 殆 一個の 語に なって をる。 そ 

して 尊 他の 意味 も 減じて 只^と いふと 同じ 位に なった。 

あなた は ¥^ で、 方向の 遠稱 代名詞で ある が、 轉 じて 人代名詞の 二人 稱 となつ た。 「其 方」 「其 

の 方」 な ども 敬語で ある 譯だ. が、 今 は 一 般に反 對に他 を卑む 意味に 用 ゐられ る。 「そこ」 「そこ 許」^ 

ども 同樣。 

0 自卑 

私 ^に 對し て、 名 飼より 轉じ たもの • 


僕 れ に對 して： 

「此 の 方」 な ど は 威張 る ^ 味に 聞え、 「我が 翬」 「我 等 j など 複數 にいへば 是 も. 同 輩 以下に 對 する 語 

と な る。 

^  # 他 

/  * ホ  ゴザ 

宣る 仰す 給 ふ 下す レ ます おはす お ほす しろす きこす 座ろ ^ふ 

ォホ  メ 

「仰す」 は 「命す」 の^ T 召す」 は 「御覧な さ る」 の 義。  . 

n 自卑 

巾す 奉る 上 ゆる 頂く 給 はる 侍り 候 ふ 致す 仕る 仕へ る 參る 

「す る」 を 「致 す」 と い ふ は 、「 至 る」 の 他 動 で. あ る點 から：^ る と、 特 に 意 を 川 ゐ て す る 怠 味で あら う。 

「仕 へ る」 は 「使 は る」 の 意味 。「つ かう まつ る」 は 「仕 へ 奉 る」 と いふ 關係 崇敬の 轉 じたので あらう。 

, ^ 1 般 崇敬 

，ます 御座る 頂く たべる 侍り 候 ふ 致す 仕る 參 る.. S 'す 

自卑の 語の 一 般 崇敬と なる の は、 ど うい ふ譯 であるかと いふ に、 是 は 聽手を 尊敬す る點 から 二 般 

の 事物 を s 己と 同じ 待遇に し、！！ 手 を 極めて 權 力の ある 樣に 言 ひ 做した もので も あらう か。 へ 


八 二 〇 

上から 下さった 御菓子 を 頂戴す る (又、 た ベ る) 

とい ふ 文 は 「そ れを 頂戴して 食 ふ」 意味 だ か ら、 「給 は る」 と も 「食 ベ る」 とも 言つ て 差 支ない 譯だ が、 自 

分の 力で 稼いで 得 た 「釵 を 食 ふ」 の に、 

御飯 を ^(た ベ る) 

とい ふの は、 尊敬 せん でよ い 所 を 尊敬す る譯 合に なって 甚 可笑し い。 けれども 病 氣の 見舞 を 受け 

た 時に 何の 世話に もなら ぬ 人に 向って でも、 

御蔭で 大きに 心よう ございます 

など 、、御 威光 を 此方から 聽 手に 有た せて やる 樣な事 もあって 见れ ば， 「自 分 の 飯」 も 「御 钣」 とし 「食 

ふ」 こと を 「た ベ る」 (給) と されない 譯 でもな い。 木石な ど の 「あ る」 を も 「侍り」 「候 ふ」 と いひて 聽手 をえ 

らものに し、 「ど う し て」 を 「ど う 致し まし て」 「ど う 仕り まし て」 と い ひ、 世 間が 勝手 に 「い ふ」 事 を聽手 

に 「申さ」 せ るな ど 多少 解釋 が出來 る。 そ れ から 尙又考 へ る と、 今 でも 田舍 者な ど は 敬語の 尊 他. 自 卑 

の區 別の 分らぬ 者が あつ て、 敬 語 はた V 1 般に語 遣 を 丁寧に する 譯の もの だと 思 ひこんで 居る 

ものが 多 ぃ樣 に、 自 己の 動作で ない 事 を も その 積に してやって 退ける 樣な事 もま づ 想像 出來ぬ 

で も な い。 此 の 方から 見る と、 尊 他 を 一 般 崇敬に 轉 する 心 持が 分る 樣で ある。 「ま す」 は 「い ま す」 で 「御 

座 る」 「入 らっしゃ る」 と 同 じ に 「在」 「居」 の 尊 他 崇敬で あるの を自卑 の 「候」 「侍 り」 と 同じに 見て、 

是は 筆で ST 座 る (入 ラ ッシャ ル) 


など、 いふ 。實は 不都合 千 萬の 語法で ある。 

二 助動詞 

!• せ 他  - 

る. らる (下 二 段活) す. さす (同上) す (四 段活) しむ 給 ふ あり なる なさる (下 二 段. 四 段) 

めす ます 等 

ィ る らる 

r 讀 ま る」 「D- らる」 が 何故に 敬語と なる か。 元 來 此の 助動詞に は 外に 被 性 (受 身) と 能 性との 意味が 

あるので ある が、 何 方が 根 本義で あらう かとい ふ に、 自 分 は 被 性が 第 一 根 本義 だと 思 ふので ある。 

其 の 「他 からせられ る」 動 作 は 「我 自身が す る」 の でない か ら、 自 身の 力の 足 不足 は 措いて、^ に出來 

る 動作 と認 定 してよ い。 そ こで 可能の 意味が 第二に 起って 來 る。 さ て その 可能に は 自然に さうな 

る樣な 意味 も あるので 「どうしても さう 思 はれ る」 「そ の 深切に 泣か る」 な ど、. a 然的不 能、 不 能 的 意 

味が 起る。 一 體賁人 は 自分で 身を勞 して 事 をす る こと はない 方の 者 だから、 「す る」 と いふ 故 意 特 

別 他励 的の こと は 失敬に な り、 此 の 自然 的 能 性が 其の 代になる 樣 になった もの だら う。 是 は 则 

の 嫌が あるか も 知らん が、 あ まり 大した 違 も あるまい と 思 はれる。 

此の 敬語 は 上代に はなかった ので、 源氏物語 中に も 二つ か 三つ かし か 見えな "そ れが 段々 盛に 
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なって 來 て、 最 普通の 敬語で あ つたの が， 近 來は又 「ナ サ ル」 と いふ 語に 壓 倒される 樣な 姿で ある。 

D  す， さす 

是は下 に 「ら る」 叉 は 「給 ふ」 を 添へ て用ゐ る。 元來 此の 助動詞 は 使 性 (使 役 相) の 本義で ある が、 前 に も 

言 つ た 通、 責 人 は 人に 事 を させて 自分 はせ ぬのが 當り 前で あるか ら、 か やうに 轉 じられ る 譯と見 

え る。 

ハ， す 

是は 奈良時代の 四 段活の 敬語で あ る。 今 でも 方 言 に は 「先 生が 本 を 讀 ま し た」 「字 を 書かし た」 な ど 

と 用 ゐて居 る。 ど うい ふ 意味で 是が尊 他の 語になる かとい ふ に、 矢 張 下 二 段と 同じに 使 性より 轉 

じた もので あら う。 中 古文 を 標準と した 今の 文法 は 使 性の 助動詞 は 佐 行 下 二 段と 「し む」 と の 二つ 

  ゥゴ 力 

と 立てる が、 そ の 以前 は それば かりで は 無 かつ た。 例 へば 動く とい ふ 自動詞 が、 他 動詞 動す と 佐 行 

四 段になる が、 そ の 他動と いふの は 使 性から 轉じ たもの で、 着 せる 見せる 似せるな ども 皆 使 性の 

意味 は 有って 居る ので あ る。 な ほいへば 令溺 令亂 など 此の 例で あ る， 萬 葉 

卜 四に • 

なせの 子 やとり の岡路 なかた をれ 安 乎禰思 奈久與 いづく までに と ある 「ァ ヲネシ ナク ョ」 は 

「吾 を 不 令寢」 で 今 の 語 の 「寢 せ な く」 で あるか ら、 古 代に はさ 行 四 段 活の使 性が あつたと いふ 事 は 

想像 說 としても まづ 動かない 方で あらう と 思 はれ る。 前 に擧ゅ た 「お ほ す」 「き - ^ す」 な ども 實は此 


の 使 川より it じたので ある が. そ の 轉活の 形式が 普通の 冽に はまら な いから 一 個のお として 置 

いた 譯 である， さて 此の 佐 行 四 段 活の使 性 は 長い間 中絶して 居 て， 近 來は又 下 一 段活の 代に 隨分 

多く 川ゐら れる樣 になって 來た。 

二 しむ 

常 に 「給 ふ」 を 下につ ける こ と. 「さ せ 給 ふ」 と 同じで あ る： 此 の 語 鎌 ^ 前後に は 多 く 川る た が、 そ の 外 

に は 川 例 多く はない つ 古訓 古事記に 

令謁 マ ヲサシ メタ マフ 

k 鋭に  . 

(道 眞、 時 平) 共 に 世の 政 をせ し め 給 ひ し 間 

な ど 

ホ あり なる 

漢卞 音の 動詞の 語尾と して 敬意が ある。 それ は^と い ふ より は 自然 狀態的 だからで あらう。 

御 嘉納 あり  出御 成る  行幸 成る 

近代の 語で は 「に」 を 添 へ る。 

御 出になる  御讀 になる 

へ なさる 

八ーョ 
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「なす」 が 良 行 下 二 段の 助動詞 を 添へ た 語 で、.^ の 尊 他と な る" 是 は 極 新しい 語 だら うと 思 ふの 

に、 後 撰 集 に、 批 杷 左大臣の 歌に (大和 物語に も) 

ならの 葉の 葉 守の 神の ましけ る を 知らで ぞ 折りし 祟りな さるな 

此の頃から あった 語 か、 ま だ 類例が 見つからん。 それから 此の 語 は 下 二 段活の 語で あるが、 近來は 

四段活 にも 活用す る。 

ト めす 

是 は s,^- の 尊 他で 「物 す」 な どの 樣に 色々 な ことに 用 ゐられ る 。「知し め す」 「聞 し め す」 な ど。 

チ ます 

r 來 ませ 吾 が 背 子」 「大 君の 敷きます 國」 「生 みませる 御 子」 な ど。 兼 盛の 子 日 行幸 和歌の 序に、 

世の中 も樂 しければ 今の みゆき はあります なり 

と ある は 珍しい 使樣 である。 

こ 自卑 

候 ふ 侍り 給 ふ (下 二 段) しむ 

" 「給 ふ」 の 下 ニ段活 が自卑 になる はどうい ふ爲 か 。試 に 言 へ ば 「使 ふ」 が 「仕 へ る」 と なる 樣な譯 で 

あらう か。 尤 此の 語 は 平安朝ば かりで 後に は 多く 用ゐな い。 此の 「給 ふ」 の 用法に ひとつ 特別が ある。 

それ は 熟語の 動詞に そふ 時 は 其の 閒を 割って入る ことで ある。 


桐 壺 身づ から はえなん 思 ひ 袷へ 立つ まじ き 

落萍 思う 給へ 忍び つれ ど 

又自卑 のに も 四 段 活と思 はれる 例が 少なから す あ る。 此 は 本の 誤との み もい はれな い。 當 時 も 混 

同して 使った もので あらう。 

萬 十八 みちの くの 小 m なる 山に 黄金 ありと 麻 宇 之 多 麻 弊 si 

出 雪 國 造. 初 賀 詞 恐 美 恐 f 申賜久 

難 後 拾逍序 オノ レ人 に讀 ませて 聞き 給 へれば 

此の 外物 語類に その 例が 多く ある。 

り しむ 

候文な どに 

一 筆 令 啓上 候 

令 參 内 之 處 

など 多く ある が、 今 は川ゐ ない • 

丙 關係 崇敬 

奉る まつる 參らす 中 す 

ィ 「參 ら す」 は 「參 る」 の 使 性 だ が、 此 方の 動作 を 他に 受けさせる 意味で も あらう か • 

八 二 五 


^ 「申 す」 は 口で いふ 事 だが、 外の 事 も 之に 準じて いふので あらう 

丁 一  般 崇敬 

，り 蒺 ふ ます 御座る 

パ 「ま す」 は 「申 す」 の轉 じたので あら う。 古 く は 「ご ざり 申 す」 な どと 用る たので あ る。 さ て 此方に 用 

ゐ てより 活 ffl が 佐行變 格に 代った。 

凱 陴八島 奧樣へ 御 取次 賴 みません 

小 栗 判官 元の 山 雀 かへ しません  . 

「ま せ う」 を 「ま せ ん」 と いった 時代 も あるので あら う。 珍 らしい 例の 樣 であ る。 そ れ から 動詞の ダ 

接 續詞ゃ 副詞句と して 用 ゐられ る 語に も附 くの は 煩 はしい 樣に思 はれる が、 元 が 動詞 だから 有 

るべ き譯 でも ある。 

御當 地に 於き まして 

御蔭 を以 ちまして 

左檨に 御座り ますれば 


敬お に 關 係 ある 助辭は に 

御^ 父 様に も御變 御座 

贵 君に は 此^ 御旅 行な 

是は 前に も あつ た樣 に、 人 

つ た もので あら う， 

四 接頭語 

錄他 

み お ほ お ほみ 

0 名詞 所餍 此 等の 接 


で あ る。 

なくぎ 

され 候 

を 直接 


お ほみ お ほん おんと 約り. 

ので はな い。 ど うかす ると 


) ま 

由 

- ) 旨 


元來 場所 を 示す ので ある が、 敬 語の 場合に は 主格と なろ- 


さないで 其の 揚所を 指す とい ふ 意味 合から 自然 に 「に」 が 揷 


お ほん 

頁 五 口 ま 

c  SIP  ^ 

結局お 

そんな 


お 

す ベ 

と な 


んぉ (おみ) 御大 賢 貴 等 


て 名詞 格の 語に つ く。 そ の 中で みとお ほと が 合 語に なって 

る。，^? は r 大 御」 の 意で 漢字の 猁を 二つ 重ね て 「御 御」 と い ふ 

解釋 をして 可笑しい 語 だな ど、 首 ふ 人が ある 様 だ が、 そ れは却 


つて 問笾 である" おみ 帶 

いふの は 敬語が 過ぎる 樣 

て 語 路 が 惡 い、 お  15? は劍に 

「御」 は 元来 漢字の 意味で 


おみ 足 おみお 汁な ど 普 通 「お」 と の み 言つ て も濟み 和な 所 を 一，. K 御」 と 


2 も 思 はれる が、 尙 考 へて 兒 ると、 ぉ帶 おおつ け など はおが 重つ 


混す るか ら. 自 然 淘汰で おみの 方 を 用 ゐる樣 になった もので あらう。 

は 天子の 動作に 添へ る 接頭 尾 語で あるが * 日本 の^に 常る 漢字 は 外に 


ないから 之 

つて、 その 本 

場合に のみ 

^ 動詞 所 

猢 立派 

等 は 形容詞 

力 こ 

御よ ろ 

等 は 用 言 に 

猢 出で 

i 讀 み 

等 は 敬 語 に 


を 

教 


な 

一 ； 

な 


^るる と. そ れ が 

は <f 「は 毎年  一 

つて 居 る。 そ の 外 

みお 御な ど は 

る 御屋敷 

附 いたのに 相違 


總べ ての 尊 地の 敬語と なって 御の 

の 御歌會 に 「御製」 と あ る の や、 又 は 接 

^i^w 等 は美稱 より 轉 じて 崇敬と 

動詞 その他 形容詞な どに も 添ふ樣 

溯 尤なる 仰 

な いが 


字 

な 


ま 

五 口 

き a 

見 


八 二八 

J も 添へ ら れる樣 にな 


の 出御 入御 寢御 など い ふ 

た 支那 仕込の もので あ る 

える 事が ある。 


尙 立派 尤 など 體の 語に ついた ものと して 說 明が 出 來る。 し 


レ ナ 

さ る 

る 


裯 めで 

ものと いふ 


出來ぁ 


の 出で 覽讀み 習 ひ 

よ い。 す ベ て 動詞の 

說 いた 樣 に、 今 で も 

動詞に 接頭語の 敬語 


力 

サな 

0 


御 習 

つた 上 か 

ど は い づ 

相 は 中古 

分の 鄉 里 (莊 內) な 

カ附 くと いふ 事 


*  、- ヽ 

より 外 

なさる 

ひに な 

ら 昆 る 

れも名 

A かで も 


仕方がな い。 是 は 近代の 語法と してよ ろし 


る 

と、 動 詞所藝 とも 見える が、 し 

詞 になって 居る か ら、 是 は 矢 

助動詞で 現す のが 本則で あ 

ど で は 「お  な さ る」 と い ふ 

は 極めて 變 則と 思 ふ。 と f  . 一  ろ 


しよく 

名詞 所 

たので _ 

法 は 用 


調べ て 見れ ば、 其 の 下 

屬と 立て 、置く 方が 

助動詞の 甲， イ^ ハに 

ゐ な い。 是 から 見ても 


が 奈良時代の 古い 所に みの 動 


詞 につ いた 例の あるの はどうい ふ もので あらう。 

古事記 ヒ 於是 伊邪那岐 命拔 所， 御 佩 之 十 拳 劍斬其 子迦具 土神 之 頸 云々 

之 を 古事記 傅に はミ ハ 力 セ ルと訓 じて 「さて かく 川 語に も 御と いふ こと 古 は 記 中に 御寢 坐、 萬 0 

£タ タス  I  I 

に 御 立 な ど ^ 多 し」 と 解いて ある が、 自 分 は 直に (M 成 は出來 ぬ。 何 故 かとい へ ば、 所 佩 は ハケル で 

その 敬語 所 御 佩はハ 力 セ ルと訓 すべき 譯 で， 現 に 自分の 見た 古い 本に は ハカ セル と訓 じて ある J 

それから 御寢御 立と ある はミ ネ、 ミ タ チ とやう に直譯 せねば ならぬ 譯 はない か ら、 此 の訓 はネサ 

シ マスと もタ、 ス とも 言 は れ る。 或 は 其の 方が 正しから うと 忍 はれる 鹿 持 雅澄氏 も 矢 張 此の 本 

居說 で， 

^  一  一  fl^.  Ed 島 乎 見 時 庭多眾 流 淚止曾 金 鶴 

同 I 九 船 騰乇爾 御 立 座 而 

仁德紀 爾 天皇 ^^其 大后所 坐 殿 戶歌曰 

など をミタ 、 シ 、ミタ 、 シ マシ テミタ 、 シ テと訓 じて Is る が、 假 名 書で ないから^ 據に はなら 

ぬ 。タ 、 セ リシ タ 、 シ マ シテタ 、 シ テと訓 じても 差 支 はな い。 た 5T ひとつ 

^^五 帶姬 神の 糞の 魚 釣らす と美 多多 志 世 利 斯石を 誰 見き 

此は 假名 書 で 「御 立た しせり し」 と あ る が、 「た ， し」 は 佐 行 四 段活の 第二 變化 名詞 法で あるか ら、 是 

も 動詞に 附 いた 例に はならぬ。 此の 外に 古人が 動詞の 上に^ をつ けて 訓じ たもの もせ 此の 例で 

八 二 九 


八 三 〇 


の 問題と して 尙 研究した いと 思 ふ- 


に  附 いて 愚 父 野生 

El は 自卑の 動詞の 


あ る。 實 に 疑 はしい 

こ 自卑 

, 愚 野 小な ど。 

此等 はすべ て 字 音 の 語 

尙 體 言 所屬に 相違な い 

IS 關係 崇敬 

是は 甲と 同じに 名詞 所 

小生より 綳 返事 (御 

御 心配 申し 候 

御 祝 ま ゐらす 

「敎 へ 奉 る」 「導 き 申 す」 な ど 接頭語の ない 

と は 容易に 分る。 此の 接頭 も 近代の 語法で 

£ 一  般 崇敬 

差 相 御 


など 用ゐ てす ベ て 名詞 所屬、 「愚 考 致 し 候」 な ど 

轉 じて 接頭語と なった もの だか ら、 無 論 動詞に つく _ 


も 


屬 である" 

通 知、 御 誘) 申 す ベ 


候 


時 は 動詞で ある が、 接 頭 語が 附 くと 體 言 の 格になる こ 

あ る。 


動詞 所屬 ，^  ^ は 動詞の 轉じ たもの で、 無 論 名詞に は附 けられぬ。 一 體此等 は 敬意 な 


どの ある 語で はない けれど も. 語 に 重み を附 ける 爲に 印ゐ 出した もの で、 そ れ から 厳 松な 0 と な 

り 一 般 崇敬と もなる ので ある。 

^ 名詞 所餍 i,* お ま  >  おそば ^ 醬油 お 天氣 御 粗末な 物 等， 此等は 拿 他 

から 轉じ たもの G 

五 接尾語 

m  ^他 卽敬稱 

命 殿 樣 君 先生 御 前 上 御 き 陛下 殿下 閣下 足下 

いづれ も 名詞 所屬 である。  0 

命 は 3^ で 3- に 當 てた 文 字、 尊 と 書く の は 其の 意味から に 當 てた ので あ る。 是 は 通例 三人 

稱に 川ゐる が T 汝 命」 又 は 「汝 が 命」 略 して は  < 叫， S 等 二人 稱の 代名詞に も川ゐ る。 それから 延 いて 

は 三人 稱の 代名詞に もなる。 

^ は贵 人の 居處を 指す 所から 轉 じて 接尾語と なった 者、 平 安 時代より ffl ゐ 初め 今 も消总 文に 

殘 つて 居る が、 口 語に はお 三の 專有 となって と轉 じて を る。 軍 人 社 會には 今 も 口語に 使 川し 

て をる の は、 威 厳 を 保つ 爲に 一 般 の^と 區 別した ので あらう が、 隨 分 耳 だつ。 

0 は 方角 をい ふ 所から 人 を 直接に 指さない とい ふので 敬語と なった もの だが、 ^ より は 

八 三 一 


八 三 二 

新しく まづ 室町 時代よりの 語で あら う。 轉 じて は サ ン となり、 チヤ マ チャン チヤ 等と なる。 

^と 合して は S となり 代名詞 狀に用 ゐられ る。 殿 が獨 立して 用 ゐられ る 樣に櫬 も 名詞 を 異に 

する こと は ある が、 普 通で はない。 東京の 下等な 語に チャン とい ふの は トツ チヤ ,ン の 上略 で、 某 樣 

を § とい ふと 同じで ある。 

^  ^ は 名詞より 轉じ、 ： 刺 は 其の 左右 を 指す ので 常 盤 御前 玉藻の 前， 等 用ゐ、 

S る  一 si^M などの^ は 上位の 人. の 意 味、 s  srt 等 は 接頭語の 下に 用 ゐられ た 

も の、^ はきみ の 意味で、 犬き あてき 兄き など 用 ゐられ る。 

など は 其の 左右 を 指す もの で、 轉 じて 二人 稱の 人代名詞 とな り、 又嗨 じて は 三人 稱と 

もなる の は、 あ ながち 道理の 無い 事で はない けれど も、 し かし 善い 語で は诀 して あるまい。 

^ 卑稱 

め (奴) 男 

接尾語に は自卑 ゃ關係 崇敬 や 一 般 崇敬の 區別 はな い。 で、 卑 稱 として 擧 ゆる が、 此 のめ 男 は 一 人稱 

の土ォ は自卑 となる ので ある。 is, 「の 丸， 男な ど" (國學 院雜誌 第 八卷第 六、 第 七號、 所載) 
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